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近世 文藝 叢書 第二 名所 記 一一 

緖 言 

1 、 本卷 は、 上卷收 むる 所の 三 都 名所 記 類の 後 を 承け て、 諸 國 名所 記 

類、 即 ち 鎌 倉 物語 以下 七 種 三十 九 卷を收 めた り。 而 して 其 排列の 

順 序 は、 開 版の 年代に よれ り。 書 目 左の 如し。 

1 、鎌 倉 物 語 五卷 京 童の 著者 中 川 喜 雲 の 著に し て、 萬 治 二 年 京都 

に 於て 開 版 せら る。 此 書 頗る 世に 行 はれた るに や。 寶 曆ニ 年に 至 

りて 小 本に 縮 刻した る もの 出で た り。 著 者 喜 雲の 傳は上 卷の緖 

言 に 見 ゆ。 

1、§ 野 通念 集十卷 難 波鑑の 著者 一 無 軒 道 冶の 著に して、 寬文十 

二 年の 自序 を附せ り。 刊 行年 月 を 記さず と雖 も、 版 式 及 槍 風より 

察する に、 そ の寬文 年間の 梓 行た る や 明かな り。 道 冶の 傳も 上卷 
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の 緒 言 に 見 ゆ。 

一、 南都 名所 维十 卷附錄 一 卷 大和の 人 太 田 叙 親、 村 井 道弘の 共著 . 

に し て、 延 寶 三年の 自序 あ り。 本書 題して 南都 名所 集と 曰 ふとい 「 

へ ど、 實 は汎く 大和 國の 名所 舊蹟を 記せるな り。 著 者の 傳詳 なら ：.. 

ず。 

1、 河內國 名所 鑑六卷 河 內國柏 原の 人 三 田 淨久の 著に して、 延寶 

七 年の 開 版な り。 此 書、 題 簽には 河內鑑 名所 記と あ り、 序 文 及び 跋 

文に は 河內國 名所 鑑と記 し、 各 卷 首に は河內 名所 記と 題 すれ ど 

も、 今 便に 從ひ 河內國 名所 鑑を以 て， 定 名と 爲 す， 著 者淨久 の傳は 

未だ 詳 ならず。 

一、 有 馬 名所 鑑ー卷 天 和 二 年 有 馬の 有 野 屋次郧 右衛門が 梓 行す 

る 所に し て、 著 者詳 なら ず。 蓋 し 有 馬の 名所 及溫 泉の 效驗を 世に 

知らし めんが 爲 に、 此 « を 開 版して 諸國へ 頒布せ しに 似たり。 


一、 娃崎蟲 眼鏡 ニ卷 元祿 十七 年の 開 版に し て、 大 阪 富士屋 畏 兵 衞 

の 梓 行な り。 弄 古軒菅 秋の 序に 其 舊人江 原 氏の 著なる よし 見え 

たれ ど も、 所 謂 江 原 氏の 傳は今 放 ふるに 由な し。 

一、 三 河 雀四卷 三 河の 人 花 翁の 著に し て、 蠻永四 年 の 序 あり。 花 翁 

の傳 未だ 詳 ならず。  - 

明治 四十 三 ハ牛人 月  校訂 者識 
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名所 記 一 一 

鎌 倉 物 語 序 

しばし 旅た ちた る こそ、 目 さむる こ、 ち すれと 古人 

い へ る、 それ もさる 窜 にて、 又 ゆかす して 名所 をし る 

も猶 おかし、 愛に 鎌 倉 物語 あ.. > 、事 は 詞 にあら はし、 

かたち は綺に 見せし むる、 誠に 踵 を めぐらさ やして、 

彼 地 を まの ま へ になが め、 故 をと はすして、 獨. H 緒 を 

お ぼ ゆ る は此 草紙な り、 諫鈹苔 ふ か うし て 、鳥の 足形 

たえす、 けい ベ んか まくらに 蟹 あつめて、 此 草案 をし 

るせ 、予見 まく ほし 月〕 化と か こてば、 やさし も提越 

といら へ、 その 卷々 を なげうた しむ、 鴛とぢ の^が 

谷、 棚 を かざ.. >  し 藤が 谷、 仰て た、 む 扇が 谷、 ひらく 

は釉の 雪の下、 言葉に 花 を ふらし つ、、 の- .- る 方な く 

由 比の 濱、 和歌 ゑの 島 を かき まじ へ 、男女 貴賤の もて 

鎌 I 創— 物 I  0 


あそびと なせる-か、 る いとま ある も、 御 た 、| らナ 

くやす けき ゆへ 也，、 五 rn の 風 枝 をなら さす、 十： n の 雨 

壤を やぶらぬ お ほん 時に あ ひ舉， 9、 われ も 浮 木の 龜 

が 谷に さまよ ひ、 硯の 海ば たにくび さしのべ て、 なが 

ながしき は 鶴が 岡せ たき 序文と、 人の 口う ごかさぬ 

さきに、 はやく 筆捨の 松、 

i I  中 川 氏 喜 雲 
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鎌 倉 物 gi 卷第 一 

〇 縑 倉の 邵 

一 、相 摸國鎌 倉の 邶と巾 は、 大織冠 鎌足、 鎌 子 丸と 申 

せし 時、 いなかよ..^ 都に のぼ. 9 給 ひて、 次第の 官位に 

とい こほりな く、 天智 天皇 八 年に 籐 原の 姓 を 給 ひて、 

5： 大臣に 任 給 ふよろ こびの 宿願 あるに よりて、 ひた 

ちの 國鹿 ，32 に まふで 給 ひ、 歸洛 のつ ぎに さがみ の國 

油井 鄕に衍 し 給 ふ、 その〕 使の 夢の 御 つげに よ. 9、 多年 

たしな み 給 ふ 所の 鎌 を、 大倉松 岡に うづみ 給 ふに よ 

^て、 鎌 倉の 邵 と なり、 か、 る 前世の 宿綠 あるに よ 

.0、 ながく かま くら は 世 をお さむる 勝地と なれ. o、 大 

織 冠.^ 孫 染ゃ太 郞時忠 、文武 天皇の 御宇よ.^、  武天 

皇祌 龜年屮 まで、 かま くらに 居住して、 柬八ケ 國の總 

追 捕 使して 、東夷 を しづ め 國家を まもり、 その、 ち 平 

將 さ だ 盛 ま ご 上總 介^ 方 か まくらに 居住せ しに、 

伊豫 守源賴 義相投 守に 任 給 ひ 下向し 給 ふ 時、 直 方む 

すめ を 以て 綠を むすぶ、 賴義 嫁し 給 ひて 八幡 太郞義 

家 を も ふけ 給 ふ、 陸奧守 東夷 將 軍に にんじ 下し 給 ふ 


時、^ 方 かまく らを義 家に ゆ づ.. . 、義家 うけつぎ 給 ひ 

てより、 源 家 代々 の 勝地と なれり、 右大將 船， 例 = 本 園 

の 總追捕 使 をた まひて より、 父子 三代： 中 政. 十 一 代、 攝 

家よ. H 一代、 親王 家より 五代、 合 十一 代 はかま くらよ 

-9 天下 國家 をお さめし に、 正 鹿 二 年に 當 今後 船醐天 

皇、 かま くらの 執權 の 高 時 ほろぼされ、 第 八の 宮を 

征夷 將軍 になし まいらせられ すゑ 舉ら る、 又 世み だ 

れ て 、足 利 贈 太 政 太臣高 氏の 一 一男、 左 馬； § 某氏 を關柬 

將第 となし 給 ひて すゑ 給 ふ、 基 氏の 孫 六 七 代お さめ 

給 ふ、 公方 世お とろ へ 給 ひて よ 、農 人の すみかと は 

なれり され ども か、 る. H 來 ある 古跡 なれば、 今 も 心 

ざし ある 人 はと ひきませ る 也、 

花 も z: も：：^ る や 旅ね の 高枕 

此發句 は.^ 川 喜 雲が 作な り、 一とせ 花の 都より：！： の 

むさし に 下 b し^、 かま くらに も 立 寄、 帝 郡より 大樹 

の お ほんもとまで、 道す がらの 名所々 々を、；^ 句に つ 

らね詞 につい け、 壹部 のさう しとな して、 外题を 道草 

とい へり 、いまだ 梓に ちりばめぬ もの なれば、 今此物 

がた b の 鎌 倉の 鎌 を ひつ さげて、 その 道草 を かりと 

る もの 也、 奥に いた. 9 て も 名 を あら はさいる 狂歌 發 


句， みなこの 喜 雲と いふす きものが 句な り、 

〇 鶴 岡. E 八幡宮 附 神宮 寺 

一 、柬鏡 大槪、 右兵衞 佐 殿 義兵 を 興し 給 ひて、 漸威東 

國に襲 ふの きざみ、 心願 あるに より、 先 鎌 倉に 打 入 給 

ひ、 小 林鄕の 北山 を てんし、 宮廟を かまへ、 下 若宮 を 

此所 にくわん じ やうし 給 ひ、 先 かり 初 成に より、 茅^ 

きらす， くわ かう のか ざ. o- におよ ば や、 舉行大 庭； 牛 太、 

一 、 治 承 五 年に 當 假の 建立、 そこつの 儀 なれば と 

て、 武藏 國淺れ 十より、 木の みちの たくみ を 召 寄、 楝梁 

を さだめ、 七 e: 八 日 事 初、 專 結構 を 靈 しく わかう を か 

ざり、 祌. 威 を かがやかし 給 ひ、 同 八 H: 十五 W 遷宮 あ 

、奉行 は 梶原景 時、 土肥實 平、 大庭 景義、 sG: 寬坊な 

り、 八幡 權現 これな り、 

一 、建 久ニ年 苦宮の 上の 地に 別て、 正 八幡宮 を勸 請し 

給 ふ、 上の 若宮 是也、 

I 後石淸 水た のみ を かくる 人 はみ な 右 大き 

久しく 世に も iB とこ そき け  賴朝卿 

一 、柬鑑 に、^ のかた はらに、 熱 田大明 It を勸 請し 

給 ふと あ. o、 今 左右に 三輪、 熱 田、 瞰訪、 三 島、 住吉の 

社 あ. 9、 山の 上 八幡の 右の 方に、 武 氏神、 賴朝宮 、あい 
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せん 堂、 右の 脇に 經堂、 石 坂の 上 わきに 龍の 爪跡の 

石、 鶴龜 石、 その外！^ 成 石 二つ、 まろう どの 門に 制札 

のうつ しあり、 五 尺 許の よこ 板に、 數ケ條 の 一 つ 書 あ 

，り、 寬永五 年 八 e: 朔： n 佐 倉の 侍從、 前 橋の 侍從 判と 

有、 神人に 祌 寶を尋 しに、 御 弓矢、 十二の 手箱、 何れも 

岩淸 水より 下. - しと ぞ、 代々 名作の 太刀 盡 しがた し、 

弘法 大師 法 花經、 同 作の 藥師、 あいせん 鹿の 玉、 牛の 

玉、 人 神も覺 えがたし といへ b、 油井 溶まで 十八 町、 

兩 のわきに 直 松 ありて、 はる < ^と 見 へ わたりて、 眺 

望な のめなら す、 

一 、上宫 よ， り 下る 石 坂の わきに、 銀杏の 木 あ. o、 東 鏡 

に 建 保 七 年 正月 廿七 H、 實朝將 軍 右大臣 は いがの 時、 

神拜 事お はり 返 出し 給 ふ 時、 上宮 石橋の 砌、 いちやう 

の 木陰まで 公 曉伺來 て、 丞相 を 害し 舉り、 御^の 役人 

を もと もに 射、 ちくでんし 給 ふに よって 、隨兵 等 宮中 

に馳 入る といへ ども、 求 出す に 所な し、 或 人の 云、 上 

宫の砌 にお ひ て、 別 當公曉 、父 敵 を 討 のよ しな のらる 

ると いへ， 9、 是 によ，.^ 各 件の 雪， の 下の 本坊 にお そ ひ 

至，.^、かの門弟、惡僧等寺內に循籠ぁぃた、かふ、 長 

尾 新 六 父子 兄弟 先が け を あらそ ふ、 終に 押 やぶる と 
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いへ ども、 惡 lE 等 はかけ おち、 公曉 はまし まさ や、 笨 

むなしく 馳歸 り、 たい 13 然の外 他な し、 こ、 に 公曉後 

見の 倘屮 阿閣 梨が 北 谷の 宅に むか はる、 それまで も 

猶 かの 御 首 を はなされす、 使^ を 以て 三？ g 義 村が 方 

へ 被，. S. 遣」 ける は、 今將 軍の 闕 あり、 我 尊 東關の 長に 

當れ. 9、 早く 此儀を 廻し 申べ しとの 使 也、 義村此 事 を 

聞、 先君の 恩 化不レ 忘、 落淚數 行に および、 その 、ち 使 

に 向、 やがて 此方より 兵士 を 御む かいに 可レ 進の よし 

を 巾 送.， >  て、 かの 趣 を 平の 義 時に つぐる 、義時 即公曉 

を誅 し可レ 巾の よし 啓 せらる、 義村 一 門 を あつ め 評議 

し、.：！^:^^-新六定景を討手に指、定！^:^郞從以下五人甲52： 

を し、 備中か 本へ；；；：，！！：、 公 曉阿閣 梨 さへ ぎって、 義 

村が 方へ 行む か はれけ るに、 途中に て定景 行逄、 雜賀 

次郎 いたき 雌雄 を けっせん とす、 終に 定景 太刀 を以 

て 公 曉の首 を 討て、 則義 村が かたへ 持參 す、 義村義 時 

の 邸 へ 又持參 す、 燭を取 首 を實檢 せらる、 今 H の 勝 事 

兼て 吿を示 事 一 つに あらす、 殊に 庭前の 梅 を 見 給 ひ 

て 禁忌の 和歌 を 詠 せらる、 

出て いなば 主な き 宿と 成ぬ とも 

軒端の 梅よ 春 を わするな 


勝 畏壽院 に 葬 奉る、 さる" 饮 御^のお 所不レ 知に より、 

公 氏に 昨！：： 被レ造 所の びんの 御 かみ を もって、 御く し 

に 用る と 也、 將， tsf_l:^ 去の 愛 傷に たへ や 四 人出 家す、 

公曉は 右大將 家の 嫡子、 左衞 門督賴 家の 二 男 也、 賴家 

遠 流の 後 孤と 成 給 ひし を、 尼 御靈三 井寺へ のぼせら 

れ、 學 文の いとなみ 有し を、 年た け 給 ふに よ.^、 建 保 

五 年 六 W: 迎取、 若宮の 別當 にす ゑら れし 也、 

一 、八幡 櫂 現の 右に 護摩堂、 左に 多 135 堂、 かねつき 堂、 

眞 中に 舞 堂 有 、束 鏡に 文治 1 一年 四 八 =1、 伊豫 守源義 

經 妾の 靜の 前、 若宮の 廻廊 に て 、大 殿 望に よ. 9 舞曲 を 

奏す 、鼓 は 左衞門 尉祐經 と、 ひやう し はむ m 山 重忠、 靜 

先 歌を吟 じて  ， 

吉野山 峰の しら 雪 ふみわけて 

いりにし 人の 跡ぞ戀 しき 

次に 別 曲 をうた ふの 後、 又 和歌 を吟す 

賤ゃ しづ しづの をだまきく， 0 返し 

昔 を 今にな すよ しもが な 

賴朝聞 給 ひて、 まことに 昔 を こふる は、 反逆の 義經を 

こふる にや、 八幡の 御寶 前にて は 奇怪な りと 一： ム云、 然 

時御臺 所の 仰； i は、 君 伊豆 國に御 配流の 時、 ひそかに 


ゑん を むすびた てまつ りしに、 北條殿 世の 聞へ を は 

ばか 給 ひ、 我 を 引 給 ふといへ ども、 猶心 君に あり、 

其 後 石橋 山の 合戰 以後 暗夜に まよ ひ、 伊豆の 御山に 

捨られ 、君の 御行 衞を不 い 知、 たまし ゐを 遣す の 時の 

うれ ひ、 今の しづか 思 ひの ごとくな らん か 、義經 多年 

のよ しみ を 若 忘ば、 豈負 女の すがたな らん や、 尤 幽玄 

とい ひつべし とのた まへば、 二 品 しづ ま.^ 給 ひ、 靜下 

向 は 三 巧 朔；" 、男子 平 產は壬 七月 廿九 G" 、仰に よ.， > 赤 

子 をば 安達 新三郞 油井の 浦に すてせ しむ、 歸路は 九 

十六：：：、 

一 、仁王門 額に 鶴 岡 山と あり、 わきに 木 神 立 給 ふ、 東 

鏡に 此 -£:T 場に て 競馬 度 々あり、 神 拜數を しらす、 八 足 

の 門と いふ も あ b  、池 を 西 東 へ 掘 廻、 鳥 井のう ちに そ 

り 橋 を わたせ. り、 池の 中に 島 七つ あり、 K 形 七 やうに 

似たり、 東の 島に 辨才天 立 給 ふ、 是 もちいさき 橋 か \ 

れ-、 

一 、承 元 二 年 四月 廿五： 》 、鶴 岡の 東の 角に、 神宮 寺 を 

可レ 被い 立の よしに て、 今 =n 地 引 せらる、 同 七 H: 五 H 楝 

あげ、 同 十一 一月 十一 一 u 造畢 す、 本尊 藥師の 像 を あんち 

せらる、 雲慶 作、 實朝 建立、 執權義 時、 鶴 岡 山い ぬいの, 


ふもとに 一 宇 じ ゐんを 立て、 後鳥羽院 を勸 請し 舉ら 

る 、新. ilH 大權 現と あが め 申、 重 尊 僧都 を 別當職 に ふせ 

らる、 かの 怨靈 をな だ め 奉ら る 、是 より 天. 下 も しづ ま 

b ぬ、 され ども その おんねん やまざる にや、 其 後の 御 

たくせんに、 關東滅 u 我 所行な り、 關東 滅却 も廿ニ 

日、 朕が 崩御 も廿ニ  H と ヨー、 誠に をん ねんのお それ 

すくな からす や、 今の 上の 宮 のにし、 雪の下へ おる、 

石 坂の わきに、 柳 營の宮 と 云 あり、 1^ 安城 は 花の みや 

こ、 かま くら は 柳の 都と いふ 說 あり、 

鎌 倉 やか まくら 山に 鶴が 岡 

柳の 都 もろ こしの さと 鎌 倉 右大將 

千年 ふる 鶴が 岡べ の 柳 原 

あ をみ にけ b な 春 をし るべ に 

鶴が 岡 木 だかき 松 も 吹 風の 

雲井に 響く 萬 代の 聲 左 兵 衞尉基 氏 

1 、鴨の 長 明が 記の 中に も、 つるが を か 若宮 は、 松 か 

し はみ どリ いよ/., y けく、 頻蘩の そな へ かくる 事 

なし、 陪從を さだめて、 四季の 御神樂 おこたらす、 職 

掌に 仰て 八 H: の 放生會 おこな はる、 崇祌 のい つくし 

み、 本社に か はらす ときこ ゆと な h'*  j 
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鎌愈.^$^,に歌 

二ば しらたが 立て そめし 鶴 岡 

鎌^ 山と これ をい ふ 也 鎌 倉 右大臣 

鎌 倉 M 

f  g 宮柱 ふとし き. |5f て に 

今ぞ さか へん 鎌 倉の 里 同 

八まん の 三寸 をく まんの 霞 かな 

き ゆる 雪は黑 なれ や 鶴が 岡 

〇 志 一 上人 石塔 并稻荷 社 

一 、上人の 石^-若宮よ， -西 わきの 町 やの 後の 山の 上 

に 有、 岩山 を 切 洞に して 其內 にお、 わきに 新 敷 逆修の 

石搭も あ. o、 先立の い へ る は、 此 上人 は筑紫 人な.^ し 

が、 訴訟 ありて 下り 給 ふ、 すでに 訴訟 も 達せし めけ る 

に、 文 狀を古 鄕に忘 殺 給 ひて、 明 の 朝と いはんに はい 

かいせん、 身體 極れ b と、 上人 さは がれし 時、 つねに 

せ；： 化せし 狐、 一 の內 に古鄉 へ ：ib 、かの 文狀 をく わ 

へ 、曉 に歸， り來て 上人に 舉る、 その ま、 息絕打 ふし 死 

にけ，，^、上人訴訟達せしかば、則かの狐を稻荷の宮と 

あがめ、 社 を 立て 祭 給 ふと ぞ、 則 坂の 上 脇に ちいさき 

ほこら あり、 上人 は 太 1^ 記の mr 左； iii 頭^ 氏の 代に、 


上 杉そう き やうに より、 鎌 倉よ， i> 上方へ のぼられけ 

ると、無極抄に见へたり、4^"の上人のルザの跡には、 今 

新 寺の 比丘尼^ あり、 逆修の 石洛は 比丘尼の しわざ 

にや、 高山のう へに ひとりす み、 殊勝に 物哀 なり、 0 

が 谷と もい へ b 、太平 記に 仁 和 寺 志 一 坊 とて、 外法 成 

就の 人の 有け るに、 むそう 國師の はっけんに 妙吉侍 

者と 云 俗、 陀紙尼 天の 法 をなら ひて、 三 七 H 行ける 

に、 顿て法 立 所に 成就して、 心に ねが ふ 事 かな はやと 

いふ 事な しと あり、 又此志 一 、細 川柑 摸守淸 氏に たの 

まれ、 將 Baf を ％吼 しける 人な.^ と あり、 

〇 雪下 出 附押手 正 傅 神 

1 、昔 は 廿五坊 あ. 0 しに、 中頃 絶 はてし を、 家 康公十 

ニ坊に 成され、 建立^り しとな.^、 むかし はサ 五の ぼ 

さ つ を 表せし とぞ 語りし、 今宫と て 東の 谷に 宮 あり、 

社の 後に 大杉 五本 一 かぶより 生 出たり、 何も 二 かい 

程 あ ；o、 所に は 天狗の 住所と て おそれ あ 、\ 

一 、僧正 院に 右大將 家の 法 華 堂の 本 〈瑰 を 引、， M 水 山の 

上に 建立し あんちせられ しなり、 かの. $ は 頼 朝 石 

橋 山 合戦の 時、 杉 山に にげ 籠 給 ふ、 すでに なんぎの 時 

かの 佛を取 出して おの はざまに 11^ 給 ふ、 兵 どもい か 


でかく 捨 させ 給らん とふ しんし 奉る、 賴朝 その 時、 源 

氏の 大將 ほどの もの、 常に 佛を 身に はなた すな ど、 か 

ばねの 後に さた せられん は、 落度た るべ しとの 給 ひ 

て 終に すて 落せし め 給 ふの 後、 程へ て 護持の^ ひろ 

ひ來 て、 佐 殿に 奉りし、 銀の 一 寸六分の觀昔な..^、 そ 

れを 今木ぞ うの 齟 昔の いたいき に納て あると かや、 

又 押 手の せう でんと いふ 神 も 同 堂に あり、 此神は 本 

は 比. 5^ 山に 立 給 ひし を、 或 凡人 雲の上 人 を戀舉 り、 誠 

に い やしき 身の およばぬ 雲の上 せん かたなく て 、 此. 

せう でん 神へ 千！ H の步を はこぶ、 祌 納受 やし 給 ひけ 

ん、 ひそかに あ ふ 事 度 かさなる、 雲の上に は：：： 西 山に 

落、 たそがれ 時に も なれば、 彼宮女 何方 ともなく うせ 

給 ひて、 朝に はかへ. 0 來. 0 給 ふ、 宫中是 を ふしんし 奉 

.0、 くわしく 尋 申せば、 宫 女の 仰に は、 我心と なす わ 

ざ に も あらす、 つ- つ 、の ごとくに して、 さそ はれ 行 

なりとの 給 へ ば、 好臣 計て たそがれ 時に も 成 ぬれば、 

御手に すみ を そ 、 ぎ 、是を 彼 門 に 押 給へ と 有し かば、 

をし へに まかせて 歸り 給て、 朝に 人 をめ ぐらして 見 

給へば、 洛中の 門々 に 手の 形 有て、 何 を それと 知が た 

し、 只 神 力に やと ふしんな せし に、 たび 重なれば とか 
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く顯れ て、 ゑい 山せ うでん 祌の祌 力に 極.^ しかば、 祌 

力と は 云ながら、 宮女を か く  f -給 とて、 關の 東に 流 給 

ひし を、 鎌 倉に 祝 奉られし となり、 それより して 押て 

と は 申 奉る とぞ、 今の 世に もせう でん 祭 をし 信じ 舉 

れば、 大に 利 生 あり 、不信 に は 大ば つ 有と ぞ 、 

一 、等 覺院 に，、 さ.^ 大師と て、 弘法 大師の 作の 佛 有と 

かや、 ゑ かう 院に勝 長 壽院の 本尊 は 殘らす あ りしと 

なり、 

一 、何 坊やらん、 或 少女 兒を見 初、 ふかき 戀路 となり、 

病の 床に ふし、 かぎ. y の 枕に 成 ぬれば、 女 母に むかい 

て、 我 別の 病に あらや、 しか..^^\のゎづらひ也、はか 

なく成なば、かくのとを..^を、かの兒に つたへ てた び 

給へ とかたる、 ^おどろき、 さい わ ひその 兒の 父母 

は、 我 しれる 人な. o、 心 やすく ひそかに あわす ベ しと 

て、 とかくして あわせつ、 然ば 女心ち やすらかに 成 

て 、本の ご とく な， 9 しかば、 父母の よろこび かぎ. 9 な 

し、 然ども 兒こ y ろざし もやな か， 9 けん、 通な か ばし 

てうち 絕 ければ、 娘 は おも ひ 死；.： してけ. 9、 父：^ かな 

しみて、 骨 を 善 光寺へ おくらん とて、 箱に 入て おき 

けり、 その、 ちかの 兒又 病つ きて、 物く る はしく 大 


い 

ふ 

此 此 
寺 筆 
の t 
僧 は 

表 
門 

額 

林 

JI! 早 F 

天 

彼 
圃 

の 

也 

筆 朝 
年 鮮 
號 人 

i の 

1 

U- 窟 東 

海 

"^ヽ 

リ 

レ〜 o_  「 八 

ふ）^ 卜 つ 

山 

福 

巨 

_ 嫌  物 Si 卷第 一 


t 


事に 成ければ、 一 間なる 所に をし 込て おきければ、 只 

ひと hs 居て、 友と ものがた. 0 などす る聲聞 へ ければ、 

父 ゆ あやしく 思 ひ、 もの あ ひよ さし のぞきて みれ 

ば、 大 なる 蚰 身と 物が た などして、 むつまじき 體に 

M へ ければ、 父母 手をづ かね あわて けれども、 ついに 

ぅせにけ，.^、さて入棺して、ゎかみゃのにしの山にさ 

らしけ るに、. 粘の 中に 大蜋兒 を まと ひ、 くる とし 

て 有け- ^v<、 と. o まなつに およぶ す （0 もに さらして 

け h -、  ^又む すめの 父母、 かの 骨を収 出して とり わ 

け 、鎌 倉の 寺に も をき、 善 光寺 へ も 遣 ふ ベ きとて あけ 

て 見れば、 ほね さながら 小酏 となって はい ま はる も 

あり、 なかば 成け る も 有と かや、 父母お どろき、 或 僧 

に はじめよりの 物語 をして、 孝養の 儀式 を賴 ける と 

かや、 沙石 集に 見へ たり、 むかし 物語に は怨 執に よ 

り、 その^ 她 とな. 9 て、 頭に 角お いける を、 ひじ..^ の 

す、 めに より、 念佛の 功に て、 角 落成 佛 せし とぞ、 

いにしへの 花見 小袖 や 雪の下 

ふじ 山 か 夏 もな がむ る 雪の下  野 基 春 

〇 小 袋 坂 

1 、雪の下より 山內へ ゆく 切通し の 坂 をい ふ、 


延應 三年 十 =： 十九 =1、 山內を 切通、 往還の 通 ひ路作 

る、 賴經將 Ssf の 代、 泰 時の 執權、 

〇 山內 

1 、小 袋 坂よ 须 崎まで をい ふ、 

〇 建 長 寺 

1 、建 長 五 年 十 一 月 廿五 = 、建 長 寺 供養 也、 中尊 丈 六 

の地藏 菩薩、 同 像 を千體 あんち せらる、 建 長 三年 十 一 

G: 八：：！ に 事 初 有て、 すでに 造畢 する の 間、 供養 を とげ 

らる、 もの 也、 將軍 は宗尊 親王、 ことに 時 賴時定 精 誠 

を ぬ きん で ら る 、開. 5 蜀道 隆^ 溪、 

1 、鐘 は a^-::^ 七 年、 いもし 大和 守 


國 建 
寺 興 


鎌々.？ 物語 卷第 


十 


れ しと ぞ、 拆こ そさいた 地 藏とは 申 舉るぞ と 語りし、 

一 、建 長 寺に 繪 島の 辨才天 十六 童子の 內、 一 童子 は此 

寺に 有と い へり、 むかし 蘭 溪和尙 らい 朝の 節、 繪島辨 

才 天より 一 量子 を 船中まで 迎 にっか はされ、 嫌 倉 ま 

で 送 h-, まいらせけ ると な，^、 拆 らんけい 此寺 建立の 

時、 鰭 島辨才 天らん けいに の 給 ふやう 、他力とう とし 

とはいへ ども、 福 神なくて は 法の はんじゃう 成が た 

からん、 然ば 童子 をみ ゃづ かへ 給へ とて、 三十 二そう 

の 美女 を さ づけ 給 ふ、 らんけい 神の つげに まかせ、 藏 

あ づけ 納所 をぞ まかな はせ 給 ふ、 さて 諸事 萬寳 をね 

が ひ 給 ふに、 叶ざる とい ふ 事な し、 拆 こそい よく 寺 

はんじゃう しけれ、 然る 所に 鎌 倉 中に、 らんけい 美女 

を かくし 置 給 ふとい ふ說、 ちまたに おほし、 その 頃の 

御璺 所、 此事 いつはり に をいて はうた が ひ あら じ、 然 

ども 人の もうあく 鬼 口 ふさぐ に 所な し、 寺詣に 事よ 

せて 實を 見ん とぞ はかられ ける、 ^俄に 美女 三千 人 

を 催し、 建 長 寺に 參詣し 給 ふ、 然 ばくり、 めん ぞう、 ゑ 

んの 下まで 人なら すと 云 事な し、 然ば神 女 かくれが 

に 所な く、 拆 こそ 御臺所 かの 美女 を 求 得たり、 御臺所 

らんけい にの 給 ふやう、 和尙 尊し といへ ども 珍 敷 も 


奧 二階 

門 之 額 


此 寺の 脇坊 せいが 

ん €^ 筆と い ヘリ ， 


、寺寳 

、ゑんかん が 鏡 

, 害續 S3 ふ ( 

、： n 連の 金字 法花經 

、うしろに 池 有、 大覺 池と 

U 龜池共 云、 五 尺 許 成龜常 

にあり、 寺 內に池 三つお、 

一 、寸 山と 云 額う しろの 山に あ.. >、 

一、 先立の いへ る は、 賴朝 公の 御世に は、 地 ごく 谷と 

て、 罪過の もの をせ いばい なされし 所な り、 或 時 さい 

たとい ふ もの、 鎌 倉 中 を橫行 せし むる のよ し 聞へ あ 

り 、賴朝 ふしぎに 思 召、 さいた を尋 させられ しに 磁し 

てもとめ 得たり、 めし 出して 尋 仰ら れ ければ、 さいた 

が 云、 敷 皮に なをり？ 3^ の 光 を 待と 雖も、 人 あ へ て^ 氣 

色 もな く、 頓而返 散の 間、 扨 は ゆるされ を 蒙る と 心 

へ 、 有が たき 露の命 を たすかりて 如レ此 しとい へば、 

は に 何れの 佛か 信じ 奉りし と 有ければ、 さいた 

つねに 地藏 菩薩 を しんじ 舉 h- しと 申、 さて 彼 地藏を 

見舉れ ば、 彼 佛の御 首に 太刀の 切目 確に あり、 拆は疑 

ふ 所な しとて、 則 地 ごく 谷に いは ひ舉れ とて、 いは、 


鎌 人お 物 Si 卷第 ！ 

の をろ ノ" た. 0 、 いかい ふしんお ほしと おし 時、 らんけい 

のい はく、 我 破戒の なんに あらす、 H;^^ 給ね の辨才 天よ 

り さづ け 給 ふ 神 女な.^ とて、 則 # 女 をめ し 出し、 誠の 

姿 を あら はし 給へ と存し 時に、 俄に 神 女-:: ^廿 丈 許の 

大蛇と な. 0  、 ろ う 門 を 七重に まきて せ 給へば 、御臺 

所 あ..^ がた し 北ハ おそろし とも ロハ もとの 姿と 有し 時、 

又 美女と ぞな トん. g ふ、 其 時らん けい； t 女に のた まふ、 

俄の 事と はい ひながら、 此人數 を 馳走して 給へ と 有 

しかば、 神 女 則 三千 人に 膳ぶ を わたして ほうらい の 

山 を つ き、 國 土の くわし を もってち そうし 給 ふ、 かく 

俄の 事と いへ ども 神 女の なす わざ、 凡人の 及 所に あ 

らゃ と ぞの給 ひける、 御#- 所 は うたが ひ を はらして 

か へ らしめ 給へば、 祌女 はてん にあがり 給 ふ、 拆 こそ 

一童子の 內福祌 は、 拉土寸 にい は、 れ給 ふと 先立の 

かた. -し 也、 

一 、むかしの 七 堂が らんの 跡に、 今 新しき 御堂 を 立ら 

れ たり、 本尊 地藏 千體佛 あり、 うしろ にかいさん 代々 

の 御影 あり 、いにしへ 見し にかわり て、 七 堂が らんの 

跡 もな く、 六本の びゃくしんの 古木 は 今に あれ ども、 

間々 にあ. し 居 石 もな く、 中道の わきに なみ 杉 あ..^ 


て 、古き 木 は なきが ごとく、 竹 が きもな わ めかたく ゆ 

いて、 古き 道 もき. 0 かへ、 よろ づぁ たらしく、 か、 る 

所 はなに はに つけて ふるびた る こそ 兒所 ありて、 晋 

こ ひしく おも はるれ、 

鎌 倉 はと かく や つな リ此寺 も 

五さん とい へ ば 八に あらす や 

〇 最明寺 

一 、名 =^ 院の 下、 西の方に 堂 あり、 最明寺 殿御 影お、 本 

尊 は 土佛、 楝ば しらに 氏満の 自筆 あり、 

一 、開基 は 時 賴が禪 門、 建 長 七 年 建立、 時 赖此寺 建立 

し 給 ひて 執權 をの がれ、 愛に て お - 一な ひす まし 給 ふ、 

卅七 歳に て 卒去の 時 は、 衣け さ を かけ、 繩の 床に 上り 

坐禪 せしめとう やうの 氣 なく、 頌に云 葉-き 高懸、 三十 

七 年、 一 槌 打碎、 大道 姐然、 弘 長三 年 十  一 《:サニ= 道 

崇 珍重と 云云、 

一 、東 鑑に名 ！=: 院. i 云 事 を 開 や、 上 杉 管領の 內に 名月 

寺 殿と いふ 有、 上の 寺 は 後 建立 有しに や、 住 寺に 尋な 

ば本說 はしらるべし、 寺 脇 十六ら かん 山 石山に 切 付て 

有、 又 上 杉 管領 屋敷 は 名月 院と建 長 寺の 問 也、 

この 堂 は 名 H: 院の もと なれば 


隨 
鹿 
山 


勝 

圓 

寺 

輿 

上 


殿 寶明 光大 
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十三 


も ソ とも 5- きらが 

げ にや 最 明 な 寺 

〇 圓覺寺 

一 、弘 安五 年 時宗 建立、 開山 は佛光 禪師、 同 九 年に 寂 

す、 唐^ 也、 

一 、先立の いわく、 此寺を 開き 給 ふ 時、 地 を 引と き 石 

のかろうと を ほり 出せし 間、 ひらきて 見れ は 圓覺經 

ぁ 、 极 こ そ 圓 覺 寺 と は け ら れ し と な ，i^  、 其 か ろ う と 

は 1^ 時宗の 骨箱と な，..' しが、 今は佛 =： 庵と 云わき 坊 

に 有と 語れり、 大鏡は 平い 時き しん、 年 號は正 安、 も 

じ は 大和 守、 銘 はせいがん しどん 、先立の 云く、 此 

かね は 唐 にても 名高、 此寺 にさる 鐘 有と 閒 へし 也、 先 

ひいき よのつね ならす、 かね はや. 0 とて 六十 年の ね 

んき 求れば、 人 もっかざる にお のれと 一 者 を 出し、 五日 

も 十：：： もなる 也、 むかし も か はら やと いへ， 9、 

一 、下 池&豫 池と い へ，^、 禪師來 朝の 時、 ^^^宫八幡宮 

白 I 乎と 成 給て、 鎌 倉 道 引し 給 ふ、 佛光も 白鷺の 行處 へ 

もした ひ 給 ふ、 此下 池に すわ. 0 給 ふに より、 此 所に 寺 

を開給ふ、さるにょ.^>白驚池とぃ 〈り、 

一 、ト：池は衍龍池とゅ、禪師日本へゎた^^給ふ時、 一 

つ 龍 船 を 守護し 奉り、 あま つ さへ 鎌 倉までお く， 9  、上 


の 池に 宿せし によ. o、 宿 龍 池と は 申な. o、 

一 、獅子かん とて 山の 奥に ほらあな 有、 穴の 奧極 りな 

し、 この 寺 建立 せられん となされ し 時、 此 穴よ. 0 獅子 

出て 飛 わしり ぬ、 それにより 隨鹿 山と いふ 額 をうた 

れた， 0 と 云へ b、 

1 、寺寳 にくづきの しゃ， 9、 唐繪 いろ./^ 有と かや、 

門に 額 かけて なし、 門 破損せ しむる によ. o、 齊藏 にお 

さむる のよ し 、外 門、 屮門、 奥の 堂 合 て 三 枚 有し と 也 、 

其 額に 

後醍醐 天皇 御 良 筆 


龜山院 御袁翰 


1 、外 門の 前の 道內 に、 一 つ 又 外 を ま はる 海道 あ. 9、 

いかなる 故 やらん と尋 しに、 勅額の 前 は 乘打を ゆる 
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さす、 外 門に 勅額う たれし よ 、道 を 付か へられし と 

なり、 

〇 松が 岡 

1 、圆覺 寺の むかいが わにて 東な. 9、 中の 門より 內に 

比丘尼 寺 七 ケ寺程 あり、 脇坊 たいしう あんいん しゃ 

うし 寺、 ゑい 福 寺、 妙 喜 寺、 せいしう 院、 本 寺 松 岡 山 東 

慶寺、 右 大將の 御 時 は 道心 寺に て 有し 也、 賴朝公 叔母 

尼に 成 給て、 比丘尼 寺と し 住 寺に すわり 給 ふ、 それよ 

b 打つ. 5- き 寺 はんじゃ うせし な. 5、 相 摸 守 時宗 御臺 

所、柬慶寺しせんと申舉..^し、後宇多院勅額を申下し 

給 ふ、 中頃の 開山に なり 給て、 それより 一 門の 後室 住 

寺に すわ b 給 ふ、 北條 家つ ぎて 尊 氏 家の 後臺 十四 代 

つぎ 給 ふ、 其 後 はおの づ から 寺す いびせ し を、 左大臣 

秀賴公 御 总女此 寺に いらせられし を、 天秀和 尙とぞ 

申け る、 それ も 正 保  一 二の 頃 ほひ かくれさせ 給 ふ、 本 

堂の 後山の 內、 藪の なかに 御 所 あり、 總 じて 此 寺に 

入 人 は、 人 を うらみて 身 を か こち、 める はう とましき 

おっと をす て、 しのびが たき 宫づか へ をの がれ、 ふか 

きうれ ひに しづみ て、 後世 をね が へ る 人 か、 しづかな 

る 住所 を もとめて 心 をす ます 人 か、 あて やかに わか 


くて、 あまならぬ 人 もお ほか，^ し、 

松が 岡の 號拍 やよ せし 花の 塵 

〇 淨知寺 

一 、五山の 內、 よろ づ ふるびた る氣色 見所 あ. 9、 然ど 

も 開山 建立の 年號 をく わしく しらす、 後見し 人 書付 

たま ふ ベ し、 名：：：： 院と向 合て 有、 

〇 海藏寺 

1 、ゑけ が 谷、 山 號扇谷 山、 開山 はげん おう 和尙、 なす 

の、 殺生 石 をい の. 0 わられし 時の けさ も、 今に 有と 

3  0、 

力 や 

0 梅 谷 

1 、海藏 寺より 西、 けはい 坂の下の 谷 をい ふ、 

鳥よりも 人來 くや 梅が 谷 

きりが やつの 櫻 は 物 か 梅が やつ  基 春 

〇 けはい 坂 

一 、梅 谷の 上、 西南へ 上る 坂な り、 昔 はこ、 に 遊女 ど 

も 住し 故、 けはい 坂と いふと いへ り、 さ れば曾 我物 語 

に、 けはい 坂の ふもとに、 五郎 時宗が 通 ひし 女 あり、 

梶原 源太濱 出の か へ さに、 かの 女の もとに 立よ. 9、 よ 

もす がら 遊びて 曉か へる とて、 刀 を わすれ 出ければ 
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十五 


めの 人に も あわざり けり、 時宗お も ひも よらす 尋行 

ければ、 友の 遊君、 此程は 源 太 殿の めし を かれ、 大方 

の 人に まみ ゆる 事 かたしと い へ ば 、五郎 聞て、 ながれ 

を 立る あそび 者、 たのむ ベ きに は あらね ども、 世に 有 

身なら ば 源 太に はお も ひか へられ じ、 ひん は 諸道の 

さまたげ は、 おもしろ か， 9 ける 言葉 かな、 人 を も 世 を 

もうらむ ベ か らす と 匸 ， 

あ ふと 見る 夢- 路に とまる 宿 もがな 

つらき 言ば に 又も かへ らん 

と 書 置て か へ -.^ け. 9、 女 此歌を 見て、 大きに はづ かし 

める けしきに て、 むかしの 虞 女は兩 夫に ま 見へ すと 

かや、 いかなる 身に て か 引て あまたに 生れつ らん、 時 

宗が 心のう ちさこ そ 思 ひ やられて はづ かしゃ、 何れ 

を さ だむ る 妻に も あらね ども、 か、 るう きめ は 又も 

見る ベ し、 人の 心 を やぶる も、 後世の ためお そろし や 

とて、 

かすなら ぬ 心の 山の たかければ 

おくの ふかき を尋 こそ いれ 

す つ る 身に なほ 思 ひ 出と 成 物 は 

とふに と+. f れぬ淸 4?J  hv 


い そぐ とて さすが 刀 を わする 、は 


おとし 物と や 人の みるらん 

かげす へこま を ひかへ て、 

か た みと てお きて こ し 物 その ま 、 に 

返す のみこ そ さすが 成 けれ 

と 返歌せ し、 それよ.^ 源 太 ふかくお も ひそめ、 よその 

む つ ごと ま で JrZ わ， ぶれ 5- れば 、女 引 ， ^^b^  、 か h\ そ 
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とよみて、 まこと や 天人の ゐんせ さる 所 は、 わざ はい 

あ. 0 て、 しかも わざ は ひなし とか や、 とうばう さくが 

言葉お も ひ しられて さぶ らふ、 しかるべき 善 知し き 

な.， > とて、 生年 十六 さいと 中 に 出家して、 諸 國を修 

行し、 後は大 磯の とらが すみか を尋來 て、 ともに おこ 

な ひすまして、 八十よ にして 大ゎ うじ やう を とげに 

け， o、 有が たか. りし 心 ざしと ぞ聞 へけ る、 

花の 波 やな がれ をた て、 けはい 坂 

- 〇 葛^ 岡 ■ 

1 、けはい 坂の 上 也、 愛に て 左 少辨俊 基 を 切 奉る、 此 

俊 基 は 後 K 醐天皇 近臣、 相 摸 守 高 時 ほろぼさる、 御 

計略、 尊此 人の はか. 0 事より 出け ると 也、 去る により 

京都に てめ しと.. >舉 り、 かま くらへ 下し 參ら せて 誅 

せられ 給 ふ、 むほんの 樣子 ながく しければ こ、 に 

略す、 太： 牛 記に つぶさに 兒 へたり 

〇 源氏 山魏 立山と いふ 

一 、けはい 坂 上の 山より 南の 方に、 高き はへ 山 有、 是 

をい ふ 也、 八幡 太 郞義家 奥州 合戦の 時、 まづ鎌 倉に う 

ち 入て、 此 山に はた を 立 給 ふ、 然ば 當國の 軍勢 馳 あつ 

まるに よって、 源氏 山、 鋭 立山と いへ ると なり、 壽福 


寺の 上の 山な，.^、 

源氏 山き ゆる 霞 や 雲が くれ 

〇 景淸籠 

1 、梅 谷と 山 王 堂が 谷と 間の 山の 出 はなれ 也、 けはい 

坂へ 行ば 籠の 下 をと ほる 也、 景淸鎌 倉に て 籠に 入し 

事、 何の ほん に 有レ之 やらん 見あたらす、 景淸 とい ふ 

舞 は 都に て 籠 を やぶりし と あり、 景淸 のむ すめ を縑 

倉龜 谷の 畏 にあ づけし となり、 か、 る ゑんに 付かく 

いへ るに や、 

〇 藤が 谷 

一 、大 友の やしきと い へ b 、屋敷の 下 北の 山の 极に攝 

井と て あ， 9、 ま はり に 石せ う 有、 先立の い へ る は、 此 

井の 水い かなる 炎かん にも ひる 事な し、 其 ひや、 か 

なる 事 夏 はな を 氷の ごとし、 賴朝 公夏 は此水 をく ま 

せ、 愛に て暑氣 をし のぎ 給 ひしと 也、 井 扇 ごとく 成に 

より、 扇 井と も 扇が 谷と もい ふとい へり、 柬 鏡に は 扇 

井 扇 谷と 云 所に 見あたらす、 賴朝大 友 屋敷へ 渡御と 

い ふ 事 も 見 へ す、 然 ども 東 鏡に は 年 を 略し、 n: を のぞ 

き、，：；： をぬ きがき にせし 物 なれば、 つぶさに はしら 

す、 太平 記に は 扇 谷と 書し 所 ま 、お ほく 見 へ たり、 


をら で 見ん 扇が 谷の 藤の 花 

〇 泉 谷 

1 、淨 光明寺 は 武藏守 長 時 建立、 山の 上の 網 引地 藏は 

爲 相の 建立、 あみ 引地 藏の 上に 爲相 石塔 あり、 爲相は 

冷泉 殿 元祖 藤 原定家 卿の 孫、 爲家 卿の 子な り、 母 は 阿 

佛房 也、 

すく ひ 給へ おもき 罪に は しづむ とも 

ちか ひの 網 を 引 南無 地藏 

1 、文 永 二 年 五月 三日、 故武 藏守禪 門の 忌景、 泉 谷の 

新造の 御堂に てと けお こな はる、 あ，.^、 

一 、脇坊 華藏院 に、 たがいの 御影と いふ あ. 9、 

1 、八 坂 不動と て、 京 八 坂よ.^ 申 下し ふどう 也、 近頃 

にや 有 けん、 同宿 ゑい. 9 ん坊、 師坊に 意趣 あ. 0 て、 寺 

に 火 を はなしち くでんす、 住 寺 かなしみ、 かの 不動 を 

かきお ひま いらせつ ゝ がな く效出 けれども、 身體こ 

と ごとく やけ、 れば、 一 兩 H あ. 9 て 死畢、 其 後ち かき 

あた b の に、 火付の ゑい. 9 ん坊は うづく まりて 物 

いわや、 はたらかす していた.. y ける を、 からめと. 0 て 

見れ ども 言葉 を 出さす、 すく は b かへ b て 眼 はつね 

の ごとし、 五 逆 なれば とて 寺社の 奉行所へ こと は. 9 
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ければ、 火 獄にぞ きわま， りけ る、 拆死 罪さ だま， 0 て 物 

をい ひ 出、 我に は 不動明王の 千 筋の なわ を かけ 給 ひ 

て 物い はれす、 はたらかれ ざり しが、 た 3 '今な わ を ゆ 

る さしめ 給 ふとて、 則と が を ざんげす、 火攻 のみぎ. 0 

は 臨終す いし かりし とぞ かた.？ し、 淨 光明寺の 山號 

は 泉 谷 山と いふ、 

〇 龜谷山 壽福寺 

1 、開山 は 千 光 國師、 正 治 二 年賴家 開基、 大 建立 は實 

朝 也と 住 寺の いへ. 5、 又 本^ 八幡 太 郞義家 奥州 合戦 

の 時、 かま 倉に 打 入 給 ふ、 此 所に 居住し 給 ひて、 上の 

山に 白 はた を 立ら れ、 勢 をめ されし 也、 それ ゆへ 相次 

で 下野 守義 朝の 御舘と な し を、 その 以後 此寺を 御 

建立 あ， 0 しと、 住 寺 語. 0 給 ひし 也、 

1 、東 鏡卷の 一 、治 承 四 年 十 21： 七日、 兵衞佐 殿、 左 -iil^ 頭 

義 朝の 龜 谷の 御舊 跡を監 臨し 給 ふ、 岡 崎^ 四郞 義實、 

左 典 厩 御 薨去 以後、 御た めに 一 つの 御堂 を 立て、 かの 

御 跡 をと ぶら ひ舉. 0 しとな， 9、 

1 、鏡の 二に、 三 0: 朔日、 兵衞佐 殿御 母 儀 御 忌日、 よつ 

て 土 や 次郞義 淸が龜 谷の 堂に おひて 佛事 あ. o、 

1 、 正 治 二 年 二月 十二 n:、 尼御臺 所、 義 淸か龜 谷の 地 

十七 
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を ひきてん じて がらん を 立ら る、 是 下野 國師 の御舊 

跡、 其 御 跡に 草 をむ すび 歡所 也と あ. 9、 同 十一 二； n 葉 

上坊 律師 榮 西に 龜 谷の 地 を 給 はる、 將 5^ 家 御 出、 義淸 

美 膳 を 上る、 則壽福 寺と 號す、 がらん 建 事 はじめ 也、 

1 、建 仁 二 年 八 十五 = 舞 女、 微妙、 榮 西の 脇 坊 にて 

出家 をと ぐ、 持 逮と號 す、 父に はなれな げきの 餘り、 

夢 後 をと ぶら はんとの ためな. 5、 尼 御 臺所御 哀憐の 

ゆ へ 、55 所 を 深 澤の邊 に 給 はる、 然る に此女 = 頃 古 郡 

左衞 門保忠 とお？ 通し、 ひよく れん..^ の 契り をな すの 

所に、 保忠甲 幾の 國に 下向す、 歸來を 待て 出家せ し 

め、 保忠歸 翁して 微妙が 行衞を 尋る處 に、 榮 西の 門弟 

祖達 坊にぞ く？ ^、かざ..^ をお ろす の よしを 聞、 先 件の 

室に 行、 子細 を尋 とはんと て、 彼 坊に赴 所に、 祖達恐 

てち くでんす、 保 忠同衍 を 打た ゝく、 是 によ， 0 龜谷そ 

う ど う す 、 後 ！：： に 尼 御 毫 所 よ ..^  、 保 忠 御 か ん き を 蒙 る 

と あ. 9、 

1 、木 尊 籠 釋迦、 かごの 上 を 百 重ば りに せし と 也、 脇 

立 文珠、 普賢、 大 唐まで も 聞え しきらん 洞の ほら 寺よ 

り 南の かたに あ..^、 山の 內を あなたへ き， o- ぬきてぬ 

けと ほるな， 、七 堂が らんの 跡、 石す へな ど 令に 有、 


大成び やくしんの 木の 枝に、 つきが ね を かけた， o、 

ふ る さとの 花に 龜谷 や^の 雁 

〇 尊 氏 IliJjJ 敷 

1 、雪の下よ. 9 龜 谷の 入口、 海道より 南の 方 を. I:- 氏屋 

敷と おし へ た. 9、 太平 記に は 大食が 谷と あ.^、 

一 、東 鏡に 仁 治 四 年 正： 九 H  、足 利大夫 判官の 龜 谷の 

亭、 向が わ 等燒. n と あ.^、 然ば高 氏 先祖の SHiii- 也、 二 

所ながら 尊 氏の 尾 敷なる べし、 高 氏 は淸和 天. M 宋孫 

さぬ きの 守^ 氏の 嫡子 也、 太 i6- 記に 具 さに 見へ たり、 

〇 石 切 谷 

一 、壽福 寺よ. にしの 岩石 切 立た る 谷 あ. o、 それ を 

いふと い 〈ひ， 

〇 人 丸 屋敷 

1 、 龜 谷より 中の 鳥 井へ 行 道の ひだ b のかた をお し 

へ た. 5  、 惡七 兵衞景 淸が むす めと いへ り、 それにより 

景淸 とい ふうた ひ を本說 として、 かくい ひなら はせ 

るに や、 

〇 興 泉 寺附無 i 寺 谷 

一 、石 切 谷と 無量 寺 谷との 間の 山の 出 はな 也、 松 島う 

ん ごの 寺 也、 山のう へに 堂 あ b  、油井の 浦 見 わたされ 


て おもしろき 所な り、 又 無量 寺 谷 は 左 介 谷の 東の 谷 

なり、 こうせん じの ま へ を 西 へ 行方な り、 

〇 千 葉 殿 屋敷 

一 、左 介 谷と む， 0 やう じ 谷との 間の 山の ふもと 也、 東 

鏡に も 廿繩の 千 葉 やしきと あ h'" 

月 星と 待ぬ る 花や 千 葉の 紋 

〇 鐵地藏 井鐵井 

一 、鐵地藏は^}^^:む前の町、扇が谷へゅく道のにしの方 

にあり、 鐵の 井と は 此地藏 の 井なる ゆへ にかくい ふ 

とい へ b- 、若宮 前の 町の 扇 谷へ ゆく 道の 角に 井 あ. o、 

つねに ひしゃく にて 雪の下 中是 をく む、 

鶴の はし 鋤餓 もちて ほり たれば 

鐵の 井と 人 やい ふらん 

_.:ヮ 緞冶 正宗 屋敷 

一 、出の 內 管領 屋敷の 邊り にあり、 上 金 水と いふ 井、 

かの やしきの 內 にあり て、 太刀 かたな をつ くる 時 

は、 かの 井の 水を秘 してく みける とか や、 ある 目 利の 

ものがた b. なりと ぞ、 
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〇 西 行 橋 

1 、左 介 谷と いふより ながれ 出る 川に、 わたせる 石の 

橋 をお し へ たり、 はい 二 尺ば かり、 長 二 間 ほど もや あ 

らん 石 也、 西 行が わたせる とい へり、 IS 行 それ 程まで 

縑倉に とシ. りうせ しに やお ぼっか なし、 

なき 跡の 石 を かたみに 水 鋭 

五倫の 代で 西： 汀が はし 

一、 束 鏡に 文治 二 年 八：：：： 十五 日、 鶴 岡に 二 ほん 御さん 

けいの 時、 鳥 井の 邊に 老僧 一 人た、 やめ. 9、 けしき ふ 

しぎに 思 召、 と はしめ 給へば、 西 行 法師な とこた 

ふ、 种拜寧 終の 後歸 らしめ 給 ひ、 西 行 を 招請し 給て、 

歌道 旅秀鄕 以^の 弓 -isl の 道 御尋、 しばらく 雑談 あり、 

翌 H 奥州へ 赴と あ h -,、 

一 、西 行が 發心記 束の 道行に、 鎌 食へ 立 寄りし と はな 

し、  . 

〇 さ、 めが 谷  . 

一 、東 鏡に 蒐元四 年 閑 四月 一 日、 前の 武州經 時 死去、 
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同 二  ：n にさ ゝめ 山の ふもとに 葬し 奉る と あ， 9、 

一 、 左 介が 谷より 西の 谷な. 5、 山のう へに 六 觀昔ぁ 

..y  、むかし 此 所に びくに 寺 有しと なり、 

さか づき もさ ゝ めが 谷 や 花の 友 

〇 藤 九 郞盛長 尾 敷 

1 、條 目が 谷の ま へ をお しへ たり、 盛 長 は賴朝 伊豆 國 

へな がされ 給 ふのと き、 た^ 1 人め しっかわれ、 忠を 

つくし はかり 事 をな し、 ついに 天下 を賴 朝の 世と せ 

しもの なり、 

1 、養 和 二 年 正月 三日、 兵衞佐 殿御 行 初、 藤 九 郞盛長 

が 甘繩の 宅と あ， > 、又 文治 二 年 正月 二日、 一 一品 御臺所 

廿繩の 神明の 宮に御 參.^ 、 還 路に藤 九郞盛 長が 家に 

入御 と あ. o、  . 

一 、建 久十年 七 H: 廿 = の 夜、 深更に およびて、 賴家 

將軍中 野 五郎 を 以て、 安達 彌 九郞景 盛が 妾 女 をめ し、 

小 笠 1ST 彌太郞 が 家に すへ おかる、 御て う あい はな は 

だし、 これ： 《 頃 やうがん びれい を 聞めし およばれ、 數 

通の 御 書 をつ かわされ けれども、 あへ て 御 返事 を 申 

上 や、 さるに よ b 御つ かいとして、 景盛を 三 河の 國 へ 

つか はされ、 留守に むか へと らしめ たま ふ、 景 盛歸參 


以後、 景盛妾 女が 事に よって、 將 Ssf を うらみ. S. のよ し 

うつたへ 申 者 あり、 然ば賴 家 小 笠 原、 和 田、 比 企等ゲ J 

めし、 景^う つ ベ きのよ しお、 せ 付ら る を、 小 笠 原 は 

た を あげ、 藤 九 郞盛畏 入道が 甘繩の 家に 行む ふ、 よ つ 

て かま くら 中 さう どう、 尼 御臺所 聞し め 給 ふ、 俄に 以 

盛 長家に 渡御、 行 光 を もって 將軍家 へ 申されけ る は、 

幕下 薨 御の 後い く 程 をへ す、 姬君此 頃 早世 うれへ い 

まだ 半 也、 然るに 合戰を このみ 給 ふ 事、 是亂 世の もと 

いな. 9、 なかんづく 景盛 は、 右 大將家 殊に れん みん せ 

しめ 給 ふの 間、 ざいく わの 輕重 をたい して 成肷 せら 

れんか、 おして ついとう せられば、 我 まづ其 やに あた 

るべ しと， つぶさに 仰つ か はさる、 然る 間 軍兵の 發向 

をと^ めら る、 尼 御臺所 翌日まで 御 返 留、： をめ し 

て、 きの ふ は 一 旦 のなん をのが ると い へど も、 我す で 

に老 すい 也、 後難 を ふせぎが たし、 まったく 野心 を存 

せざる の 由、 起請文 を 書 しんや ベ きと 仰ら る 、然ば 御 

意に まかせさ ゝげ舉 る 、尼 御 臺所還 御 、則 かの 狀を將 

軍へ しん せられて 申されけ る は、 きの ふは景 盛 を そ 

こつに 誅 せられん とす、 不義の 至.^ はなはだ 也、 およ 

そ當 世の 有さ ま を 見る に、 政道の おもむき 海 內の守 


護に 用 ひがたし、 民の 憂 を しらす、 人の おもんぱかり 

を か へ ，5 見す、 近習の 輩 多く 邪侫臣 也、 仍て恨 を ふく 

む 者殆と 多し ときく、 ひとへ に 政の 正しから ざるの 

故 也と、 さま ふかんの 御 詞を盡 されけ ると 也、 

〇 甘繩 

一 、極樂 寺 切通よりか まくらの かた、 御 靈宫、 長谷大 

佛、 神明、 左 介 谷、 さ、 めが 谷、 むり やう じが 谷まで は 

甘繩と 云、 總 名と 見へ た h> 、東 か いみに み ゆ、 

一 、神明 はさ、 め 谷よ..^ 西 山の ちいさき 谷 有、 松林 有 

て 海道よ. 9 見 ゆる 也、 

〇 稻瀨川 

1 、大佛 の 前よ.^ ながれ 出る 川 也、 

かま くら や 見 こしが たけの 雪 消て 

稻瀨の 川に 水 ぞ增れ る 鎌 倉 右大臣 - 

とけて ゆく 氷 はとち へいな せ 川 

〇 みこしが 嶽 

一 、大佛 のうしろ の 山 をい ふと もい へ hv  、また 大佛ょ 

りて まへ 、ひがしの 山 をい ふと もい へ り、 

のびあが b みこしが 嶽ゃ 花の 枝 

〇 大佛 
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一 、むかしの 堂の 跡 あり、 すへ 石 一 間 四方 程 也、 ひざ 

の ひろさ 五 間、 うしろへ 四 間の 內、 高さ 積， 9 がた し、 

大きなる 男 ひざの 上へ あがりて、 二 間 I 尺の 鏠 おと 

がいへ といく、 大 ゆび ふと さ 二 尺 五寸、 つめ 七寸ぁ 

.9、 此所 を深澤 とい へり 

一 、東 鏡、 嘉滅四 年 三月 廿 三日、 深澤の 里に 大佛を 建 

立せ しむる 事、 はじめ 僧淨 光と いふ 者、 尊卑 勸進 せし 

め、 此 ゑい 作 をく わ だつ る、 御く しのめ く  h- 八 丈と あ 

.5、 賴經將 軍の 代、 又お くに 阿 彌陀の 木像と あ .9、 

1 、鴨 長 明が 記に 油井の 浦と いふ 所に、 あみだの 大佛 

を 作り 奉る よし 語る 人 あ h -、 やがてい ざない 行て 見 

れば、 とうとく 有が たし、 事の 起 を たづぬ るに、 遠 江 

國の 人定覺 上人と いふ 者 あ h -、 過に し 延應の 頃より 

高き いやしき をす、 めて 佛を 作. 5  、堂舍 をた てた. 0  、 

其 功す でに 三が 二に 及ぶ、 息瑟 たかく あら はれて 半 

天の 雲に 入、 白毫 あらたに みがきて、 満月 光 を か^ゃ 

かす、 佛兩 三年の かう すみやか にな， 5、 又は 十一 ー樓の 

かま へ たちまちに 高し、 彼 東大 の 本尊 は、 聖武 皇帝 

の 御製 作、 金 銅 丈 餘の盧 舍那佛 なり、 天竺、 靈旦 にも 

たぐ ひなき 佛 像と こそき こ ゆる、 此 あみだ は 八 丈の 

二十 一 
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御-おなれば、 かの 大佛も 半より す、 め b  、佥銅 木像の 

か は. 0 め こそ あれ ども、 末代に と. 5 て はこれ もま こ 

と ゝ 0 つ ベ し、 佛法^ 漸之砌 にあた.^ て 、權現 力 をく 

はふる かと ありがたく 覺ゅ と あ り 、 明 力 鎌 倉 下向 

は、 仁 治 三年 秋 八 十 = あまりと あり、 

一 、柬 鏡に 仁 治 三年 はしる してな し、^ 長 明 はさる 延 

塵の 頃より とい ひたり、 束 鏡に は嘉 四 年と あり、 其 

問 一 年 あ.^、 嘉祐四 年よ.. >  長 明 下向まで は 四 年な， 9、 

太 1^ 記 時 行 蜂起のと き、 名 越 式部 太夫が 勢、 大風 をの 

がれん とて、 大佛 殿に にげ 籠 所に、 棟木み ぢん におれ 

て、 其內 に然. ^たる SHf 兵 ども、 五お 餘人 ； 人 も殘ら 

や、 おしにうて、 死にけ りと お、 見？ i 軍書と いふ 物 

は、 近 S 一作れ ると 11 た.^、 今の 大佛を 見て、 時 行條起 

をお も ひ 出る はこと はりな り、 嘉脑 四年淨 光が 勸進 

せしめ、 建立せ し大佛 とかけ る や ふしん、 淨 光が 作れ 

る は 木 象な り、 

一 、東 鏡 建 • お 四 年 八 = ^十七 日、 深澤の 里に 舉レ鑄 金 銅 

八丈釋 迦如來 像、 于， 時 將軍宗 親王、 執 權時賴 、右 か 

んが へみれば、 嘉蘭四 年より 建 四 年まで は 十四 年 

後 也、 今にの これる は此 時の 大佛 成べ し、 


大佛ゃ あた b に 目ぐ む 阿羅漢 榭 

〇 行 時 出 大梅寺 

一 、法華宗：：： 朗 上人 入 給 ひし 籠と て、 高き 山の 上 堂の 

うしろに あり、： ：！ 朗 籠 に 入 給 ひし 事、 註 鼓 fi にく わし 

ければ、 こ、 にしる- に 及ばす、 n 朋は H 逮上人 第一 一 

の 御 弟子 也、 巾に も 秀で 給 ひ.！？ かりし と、 低 もって あ 

ふぎ 舉り しとな り、 御名 を 大國院 と申舉 る、 應畏 一 一年 

正月 二十 一 = 遷化し 給 ふ、 武州池 上の 開山な り、 

〇 長 谷觀昔 

一 、札所の 四番 なり、 酒 井讚岐 殿より 御 建立の ち、 御 

正體拜 せられす、 ま へ に 九と 角との 手水 鉢 一 一 つ あり、 

鐘つ き 堂 ふだ 打 堂 わきに 有、  . 

〇 盛久 首座 

一 、た、 み 四 じ やう じき^の 草 村な り、 いまにお. Q て 

かの 所へ くわ を 入れば、 その 者な やむ とい へ り、 是も 

東 鏡な どに は本說 がまし き 事 は 見あたらす、 盛久 と 

云うた ひ _书 、それ ゆへ いふに や、 

〇 御靈宮 

1 、極樂 寺 切通し へ か、 る、：^ 所の 北の 山 あいだにち 

いさき 社 あ. o、 松榻三 かい ほどなる が兩 のわきに あ 


一 、東 M 、元 歷ニ年 八月 廿七 = 、御 靈宮 鳴動す、 よって 

兵衞佐 殿御 參詣 あ.. M」 、御 神樂 御神拜 あり、 

； 、同 鏡に 御所の 女房の 夢に、 景 正と 名のる 老翁、 夢 

中に つげての たま はく、 崇德院 の 御た、 b 世に みつ、 

よつ て 今 鎌 倉 中 人 多 死す、 我是を ふせがん とす、 然共 

大きに か、 はり を 得すと い 7、 鎌 倉 殿 傅へ 聞 給 ひ 

て、 諸 寺 諸 社 に て 御 祈 を はじめら る、、 

一 、同 建 久五年 正月 四 H  、甘 繩の御 靈の宮 御 奉幣、 知 

家 御 使、 

一 、同 建 保 三年 六月 廿 n 、御 靈宮 鳴動す、 兩 三度に 及 

ぶと 有、 先立の い へる は、 八幡 殿 後三年 奥州 合戰の 

時、 鎌 倉の 權五 郞景 政、 く b や 川の 城に て、 鳥 海彌三 

郞に 弓手の まなこ をい させ、 その 矢 をぬ かす 持 廻り 

て、， i を 矢 を もって かたき をい おとしければ、 凡夫の 

所爲 にあら すと て、 かま くらに 御靈宮 とい わ ひ 奉ら 

れし とかたれ. o、 た V 八 島の 舞の ごとし、 

〇 星： =： 夜の 井 

一 、極樂 寺の 切通し へあがる ひがしの 坂 口な り、 道の 

はたに 井戶 あり、 それ をい ふ 也、 
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我 ひとり 鎌 倉 山 を 越 行ば 

星：：：： 夜 こそ 嬉 かり けれ 縑倉 右大臣 

一 、星：：；： 夜と いふい われ は、 井の 內に 星の 光 あらわれ 

ける ゆ へな り とぞ 

花 軍 あ..' や 甲の 星 月夜 

〇 虛空藏 

一 、星 U: 夜の 上の 山に あり、 虛签藏 の 頭に 七 やうの 星 

有と かや、 井の 內の ほし も、 この 佛の ほうべ ん なりと 

い ふ說も あり、 

〇靈 山 崎 

1 、切通しょ.c^南の山の海中へ出はなを云とぃ へり、 

先立の い へ る は、 03 連 上人 雨の いの. 9 をな されし 時、 

からかさ 木履に て此 山への ぼり いの 給へば、 廿雨 

たちまちに 降る とい へ， o、 

〇 極樂寺 

一 、 弘長 元年 建立、 開山 にんせ ぅ坊！ a- の 重 時と い へ 

1 、和漢 合 運に 弘長 元年 1^ の 重 時 薨、 號 n 極樂寺 I と あ 

り、 又極樂 寺に て ある 僧の 夢に、 文珠 連歌した.^ 付よ 

とて、 
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二十 四 


いざか へ りなん もとの みやこ へ 

諸 僧 付ける 中に 

思 ひたつ 心の 外の 道 もな し 慈濟 律師 賢明 坊 

とぞ 付ける と沙石 ！ 3^ に 見えた. 9  、 

◦  影 谷 

一 、極樂 寺う しろの 谷な. 9、 むかし は 暦の 出 所と い へ 

り、十六^^記にぁづまにてすむ所は、=:影が谷とぞ云 

なる、 浦ち かき 山 本に て、 風い と あらし、 山寺の かた 

はら なれば、 のどかに すごくて、 波の 昔 松の 風た へ 

す、 卯月 末 に な..^ け れ ど も 、 ほ と 、 ぎす の 初昔ほ の か 

にも 思 ひた へ たり、 人づ てに 聞ば、 ひきの 谷と いふ 所 

に、 あまた 聲鳴 ける を、 人 聞た. 0 などい ふ をき ゝて、 

rs- 弗 もんか 門院 四 條と申 

ki-cwllti せし 人爲 相の 母な リ 

し の び 昔 は ひきの 谷なる 時鳥 

雲井に 高く いっかな のらん 

猿猴か 月影が 谷の 花の 雲 

〇 稻村崎 

1 、靈山 it の 西の方 出 崎 をい ふとな， 9、 むかし 此 所に 

て、 新田 小 太郞義 い：： r みづ から はき 給 ふ 金 作りの 太刀 

を 海へ なげ 入、 龍舯に 深く 祈誓し、 おも ふねが ひ を か 


なへ 給 ふとな り、 太 1^ 記十卷 につぶ さに 見えた，， >、 

〇 金洗澤 

一 、谷川の 海へ ながれ 出る をい へ h- 、行 逢の 濱 ともい 

ふ 、日 連 上人 龍 口の 御難のと き、 かま くらの 使 龍 口の 

使、 愛に て ゆき あ ひ 給 ふゆへ に 云と い へり、 

一 、七 里 濱と云 は 關柬道 七 里 也、 四十 1 一町 あ. 5 とい へ 

. ^、北 は 山、 南 は海浪 打ぎ わ を 行 也、 

〇 腰 越 

すこし 山の 上 也、 海へ 出 は. 9 て ある 人家 四 五十 もや 

あらん、 柬 鏡に 腰 越の 濱 にて、 ギ井喜 六 梟首 せらる、 

さる 石橋 山 合戦の 時、 北 條三郞 殿 をう ち舉. 0 し 者 也、 

又 義經を 留し所 也、 

腰 ご へ や 文 を このむ 木の 花の 鳥 

〇 萬 福 寺 

1 、腰 越に あり、 行 基 菩薩の 開基、 凡 千年に およべ， 9 

とい へ.^、 義 經は此 寺に 宿し 給 ふとい へ.^、 辨慶 がす 

や h- 水の 池と て あ. 9、 彼 申 狀を此 水に て 書し とい へ 

b  、申狀 の 下書 辨 が 手跡、 寺寳と 成て 今に あ..^、 

〇 江 島 

一 、上の 坊 下の 坊 あり、 上 坊に巖 本院と 額 あり、 龍の 


頭の 懸け 水 も あり、 御正 體は願 行 上人の 作と い 〈り、 

一 、如意 輪觀 昔め うこ 辨才 天、 岩 本院の 上に あ h- 、ほ 

ら あなの 神 は、 夏 は此堂 へ うつらせ 給 ふとい へ り、 

一 ゑ， C 力 寺の 上に ふく 石、 あまが へる 石と て あ. o、 

すな はち かたち あまが へる に 似た. o、 よって 名と す 

るか、 あまが へ る 池と いふ も、 かの か へ る 石の 下に あ 

b  、むかし は立橫 今よ h- は ひろ かりし とぞ、 上の 辨才 

天の 御前に、 唐より 渡りし とて 屛風石 と 云 あ， り、 高さ 

五尺橫 三尺 程、 あっさ 九寸 あまり、 上に： ：！：：！： 光 を 切 

付、 下の わきにから 獅子 を 切たり、 石の 面に 文 あ. o、 


樣子 翻の 

如し、 額 

の 內末ニ 

字 見えす 

石の 色 は 

紫 也、 


a: 


£ 霞. t 


O 


此石は 正殿 山ち ぶ 

上人 歸朝 のとき、 

J-，c  、、し i りせ お 

ひて 波され し 時、 

本朝に て おろさろ 

ると、 さ、 中. -* りお 

れ しとて おれめ も 


1 、此岛 は 北西 東 三つな り、 西 山へ は 中 はい 二 間 程つ 

づけり、 それ を 行ば 石の 鳥 井に 額 か、. 9 あ ，9、 その 額 


筆 不レ. 


一 、兒 が^とい ふ は 、山より 岩な めら へ 下て 有、 まな 

いた 石より 北の方 也、 こ 、をち ごが ふちと 名 付る 事、 

若宮 別當 僧正 院に 白菊と いふち ご 有、 その 形た へに 

して、 一 度 紅顔 を 見 初し 物、 寸々 の 腹 わたと なり、 聞 

もの 肝 をけ さすと いふ 事な し、 か、， 9 ける 所に 建 長 

寺の 貧 僧、 いかなる ひまに か 見 初た. 0 けん、 むねの 燒 

火 をけ ぶ， 0 にた くらべ、 おも ひ を 田 子の 浦に よせ、 數 

の 文つ もりければ、 ちご 情の 道の わりな きかたに ひ 

かされ、 忍ぶ 山 忍びて 通 ふ 道 もがな、 一 夜の 情 かけ ま 

ほしと、 心 をく だき けれども、 僧正のお も ひ 又 ふかき 

事そう 海 を 極、 高き 事 雲 をつ くせり、 ちごい とけな 

き 心に も、 人 しれぬ 情 を かくる も、 僧正の 法衣の 一 重 

なる 思 ひ を やぶり、 まだ あい 見ぬ 戀路 に、 あすまでの 

命 を かこちけ る、 此夕 ぐれに もな き 人と 聞かば、 我 命 

千年 をた もっとも、 岩 木の 類なる べし、 しかし 命を捨 

て、 一 一人の 思 ひの わく かたなき 心の 程 を あら はし、 又 
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か、 るい やしき 思 ひ をよ せけ る 情の おん、 死して や 

報 せんと 江 島へ 參り、 後生 善 所と 祈りつ、 かの 淵の 

あおくな らくの 底まで わき か へ りたる 浪の 汀に 打の 

ぞみ す と 》o おて， 

白菊と しのぶの 里の 人と は 3- 

おも ひ 入江の 淵と こたへ よ 

と 書す て 、、その ま、 身 をな げしと なり、 建 長 寺の 臂 

は 陸 奥の もの 也け るが、 白ぎ くの 行衞と 歌と をった 

へ 聞て、 しのぶの とよめ る は、 ひと へに 我に なさけ 

を かけ 給へ h -、 また 年：！：： おも ひし 人 をな き 人と 聞て 

は、 片時 も 命い きて あるべき 身と も 思 はれす とて、 ゑ 

. の 島へ はし ひゆき、 ちごの 身 を なげ 給 ひし 所 をと た 

. づね 聞て、 

一- しら 菊の花の 情の，^ かきう みに 

ともに 入江の 島ぞ 嬉しき 

とよみて. その ま \ 海に 入ぬ とぞ、 それより してち ご 

力 si と いふと い へり、 ♦ 

赛も魚 は おどりね ぶっか 兒が淵 

^ 一 、まなぃた石とて、ちごか淵ょ..^ほら{八の方へ より 

て 、山より 廿間^ さし 出て お、 十 間 四方 ほどなる 石な 


 二十 六  

,9、 まないたの なりして、 上 いかにも fe" な. 9、 それ ゆ 

へいへ るに や、 此 まないた 石より 北に とび 石 どもお 

ほし、 是を はる 岛 うは 島 大 こく. s;^ と 云と い へり、 

一 、ほら 穴の 內に辨 才天立 給 ふ、 ひろさ 三 ii 高さ 七 間 

程、 口よ，^ 四十 間 程よ，^ 奧 はせば し、 大 かた 百 間 許 も 

奥へ 行て、 父 ゆの たい 內 とて、 ほら あ. な 一 一す じに わか 

れ たり、 右 はやが て 行 どまり なり、 た わ 水 を わたり、 

明し 松 をと ぼして 行ば、 六 七 町まで は ゆかる ゝ也、 凡 

穴の かぎり はつ もりが たしと いへ り、 

1 、ひがしの 浦 家數^ 四 五 もや あらん、 江 島の ひがし 

の 方な 、すな どり を こと  > "すると 見 へ て.、 海 wi- さか 

なな ども あり、 

1 、東 鏡、 養 和 二 年 兵 衞佐殿 腰 越に 出しめ 給 ふ、 御 家 

人 等 供奉す、 それよ b 江 島 御 參詣、 今日 高 雄 文覺上 

人、 兵衞： 殿御 願 祈誓の ため、 大辨才 天を此 おに 勸請 

し、 供養 法 初お こな ひ 給 ふ、 よって 御 參詣、 ひそかに 

此事 は鎮， ザ 府將軍 藤. £ル 秀衡 てうぶ くと 云云、 け ふ 鳥 

井 を 立ら れ歸 らしめ 給 ふとき、 金 洗 さは へんにて 牛 

お ふ 物 あり、 

1 、3石本院のぅしろょ.^^見ゅる景なのめなh'、總じて 


江 島よ. o 見 ゆる 名所 は、 ふじ、 はこね、 伊豆海、 大し 

ま、 はし ま、 目の ま へ にう かびた.^、 

箱 根 路を我 こえ くれば 伊豆-の 海 や 

沖の 小島-」 波の よるみ ゆ 鎌 倉 右大臣 

1 、大磁 、小 いそ、 こ ゆる ぎ の 森、 礎 ま の あたりに つら 

なれり、 

君 を 思 ふ 心 を 人 にこ ゆるぎの 

磯の 玉 もや 人 もから まし みつね 

とふ 事 を 待に 月 H は こ ゆるぎの 

礎に や 出て 今 は 恨みん 右 近 

. ゑの ゃ燒擎 あてし うす 霞 

〇 龍 口 寺 

一 、寂 光山と いふ、 寺 大破に 及び、 片瀨 村に 寺 七ケ寺 

あ. o、 それより まわり 持に するとい へ， o、 日逮 上人 入 

給 ひし 籠 あ. 9、 鎮守の やしろ あ. o、 

一、 此所 にての 御難 は、 文 永 八 年 辛 未 九 月 十二 日 也、 

上人 名 越に て 生 捕れ 給 ひて、 龍 口の 海邊 にいた b 給 

ふ、 もの、 ふ 共 打 かこんで ひしめ く 事 かぎりなし、 是 

を 見て 賴基 かなしみ、 御名 殘も つきせ す、 又 法 花經の 

御た め なれば、 同じく 御供と ぞ申 上る、 かくて 上人 子 
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刻 許り の 事な る に 、敷 皮に 坐し 給 ひ 、た な ご 、ろ を あ 

わせての 給 はく、 時 は澆季 にお よんで 祌は國 を さ. 9 

給 ふ、 さ. 5 ながら 正直の かう ベ にや どり 給 ふ べし、 し 

かるに： n 連 は 正 法の 行者な り、 天神 地赋 はなん ぞ靈 

山の やくそく をた がへ て、 お ふご を ばくはへ ざらん 

やとの たま ふとき、 たちまちに 江の 島の たつみより、 

大きなる ひか. 0 物 かたち 満月の ごとくに して、 いぬ 

いに とび、 御 C び はねん とする 座のう へ、 とびきた 

る ， W と 鷹隼 のかけ るが ことし、 うしろ の 山の ^にう 

つるかと 見れば 、雲霞す な はちた ちて 闇の 夜と なる、 

此 ひかり 物 は：： =: 天子の けんじ 給 ふと ぞ、 或は 八幡 大 

ぼさつ けんじ 給 ふと も 云 也、 是に 武士 どもた まし ひ 

をけ し 地に た ふる、 うたんと せし 太刀 は 段々 とな.^ 

ける、 又 かまく ら殿屋 かたに は、 大星 くだりら いでん 

し、 虛空に は 大きなる 聲 あって、 法 花經の 行者 をいた 

づら にう しな は い、 子孫め つし 國土を ほろぼしなん 

とい ふに 仍て 、相 摸守大 にお どろき て、 日 速の くび 切 

事 を ゆるさん とて 使 をつ か はす" 龍の 口の 使と 佥洗 

潭の濱 のほとりにして、 使た が ひに あへ， 0 とぞ、 上人 

なん をの がれ、 又 佐 渡の 國へ ながされ、 文 永 十 一 年 二 
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月 十四 曰に 赦免 狀到來 、則 御 5 ^子；：： 朗持參 し 給 ふ、 さ 

て 佐 渡 を 出 給 ひか まくらに 入 給 ふ、 其時賴 綱に 對面 

し 給へば、 むかしの 言葉と かわりて、 面 を やわらげ 禮 

拜し、 諸 〈示 無 得道 の 法文 を たづぬ 奉り、 その ゝ ち 天下 

の 御祈禱 あそばして 、鎌 倉 殿よ.^ の 仰に は、 西 御門 に 

寺 をた て、 あいせん 堂の 別當 にす へ舉 り、^ 進の 地 は 

一 千 町た るべ しとの 上意なる と 中され ければ、 天下 

の 祈禱に は念佛 をと いめ 給 ふべ しとの 給 ひけり、 そ 

れ より 甲斐 國身延 山 久遠 寺に 入 給 ひ、 庵 をむ すび 給 

ふ、 上人 御 歌に 

如 風 於 空中の 心 を 

立 渡る 身のう き 雲 も はれぬ ベ し 

たえぬ 御 法の わしの 山風 

惡鬼入 其 身の 心 を 

心と は 邪に ふる 雨 は あら じ 

風 こそ 庵の 窓 はう つ らめ 

但以 假名 字引 導 於 衆生の 心 を 

蘆の 葉の かたち は 舟に 似 たれ ども 

なに はの 人 をえ こそ 渡さね 

とよみ 給 ひ、 弘 安五 年 十月 十三 日、 武州池 上 本 s: 寺に 


. 二十 八  . 

して 入滅し 給 ふ、 御 年 六十 歲 なり、 御 骨 は 御 遺言に ま 

かせて 身延 山に 納舉 りけ る、 まことに 此 聖人 は此所 

にての 御なん ばか にあら す、 所々 にての 大難 小難 

數を しら. \4 'と、 あそばされ おきた まひけ ると な. o、 さ 

れ ば御經 にい わく、 佛御 入滅の 後、 後 五百歲 中、 本 化 

上 行 菩薩 御 出世な され、 衆生に 法 花經を ひろめ 給 は 

んと 也、 後 五お 歲と いふ は、 佛御 入滅 一 一 千年す ぎて 次 

の 五 年 を 云 也、 此時 にあたり 法 花經を ひろめ 給 ひ、 

不自惜 身命と て 命 をお しま や 弘經し 給 ひし は、 此上 

人なら す や、 誠に 上 行 菩薩の 御 再誕うた が ひなし、 か 

やうに 此沙女 婆 世界へ 御 出世な されし も、 衆生の 女人 

惡 人を佛 道に 入し めんとの 御ち かひな. o、 ありがた 

き 事に あらす や、 此宗 313 たらん 人 は、 日々 に 願 ひ を は 

げ まし、 首題 をと な へ 御 報恩 を 謝し 給 ふ ベ し、 凡 上人 

御 入滅 當年迄 三百 七十 八 年に 成と いへ り、 その 葬送 

の 事お も ひ 出て、 

霞 もや 灘禮の 旗に 龍の 口 

龍の 口 や 水 を 上ぬ る 花の 枝  基 春 

〇 唐が 原 

一 、片瀨 川より 東南、 鎌 倉の 方 を 云と 云り、 古歌に 
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〇 北條 局： 敷 

一 、若せ： i 前の 町柬 への 行當 りなり、 今 は 法 海 寺と いふ 

寺 有、 後^醐 天皇の 御 建立、 高 時 1 門 御^の ためと ぞ 

かたりし、  ， 

一 、柬 M、} ^治 二 年 五： 部に、 江 殿 屋敷 大食と あ. 9、 

此北條 EH;;- 敷 邊も大 <：5 鄕の內 か、 ぉ^^ぁたりは小林鄕 

と 有、 時 政 は 名 越へ 隠居し 給 ひて 後 は、 江 問 殿す み 給 

ふ 成べ し、 束 鏡す への 卷に、 專江 間殿大 倉の 亭と 有、 

代々： g 權は此 所に すみ 給へ るに や、 太， や 記に は元弘 

のい にし へ 、かまく ら義ぃ 只に ほろぼされし 時、 安藤 入 

道 isi.: 秀と申 せし は 、義贞 の 北方 の 伯父な b し が、 鎌 倉 

今 はと 見へ ければ、 北の方 義ぃ M の狀 に. 我 文 を 書 そへ 

て、 ひそかに 安藤が かたへ ぞっか はされ ける、 安藤 稻 

瀨川邊 へ 向 ひた. 9 しが、 世 良 ra 太郞と .4- 濱に取 こめ 

られ百 餘騎に 討な され、 とても 死なん する 命、 鎌 倉 殿 

の御屋 形の やけ 跡に て 腹き らんと て 小町 口へ 打 のぞ 

み、 塔 辻に て. およ..^ お，.^、 むなしき やけ 跡 を 見れば、 


傍輩 一 人 も 打 死せ す、 安藤 口 をし き 事 哉、 U 本國 のま 

かま くら 殿の 化 給 ひし 所 を 敵の： iiir の ひづめに かけさ 

せながら、 何様 千 人 も 二 千 人 も 打 死せ ざる こそむ ね 

ん なれ、 今朝 ま で きれ いなりし 大か うし やう の 構た 

ちまち 灰爐と 也、 きの ふまで 遊びた わ ぶれし ほう 友 

お ほく 戰 場に 死し、 盛お 必ー おの こと は， 9 をの こせ 

と て 、安藤 淚を おさへ 化 a 然 たる 所に、 義ぃ M 北の方の 御 

使と てうす やうの 文 を さ 、げたり、 何_£^ぞとて，：^„^藤 

ひらき みれば、 鎌 倉の^  今 は 5^ とこ そ 承り 候へば、 

いかにもして 此方へ 御出で 候へ、 此 ほどの 式 をば 身 

にか へても 申な だむべき なんど、 さま < ^にか、 れ 

た 、是を 見て 安藤 大 き に 色 を 損 じ 巾 ける は、 せん V. 

んの 林に 入 者 は、 染ゃ して 衣み づ から 香ばしと い へ 

、武士の 女房た る もの は、 けなげなる 心 を 一 つもち 

てこ そ、 其 家 を もつ ぎ 子孫の 名 を も あら はす ものな 

れ とて、 唐 漢の王 陵が 事な ど をい ひ 出し、 我た いい ま 

まで 武 S3 に ほこり、 人 にしら-る .^身となれ.^^ヽ今iss•の 

急なる に のぞんで 降 人に 出たら ば、 人 豈はぢ を 知. 9 

たる ものと いはん や、 されば 女性 心に てた とひ かや 

うにい はる ゝ とも、 義贞 勇士の 義 をし b 給 はざる 事 一 


や 有べ き、 然 ばせい せらる ベ き 事 也、 又義貞 たと ひ 敵 

の 志 を はからん ためにの 給 ふと も、 北の方 は 我方 檨 

の 名 をう しな はじと おも はれば、 しせら るべき 事な 

り、 た い 似た る を 友と する うたて さ、 子孫の ためた の 

まれす とて、 一 度 は 恨 一 度 はいか. 9 て、 彼 使の みる 前 

にて、 其 文 を pi: にに ぎりく わ へ て、 腹き つて ぞうせ に 

ける、 定て此 所 成べ し、 小町と いふ も 今北條 屋敷の 前 

をい ふ、 塔の 辻と は 石に て 切た る 七重の 塔、 辻 ごとに 

あり、 

〇 葛 西 谷 

一 、法 海 寺の 續の谷 をい ふとな b 、むかし 相 摸 守 高 時 

父祖 代々 墳墓 地、 東 勝 寺と いふ 寺 あり、 鎌 倉 中に 火 か 

か ければ、 一 千餘騎 にて 此 所へ 引 籠. -給 ふ、 一 門の 

人々 その外 諸 大名 郞從 以下、 東 勝 寺に ぉゐて 以上 八 

百 七十 餘人ぞ 自殺し ける とか や、 此外其 門 葉の 者 遠 

國の事 はい ざしら す、 鎌 倉 中には 總 じて 六千餘 人と 

な h- 、元；^ 三年 五；：：； 廿 二：！：、； 牛 家 九 代の はんじゃう 一 

時に 滅 c して、 源氏 多年の 整 伏 一 朝に 開け、 ると か 

や、 ^^勝寺佛像ども今は北條屋敷の法海寺にぁりと 

い へ . ^、高 時 以前 鎌 倉 執權の 次第、 

0  物 mi 卷第 三 


第一 、遠 江 守 時 政、 賴朝 父子 三代、 文治 三より 建 保 三 

迄 卅六年 執權な 

第二、 相 摸守義 時、 時 政 長子、 實朝、 }6 '政 子 二 代、 

第三、 同泰 時、 義時息 也、 や 政 子、 賴經ニ 代、 

第 四、 同經 時、 時 氏 長子 也、 時 氏 は泰時 息、 賴經、 賴副 

二 代、 

第五、 同時 賴、 時 氏の 次男 也、 賴副、 宗尊 親王 一 一代、 

第 六、 同 時宗、 時賴息 也、 宗尊 親王、 惟康 親王 二 代、 

第 七、 同師 時、 時宗 息 也、 惟康 親王 一 代、 

第 八、 同貞 時、 時宗 息 也、 久明 親王 一 代、 

第 九、 同 高 時、 成 時 息 也、 守 邦、 成 良 親王 二 代、 

執 櫂^ 第 無 極抄に 如い 此、 太平 記 抄には 師時を のぞ 

きて？^  K としる せ hv, 

1 、北 條時政 は、 桓武 天皇 十二 代、 四 郞大夫 平時 家 息、 

從 五位 也、 將軍賴 家、 實朝 祖父 也、 

〇 小町 

一、 北條屋 しきの 前よ. o、 ひきの 谷までの 町 をい ふ、 

〇 比 企 谷  . 

1 、長 高山 妙 本 寺、 本尊の わき 立に あみだ 佛を あんち 

せられ、 此寺 開基の 初、 上人 他宗と 法論 有て、 法 門に 
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勝 給 ふせう ことして、 その 寺の あみだ を 押と.^ 給 ひ 

て、 すへ まいらせられ しと 也、 寺賓數 多の 中に も、 她 

形の まんだらと いふ あ 、是は 昔 一 亂の 時、 此寺 にも 

敵お、 いし かば、 上人 日逮の 御手 跡 をお しみ 奉. 0  、古. 

井の 中へ なげ 入 寺 を 出 給 ふ、 敵 打 入て こと <\ -く 寺 

中 を亂. c して、 井のう ちまで さがし 見れば、 小她 水に 

うかみ て 別に 寶 はなし、 ^敵 退散の のちに 是を見 給 

へ ば、 まんだら は その まゝ 有、 それ をのち にかた， 9 合 


て、 蚰形 のまんだら と 申 奉りし と 也、 その外に もまん 

だら 數の寶 有と かや、 東 鏡に 養 和 一 一年 七月 十一 一 nz 、御 

臺所御 産氣に 付て 比 企 谷 殿に うつ b 給と 有、、 比 企 判 

官能 員が 屋敷 こ、 に 有しに や、 御 臺所は 能 員が むす 

め、 同 建 仁 三年 九 H:  二； n 比 企 判官 能 員 害せら る、 此能 

員 は 將軍賴 家の 思 ひ 人^ 狹 局の 父な. 9、 其頃將 54 御 

不例、 日 追て たのみすくなく ならせ 給 へ ば、 御 讓符西 

三十 三ケ國 を以、 御^ 千 幡君實 朝に 進 せらる、、 時に 

十歲、 關東廿 八 ケ國の 地頭 幷に總 守護 職 を 御" 41 子 一 

幡君 にあ てらる、、 時に 六歲、 愛に 能 員 外戚の 權 威に 

つの. ^謀叛 を 企て、 千幡 君なら びに 彼 外 家 巳 下 を ほ 

ろぼさん と 思 ひ、 ある 時 能 員 若 狹局を 以て 中け る は、 

御讓符 の事殘 所な き 御 仕 配に 似たり とい へど も、 兩 

雄は必 あらそ ふ 習と かや、 千幡 君の 外戚 時 政 一 類權 

或に つのる とも 、鴨： ケ國を も 1 皤 君に は舉ら じ、 

然ば御 在世の 內 にかの 一家 を u し 給 ひて、 心 やすく 

日本 國を 一 幡 君に 舉 らしめ 給へ、 然ば 御子 孫 もな が 

く傅.^^給ふ ベ しと 訴 ければ、 將軍 病中. D 然の 間、 ひそ 

かに 能 員 談合せ し^、 時 政 一類 追討す べきの よし 謀 

計 有し を、 尼御臺 しゃう じごし に 是を閬 かしめ 給 ふ、 


いそぎ 北條 殿に つげ 給 ふ、 時 政お どろき 給 ひて、 やが 

て 能 員 をめ し 寄、 仁 田 四郞忠 常 等 に 仰うた せらる、 能 

員が 殘黨 一 幡 君の 小 御所に たてこもる、 然ば 尼御臺 

所よ， c- 軍兵 を さしむ けらる、 先 江 間 どの 同太郞 殿、 武 

藏守 朝政、 小山 兄弟、. as 山、 榛谷、 三 浦、 和 田の 一 門、 土 

肥、 ェ藤其 外 鎌 倉 中の 大名 うんか の ごと/、 馳む かふ 、 

よって 即時に 攻 やぶる、 こもる 所 兵 ことん \- -自 害 

す、 一 幡君 も同此 所に てむな しくなら せ 給 ふ、 ある 僧 

御 死が い を たづね 求め けれども、 何れ を それと わけ 

がた き 所に、 めのと のい わく、 御 さいごの 時 は 菊のお 

り 文の 御 小袖 をめ さしむ、 それ を しるべに 尋ね 給へ 

とおしへ ければ、 語る にした が ひて 見 奉れば、 菊の あ 

やの 文 脇 下に 殘れる 小き 死が い 有、 それ を しるしと 

して だび し 寧る、 御 骨 をば かの 僧 首に かけ、 高野山に 

納舉. ^ける となり、 それより して 將軍 やむ 事 を 得す 

して、 和田義 盛、 仁 田忠常 等が 本に、 時 政 以下 を誅す 

ベ きのよ し 使お を 以て 仰 遣 はさる、 義盛 そのお もむ 

きを 時 政に つぐる、 尼御臺 所より 將軍 家お しこみ 奉 

.9、 御お 千幡 君に 御世 を うけつがせ 給 ふ、 賴家 をば 伊 

豆！： に 流しお り 給 ふ、 かの 國 にて 賴家 は赏 朝の ため 


にう たれ 給 ふと 也、 

一 、正 元 二 年 八 月 十五 日、 相 州 政 村の 息女 邪氣 をゎづ 

ら はしめ 給 ふ、 今夕 殊に 惱亂し 給 ふ、 比 企が むすめ 讃 

岐 局が 靈 のた ^をな すの よし 自 託す、 われ 大她と 

な b て 頂に 大き 成 角お ひ、 火炎の ごとく 常にく るし 

み をう くる、 當時比 企の 谷の 土 巾に ありと 發言 すと 

あり、 さぬ き 局と は、 賴 家の 御 臺所 わかさの 局の 事 

か辨 へがた し、 

一 、爲相 在 鎌 倉 久しき によ. 5、 北の方 幼子 引 つれ 下向 

し 給 ふ、 爲 相の 上洛 そせ う 有しに かなわ ざ.^ しかば 

その 頃よ まれし となり、 

1 こ ゑ は ひきの 谷なる 時鳥 

雲井 を かけて さぞな 鳴らん 

右の うた 上 へ 聞 へ 、爲相 上洛せられ しと ぞ、 

I 円 柳 や 目 を ひ き釉を ひきの 谷 

〇 佐 竹 屋敷 

1 、家の 紋 五本 骨の 扇の 如くなる 山のう ね あ b  、北ハ 下 

を 佐 竹 屋敷と いふ、 屋敷の うちにぎ をん 社 有と かや、 

淨土寺 あ ん やう 院と云 寺 も あ b と 也、 

1 、佐 竹殿紋 五本 骨 扇 を 付ら る、 事、 賴朝奧 州 合戰の 
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時 ひたちの 國へ打 出 給 ふとき、 しら 旗 さ、 せた る 勢 

有、 兵 衞佐殿 t.s^ 給へば、 佐 竹の 某と かや こと ふ、 其 時 

佐 殿. E 旗 は予が 用る 所 意外な.. > 、用捨 有べ き 所 也、 但 

此 扇を橫 上に 付よ とて 覇を つか はさる、 則 それ を ゆ 

い 付 給 ふ、 それより 扇 を紋に 用る と柬 鏡に 見えた， o、 

〇 花 谷 附蛇谷 

一 、內に 谷々 多し、 大 倉へ 出る 切通し あり、 此 谷の 內 

に蚰 谷と いふ 有、 是を へ びか 谷と 云 事、 此 所に 若 男 

よは ひかた ぶきた る 女に 相ぐ せり、 彼女 廿年 許なる 

むすめ を つれた. 9、 年頃す みわた. 9 て 女のお もへ る 

は、 我よ は ひかた ぶきお き 男に 相 なれし 事、 誠に わが 

身ながら も おこがましく、 人の 見る め 世のお も ふ 所 

もうと ましければ、 しか じ 我 娘 を 男に あわせ、 我 は 別 

に 家 をつ く.^ て、 しう とめの ごとくして か、 り 居し 

かるべき とし あんして、 若き 男に しか < ^の 由 を か 

た.. >  ければ、 sf- いとき やうが る 事の やうに うけ かわ 

す、 なんでう さる 事の^ べしと て猶 したし かり けれ 

ど、 女の いわく 少も うわの 穴 二なる 事 にても なし、 我の 

ぞ むごと くして やしな ひ 給 はい 住べ し、 今の ごとく 

ならば いとま を 給 はるべ きょし たび./, \- いひ けれ 


三十 四 

ば、 いなみが たくて 云に まかせ、 我お 所の わきに 小き 

部 や を こしら へ てす ませて、 男 は 娘と 相ぐ してけ， 9、 

一 年 二 年す みわた.^ て、 彼 ゎづら はしく 氣色 やう 

有て ね やより 出 ざり ければ、 男の^ 守に 娘 母の もと 

に 行て、 など やらん 此 ほど は 御 心お もく 见 へさせ 給 

ふ、 もし 御いた はり も 候 は い、 il^ など 舉 らんな どし め 

やかに とひ なぐさめ けれども、 a 'ふかう 忍びて こと 

もな きょし を い ひし かば、 娘の いわく、 此 ほど は 御氣 

色 もまめ やかに おはし まさす、 又 我す む 所へ も 御 立 

出 もな く、 よろ づ 何事 ぞゃ 我に かくさせ 給 ふ 事 は そ 

もうらめ しとて なき 恨みければ、 ゆの いわく、 かく そ 

こゐ もな くの たま ふうへ は. S. なり、 我 男に 其方 を 合 

置て すみな す 事、 我心より してな すわ ざ、 人 を うらむ 

ベ きに あらす、 然る を 何とな き ねざめの さびし さ、 又 

は 二人が すみ ゐ給ふ をよ そながら みなせし が、 ^そ 

れ ゆへ にや 有 けん、 我 ゆび 二つ へびに なれり、 我 身な 

がら もはづ かしく、 何ね たまし さに やな. 0 けんと あ 

んじ煩 計 也、 是見 給へ とて 取いだ す を みれば、 兩の大 

ゆび 二つ：！ になり、 目 口 あざやかに 有て くち を あけ 

した をいだ し、 ひろ <^ としてむ すめ を まもり けれ 


ば、 娘 おそろしく 一 一目と も 見る 事な く、 とかく 我 有 ゆ 

へに やとお も ひけん、 その ま、 はしり 出て 有 寺へ 行 

出家して け. 9、 男歸， 9 來此事 を 聞、 せんかた なく 思 ひ 

けん、 其まゝ さ..^ を か へ け. o、 母 も 若き 一 一人の もの だ 

に 出家す、 われ とてもい かで か あらんと て さま を か 

へ 諸國 修行し ければ、 b. んゑ. を や はなれ けん、 もとの 

ごとく ゆび は 成け ると かや、 それより して 蚰が 谷と 

いへ，^ とかたれ， 9、 長 明が 發心 記と 云に も此 物語 は 

見えたり、 

〇 松葉 谷 跗慶雲 寺 

一 、名 越 坂へ 通る 道の 北東 谷 也 、日逮 上人 はじめて か 

まくらに て、 妙法 述華經 の 首題 を 高 讀し給 ふ 所 也、 其 

時の 草庵 は をく に 有しと 也、 

I  、日 速 上人 は聖武 皇帝の 末孫、 姓 は三國 氏名 字 は 貫 

名、 本 國は遠 州、 生國は 安房 圈小湊 の 浦な り、 御 母 は 

淸原 氏、 つねに 朝日 を ねんじゅし 給 ふ、 日 天む ね をて 

ら すと 夢に 見 給 ひて 懷姙 し、 ^：：^應元年ニ月十六：！；に 

誕生、 御 童 名 を藥王 丸と 申 奉りし、 十二 歲 にて 淸澄山 

へ のぼり、 十八 歲 にして 出家し 給 ひ、 御名み づ から 日 

速と あらため 給 ひ、 八 宗顯學 して 卅ニ歲 建 長 五 年 三 
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月下 旬の 頃、 初て 南無 妙法 蓮 花 經の七 字 をと なへ し 一 

め、 安房の 國ょ b 鎌 倉へ 移り 給 ひて、 名 越の 松葉が 谷 一 

に 小 庵 をむ すび、 毎 U 名 越 坂へ いで 妙法の 甘 題 をと， 

なへ、 諸 宗に聞 法の 結緣を ほどこし、 松葉が 谷の 口に 一 

寺 をた て、 安國 寺と 名 付、 此所 にて 立 正 安國論 をし る 一 

して、 文應 元年 七月 十六 H に 鎌 倉の 奉行 宿 谷の 左衞ー 

門 入道 をた のみ、 平の 時賴へ あげ 給 ふ、 宿 谷にたい し 一 

ていさめ 給 ふやう は、 國を おさめ たみを やすく せん 一 

とお ぼ さば、 禪宗、 念佛者 をせ いし 給 ふべ し、 もし 此： 

いさめ を もち ひ 給 はすば、 此 一 つより 事お こり、 他國 

に せめられ 給 はんと、 三た び 天下 をい さめ 給 ふこれ 

はじめ 也、 かくの ごとく 天下まで をす、 め 給へば、 其 

下々 はいふに 及ばす す、 め 給 ふ 故に、 諸人にくみ^^ー 

討 殺害の 御難た び なりと ぞ、 御 年 四十の 時 伊豆 一 

の圃 伊東の 浦へ ながされ 給 ふ、 弟子 旦那 御名 殘 をお 一 

しみ 奉り、 付參 らせんと しけれ ども、 檢使 ゆるす 事な 一 

く、 拆 油井の 浦より 御舟に めし、 伊東の 浦に 遷座し 給 

ひて、 法の きどく 様々 有て、 社隨 身自佛 をば 得 給 ふ、 

弘長 三年に 赦免 狀到來 、それよ.^ 鎌 倉へ 還. 0 給 ひて、 

いよく 諸宗を 破し、 妙法 をす ゝめ 給へ り、 かるが ゆ 
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へに 邪氣 邪心の 諸 僧 諸人、 此事 を鎌总 殿へ うつたへ 

たり、 是 によ.^ 舉行 所へ めし 意趣 を g 給 ふ、 上人の 給 

はく、 國を思 ひ 君 を 尊み 衆生 を憐 むの 故にす、 むる 

所の 法文 也、 此 St 申 所の 諸人め しけつ せられての 上 

にて 御 さた あるべ きか、 押て 罪過に 處 せられば、 天の 

貴の がれす して、 後悔 ゑき 有べ からすと 申 給 ひて 立 

給 ふ、 さて 文 永 八 年 九 rs; 十 1 一お、 賴綱 數；， Z 人の 武士 を 

かたら ひ、 名 越の 小 庵に きたり、 押て 上人 をから めと 

h- 舉る、 上人の たま はく、 His- の 本望 これな. o、 此法 

文の ひろめ 初し よ.^ 此 かた、 命 を 法 花 經に舉 .9、 名 を 

十 方 世界の 諸 佛の淨 土に 流すべし、 さいわい 成 哉 法 

花經の 御た めに、 くさき かう ベ を はねられば、 いさご 

に 金 を かへ、 石に 玉 を あきなへ るに おなじとの 給 ひ 

て、ぃょ/^-武士どもをぞぃ さめ給ふ、武士ぃけど，9 

舉. 0 て かま くらに 渡し、 それよ. 0 龍の 口の 海邊 へお 

もむ きた まひけ ると ぞ、 くわしき 事 は 註 畫讃に 見え 

たり、 

一 、松葉が 谷よりに し 山の はなに、 慶雲 寺と 云 法 花 寺 

あ.. i^、 

〇 安國寺 
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一 、松葉が 谷の 南山の はなに あり、：：： 逮 上人 安 國論を 

作 b 給 ふ 寺 也、 籠 あ， o、 內に大 上人の 石塔 あり、 • 籠の 

前に 御影堂 あり、 

花見れば 心底 やすし 國の寺  基 春 

〇 名 越 入 

一 、比 企 谷より 南、 今の 材木 座、 ひがし は 名 越 切通し 

まで を 名 越 入と いふか、 枉所 しらす、 名 越とば か. 有 

をし るし 置 もの 也、 

一 、東錢 に建久 三年 七月 廿四 H、isl 下名 越 殿に 渡御し 

給 ふ、 一一 一浦 之 介 經營を まふく ると 有、 賴朝 御遊 興 の 御 

館 有レ之 

I  、同 御 臺所名 越の はまの 御館に 渡御し 給 ひ、 御所 を 

てん せらる、、 同十=::十九：1:御"：5^所若君濱の御所ょ 

.9 幕府に 御： i 宅と あり、 濱の 御所に て 御： 牛 産 有しに 

や、 今の 名 越よ リ 南海 邊 まで を 名 越の 濱と いふ にや、 

一 、鴨 長 明が 鎌 倉 道の 記に、 慕 かゝる 程に 下..^ 着ぬ， れ 

ば、 なにがしの 入と かや 云 所に、 あやしの 賤が庵 を か 

りて.. 0  > ま， 0 ぬ、 前 は 道に 向て 門な し、 行人 征； lil すだ 

れの 本に ゆきちがい、 うしろ は 出た か く... -て^«3:にの 

ぞむ、 鹿の 音蟲 のこ ゑ 垣のう へに いそが はしく、 旅 店 


の 都に か は.^ て 異なる 樣、 心す こし 隱 しつ、 あかし 

くらす、秋ょ..^冬にも成て、 一 行の かり 金 そらに 消え 

ゆく も あわれな. 9、 

歸 るべき 春 をた のむ の 雁金 も 

鳴きて や 旅の 穴 に 出で まし 

か、 る ほどに 神 無：：；： 廿： w あまりの 頃、 はから ざるに 

とみの 事 あ..^ て 都に 歸 るべき になり ぬ、 其 頃のう ち 

水 壁の 跡 も 書な がしが たし、 錦 をき る さかえ は 本よ 

,.^のぞむ所にぁらねども、古鄕にか へ る よろこび は、 

朱 買- £H に 似た るこゝ ちす、 

古 鄕に歸 る 山路の 木枯に 

おも はぬ ほかの 錦 を やきん 

十月 廿 三日の 曉、 すでに かま くら を 立 都へ おもむく、 

宿の せう じに かきつく、 

馴 ぬれば 郤を いそぐ 今朝まで も 

さすが 名殘の をし き やど 哉 

右な にがしの 入と 云け る は 名 越が 入に や、 

〇 名 越 坂 

一 、三 浦へ かよ ふ 道な. 5、 杜戸 明祌を 見物 せんと 思 ふ 

人 は、 此 坂へ か、 りて ゆく 小つ ぼへ 歸 りて よし、 凡 雪 
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下よ.^ 杜 1:^ 明 神まで は 二 里 許 も あらん、 

〇 日 連 上人 乞 水 

1 、名 越 奴 をの ぼれば、 坂の わきに 井 有、 是は 上人 安 

房國ょ b 鎌 倉に うつ. 0 給 ふ 時、 此坂 中に て 水 を もと 

め 給へば、 にわかに わき 出け ると かや、 いかなる 大か 

ん にも ひる 事な しとい 7、 

乞 水 は 照つ いく H の逮 かな  基 春 

〇 名 越が 谷 三まい ば 

1 、 名 越の 切通よ > り 北の方、 山の いた. S. きに 廣所ぁ 

り、 石塔 あまた あ， o、 是を 云と い へ， 9、 此 上よ. 0 三 浦 

のかた に 石塔と 云 あり、 又 女 石塔と 云 は 男 石塔の 

北の方にぁ..^、 

〇 おさる 場 山 王 

1 、女 石塔の 東の ちいさき 山に、 松少 はえて あり、 昔 

はこ、 に 山 王立 給、 日蓮 上人 房 州よ， 9 鎌 倉に 初出 給 

ふ 時、 諸人に くみ 奉 b 一飯 を も 奉らす、 然時此 山 王よ 

hy 猿 どもい くら も むらがり 來て やしな ひ 奉りし と 

也、 おさる 場の 三枚 と 云 も、 彼 山 王立 給 ふわき に 畑 

三枚 有、 猿此 所に 出て、 喰 物の い， となみ をして； H 連へ 

舉，，^しとぞ先たちかたbし、註畫讃には見ぇす、 
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〇 猿 畠 山 法 性 寺 弘安九 年 建立 

一 、おさる 場 山 王、 三枚 皇も此 法 性 寺へ 附也、 此寺は 一 

日 連 上人 を 猿 やしな ひ 奉，. >、 山 王 御. 5 せうた つと く 

おはし ましけ ると て 建立せられ しと 也、 ゑん はく 山 一 

と 云 山號も その ゆへ にや、 寺の 遙 上の 山に 日 運上 人 一 

の 御影 あり、 堂の 前に 塚 有、 塚の 上に 松 あ. 9、  二 かい 一 

ほど 六 老僧の 籠も あ， o、 籠と 云 は 山の 內を 角に 切、 そ 一 

の內に 石塔 をす へられし と 見えたり、 是人礼 明す る 

ii と は 見え や、 名 越より はるかに 北 也、 此 道へ か、 り 一 

てこせ は 名 越 坂 をば 見や、  丄 

〇 多 古 江川 

一 、汐 のさし 引に より、 殊外 ふかくて わたられぬ 時 も 一 

あり、 その ュ 「上 へ ま は b てよ し、 沙 干に は 膝 ふし 一 

の 頃 有、 東 鏡に 將軍 家長 壽院永 福 寺 へ 御 參詣、 つ い で 

にた こへ 川の 邊 逍遙し 給 ふと あ， 9、  一 

〇 六 代 塚  j 

一 、 たこ へ 川よ. 9 東 山の ふもとに ちいさき 塚 山に 松 

はえて 有、 塚の 脇の 生木 をお しけ づ b て 落 書 あり、 

うき 瀨にも 終に はもれ ぬ 多 古 H 川 

むかしの 浪に ぬる、 釉 かな 


〇 鷺浦  . 

1 、杜 II； 明 神へ 行 道 也、 漁師の 家 あまた あ. o、 片濱に 

て おもしろき 所な り、 

〇 杜戶 明舯 

I  、海中へ 五十 問 ほど さし 出た る 所 也、 松 ひむろの 古 

木し げり、 沛の眺 slii^s けしき、 うしろの 山の 有さ ま、 

ゑの 島金澤 にもお とりま さ， 9 はわ きがたし、 

1 、 賴朝 御舟 あそびの 時、 こ ゝには 貝の 類 ひなし と 

て、 さい，^ をお ほく まかせられ しに、 ひだ. 0 卷 にせし 

かば、 その さ ^ねみ な ひだ. 0 卷に 成て、 今に こと <^ 

くひ だ， 9 卷 とぞ、 

明 神の 神 Is" あこ 小鈹 どう こまの つの う 

ん けい 作の 獅子 りんし 一 通、 その 文 はしれす 年 

號は嘉 元元 年 守 殿 明 祌刑部 介 物部恒 光と あ. o、 

一、 一位 尼の 袖 判と て 神主 取 出せり、 見れば 先 文の 口 

に 判 あり、 判 は < ^かくの ごとし、 む S 三 段の 免 文 也、 年 

號は歷 應ニ年 十二  十四日と あ. 9、 神主 二位の 尼の 

時代 年號を しらざる かかたら す、 舞 殿の 落 書に、 

みどり 子のお やの 心 を 知る ゆ ゑに 

も- 9 との 神と 跡 や たれ けん  _ 


〇 なし ま 

1 、杜 HI 明 神の 向 ひ 三 町 程 海上 あ. 9、 不レ殘 岩山の 小 

き 島 也、 賴朝此 島に 逍遙の 時、 水 や 有と めされし か 

ば、 俄に 飛泉 わき 出しと い へ b 、海上の どかなる 口 は 

舟に て 渡りて よし、 

〇 三 浦 三 崎 

一 、東 鏡 十四に 將軍家 三 浦 三 崎津御 出、 是山庄 しられ 

んの 故な りと 有、 今の 寶藏 山是 也、 又 九月 六日 三 崎 別 

業に 渡御と 有、 

一 、見聞 軍書に 三 浦 三 崎の 說 さまぐ あ b 、三 崎の 前 

くが より 四 五町 程 はなれて 島 あり、 是を 城が 島と い 

ふ、 此 島に 三つの 出 崎、 あそびが 崎、 御前が 崎、 灘が 

崎是 三つ 也、 又 陸の 方に 三つ の 出 崎 有、 長 明 崎、 尼 崎、 

犬崎是 三つ、 城が 島の 出 崎に 出向て あり、 內に 入海 

まん/^ として 岸 を ひたし、 釣す る 船 世を經 てわた 

る あみの 綱、 うけく にさ わぐ 浦 千鳥、 すべて 此地 のけ 

しき を もよ ほさす とい ふ 事な し、 うしろ は 山 そび へ 、 

谷々 の 寺 塔 木 間に あら はれ、 またはる かに 見 わたせ 

ば、 大，： W や 伊豆の 御崎、 ふじ や はこね の 山 も 目の ま へ 

に、 安 II？； 上總の 浦々 さな. いら 心に はう か ベ ども、 こた 


へ ん 言葉 もな しと あ.. o、 見ぬ 所 なれば しらす、 さも あ 

らん かし、 小 坪よ. 0 杜 IM' へ か、. 9 て 三 崎へ ゆけば、 道 

七 里 も 有と い へ り、 武藏 の金澤 より 舟に てわたれば、 

三 四 里 有と かやい へり、 

〇 小壺村 

1 、飯 島より 南 三 浦へ 通る 道 也、 漁夫の 家の み 有て 海 

草 翁お ほし、 たこ、 鲍、 かつを 澤 山な. o、 むかしよ. 0 鎌 

倉に 鰹た くさん なりし にや、 つれぐ 草に 鎌 倉の 海 

にかつ をと いふ 魚 は、 彼 さか ひに は 左右な きものに 

て 、此頃 もて なす 物 也 、それ も かま くらの 年寄 の 中 傅 

へし は、 此魚 おのれら 若 か. 9 し 世まで、 はかぐ しく 

人の 前へ 出る 事 侍ら ざり き、 頭 は 下部 もく わす 切て 

捨侍. 0 し 物な りと 申き、 かやう の 物 も 末の世に なれ 

ば、 上さ ままで も 入た つ わざに こそ 侍れと あ， o、 

一、 正 治 二 年 九月 二日 羽 林將軍 小つ ぼの 海 邊に御 出 

の 時、 朝 夷 名が 水練 を 見 給 ふに、 海底に 入 さめの 魚， 三 

獻を取 上る、 御 威の あま. 9 名. 玲を給 はる、 兄の 常 _ ^が 

曰く、 何事に よらす 義秀に 負る のら じ、 某と すま ふ 

をめ し决 せられ、 勝負に 付て 此 御- £| を 給る べき かと 

云、 將箪 その外 i 與入、 則す まふ を 合ら る、 義秀兄 
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をう やま ふの 氣 有て、 しばらく 滕負 を决せ や、 武州泰 

時與の あまり 扇 を 取 立 給 ひて、 左右 へ 引 わけ 給 へ ば、 

《£ 條 その まゝ彼 -ill に乘 ちく てんす、 各かん たんす、 義 

秀 むねんと せう す、 內々 常 盛 所望せ し 御馬なる によ 

.9、 かくの ごとく 企け るに や、  . 

〇 住 吉明舯 附珠數 かけ 松 

一 、飯お の ひがし 山の 上 也、 後に くらが， 9 矢 倉と 云 切 

ぬきの洞ぁ^^、 じゅす かけ 松と いふ も かの 洞穴の わ 

きに あり、 -fM 西：！： の 夏 立な どして、 所の 者珠數 かくる 

也、 それにより いふに や、 

一 、永 の 頃 三 浦 介 陸 奧守義 同 法名 道寸 たて 籠し とか. 

や、 北條ぉ 雷と 戰 まけ、 三 浦 荒 井へ 引 籠り、 三年 籠城 

してつい に 打 死せ しと かや、 北條 五代 記に 見へ た h -、 

然ば 道寸が 城と もい ふなり、 

1、 飯 島と いふ は 光明寺の 前 を 南へ 海 邊の片 岸 を ゆ 

く 在家 あり、 

〇 和歌 江お 

I  、寬喜 四 年 七 =： 十二  H 、今 n 勸進 往阿彌 陀佛舟 船 

着岸の 煩 無" 之の 様に、 和歌 江 島 を可レ 築の 由 訴訟 を 

いたす、^ 州 泰時獻 喜 あ， o、 合力せ しめ 給 ふ、 因て 諸 


四十 

人 又 同 加勢 をな す、 然ば 八月 九日 島 成就す と 云々、 

〇 光明寺 

1 、開山 はきし ゆ 上人、 北條經 時の 建立、 東 鏡に て は 

見 おぼえす、 

寺寶 松 陰 鋭 二位 殿視 菅 相丞視 十六 羅 かん 

長さ 十二 間の 名號 弘法 大師 筆 中 將姬述 の 糸に てお 

らせ給 ふけさ 有と かや、 かま くら 中の 淨土 寺の がら 

ん なり、 

〇 霧 谷 

1 、光明寺の 東の 谷 をい ふな. 9、 又 光明寺より 名 越の 

かたの 谷 をい ふと もい 7， 

霞と ぞ都を 出て き. 9 が 谷  基 春 

〇 下 お宮 

一、 東 鏡 一 卷に、 本社 は 後 冷， M 院御字 伊豫 守 源賴義 

勑定を 請、 安. S ぶ 任 を 征伐 せらる、 の 時、 丹 祈の 3:n あ 

b て康 1^ 六 年 秋 八月に、 ひそかに 石淸 水の みづ がき 

を 當國汕 井の 鄕に うつし 舉ら る、 今是を 下^ 宮と 中、 

永 保 元年 二： =: に 陸奧守 源義家 しゅふく をく わ ゆる、 

又 兵 衞佐殿 小林鄉 にう つ さる、 と あり、 

〇 油井の 濱附作 間 石 


1 、 東 鏡に 文治 二 年 九： =: 七日 油井 深潭 邊歷覽 せしめ 

給 ふと あ. 5、 深 澤は大 佛の邊 をい ふ、 

一 、同 建 保 四 年 海水 色 へ んじ 紅の ごとし、 其 頃陸奧 へ 

大魚 のぼ. 0 しと 也、 かの 大 魚の 血た るかと いふ、 

一 、建 保 五 年 四 》=: 十七： W  、唐人 和け いに 仰て 唐 船つ く 

らしめ 給 ふ、 船 成就して 海に うか ベ ん とす、 實朝 出し 

め 給 ふ、 かま くら 中 こぞって 筋力 をつ くす といへ ど 

も、 船う こかす、 柯々 方便め ぐらす とい へど も、 波に 

うかむ 事 あた はやして、 い たづら に沙 頭に くちぬ、 此 

和け いは 赖朝 東大寺 供養の 時、 しきりに 對面を のぞ 

まれし かど も、 和け い が いわく、 此人は お ほくの 人 を 

ころし、 つみ 一 人に きする 人な b 、世 治め 給 ふと も あ 

やまち 有の 人に 何ぞ まみ ゑん やとて、 終に 向 顔せ す、 

霸も 身のと が 罪せう の 程 思 ひ やらる、 との 給 へ 

り、 さね 朝の 世に あた. 9 て 鎌 倉に 下向、 實朝對 面せし 

め 給 ふ、 和け いのい わく、 君の 前生 を 見る に 唐金 山寺 

の 僧たり、 前世の 宿が うによ つて 今： n 本の 大樹と な 

, ^りと いへ. o、 實朝 それより して 渡. 唐の 心 ざし あ， 9 

て、 余 山寺 參詣の ためとて、 和け いに 仰て 唐 船 を 作ら 

しめ 給 ふ 云云、 
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一、 作 間 石と いふ 有、 たけ 四 尺 程、 人の うづく まれる 

形の ごとし、 先立の いわく、 安房の 國に作 問の なにが 

しと かや、 人つ ぶて を 打し が、 こ 、まで 來 りて 石と な 

れ. 0 とい へり、 

1 、 盛衰 記に 三 浦 一 黨と 山と 油井 小つ ぼに て 不慮 

に 合戦す、 和田義 盛が 弟 同小 次郞義 茂、 綴 兄弟が 首 を 

取け.： >  、軍の 檨子 はなが くしければ もらしつ、 油井 

の はまに て、 

月の輪 ゃ沙 くむ 桶 を 油井の 濱  重 fi; 

〇 三 河 守 屋敷 

一 、建 久四年 八 =： 二：！：、 三 河 守範賴 起請文 を 書 將軍家 

に 付ら る、 是れ むほん を 企ら る、 のよ し 御尋の ゆへ 

な h -、 

一 、範頼 は淸和 天皇の 末孫、 源 左 "お！" 頭義 朝の 五男、 源 

賴 朝の 舍弟 也、 屋敷 は 油井の 濱 にあり しと かや、 

〇 和 田 屋敷 

1 、 東 鏡に 建 保 元年 三月 十：：！、  ^宮 大路の 西が ゎ燒 

£、 懷島： 牛 權守蔡 跡、 土屋次 郞、. 和 田 左 衞門尉 等が 家 

よ. 9 みなみ、 油井の 民 尾に 至る と あり、 和 田 最後 は 建 

曆 一一 一 年 五 =： 三日と 有、 軍の やうすな がくしければ 

^力 j 
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四十 二 


もらし 'る 、 

一 、和 W 義盛 は梪武 天皇 末孫、 三 浦 大介義 明が 孫、 杉 

本 太 郞義宗 嫡男 也、 義盛子は常^^、篛氏、義秀、義直、 

義 SIST 篛信、 秀盛、 義國 如レ此 なり、 大 かた 子息 建 暦の 

お 自害と い へり 、くわしく は 系 圖 に 見えた-. y、 


物語 卷 第三 終 


鎌 倉 物語 卷第四 


〇 賴朝御 厘 敷 

一 、^宮 より ひがし 田. S の 中に、 すこし 作り もせす し 

て 賴朝屋 敷と て 女 ー宽迄 こと 草 も 云 あへ， 5、 東：^ 見合 

する に まぎれ もな きおし へ 所な. o、 

1 、東镜 一 に、 治 承 四 年 十 =: 六 =、 兵 衞佐殿 安房 上總 

より 武藏を へ 、かま くら へ 打 入 給 ふ、 先 t;cH 山 後陣 千 

葉、 同 九： n 御亭 立ら るべ きとて、舉行を大鹿；牛太：_5^義 

に 仰 付ら る、 御屋 作の 事 知家亊 兼 道が 山內の 宅を大 

倉の 鄕に うつされ 是を 立す、 彼 家お、 正潘 年中に 建 

立す るの 後回祿 のさい に 逢す、 暗 明 朝臣 鎮宅符 を 押 

の ゆ へ 也、 同 十一 一月 十一 一 ：n 大倉の 御館 へ 御 わた まし、 

1 、鴨 長 明が 記に、 抑-かま くらの 初 を 申さば、 右大將 

家と聞ぇ欉は水I:i^-の御門九代の末葉をたけき人に請 

しょり、 去に し 治 承の すゑに 當て、 義兵 を あげて 朝て 

きを 靡かす より、 恩？. 員し きり にく わ はり て 、身 をた て 

家 を 起さる、 終に 瀧 山の 跡 をつ ぎて 將第 のめし をね 

た， 9、 榮 舘を此 所に しめ、 佛神 を其砌 にあがめ 舉り、 


それよ. 5 此の方い ま はんじゃ うの 地と なれり とか 

け h -、 

1、 賴朝 薨去の 事、 正 治 元年 正月 十三 日、 同 三月 二日 

故將軍 四十九日 御佛事 有と 云々、 又 薨去の 次第かん 

がへ 見れば、 建 曆ニ年 二月 廿 八日に 相 摸 川の 橋 修理 

を 加 へられん かの よし、 三 浦義村 申之處 に、 相 州廣元 

善 信 一 同に 云、 建久九 年に 稻毛 入道 重 成 法師 是を新 

造して 供養 をと ぐるの 日、 故將軍 渡御し 給 ふ、 及 一一 還 

路， 御 落馬 あ. 9、 幾程へ すして 薨じ 給ぬ、 重 成 も 不慮 

に 凡 MIS せらる、 旁々 不吉な. -と あ， 9、 平家物語 年 

代 記 等に も、 正 治 元年 正月 十三 日 年 五十 三歲 にて 卒 

去と 有、 此 御屋敷に て お さ め 給 ふ 代々 將軍 次第、 

1 0SS0^^0 治廿年 S1I 年- - 正 治 元年まで 


^ 源義朝 三男 

ハ左 衞門督 

Z 箱 朝 嫡子 


頼 家 左. 噺們督 正  一二 位 


. . 正 治 元年よ リ 建 仁 三年まで 

治 五 年元久 元年 七月 十八 日 修禪寺 

にて 皲レ誅 

1 , ；: 元久 元年ん 承久 元年まで 

治 十. K 年承久 元年 正月 廿七 鶴 岡 

に \レ 公 曉-」 狨レ试 

承久 元年..^ リ 嘉祿ニ 年まで 

キ政子 平時 政 女賴朝 後室 治 八 年 嘉祿ニ isf 七月 十 一 日-」 薨す 

六十. R ま 

賴經藤 原 左大臣 道家 公惠 治 十八 年 安貞 元年み 寬元ニ 年まで 


明 左 衞門督 右大臣 


麵； 治 九 年寬元 11 年. 5 建 長 四 年まで 

一 宗尊 親王，， 第 四 治十四年建長四年..^«<永六年まで 

1 惟康 親王 一 ま 親王 御子 治廿 1 年 文 全？ 正應 元年まで 

一久 明 親王 ffl 草院 王子 治廿 年正應 一 一年.. * リ延慶 元年まで 

一 守 邦 親王 II 親王 御子 治廿 年延麼 一一 年よ リ嘉暦 一一 一年まで 

以上 十代と 云云、 治 承 四 年より 是迄百 五十 四 年 也、 

古鄕 よりと も- i そ 見えね 花の かげ 

〇 白 H 山 尾 敷 - 

一 、東 鏡、 正 治 元年 五月 七 H、 南 御門 畠 山 次郞が 家に 

醫 師^長 をお かる、 御所の 近所た るに よってな， りと 

あ.^、 八 田 右 衞門尉 知 家が 家 も 南 御門と 有、 しかれば 

賴朝 屋敷よ.^ 南の かたなり、 いまの 海道より 南と も 

又は 賴朝 屋敷と 海道との 間と もい へ b、 たしかにし 

れす、 

〇 鳥 合の 原 

一、 若宮の かまへ より 頼 朝 屋敷へ 出る 道の 北 を 鳥 合 

の 原と 云、 南 を秩父 屋敷と 先立 は. 云 へ り、 秩父 屋敷 は 

賴朝屋 敷より みなみ なるべし、 鳥 合の 原と いふ は、 む 

かし 相 摸 入道 鳥 を あけせ、 犬 をい どみ あは せられし > 
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所なる ゆ へ と 云 へ り， 

〇 西 御門 附女 意舰昔 

一 、 ふかき 谷な り、 奥に こうせ う 寺と てび くに 寺 あ 

..^、近頃の建立、ぁる人の云、 紀國の 亞相賴 信 御：^ 儀 

より 開基な されし など ゝぃ へ. o、 見物 を ゆるさす、 法 

花宗 也、 その上に ちし ゆ 寺 あり、 すこし 歸 りて 鶴 岡 山 

のかた にっきて 女意舰 昔た ち 給 ふ、 彼舰售 破. そんし 

ければ、 正 保の 頃 修理 を 加へ ける に、 一の ふしぎ あ 

り、 佛の內 うつろに して 中に 人の かたちた しかに あ 

. ^、小袖の あやの もんから 國の いふく を 着せり、 白骨 

もな ほ 人の 形 也、 奇異のお も ひ をな し、 いよく 內を 

みれば 一 卷の書 あ.^、 むしく ひつ たる を 取合て 

兄れば、 文字 さだかな b  、文に 云、 御 ほうし 殿 息女 七 

歲 にて 果給 ふを納 奉る と あ h -、 又佛の 御ぐ し を あけ 

て みれば、佛舍^^ー 一ます ほど あり、 是も ふしぎな， 9、 

くわしく 內を見 奉れば 一 卷の文 あり、 其 書に いわく、 

三 井寺より 佛舍利 五 粒 申 下し 奉り 納 ると 有し を、 近 

頃 なれば まの あた.^ 見し 人の かた.^ し 也、 彼 佛の座 

の 下に は あなをあけ、 薰 ろく 香 を 敷て、 內に納 し 息女 

の惡 水の もれる やうに こしら へた. 5、 佛舍 利かの 方 


取ち らし 盜 などせ しに、 先々 にて た、 有し かば、 こ 一 

と < ^く かへ し 治めし とな. o、  . 

〇 三 浦 若 狹前司 尾 敷  一 

一 、賴朝屋敷ょり北にぁたれ，.^と見ぇたb、然ば西御一 

門なる ベ し、 さだかに 所 はしりが たし、 

一 、寬 元三 年 七 B 六 H  、將軍 • 家 御 方た がへ として、 若； 

狹" 1 司泰 村が 家へ 渡御、 やすむら 家 は 御所より 北に 

あたる と あり、 さいごの 樣子 なが/ \- しければ もら 

し 侍る、 東 鏡に み ゆ、  - 

〇 法 華 堂 

一 、賴朝 尾 敷のう しろ 北の 山の はな 也、 すぎばやしの 

うちにより ともの 塚 あ. 9、 よき 寺 地な り、 

〇 からいとが 籠  一 

一 、法 華 堂よ.^ 東の かた 山の 谷に 土の 籠 あ ひ、 所の も 

の はかの 所 をお しへ た.^、 見れば 內に 石塔 あまた あ 

り、 

一 、唐糸と 申 女 は、 木曾義 仲の 郎等て づ かの 太郞 光盛- 

がむ すめ 也、 其 頃賴朝 公に みや づか へ せし に、 賴 朝義； 

仲の むほんの よしを 聞し めし、 返 治せら るべき の沙ー 

汰 有し 時、 からいと 心に 思 ふ は、 義 仲う たれさせ 給 は- 


ば、 我 父て づ かも 定て うたれ 給 ふべ し、 いかにしても 

此 おもむき を義 仲へ しらせ 舉り、 親 をた すけ 申べき 

と 思 ひ、 こま < ^と 書て つか はしければ、 すな はち 家 

にった わるち やくいと いひし 太刀 を 御返^ に 相 そへ 

くだされ ける、 からいと よろこび 身 を はなさ やかく 

しもち ける に、 あ ると き 御 風呂 へ 御洪 にめ されし 诗、 

かの 太刀 かくすに 所な/、、 小釉 におし っゝ みて おき 

ける に、 風呂の 舉行見 付お どろき このよし かくと 申 

〜る、 よってめ しとり まづ松 ヶ岡 殿へ ぞぁづ けられ 

ける、 ュ、 れ よりいよ/^ からいとが むほんの よしか 

くれな か. 9 ければ、 賴朝 公より めし 文 松 ヶ岡に つく、 

され ども 松 ヶ岡 殿御 出しな か， 0 ければ、 赖朝公 も 力 

および 給 はす、 かさねて 罪科に しょ せらるべき にさ 

だま. りけ， り、 かくて 松 ヶ岡 殿から いと を かま くらに 

はかな ふま じと て、 ひそかに 信 濃へ 下し 拾 ふに、 折 ふ 

し梶 15^ 源 太 道に て ゆき あ ひ、 からめと. 9 て 鎌 倉へ 下 

りか く， U 申 上る、 賴 朝な のめに 思しめ し、 いそぎ 籠 者 

と 仰け. 9、 すな はち 御所のう しろに 土の 籠 を こしら 

へ 入られけ る、 此事 世に かく； なければ、 古鄉に まし 

ます 老母 、十一 ー歲 にな..^ しまん 壽の姬 、此 よしを 聞い 

. 嫌 言 物 卷 


かに もして たすけた く 思 ひ、 老母に もしら せ やして 

一 めのと、 只 二人 かま くらに 下. 9、 御所に みや づ かへ 

申つ ゝ、 母から いとの 行衞を たづね て、 忍び/ \ 'に は 

ごくみ 給 ふ、 さて あらたまの 春に も 成ければ、 御所の 

御座 敷に 小 松 生 出た h>、 はかせ をめ しヶら な はせ 給 

ふに、 はかせの 云、 鶴 岡に ほうらい 山 を かざ，.^、 十二 

人の をと め を そろ へ、 法 樂の舞 を まわせられ 給 は く 

御 よろこび たるべし と 申 上る、 さるに よって 十二 人 

の をと め を そろへ 給 ふ、 先 一番に 手 越の 長が むすめ 

千壽 前、 二ばん に 遠 江の 國ゅ やかむ す^の 侍從、 三番 

にきせ 川の 龜鶴、 四ばん にさが みの 國山 下の 長者が 

むすめ とらの まへ、 五番に むさし の 國入間 川の ぼた 

んと いひし しら 拍子、 これら を はじめと して 以上 十 

1 人 はさ だまりけ り、 かま くら ひろしと 中せ ども、 今 

一人たら すして さだまらざる 所に、 まんじ ゆ を 申 上 

る、 さて さ だむ る 日に もな. 9 しかば、 御所の さん 敷 を 

かまへ、 そのほか 東 八 ケ國の 大名 小名 われお とらじ 

とか まへ 給 ふ、 舞 も 次第に 初り けり、 五番め をまん じ 

ゆの 姬とぞ 聞へ ける、 いづれ もお ろか はな か. 9 けれ 

ども、 なかんづくまん じゅ は その 姿 言葉 花やかに て、 
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四^に よせて 君 を 萬 代と いわ ひ、 小 松 を 引か づきて 

六 千歲を 君に さ、 げ ければ、 賴 朝かん にたへ 給 ひ、 と 

もに 舞 出 神 • の 興をぞ もよ ふされけ る、 さて 神事お 

さま. 0 ければ、 まんじ ゆ をめ され、 さて 此皮の よろこ 

びに 何 を かっか はすべき、 何 寧 も のぞみ あらば 申べ 

しと 有し かば、 まん じゅよろ こびて、 我 はからい とが 

娘 也、 千^ 萬 町 給 はらんよ. 9、 ほ をく だされば、 是ぞ 

鶴 岡の 御り せう と 有が たかる べしと、 は V かる 所な 

く 中 上る、 頼 朝き こしめ し、 汝が ゆから いと は、 女と 

は 中せ ども 朝敵 なれば、 われた る 石が あ ひいり たる 

たねが 二た びお い 出た るた めし は 有 共、 たす ぐべき 

ものに て は あらね 北 r れ子 二言なければ、 此 皮の よろ 

こびに 母 を とら するとて、 あまつ さへ 所 を 相 そへ 

下されけ り、 萬壽 かたじけなし とよろ こび、^ もろと 

もに 古鄉に 歸り、 いよ^.^ かう しゃしな ひさ か 

へ ける とか や、 是 ひと へ に 孝心 ふかきに よ. f>、rt-- まん 

もお ふご を たれさせ 給 ふゆへ とな hv、 此 事本說 はさ 

だかなら ね ども、 世人よ く 聞お よびい ひもて なせば、 

あら- ^としる し 侍る、 まことにお やかう/^ は、 よ 

くつく せし うへ にもな すべき わざな， 0 と、 聖人 賢人 


四十 六 

も ふるき 文に お ほくの ベ 給へ. o、 

唐糸が 錦と 見 ゆる はなの 番 

〇 文覺 上人 寺 地 

一 、 かさいが 谷と 大 御堂の 間の 山の ちいさき ふ. とこ 

ろに すぎばやし あり、 こ 、に 寺 ありし と 也、 前の 川 を 

ざ せん 川と い 〈り， 此の 川 水に ひて、 坐禪 ありし と 

一 、文覺上人と申せしは、渡邊黨に遠藤左近將監^^光 

が 一 男 也、 その ゆいま だ 子な かりし 時、 ふうふと もに 

家の たへ なん 事 をな げきて、 大和 國長 谷の くわん 音 

に まふで、、 一 七 u 祈 申ければ、 左の 釉に とびの 羽 を 

給 はると 夢に 見て、 くわい にんして まふけ たる 子 也、 

父 は 六十 一 母 は 四十 三の 時 生れた. 9、 母は難^^にて 

死ぬ、 父 赤子 を か、 へ てな げきかな しみけ るが、 よし 

みあり て 丹波國 へつ かへ して そだてし に、 いく 程な 

く 父 も 打 死し ける、 一門の 中に 遠 藤 三郞遠 光と いふ 

ものょびょせて、ゑぼし子にして^^遠と名のらせ、父 

が あと をつ がせ、 上 西 門院の 北面に 參り、 遠 藤 武者 も 

り 遠と ぞ申 ける、 もとより 文武の 道 人に すぐれ、 詩歌 

のた しなみ くらから ざ しと ぞ、 しかるに 發 む 修行 


のお こ，^ を たづぬ るに、 十八 歲の頃 かとよ、 わが 姨の 

むすめに けさ 御前と て、 其 かたち 諸人に こえいと け 

だかう して、 綠 のかん ざし 雪の はだへ、 越の 西 施 も か 

くやと 世人い ひ あへ， 9、 さるに よ b ならびの 里 源 左 

衞 門 渡と て 一 門な..^けるが、 しいて 望み 申され けれ 

ば、 はづ かしから ぬ 事 也と て 遣し け， 5、 かくて 盛遠此 

女 \!S を 見て 心み だれ、 誰の 娘な らん かとよ く 見る に 

我 if の 娘な りし かば、 いかいせ むと 月！：" をお く. 5 け 

るが、 思 ひさ だめて 姨の 方へ ゆき 此 よしをい ひ、 ぶ 

けうして さしころさん とす、 姨肝 をけ し、 其 儀なら ば 

いかにもして 其方に め あはし 申さん とて、 それより 

かの 娘 を よびよせ、 此 よしかく と 申ければ、 娘き、 て 

しばらく 思案して 泪を なかし 申け る は、 ともかくも 

われに 御 まかせ 候へ とて、 盛 遠と 一 夜 あいなれ 申け 

る は、 われと ちぎ，^ をな がく こめ 4? はんと お ぼ さば、 

我.^ 渡 をう しな い 給へ と 中け る 、盛 遠 ま こと、 悅び、 

さあら ば いかなる 手 だてに て かと だん がう しける 

に、 女の 云、 われ 家に か へ..^ 夫に 酒 を もり ふさし むべ 

し、 则所は 高殿に と 約束して 家に か へ .0、 夫と 酒 も b 

して 夫 を おくふかき 所に ふさし め、 われ は ヌ のす が 
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た を まなび、 高殿に ふし 今やく と 待け るに、 案の ご 

とく 夜半 許に みだれ 入、 あへ なく 首 をう ちとり 歸. り 

ける、 かくて渡が家にはみだぃぅたれ^^„^ふとぁゃし 

む をと 聞へ ければ、 ふしぎに 思 ひかの 首 をよ く 見れ 

ば 、 女房 のく び 也、 盛 遠 はっとお どろ き、 泪 をな が し 

無常 をかん じつ、 生ても せんなし とて、 かの 渡が も 

と へ ゆき、 有の ま、 にかたり、 はやく 誅し給 へと いへ 

ば、 渡 もさす が義 ある 者に て、 盛 遠が 心 をかん じ 巾け 

る は、 さても 祌 妙なる 事 かな、 さりながら 其 儀に て 候 

はい、 御身 も 我 も 遁世し ぼだい をと いて ゑ させんと 

て、 一 一人と もに 出家して 跡 をと ぶら ひける とか や、 か 

かるお 女のお こな ひため しすくな き 事 也と て、 世以 

がん 淚を催 ほしけ り、 かくて それより 盛 遠 は 諸國修 

行して 後代に 名 を あげ、 文覺 上人と あら はしける と 

也、 く はしき 事 は爐衰 記に 見ね た， 9、 

ぼんな ふ も ほだいの たね や 花 心  基 卷 

〇 勝 長 壽院大 御堂 

一 、海道より みなみ 七 堂が らんの あと あり、 

一 、 鏡に、 兵 衞佐殿 朝敵 こと -く 西 海へ 追 出諫戮 

何うた が ひか あらん、 然ば今 は. D 父 追善の いとなみ 

, 1  Ms 
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にしく はなし、 一 宇 を 建立 せんとて、 かま くら 中 勝地 

を 見 給 ふに、 御所の 南の 山の ふもとに 勝た ろ 地形 あ 

-^、ょって元展ニ年ニs:十九：^、南堂の事初、 然ば故 

左 "iJI 頭 御廟 を かの 地に あんちす ベ きのよ し 思慮し 給 

ふよ.^、 ひそかに 此事を 後白河 法皇へ 奏聞 あ. = 'けれ 

ば、 ゑいかん の あま. 9 に柬 のこく もんの あた..^ にお 

いて、 故 左 典 賊の首 を たづ ねられ、 鎌 ffl 兵 衞政淸 が 首 

を 相 そ へ 、江 判官 公朝 を刺侦 として 是れ をく ださる、 

よって 公朝 下着の よし 聞え ければ、 賴朝是 をむ かへ 

舉ら しめんが ため、 みづ から 稍 瀬 川の 邊に參 向し 給 

ふ、 御 遺骨 は文覺 上人の 門弟の 僧 等 首に かけ 舉る、 兵 

衞 殿み づ から 請 取舉. ^歸 らしめ 給 ふ、 時に、 以前の 御 

装來を あらため 素 服 を 肴し 給 ふと 云云、 正 淸が首 を 

そ へ 南 御堂の 地に は ぅむ..^ 窣る 、 ，路 次 は 御 - J し を 用 

ら る、、 御家人 等供舉 次第 重 也 、九月 廿 一 H 南 御堂 

に 本佛を う つ し舉る 、丈 六み な 金色 阿彌 佛、 佛師は 

成 朝な. 9、 御堂 供養の 導師 は 本 覺院の 僧正 公 顯 下着 

し 給 ふ、 御堂， は 勝-お 慕 院と號 す、： IE 廿 四：：：： 供養の 儀 あ 

b  、^刻よ. 0 御家人 等の 內 異な る 健士を 以て、. 辻 々を 

固めら るゝ、 け い ごのて ぃ嚴 重な h- 、佐 殿 寺 門 に 入し 


め 給 ふ の 後、 義^ 景時 門外 にこうして 事 をお こな ふ、 

供養の 御 布施れ うら きんしう、 余-銀 米錢數 をつ くし、 

次に 淸 僧の 分 一 は 口 別に いろ./^ の かづけ もの あ 

り， 總 じて 御 追善の よそ ほひの ベ つくす ベから すと 

云云、 

〇 釋迦が 谷 

一 、大きなる 谷な b. 、此 おくよ b 名 越の 花 谷へ 出る き 

ど ほし あ.^、 

〇 ねがら 天神 

1 、賴朝 やしきよ.^ ひがし、 東 鏡に 御所より ひがし， S1 

がらのまへ燒.0と有、祌寶^=^^^の脇2^ぁり、は いこと 

の 外 ひろし、 地景 おもしろし、 左の 方に 銀杏 あり、 

花々 はね がらの かみの 表具 かな  基 春 

〇 大 倉が 谷 

一、 所の 人の いへ る は、 ねがら よ， 5 ひがし、 二階 堂 を 

大倉 とい へ b 、東 鏡に は、 賴朝 やしき 北 條：； 敷 も大倉 

としる せり、 惣 じて 北條爆 敷より 金澤 への 切通し ま 

で大 倉が 谷と いふと も 聞ね し、 
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〇 藥師堂 谷 

一 、がく をん 寺お ふう 山と 云 寺 有、 藥師堂 天井 棟木に 

尊 氏の 自筆、 開山の 自筆 あり、 此寺 建立の 事 は、 建 保 

六 年 七月 鶴 岡に ぉゐ て、 實朝將 軍 昇進の 御拜ぁ 、右 

京兆義 時供舉 せらる、 歸.^ 給 ひて 其夜義 時の 夢に、 藥 

師 十二 神の 內戌神 枕 上に 立 給 ひて、 明年 正月 大臣 は 

いが 有べ し、 かなら す 供奉し 給 ふ ベ からすと 云云、 夢 

さめて 奇異のお も ひ をな し 給 ふ、 大倉鄕 にて 便宜の 

地 を ゑら び、 藥師 十一 一 祌の像 を あんち せらる、 雲慶作 

也、翌年正月右大臣はぃがの時、ゎか宫ょh^きざはし 

の砌 まで 供し 給 ふのと ころに、 白 犬 御前 を とほると 

見 給 ひしが、 則 身心 例なら すして、 御， _i を 仲 成に ゅづ 

退出し 給 ふ、 公 曉御劎 の 役者 を篛 時と おも ひ、 實朝 

をが いし 奉り、 すな はち 御 まの 役人 を もと もに 誅戮 

し 給 ふに よって、 義時死 をの がれ 給 ひ、 明曉則 藥師堂 

へ悅 びの 祌拜 あ..^、 建 保 六 年 十二月 二日 藥師堂 供養 

と あ 、寺の わきに くろ 地藏 とい ふ 有、 所の もの 色々 
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の說 をい ひたつ 、然 共沙石 集に 見 へ た る は、 鎌 倉 の 濱 

に 古き 地藏 あり、 丈 六の 佛也、 其邊の 浦人つ ねに 參詣 

する 所に、 浦人 ども ある 夜 殘らす ふしぎの 夢を見る、 

若僧の いっくし きがき たって、 日頃 常に 見參 しつる 

に、 人に うられて 外 へま かる 也、 拆名殘 おし さに まふ 

でた， 9 とて 夢 さめぬ、 いづれ も ふしぎの 思 ひ をな し 

ける 所に、 此 堂の 主 貧き ま、 に 先祖の 佛 をう， 0 放つ、 

東大寺 勸進願 行 房の 上人、 是を 買て 二階 堂の 邊 にう 

つし 奉らん とて 佛を わたし 奉る に、 人夫 不足に して 

思 ひわ づ らふ 所に、 いづく よ. 0 きたり けん、 下す 法師 

のせい 大長 成が 來て、 十 人が 振舞 は 仕るべし とても 

ち舉 る、 十 人ば か. 9 不足なる に、 此 法師 かひ <\. 敷 も 

ちて やす/., -とぞ わたし 奉. 0 ける、 拆食せ させんと 

て尋 ければ、 いづ ち ともなく かきけす ごとぐ うせて 

けり、 誠に 權化 のし わざに やと ぞ あやし、 ける、 拆か 

の佛 御うな じ少 そんじ、 かば、 佛師を よんで 見せけ 

る に 、靈 像に てまし ませば、 輙 やぶり が たしと ぞ 申け 

る、 然ば 別の 佛師 をよ びて なを させんと て たづね け 

る 所、 明る あしたの きふの 佛師 きたって、 ゆ ふべ の 夢 

に 若僧 來て、 たい 我 身 をば なおせ くるしみ なき ぞと 
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仰ら ると 見て 候と てな をし 奉. 0 ぬ、 其 後 旦那な ど來 

て 供料な ど 寄進 をして け.^、 佛の相 も 人の 相に たが 

はすと い へ， 9、 當 代の ふしぎな. O  、彼 上 几の 弟子 坊說 

なりと あ， o、 それよ. 0 して 浦.； の もの 右の 夢の つげ 

かれこれ ふしぎ を ggi^ へ、 いまに 參詣 のと もがら ぐ 

ん じゅせ り、 

〇 大塔宮 籠 

一 、やくし 堂が 谷の 東の 山の is へ 出 はな 也、 土 籠 二 段 

にあって おくふかく 見へ たり、 大塔さ 兵 部 卿 親王 は、 

後^闘天^2.チ御むほんにょり、 天台の 貫主た. 9 しか ど 

も、 御 計略の ため 諸國に 流浪し 給 ひ、 所々 にて 難行に 

あい、 終に 天下 を 君の 代に なし 舉られ し 也、 此 親王 夭 

下 無お になり し 後 は、 本の 主に 任じ 給 ふべ き 所に、 

征夷 將 軍の 宣 HE を 申う け、 天下の 武道 を 守らし め 給 

ふ、 しかれ ども 御 心の まゝ にお ご，^ をき わめ、 世の そ 

し.^ を わすれて 搖樂 をのみ 事と し 給 ひし かば、 天下 

の 人み な 世の あやう からん 事をぞ 思へ り、 元弘三 

年 五：！：： 京 lasi 讃の 後、 宮の候 人 殿 法 印 良 忠が 手の も 

のど も、 洛中に て 夜 討强盜 をし ければ、 足 利 高 氏よ. 0 

からめ 収て 六條川 1^ にて 首 を はね、 其 高札に 大 塔の， 


宫の候 人 殿 法 印 良忠が 手の ものと ぞか、 れ ける、 此 

A!^ 趣 を もって、 宮ー咼 氏 を ほろぼさば やと おぼしめし 

て、 勅許な きに 諸 國へ令 3:! をな され、 兵をぞ めされけ 

る 、高 氏 - ^ の 事 を 聞 て內々 繼 ゆの 准 后 そ、 し 舉.^  、兵 

部 卿 帝位 をう ばい 奉らん ため、 諸國の 兵め され 候と 

て、 國々 へ つか はされ し 所の 令 It を 取て、 十餘 通上覽 

に そな へ 讒言 をぞ かま へ 給 ふ、 君 大きに 逆鱗 あ.^ て、 

御會に 事よ せ宫 をから め 取て 直義 にわた さる、 直義 

うけ 取 則 かま くらへ 下し 舉 りて、 二階 堂の 谷に 土 籠 

をぬ つて ぞ置 まいらせ ける、 南の 御 方と 巾 ける 上ろ 

う 女房 一人よ. 9 外 は、 つきそ ひま いらすべき 人 もな 

く、 月日の ひかり も 見へ ぬ閬 室の 內に 向て、 よこぎる 

雨に 御 そで を ひたし、 3石のした、..^に御枕を干ゎび 

て、 年の 半 を 過し 給 ひける、 御 心の うちこ そいた はし 

けれ、 君 一 旦の げきりんに かま くらへ 下しまい らせ 

られ しか ども、 是 程までの 御沙汰 はな かりけ る を、 直 

義 =: 來の 宿意 を もって 禁 籠し 奉りけ る こそ あわれな 

れ 、繼 a: 其 子 を讒す る は、 かな らゃ國 を 倾 け 家 を うし 

な ふと かやと て、 もろこしの 驪姬が 寧 を誉 出せり、 か 

くて 直義 すでに 山の 內を打 過け る 時、 淵邊 伊賀 守 を 


ちかづけ、 當家 始終 あた i なるべき は 兵 部 卿 親王な 

り， 此御事 死刑に おこない 奉れと 云 勅許 はな けれど 

も、 只う しな ひ 奉らん と 思 ふ 也、 御邊 はいそぎ 藥師堂 

の 谷 へ はせ 歸.^ て宮を さしころし まいらせ よと 下知 

せらる、 淵邊投 てうけ たま は， 5 候と て、 山內 より 生從 

七騎 ひき 歸.^ 、 宮の おはし ましけ る 籠の 御所へ まい 

りたり ければ、 宮 はいつ. となく 闇の 夜の ごとく 土の 

i 他の 中に 灯 を か 、げ、 御經 あそばして おはしけ るが、 

淵 邊が參 たる を御覽 じて、 汝は我 をう しな はんとの 

使に てぞ 有らん、 心得たり と 仰ら れて、 Si 邊が 持た る 

太刀 をう ば はんと はしり か、 らせ給 ひける を、 淵邊 

持た る 太刀 を 取な ほし、 御 膝の あたり をした、 かに 

打 奉る、 宮は 半年 許 籠の 內に 居かレ まらせ 給 ひた.^ 

ければ、 御 あし も 快た、 ざり け. 9、 御 心 はたけく まし 

ませ ども、 うつぶしに 打た おされ、 をき あがらん とし 

給 ひし 所 を、 淵邊御 胸のう へに のり か 、り、 腰の 刀 を 

ぬいて 御前 を か、 ん としければ、 宮御首 をち いめて 

刀の さき をし かとく わへ させ 給 ふ、 淵邊 した、 か 者 

なりければ、 刀 を 奪れ 參ら せじと 引合け る 間 、刀の さ 

き 一 寸許 くいきらせ 給 ふか、 おれて 失に け， 9、 淵邊其 
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刀 をす て 脇 ざしの 刀 をぬ いて、 先 御 心 もとの 邊にニ 

刀 さす、 さゝれ て宫少 よはら せ 給 ふ體に 見へ ける 所 

を、 御髮 をつ かんで 引 あげ、 則 御 首 を かきおとし、 籠 

の 前に はし 出て、 明 所に て 御 首 を 見 奉る に、 くいき 

らせ給 ひたりつ る 刀の 切 先、 いまだ 御 口のう ちに 留 

て、 御 眼な ほ 生た る 人の 如し、 淵 邊是を 見て、 去 事 有、 

かやう の 首 は 生に は 見せぬ 事ぞ とて、 かたはらなる 

藪の 中へ なげすて、 ぞ歸， ける、 さる 程に 御 かいし 

やくの 南の 御方此 よしを 御覽 じて、 こ は 夢 かう っゝ 

かとな きかな しみ 給 ひける、 遙に 程へ て理致 光院の 

長老 か、 る 御 事 聞 給 ひ、 御そぅれぃの御事と.=^ぉこ 

ない 給 ひける とぞ、 御 石塔 は 今にり ちく はう ちの 上 

の 山に あ hN しと かや、 くわしき こと は太ギ 記に 見え 

〇 永 福 寺 

一 、寺 地 何方と も たづね きかざりし 也、 二階 堂の 跡と 

て、 ゑ がらよ b 東、 藥師堂 谷よ. 0 南の 方に 石す への 跡 

あ b とい へり，  . 

一 、文治 五 年 十二月 九日、 永 福 寺 を 可レ被 之 事、 初 

に 沙汰 有、 建久 1 一年 正月 十五： n 賴朝大 倉 山邊御 出、 こ 
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永 福 寺の 地形 見 立 給 はんとて 也、 去々 年此儀 を御沙 

汰有 といへ ども、 去年 又 奥州そう げき 又は 御 上洛の 

さはり、 世上き、 ん、 彼是 延引せ しむる によ..^、 今年 

おぼしめし 立 所 也、 同 三年より 土石 を はこび、 地 引 «| 

下た びく 出せし め 給 ふ、 大 かた 出來の 時、 御堂 地に 

池 を ほらせら る、、 立 石 居 石 建 一. 丈ば かり 成 を、 帛山 

一 人して さ、 げ持 はこぶ、 御感 な、 めなら す、 人是を 

かんす、 同 十  一 e: 廿五 日永 福 寺 供養、 將軍御 參詣、 先 

陣 後陣の 隨兵例 の ごとし 、建久 四 年 藥師堂 供養、 抑此 

永 福 寺 供養 せらる い 事 は、 奥州に おいて 泰衡を ほろ 

ぼし 給 ひて、 かれらが 造 立せ し 精舍を 見 給 ひて 、當時 

の 構 を くわだてら る、 所 也、 且は數 萬の 怨靈 をな 

だめ、 且は三 有の 苦果 をす く はん 爲 也と 有 、奥州 合戰 

の 次第 は、 伊豫 守 源の 義經 朝敵と 成 給 ひて、 四海に 身 

のおき 所な く、 ひそかに 奥州に 下り 秀衡 入道 をた の 

み 給へば、 謹て. 9 やう 定し 奉る、 然る 所に 入道むな し 

くな りて、 二 男泰衡 遺跡 をつ ぎ 陸 奥 出 羽の 押領 使と 

な b  、相次で 二心な/、 守護し 奉る、 か、 ，9 ける 所に 義 

經 奥州に 居住し 給 ふよし 鎌 倉に 聞へ、 そのよし 內裏 

へ泰 もん 有ければ、 義經 追討の 宣旨泰 衡が舘 へつき、 
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かくし 舉 るに 所な く、 文治 五 年 四 月 晦 S 伊豫 守 を 衣 

川の 城に て 討 奉りぬ、 しかれ ども 數年 隱諫 のく わ. た 

て 奇怪 也、 泰衡を も 追討 せんとて そのよし 奏聞し、 宣 

下 を またす 同 七月 十九； I： 賴朝鎌 倉 を 打 立 給 ふ、 相し 

たが ふ 人々 二十 八 萬 四千 騎、 總 じて 三 手に わけら る 

る、 東海道の 大將軍 千 葉 介クか 胤、 八 E 右 衞門尉 知 家 一 

族 相ぐ し、 磐 城 岩 崎 へ ま は. 9、 逢隈 川の 湊を わたり 參 

會す ベ きとな り、 北陸 道 は 上野 國 高山、 小 林、 大胡、 左 

貫 等の 住人 は、 越後 國ょ， 9 出 羽國に 出て 合戦すべし 

とな. 9、一 一品 は 三軍 を つかさどり、 大手と して 中 近よ 

.9 押しめ 給 ふ、 先陣 は 畠 山の 次 郎重忠 、同廿 九日 白 川 

の 關を越 給 ふとて、 二 品景季 をめ して 能 因 法師が 秋 

風 當時思 ひ 出 ざ る やとお ほせら るれば、 景季馬 を ひ 

か へ て、 

秋風に 草木の 露 を はら はせ て 

君が こ ゆれば 關守 もな し 

と 申 上る、 八月 七日 二 品 陸 典 伊達 邵阿 律賀志 山の 邊 

國兑澤 に 着 給 ふ、 泰衡 も： =1 頃 は 十七 萬 騎の大 將とぞ 

聞へ ける、 かねて 追討 使の 事 を 聞、 あつがし 山に 城郭 

を かまへ 要害 を かた く，. ^て、 國 M 宿と かの 山との 問 


に 四 五 丈の ほ. 9 を かまへ、 逢隈 川の ながれ を關 入、 兄 

西 木 11^ の 太郞國 衡大將 軍に して 金剛 別當 秀繩、 其 子 

下 房 太 郞秀方 以下 二 萬骑の 軍兵 を 付る、 又 f 刈 田 郡 

に 城郭 かまへ 名 取 廣瀨兩 川に 大綱 は. 5、 泰衡 は國分 

原 鞭 楣に陣 す、 又 栗 原、 三 迫、 黑岩 口、 一  野邊に は、 若 

九郞 太夫 金 ，1^ 六 以下 郞從 を大將 軍と して、 數 萬の 房 

士を さし 置、 田 河 太 郞秋田 三 郞雨人 を 以て 出 羽の 國 

をけ いごす、 二 品 夜に 入明曉 やすひらが 陣 をせ むべ 

しと 先陣に ふれら る、 あくれば 八 H 早 旦畠山 次郞、 小 

山 七郞、 加 藤 次、 ェ藤小 次郞、 同 三郞、 金剛 別 當が陣 に 

をし よせ 矢 合 はじ. * ぶりぬ、 別當 ふせぐ とい へど も、 大 

勢彌 I 重て 入 か へ ― せめ 込 ゆ へ 、巳； f に 及び 終に 賊 

徒^ を やぶられ、 大木 を 引返 か、 りけ る 所に、 三 浦 

平 六、 葛 西 三郞、 ェ藤小 次郎、 同 三 郞、； ^野 五郎、 藤澤 

次郞、 河 村 千 鶴 丸 生年 十三. 以上 七騎、 潜に 畠 山が 陣を 

はせ すぎ、 これ 互に 先が け を あらそ ふの 勇士 也、 しか 

る 所に 忠が 郞從、 旗本の 勇士 先が. け を あらそ ふ、 夜 

中に 此陣を はせ すぎ 候ぬ、 先陣 を 給 はる は當 家の 面 

目 也、 彼跟士 をお しとむ ベ きのよ し 白 S 山に 吿る、 重忠 

がいはく、 心 ざしの 侍 をい かで か 押と いめん や、 無 下， 


の 至. 9 也、 先登す とい ふと も 他の 功に あらす、 先陣 

の內を 出て 戰の もの 也と て留 にあた はす、 よって 七 

骑の兵 も 夜もすがら 山 を こへ 先が けし、 木戶 口にて 

合戦す、 よせて 打 重て 其 =1 戰 くらす、 あくる 十日 も 卯 

剥より いどみ 戰 といへ ども、 城內 事と もせ や-おつべ 

き やうに は 見え ざり けり、 愛に る 夜 小山 七 郞宇逮 

宮が 郞從、 山の 案 內者を 先に 立、 夜もすがら 土 湯嶽、 

鳥 取 越に か、. 5、 大木 11^ の上國 ひらが 陣 のうしろ の 

山へ 取 上、 城 を 目下に 見お ろし 矢 石 をとば しければ、 

國衡 た、 かひ 利な くして ふせぐ に 便 をう しない けれ 

ば、 忽に城 をお とされ こと，^ -く 奥邵を さし 逃て ゆ 

く、 追討に うたる、 兵 幾千 萬ぞ や、 國衡大 高のお の 前 

を はせ すぐる 所 を 、義盛 よつ 引 放 矢 あ やまた や、 西 木 

戸が ひだ b のかい なに 射留 る、 國衡弓 を 引 事 を 得す 

して 逃て ゆく を、 重 忠が郞 從是を 討と む、 賴朝舟 迫の 

宿 に 逗留し 給 ふ 、國衡 が 首 重 忠持參 する の 所に 、義盛 

がい わく、 此 首は義 盛が 討留し 首な. 9 とせう す、 重忠 

がい わく、 我 追 かけ 郞從 に是れ をうた すと 云 ふ、 義盛 

は大 高の 前にて 左の かいな に 矢 をい とむ る、 しかれ 

共 沼 をへ だつ るの ゆへ、 國衡 ちくでんせ しむと いふ ノ 
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賴朝 聞し めし、 重 忠は矢 を 放ざる やと 仰ら る、 重忠は 

弓 引す と 申 上る、 然る 時よ ろい を 召 出し 見せしめ 給 

ふ 所に、 はたして 左の 小手に のみの 如くなる 矢 目 あ 

.5、 二 品 此矢目 ふ 通の 者の 所爲 にあら や、 義 盛が 弓勢 

にうた が ひなし、 重忠 はじめより 强 あらそ ふに あら 

す、 忠直を あら はすの だんかん せしめ 給 ふ、 かくて 廿 

の 曙に 玉 造郡泰 ひらが 多 加 波々 の 城を攻 落し、 平 

泉に おもむき 給 ふ、 津久毛 橋 渡 給 時、 梶 1^ 景時 一 首の 

和歌 を 披露す、 

みちの くの 勢 は 御 方に、 棣久毛 橋 

わたして かけん 泰 ひらが 首 

二 品 吉凶よ しと ゑみ を ふくみ 給 ひ、 それより 岩 井 郡 

廚川邊 に おもむき 給 ふ、 祖父 源賴 義當國 にて 十二 年 

が間此 所に たゝ かひ 、此く  や 川の 城に て貞 任、 宗任 

が 首 を 見 給 ひし 例に まかせて、 當所 にて 泰衡が 首 を 

見ん と ぞの給 ひける、 はたして 九月 二日 郞等河 田 次 

郞が爲 にう たれ 首 を 持参す、 秀衡が 四 男本吉 冠者 高 

衡、 比 爪 俊衡、 同 五 郞季衡 降 人と 成て 出來 る、 陸奧出 

羽 打した がへ 靜謐 しければ、 淸衡が 造 立せ し關 山中 

尊 寺、 基衡が 建立せ し 毛 越 寺、 秀衡が 開基せ し 無量 光， 


院、 其 外の 往古の 寺社 殘ら すじ ゆん 禮し給 ふとな. 9、 

一 、宽喜 四 年 九 =1: 廿九： 《 、賴綱 將軍永 福 寺の 林 の 雪 

詠 魔の ため 御 出、 歌御會 あ. 9、 御 歸路に 

雪氣 雨脚 變餘興 未， ャ M 

と ありければ、 判官 基 綱 申て いわく、 雪 爲,； 雨 無い 全と 

云云、 武州泰 時 聞し 召た まひて、 

雨の 下に ふれば ぞ ゆきの 色 も 見る 

基 綱 やがて 

三 かさの 山 をた のむ かげと て 

と 申ければ、 泰時 典せられ ける と 也、 又 仁 治 1 1 年 評定 

所の 庭の 梅 を兒給 ひて、 武州泰 時、 

事し げき 世の なら ひこ. そ 物う けれ 

花の ち b なん 赛も しられす 

〇 獅子 谷 

一 、大 塔宮 籠の 前 を ひがしへ 行ば 北の方 谷 を 云 也、 獅 

子に にたる I お 有、 それ故に や、 

〇 杉 本の 観音 

1 、一 一階 堂 を 出て 東 へ 行ば 北の方 也、 山林の 問に いら 

か 見へ て、 みるよ とうとき 地形な り、 順禮 札所の 一 

な. 9、  • 


境 佳入漸 
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一 、 文治 五 年 十 一 月廿 三日、 夜に い b 大倉觀 音堂燒 

{J 、別 當當臺 上人 燒 C を 見落 淚し、 堂の 砌 にいたり、 

涕泣のぁま.^則堂にはしり入本尊を出し奉る、 諸人 

の 思 ふ處死 4J 疑な き 所に、 忽然と して 本尊 を 出し 奉 

る、 衣 はこと <\> くやけ うする とい へど も、 身 體はぁ 

へて つ、 がな く、 ひとへ に觀 昔の 祌カ によれる かと 

f、 建 久四年 二 nr: 十八 日、 大倉觀 昔 堂に 御さん け 

い、 御 歸路に 江 問 殿御 亭へ御 同座と あり、 

〇 衣 張 山 

一 、犬懸 谷た くま 谷の 後の 山、 鎌 倉 中の 高山な. 9、 衣 

は b 山と いふい われ は、 むかし 此處に 比丘尼 寺 有し 

とな..^、 彼 比丘尼 松ぐ いに かけ、 きぬ を さらせし が、 

其 松に 枝葉 さかへ しとな， り、 今 山の 上に 松の 大木 二 

本 あり、 かれ をい ふとい へ. 5、 短 尺の 井と て 井 あ， 5 と 

かや、 西方に 大 石の 角 成が ありし と 也、 

• 〇 淨明寺 とうか 山 

1 、五山のう ち、 地形、 物 ふり 見所 あ， 9、 いか 成 ゆへ や 

あるらん、 尋さ り しか はしらす、  . 

〇 鎌足 大明祌 

一 、 杉本觀 音と 淨明 寺の 間に 有て ちいさき ほこらな 


-9、 しれる 人 もまれな. o、 大織冠 鎌 を うづ め 給 ふ 所に 

や、 又 一 說には 松が 岡と い へり、 おぼつかなし、 

〇 たくま 谷 

1 、 報國 寺へ ゆく 道、 外 門に 額 

有、 その 額に、 

一 、迦葉 尊者の 木像 あり、 雲慶の 

作 也、 又 阿難の もくぞう あり、 

是 はくわん き やう 上人 作と い \ 

り、 

〇 なめり 川 

1 、 たくま 谷へ 行ば こ ゆる 川な. o、 太平 記に 報 光寺、 

最滕園 寺 一 一代の 相 州に つか へ て、 引付の 人數に 列り 

ける 靑砥 左衞 門 と 云 ふ 者 あり、 數十ケ 所の 所領 を 知 

行して、 財 寶豐成 けれども、 衣装に は 細 布の 外 をせ 

す、 飯に はやき ほし 魚 一 つの 外 はせ ざ.^ けり、 出仕 

の 時 は 木 さや 卷の刀 を さし、 總 じて 我 身の 爲に は聊 

も 過 差 成 事 をせ す、 公方の 事に は 千金 萬 金 を もお し 

ます、 又飢 たる 乞食 つかれたる 訴訟の 人な ど を 見て 

は、 分に 隨ひ 品に よって 米錢賴 布の 類 を あたへ けれ 

ば、 佛 などの 樣にぞ 申け る、 ある 時相 摸 守と 地下 人と 


筆者 たづ 

れざリ し 

かばしら 

す 


鎌 <5? 物 mi 卷！！ ^五 

訴陳 に番事 あ. -、 理非 分明に して 地下 人 申 所 道理に 

成 けれども、 舉；； ；： 頸 人 評定 衆み な 相 摸 守 殿に 憚りて、 

地下 人 を； 5;、 しける を、 靑 砥左衞 門 た- 5- 一  人權 門に も 

おそれす、 理に當 る 所 を 申、 相 摸 守 殿をぞ まかせけ 

る、 彼 地下 人 その 恩に 報 せんと や 思 ひけん、 錢三贯 文 

を 俵に つ \ み、 後の 山よ. 9 青砥が 坪の 內へぞ 入たり 

ける、 左衞 門 是を 見て 大に 驚、 沙汰の 理非 申つ る は、 

栩摸殿 を 思 ひ 奉る ゆへ なり、 地下の 人 を 引に あらす、 

若 引出物 を 取べ く は、 相 摸 殿より こそ 給る ベ けれと 

て、 一 餞 を もとらす、. づゐ にもた せて 返しけ， 9、 又 あ 

る 時左衞 門. 5^ に 入て 出仕し ける に、 いつも きんち や 

くに 入て 持せ ける 錢を、 十 文と りはづ しなめ， 9 川へ 

ぞ 落し 入け る、 左 衞門以 の 外に あわて、 其邊 なる 町屋 

人 を はしら かし、 餞 五十 文 を 以てたい まつ を 十ば か 

いて 則と ぼし、 終に 十 文の 錢をぞ もとめけ る、 諸人 こ 

れを閒 、小利 大 そんかな と 笑ければ、 左 衞門眉 を ひそ 

め、 されば こそ 御 邊達は 愚に て 世の 費 を もしら す、 民 

をめ ぐむ 心なき 人な り、 餞 十 文 を 只今 求す は、 なめ. 5 

川の 底に 沈て ながく 失ぬべし、 それがし がたい 松 を 

買つ る 五十 文の 錢は、 商人の 家に と^ま てながく 
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失 ふ ベから す、 我 そん は 商人の 利な り、 かれと 我と 何 

の 差別 か 有、 かれ 是 六十 文の 餞 一 つもう せす、 豈 天下 

の 利に あらす やと 爪 はじきして 申ければ、 笑け る 人 

人 舌 を ふって ぞ かんじけ る、 又 ある 時相 摸 殿御 夢想 

によりて、 三 萬 貫に 及ぶ 大庄を 給 は. 9 けれども、 うけ 

ざり ける とぞ、 こ、 を 以て 平氏 相 州 八 代まで 天下 を 

保け ると なり、 右の やう をお も へ ば、 靑職左 衞門屋 敷 

はたく まが 谷に あ. 0 ける にや、 

〇 佐々 木 屋敷 

1 、淨明 寺よ，. >  ひがしに あ b  、たかみが 谷と いふと 云 

7、 

〇 馬 ひやし 場 

1 、佐々 木 屋敷の 束に 山の 內を 切ぬ き、 疊十 でう 敷 程 

なる 所 一 一 つ 有て、 中 を 通る やうに して 內 にたな あり、 

火な どと ぼす やうの 所 も 有し、 

〇 基 氏 屋敷 

1 、田帛 も 作らす あれ 野な り、 某-氏よ.^ 公方 代々 此所 

にて 關東を 治め 給 ふと 也、 基 氏 逝去 は. c:; 治 六 年 四月 

廿六 Ht  、生年 サ八歲 、瑞泉 寺と 號す、 左 馬頭 從 三位 評 

1： 書 を みれば、 基 氏、 新田 義宗 義、 によせられ 給 ふ 


時、 雪下より 廿町 許の 所に けいごの そな へ なく、 節 所 

1 つもな か. c しかば、 石 堂、 三 浦、 小 侯、 蘆 名、 案內者 

にて 山々 に 取の ぼり 谷々 にみ だれ 入て 終に 追 落しと 

あ，^、 然ば おし へ の 所 必定なる ベ し、 雪の下より 廿町 

もや あらん、 

〇 捤原尾 敷 

一 、基 氏 尾 敷より 東 小き 山の はな を 行 廻て 、海道より 

北 川 向 をお しへ たり、 松 杉 は へ て奧 ふかき 谷 也、 梶原 

凡 討 は 正 治 元年 十月 廿 七日、 女房 阿波 局、 結 城 七郞朝 

光に つげて いわく、 景時汝 を ざん す、 頓て誅 を かう ぶ 

る ベ しとい へ .9、 朝 光つ くぐ 是を 聞、 三浦義 村と 契 

b 深ければ 行て 談合す、 義村 聞 て 事 急に してし かも 

のがれが たし、 はやく はか b 事 有べ し、 抑景時 故將軍 

の 御 時よ. 9、 お ほくの 人 を ざん に しづむ、 よって 恨 を 

ふくむ もの これお ほし、 尤 宿老 等に 是を 聞し め、 さし 

づに まかすべし とて、 使 をつ か はすの 所に、 和田義 

盛、 藤 九 郞盛長 入來、 則 義村此 事 をのぶ る、 件の 兩人 

聞て はやく 同心の 署狀を 以てう つたへ 中すべし、 

彼讒者 一 人 を 賞 せらるべき か、 諸の 御家人 をめ しつ 

か はるべ きか、 御氣色 をう かが ふべ し、 無二 裁許 一ば 死 


生 を あらそ ふ ベ し、 件の 狀を誰 人に か か 、す ベ し、 仲 

業 は 文筆の ほまれ あり、 景 時に 遺恨 あ- 9 かた，^ 心 

よかるべし とて、 仲 業に 相定、 翌日 廿 八日 群議の さぶ 

らい 鶴 岡に 參會 し、 景時 違背の 事改 返す ベから すの 

よし 敬白し、 その、 ち彼狀 をよ みあげ 各 加判す、 其 衆 

千葉、小山、^35山、佐々木、宇，律宮、稻毛、岡崎、土肥、土 

屋、 曾 我、 ェ藤、 河 野 を 初と して 都合 六十 六 人な り、 義 

盛、 義村等 件 狀を廣 元の 本へ 持參 す、 廣元 延引し 十 一 

月 十二 日將軍 家へ 披露す、 則最 時へ くだされ 是非 を 

ちんす べしと 仰ら る、 景時 ちん やる にあた はす、 親類 

等 引ぐ し 相摸國 一宮へ 下向す、 十二：：：： 九日 梶原 かま 

くらに 歸參 す、 內 々 沙汰 有て 鎌 食，：？ を 追 出し 、かれが 

家 を 破 却し、 永 福 寺の 坊へ つか はさる、 正 治 二 年 正 月 

廿日 景時 一 宮に人 數をぁ つ め、 むほん を 企て、 上洛の 

聞へ ありと 吿 きたる、 よって 追討 使と して 三浦義 利、 

比 企 兵衞、 糟屋藤 太、 ェ藤 小次郎 以下の 軍兵 を つか は 

さ る 、景時 父子す るが の 國 淸見關 にいた る、 然る 所に 

近隣の 甲乙 人 射的の ため 群镇し \：^、 返 散の 砌！ $5? 時に 

あい 逢、 かの 輩 矢 を 射 かけ 打 止めん とて、 蘆 原 小.； 1- 

郎、 ェ藤 八郞、 三澤小 次郞、 飯 田五郞 おいかけ ける、 景， 
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時 狐崎に て 返し 合 あ いた ゝ かふ 、父子 討死す、 いわ ゆ 

る！^:^^摘子2_バ季、ニ男；^15:、高、三郞：_55茂、六郞景國、七郞 

景宗、 八郞景 則、 九郞景 伴 類 三十 三人と 云云、 

〇 五大堂 

一 、梶原 やしきより 東、 道よ b 北、 川 向な， o、 住僧の 云 

本は大 倉に ありて 賴 朝の きぐわん 所の よし. &侍 ベり 

しとい へり、 

1 、柬 鏡に 文 應ニ年 正月 廿 一 日、 五大 尊堂 建立、 幕府 

の 鬼門の 方に 相當 る、 毛 利 入道 西 河が 領也、 今日 地 引 

總門 立ら る、 供養 は 六月 廿 九日、 五大 明 王 は 不動 降 三 

世 Ba^ 茶 利 大威德 金剛 夜叉と あ， 9、 

〇 光 深 寺 ほう やけ 阿 彌陀と 云 

1 、海道より 南 橋 を わたる 方 也、 阿 彌陀の 尊像 あ，.^、 

是を ほう やけ あみだと 云 事、 賴 朝の 御 時 氏 女と てい 

せひ 有し 女^、 其內 にまん ざい 法師と て くら を まか 

な ふ 物 あ， o、 一  人の子なければ 後の世 をな げき、 則滅 

無！： M 罪と ねんじ、 藏の納 物 を あみだに 供養し ける を、 

氏 女 是を聞 あやめ、 まんざい 法師 を燒 金に てせ めな 

やみけ るに、 まんざい 是を少 もな げかす、 ひと へ に彌 

陀を 念じく ゆる 事 更にな し、 その 時つ ねに 參詣 せし 
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あみだ、 まんざいに 替. 9、 燒金を 請 給 ふに より、 ほう 

にやけ 跡つ きければ、 それよ h- して ほう やけの あみ 

だとい ふとな り、 此事當 寺に 卷物 をつ くり、 ゑんぎ こ 

れ あ， o、 長々 しければ 漏し つ、 あらまし は 如い 此也、 

〇 六滞濱 

一 、川と いふ 在所 を 行 過て 燒場 あり、 愛 を 六 浦が は 

まの あ ふら づ、 みとい ふといへ り、 てるての 姬. 0 か 

や 身 をな げし 所な. o、 むかし はふ かき ふちの. 2、 今 は 

鹽燒場 あ. 5、 六 浦が 橋と いふ もこ、 にあり しと かや、 

〇 瀨 il^ 明祌 

1 、此神 は 三 嶋の明 神と 一 體 といへ b  、木 ども 多し、 

內に 大木の び や く.， -ん あ.^、 正 一位 第三 赤 神宮と 申 

舉る とい 7、 

〇 辨才天 

一 、瀨 明； t の 前よ.. ^海中へ 五十 ii ほど つき出し、 十 

1 一所に 橋 を 渡せ 、幅 四 間^も や あらん、 兩 のわきに 

松び やくしんの 木 あ. o、 何も 一 か、 いほ ど あ .0、 

詠め やる 心の 內をそ のま、 に 

かたりつ くさん 言葉 も が な 

誠に 此 所よ き やる けしき、 こゝに まされる 听ゃぁ 


らんと おも はる、 落 書の >5 も 思 ひ <. 口て おかし、 

〇 てるて 姬松 

1 、瀨戶 すさきの 間 を 堤 をつ き、 兩の はし を 橋に て 渡 

る、 瀨 戶 の 方の 橋よ hv 北の方、 海の 中 岸の はたに ちい 

さき 嶙 ありて、 松 一 本 は へ た. 9、 かしこに てるての 姬 

を ふすべし とい へ. o、 今に かくそう そく 仕よ し 先立 

のぃ へ.=^、 

春 日影 さす や 照 天の 姬小松 

〇 筆捨松 1 一本 あり 

1 、 瀬 In- の 橋より 北 を 見れば、 山の 上に あ， o、 海邊を 

つたいて 行 也、 是 より 見 ゆる 景金澤 の內海 入江々々 

數 しらす、 三 浦の 出 島 五つ、 そのほか 嶋々、 安房 國さ 

る蝎、 なつし ま、 百 間が しま、 ふじ、 箱极、 こしかたに 

名高く 聞へ し 名所 どもに も、 遙立 のびて いわん かた 

なし、 筆捨 とい ふ 事、 むかし 狩 野と 云 緒師、 みつ II に 

絡 をう つし、 沙干 にな.. > て地景 か は て か、 れ ぬと 

て 筆を捨 しと 云へ り、 又う つしても く 維に はか ゝ 

れぬ とて 筆を捨 しと もい へり、 宗紙 法師 歌と て、 

もし ほ 草書つ くした る 筆の 跡 

ことわり ふかき 浪の上 かな 
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一 、此 所よ.^ 後少 高き 所に 松 一 本 あ.^、 能 見 堂と いふ 

所な り、 此 所の 景 何方に もました る は、 橋 四つ 一所よ 

. り 見 ゆると なり、 橋 四つ 1 所より み ゆる はもろ こし 

にも まれな，.^ とて、 のつ けにた おれし とて、 のつ けん 

堂と いふと いへ り、 此松 のわき をと ほ. 9 て 新 宿 かた 

ひらへ 出る 道 あ. o、 金澤 まで 三 里 半 ほど 有と い 〈り、 

道 は 近し、 江 II； より 兒物 せんと 思 ふ 人 は、 先 かた ひら 

よ. 9 金 澤へ來 て、 鎌 倉へ 行ば 見物の 次第よ きなり、 

0 稱名寺 

一 、金澤 村に あ 、是 は龜. H 院の勑 願 所な. 9、 楊 食：^ 

の. 玉の すだれ、 其 外寶物 かすく 龜山院 より 御き し 

ん せられし と 也、 八 木の 內文珠 像、 普寶像 とい ふ 櫻、 

こく 梅、 櫻 梅、 せいこ 梅、 靑 葉の もみお 六本 此 寺に 有 

しと 也、 せいこ 梅、 さくら 梅 は 若木 なれ ども 今 も あ 

り、 梅 櫻 は いづ れ もから 國 より 傅 へ しと 聞し、 靑 葉の 

もみ ぢを よめ る、 

いかにして 此 1 もとの しぐれ けん 

山に 先立 庭の もみ ぢ葉 爲 相 卿 

ふ. 0 は つる 此ー 本の あと を 見て 

釉の 時雨 ぞ 山に 先 だつ 


嫌 食物 l^i 卷 第五 


六十 


一 、金澤 すさきよ..^ 沖の 方への 出嶋 也、 南 ひがしに 當 

る、 八 木のう ち 一 本 松と いふ も此嶋 にあり、 すいめ の 

浦と も 云と い へ り、 

〇 金澤村 

一 、知 足 山り うけん じ、 又 やく わう 寺、 てんねん じ、 せ 

うめう 寺より すさきの 方に あり、 

〇 八景  • 

一 、くわしく 知る 人に jiSj: てきけば、 さも 有りと、 もろ 

こしの ながめまで おも ひ やられて、 ゑなら ぬ氣 色な 

,0、 もろこしの 八景に かな へ る 歌、 

蕭湘 皮. 雨、、 つみとい ふ 所.^ い 7 

船よ する 浪に 一昔な きょる の 雨 を 

とま よりく、 る I 卞に ぞし る 

洞 庭 秋 e: 原と いふ 所ん) い 7 

秋に すむ 水 すさまじく 小夜 *「5{ て 

H: を ひたせる 沖. ゆしら 波 

*^^^晚鐘ぜとのはしの事也 

暮か、 る 霧より つと ふ 鐘の 昔に 

をち かた 人 も 道い そぐ 也 

遠 浦歸 帆む ろの 木の もと，^ いふ 


後の 歌 は 讀人を 聞 忘れし 此 紅葉 は 青葉の 頃 はやく 

散し とな. 9、 本堂 は 中々 ふるび、 雨風に されてから 木 

にて 造れる が 如し、 落 書 ども 多 か. 9 し 中に、 消殘り 

たる 墨 を みれば、 筆捨の 松の 斷り さもと 聞な して、 

もろこしの 詠 は 給に もうつ さまし 

筆に はいかで 佥澤の 浦 

堂へ まい る 巾 道の 左右 述の 池な り、 

〇 百 間が 鳩 


風む かふ 雲の うきなみ 立と 見て 

つ. 0 せぬ さきに 歸る 舟人 

山 市淸嵐 tl.^ いふ 

松 高き 里よ b 上の 峰 はれて 

嵐に しづ む 山 もとの くも 

魚 jE 夕 照 y との 浦邊^ いふ 

波の 色 は 入 nz の 跡に^ 見、 K て 

礎ぎ はくら きこが くれの やど 

江 天 暮雪 野 島.^ いふ 

あしの 葉に か ゝれる 雪 も ふかき 江の  - 

みぎ はの 色 は 夕べ ともなし 

1^ 沙 落雁 ひらかた と 云 所 いふ 

まづ あさる f 戸邊の 友に さそ はれて 

そら ゆく 雁 も 又く だるな， 9 

一 、愛峯 かしこの 谷、 此浦 かなたの 海な どな づら へて 

聞ば、 おもしろ き 體は此 うらな.. 5、 

ん や 花に 猶 ますこ ゝ の景 

八景の 浦 や 三 五の 月の 影  野 田 氏 基 春 

鎌 倉 物語 卷 第五 終 


文字 あれば しらぬ むかしに ともな ひ、 晝圖 あれば み 

ぬ 里に いたる、 四十 七 もじ を 出 やして 舯歌を もと > 

め あらうみ のさう じの 手長 足 長 も、 ゑが けばお かし 

きこと 國さ へ あら はす、 此鎌倉 物語 またし から ざら 

んゃ、 されば 時お なじから すして その かみ を さとし、 

几帳 を 出す しも 千里の 外 を しれる は 書盡の なすな 

り、 より て 遼遠 を みやいに し へ をき かぬ 人の ために、 

洛 陽の 住 侶 その 名 は 序にし るし、 いとまの 夕べ-/^ 

これ を粹、 はづ らく は猶 衍文 錯簡 あらむ 事 をと なり、 

たつく りの すゑ ゆ 

丹波國 田作 末葉 護 書 


萬 治 二 年 己 亥 七 月 吉日 


洛陽寺 町 誓願 寺 前 

安田 十 兵 衞開板 
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 高野山 通念 集 

^！野通 念 集 

高野山 は、 もとより 女人 結界の 地な， 9、 されば 女性 は 

五 障の 雲 あつく、 法 性の 月の さはり あれば、 此 山に 影 

を か、 す、 たま/^ 步を はこぶ とい へ ども、 遙 なる 峯 

を わた て、 餘 所ながら 拜 見し、 近く 界內に 足 を 入る 

事 あた はざる によ.. >  、彼が ために 山々 の 名所、 谷々 の 

舊跡 を圖繪 にあら はし、 古人の 詩歌 古 德の名 を しら 

しむ、 一 院 一 坊 にいた りて、 靈佛 靈寶の 數満々 た.. >、 

彼 nfl もらさ じと する に、 あ ふさき る さに おも ひみ だ 

れ、 只洋 に-望て 若に むか へ るが ごとし、 彼 秘密の こと 

は、 我が 道に あら ざれば さし 置ぬ、 今 さだかなる 肝要 

の 事ば か..^ を あげ て 、編 次し て 十册 とす、 奧院懷 上 を 

兩 部に 配し、 自餘 を八册 にわかち、 八の 嶺を 表せ b、 

されば 此 書の 名と せむ こと、 と あ， 9 か、 りと 心 をめ 

ぐらし ける に、 このと し 初冬 上の 五 H の 夜、 夢と もな 

く、 うつ ゝ ともなく、 大明神 枕 上に 拜 まれ させ 給 ひ、 

たいしく 示現 ありし は、 汝 この 文に 心 を くるしむ る 

こと 年 あり、 これ 登臨し がた き 女の 爲 にたす け をな 

す こと あさからざる 事 也 、題して 通念 集と 號す ベ し 


六十 二 

とのた まひ 、神 歌 を 詠 じさせ 給 ふ、 

曉を おもへば 久し 高野山 

なを かきたて \ ひとに 傳 へ よ 

予 もさめ て 後 成 嘆し、 舯 もうけ 給 ふに やといと たう 

IO くて、 急ぎ 其 後 前 をし るし 侍る 物なら し、 于 ぃ時宽 

文 拾 一 一 初冬、 南山の 羁客 自得 子、 一 無 軒に して 税 をな 

らし 畢ぬ、 


一 、凡此 書 婦人 小 子の 爲に 集む るが 故に、 言の いやし 一 

く 語の 複 なる を も かへ， 9 みす、 た^ 讀 やすく 解し 易： 

からん^？！-を旨とす、 

一 、凡院 々の 本尊 靈寳 等、 其麗 億の みならす、 是をぁ 一 

まね く，， ^是を 悉くせば、 紙つ ゐへ筆 禿な む、 皆 一 とし 一 

て. H 來 あらやと いふ 事な し、 しかれ ども 多 は ロづか i 

ら傅 ふる 事の みなれば、 其 內可レ 信の 事 を取驟 ひしる， 

し羅 ぬ、 ロハ 舊 記に 載た る 事 は、 く はしく しるして 後代： 

の參 考を俟 もの 也、 あるひ は 本尊の 由來、 相 同じき あ 一 

り、 相似た る あり、 互に 交へ 出す、 邪 正 は予が 知る 所 一 

にあら す、  - 

一 、凡當 山に 神を勸 請せ る、 大抵 其理を 考て附 るに 愚 一 

按を 以て 斷る、 君子の 是正 を俟 もの 也、  一 

一 、凡舊 記の 中、 寺院の 號 あるひ は 塔婆 墓所 等 を 載た 一 

る も、 今 其 名のみ にして 跡 ある も あ. 0  、 又 其 跡 は いづ 

こな リと いふ 所 を 知らざる も あ， 9、 皆 一 々しるして 

知者の 考を俟 ものな. 9、 

一 凡 寺院の 號舊名 を あらため たる 所 多し、 必委 悉に 

『咼野 山 通 <<3 


して 隱さ す、 もる ひ は 所以 ありて 隱 他お^ に あた ヽ 、 

新地に か へたる 所 ある をば、 その 所に 隨て是 を こと 

はる、 

1 、： 卷の 中、 大明 神と 書し 大師と 書す、 多く は 我 

山の 神祖 也、 只詞の 繁多なる をい とひ 略し 畢ぬ、 但其 

所に よ. 0 て、 他の 神 あるひ は 他の 大師た る あれば、 各 

其號を 略せす、 観者詳 にす ベ し、 

一、 凡 山々 谷々 の 名、 あるひ は當山 寺院の 號、 あるひ 

は 麓の 村里、 あるひ は古德 先師の 號等、 ； 々こと はる 

に 及ばす、 其 文の 前後 を考て しるべし、 彼 他所 他山の 

師等 は、 必其 所の 名 を 付 侍る、 

一、 凡僧 名 俗名 等、 元 求人口に 涉る のみに して、 ある 

ひは當 山の 人な.. >  や 否や、 あるひ は 他所の 人な. 0 や 

い なやと い ふ - J と、 未 勘なる を も 其 儘し るす、 後人 詳 

にして 其 出 所 を 得ば 附 益すべし、 

一 、凡 本朝の 載籍の 中、 予が 見聞の 及ぶ 所、 當 山の 事 

に關る 曰 あれば、 悉考て 組-愚 按 など を 加へ 侍る、 博 

雅の士 の 校正 をね がふ もの 也、 

一 、凡當 山の 關る 和歌 詩文 等、 予が 見聞の 及ぶ に隨て 

細大 捨す 書載畢 ぬ、 

六十 三 
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六十 四 


一 、 凡 御幸 考 御手 印 等の 事 は、 當 山の 榮 とする 所な 

b  、是 等の 事い かで か錄せ ざらん、 其 外因に ぁづ かる 

こと ある をば 集めて、 今附錄 として 卷末 にあら はし 

，る、 

1 、凡 一 事 をし るすに、 說々 まちくなる あれば、 い 

づれも あげて 捨す、 是 君子の 折衷 を俟 もの 也、 

一 、凡 奇怪の 事、 あるひ は 未 徹の事 ある をば、 直に 剗 

除 せす、 ロハ 愚按を 以し て 是を こと はる、 

一 、凡 此誉を 分て 十册 とする こと、 奧院 壇上 を兩 部に 

配し、 自餘を 八 葉の 峯に當 る もの 也、 奧院を 首と し 慈 

尊 院の卷 を 尾と する 外、 一 二の次 第に よら や、 又 谷々 

の 寺院の 次第 も、 必孰を 先と し 孰 を 後と すと いふ 次 

第に？ ばす 只 其 寺の 列る 並に したが ひ、 便に まかせ 

て ノ，. 0  ノュ、井常山の^^に1_^る事、年記分明なるは悉考へ、別に小 

「しるし 1» 史 一 卷.^ 錄し、 年の 下に 一 々槃て 見る 者の.；^ ょリと 

する）； > 

のな り 

一、 凡此 書のう ち、 所々 の 圖を書 あら はすと いへ ど 

も、 精密の こと は 筆す るに？^ ばす、 只 大抵 而已、 しか 

れば由 ある 所 を 食 曰に しるせば、 同じく は圖 にも もら 

さす、 只 人の 口に 唱ふ る a 十 近^ 淺 のこと を も、 圖 にの 

せて 其 所 をし らしむ、 あるひ は 奥 院の圖 に 籾 石塔な 


ど 記す といへ ども、 強ちに 其 誰の 石と いふ 事 を詳に 

せす、 

1 、凡此 書の 體格、 古書の 編輯に 類せ す、 事 を 記す る 

に 寺院 名蹤を 先に し、 加る に 本尊の 威靈、 古德 の 行狀 

を 以てする もの 也、 彼傳を つらね 志 を 記す と は 各-別 

な. 9、 如 レ此せ ざれば、 かくの 如くの 事錄 しがた けれ 

ばな..^、 往々 に责戚 大家の 當 山に 檁盟を 結び 給 ひし 

など 記す こと、 此 書の 本意に は あらね ど、 かくの 如き 

の 由緒 を 載た くお ぼ さる こ、 ろ を 破ら じと てし るし 

ぬ、 是を街ひ是に奢，=^給はんとのこ 、ろざしぁらば 

無 下の 事 也、 たい 予は 見ん 人の 信 を はげまさ しむる 

梯 階の 一と もなら むかしと おも ふから 記し はべ， 9 

ぬ、 

一 、院々 の 故事 等、 是又舊 記 を 本と す、 少 も胡亂 なる 

事 を まじ へす、 又 近代の 新 儀と い へ ども、 事に よりて 

書の せ 侍る、 

一 、凡 此數條 のこと はり 一 毫も 私意 を雜 へす、 邪氣を 

挾ます、 是を錄 す る もの 也、 辱 も 當山大 明 神の 命 を 承 

.9 奉れば、 いかん ぞ冥盧 の 程 を 畏れ ざらん、 抑-信 否 

は 人に あ. 9、 吾涉る 所に あらす、 
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高野山 通念 集卷  一  

I 野 通念 集卷ー 

一無軒 道冶輯 

年 草 佛法 僧の 鳥 

おお 御 入定 井 三度 中絶 

往古 は资 塔たり、 今は寶 形の 御堂 也、 宗祇 方角 抄に 

は 西.： E と あれ. ども、 南む き 也 、俜. 為の 誤に や、 廟窟七 

所ぁ，^^とぃへども、 秘密の ことなれば あさ しく 

はい はす、 御 入定の 後、 観 賢 僧正 對 面し 給 ふ は、 今の 

廟 下な.^、 禪定が 洞と もい へ .9、 歌に は 31； の 室、 il" の 

洞 ともよめ. o、 瑞 離のう ちに iss 年 ^あり、 年 ごとに 三 

もとづ、 穴ュ より 降て はへ 出る となり、 今 世に 人の 取 

あっかへ る はぶ 年 によく て さに は あらす、 まこ 

との 草 は、 遠 境 を 隔て もて；；；： とても、 靑々 としてい 

さぎよ し、 今 山 下にて、 女 ばらの 手 道具のう ちに 入徵 

て、 夫 他の 國へ 行て を とづ れぁら ねば、 水に 入て 見る 

に、 事なければ あ を/ として 本の ごとし、 若さき に 

てな くな，^ などし ければ 枯 ると 也、 さるに よ，^ て 遠 

ili 國へも 取れて 重寶 とす、 され ども ク のにと る 事 はな 

ら す、. ig: 年 文：：：： 十五 七；：： 掃除 あ .0  、人 - , "れ を 御 掃除と 


いふ、 此時 自然に まことの 草 をと. 9 ける 人 も 有と な 

ん、 佛法惜 の 鳥の 事 は、 靈 の 林のう ちに て、 曉が 

た 一 夏の あいだ 啼と 也、 雄佛： ^となけば、 雌 僧と 聲を 

あはす るな り、 

後 夜 聞 ニ佛法 僧，  弘法 大師 

林獨坐 草堂 曉、 三 13； 之聲 聞，， 一 鳥？ 一 鳥 有.， 驟人有 

レ心、 聲心 雲水 供 了 了、 

£ 葉 君が代 は 高 野の. S の 31:- の 室 

あけむ あしたの 法に 逢 迄 俊 成 

I 木 入 =： の 朝！ = 恃 こそ はかな けれ 

高 野のお くのこけ の 洞に て 公 任 

抑 仁 明 天皇？^ 和 二 年 彌生屮 の 五 =、 大師の たま はせ 

ける は、 我人，}^-せん|5^は、 ことし 姑 奴サー =； (ぬの 刻 

也、 もろく の ？ル 子等 歎き かなしむ 寧な かれ、 我则入 

定の後 は、 兩部 三！； 3； に^ 信し 舉れ、 自然に 我 か はって 

恭順 を 蒙らし：^ む、 我 生年 六十 二、 夏 脂 四十 一 也、 我 

はじめは 思 ひき、： A とせに 及び 世に すんで、 敎法を ま 

ぶ .0 舉 らんと 擬ひ ぬ 、我閉 眼の 後、 か ならす まさ に 兜 

率陀 天に 往生し、 彌勒 慈お の 御前に 侍るべし、 五十六 

俄餘の 後に は、 かなら す 慈 尊と 共に 下 生し、 祗 候して 


我 先 跡 をと ふべ し、 またし ばらく いまだく だら ざら 

ん 間に は、 微雲 管よ. 9 見 て 信 否 を 察す べし、 此時 つと 

め あらん ものに は 幸 を 得せし め、 不信な らん ものに 

は 不幸なら しめむ、 努々 後に をろ そかに する 事な か 

れと、 御遗吿 あそばし ける となり、 旣に 入定の 期 近付 

ければ、 御 弟子 達 彌勒の I：：； 號を となへ 給 ひける、 終に 

同じき 三 n; 廿 一 n 黄の 刻に、 結跏趺 坐し、 奄 然として 

入定し 給へ り、 諸の 大德皆 わかれの なみだに ぞ むせ 

び給ひける、彼娑羅雙樹のほと，.>、釋尊^911槃の春のそ 

らに は、 漏 の 羅漢 猶 離別の 胸 を- - がしき、 况ゃ 時す 

でに 末世な.^、 凡夫 豈此 くるしみ にた へん や、 行 法の 

牀ゎづ かにと いまりて 嵐に むなしく はら ひ- 観念の 

窓な がく 閉て ひと すめ. 9、 花 は 极に歸 鳥 は 谷 

に 入り ぬ 、孤山 春 くれ て 禪室 に：：： ながし、 結緣の あか 

ざる- i と を 思 へ ば、 六十 餘 廻の 夕 部 すみやかな b  、出 

定の期 約 を 契れば、 五十六 億の 曉 はるか 也、 各 三 衣の 

缺を しぼ. o、 一  鉢の 味 を 忘れたり、， =w も奥院 とい ふ 所 

は、 兼て 入 止の 窟と 定め 給 ひし かば、 かしこに 送 レリ 給 

ふ に 、實惠 、眞雅 、眞 如、 眞濟、 與紹、 眞然等 御輿 か 、 せ 

マ ひ、 世の中の 法に なやら へて、 七 ：0 々々の 御 齋忌を 


行せ 給 ひけり 、御顔 を と ろ へ す、 鬚髮 なが うな ら せ 給 

ひけ.^、 後に 石 をた ゝ みて 其 上に 塔婆 をた てられけ 

b  、太 上 天皇 も 共に 御 歎 あ しかば、 實惠 等の 御 弟子 

の 中へ 勅書 をく だ さ れて、 ねんごろに 弔し め まし 

ましけ る、 諸の 御 弟子 あるひ は 公家の 護持 をいた し、 

あるひ は 別 所の 居住 を- .- 、 ろざして、 みな 雲 嶺を持 

し 給 ひしに 、大師 の 遺命に したが ひて 、眞然 $5 正 高 野 

にと 3- まり 給 ひき、 されば 依 身 をと^ めて 入定せ る 

事、 西 天雞足 山に 聞 ゆと い へど も、 邊 土に いまだ 其 例 

なし、 高 野の 樹 下に 住 給 ふて、 慈 尊の 出世に いたる ま 

で、 國 家の 福利 を まし、 佛 法の 惠命 をつ ぐ はかり ご 

と、 いづれ の 祖師と いふと も、 いかで か 弘法 大師に 及 

び 給 ふべき や、 

I 于 有難 や 高 野の 山の 岩 蔭に 

大師 はい まだお はします なる 慈竊 

S 淸 ながき 世の 朝 H 待 間の 心 こそ 

高 野の おくの 有 明の 月 後 京 極 

赚 f 撰 高野山 お く 迄 人 のと ひこす ば 

靜に峯 の s: は 見て まし 參 議成賴 

法 大師 讃  僧 一 休 ノ 


高 野. E 通念^ 卷 一 


七十 


一： iggR 山 通念 2 &、 卷 


七十！ 


生身 大 《1 覺王 尊、 出入 神 通 活路 門、 迦葉依 持 長夜 一 

魄、 秋風 春雨 月 黄昏、  i 

又 廟所  同 

大 千：^ 界 S! 盧墙、 獨世 祌通薩 趣邊、 誰 昆廟前 深夜 

=:、 慈お 未" 點 朔風 天、  一 

又  僧 虎關 一 

#..資 應，. 世數 元お、 南海 生 緣南印 源、 頭上 資冠即 身 

佛、 諸 師自も 卒竪ニ 降幡ハ 

又  同 

導派靑 龍 出ニ大 唐： 五瓶 水閥窄 n 搶浪？ 髮" お 衣 弊那伽 

定、 俏， 1 路花街 ー謁二 后皇： . 

又  大江 IM 房 

偉 哉 大拖、 都 串降レ 神、 愛 自，， 髮亂？ 直 人人： 乘 レ桴. 

浮レ 海、 越， レ境 問， b  、甘露^, 法、 大= 施， 仁、 三杆示 レー 

兆、 五筆留 二 朝 傾. 甘、 萬 乘禮レ 鹿、 他鄕！ ：！： 夜、 高 

野苹^  、初 證，， 三 地？ 後 造：， 全身？ 入 二 金剛 定？ 界，， 摩 尼 一 

輪： 民 受，， 其 賜： き， 何 大钩、  ^ 

御廟 所 昔： n 三度 小絕 せり、 按御 入定 八十 三年の 後、 延 

喜 十七 年より 同廿 一 年まで、 山門 鬼廢五 年の 間な り 

とぞ、 仰屮絕 の. E 絡 を. ぬるに、 柬寺卅 帖の雙 紙の 故 


也、 件の 雙紙 は、 大師 御請 來の儀 軌本經 をつ いめ 給 ふ 

小雙紙 也、 然る を 御 入定の と き、 實惠大 德に附 屬し給 

ふ 、實惠 は 東个^!- にお はしければ 、簠； 然 IE 正 高 野より 束 

寺へ 彼 册帖の i ^紙 を 一 見の 爲から しめ 給 ふ、 其 後 幾 

くの；！：；：：： を隔 やして 實惠 入滅し 給 ひ、 其 主なければ 

誰 人に か 返すべき とて、 年 來披： ：：^ し 給 ひて 門： に附 

屬し給 ふ、 時に 巾 院の無 穴 > ^律師 は^. E の跑 主たり、 齦 

賢 僧正 は 長者の 時 なれば、 延" せ 帝 へ 卅帖 の雙紙 を、 本 

の 如く 東 寺に 安置し 給 はんこと を 奏しけ るに、 . 欲盧 

にかな ひ、 勅命 なれば 無 {<H 作師 もの がれが たくて、 彼 

卅帖を 返納 ありし とか や、 于，， 時 此雙紙 は if^^ 家の 

重寳 たり、 此後柬 寺の 門外 を 出す ベ からすと、 かたく 

秘し給 ふと かや、 其 後 無 穴.^ は 山な/、 し て 、山城の 國 

圓臺寺 に て 、 延與 十八 年 六 =:：±： 六 zz に 入滅し 給 ふ 、 

. 」 の 時 道路 人跡 を うしな ひ、 絕々 な 

，りし こと、 最初 屮 絶の 困 緣也、 卅帖の 雙紙は 大師 御 筆 

幷橘大 失 逸勢 囊械 助 筆な りしと ぞ、 しかる，^ 

彼 雙紙後 A 河 院の御 時に、 覺 親王 上覧 あらむ とて 

収 出させ 給 ひ、 其 後 東 寺へ 返納な くして、 仁 和 寺に と 

どま h' ける と 申 傅へ たり、 


其 後村上 天 白. J 御宇 天德 年中、 和 泉 講師 雅眞 所， J, れ 一の 御 

堂 也、 御 入定 以後^ 十九 年 也、 抑 此雅眞 は 石山 賢 

院 へお 祐. 2： 供の 弟子、^ 瞬 延命 院元； 僧都の 同門 也、 大 

師 の 御 跡 を した ひ 、此山 に攀 のぼり 給 ふ、 時に 天 暦 七 

年の ころ か 、其 所 由 を 尋 ぬるに 、奧院 廟塔修 理の後 二 

十ケ 年を經 て、 雷火に 燒 失せ， 9、 其 年 記 を はかる に廿 

にあた るか、 彼雅眞 はじめて 政所 今の 慈 尊 院に來 

、里人に むかひて 御廟 所を尋 給 ふ に、 里. <答 てい は 

く、 廟塔 修理 あ.^ て此 かた あへ て 往還の 人な し、 され 

ば 林木 山； 娘 に しげ 、道路 人跡 を う しな ふ、 更に 案內 

を しら や、 いかで か 廟 下 を 示すべき、 しかの みならす 

奧院廟 塔. 中 S 火に 燒 失しければ、 何ぞ ilii 廟を あきらめ 

む、 しかりと い へ ども 懇に 山路 を 見知す る 人に 語て、 

忽に 登山 を 企 て ゝ、 遂に 廟所 にいたり て、 則 廟 塔烧. c 

の 灰 儘 を はら ひ、 俄に 廟塔 建立の 願 念 を 起し、 すみ や 

かに 匪 石の 誠を抽 で、 はじめて 土木の 功 をい となみ 

御 入定 後 百 五十 四 年 

て、 天 德の初 御廟 堂つ く b 畢！ 5、 雅真は 長 保 元年 三 M: 

サ 一  = 、天 野の 社 娘に して 入滅し 給 ふ、 慕 所 溢 田の 莊 

にあり、 

去 じ-お 保 三年、 紀伊 守景理 御廟 堂 を 造り、 祌地 を掠倾 

. 古， i お 山翻 お 集卷： 一 


しけり 、それより 此 かた、 代々 國司 先に 準じ 例に 任す 

と て 、非 義を行 ふ が ゆへ に 、常住 不 返の .E 僧 もた ちま 

ちに 安堵の たより をう しな ひ、 観念 座 雜の道 人 もな 

がくとい ま hs 住む はか. i> ご と を關 けり、 あるひ は 他 

寺 他山に うつりゆき、 あるひ は洛巾 洛外に 經 廻して、 

後 柬三條 院の御 願 所 天 野 祌宮寺 山王院 を、 ゎづ かに 

依 住の 所と なして 棲息し ぬ、 しかれ 共 寺 家の 山籠り、 

常住の 僧、 九 句 安居の 夏 中には 籠. 0 侍りて 上 寺 を 行 

ひ、 三冬 栖 寒の 深雪に は、 今の 天 野に くだりて すむ 

也、 仍て長 保 三年より 長 和 五 年に いたりて 十五 六 年 

の 間、 住 山の 僧な くして、 赛の 霞のと ぼしく、 一  鉢の 

底に 塵つ も. 9、 秋の 霧 三 衣の 上に 露し げく、 楚に旦 幕 

の 雲 も 草庵に つ いきがた く、 朝夕の 煙柴の に絕 

し、 旣に 衣食の 資 あるに あらす、 還て 飢寒の 友な きが 

ごとし、 洽 霞の 客 寺 家に 住が たく、 臥-や ：4 の ， お 山門 に 返 

やすきと ころに、 南都 門 流 子 鳩の 末弟 祈 親 上人、 柬室 

に 山 籠し 侍り て、 深く 住 山の 志 を はげみ、 嚴 塞の くる 

しみ をのが れんと て、 土 室 を ほ h, かま へ 、桶 水：： はき も 

のな ど を 作.. > 、寒 を 忍びて 常住の 願 を 遂、 不 返の を こ 

ない をな し 給 ふ、 今の 寺々 の 土 紫 , ^ れ なり 、案に 興 法 

七十 三 
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七十 四 


利 人の 事 を 以て 其 願 念と し、 濟生益 物のお も ひを以 

て 、尊 彼 5 斤 のっとめ を はじめ、 此山 の 佛法を 興す、 し 

かの みなら や 九 枝 を 影 堂のう ちに か いけ、 萬 葉 を 契 

て 先祖 を 祈り、 七 株の 樹を鎮 液-の 上に 植て、 我 山 を か 

ざり 榮 花に 擬 ひぬ、 ^山人 法の 繁興 斷絕 せざる こと 

も、 ひと へ に 祈 親の ちから ならす や、 終に 永 承 一 一年 二 

月 十四：：：： 入滅し 給 ふ 、^;^|111$ 此 上人の 御 墓、 南谷釋 

迦 文お にあり、 51今 燈籠 堂の 前に 一 基の 石塔 あり、 愛 

を 上人の 御 |ぉ とて 諸人 拜く、 按此墓 はいつ の 頃より 

か释 文院 よ，^ 发に うつした ると 云 事 を しらす、 只 

燈籠堂 祈 親の 建立 なれば、 其 しるしの 爲に石 をた て 

たる を、 墓 ありと 云な せる か、 覺束 なし、 近 曾 其 石の 

文字 を拜兒 する に、 名 等 上人の ことに あらす、 然る を 

あやまりて いひった へ 侍る か、 又む かし は 根本の 石 

あ， >  つる を 他所 へ 展轉 し、 他 石 を 其 跡に 殺 か 、是 識者 

御 入定の 後 百 六十 年餘 

を俟 もの 也、 祈 親 は寬弘 のす ゑ 長 和の はじめ、 いさ ゝ 

か 長 谷 寺 に をいて 夢想 を感 じ、 この 山に のぼらる、 

となり、 

〇 奧院へ 兩大明 祌之ニ 社勸請 

御廟の橋の南、道路にしのほと..^に、むかしニの社ぁ 


り、 これ は 土 佐の 國 厨の 明 神な 、本 地 は 愛慢愛 語の 

二 菩薩 也、 密敎を 成お S して 影の ごとく 身に したが ひ、 

大師 を 鶴り 衞 護いた さんが 爲な， 5 とか や、 常 山に を 

い て は 耳 聞 通 法の 明祌 ともい へ b  、是誰 人の 勸請、 い 

づれの 時の 登山と いふ 事 さだかなら す、 是は 御廟の 

外の 事 也、 今 は 御 格子のう ちな. 9、 御手 印の 緣 起の 絡 

圖に は、 丹 生 高 野 大明舯 の 社と 見えたり、 正說 とす 

べし、 

0 骨 堂 ggg*' 

諸人 骨 をと.. >ぉ さむる 事、 所々 の靈區 に 散と いへ ど 

も、 取 別此堂 に 納る 事尤せ ， な 、就中 高野山 は = 本に 

. ^品の 淨土 ある 中に、 上品の 上 生に あたれり、 是淸 凉 

山の 文殊の 示現な-. y、 さるに より て 勝た る靈崛 なる 

が ゆ へ に、 專此 堂に 納め 置なら し、 寬治 年中に 柬 寺の 

定額 僧正 勝實 とい ひしが、 讚 州 善 通 寺の 別當 になり 

て 下向 ありし とき、 彼 寺に をいて 御 筆の 一 紙 を 成 得 

す、 文 云、 

トニ 居 於 高野樹 下： 遊 二 祌於兜 率 .^M: 不レ闕 二 H 々之 

影嚮： 檢 H 知處々 之 造跡ハ 

かく 侍れば、 高祖 草創の 砌、 望 む 人 は 巨 益むな しから 


ざる 中に、 殊に 此山 はまの あた. 9 入定 留 身の 地な、 り、 

愛に 身 骨 を 納めん 輩、 いかで か 有緣の 益に ぁづ から 

ざらん や、 しかの みならす 大師の 御 記 文に も、 我 山に 

送. 9 をかん 所の 4J 者の 舍利、 我 毎： ：！ 三密の 加持 力 を 

以て、先{.}:^養寳刹に送り、當來には我山の慈尊說法の 

聽 衆の 菩薩 たるべし と あそばし を かれければ、 此子 

細に よ-りて 此 堂に 骨 をお さむる とい へ .9、 元 和 年中、 

播州 姬路松 下 河 內守源 朝臣 元 綱、 頓證 菩提、 平等 利 

益の 爲に }w 典し 給 へ り、 并 H 牌驗 细；- 牌 を 建立し け 

る - 一と も、 ながく 五十六 億 下 生の あか つきまで 此名 

を此. H にと やめ、 晨 夕の 廻向に ぁづ からん 功德 をお 

も ひ はかるべし、 經藏 は、 近； a 國奴田 邵石田 治 部少輔 

三 成、 悲母 菩提の 爲に 一 切經 をお さめ 置 也、 經藏の 左 

は醴 堂と も看經 所と もい へ り、 一 度， 禪林寺 僧都 靜遍 

修理し 給 ふと 舊 記に 見えた， o、 

〇燈 籠 堂 

むかし は拜 殿と もい ふか、 性靈 ：！^ に は 萬 燈會と 見え 

たり、 弘法 大師 御 在世の 時よ.^ の 御佛事 か、 御 制作の 

中に、 於，， 金剛 峯寺， 聊設二 萬 燈萬華 之會： 舉 兩部 

曼茶羅 四種智 印？ 所， 期每年 一 度舉 J ぉー斯 事？ 奉， レ答， 1 

ffl 山 通 I 自. 卷，！  I 


四 恩ハ虛 空蕴、 衆生 盡、 涅槃 盡、 我 願 も 盡んと 云云、 大 

師是 1  粋に 誓願し 給 ふ、 豈 少功德 ならん や、 されば 庶： 牛 

六 年 1 一月 十八 日、 以，， 揖里大 谷 一 一村， 立，， 替有馬 羽 野 萬 

燈會 之莊ー 被， 寄進 一と 舊 記に 見えた. o、 むかし は 毎年 

九月 廿 四：：： 一 燈會 あり、 但天 長年 中に 初 給 ふとい ふ 

義も あ. o、 今 も 毎年 兩 三度、 奧院 御廟の 橋より うちの 

左右に、 數 百の 土器 もて 火 をと ぼし、 萬 燈會の 儀式 を 

聊 あら はせ ト、 凡燈 明の 功德は 諸經に 多く あかさる 

ると い へど も 菩薩 藏經 にも、 十 千の 燈明を 燃して 衆 

罪 を 懺悔す とか や、 抑 此燈明 は 大師 御 入定の 後、 實 

惠具然 等 の 六 人 の 御 弟子 、 御廟 窟にを いて か、 げ た 

まふと ころの 火、 今にいた るまで 相 續し來 たれり と 

かや、 誠に 御 誓願むな しからす して、 一 たび 廢毀尤 は 

な はだしく、 道路 人跡 をう しな ひ、 誰 油 を 加る となけ 

れ ども、 此火 のみ 不思議に 消る 事な しと かや、 大師の 

德は 此等 のことの みに あ らす、 又 一 .說 に 、此所 荒凉の 

とき は、 此火も A ハに 消たり とい へど も、 御 入定 ..u 六十 

年餘 後、 持經 上人 苒 興し、 鑽レ燧 と.，？ ト しる 火 を 今につ 

たへ ける といへ り、 しかる ゆへ に此 堂の 正面に 兩燈 

を か、 げて 他に 異ん し、 持經燈 籠と 云、 宴 法燈 ながく 

七. S  .  . 


 高野山 通念 集卷 ！   I 

今に 傅 は b  、五十六 億 七 千万 歳の 後 、慈. 赏の 出世 三會 

の あかつき を まつと な. 9、 祈 親つ ねに 法 花 等 を誦持 

した まふが ゆへ に、 持經 上人と 云と 释 書に 兒 えた， o、 

所持の 法花經 は、 興 福 寺の 住釋 親の 本な.^, とか や、 其 

後柬室 にと いま b ける とな.^、 其 外大： 《 經の疏 もと 

どま，， > 當.^ の證 本たり、 自筆 書寫の 仁王 經は 遺り て 

此 山の！ 13： 物た. 9、 隨逐の 弟子 性 因 法 兼と て 二人 あ， 9 

とか や、 此 堂の 中 爐の舍 利 は、 後高倉 院の御 願 也、 幷 

弘法 大師 御 持 來の御 鉢 御 念珠、 Iti や の 御 寶物ぁ b  、又 

白 河 院は宽 治 二 年 二月 廿六 御幸 ありて、 奧院の 石 

埴の 上に 三 一 si 俊 を 燃されけ ると 也、 其證據 あげて か 

ぞ へがた し、 猶御當 家 御 寄附の ちから を 以て、 ながく 

^明 をけ さぬ やうに 其 法式 を さだめ、 二六時中 懈怠 

なき を 見る に、 たと へば 阿闍世 王佛を むかへ 奉りて 

說法 あ.. > しに、 夜に 入て か へ 給 ひければ、 王宮より 

祇11精<^!:まで 、十莴國土の 油火を あつめて 、數 萬の 火 

を 然した ま へる も- かく^ -I o おも ひ 侍 りき、 

I 千 消ぬ ベ き 法の 燈かゝ げても 

高 野の 山の あくる をぞ待 默 に g 

f 高野山 あけ むひ か を 待 人 の 


 七十 六  

ながき よけたぬ 法の 燈 知 家 

I 高野山 曉 遠く 松の に 

ひかり をの こす 法の 燈 如 願 法師 

〇 駿仂井 

燈籠 堂の ひがしに あか 井 あ.^、 是は 天竺 靑龍 口より 

出る となり、 浪 上の あか 井 は 白 龍 口より 出す、 弘法 大 

師 み づ か ら ほ ら せ 給 ひ、 無熱 池 の 水 を 入れ 給 ふ、 あ か 

井の ふた、 むかし は 御 筆の 銘を あそばし、 籠 资 藏とぁ 

.9 とか や、 爐 上も是 におな じ、 石の 室 は 方 六尺たり、 

あかと いふ は 水の 梵語 也、 此 あか あげけ るに、 時と し 

て 奇瑞の 事 ども 有と なむ、 

I 玉 これ やさ は 高 野の 奥に すむ 心 

阿 伽 振鈴の 夕 暮の聲 慈 銃 

〇 奧院烏 

奧院に 一 双の 烏 あり、 眼 金色な り、 足の 爪は靑 色な 

b  、是を 天 鳥と いふ、 の 為に あらす、 S^E^^^ 

ぞ御 入定 三：：：： とて、 納凉 房の ほと.^ にと び來 りて 鳴 

ぬ、 眞然 き、 給 ふに、 若 有 諸 衆生、 知 此法敎 者、 世人 應 

供養、 猴如敬 制 底、 高祖 募、 然に 仰て、 一 生铺所 菩薩、 住 

佛地 三昧 道、 離 於 造作、 知 世間、 九 住 於 道 賢、 住 資住地 


と 御 返答 あらければ、 烏 これ を 聞て いづち ともなく 

飛 さり、 又 三； n を 經て其 後 か へ b 、入定の 砌の 木に と 

まると なむ、 件の 鳥の こ ゑ、 眞然は 聞 給 ひけれ ども 餘 

人 は 聞す となり、 今にい たるまで ， ^ の 烏 あ， o、 是は^ 

明よりの 使者と もい ひ 傅へ 侍る、 則奧院 御供所よ. c 

毎：：！ 餅 を あた ふる 也、 若 一 山に 禍 あらんと する 時 は、 

此餌を はむ 事な し、 されば 寬永 元年 文月の 頃 餌 を は 

ます、 衆 僧- 一れ をな げき、 いかなる 禍か あらんと あや 

しみけ る に、 良昌 法師 賴 き| 其 事 を詳に してい はく、 

我 大師の 御室に なれぬ る 烏、 いづく へ か 飛行 けん、 置 

ぬる. を も はます、 しかも くだりた る 世の さが ある 

人の 心 をば うとみ 侍る とも、 愛に 歸， 0 來， りて、 其曉の 

月 のさ やけき 時まで、 人の 眠 を さます 聲をも つげよ 

とて、 

陰 ふか きね ぐらに 歸れ 山が らす 

聲を しるべ の あさな ゆ ふなに 

かく 詠 じ 給へば、 又 烏飛來 りて、 ありし にか はら や 餌 

を も はみ 、何事 もな か ける とか や 、今 も 鳥 飛 去. c て 

餅 を はまざる 時 は、 此歌を 人々 吟詠 すれば、 かへ h- て 

餅 を はむ とぞ、 

高野山 通  〔集，^!,  ； 


〇 彌勒石 

諸說 さま < ^にして あるが 中に も、 此石は 弘法 大師 

兜 率 天より、 連の 糸して つり おろさせ 給 ふな どと い 

へど、 これらの ことお ぼっかな し、 予 おもへ らく、 此 

地 はこれ 則彌勒 の淨土 なれば、 愛 を さる こと 遠から 

ャ、 大師 御 ゆ 堂 を彌勒 菩薩と 勸 請し 給 へ ば、 其 五輪 形 

なる が ゆへ に彌勒 石と いふか、 ぐ はしぐ 秘記を たづ 

ね 給ぶべし、 

0 御 llg 龍 

總じ て 當山 に 六 の 橋 あ り. 、是六 it 羅密 を 表す と 也、 御 

廟の 橋の 板、 金剛 界三 十七 尊 を かたど. 9 て、 其數 三十 

七 枚な り、 一 枚々々 の 裏に 悉く 種子 をす へ、 其 尊の 名 

號を あら はしける と 也、 入 王 六十 八 代 一 條院の 御 時、 

治安 三年 十月 十七 ：《、 法 城 寺 大相國 入道 殿下 道 

御參詣 ありて 、此橋 造 營し給 ふと かや、 こ れ高 家御參 

詣 の 最初 也、 第 七 世 執 行 山 籠 峯杲の 時な， 0  、 さ れば此 

橋む かしょり、 罪障の 深き もの は、 川 水に 異形の 物 浮 

ぶと、 まなこに さ A んぎり て 渡る こと あた はす、 鼓田 i& も 

わた. 0 得ざる 人と しごとに あり、 是 罪業の ほどお も 

ひ はかるべし、 文祿 三年 彌生、 太閤 秀吉 公此 山に 登臨 
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し 給 ひ、 此 こと を？ i 召され、 我數 萬の 軍兵 を 打た いら 

げ、 今 かく 天が下 を 掌に にぎる とはいへ ども、 怨敵の 

なす わざ も あらん、 罪障の ほど もしれ がた し、 明 = -佛 

參ぁ らんに、 ti; 渡リ 得ざる 事 あらば 、いかばかり 諸人 

に 耻辱を 蒙ら ん とて 、其 夜半 人 しれす、 ひそ. か に 木 食 

典 山上 人應其 をたい ひとりめ しつれ させ 給 ひ、 此梳 

を わた..^ 御筻 じけ るに、 ことなく わたり 給 ふて 御感 

甚し、 直に 御廟 所へ 逵堂 あれと 應 其す、 め 申せば、 我 

秦 に あ らす、 此橋を わた.^ 見ん が爲 な.^、 明： W 束帯 

して 詣ん と官： ひける とか、 此 こと 供奉の 諸士 ひとり 

として 知な し、 其 明：；： 逵堂 あそばし 橋 を わた 給 ひ 

て、 いづ れも橋 はわたりけ るが、 太 ral 罪の ほど もしら 

れ たり、 旁い かにと 仰せ あ.. >  と かや、 かやう の 御心づ 

かひ、 上 一 人よ b 下お にいた るまで、 かく あるべ き 

事 かなと たうと くぞ； る、 

ほ 木 これ や 此. 音 に 高 野 の 梳な ら ん 

聞 渡しに たが は ざ.. >  け h- 

さて 此 川に て流灌 頂と いふ 事 あり、 夫 本朝 傳法灌 頂 

の はじま. 0 は、 高 雄の 道場に をいて、 弘法 大師よ. 9 傳 

敎 へさ づけ 給 ふ、 其 後平 城 天皇の 御灌 -S のこと、 嚷峨 


天皇 十 善の 玉體 を； „^ して 五智の 瓶 水に 浴し、 マ €乘 の 

寶位 をの がれて 三 密の法 門 をなら ひ 給 ふ、 ：：^^^^价王の 

御灌 の はじめ 也、 又 結緣灌 頂と いふ は、^ 法 御^ 欧 

に、 東 寺 の 灌 院造畢 せざる によ..^  、. お恵^ 都に 仰 を 

か れ、 圖 規を殘 さ る ゝ により、 御 入定の 後 を , な ひ 給 

ひ、 東 寺の 忸例 となると かや、 凡灌 頂に 三 观の德 を あ 

げらる ゝ、 屮 にも 諸佛 の大悲 にかな はむ 事、 最上の 善 

根 は 传灌顶 なり 、今 此流灌 項 の 體を兑 る に 、 率 都 婆 を 

つらね、 繩に櫥 の 葉 をく  、りさげ 流す、 此 水に ふれん 

鱗 類、 おは 無緣の 死骸 ，0: 骨、 かなら す 得 脫の綠 とな 

るべ し、 秘藏！ に、 從， 因 至い 架、 其 間の 一 切の 功德^ 

レ 不二 灌頂 一とと かれければ、 ながれ 灌 EM も 諸佛の 放光 

を 其 人に かむ らしむ る こと は， 9 なれば、 など か 益な 

からん や、 此 川の ほと. 0 にて、 參詣の 諸人、 子と して 

は 親の 爲、 ほと して は 君の 爲、 部類 眷族 乃至 三界 萬靈 

の爲 に、 Ml 木 そ とば をな がし て 水 を そ ゝ ぐ、 此所 をし 

て 人 水 手 向所と もい ひなら はせ り、 

〇 明遍杉 

明 M 上人 此 山に 入 給 ふ 時、 杉の 枝 を 杖て， が、 院に まふ 

で、 火：： t に 誓て 曰、 二世 悉 地の 爲に此 山に いりぬ、 本， 


願むな しから やば、 此 杉の 枝 をして 枝葉 を 生し めよ 

とて、 御廟の 橋の 左の 脇に さしはさみ 歸給 ふに、 久か 

ら すして、 萌芽 生長し、 枝葉 さか へ 茂れ. o、 今の 世の 

人明遍 杉と いふ 是也、 されば 御廟の 橋より うち は、 諸 

佛奥會 の 道場な りと いふ 事、 此 上人の 眼に 見 付 させ 

給 ひければ、 あ へ て 橋 を 渡らせ 給 はす、 常に 此 杉の も 

とよ b 御廟 を 拜き給 ふに よ， り、 今の 人 も 立 か へ. 0 て 

愛よ， >拜 くこと、 此遺 法と ぞ、 又 按に秘 記に 曰、 延喜年 

巾、 勅使 愤助、 觀賢 僧正 等 登山の 時、 御廟 窟を ひらき、 

辱 も 御影 を拜 し、 御 髮をそ せら 給 ひ、 各 威 淚を押 へ 御 

暇 を 申させ 給 ひける に、 大師み づ から 御廟 を 出させ 

給 ひ、 御橋の 許まで をく. 5 まし ましければ、 觀賢 申て 

E 、如 レ此 下賤の 者 迄 を、 何の ゆへ にか をく，.^ まし ま 

す や. i あ. 0 しに、 大師 Ml 、汝は 下賤と 見る、 我 は佛性 

を をく. 0 舉る 也、 たと ひ 末世 後世な りと も、 參詣の 者 

に をいて は 、攝の 所 ま では を くるべし、 又 我 曰々 影 向 

の 誓み だ h- にす ベから す、 たと ひ 不信 放逸の 者な. 9 

とも、 此 所へ 來 らん 一 八 ふ 言  >ひ の もの、 かなら す 願-, i 隨 

ひて 諸佛の 土に を くるべし など、 こま  仰 下され 

ければ、 いづれ も 有が たくお ぼへ、 立 か へ 答 秤した 


てまつ りけ り、 しかれば 今の 參詣の 人、 御橋の もとよ 

立 歸拜し 奉る 事、 此遺 法に も あらん かし、 

〇 御供所 附巡寺 大黑天 

弘法 大師 御 入定の 後、 實 惠眞然 等の 六 人の 御 弟子、 御 

廟 前に をいて 供 花 燃 香 等 をな し、 勤 仕した まふと か 

や、 今奧院 正位 衆廿四 人のう ちょり、 輪番 不 返に 每 nz 

六人づ 、佛詣 して、 彼 遺 法 をつ ぎ、 御飯、 香 花、 御茶 湯 

等、 悉此 所に をいて 調進せ るが ゆへ に、 御供所と い へ 

b  、則此 所に 大黑辨 才天を 守護 祌とぁ ふぐ、 共に 弘法 

大師の 御作、 總 じて 此ニ尊 は、 七 珍 萬寶の 福利 を まし 

ける となれば、 さに や、 今 御當家 よ 莊園數 所 を つ け 

を かれければ、 其餘カ をい となみけ る、 御惠 みの 程淺 

からすた ふとく、 誠に 慈 尊 彌勒の 世まで もな がく 相 

續 し繁榮 あらん ことかと、 末 たのもしく 有が たく ぞ 

侍る、 

弘法 大師み づ から 開眼 加持し、 御厨 子のう ちに 安 匱 

し 給 ふ 大黑天 あり、 則 鍵な き 錠 を 加へ 給 ふが ゆへ に、 

今に 至る まで 御厨 子 開く 事な し、 抑 此天は 財 寶の福 

生 なれば、 一 天 榮耀國 土 豐樂、 當 山繁吕 富貴 自在の 事 

をな がく 此 天に 大師た のみ 置 給 ふと 也、 二十 四 人 正 
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位の 內、 餺 次に 谷院へ むかへ 参. -、 半年つ い 守護し、 

每年ー 一千 座の 護摩 供、 毎 = 三時の 供養 法 等 をな し、 天 

下 太-牛 、國土 安穩、 五 .1? 成就の 祈誓 を こたる 事な し、 

〇 護掣堂 井木 食 庵 

御本尊 不動明王 は 智證の 作 也、 此 不動 も-こ は 骨 堂の 

前に あ. 9 し を、 木 食 快眞此 堂に うつしけ ると なり 、往- 

古 長弘 上人す みける  よ，.^、 今に. 4iH  の 護摩 を修 し、 な 

が/、 天下 太平 諸人 豐樂の 勤 を 祈る 物なら し、 抑長弘 

の 先 跡 を尋れ ば、 和 州 三輪の 平等 寺の 住たり、 しかる 

に此 山に 入 b、 最初 は 一 心院谷 逮坊ぉ I に 住れ しが、 

奧院 へ 詣で け る路もは る か な ..^  、 又は . ^寸 家の まじ は 

.9 も しづ 心ならねば、 た  >  御廟 所の あた.^ 近き 寂寞 

の 地 を よろこび、 此 堂に ふかく 行 ひすまして、 後に は 

榖味 をた ちお はしければ、 人 木 食 長弘 とい ひけ. 9、 さ 

れば擅 上の 鳥 鐘 は 大師 御 建立な. 9、  ilj ハ後絕 て 久しく 

なか. りし を、 長弘鎮 させられけ ると かや、 か、 る 道心 

の 身と し、 一 鉢の まう け 他力の 助成 を 蒙り、 本願 成就 

し、 終に 諸行無常の 響 を あら はしける 事の たうと く 

ぞ 侍る、 幷木 食の 庵の 事、 むかし は 東 林 院と號 し、 體 

逮 房も此 所に すまれけ るが、 快 法 上人よ. 9 絶す 木 食， 


の 跡 をつ ぎ、 今 も 御山 邊の 杉の 葉に て 庵 むすびて、 衙 

たくなる 夕 煙、 花の こす ゑに よはる 風、 誰と へ とて か 

よぶ - J 鳥、 終：：： にあ はれなら すと い ふ こ，. J なし、 谷 ふ 

かく かくれて 、撮の 松風に-富 消て を 見 給 はむ こと、 

ぅらゃましくぞ！^>^;る、 た， >ん はい；； にもよ き 听をも 

とむべき 也、 心 は 所に よ.. >  てすむべきにゃ、かの印土 

竹林 寺、 波羅提 寺、 もし は跋提 河、 尼 一河な どのす め 

る やう、 唐土の 江 州 終 泡 山、 魔 山の 惠遠 寺な どの しづ 

かなる も、 此 1^ に はすぎ じと ぞぉぼ へ ばる、 

〇 求 聞持堂 

聞 說求聞 持と いふ は、 弘法 大師 石、 淵 僧正 勤 操を師 と 

し、 三： i 宗を學 し、 幷虛 {仝 藏の求 聞 持の 法 をう け 給 

ひ、 阿波の 大瀧 寺に いたり て 修行し 給 ふ に 、悉 地の 相 

あら はれ、 天より 大 なる， ま 飛て、 瑜 伽の 擅 上に 落け 

り、 此 所の 靈寶 となり 令に 有と かや、 又は 土 佐の 室 

の 崎に 至りぬ、 此所 南海 はるかに 見渡して 補 陀落を 

望み、 靑巖 かたはらに そば だて， 9、 松 を 拂ふ峯 の 嵐 

は、 旅人の 夢 を やぶ. o、 岩に くだく る 磯の 波 は、 妄心 

の あか をす、 ぐ、 村 煙 遠く 隔て 雲水 渺々 た. 5  、 空 閑寂 

靜は 如.^ の をし へ 也、 靈木靈 水 は 相應の 地形と お ぼ 


して、 吳楚 東南に 折け、 乾坤 8 夜に 浮と いふ 古句な ど 

書 給 へ る 佳境 なれば、 庵な ど むすびて すみ 給 ひ、 折に 

ふれて 物 ごとに あはれ な，^ ければ 

^^^ー法性の室戶ときけど我すめば 

う ゐの浪 風よ せぬ = ぞ なき 

さて 聞 持の 行を舰 念し 給 ふに、 伏 龍の 事 または 明星 

口のう ちに 飛 入て、 佛 力の 奇異 を 示し 給へ り、 是を海 

に 向 ひて 吐出し 給 ひしに、 其 光水 底に 沈んで、 今に 金 

色の ひか 殘 ると かや、 されば 大治 年中、 乘橋 上人 此 

聞 持 堂に 住 給 ひ て 、修練し 給 ふ - ,>  と 幾 久し、 それより 

此か たこ、 ろざし ある 人 は、 百！ I： の 行 法に 身 を こら 

一 し、 毎 nz 虛穴 チ臧の 眞言  一 一 遍を 誦しけ り、 今 も 其德に 

一 より、 人に よ"、 結願にぃたり、{5^の 一 天に あか を 汲 

ける に、 水 花の 立う かび、 明星 入水の 事な きにし も あ 

らす、 是悉地 成就の 相なら す や、 瑜 伽の 壇上に させる 

瓶花は榧の木な，.^、百：^過て庭へ さし置に、願望成就 

の人たれば、^.ー5:々としてぉ へ 付て、 ながく さか ゆと な 

、予竊 にある 阿閣 梨に 問舉 るに、 曰、 弘法 大師 勸操 

よ 求 聞 持の 法； 授ま しまし、 後 大唐惠 梁阿閣 梨に 

値遇 あそばし、 秘密の 法 を傳 へさせ 給 ひしょ. 9 此か 

髙野 山. i^wilfs 


た、 當 山の 此 所に て 奉レ修 求閡持 も、 彼 秘密の 法 を も 

て 潤色し 給 ひし 軌 則な b とぞ、 

むかし は燈籠 堂より 川の 西に 有つ る を、 全 得と いひ 

しが 此 所に うつしけ ると かや、 其 後 諸人 こゝ ろざし 

あれば 斷食を 行す るに、 一 口 乃至 三日、 又は 七 nz 幷 一 

日 一 夜飮 水せ ざる ， ， "と 有、 抑 斷食を 行と す る 事、 本文 

未ン 勘、 され どもむ かし 唐支宗 皇帝 開 元年 中、 庭前の 

樹 かれた るに、 八お 剛智 三藏に 勅して 祈らし め 給 ふに、 

三藏七 U 斷 食し 心 念 を こらし 修行し 給 ふに、 其樹ふ 

た、 び滋 茂す とい へ， 9、 

〇 御室 御 庵室 靜蓮 法師 附 

御 庵室の 所 は、 奥院 川の 北 道の 柬 にあり. と舊 記に 兒 

えたり、 これ は 中の 御室 性 助 親王、 此 所に 籠らせお は 

しける と 也、 大師 御廟 所ち かくて、 まう で 給 ふ 事よ し 

とやお ぼしめ され けん、 まことに 玉體の 御身ながら、 

梅の かさす よ b はじめて 郭公 を 聞 給 ひ、 紅葉の 時 を 

感じ 雪 を 見 給 ふこと にも、 後の世の 事 露わ すれ 給 は 

す、 ふかく 人倫 をい とひ、 山靜 にして ゎづ かにき かせ 

仏 5 ふ 物と て は、 佛法 僧の こ ゑ ふかくして、 たま./ \> 御 
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覽じ ける 物と て は、 香 花： B の 色、 御 こ ゝろは 奧院蘿 洞 

の H: と共にす ませ 給 ふ、 御 跡 今に 名のみ ばか b にて、 

それと さだかに しる 人 もな し、 か、 る 御言の 葉むな 

しく 詠 はてん もい と 本意なくて 尋ね 出ぬ、 靜連 法師 

も此御 跡に すまれけ る やとお も はる、 猶尋ぬ ベ し、 

麵！ f クか ばか i 咼 野の 奥の 時雨ら む 

都 は 雲の はる、 問 もな し 肯ぎ^ 

時雨ら む 都の 穴 H に 思 ひしれ 

高 野 は 雪の 雲ぞ かさなる g  j^gM 

高野にまぃ.=^て侍.9けるに、 奥 院に靜 連 法師 

が 庵室に まかりた.. > け るに、 哀に 見えければ 

0hy てっか はしける、 

^11^ 誰もみ な 露の 身ぞ かしと 思 ふに， 

心と まりし 草の 庵 かな 權 大納言 實國 

〇 三 山 井高野 山 

1： 軸 山、 楊柳 山、 摩 尼 山 此を三 山と 云、 近來の 詞人此 

山 を かなへの 三 足に たと へて、？ ゅ峯 とい へ. 9、 轉軸山 

に は仙宮 あ. 9 て、 深山に 入る 人、 時として 見る 寧 あ..^ 

とか や、 楊柳 山に は 観音の 鎭 座し 給 ふ、 五 械の淨 土 あ 

.0 と 申 侍べ り、 摩 尼 山 は 弘法み づ から 如意 輪の 像 を 


八十 二 

つくりて 安置し 給 ふ、 むかし 役 行者 も此 所に おはし 

まして、 第 十 地の 菩薩 不動の 三 摩 地に 入 給 ふ、 無明 體 

冠 を 御ぐ しに 着し 給 ふと かや、 この 無明 體 冠と は、：， H 

八 毒蛇 を 御 娘に まと ひ、 くりから を よこさまに 三 廻 

-.^ 斗 ま はせ. 9、 これ を 無明 體冠 とい ふなり、 七 千の 守 

謹 神 給仕し、 御前に たけ 八 尺の 猪 子 をつな がれた. 9 

と 也、 其 外 三 所は秘 所の 靈崛 なれば、 あさく しく は 

云 侍らす、 猶尋給 ふべ し、 今 三 山まい りと て 姑姚の 

初 かた、 雪な ども 消、 漸 花の めぐむ 頃 ほひ、 諸人の ぼ 

る 也 、靑葉 の S ハょ， 9 は 山 もしげ り て 道 も ふ さがれば、 

又 秋の 紅葉の ちりて 木が らしの ころまい る 也、 高 野 

山の こと はむかし よ.^ 人間 不通の 所 なれば、 行て ふ 

た、 びか へらざる と 也、 常に 仙人の すみければ、 姑射 

山と もい ふ、 歌に よむ たかの 山と いふ は是 な. 0 とぞ、 

大師 以前よりの 名 どころ たるよ し、 

i 載 曉を高 野の 山に 待 ほど や 

谷の 下に も 有 明の 月  寂逮 法師 

續腿撰 昔 思 ふ 高 野の 山の 深夜に 

あかつき 遠く 澄る U: 影 正三位 知 家 

同. 4r こそ は 高 野の 峯の月 を 見て 


深 き 御 法の 程 もしら るれ 5i 具 親 朝臣 

|£ 今 君 を 又 契 有て や 高野山 

その 曉を ともに 待らん 穴 1. 一 上人 

频 1 高野山 あ か つ きを 持 鐘 の f 

幾夜の 霜に 聲 ふりぬ らん 心圓 法師 

H き 行 さ き の 道 も お ぼえ す 高野山 

是を 別れの はてと 思へ ば 法 印 憲基 

g ，お 鐘の 昔 も あけぬ ときけ ど 高野山  . 

猶 はるかなる 曉 の そら 宗尊 親王 

f  §g 高野山 其 曉を契 b き て 

发 にも 同じ 月 や 澄む らん 曾 正宋緣 

同 高野山 浮世の 夢 も覺ぬ ベ し 

其曉を 松の あらしに 元 可 法師 

g 家 紅葉 見し 高 野の. E の 花 盛 

賴 めし 人の またる、 やな ど 西 行 

§ 于 おろかな る 高 野の 山に 有 明の 

s: を もよ そに 何 思 ふらん 慈 鎭 

I 君が代 は 高 野の. E にす む 月の 

まつ-らん 穴 二に 光 そふまで 定 家 

贿川降 初る 雪よ，. -跡ぞ 絶ぬべき 


高 野の 山の 冬の 人め は 二 品 親王 源 勝 

ほ 平 高野山 ま よ ひの 夢 もさむ る やと 

其曉を 待ぬ 夜ぞ なき  光嚴院 

花.. V6 で も  >ひぁ.h^ けりせ问野山 

浮世の 春 をの がれて ぞ^ 作者 未 勘 

C 伊 影.？ 

入 王 六十 代延 喜の 御門の 御 時、 御 夢想の 御告 ありて、 

檜 皮 色の 御衣 を まいらせ 給 ふ に、 般若 寺の 僧正 觀賢、 

^£  -  -  i ク， WMm や 力 千手院 <si^ 剛頭院 寄 《佰、 ど 5-ォ つ， n 

f  ^( I  今の 識訪 家の 先祖 也、 を^ 个 しる 

る、 時に 重病 あり、 綸言 は 汗の ごとし、 勤めん とすれ 

ば 身け がら はし、 いが、 あらんと 天に 仰ぎ 地に 臥、 悲 

歎の なみだせ き あへ す、 かたじけなくも 其 夜の 夢に 

大師 示現して 宣く、 汝 重病 は 先 世の 業な り、 世間の 醫 

療 にかな ふべ からす、 我 山の 大 坂なる 靈 水を飮 よと 

ありし に、 惟助 夢 さめて 先 世の 宿緣の あっき こと を 

悅 喜し 、すな はち 勅答 を ひるが へし、 言上し て勒 使の 

役 をつ とめら る、 まことに 大師の 御 記 文に も、 一 皮此 

地 を 踏 人 は、 ながく 三 途の業 をまぬ かれて、 即 身成佛 

の 願 成就す と は、 か 、る こと を や 申ら む 、御告の ごと 

く大 坂のに しの 麓の 水を飮 ければ、 たちまち 瘡 ぬげ 


高野山， a 念雞卷 


八十 三 


て 後いた む 事な し、 其 時 水 を 浴 装束 をぬ ぎ かへ て、 觀 

賢 を 相 具して 御廟の 戸 びら をお し 開き、 御衣 をき せ 

奉らん としけ るに、 霧 あつく 隔て 大師 拜れ させ 給 は 

す、 時に 観 賢 深く かなしみて、 我悲 母の 胎內を 出て、 

師匠の 室 に 入し より 以來、 い まだ 禁戒を 犯 さ す、 さ れ 

ばな どか 拜 みたて まつらざる べきと て、 五 體 を 地に 

なげ 發露啼 泣し 給へば、 漸霧 はれて 月の出る がごと 

くに、 大： t おが ま れ させ 給 ひけ b  、 1( 時 觀賢隨 喜の 淚 

をな がし、 御衣 をき せ 奉り、 御ぐ しのな がく 生 のびさ 

せ 給 ひたる を も、 刹た てまつ る ぞ 有難き、 其時認 をく 

だし 給 はる、 其詞に 云、 

琴： t 枕旣絕 造せ 更_ 淸、 蘭叢雖 い^ 馀香 猶播、 故 贈大僧 

冗 法 印 大和 尙 位お S  、消 M 疲 烦惱： 抛，， 却 凝 貧： 全，， 三 

十七 品 之 修行： 斷 n 九十 六 稀 之 邪見？ 旣而佛 日 西沒、 

渡 n 溟海， 而 仰，； 餘暉？ 法 水 鬼 流、 通，， 龍 谷， 而 導，， 淸浪 T 

受 n 密語 I 者多満 n 山林？ 習，， 眞趣， 者自成 二 淵 藪； 况太 

上 法皇 旣味 n 其 道： 追 n 念 其 人： せ I 雖 K 泛天之 波濤？ 豈 

忘 二 積 石 之 源 本？ 宜 加，， 崇飭之 典： 諡 號，， 弘法 大師 T 

勑侦 橘 朝臣 惟助 

延喜 1 一十 一 年 十： =： 廿 七日 勅 僧 石山 観賀 僧正 


八十 四 

作者 在 原 元方 

惟助と 僧正 は拜み 給へ 僧正の 御 弟子 石山 內供淳 

祐、 其 時 はい まだ 童 形に て供舉 せられた b しが、 大師 

を拜 み舉ら すして 深くな げき、 なみだに しづみ おは 

しける を、 僧正 手 をと.^ て 大師の 御 膝の 上に おしあ 

てられたり ければ、 其 手 一 期の あいだ 香ばし か. りけ 

ると かや、 其 移 香 は 石山の gl- 敎に殘 て 有と ぞ、 大師 

自曰、 我 昔 値，， 薩趣？ 親悉傅 n 印 明； 一 頌四 句の 勑答ぁ 

りと かや、 此 とき 入定の 後 八十 七 年に あたる が、 大坂 

の靈水 今に あ b  、御影の 井と 中 傅た. 9、 

〇 中之峯 

人 王 五十二 代嵯峨 天皇の 朝に、 大師 入定 あるべき よ 

し 奏し 給 ひければ、 我 早世の 後 葬體を 大師へ とこ そ 

おも ひしに、 先立 入定 あらば 本意 相違し 侍らん との 

勅定 なり、 大師 重て 申させ 給 ひける は、 其 時 ははから 

ひ 侍るべし、 御 葬 禮を御 急ぎ 有べ から やとの たま は 

せけり、其後承和九年文2:中の五：《、嵯峨天^?-^霞ぁ 

,9 ける に 、御 遺 詔に まかせ て、 御枪を さがの の 木の う 

へ に 置 奉， 9 ける に、 しばらく ありて に 入、 街 山より 

さがのまで 五色の 雲 そび きけ り、 則御棺 は大搭 のう 


しろまで 飛來 りた ま へ ば、 大師 御 出立 あ. 0 て、 實惠眞 

然 などに 仰ら れ、 茶 毘し舉 りて、 御 骨 をば 大 坂の 西の 

峯に おさめ 奉る となり、 今の 中の 架と いふと ころ こ 

れな. 9、 

〇 蛇 柳 井 玉 河 

柳の こと を尋 ぬるに、 所の 人の いひなら はせ る異說 

さ まざ まにして、 く  * た < ^し ければ 今雙 - i 載 寺ら す、 

され 共 大師 三密の 加持 力に て、 蛇 を 柳と なし 給 ふ 事 

人うた がふべ からす、 旣に 大師 は 兜 率の 內院 にお は 

し、 微雲 管よ b 常に 信 否 を 察し 給 へ ば、 今 とても か 、 

る靈 地に 大蛇 道路 を さし ふ さぎ、 わざ は ひ をな して 

さまたげ 侍らば、 御 出 定まし くて 其 慈 力 を 加へ ま 

しま さ ざらん や、 辩事 靜盧、 成就の ゆへ としろし めさ 

る ベ し、 柳の なり 蛇の ごとくに うなだれて、 其 形 今に 

分明 也、 則 蛇 を 封じ込ら る、 所 は、 是 より 南に あた. 0 

て大 瀧と いふ あり、 時として 今 も 大蛇 かたち を 現じ 

ける を、 山人 見け る 事 も 有と なん、 玉 川の こと は秘水 

なれば、 今 さらい はむ とに は あらね ど、 弘法 大師 御詠 

歌に、 

舰 I 忘れても 汲 やし ぬらむ 旅人の 


高 野のお くの 玉 川の 水 

此御 歌の心 を竊 にう か V ひ 奉る に、 或 人の 說に、 大師 

いづれ の ilf; 敎か持 来し 給 ふ を、 大明神 きら はせ 給 ひ 

ける によ，^ て、 彼掣； 敎を こと < ^く 埋め を かる、 所 

を 玉 川と 名 づけ 給 ふと 也、 其した \り の I 下 を 諸人 吞 

事な かれ、 毒 水な りと いましめ 給 ふとなん、 又 ある 人 

の 云、 大師 當 山の 諸 弟子、 或は 他國 よ， り 參詣の 人々 の 

爲に、 諸の 毒 蟲を此 所に 封 じこめ させ 給 ひ、 此 山に を 

いて 永く 其 厄難 を？； g かれしめ 給 ふ、 されば 其 毒蟲を 

封し 給 ふ所此 川の 源 なれば、 川流赛 水と なれり、 さ 

るに よりて 御 敎誡の 慈 詠な. 9 とぞ、 安 撰 和歌 集と や 

ら むにみ へ たりと、 予 いまだ 直に 其 書を拜 し舉ら や、 

後の 君子の 校合 を俟 もの 也、 又 多 魔 川と 書と もい へ 

. ^、此 等の 說 いづれ か是 なる 事 を しらす、 

I 水 咬 花に 錦お りかく 高 野. H  . 

柳の 糸 をた てぬきに して 知 家 

〇 多 田 満仲御 石塔 南 龍院殿 

紀伊九 棘 賴官； 卿 は、 文武の 道 世に 越させ 給 ひ、 外に は 

五常 を 守り まし/, \ '、內 に は三資 を^ 養し、 大殿 高閣 

の あいだに 住 給 ひ、 諸士 にいつ かれ、 國 中に 政 を 敷 ほ 


高野山 通 や 4 集卷 一 
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.  高野山 通念 集卷 ；  

どこし 御座す、 はぐ さに 仰 下さる、 其 文に、 父 a: に 孝 

行に、 法度 を 守りへ りく だり、 奢す して 面々 の 家職 を 

つとめ、 正直 を 本と する こと、 誰もよ く.；！：^ たる ことな 

れ ども、 彌 常に 油斷 なきやう に、 下へ 申き けべき 也、 

か、 る 御製 作 を 守. 0 ゐる ゆへ、 をの づ から 國 民の 心 

もすな ほ なれば、 他 境の 人も此 國に來 らんこと をね 

がへ り、 されば 花の 宴を專 にし、 秋 は 月の 前の 興つ き 

させ 給 はや、 風雅の 道 を ももて あそばせ 給 ふ、 あると 

き 雁金の なき わた， ける をき こしめ して、 

初 雁の なくに も 我 は 驚かす 

玉づ さかよ ふ 人し なければ 

しかれ ども はじめ ある もの は、 終りな きにし も あら 

や、 宽文十 年初 卷十 =1 に 、古來 稀なる 御 年 にて 此世を 

辭し 御座す、 御名 を あらため 南 龍 院殿顏 永 天 晃と申 

奉る、 きく 人聲 をのみ 泪を墮 さすと 云 事な し、 愛に 多 

田満仲 公の 五輪 形 あり、 御 菩提 所 は 高野山 寶憧院 谷 

增福院 なりと て、 よ. 0  /\ 御 慕の 麾 など はら ひ、 燈明 

を か、 ぐるよ. 0 外、 誰と ひ 奉る 人 もな く、 名のみ 計 は 

有 明の 蘿 洞の 下にす み 給 ひ、 其 石の たけ もゎづ かに 

餘石にことな.=^き、此石の寸尺をぅっさせ、 于 レ時寬 


L   << 十六 

文 十 一 仲秋の ころ、 南龍院 殿の 御 慕も此 所に ならば 

せ 給 ひけり、 見 奉る につけ 滿仲 公の 御 後 身 かと ぞぉ 

も はれ 侍りぬ、 かく あ，.^ つる も 御 遺 詔な ども あ. 0 し 

によりて なりと かや、 か、 る 十； 竊に かくれ まします 

と は、 誰 あ.. y てし るべき、 予も攻 君の ことなれよ、 P- 

跡 をした ひ、 風の 夜雨の あしたに は 、御 墓に まい. 9 落 

葉な どひろ ひめ ぐれ ど、 誰 守護し 舉る人 もな し、 むか 

し をお もへば かりそめの 御 出立に も、 後先い とに ぎ 

やかな. 0 しこ とも、 い つし か 今 は 引か へ て、 ひとりお 

はしける よと、 淚 しぼらぬ 時ぞ なき、 ロハお も ひ をと む 

まじき は此 世な， y、 一  天の 君^ 乘の あるじ も、 しかの 

ごとくの くるしみ はなれ 給 はねば、 刹 利 も 首 陀もか 

はら や、 宮も わら 屋も 共に はてしなき 物 なれば、 高位 

とても 終に はかくな 給へ るよ といと かなし、 ひと 

とせ 武州 大宮の 原へ まかん 出 給 ふ 折 ふし、 予 も供舉 

しまいら せし に、 風 吹ければ 風 をお それ 給て、 御 驚に 

めされながら、 しばし が ほど 諸 士に馬 のらせ 御覽じ 

ける に、 其 時 御 近習の なにがしに 仰た まふ は、 我の る 

さへ あるに、 まして 我 をのす る もの ゝ肩 のた ゆく や 

あらん、 人の 見ぬ 所 なれば 杖に て 立歡、 肩 を やすまさ 


せんとお もへ ども， 入々 の分齊 として さもなら す、 い 

かば か. 0 かくる しからん、 さる にても 人と して は、 食 

に飽 ぬれば 他の 飢を おも はす、 あた、 かに 服して は 

人の 塞き を しらす、 よろ づの 心づ かひ はかくな. 0 と 

聞へ させ 給 ふ 御言 葉の 末、 延喜 ili 代の 御衣 をぬ がせ 

給け る も かく やとお も はれ、 今に 耳に と- 3« まり 有が 

たく ぞ 侍る、 か ゝ る名將 またと も 有べ き や、 其 外 御金 

言 あぐる にいと まあら す、  . 


ぼ S 通念 集卷 一 終 


一.！ 野 通念 集卷 


無 軒 道冶輯 


OA 上 

中 門の 內、 十二の 石 壇の 上 をい ふ 也、 上の 字 或は 

場に つく，.^ て、 壇場と も 書 也、 奧 院を幷 せて 兩埴 

と名づ く、 其 故は密 家に 金剛 界、 胎藏界 の兩部 

を、 東西の 兩懷 として 行す るが ゆへ に、 こ ゝの兩 

壇 も それ を かたど. 9 名づ くる 也と かや、 されば 

奥の院 御廟の 橋のう ち、 參詣の 道路 をえ 字の か 

た. X に 表し、 壇上の 巡禮の 道路 は 字の かたち 

を あら はせ. o、 文字の 形の 上を踐 行し 奉る 事、 ま 

ことに 有難き 事 也、 一 度參詣 高野山、 無始 罪障 道 

中滅の 文、 何ぞ虛 しからん や、 

〇 中 門 ， 

多 聞 持國ー 一天の 像、 佛師能 光の 作 也、 此佛師 は 政所 下 

の i 壯 今の 慈 尊 院の住 A 也、 あるとき 木 を もつ て. at を 

つく.^、 乘 て上济 しける 事 も 有と かや、 此巾門 は 大師 

の 御 弟子 檜 尾實惠 僧都、 祖師の 御 遣 約に まかせ、 殊 


高野山 通念 集卷 二— 
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に 懇志を 抽で造 立せられ ける と 也、 又 檢校琳 賢 醫は， 

永 治 元年 十 の 頃、 金堂の 前 壇上の 中 門 を改か へ て、 

下の 敏に うつした てらる、 今の 在所 これ 也、 其 後^ 五 

十世檢 校良覺 gif. 建 長 五 年 六 =： の 頃、 舊門を あらた 

め 三 問 一 階に し、 五 間の 樓門 を造營 ありと かや、 當時 

の 中 門 これな. 9、 

0 金堂 

人王五十ニ代|-峨天^2:+の御宇、 弘仁七 年 弘法 大師 高 

雄の 舊居を さりて、 is 山に うつり 給 ふ、 最初に 此堂を 

つく  b 給 ふ、 聽 佳ず 則 四面 周 K 各 七 間 也、 七 

七 四十 九 間、 卽都 率內院 四十 九重の 摩 尼 殿 を 表し 給 

とか や、 御 本 ハゅは 

.^£77 弘法 大師 御^、 金色 丈 六 坐像、 彌座仍 八 k、 是は高 野 開 

お ぽ閼の 時、 地鎮の 御本尊 也、 又は 藥師 とも 云、 ニ佛 同じき が ゆ 

歟、 

金剛 薩趣 弘法 大師 御作、 皆 金色 八 尺五寸 坐像 

普贊 延命 御 頭 弘法 大師、 皆 令-色 也 八 尺五寸 立像 

虛空藏 御 ：m 弘法 大師 御作 八 尺五寸 立像 

不動 弘法 大師 御作  七 尺ニ寸 坐像 

降 三世 御 .mr,.- 法 大師 御作 七 尺ニ寸 坐像 

賓 ー姐53 像 


善女 龍王 像 定智筆 

以上 御帳內 

うし ろの 壁に か、 る 、抑 此曼 茶羅は 、むかし 大師 

御^ 低の 時より 有しと みえたり、 其 子細 は柬ま 

んだら の 疆水器 は、 靑龍 寺よ. 0 御 相承 、無熱 池の 

水 を 入、 西まん だら の 灘水器 は、 大師の 御作な り 

と{^記に13-ぇたり、しかるに又平家物：^!^には、面 

まんだら はク 9 明 法 印と いふ. 綺帥 にか、 せられ、 

東まん だら をば 淸盛 か、 むと てみ づ からか、 れ 

ける が、 八 葉の 中尊の 寶冠 をば、 我が 前の 血 を 出 

して か、 れ ける といへ り、 則 其まん だら 今に 現 

然 たり、 按に むかしの まんだらの 有のう へに、 重 

て淸盛 かきた まふに は あら じ、 古まん だら ある 

ひ は破壞 し、 あるひ は展轉 しける を、 淸^ 故 を 温 

て 革め 給 ひける 歟、 

又 四天王 像 は、 輔 上座 定智筆 也、 

七 |3!4：： 利 塔 一 基、 

巾 の 北に 安す 、一： S 野 御室 覺法親 王、 東 寺の 舍利 

を 安 し、；，：： 八十！：： の Si 併 を 以て、 菓代每 年の 舍 


利會を はじめ 給 ふ 、今 四月の 舍利會 *  J れ也、 彌勒 

院 琳賢檢 校、 久安六 年に 入滅 御座す、 全身 4：： 利と 

なれり、 一 山の 衆徒 SJ-W 敬し 舉. り、 金堂のう しろ 堂 

に 安置し、 あまねく 拜し 奉れり、 其 後 石室に 納 

め、 彌勒院 の 後の 山に かくし 舉， 9 ぬ、 今に 至る ま 

で 諸人 金堂のう しろ を拜 せる も、 又大 塔の 北の 

かたの 石埴の 上より、 琳 賢の 廟所 を遙拜 し舉る 

も、 此 いはれ な とぞ 1 職 或 E、 大 塔の 北の方 

の 石 ilS の 上より 遙拜 せる は、 嶽の辨 財 天な りと、 

未 レ知ニ 孰是： 

內陣の 長 押の 上に、 坐像の あみだ、 外 陣の長 押の 上 

に 立像の 觀昔 は、 御室 御 安^也、 中 爐の鈴 は 大師 御 

相承の 鈴な. 0 とぞ、 堂に おいて 每年新 得度の s|5 供 

花の 勤め 有、 是を复 衆と い ふ、 

拜二 金堂，  僧 一休 

六 時 不レ斷 稱名聲 、萬嶺 松濤 洗な 淸、 衆 病 悉除藥 王 

力、 山屮淨 侶自長 生、 

天 正 十三 仲秋の ころ、 金堂の 御 柱た てな ど拜 

. み 奉る に、 所から 人の た、 すま ゐを 見る に、 天 

上に むまれ 侍る 心ち して、 思 ひの 外 久しく 谷 
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上に やどりけ る 寐覺に  紹 巴 

かたしき の 枕の 下の 谷水の 

一昔 に 心 もす める 夜の 月 

〇 佥堂之 前 櫻 

此櫻は 束 审： 持經 上人 植を かれけ ると 也、 これ は壞上 

の 七 株の さくらと いひった へ 侍る、 其い はれ をと へ 

ば、 七 株 は 七た び 株と なるとい ふ 事な. 5 とぞ、 此 所よ 

.9 西に あた b て 松の木 あ， o、 これ は. 中院の 御！ ：i5 明算 

のう へ を かる、、 三 會曉松 三 もとのう ちと ぞ、 此 外の 

二 もとの 松の 有 どころ、 しれる 人に 尋べ し、 

〇 金泥 一 切經藏 

金色 釋 趣の 像 一 體 あり、 此經藏 は 美 福 門院の $111 

鯰 I3g 御 願 也、 le. 治 年中、 時の 奉行 は 朝隆朝 な 

りと ぞ、 一 切經の 外題 は 女 院の御 筆 也、 料 所 紀州荒 川 

の莊 とい ふ、 それ ゆへ あら 川經藏 とも 申 傅へ b、 按に 

むかし は 毎年 七 =： に、 晝夜尊 勝 陀羅尼 を 此經藏 に を 

いて 修 せらる、 こ れ鳥羽 院御國 忌 のために 、美 福 門院 

の 御 願な り 、女院 の 御廟 所、 いまに 荒 川の 莊 のうちに 

あり、  . 

〇 杓子が 芝附松 

. 八十 九 
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荒 川 經藏の 前の 芝 を 云 也、 明王院 如法 上人、 久安 元年 

四：=:.1«:::白：1:に都率天に往^!1し給ふ時、 御沓の かた 

かた 落て 松の 枝に か、 れ b  、世に 鞋懸の 松と 云是 也、 

續 5| ば 2^ の 御 弟子 歸從 ：！：| 法 上人の 御 跡 をした ひ、 お 

なじく 天上し ける と 也、 其 時い， か い あり けん、 杓子と 

云 物 を 持てけ るが、 こ、 へ ものし ける を 以て、 こ、 の 

名と すと 俗にい ひった へ 侍る、 

〇 寵臥洞 

壞 上の あか 井の 下、 南 ひがしの かた を、 龍 臥の 洞と 諸 

人い ひなら はせ. 9、 愚 按に龍 臥の 洞此 所に かぎる ベ か 

らゃ、 すでに 御手 印の 綠 起に、 東西 は 龍の 臥る かたち 

な，^ とか、 せ 給へば、 此 山のう ち いづれ か寵 臥なら 

やや、 識者に とふ べし、 あか 井の こと は 奥院の あか 井 

の 所に 見えたり、  . 

〇 兩 大明祌 

s^i 北 丹 * 神殿 女體 本 地 胎藏界 太 日 

銜慰南 高 野 si 本 地金 刚界 大日 

是を山 王 院と云 也 、是當 山 鎮守 の 神な b  、弘仁 十 年 五 

H 三 H 、大師 勸請 まします、 啓 白文 有、 

總社 一宇 本 地 摩利支天 顿 ほ£« 

十二 王子 WI 廿 伴の 社 也、 


御资殿 は、 南 谷 持 明 院^ 信 檢校法 橋の 時、 承 安二 年の 

頃 あらため 造らる、 よし、 同 拜殿も かくの ごとし、 每 

：=：： 十六 n の 法事、 弘長ニ 年 八 月 より 勤い 之、 其 後弘安 

九 年 十 z: 十六： c に はじめて 精進 供 を 調進す と、 高 野 

年中行事に 見えたり、 拜 殿の 東の 鳥 井 は、 大峯の 一 の 

鳥 井な. 0 とい ひ 傅へ. o、 然れ ども 未， 勘 也、 識者 を恃 

ものな り、  . 

〇 西 ザ：： 文殊 樓 I- 藏 

九 丈寶塔 也、 九 丈 制 底 は 本 有の 九識を あら はし、 爲， 一 

観 心 之 境 ， 耳 云 々 、金剛 界の 五佛 也、 此 塔 は 眞然僧 

正 大師 御朱印の 綠 起の 旨に まかせ、 小 松 天皇の 勅命 

によりて 建立 あ b しと かや、 しかるに 破壤颠 倒の 後、 

鳥羽院 御幸のと き、 修理の 院宣 を 下されけ るに より、 

御 願た 、大治 二 年 二  十一 H 供養、 導師 は勝覺 僧正 

な とぞ、 又 本 經藏之 事 文殊 樓 とも 云、 

御 本 竹 >  文殊 菩薩な，.^、 此經蒇 は康和 三年 三月 廿 九日、 

出 羽の 平 源 上人 勸進 書. おの 一 切經藏 也、 幷經藏 あ. „^、 

是は il: 本の 一 切經 をお さめけ ると 也、 右兩經 藏返轉 

して、 其い しすへば か b 殘れ り、 され 共 加 行の 僧 は、 

本式に まかせて 今も拜 するな..^、 


〇 孔雀 堂 

隱岐の 法皇の 御 願 也、 三尺 七寸 孔雀 明 王の 像な. 9、 長 

者六條 僧正 延果、 役 行者の 作の 孔雀 明 王 を 以て、 今此 

御本尊の うちにつ く. 0 籠 給 ふと かや、 正 治 二 年 十一 

n 供養 ありと ぞ、 

〇 新 御 塔 

高 野 御室 覺法 親王の 御 願 所、 木像の 尊 勝 曼茶羅 な. 9、 

近 衞院御 宇久 安元 年 六月 供養 あ. -、 導師 は 檢校琳 賢 

〇 準胝堂 

小 松 天皇 御 願 也、 準 胝観昔 弘法 大師 御作 也、 本 は 寺 家 

のへ 3{ 堂に 安置し、 大師 御 在世 出家 得 を 被， 行と 云 

云、佥剛界五佛、四天王像、如意輪觀昔等^^2御作、大帥 

御本尊と して 本 は 御影堂に 安置 せら る、 と 也、 按高 

野 年中行事に、 每年七 月 三 HI 陀羅尼、 朔 H より 三日 ま 

で 於 ニ此堂 1 勸レ 之、 承德 元年 七月  一 H より 初 レ之、 明算 

中 院の御 房の 御 時な.^、 

) ^^ゾジぎ幷大師十^幷高野 へ 分 入. 給 ふ 事 

C , 被 wff: 产互附 壇上 の 犬 事 

檜 尾 僧 郤實惠 御 建立、 弘法 大師 御 在世の 御 持佛堂 也、 

大師の 御影 をば 眞如 親王 御手 づ から 摸 寫し、 此 御堂 
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に 安 じ 給と かや、 但御 開眼 は 大師 御眞 筆な り、 飛行の 一 

三鈷、 御作の 御 鉢、 脇息、 繩床等 御 具足、 みな 此 御堂に 一 

安置 あそばし ける とな， 9、 內 陣に兩 まんだら を かく： 

る、 これ は靑龍 寺より 御 相承の まんだら 也、 外 陣柬西 一 

兩 方兩界 のまんだら を かくる、 是は師 子 王 御室の 御 一 

眞翰 也、 紫金臺 寺の 御室と も 申 奉る、 西 ひがし 二方の 一 

ふたつの 灯籠のう ち、 東の 燈爐 は持經 上人 當山與 興 一 

のとき、 發誓を もって 燧 一 打即 得， 火、 所い 燃の 火 今に i 

相續 して これ あり、 西の 灯 爐は白 河 院みづ からか、 

げ させた まふ 所 也、 此 御堂の 巽 角 の 下 長 押 を 、 江 輔勅 

使と してきら しめ 給 ふ、 此 子細 は內裡 炎上のと き、 一 一 

間の 觀ー 者燒 失せる により、 彼 觀音は 大師 御作た， り、 此 

御堂 も 弘法 大師の 御作 たれば、 衣 木に あそばされん 

とに や、 其外靈 Is! あぐる にいと まあら す、 毎月 廿ー： 

日の 法事、 往古よ. - つとめ 來る よし、 00^^  0 

別に  一 

もリ、 

抑 大師の 御 俗姓 をう かいひ 奉る に、 讃岐國 多 皮の 郡 

屛 風の 浦の 御 人に て 、父 は 佐 伯の 直 氏 也 、先祖 を訪 へ 

ばいと も かしこく、 景行 天皇の 御子、 稻 背入彥 命の 

孫、 阿 都 別命の 男、 豐 島と いひし 也、 人 王 第 册七代 孝 

九十 I 
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德天 m の 御 時、 はじめて 佐 伯の 直の 氏 をた まふと か 

や、 其稻背 入彥の 命、 御 兄：！： 本武の 尊に したが ひ、 東 

.§ たいらげ 給 ふ 、其 功 あ し 故に 依て、 讃岐 國に勳 

賞の 地 をた ま はり、 其 所に と いまり、 胤 薬な がく 彼 地 

の縣 令たり、 御^ は 阿刀の 氏人 也、 しかるに ある 夜 夢 

見ら く、 天竺よ. o,^ 人飛來 て、 懷に 入と 見 へ て 妊胎ぁ 

b  、時に 人皇 四十 九 代 光仁 天皇の 御宇、！ 3! 龜五年 六月 

十五：：：、 十一 ーケ ！=: にして 御 誕生 まします とか や、 是唐 

の代宗 皇帝 大 九 年 六 nr: 十五 H、 不穴 さー藏 入滅の U 

也、 仍て 大師 を 彼 後 身と も 申け る、 御 一 生のう ちに 十 

號 あ.. = -、 一 には眞 魚、 二に は 5:u; 物、 三に は祌童 、四に は 

無. お、 五に は敛海 、六に は 如 穴 「1 、七に は 穴 > ^海、 八に は 九 

第 r= ^小！ 1： 、九に は遍照 金剛、 十に は 弘法 大師と 申 奉る、 

委 は行狀 記に 見えた. b、 

拆又高 野 へ 分 入 せ^ふ 事 は、 弘仁七 年 ：14 夏の 頃、 禪定 

相應の 靈崛、 伽藍^ 立すべき 所 を もとめん とて 經行 

し 給 ひける に、 大和 國宇智 郡と 云 所に て獵 者に 逢 給 

ぬ、 その 形 よのつねの 人に 異な. 0 き、 弓箭 を 帶し黑 白 

の 犬 ニ疋を 具せ. 0-、 大師 此獵 者に のた まひけ る は、 汝 

はいかなる 人ぞ、 其檨を 見る に 久しく 山野に なれた 


 九十 二  

る 形 也、 我 伽藍. 建立の 志 あ. o、 苦し かる ベ き 所 や ある 

と 問 給 ふに、 答て 云、 我は是 南山の 犬^ 也、 山地 を領 

する こと 其數 あ， o、 其 中に 幽然た る. 牛 .s^ あ. o、 三面に 

山 つらな. 0 て 山 異に ひらけた. o、WI 水^に ながれて、 

みな また 一 水に あつまれり、 晝は あやしき-雲 そ ひき、 

夜 はまた 靈光 現す、 これ 紀伊國 伊都の^ にあ たれり、 

和尙來 りて 住 給へ、 かなら す 助成 をな し 侍らん とい 

ひて、 此犬を 放て 失に けり、 二 疋の犬 是則普 文殊 

の 一 一 菩薩、 獸の 形と 變じ給 ふと かや、 其獵 5^ は 後に 此 

山の 大明 神と 現じ 給 ふ、 世に 圖# 一 し^ふ 獵 場の 明祌 

と云是 也、 今の 犬 飼と 云 所、 これ 對 面の 地 也、 ^後大 

師紀の 川の 邊に着 給 ふ、 今の 政所 慈尊院 これ 也、 大和 

國 にて 御覧せられ し 犬 は、 本より 大師 を M 付て 山 を 

さしての ぼる、 大師 即彼犬 を 相 具しての ぼらせ 給 ふ、 

謹按 に、 弘法 大師 御 策の 記 云、 紀伊 國黑犬 一 伴、 阿 

波 遲國の 三 原 邵の白 犬 一 伴、 品 田 天皇 舉レ寄 山地 云 

云、 御 犬 ロ代舉 云云、 又 此伴犬 甘藏吉 人、 三野國 

在牟毛 $i と 云 人の子、 犬黑 比と 云 人、 此人を 奉い 寄、 

此人等 は 今に 丹 生 人と 云 姓 を 賜 ひて 舉レ 別、 犬黑比 

, と 云 者、 彼 御 犬 二 伴 率、 引， 一 弓箭， 矣、 手 取 持て 大御 


1: 座、 阿 帝 河の 下、" fe^ 谷川の 原に、 犬 甘の 神と 云 名 

をえ て、 石神と なりて 在す、 今に 彼兒 花乎自 十三の 

祖時、 今に 大贄 人と 仕 奉. りて、 丹 生 人の 召 姓 を 賜り 

て 侍る 云云、 如， レ此 遊ばされし をお もへば、 今；！^上 

に 犬の 在せ る、 是乂 一  說 にして {是 に 由 ある 事に こ 

そ、 W 又 か. 9 場の 明 神幷犬 飼の 理、 上に 記す 趣と 大 

きに. W 逮 せ.^、 今 街く 錄 して 備ニ観 者 參考ハ 

大師 平原の 廣澤 にいたら せ 給 ひ、 其 地形 を御覽 やる 

に 、東西 は 龍の 臥せる かたちに て 東 流の 水 あ.. >  、街北 

は 虎の うづく まる 形に て 棲 ゲ H 他す、 浮 木に のら ざ 

れ 共 忽 に. せ" ム漢に 入、 妙藥 をな めざれ 共 神窟を 見る、 輪 

0 を 引 て 帶を なす、 HI::; 地よ. 0 出て、 雲煙 まなこの 前 

に盡 ぬ、 誠に 修禪相 應の靈 地、 佛法 通の 聖 跡なる ベ 

しとお ぼしめ し、 高 野に かよ ひ 給 ふ、 山路の 邊 一 町ば 

かりの 澤ぁ b  、山；.：.： 丹 生 大明祌 の 社 あ 、今の 天 野と 

いふ 所 これな り、 大師 此 所に 一宿し 給 ふに、 大明 神託.. 

宣 しての たま はく、 妾 神道に あ て 威 福 を のぞむ 事 

久し、 今 薩此 所に 至 b 給 ふ 妾が 幸 也、 弟子む かし 人 

た..^し時、へs{國の皇命、家地萬許町を給へb.、 南 は 南 

海 を^り、 北 は 和 川 を かぎり、 東 は 大和 國を さか 

% 野 IS  0 令 4 集^ n  . 


ひ、 西 は應： S 山の 谷 を さか へり、 願 はこれ をた てまつ 

b  、なが き 世 に 仰 信の 心 あ ら はさんと のた まひき、 高 

野天 野と て 出 上 山 下に これ をい は ひ舉. 9 て、 財政 法 

施た ゆる 事な し、 此丹生 高 野の ニ祌 は、 すな はち 1^ 子 

にて おはし ますと 申^へ り、 あるひ は 夫婦と も申傳 

たり、 高 野の 大明祌 は 太 神宮の 御 弟 也、 又 玉、 律 島の 衣 

通姬 をお も ひ 人に て、 御" it にて しのびて 通 ひた まひ 

け る を、 丹 生明祌 やすから ぬ ことに 思 召されけ， o、 彼 

玉津 島へ 神馬 をた てま つられし 時 は、 明祌の 御前に 

てく つば みの 音 をなら さぬ 事に て 侍るな hN となん、 

今 此所を HIS: ぬるに、 牛 とて； A 渾 島山の is の 江の 町 

にあり、 むかし は 高 野 明 神の 祌舆、 此窟へ 渡御の 事 毎 

年 ありし か 共、 今斷絕 なり、 窟 のうちに 小社 あり、 く 

はしく は 公任 卿 家の 集に 見えた.. >、 

あ ま 人 の 乘 渡しけ むしる しに や 

岩屋に 跡 をと いめ 澄 けん 公 任 

〇 三鈷松 

大明祌 高 野 を 弘法 大師に 奉り 給 ふて、 旣に三 寳の敷 

地と なり ぬれば、 早く 寺 塔 を かま へんと おぼしめ せ 

共、 普 天の下 皆 王土な.^ ぬれば、 公家に 奏せら る べき 

三 
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とて 、官奏 を 經られ ける に、 やがて 此こ と叙盧 にかな 

ひ、 勅許 滯 りなく して、 明， s 相 傅のう へ に 重て 御手 印 

の 印符を 下 さ る 、大師 此所 に 至 り 、寺院 を たて ん とて 

樹を伐 はら ひ 給 ふに、 みどりの 松の木の 間より、 光明 

か いやきけ る を あやしみ 御覽 あるに、 大同の はじめ、 

大唐明 州の 津 にて 役し 所の 三鈷、 松の 枝に か、 れり、 

これ を 見る に密敎 有緣の 地と いふ 事 あきらけ し、 誓 

願く ちゃして あ ひ 見る 事よ， M  、深く 感じ 給 ひし、 奇雲 

靈光 のしる しも、 此 事を吿 たま ひける にや、 

一 說に、 此松は 住 吉大明 神の 御社の 左に、 千と せ を 

經 たる 松な .9、 かれ を此 所に う へ K 給 ふな- 9 とぞ、 

其 時住士  II 明 神の 御 歌に 

君が代の 久し かるべき ためしに は 

兼て ぞう へ しすみ よしの 松 

此御歌 を 詠 じた まふ 時、 空よ. 9 五色の 雲た なびき 

て此 松に かゝる 也、 さるに より 三鈷の 松と いひつ 

たへ ける、 佛 書に は 此松を 十六 大 菩薩の 種子 也と 

い へ り、 傳開、 大師 は 第三 地の 菩薩 高 i 德王 菩薩と 

かや、 我 朝に 誕生 あ， 9 ければ、 住 吉の御 本 地 も 高貴 

德王 菩薩な.^ ければ、 大師と 同體 な， 5 とい ふ 事、 さ 


 に？ y- 四  

も あらん かし、 

视 1 是 ぞ 此唐船 に 法 をえ て  . 

しるし を殘す 松の 一本 阿 一 上人 

お古 2 野. 5 さ こそ II 0 せ と賴 、ら め 

昔に かへ す 松の しるしに 爲 家 

同君が代は高^^の山の峰の松 

ま つ も 久しき；：：： やか るべき 家 衡 

題 n 三鈷 松-  僧 一休 

正 因 已熟至 二 兜 率？ 手衷 金剛 飛 放， 光、 瑞氣 i^, 殘野山 

寺、 一 株 松籟 響 n 扶桑 T 

又  僧 虎關 

,靱 落 大瀧峯 、杵懸 高 野 松、 旱天 霖 雨足、 瓶 外^ ニ眞 

in  、 

又  僧澤庵 

千年 淸操 聳，， 雲衞？ 三 鈷松蟠 其 勢殊、 枝 上 徘徊 深夜 

月、 老龍 吐出 一 M 珠、 , 

〇 灌頂院 

此院 は、 仁 和+; 寸大 御室 長 和親 王の 御 願 也、 觀音院 法 印 

造の 八祖 の うち、 弘法 大師の 御影 は 御室 の 御作 、井兩 

界 のまんだら あ， 9、 又 一 說に は、 應德 元年に はじめて 


つく  b  、同 三年に 造畢、 仲秋 中の 七 H 供養 あり、 同日 

に 結緣灌 E (を を こな はる、 也、 其 後久 安五 年 五月 十 

二日、 大塔 炎上のと きおな じく 燒失 せり、 かさねて 久 

壽ニ 年の ころ、 苒興ぁ b と 申った へり、 又 按に高 野 年 

中 行事に は、 春秋 二 季に結 緣灌項 を を こな はる、 と 

みえた，. ^  、寬治 八 年是を はじめら る、 とぞ、 

〇 大塔 

人 王 十四 代 仁 明 天皇の 御宇、 承 和 元年 八月 廿 三日、 弘 

法 大師 南天の 鐡塔 をう つして、 一基の 塔婆 をた てん 

と おぼしめし、 知識 を 十 方に 唱て、 興 善 を 四 衆に 望ま 

せ、 遂に 多 賓 の 塔 一 某： を 立 給 ふ、 高さ 十六 丈な b、 則 

内證 十六 大 菩薩、 ； 體 無二なる こと を 表し、 一 曆の甍 

霞のう ちに さしはさみ、 九輪の かざ b 雲の 外に 出た 

り、 扉 一 丈 六尺 は、 外院 十六 現在 菩薩、 聚 集同體 なる 

こと を あら はし、 柱 十六 本 は、 圖 繪兩界 のまんだら な 

と ぞ、 愛に 不思議な る 寧 有、 此塔 たてんと て 地を拓 

かれけ るに、 長さ 五 尺廣さ ー寸八分の寶^！を掘ぃだ 

されき、前佛の遊所伽藍の舊^と云^!!1.分明な.5、勅に 

よ て 叙 魔に そな へられし に、 いとたう とくお ぼし 

めされ、 銅の 筒に 入て 义 本の ごとく 返し を かれけ る， 


とかゃ、御本尊は胎藏界の大リ、れは谓|^ぱ？^^^^ 

持し まします-しか る，^ 彌勒 院琳^ 檢校 御覽じ て 、眞言 の 最極 ？ 

秘な 人に しめす 事 あら は 也と 乂 、とりすてた まふと かや、 一 rh- さ 

八 尺 五寸、 座の 高さ 五 尺 五寸、 光 一 丈 五 尺五寸 也、 金 

剛界の 四佛、 阿閎、 13； 性、 彌陀、 释迦、 各 高さ 七 尺、 座の 

高さ 四 尺 五寸、 光 一 丈 二 尺、 これ 雨 部 不二の 理を あら 

はす 也、 いづれ もむ かし は 大師 御作た b しが、 炎上の 

後展轉 す、 初 度の 囘祿は 一 條 天皇の 御宇 正 歷五年 七 

H: 炎上す、 其 後白河 院 御幸のと き、 大塔 をつ くるべ • き 

よし 宣 11H を 下され、 嘉保ー 一年に つくり はじめ、 康和ニ 

年 十一 =1： 造畢 せりと かや、 しかしより 久 安五 年 雷火 

に燒 失しけ る ゆへ、 同 五 年 七 H 重て 大塔 をつ くるべ 

きの 宣旨を 下され、 播 IS 守 年の 朝臣 忠盛 奉行な 、忠 

盛 登山な く？ て淸 盛の ぼ b 給 ひて、 久壽 三年に つく 

b 畢ぬ、 此 時五佛 をつ く  b ける とぞ、 佛師は 圓位法 

眼、 ある 說に は廉成 法師と もい ふか、 其 後 炎上の 事 こ 

れぁ. 0 とい へ 共、 ながぐ しければ 不レ 載レ 之、 御當家 

に 至りて 寬永七 年 十；：^ 四日 雷火に 燒 失す、 時に 御 建 

立 あらんと て、 同 九 年 十；！： 四： n 新始 ありて、 同 十九 年 

八 年數 つも. 9 て造畢 せり、 塞に 誰 あ hs て 力に 及べ 

き や、 
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P 鐡塔，  僧 一 休 

南天 經緯 至い 今殘、 禪坐 本源 尊像 境、 百 丈 浮 展凌ニ 碧 

落ハ老 身眼錯 作，， 雲 端 T 

〇 愛染 堂 

後^, 帝、 建武 元年 八 1=: 十六 = 、左 中 將長 光綸命 をう 

けた ま はり、 勝 院 僧正に 仰て、 高野山 金剛 峯寺 不斷 

愛染 王 護摩、 幷" 4i リ 談義 事、 自，， 來廿 二日， 可，， 令，， 始 

行 _ 之 由、 可ァ 令， -下 n 知 寺 家 I 給. > お、 天氣 如い 此と 勅書 

をな し 下されし よ. o、 此 かた 其债式 たえす、 其 後^ 武 

三年 料 所 を あて 被、 T、 供 IE 七十 二  ロ學侶 百廿人 也、 

又 光明 院 のい：：：： S 年中に、 重て 綸 It を 下され、 長 H 談義 

井 護 等 永代 勑願 たるの. 5 也、 御本、|^は宗家の七ケ 

條の 注進のう ちに、 御 等身 愛染 王 像 を 造 立 せらる ベ 

しと 見えたり、 i« 供 僧井學 衆 器用 を えらび、 必 可い 被 二 

暴 中， 之， sr 僧正の 下 文に みえた h- 、然ば 供 僧の 外、 學 

衆 はお 輩 を きら はす、 器；； s に隨 ひて 祿を 給る 也、 是を 

新學 者と いへ， 9、 

〇 蓮花乘 院又會 堂と 云 

五辻 齋院の 御 願、 安元 三年 If  § 御 建立、 同 十 一 月 九 

ョょ I 祭ち l-ir 高野山 年屮 行事、 *= 談義、 治 承 元年 十 一 月 九日 

r^l^*^ 1 始ヾ 波，， は會 f  ^r^ik>^^.  i^i. 其 


九十 六 

0^, 齋院 よ. -紀州 部 燕 を 料 所に 附給 はるの よ 

し、 承 安五 年の 院宣 等に も 見えたり、 是故^ 羽 院御菩 

提所 として 令， 一 建立 一 御 也と いへ り、 井；；；^::: 殿御 文 11、 の 

又 三位 殿の 御文 g  、又圆 位 大本 の 文に gflm 

難た? Mi 一-名 敫通 見えたり、 いづれ も拉 = 談義 所 御と い 

へ り、 御 本へ 尊 資冠丈 六の 阿彌陀 如來、 白 校释迦 如來、 

兩界 # 一 茶羅、 文殊の 像 也、 又 年中行事 にも、 每 年の 夏 

五：：： 十 一 = より、 五十 ケ = 談義 を始 むと い へ，^、 愚按 

に 談義の 會場 なれば にや 會堂 ともい ふ歟、 

〇 三味 堂 

第 十二 代 長者 、束 南 院濟 高大 僧都の 建立、 康和 三年 三 

E: 五 ：！：、 始て六 口 三味 僧 を 殿が 故にし かいふ 歟、 今增 

福院、 五智 院、 覺 證院、 勸，， 修之？ 是 も面ハ 一； 法師 舉 行す 

と 云傳. -、 近き 頃 迄 堂の 前に 樱木 有、 人 西 行 樱 とい へ 

.-、 西 行 其 時の 住坊 は、 南 谷 靈仙院 成と かや、 御本尊 

は 弘法 大師 御 在世の 御佛 也、 金剛 界 の五佛 四天王の 

像 あ. 5、 

三味 堂の 方へ 分 参て、 秋の や ふり か はりけ り、 鈴 

の 音に かすかに 聞え 哀 にて 

^節 思 ひまし 淺茅が 露 を 分 人ば 


た^わ づ かなる すレ むしの 聲 西 行 

〇 東 塔 

七丈赍 塔、 白 河 院御願 也、 德院の 御宇、 大治ニ 年 十 

一 供養 あり、 此 とき 御幸 西 塔と おなじ、 御本尊 は 金 

色 等身 尊 勝佛頂 像、 不動明王の 像、 降 三世 明 王の 像 

なね、 

〇 六 時鐘 

中 尾 鼻に あ，^、 先年 安藝 太守 福 嶋左衞 門 太夫 正則、 異 

朝より 渡せる 洪鐘を もとめ、 此 山に 傳 送して 此樓に 

か、 げ させ 給 ふ、 幷 多くの 資財 を なげうち、 漏 司の 吏 

の 料に あてらる、 今に 至る まで 二六時中に 邪 眠 を さ 

まし、 眞性 を^せ しむる 功德、 など か揭焉 なら ざらん 

や、 其 後 火 あ，.^ て、 正則の 令 子 ふた ゝび 鑄師に 命じ 

て、 父の こ、 ろざし をつ がせ 給 ふ、 

〇 壇上 法事 

兩 壇の 法事、 恒例の 寺 役、 高 野 年中行事に 載た る 所、 

合 一 百 三十 七ケ條 とか や、 其 外自餘 臨時の 佛事祌 事 

等 は 又 別な.^、 又 近代 はじめて を こな ひ來ら る、 事 

も 粗 ありと 見えたり、 今 こ、 に 壇上の 分 あらまし 記 

し 侍る、 

高野山 通念 集卷 11 


四 *r の や 1 に 月： ほ， 月； 於：. 一 f 王院 -fl, とい ふ 事.^ 置 文-、 

E-f  C り j 八月、 十一月、 リ、 1 日 i り 四 Co まで 也、 

は、：. M 和 年中より 始めて、 天下 太ゅ國 家豐饒 のために 

行 はる 、と！ 1^ えた， 9、 又 ある 說に、 弘安 年中 蒙古す で- 

に 襲來 ると き、 天 野 三 太 神宮 託宣しての  たま はく、 我  j 

祌カを もって 敵 を 返 治す とはい へど も、 猶以佛 力に 一 

よら すん ば 有べ からす、 不動の 咒を となへ て 祈る べ- 

しと、 故に 南院の 不動 を筑 紫へ  うつし 奉り  祈誓す、 果： 

して 四ケ 日未レ 終に 勝利 を 得たり、 今にいた るまで 壇 一 

上 へ 不動明王 をう つし 奉り、 四 ケ H の 法事 をな し、 天 

下 安全 山上 山 下 快樂の 祈念 を こたら す、 

修正  一 

正月 一 日より 七日まで、 於 一一 金堂 一修 正 あ， o、 往古 は 三！ 

ケ 日まで なり、 寬治五 年よ. 0 七日と なるよし、 高 野 年 

中 行事に みえたり、  ， 

花 供  一 

高 野 年中行事に いはく、 花 供の 定日 なし、 擲 II 開 敷の 一 

と き 行レ 之、 さ れ共夏 巾 に 入て 勤レ 之、 吉日 を さだめ 兼 i 

日中門に礼を立た.^、嘉元ニ年ょ.^はじまる、當時はー 

毎年 四月 廿ニ  H に 行レ 之、 
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舍利會 

花 供の 翌= 也、 久安ニ 年 四月 一 = 、高 野 御室 禪定ニ 品 

親王 七 賓塔を 金堂に 安置し、 佛舍利 二 粒 を其內 にお 

さめた まふ、 その 時 はじまる と 高 野 年中行事に 見え 

た .0、 

囊 精義 

毎年 五：：：： 三 n に を こな はる、 也、 中古のと き 山の 衆 

徒 不信 懈怠の 心 ありし により、 明祌 託宣しての たま 

はく、 我 天上 せんと あ， 0 しに、 山の 衆徒 これ を 歎き、 

精々 祈誓 を 巾、 就,， 巾 此竪義 をつ とめ 舉 らんと て、 す 

みや かに 役人 をと、 のへ 此會を はじむ、 其 後 又 明 神 

託宣 nr 此法味 を 嘗て 天上の 思 ひ を わすれぬ、 永く 此 

山に とい まる べし、 然 らば 此： n に 至る ごとに、 1 滴に 

て も 雨 を ふらすべし、 それ を しるべに して 我 あ..^ と 

いふ 事 を しるべし と、 今にいた るまで 其靈驗 あらた 

也、 五 n: 三：：： は、 昔：：： 弘法 大師 明： t を此 山へ 勸請 おは 

しまし 、 U なり、 

最勝 講幷內 談義 

高 野 年中行事に いはく、 むかし は定 = なし、 五六 R: の 

間、 吉 H を えらび 行 はる ゝと 見えた 、承 安三 年 六： n: 


六日に 初い 之、 當代は 六 e: 十： W より 十五： n の 朝まで 勤 

レ之、 むかし は 勅使 ありと ぞ、 今 は 其 儀を聊 あら はせ 

.0、 六月  一 H より 十 = まで、 內 談義と いふ 事 あら、 兩 

學 m の自院 にて 勤い 之、 ||讓麵| 麵 I 官位の 事、 寶性院 

第三 世.^ 海 法 印のと きょ.. >  、永宣 ほ をた ま はる、 これ 

すな はち 最勝講 の 席に て 論議せ る 事 を、 內講 せる 儀 

式と 見えた.^、 

按、 最勝講 と は、 長 保 四 年 五 H: 七： n に はじめて を こ 

な はる、 吉 = を 撰て 五ケ：：： あ.^  、淸 殿 に て 最勝王 

經を講 せらる、 東大寺、 興 福 寺、 延潜 寺、 圆 城 寺、 四 

ケ大 寺の 僧侶まい h- て を こな ふ 也、 證義 講師 聽衆 

など 冇、 公事 根源に 詳也、 五 にある 事 なれば、 歌 

に はさつ きのみの， oij もよ めり、 

I： 辦^； H 敷 や 五：：！： の 御 法 こ 5- くに 

いのる いのり も 我 君の ため 內 大臣 

毎年 秋 七月 七 H よ.^ 十四日まで、 畫夜不 斷に理 趣 三 

味 を 行 ふ、 ^ぼ g  、のが、 二 金堂， 勸レ 之、 按に高 野 年中 

行事に 曰く、 蒐治八 年 七 e: 、安居の 修行 滅罪生 善の た 

め、 山 籠の 勸 進に 依て 諸 衆 一 同に 始レ 之、 明 箅 の 時 也、 


ある 說に、 昔： "都 率 天より、 { 仝智穴 H 圓 とて 兩人來 降し 

て いはく、 此 法事 をな がく つ とむ ベ し、 我 も 其 衆屮に 

まじ はらむ とて 共に 行 導し 給 ふ、 今に 引頭のと き、 經 

の 頭と 三十 人との 間 を あらけ、 列座の 時 はた -5- 三十 

人の 上座 を闕 する も、 彼 兩人今 世 も 來り給 ふゆへ な 

云、 猶 しれる 人に たづ ぬ ベ し、 

〇 御 國忌曼 茶羅供 

毎年 八月 十六；！：、 後醍醐 帝の 御 圃忌曼 茶 羅供勸 い 之、 

されば 此事 年中行事に は 見えす、 いつの 頃よ， 5 か は 

じむなら し、 尋ぬ べし、 

此先大 なる を擧 るまで な， o、 細事 不ぃ 這ビ 記、 

〇 巡 寺 八幡 

當 山に 御 旗 井 三 熊手 井 御 矢 等 ありて、 守護神と あ ふ 

ぎ、 六十 軒の 寺院より 巡 次に 各院 へむ かへ 舉 、半年 

づ、 尊敬し 、毎月の 八幡 講、 毎年 二 千 座の 護摩 供、 每 

=n 三時の 供養 法な ど 怠る 事な し、 是即本 地の 法 味 を 

さ、 げて、 垂 跡の 神威 を あがめ、 天下 大； 牛國土 富饒、 

御 武運 長久の 御祈禱 をな し 寧る、 抑此諸 具の 由來 を 

たづぬ るに、 昔 ：！！ 西國に 凶徒 起り ける を、 返 治の 爲と 

て 御 旗 等 を 申請、 終に 運 を ひらきけ， o、 其 時な にと か 

^^通， $ ^集卷 二 


したりけ む、 御 旗 海中に 入せ 給 ひつ、、 水に さかのぼ 

りて、 紀の川 を 上へ ながれ 行し を 取 上ければ、 旗の 緒 

三熊手にかゝ..^た..^けり、 然 れば此 急流の さかのぼ 

る 事、 いかばかり 神霊の あらたなる 事よ とて、 高野山 

にむ か へ 舉り、 鄭重して 守護の 神と 仰ぎけ り、 今の 世 

に 及んでも、 不信 不義の 輩、 不淨 不潔の 人に は、 祟， 詩 

まのあたりに 明か 也、 元 和 年中、 仁 和 f- 總 法務 宮覺源 

親王 御登嶺 のとき、 御幡 銅 rS に 封 じ 籠 させ 給と かや、 

此 神に 靈寶 あまた 箱に みて り、 中に も 後陽成 院痕翰 

を染 させ、 三 社の 託宣 を 下し 賜 はる、 

此箇條 巡 寺の 神 たれば、 院々 の卷 のうち いづれ の 所 

へ か 加入す ベ き、 其 所 を 求 ざれば 此卷 末にの せぬ、 後 

人 其 心 をして 見 給 ふべ し、 
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1 無 軒 道冶輯 

〇 千手院 千 手堂附  . 

千 手 千 眼 大士、 阿彌陀 地藏、 不動、 毘 沙門の 五 身 

を 安置せ る 堂 あ..： >、其 堂の 名 を 千手院 とい へば、 

その かみ 

其 名に よりて 此 谷の 號 とすと みえたり、 昔日 化 

千 手 上人の 建立と もい へり、 正しく 観音の 化身 

な. 0 とか や、 I：；： 狀井此 堂の 造營 等の 儀、 古籍未 

レ考が ゆ へ に ； 決しが たし、 一 說に 弘法 大師より 

數西年 前、 天智 天皇 の 御宇に あた .9  、 役 優 婆塞修 

驗の行 願に より、 &详举 たる 廢蔽を ひらき、 此 所に 

御堂 を 建立 あり、 此 所に 坊舍 など を も 結構 まし 

i  ) て」、 方 ナ b 、佛 向院 高德院 乾 坊 トニ. 1 ヽ 方 

まして ナ お-す，. -.9 南室院 龍 上院 K光院今{丄z^^ 

小路と い へ る は 其 遺跡 也と かや、 堂の に 熊 野 

三 社權現 同時に 勸請 あり、 北に 多 寶の塔 を 建立 

し 給 ふとい へど、 火災に か、. 9 て丘墟 のみ 存せ 

.9、 弘法 大師 大峰 御修 ハ！； ： も 御堂よ， 9 行 ひ始給 ふ、 

其 遺 法と て 今に 高野大 先達 兩 部の 峰 中 修行 ある 


事 也、 大師 未來 世の 爲 とて、 密藏 肝心の 菩提心 

論釋論 等の 1^- 敎を 自書して、 峯 中の 靈巖に 籠 置 

給へ り、 某秘 所の 故 實は大 先達に あら ざれば 傳 

授 せる 事な しと かや、 塞 役の 行者と 大師 は 御 契 

盟 あさから すして、 今の 世まで も 役の 行者 此山 

へ 通 はせ 給 ふ 時；^、 異香 山に 薰じ奇 光谷 を てら 

し 給 ふと かや、 此 堂に をいて 毎年 一 夏 九 旬の 供 

花、 四季の 大 般若、 月次の 法 樂等懈 る 事な し、 是 

四海 大： 牛國家 安全 を 祈り 奉る、 又或舊 記に 云、 阿 

彌陀堂 同 塔 は、 前 總在聽 經緣の 建立と 見えた， o、 

按 右の 數說 いづれ か是 なること を しらす、 知者 

の 考を俟 もの 也、 

〇 延命 院 

開基能.^法師、|雜^^;^"州 永 保 年中、 小 野の 範俊僧 

正 那智山 居のと き、 玉 置の 家に いた. o、 能 山の 法 器 あ 

る を 見て、 父に 乞て 出家せ しめ、^ 隨 給仕す、 僧正 歸 

京の 後、 此峯 に攀、 此 地に 留- り、 一 宇を營 構し、 延命 地 

藏の 尊像 を 安置し 舉 b. ぬ、 難随默 讀鮮、 .W 其 後 時々 京 兆 

にあ そび、 俊 帥に 隨て 秘法 等 を傳授 し、 三密の 修行 を 

こたる 事な く、 終に 永 長年 中、 瑜 伽の 三 摩 地に 住して 


寂し 給 へ， -、 第二 世 能 海 阿閎梨 1111  、の 地藏 菩薩の 

法 を 修し給 ふ 事、 凡 五十 一 夏の あいだ、 一 日 一 夜も懈 

倦 ある 寧な し、 其 結願の 曉、 入 我に 入の 觀旣に 終て、 

みづ から 瑜 伽の 座 を 立て、 本尊の 厨子の 中に 入て、 內 

より 手づ から 御 戶を閉 給へ 弟子 等 奇異のお も ひ 

をな し、 則- M 子 を 開て 拜 しけれ 共、 只 地藏の 尊像の み 

在して、 能 海！： 閒梨は 見え 給 はす、 誠に 知ぬ 地藏 菩薩 

の 再生なる 事 を、 又 文祿の 初、 覺箅 法師， i 申 ありけ 

り、 ある^ 禪定の 床に 坐し、 観念の 窓に 住し 給 ひし 

に、 堂のう ち さはが しく 聲 ありて、 火事よ とよば ふ、 

法師 立 出て ことの やうす をう か いひ 見る に、 護摩堂 

よ.^ 出火せ，^、；； 4ハ 時人々 ちから を あはせ うちけつ、 堂 

中を晃 るに 薩唾 のまし ます あた 、佛具 等 狼藉たり、 

依レ之 さきのよば ひし 聲は、 本尊の 爲な， 0 と 人々 さと 

. ^ぬ、 其 外靈驗 あまた ゝ びに 及べり、 靈貨數 稀、 雲 州 

尼 子の 家臣 三 澤爲淸 、天文 年中 寄進 ありと かや、 

〇 文 珠院今 見樹院 

開基 さだかなら す、 本堂の 御本尊 は文珠 菩薩、 |§ 、の 

文珠 院と號 する は、 御本尊の 西緣 によれる のみに あ 

らャ. 、中與 の 住持 勢 法 印、 大聖 文珠 現に 淸凉 山よ. 9 


來 臨し 給 ふと 靈夢を 蒙り、 翌朝 持 佛堂を 見た ま へ ば、 一 

あやしき 尊像 一 锁- あり、 披き見 たてまつれば 文珠の 

尊像 也、 即 降文珠 とて あがめ 匱ぬ、 文珠 院と號 する も 

か、 る 故 也、 抑 勢譽法 印は舰 I、 の髫 年に して 此山 にの 一 

ぼり 給 ふ、 凡 天下 久しくみ だれて 互に 侵掠 年月に か 一 

は. o、 此山も 危難に 及べ る 事 幾 foi 年ぞ、 一 山の 僧徒 衞ー 

護の ためとて 器 仗を帶 して、 其 威 像 沙門の 格式に そ 一 

むける を 見て、 兒 童の 心に も 深く 歎き、 我 此風を 變せー 

すん ば、 七 百年 の 法燈 今時に ^滅せ ん と 、感激 骨 に 徹； 

せり、 奧院廟 參の時 泣を垂 て默禱 した ま へ ば、 御廟 老； 

樹の 稍よ. 0 穴，^ 吹 風に 聲を あはせ て、 眞言 不思議、 舰遍 

無明 除と つげた ま へ り、歡喜のぁま..^-百禮を$^:^して、ー 

彌 再興の こゝ ろざし を はげませり、 すでに 維染の 後、 

顯密 ニ敎の 淵源 を盡 し、 倭漢兩 朝の 外籍 にい たるま 

で該 通せす とい ふ 事な し、 醍醐 三 资院淮 三 宮義演 僧 一 

正に 兩 部の 灌現を 承受 し、 寶性院 勢 遍阿閣 梨、 遍 g-i 光一 

院賴 慶阿閣 梨、 木 食 順 良師に あ ふて、 屮院の 法 流 秘奥： 

を盡 して 受 得せ. 9、 當 時の 衆 僧 文筆に 拙な きを 侮 ひ 一 

て、 趙子昂 が 跡 を學で 其勢趙 氏と 伯仲の 問 也、 この 事； 

後陽成 院の 天聽に 達し、 詔 命 を 蒙り、 和漢 雨風 を 摸 
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し、 榮雅の 古今 集に そへ て 奏覽に そな へ 奉りければ、 

叙感の あま bclii 朝額苑 一 部 井 純綿 等 を 下し たま はり 

ぬ、 一 度 信 長公此 山に 發 向した まふと き、 法 印 此難災 

をな げき、 身 骨 をつ くして 衞 護した まひけ る、 其 功力 

によりて 信畏 の數 1„ ！: 自 返さ b ぬ、 はじめ 應其 上人 江 

In- よ. 0 のぼ. 0 たま ひける とき は、 誰 みちびき 案內し 

ける とに も あらね ど、 勢譽法 印の 住院に おもむき、 抖 

搽 のこ、 ろざし をのべ たま ひければ、 法 印 上人の 威 

容 まさしく 此 山の あるじ たるべし と、 心 を あはせ て 

其緣の 熟する を 待け る 間 十三 年な り、 上人 s}^ して 太 

Si の 命を受 しょ 、^に 隨逐 して 危 きをた すけ、 おご 

れる をお さ へ、 絕 たる をつ ぎ、 廢れ たる を 興した まふ 

とか や、 上人 飯 道. it. 安住の 後、 勢 譽法印 興 山寺に 從住 

して、 東照祌 君の 御代に 其.： 派の 貫. 1M とな. -給 へり、 

祌君勢 譽法印 を寵. 遇し 給へ る 事 あさから す、 駿府勤 

什のと き は、 殿 門の 中 轅舆に 驚す る 事 を ゆるされ、 御 

前に 候す ると き： r 毎度 園 坐 をた ま はり、 當 時の 諸 仗 

其德風 をした へ b、 老年の 後、 興 山寺 を 上足 應； 法 印 

に附嵐して、終に當院に退き、慶長十七年三》^廿ーーー^ 

に、 秘密の 印 明 を 結 誦し、 容貌 儼然として 遷化し 給へ 


り、 其 全身 をば 同院 山上の 廟窟 にお さめけ ると ぞ、 

蒲 生 氏鄉は 世々 の植越 也、 同 孫 下野 大守參 議忠鄕 卿 

逝去の 後、 令嗣 中務 大輔忠 知、 其 迫 福の ため 當寺 を改 

て 建立し 給 ふ、 それより 晃樹 院と號 す、 見樹院 は忠鄕 

卿の 法號 なれば 也、 されば 秀鄉 の. S 絡を繼 て、 西 行 法 

師當 寺に 閑居せられ ける とか や、 其 時の 歌と て、 

宮 法印此 山に 籠らせ 給 ひて、 樂の 外に あれて 

寒 かりし 夜、 小釉を 給たり し、 又の "仗の あした 

舉， しに、 

今夜 こそ 衾ぞ あっき ひ 地して 

嵐の 一昔 はよ そに き、 つれ 

是撰 =1^ 抄 にも、 西 行の 高 野に すまれし こと 粃 みえた 

,0、  時 のこと なる か 、其外西ハれ家 の^^に 、 高 家 に て 

詠 じけ る 歌 ども 書 あ つめし は、 

舜然高 野に まいりて、 深き 山の 紅葉と いふ こ 

と を、 宮の法 印の 御 庵室に て 歌よ むべき よし 

侍しに、參，^^逢て、 

さま < ^の 錦 あ ける 深山 かな 

花み し峯 をし ぐれ そめ つ 、 

あとの 事 4i ハ捨 て 、高 野 へ參 丁り かへ b た. 5 しに、 


舜然 へ、 

入 さに は 拾 ふ 形見 も殘. りけ り 

か へ る 山路の 友 はなみ だに 

返し 

いかにと も 思 ひわ かて ぞ 過に ける 

夢に 山路 を 行 心地して 

阿閒梨 兼資世 をの がれて、 高 野に 參り てあか 

ら さまに 仁王 寺に 出て、 僧綱に 成て まいら ざ 

りし かば、 申 i ，し、 

^裟の 色 や^ 紫に 染て けり 

苦の たもと を 思ひ歸 して 

大炊 御門 右大臣 大將と 申 侍し をり、 德大寺 右 

大. £H うせ 給 ひたりし 服の 中、 はかなく 成 給 ひ 

ぬと 聞て、 高 野よ. 0 とぶら ひたて まつる とて、 

かさねき る 藤の 衣 をた よりにて 

心の 色 を そめよ とぞ H-3 ふ 

前！ 陽 俟ニ品 S 相義庶 公、 御 は 堂 相應院 殿の 御靈座 

等常院 に 安 舉.^  、供 花 燒香等 を こたる ことなく、 其 

由緒 今に 易から ざり しと 也、 

〇曼 茶羅院 
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^c^^^-^^w^'^^K^f  ^H^EU^^» 弘法 大師 御作、 水 川 不動 

R^T^ ニノ  一一 -^f?^i?34 と 一： ム、 其 由來記 文に 見え 

ゼ 大師 當山を 御 入定 所と なし、 密法 紹隆の 地と し 給 

ひしょ. o、 三世の 諸佛 雲の ごとくに あつま b  、兩界 の 

諸 尊 雨の ご とくに 滿々 、法爾 常 恒の說 法、 石 磯と も衋 

る ことな けん、 しかる 故に 一 度此 山に 攀來 らん 輩 は、 

無始の 罪業 道中に 減し、 必 西方 淨 土に 往生せ しめん 

と 御 誓願 ありて、 大師 自 一 箇の 滑石 を 取て 兩片 とな 

し、 東. 西の 曼茶羅 を 谷 一 片に ちりばめ 給 ひ、 西 曼 陀雜 

は 西方 淨 土に 拋ゃ 、東 曼茶雜 を此山 に^め、 未來參 

詣の輩 をして、 此 曼茶羅 を施與 し、 命 終の 後西 方淨土 

こ亍 て、 皮 んぉ 驚と キす y ンと仏 、故に 割符の 曼荼 港と 

{VI 一 .S^LCS.VKJ^ と 〃イス nr? 一し とせ も、 今 半紙の S 又荼羅 

1、 昔：：： 此 茶羅 を、 此院の 坤にニ 層の 塔 を 建て 安置 

しける が 故に、 院の號 とす、 寬治年 巾の 住持、 行 智大 

師の靈夢にょ.^て、奧院に奉納せしむ^^|ぃ供% 一  時院 

宇に 火 有て、 彼 塔 も 焦土と なり、 其基趾 のみ 存せ. 5、 

又淸盛 入道 金堂の 曼荼羅 を も、 此院に をいて 圖 せら 

れ しと かや、 其 後 法 印 大和 尙位 智宗 房な ど、 いふ 名 

德も 此院に 住持し 給ぬ、 又慶 長年 中に、 後陽成 院當寺 

の 住持 s< 僧都 覺心 を、 宜レ 叙， 一法 印" I 宣旨を 下し 給 ふ 

となり、 
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〇 德善院 

信 州の 沙門 瑞 音と いひし 人、 寬治 年中 此院 開基して 

本 覺坊と 名 づけ、 不動明王 を 11 安置せ り、 瑞昔 常に 

不動の 密法を 修行し ければ、 道場のう ち 二 童子 忽然 

と あら はれ、 供 具 を そな へ 承 仕し 侍りけ ると 也、 其 後 

正應の 頃、 甲 州 小 笠 原と いふ 所に 板 垣と いふ あり、 彌 

陀、 觀昔、 勢 至 等に 歸 依し 持 念せ しに、 一 時 母の 喪に 

あたりて 一 心に 恭敬し 念佛 しける に、 其^^の夢中に 

c 母 つげて いはく、 汝が 念佛の 功力に より、 三惡 趣の 

ぐるし み をまぬ かれ、 今 西方 淨 土に いたるな り、 敢て 

此 ft を輕忽 にす ベから すと ありし よ. 9、 いよ/^ 信 

を はげましけ.^、 入道 か、 る靈 佛を邊 土に 置舉 らん 

もい か  > と おも ひ、 此 山に 守り 舉り、 當院に 寄宿し、 

住 侶に 彼 物語な どしつ、、 終に 尊像 をと いめ S け..^、 

今 小 笠 原 氏と 檀契絕 ざる こと、 其 元 を しらすと い へ 

共、 かの 板 垣 入道の 由 あるに よりて か、 

りしが、 此 院の俠 少な るん いと ひ、 此地义 一 VJ ム fe..««、 1^  二 去 

にう つし ズ と命ビ られ ける とぞ、 一 クー フ PJ.^.tt:'  f  ta^i 

王賊 のために を そ はれさせ 給 ひ、 當 山に 微服 あそば 

されし 時、 道乘 法師 をた のみお ぼしめ しければ、 則 同 

門の 僧徒 を かたら ひ、 かくし 奉らむ と議 しける に、 賊 


はせ 來 h- かなた こなた を尋 もとむ るに より、 道乘は 

か， 9 ごな をな し、 親王 を 本尊 不勸明 王の 厨子の 內に 

か く？ - 奉り、 みづ から 其 前に 座して、 安然と して 行 法 

す、 其 時彼贼 みだれ 入、^ ありさま を 見て、 愛に はま 

しま さすと おも ひ 悉く うせさりぬ、 親王から ふじて 

命 をの がれ 給 ひぬ、 道乘 をめ して 曰、 此 度の 厄 をまぬ 

かる、事、汝がはか.9ごと、ぃひながら、偏に本^^^明 

王の 加 被な. 0 とお ぼへ たりと て、 あまた、 び 禮拜奉 

らせ給 ひ、 其 後 佛舍利 一粒 道乘に 給り ぬ、 于レ 今いた 

るまで 師資 相承して 重资 とす、 元 和 年中、 仁 和 寺の 一 

品 親王 覺源、 御 登山の 時、 德善院 と 號を給 ひ、 御 <^3ほ 

など を 下されけ ると な b、 

〇 西生院 

此院 は、 ニ條 殿の 一 世 遁世して 營 構し 給 ふ、 法名 は 意 

阿 上人， i かや、 傳記燒 失しけ る 故に 詳 ならす、 されば 

此 寺に 惠果 阿閣 梨の m 筆の 御影 あり、 此 御影 は 弘法 

大師 御 在 斑の 時、 惠 架阿閬 梨み づ から 筆 をと り、 みづ 

か ら 等身 の 御影を^：？し て空海 に 附 II し 給 ふ、 錄 に 云 、 

法 本 無 、非 JllE 不ぃ顯 、眞如 絶， 色、 乃 悟 乃至、 々威 

俄、 種々 印 契、 出 ，自_, 大悲； 一 舰 成佛、 經跡秘 略、 載-之 


圆像： 密藏 之耍、 實 繋，， 乎玆： 傅 法、 受法 弃，， 於此， 誰、 文， 

然るに 大師 御歸朝 ありて、 彼 御請 來の錄 を 以て 天子 一 

に捧 たま ふ、 其 一 ケ條に 云、 靑 龍寺惠 架阿閒 梨の 影、； 

三 幅 親に 付 二 法阿闍 梨耶， と 書の せ 給へ. o、 此 御影 御. 

門に 有し を、 此 上人 遁世の 御志甚 深な. 0 ける をき こ 

しめさる、 に や、 彼 御影 を 上人 に 下されぬ、 其 後 當寺ー 

の：^ 寶と なりて 今猶 見に あり、 又い かなる 所緣 にや、 

筑紫九 國の屋 形、 大友左 近將監 一 法師 丸 再興して 菩， 

提所 とせる 故に T 1 法師 丸より 代々 五 百年 來、 サ有 五一 

代 餘の系 闘 等、 今に 當院 に現然 たり、  ，. 

0 は 嶋講坊 小 f 11 

總 じて 光明 院 一 道場の 開基 行 空 上人 也、 建立の 檀主. 

待 の 小 侍從、 II、 按元 亭释 書に 云、 釋行签 世に 一 宿， 

上人と 稱す、 其 所 居兩夜 を經給 はざる が ゆ へ に、 世に 一 

一 宿 上人と 稱す、 五 幾 七道 行遍 せす とい ふこと なく 

隨 身の 資具三 衣す ら猶 全から す、 况ゃ 其餘の もの を： 

や、 只 法 花 一 部の み晝 よむ 事 六部、 夜 も 又し かり、 行： 

旅の 間 あるひ は 道に まよへば 天童 示し、 渴乏 のとき； 

は 天女 水 を あた ふ、 若 病苦 あれば 天藥 をの づ からい 

た.^、 供 を かけば 甘露 現前す、 歲 九十に して 鏡 西に 歿- 
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し 給 ふ、 臨終に 天衣 をの づ から 身に まと ひ、 速 花衰足 

をう け、 普 贊文珠 降 現 摩 頂し 給 ひぬ、 平生の 誦する 所 

三十餘萬部に及べ..^とかゃ、 此 上人 はじめは 天台 を 

學し、 後に は 秘密 門に 入 給 ふ、 終に 此 地に 此 道場 を 建 

立せ り、 中に も講坊 は、 上人の 自院 としてい ま そか. 5 

しゅ へ 、常恒 の花講 讀の砌 なれば とて、 此院號 を 命じ 

給 ふと かや、 又 小 侍從の 事、 彼是 傳 記に 截ぬ、 もとは 

阿波の 局と て、 高 倉 院の御 位のと き、 御宮 づ か へ して 

候 けれ、 ある 說に、 八幡 檢校竹 中 法 印光淸 のむ すめ 

也、 ^は 建 _t 門院の 小大 進の つぼねが 腹に まふけ た 

りと もい へり、 彼 待 宵の f5{ 行かね のこ ゑき けばと よ 

みしより，、 其 詠歌 を 新 古今 集に 編し ぬれば、 其 名 世に 

鳴れり、 いかなるす くせに や、 筑後圃 上 妻 郡司黑 木の 

なにがしに 嫁して、 其國に 下りけ るに、 世 中の はかな 

きこと をお もへば、 又もや 都へ かへ らん 事も定 なき 

おも ひで に、 上人 をた のみ、 末の世まで も 名の 殘.. ^と 

どまり、 勸のを こたらぬ 所に とて、 かくの ごときの 寺 

をた て、、 今に 至る i6 で 素 意 の ご とく になれ り き、 彼 

黑木 氏の 末 は、 今 猶立花 氏の 下に は黑， 木と 名の.^、 鍋 

島 氏の 下に は 川 崎 星 野と 兩 家に 相 わかれ.. >、 いづれ 
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-も此 寺に 由 絡 ある こと、 今の ゆへ なるべし、 其 後天 正 

年中に、 ^濃 國稻葉 伊豫 守. n:; 通 公、 加 藤 遠 江 守 光泰 

公、 ちか らをぁ は せ て S: 興 ましく しなり 、其 外 市 橋 

氏、 德永 氏、 西 足 氏 いづれ も此 寺に. H 緒を殘 せし よ. 5 

此 かた、 其 跡彌歴 々たり、 此 寺の 傍に 八幡の 禿 倉 あ 

b  、毎年 小 秋 中の 五 m に 、此 道場の 僧侶 こぞり て 法事 

し ぬ 、是侍 從をま つ る となり 、彼侍從^：^^八幡宮 の 拜 

殿に て 生れ 給へ. 9 とか や、 又 終焉の：：： 八 Z: 十五 H な 

れば、 か、 る 勤 もな せるなら し、 又 塔 一 基 堂な ど あり 

と 奮 記に みえ けれども、 今 は 其 跡 さ へ 見えす、^ 講坊 

の靈寶 とする 物 一 にあら す、 弘法 大師 御 筆の 片 假名 

六 字 名號、 井傳敎 大師の 傅 來し給 ふと かやい へ る 佛 

4：： 利、 其 外 給 像 木像 等 を珍藏 せ.^、 

〇 國城 院天滿 営附 

開基 一 遍 上人、 I 趙删 念佛勸 進の にて まします 

こと、 今の 世に も遍く 人の；；^ 知せ る 所な り、 上人 建畏 

年 巾に 發 心し 沙門と な b 給 ひ、 熊野に^!1で給ふ、 下 

向の 次で 當山 にの ぼり、 此 地の 天神せ！： の 前にて 通夜 

し、 き 佛を とな へ まします、 其曉， す - J しま どろみ 給 ふ 

に、 老^ 來.. ^て 夢中に 吿て 曰、 汝 しばらく 此听 にと^ 


まれと ありし かば、 上人 さめて 後 奇異のお も ひ をな 

し、 此  一 {チ を 立し、 彌陀 等の 三^ を 安 殺し 奉り、 其 

後諸國 遊行に 赴き 給へ り、 其 上人の 後 第二 代に あた 

し、 他 1： 彌陀佛 と 申 ありけ り、 此 ral 緣を たづ ね來り 

て、 又此地 神社 佛^ 等 を； 冉 興して、，：： E 出 ； 家の 菩提 所 

となせ り、 しかれば 年つ もりて 後、 根盟 をと ろ へ ぬれ 

ば 寺 も 衰微す、 天 正 年中 紅 雲 法師 を 住持せ しめしよ 

り此 かた、 秘密 瑜 伽の 道堪 となりぬ、 紅 ま に 彌陀の 

秘法 を を こな ひ、 ある 時は虛 {4.; 藏聞持 の 法 を修せ b  、 

臨終 正 念に して 如法の 衣 を 着し、 彌陀を 禮し密 印 を 

結びて 化せり、 

鱗 守 天滿宮 は、 いつの 頃 誰 人の 勸 請と いふ 事 さだか 

ならす、 按 弘法 大師^ 狀の 記に 云、 宽弘 年中に 河內守 

久高 當國に 下向し 侍る とき、 普 光寺の 住 侶幡麼 にか 

たりて いはく、 年來高 野に 住せん とお も ふこ、 ろざ 

しあり、 しかれ ども 费緣備 へやして 本意 を はたさい 

るに、 夢のう ちに 高 野に 詣 でけ るに、 ひとりの 高僧 倚 

子に よりお は しまし て 、幡慶 に む かひ宣 く  、汝は やく 

此 地に 來る ベ し 、管 丞相 は 我 違 世の 身、 小 野の 道 風 は 

我 順 世の 身なりと、 幡慶 修學の 人なる が ゆ へ に、 大師 


の 冥監 にあ づか b 、此靈 夢 を 感 するとい へり、 されば 

幡慶 のみに あらす、 總 じて 道に こ、 ろざし あらん 人 

は、 何 ぞ此神 を 仰 ざらん や、 大自 在天 祌は菅 丞相の 靈 

なりと いふ こと 釋書 にも 見えたり、 十 一 面 自在の 靈 

應 とい へ ば、 大師と 同體 なること さも あらん かし、 い 

よ/ \ 信仰 を はげますべき 事共 也、 拆又 月次の 一 歌 

の 興行 は、 興 山應其 上人の 時より とぞ、 

〇 明星 院 

當院 は覺鍍 上人の 開基 也、 上人 ある 時此 地に みづか 

ら あか 井 を 穿ち 給 ひ、 虛空藏 菩薩 を自畫 し、 求 聞 持 を 

修し給 ひしに、 悉地を 得、 寅の 一 天に 井中に 明星 來現 

せり、 それより 此 地の 靈 なる を 感じ、 後世に つたへ し 

らし めんと て 、賓殿 を 造. 0 て 明星 を あがめ 奉らる、 故 

に院の 號 とす、 今の 庭前 の あか 井是 な. 5  、上人 手づ か 

ら 不動 尊 一 驅を 彫刻し 本尊と し 給 ふ、 今の 持佛 堂の 

明 王 - 】 れな 、もとより 院宇偏 小 なれば、 中古の 住 侶 

これ を 嘆き、 偏く 衆に 請て 境內を ひろめて、 永く 無疆 

に をよ ぶまでに、 此名區 の沒 せざる はかりごと 、塞に 

た ふとく こそ 覺 ゆれ、 
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御本尊 弘法 大師の 御影 也、 寬. キ 年中、 一 人の 佛ェ いづ 

くより ともなく 此 地に 來り、 如法の 衣 を 着し、 一 刀 を 

くだす ごとに 三 禮し舉 り、 數 十日 を 經て此 t?: 像 を 成 

就せ b 、せ； 時 あやしき 黄 子 一 人來 り、 同じく 力 を あは 

せ、 彼佛ェ と共に 其 功 を 終へ ぬ、 人々 怪しみ、 童子い 

づ くより 來らせ 給ふぞ ととへ ども、 あへ て 答へ すな 

- りぬ、 其 後 信心の 行者 此尊を 崇敬し 奉り、 每日步 を は 

こび、 すでに 三十 餘 年に 及べり、 行者 か、 る 勤に よら 

ば、 いかさま 靈驗ぁ るべき ことに こそと、 い さ、 か 疑 

心 を きざ せし かば 、大師 其 夜 の 靈夢 に吿て 曰、 其 萬 ：：： 

の 功眞實 なる かなと て、 少東 のかへ b 見させ 給 ふと 

みしよ. o、 いと あ. 0 がた く覺へ て、 急き 御堂に まい. 0 

尊像 を拜し 奉る に、 夢中の あり さま 其 儘に して まし 

ましけ. o、 行者 此 よしを 遍く 世人に 語， 0 つたへ しょ 

.5 此 かた、 俗 萬 日 大師と 申け. o、 いまに 至る まで 尊像 

の 御ぐ し、 後の かた を かへ り 見 まします、 g;^ はが ほ M 

と は 本 一 體 LL して、 正しく 高 m 七， T も， ， ム *tJ^e-F^ 斤 4;r り 八 W 

の 化 現し 給 ひけるな リ とぞ、 丄ぉナ 徇 おび- 鬆 

杵 を傳來 せり、 又此 傍に 護摩堂 あ. 5、 御 長 一 尺の 阿 遮 

羅 尊の 塑像 を 安 殺せり、 大師 御 童 形， の時讃 州に して 

作らせ 給 ふと 也、 
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〇 山 之 堂 

御本尊 は、 养=大 明 神と 弘法 大師 合體の 不動明王 也、 

大師 當山開 地の 最初に あたりて、 赛日大 明 神へ 參籠 

ましまして 誓て 曰、 我 今 廣大の 伽藍 を 建立 せんとす、 

鬼門の 木 尊 は いづれ を か 安すべき、 仰 願く は 神 其 旨 

を 示し 給 へ と、 深く 誓願し 給 へ ば、 夢中に 大明 神吿て 

曰、 薩 趣のお も ひ 給 はん 尊 を片像 作り 給へ、 我 又お も 

へ る 尊を片 像つ くる ベ し、 若 其 尊像 相違 すん ば、 薩趣 

の 悲願 成就 せんと なれば、 大師 諸 魔 降伏の 尊なる が 

ゆ へ に、 不動明王の 像 を 一 片 つく.^ 給 ふ、 大^ 神の 作 

らせ 給ふ片 像と 相 合せ 給 ふに、 符節 を 合せた るに 似 

た b 、大師 歡 喜した まひて、 其 尊 を こ、 に 安 じ、 良 鬼 

門の 靈、 竹と なし 給 ひて 後、 波 句の-障碍 なく、 諸 伽藍 等 

建立した まふと な 、又 此堂を さる 事 數百步 にして、 

大師 御手 づ から あか 井 を 突ち 給へ り、 若不淨 不信の 

ともがら 此井を 見る 事 あれば、 祟罸 歴然なる 事、 今の 

世 も 人み なしれ る 事な. 0 とぞ、 

〇 全光院 

本 は 正 法院と い へ ，9 、開基 誰と いふ こ と 分明なら や、 

山內家 代々 の 御 菩提 所と して、 九 代 以前 大和 守 殿 仙， 


昌院 殿の 御爲 に、 總院中 を仙昌 院と號 しける も か、 

る ゆへ にや、 其砌 高野山に をいて 四方 十 許 町の 山林、 

又 所 倾の國 に をいて 田園 を 寄附し 給 ふ、 楚に 黄金 を 

敷て 祇陀林 を もとむ る 功德を 感じ 給 ふなるべし、 さ 

れ ども 鹿-:: K 年中に 院 宇に 火 ありて 燒 失せ. o、 其後士 n 

川 藏人佐 §1 廣家 公、 代々 の 御 菩提 所 なれば、 彼 傷跡 

の 荒 敗 せる を 歎じ 給 ひ、 先妣の 御爲 にと て 、總 本堂 を 

再興し 給 ふ、 是又寬 永年 中に 失火の 難に か、. りけ る 

を、 嫡男 廣正 公、 先考の 御爲 として、 正 法 院の院 宇 堂 

塔 を 建立し 給 ふ、 御 慈父の 法名なる が ゆへ、 薛號を あ 

ら ため 新 名 を あたへ、 全 光 院と名 づけ 給 ふ、 极 又土岐 

家、 繁滞 家、. ？ね 見 家、^ 沼 家、 因の 根 契たり、 靈資ぁ 

また あるう ちに、 弘法 大師 御 筆 六 宇の 名號ぁ b  、俜聞 

此名號 は、 昔： n 大師 遠 州國木 原と いふ 所に 寄宿し ま 

しくけ る 時、 館 生に 給 は. 9 し を、 代々 其鄕の 靈寶と 

あがめ 置け る を、 當院の 住 侶；^ 阿 上人と 中せ しが、 深 

く 懇望た るに よ.^  、永年 中 此院に 送り 來 たせ. 5、 其 元 

をう しな はざる などい へ る はか、 る 事なる べし、 其 

證記今 現に 存す、 其 外 擅 越より 寄附の 珍 器 等 あぐる 

にいと まあら す、 j とせ 烏 丸亞相 卸登嶺 のとき、 當院， 


の 住持 全榮 にあ ひ 給 ひ、 高野山 古今の 因由な ど尋ま 

しくて 、奥 院御參 詣の 時、 

雲 うづむ 高 野の 峯の曉 に 

なを あ ひがたき 月の 影 哉 放鵰子 

その 折から、 

おも ひき や この 柴の戶 を まれに 明て 

大宮人の 釉を みん と は  全 榮 

放 鶴 子、 全榮 こ、 ろざし の ほど を 感じ 給 ふゆ へ にや、 

御歸 京の 後、 高 野の あるじの 僧の よめる と 題して、 彼 

家の 紀行に いれ 給へ. 9 とか や、 これらの こと 此 書に 

載ん 事、 いかい 侍らん などお も ふべ かめれ ど、 彼 家の 

集 歌のう ちに さへ 書 入 させ 給へば、 など か殘し をく 

べき や、 一 樹の陰 一 河の ながれ をむ すぶ も、 みな 其え 

にしと はい へど、 か、 る 時に ぁひ舉 り、 其 名 を 人に よ 

ばれん こと、 且其 人の 德の 厚が ゆへ 歟、 

〇 光臺院 

開基 覺法 親王 tgSf の宮 Jsflfl 大治ニ 年の 頃 御 

草創、 本堂の 御本尊、 彌陀、 舰昔、 勢 至、 是白河 院御持 

佛 堂の 御本尊た.^ し を、 覺法 親王 高 野 御 韜晦のと き、 

讓與し 給 ふと 申 傳 ふ、 今に をいて 恒网の 法事 を勸仕 


す、 ある 時 庵室の 前に 藤の 花の 暌 ける を 見 給 ひて、 

鞭舒 ^藤の 花 わが まつ 雲の 有 なれば 

心に かけて け ふ も 詠めつ JJgM 

第五 世守覺 親王 御 登山の，.」 き、 彌陀如 來を拜 し 給 ひ、 

本堂の 白壁に みづ から 書付 給 ふ、 

年毎の 花 は 朽れど あみだ 佛の 

ちか ひに のこる 法の 一 舟 

亦 櫻の 枯木 を御覽 じて、 

遠 き 世 を 忘 れ やら じと 朽殘 る 

花に ゆか. 9 の 哀をぞ しる 

抑 昔 H の舊 制を尋 ぬれば、 堂閣、 宮殿 其 外車 寄、 院家、 

寺 僧、 候 人の 所 居、 谷々 軒 を つらね 地 を撲、 されば 諸 

國ょ. 0 寄附の 莊園數 所 あり、 其 後代 遠く 歲 去て、 今 は 

纔に 萬の 一 をと-めたり、 しかれ ども 數代法 親王 


練 行 あそばされし 劳弱 なれば、 今に 至る まで 仁 和 寺 

御所の 御 支配たり、 近代 覺深 親王より 御 本 1:}^ 阿彌陀 

如來 へ灯汕 料な と 寄附し 給 ふ、 ， 

冬の 頃 後 入道 法 親王 こもりて 侍..^ ける に 送り 

給 ひける 


ヒ 


高野山 通念 集卷三 


百 九 


古 g 野 山 通念 集卷三 

^1 降雪 は 谷の 扉 を 埋む共 

三世の 佛の H や てらす らん 崇德院 

返し、 

照すな る 三世の 佛の朝 = に は 

降雪よ .0 も 罪 や 消らん J^Jf 伊き M 

光 臺院の 谷に 廿露院 とい ふ あ h.、 覺法 親王 御 隱遁の 

時、 甘露 寺 殿お なじく 隨逐 ましく、 其院に 閑居し 給 

ふと ぞ、 其 由緒 于.， 今絕 す、 甘露 寺 殿、 水 無 瀨殿代 々 の 

位牌 を 安， & せり、^ 又 登山し 給 ふとき も、 此院の 寄宿 

あ となむ、 

同 谷 寶逮院 は、 是も覺 法 親王に 屬 して 登山した まふ、 

すな は. 洛 陽の 寶逮院 殿より、 此 地に 一 宇 を 草創し 

て を こな ひす まし 給 ひける とや 相 傅 ふ、 此院の 御 本 

尊 も 光 臺院の 如來と 同 木 同 作の 御佛 な，.^ とぞ、 

うしろの 山林に 關白秀 次 公の 廟窟 あり、 文 祿四年 七 

十五：：： 此 所に 葬 b 舉 ると かや、 

右 御室の. H 緒を談 やれ は、 悉五 室の 攝在 たるべき 

に、 千 手院の 中に 攝す、 名實 相違す るが 故、 後來の 

狐疑 を 慮りて、 漫に 一 辭を赘 する ものな. 9、 

〇 峻德院 


本 は壽命 院と號 す、 近來 井伊 勒負佐 直滋、 いかなる 緣 

にか 有 けん、 有爲の 财寶を なげうち、 無 爲の湼 盤の ね 

が ひて 此院 を講 ひ、 舊名を あらため 新 名 を あたへ た 

まふ、 誠 is?|g|? 其 後 烏 丸亞槐 登山 ましく、 御 

悲 a- の 御 遺骨 を此 山に おさめさせ 給 ひ、 御 位牌な ど 

安置し 給 ふ 折 ふ し、 此院 に 御詞を よせ 給 は る、 その 言 

葉に いはく、  ， 

洛西常 盤の も b のかげ に、 法 雲と いふ 小 院をか 

ま へ て、 我祖の 遺跡と す、 井伊 拾遺 滋 朝臣お な 

じと ころに あと をと. めら る、 AT こ >»  V,J す 事 

あ.^ て、 この 山に 分 入ぬ るに、 かの 緣に ひかれて 

峻德院 とい ふに よ b て、 とふべき 入の しるしな 

どし をき 侍と て、 一村 雨の かげなら ぬ こと をお 

も ひて、 かの 靈 前に 手 向す る ことにな りぬ、 

放鶸子 

高野山 if" の 下まで 結びけ.^ 

とき はの も， 5 の つゆの ちぎり や J 

奥 院御悲 ゆの 石塔に 

壽量 未气必 比 二 仙 家： .飪 保，， 法身， 意 若 何、 

爪髮併 埋二靈 地裡； 化爲 n 土塊， 待，， 龍 華 T  , 


結び 置え にしく ちめ や 高野山 

その 曉を まつの 下露 

立なら ぶ 名 もしら 露の ふる 跡に 

かたぶぐ 石の なを あはれ 也 

おなじく は 命 ある 世に ふた、 びと 

ちぎり て 出る 杉の 下道 

また 不動 坂に て 山人の 柴 おろす をみ て 

山が つの 峯 よりおろ す柴車 

とむ るかた なき 我心 かな 

右の 如くみ づ から 筆を染 させ 給 ひ、 一 卷 とし 當院に 

殘しを か せ 給 ふ、 まことに 後代の 靈珍 とす ベ き 者 也、 

されば 人に より 風に うつされ、 俗に ひかれて こ， f の 

あたらしき は 珍しから やな どい へ る も あれ ど、 是等 

のこと など か あげて しるさ ざらん、 むかしよ， 0 殘し 

を かれし 物に も、 其 時に あたりて は今此 事の ごとく 

なる ベ きに、 傳 へ 殘 せる 心から こそ、 今に 至る まで 古 

事 を も 見 侍りぬ、 

〇 五 之 室 

此谷を かく 名づ くる 事、 光臺院 に覺法 親王 御隱 

遁 なされし とき、 御 境內の 庵室 五軒 ありし ゆへ 

高 野 山 通念 集卷三 


と ぞ申傳 ふ、 又は 御室の 御所 なれば、 直に 御室と 

云べき を、 轉 訛して 五の 室と 云と もい へり、 いづ 

れか是 なるや、 

〇 大定院 

此 一 道場 は、 明 寂 上人の 建立、 井 不動 堂 あり、 則 彼 上 

人の 骨 をお さめ 給 ふと 舊 記に 見えた. o、 抑隱岐 入道 

明 寂 は、 時楝 孫、 隱岐 守、 g§l 遂に 俗 網 をの がれし よ 

りこの かた、 虛空藏 菩薩 を 本尊と し、 求 聞 持の 法を修 

し 、 即悉地 をな し、 其 後當山 にう つり、 此院 に 寓居し 

まし まし、 北 室 院の良 禪阿闍 梨に したが ひ、 兩部 大法 

をう け、 一生の あいだ 永く 五穀 を斷、 身に 賴 綿を不 

レ着、 口に 酢 をな め や、 偏 菩提 をす くひ、 天 治 年屮入 

滅し給 ふと かや、 于 ある 人の 夢想に、 暗 有い 聲云、 

五 之 室 菩提 往生 可い 舉， 禮 との 奇異の ことい も、 委く 

高野山 往生 傳に兒 えたり、 又長遍 法眼 堂と て、 三の 宮 

御室の 仰に よ.^ て、 建立 あ. 9 と舊 記に 見えた..^、 これ 

さへ いつの ころに か返轉 し、 その あと さへ 今 は 見え 

や： き、 

〇 極樂堂  ， 

御本尊、 遍照 金剛の 尊像 也、 抑 此寺は 大師 四十 一 一 齡の 
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御と し、 大峯御 修行のと き、 みづ からの 御影 を 诞埴し 

て 作らせ 給. ふと ぞ、 開基 を尋 ぬるに、 むかし 此 所の 地 

地獄な りしに より、 貴賤 これ を惧 怖す、 時に 大師 一 七 

日 秘法 を 修し給 ひし かば、 火坑 たちまちに 變 じて、 淸 

凉の 地と なる、 すな はち 池 巾よ..^ 丈 六の 阿 彌陀、 井舰 

昔、 勢 至 等 涌 出し 給 ひけ. 9、 又 幾 ほどなくして かくれ 

させ 給 ひき、 因レ玆 末世 利 生の ために 堂 を 立、 丈 六の 

彌陀を 大師み づ から 安置し 給 ふと ぞ、 其 後 十 阿彌陀 

佛と いふ 僧、 應永十 一 年 夏 六 =： 廿  一 ：w、 奧院に 通夜し 

給 ひしに 靈夢を 成せ. 9、 曰、 極樂堂 破壊に 及， -、 汝是 

を 興すべし と、 愛に をいて 十 阿 四 衆の 合力 を賴 みて 

財 資 を あ つ め 、同 十七 年 四 1=： 八：：： に 功 を 初ん とて 、古 

き 堂 を こぼ たれけ るに、 楝の 上に 一 の 箱 あ，. >  し を ひ 

ら きて 見れば、 むかし 此堂 建立の 緣 起の 文な， o、 其 後 

永 正 年中まで 傅來 せる を、 おも は ざり き 火難お こり 

て 終に 燒 失す、 又 厳 島の 明 神を此 一 道場に 鎭守 とす 

る こと、 彼 十 阿 ある 時 夢中に、 嚴 島の 神よ， 0 玉の かん 

ざし を 給 ふと 見し に、 さめて 猶 手のう ちに 有ければ、 

有が たくお ぼへ 小社 を 建立し、 天女 を此 所に 勸請ぁ 

hs ける と. 23、 


〇 阿彌陀 峯覺 法が たは 附 

むかし 僧が 谷と いひて 墓所な. 9 とか や、 されば 覺法 

親王、 西光院 |「| の 阿 彌陀を 深く 念じ 給 ひ、 日 ごとに 

詣 でさせ 給 ひける に、 あるとき 如 來此峯 に 來迎ぁ 

しょ-^以來、 阿彌 陀が峯 とい ふな.^、 按秘 に 云、 當 

山に 內外八 葉の 峯を 分つ、 其隨ー に 西方 阿彌 陀が峯 

と 云 あり、 §111 此 山に をいて 往生 を遂 るは此 故な 

^とぞ 、しかるに 其舊名 はとな へ うしな ひ、 今の 新 名 

をい ひもて はやす、 是 のみに あらす かくの ごときの 

事 多 か. 0 き、 歎く ベ し 嘆す ベ し、 

佛に はな..^ 過たり や 高野山 

あみだが 峯を 越て 行から 法 橋紹巴 

さて 覺 法が たはと いふ 事、 是 も同院 へま ふで させ 給 

ふに、 あみだが 峯は 道も峻 にして 程遠し、 此た はは 近 

道 なれば、 此 道路 を 分 させ 給 ふよ..^ して、 所の 人覺法 

がた はとい ひなら はせ る 也、 予 おも ふに、 故 を たづね 

て あたらしく、 當 代の 人口に いは せん 事、 おそれ ある 

ベ きこと 共 也、 され どもい ひ 傅へ ける を 今 又 改には 

あらす、 何ぞ其 名な からん や、 それさ へ あるに 今の 人 

かつごうが たはと い， ふ、 猶恐 ベ し 無 下 にや、 


〇 高祖 院 

開基 後 醐院の 御宇 元應 年中、 九十 三代の 檢校 圓雅、 

If  5  一  洲大其 後暦應 元年の ころ、 光明 院 殿の 勅願 の 

道場と なりぬ、 法 大師 彫刻し 給 ふみ づ からの 御影 

を此院 にう つし 安置した まふ、 此 故に 高祖 院と いふ、 

利 生の 德をぁ ふ ぎ、 國 家の 福 を 祈. 9  、長 nz 光明 眞言 護 

摩の 料 所と して、 和， M 國 土生鄉 地頭 職參分 一 、細 川 陸 

奧守顯 氏、^ 朝 安全 武門 長久、 殊爲 JKn 先祖 菩提 鬪亂 

死 鍵 T 彼 料 所と してな がく 件の 地 を 寄進 せらる、 一 た 

び佛界 に投の 財、 ふた ゝび俗 境に か へらす、 縱雖レ 及， 一 

末代  一 5 な， 此理を おも は ざらん や、 子々 孫々 にい たるま 

で 敬 信のお も ひふかく、 寺領 田園に をいて 逮亂 ある 

ベから すとの 寄附 狀、 今 見に あ. o、 禪定 法皇、 前 光明 

院 殿の 1： 主顕 氏、 細 川 家 代々 諸 尊靈、 慶 長年 中に 建立 

し、 晨 夕の 動； 打 を こたら す 侍る、 又慶畏 の はじめ、 桑 

出 法 印、 大師 堂 寺院 與興 あ- 9 となむ、 

〇 大德院 

御 本お 阿 彌陀佛 井二 菩薩 也、 故に 古 は 連花院 と院號 

)  ^i^-^NMUV  t^.  ^姓 谦". y 十四 代 苗裔 藩お 朝 ほ、 

^  .  OW^^A^^^X^ 波タ Y 野筑 SI 守？ 通 之 孫、^ 定之 

政 p£y,i じ め は 南朝 東大寺に 寓居し 給 ひ、 唯 
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識等 の 321 を究 め、 せ： 《後 壽永 二 年 三 e: に 登り、 五 之 室 谷 

禪定が 峰 鉢 覆 山の 麓に、 一宇の 蘭 若 を 創建し まし ま 

し、 より 以來、 明 德鍾を 繼でを こな はせ 給 ふ 梵刹 也、 

大棺那 は 大柱國 源 家康公 御先 君 新田 親 氏 公、 三 州 松 

- 牛の 鄕に棲 遲し給 ひしと きょ b  、師檀 の 芳盟を 結び、 

代々 の 御 菩提 を 祈.^ 奉る 道場と なれり ける 事此 故に 

や、 其 後 信 光 公の 御 末子 御隱遁 あ..^ しに、 此^に 住せ 

給 ふと 申傳 へ， り、 享祿 年中に は 右京亮 長 親 公 御 登 出 

あ. 9 て、 久しき 山の あ， 9 さま、 古た る 寺の よそお ひ、 

御 先祖の 御 神主な ど拜 ませ 給 ひ、 成 心し 給 ひけん、 此 

院を再 造 まし ましぬ、 されば 天文 五 年の 頃 は、 淸版公 

の 御 骨を此 山に 納め 奉らる、 遠. H 氏 林 氏 等供舉 せら 

れけ ると かや、 同 十八 年 大樹 寺 殿御 菩提の 御爲、 此寺 

にして 念 頃に 執行 はせ 給 ひぬ、 弘治 元年に は、 廣忠公 

品々 の 御調 度、 井 佛像經 卷等御 寄附 あ. 5 ける とや、 此 

後 恭く大 權現宮 西 三 河 所々 御 進發の 頃よ b、 當寺中 

興. 2:^ 雅 上人 を 歸 依し 御座し、 常に 御陣營 に 隨從せ さ 

せ 給 ひ、 ffi 御 吉凶 等を吿 奉る、 天 正 八 年 溶 松に をい 

て 、此院 の 荒凉せ る を 聞し めされつ V 、修- 没 の 御詭ぁ 

, ^て、 隣 地の 茅 をき. 9 はら ひ、 寺の 制度 を廣 めぬ、 今 
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年 高 野-に 御登嶺 あるべ きょし 嚴命 ありければ、 宥雅 

かしこまりて 行程の 次第 を 記し 奉らる、 文祿 元年 異 

朝 御 出陣の 時、 5^ 雅 聚落に 伺 公し、 則 御 祈禱の 事な ど 

仰 を 承て、 誠 精 を こらされけ ると かや、 終に 文祿 三年 

芳 野よ.. - こ.、 に 登臨し 給 ひ、 此 寺に 御 寄宿 あそばさ 

る、 此時饺 長 親 公 はじめて 御 造修ぁ b し楝 札な ど を 

台覽に そな へ 奉り、 且又 親 氏 公よ..^ 廣忠 公に いたる 

まで、御靈座等を拜し給ひ、っら^>累世舊好の寺な 

る 事 をし ろしめ し、 永く 來 世に 傳 へまく 思しめ し、 種 

稀の 御 寄附の 物 を 下し 賜 ふ、 巾に も 弘法 大師 御作の 

香合の 愛染明王、 同签に 虚空 藏幷大 威德明 王の 像寸 

餘 なる を 出し 給 ひて、 且宣 はく、 是 はこれ 我 常に 懷中 

に 安置して、 守護の 尊た. 0 とい へど も、 今 こ、 に附屬 

す、 畫夜此 尊 を 供養し て 、國 家の 安全 武運の 長久 を 祈 

るべしとの钩命を蒙..^しょり以來、 是を 襲み 是を箱 

にして 內佛 殿に 安置し 奉る、 彼毂令 をた がへ す舉持 

す、 次に 御 親筆の 和歌 一 一首 扇 面に あそばされ、 幷御紋 

の 幕 等 を 賜 はり、 ある 時宥雅 御との ゐの 夜す がら 御 

物が た. 9 の 序に、 師檀の 御 約束 はいくら の 宿世と も 

はか.oし.x^がたし、今ょ.o後御武運ぃょくたかく、 
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萬々 世に いたる まで 變易 なく、 猶 懇篤の 御 こ、 ろざ 

し を 仰 奉らん と あれば、 誠 をつ くし 身 を 全し、 牌 前の 

つとめ 懈る 事な ふして 行末 を 待べ し、 吾子 葉 繁榮に 

をいて は、 なん ぞ練 かならん と、 殊更 德 川の ； 字 をく 

だされ、 連 花院の 舊號を あらため、 今より 大德 おと 號 

せよ と 命じ 給 ふ、 御詞の 有が たく も たのもし くも、 忘 

れ 奉る もの か はと、 上人 人々 にも 云った へられし と 

かや、 又 慶長六 年 高野山の 法式 を 乱した まふ 時に も、 

宥雅 を駿府 にめ されて、 師檀舊 好の 寺な b  、舉祿 望に 

まかすべき など 御餘 ありけ るに、 上人 かしこま，^ 奉 

て、 破^ かたじけなくも 御 累世の 靈牌 をぁづ かり 奉 

り、 其 上 御 一 家の 大小 名、 井 御 旗本 安祥 山中 岡 崎 等の 

御 譜代、 大形 我 寺の 檀越 として 其 志 あさから す、 時々 

佛 施の 賜 もの 有、 さなき だに 法師 は貧衰 なる を 以て 

修行と す、 今 食 人に 乞 事な く 、衣服 裳な がふして 塞 

苦 をい と はざる も、 ひとへ に 御 恩 滞に 浴す る 所 身に 

あま. 9 たり、 さらに だに 御沙汰に も 及ぶべき にあら 

すとば かり、 かたく 辭 しければ、 ロハ 殊勝々/、 とば か.^ 

仰 あ.^ て、 其 事 は 止 侍る とこ そ、 又宽 永年 中 はじめて 

當寺の 境內に をいて 、東照宮、 台德院 殿の 兩御佛 殿 を 


御 造 構 あ. -、 奉行； K せ IfS 然 此と き佛具 法具 等の 一 

品々 の 靈寶、 莊園 など を 御 寄附 ありけ り、 しかれば 毎 

東照宮の 法樂、 台德院 殿、 大献院 殿の 御 法事、 殊に 

晨夕 のっとめ 懈怠な しと かや、 自餘の 寳物先 大抵 を 

註す、  一 

一 、高野山 牛 王 板 Isffi^ 照 

一 、太 政官符 壹卷 

一、 丹 生 記 眞濟 大德御 自筆 

一、 弘法 大師 御 筆の 御經 二 軸 

一 、同 御所 持 之 花 皿 一 面  ： 

一 、彌陀 觀昔勢 至 閻浮檀 金 

是は天 野 氏康宗 寄進  ， 

一 、吳道 子 觀昔像 

一 、4^"ほ.4^に5^!&し？^.:;^>大贈正天海 

一 舞 ナね w_ ソ銜 S ル自 筆の 15  1 

此外 不.， 遑， 記、  , 

〇 ： 心院 

此谷は 行 勝 後 住居した まひし よ b  、鎌 倉 法 印^ i 

曉御 隱遁の 御と きに は、 高 野の 別 墅の其 一 とし， 

て、 總門 などた て を かれけ る、 その あ. 0 あり、 心 一 

の 字の 池の 事、 これ 又 たれのう がちけ ると いふ i 


事、 さだかなら す、 又は 拜殿 淸凉臺 など ゝて、 十 

二人の 供 僧をゝ かれ、 紀州 南部 莊、 山 東莊、 中 村 

の莊、 かれこれ 莊園數 所 を 寄附 あ しと かや、 そ 

のか み は 學道を も 執行せ しと ころ とい ひった 

ふ、 まことに すぐれたる 靈 地な， 0 とぞ、 

〇 中 谷 

むかし は此 所に 十三 佛 堂のう ち、 經藏、 上の 塔、 護摩 

堂、 安樂 庵、 寶瓶院 、念佛 堂、 悲願 院 など、 て あ.^、  ^ 

曉法 印の 御 時には、 いづれ も莊園 寄附 ありと 舊 記に 

見えた.^、 中に も 悲願 院の 地藏 とて、 靈驗 あらたなる 

あり、 昔： n 一  心院の 住僧の 身 まか. ぬるに、 葬 艢の導 

師 はいらす、 則 此地藏 のうけ と， 0 給 ふな どい ひ傳 て、 

其 儘 葬し ける と 也、 され どもい つの 頃よりか 中絕し 

て、 當代 は此事 もなか. 9 き、 坊舍 もむ か レの名 は ひと 

つと してな し、 

一 云、 中 谷の 事、 貞曉法 印の 御 時 は、 此 所に 多くの 伽 

藍 を 建立し 給 ふとい へど も、 悉く 返轉 して 今 は 本堂 

幷 御本尊の み 殘れ. o、 養泰院 殿の 御 位牌ば か b 香 花 

の相績 絕す兑 えけ る、 先年 本堂 再興の どき、 南都の 御 

門 生 一 乘院 殿、 御 自筆に あそばされく だされし 奉加， 
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帳 于レ今 あり、 

按に、 此 谷に 小院 あまた あるう ち、 むかしの 安樂 

麼、 寶瓶院 、悲願 院 など ゝぃ へ る 舊院の 跡 也 やい な 

やとい ふ 事 もしる ベから す、 久しく 年 序を經 たる 

事 なれば、 いつの 頃よ. 9 か 彼 蕩號を あらため けん 

もしる ベから す、 識者 を俟 もの 也、 

〇 不動 堂 

行 勝 上人 御 遁世の 後 御 5^ 立、 八 條女院 gg^f 御 願な 

りと ぞ、 賴朝 公より 莊園等 御 寄附 あり、 本堂の 中尊 井 

ん大 童子、 廊の くりから 1 一童子 は 運慶作 也、 中 壇の 不 

動 は 行 勝の 本尊た， 9、 西廊の 大師 は、 不動 堂鎮 壇の 時 

造らせ 安置 せらる、 と舊 記に 見えた b、 總 じて 十三 

佛堂 あ. りと い へど も返鸭 す、 され ども この 堂 は 于レ今 

；:^ す、 

〇 阿 彌陀堂 

此堂 は、 土砂の Hi^ 梨 I 赠駐 % 御 遁世の 後、 建立 せら 

る 、精舍 な.^、 土砂の 阿閣 梨の 御廟 は、 阿 彌陀院 の 上 

出の 櫻の 下な. 9 と ml: 記に みえたり、 御 在世の あいだ 

は、 此 堂の 傍に 小 庵 を むすびて おはせ しとな hs、 其 

後代 遠く 歲 去て 修理 をい と4^まざ れ ば破壤 し 侍る、 


 ^ ャ 六  

〇 寂 靜院乂  £坊 と 云 

大欖主 源賴朝 公也 、歴代 編 年：^ 成 §1 第廿七 云、 .^E; 應 

一 ー年に鎌倉法印^^ハ曉建立し給ふ、 い U 曉は賴 朝 公の 三 

男、 仁 和 寺 勝 12； 院門主 也， 本. お 阿彌陀 等の 三 尊、 又 丈 

六 堂 を 造る、 本！： 御身 右大將 發髮を 納め 舉.^ 給 ふと 

見えた， 9、 三時 上 堂して 本 # の 三味 を 観じ、 五 相入觀 

して 自他の 雨 願 をまん す、 又 護摩堂の 本尊 は 不勸明 

王 、 I 脇 さ れ ば 行 勝 上人 大峯 の签の 岩屋 に 參 籠し、 

護 靡 を 修行 あ b しとき、 常隨給 化の 隨カ得 善の 二人 

の 弟子、 お. 0 ふし 殊勝の 心き ざし、 取 分 奇異のお も 

ひお こ .9 護摩 を拜 むに、 不動明王 爐 中に 現じ 給 ふ 、隨 

力 得 善、 上人に 此 よしを 申せば、 上人 珠數 を爐 中に な 

げら るれば、 忽く， 9 から 明 王と なる、 其 形 像 上人 手づ 

からつ く， 0 まします、 則 護摩堂に 安置して あり、 又 望 

の 岩屋の 不動明王 にも、 靈夢 により、 行 勝 上人 寂靜院 

護摩堂の 本尊と して、 日々 の 護摩 晨 夕の 勸行を こた 

る 事な し、 誠にむ かしょ b 勅命 を 下されし 地 なれば、 

ことに 後伏見 院嘉 元年 中に 勅額 を 下し 給 はる、 今に 

赏寶 た， o、 後光厳 院ょ. 9 以後、 代々 後土御門、 後 55.小德 

院、 後大 通院、 いづれ も 勅命 あ .9 て、 此寺 にて 御 菩提 


を 祈り 舉る、 又 五 坊と云 は、 昔 H 妙法 速 花 經の五 宇に 

かたどり、 五軒の 坊含 をた て を かれ けれども、 今は此 

一宇の みさ だか なれば、 卷て 此院を 五坊と 云と みえ 

た 、さて 又 後光 嚴院 殿より 以來、 如法 經を 執行せ し 

むべ きの 3  口宣 下 あり、 依い 之 三時の 如法 經の 勤行 をな 

し、 八 軸の 妙 典 無 招 の 書寫 をな すと 也、 

. 〇M.^ 今 は 蓮 定院三 基 五輪 附 

開基 鎌 倉 法 印い； 也、 御本尊 聖觀 昔、 ゆ 請 I、 されば 當 

寺の 傳記 を考 るに、 ま 曉三坊 にす ませた まふと あれ 

ば、 { 叔靜 院，， C 奧坊 と此 寺と なるべし、 則此坊 にして、 寬 

喜 三年 二  R: 廿ニ  E、 御と し 四十 六 齢に して 御 入滅 あ 

ける とか や、 本願 御 臨終 付 御 往生 の 素懷を とげ 給 ふ 

こと をし るし をけ る こと あり .sss^ 

或說 に、 貞曉此 所に 閑居 まし ましけ る 御 時には、 御名 

を 千 阿 上人と 申 奉る よし、 尼 公 登山 ましまして、 千 阿 

に 天下 を讓給 はんと あ..^ ければ、 上人み づ から 片目 

をく ぢ， つて、 五 根 不具に して 辭し給 ふとい ひ傳 へた 

、是 等の こと、 後の 君子の 參 考を俟 ものな り、 則 千 

阿 上人の 寫眞 一 幅于， レ 今現然 た. -、 又 建 保 五 年 六巧廿 

五日、 行 勝 上人の 四十九日の 忌に、 貞曉 千體の 地藏を 

. 高^ 1^ 念き— S1 


つく 給 ひ 供養 等 あ. りと 舊記 にみ えたり、 其 後 木 食 

長弘 上人、 和 州 三輪の 平等 寺 を 出、 最初 落着して 此寺 

に 寓居した まふと かや、 fSfSS  ，噹 

此坊の 隣 所に 三 基の 五輪 あり、 これ は賴朝 公、 三代 將 

軍、 井 一 一位の 尼 公の 石塔な りと いひ 傳 へ たり、 すな は 

ち 此所を 昔は拜 殿と 申 奉る よし、 近き 頃お 一 かくい ひ 

ける と、 老宿 はかたり 傳 へ ける を、 まのあたり 聞け る 

人 もま、 有と なん、 此 石塔 誰の 造 立せ ると いふ 事た 

しかなら す、 予 おもへ らく、 上人 其 祖の御 ぼだいの 爲 

に 立 給へ るなら し、 た > 識者 あらば 尋 給ぶべし、 

〇 阿 光 院茶木 之事附 

昔日 明惠 上人 閑居の 精舍 なりと ぞ、 常に 上人 弘法 大 

師御 筆の 阿字 を かけ 置 観じ 給 ふに、 光明 赫爽 と室屮 

を 照し ける よりして、 寺號を かくい ひける とか や、 

于レ今 其 阿字 ； 幅傅來 して、 當 地の 重寶と せり、 持佛 

堂の 天井に 光明 眞言の まんだら を 記し 給 ひしが、 世 

遠く 年賴 て 悉く ふるび 、文字 等 も さだかなら す、 さ 

れ共、 乾 角の かたに ュ字 あ， o、 今に あざやかな. 5  、上人 

持 來し給 ふ 五色の 舍利 一 粒、 佛ェ 春.：：： の 作の 地藏尊 

一 體 あり、 是は 臨終 佛と 申傳 へた.^、 予 おも ふに 彼悲 

la 十セ 
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願院の 引導 地藏と 申舉る は、 若此 尊像なら ん歟、 一 

因に 云、 拜 殿の 後の 山の 岸 根に 茶の 木 あ. 9、 昔日 惠ー 

上人、 栂 尾より 此所 へな ゑ を うつしう へさせ 給 ひ： 

しかば、 稗な く 生 茂せ り、 其 後世 久しくな， 9 て、 相 

續し養 ふ 人なければ 枯槁に 及べ b、 近代まで 其 株 

は あ. 0 とか や、 古老の いひ 給へ り、 

〇 速 花定院  I 

本 は 奧之坊 とい へ b  、開 ft 勝 上人 、れ纖 ，繊 

fil^、 其 頃 公武 兩家 殊に 源賴 朝公歸 依し 給 ふと か 

や、 當 山に を い て 僧房 佛閣等 を 建 創し 給 ふ 事、 組舊記 一 

に 見えた. -、 本堂の 御本尊 無量 壽如來 也、 上人； 

此寺を 念佛觀 法の 淨刹 として、 院の號 を 念 佛院と 命- 

じ、 畫夜 四時に 観念 を 凝し、 三 衣 一 鉢に て 修行せられ： 

しに、 虛 さよ.^  ；顆 の寳珠 降來て 鉢のう ちに 入ぬ、 上 一 

人 不思議に おぼしめ され、 試に 寳珠を 破 碎し給 ふに、； 

鐵鉢は 窪め ども 寶珠は 曾て 碎る 事な し、 則 寶珠は 摩； 

尼 殿 を つく， 9 て 安置 し 、 彌勒 修を こたり 給 は す 、あ る 

とき 堂 中に ひかり を 放^、 頻 に搖雞 して、 一 顆の 寳珠ー 

より 長 一 丈 計の 俱利 伽羅 明 王の 像 現じ 給へ. 9、 暫時 一 

ありて 又珠屮 に收 りて、 贅珠 も； 史に 損する 事な しと- 


かや、 宴 須彌容 二 芥子 T 大海 收ー 一毛 端 一と 說給 へる も、 さ 

も ある ベ き 事 ども 也、 上ん 則未來 世の 爲に とて、 其 時 

のかた ち をう つ し 鶴 て、 以て 食堂 に 安置し ぬ 、S^PJ 

I、 又 承 元年 屮、 丹 生 高 野の 兩神、 夢にも あらす 幻に 

も あらや、 上人に 吿て 曰、 汝行 業す でに 足て、 我 を 尊 

崇 する 事 年 久し 、尊に 笥飯嚴 島の 兩祌 は、 我が 柱 昔の 

友たり、 今に 善 好 を 忘れす、 願 は 昔： n の ごとくに 一所 

に.？ 住んで 密法を 護持し、 又 異國を 返 治す る 時、 扶 

翼の 武將 とせん、 はやく 丹：^ 祝に 命じて 招請すべし 

と 也、 上人 舯 勅に 任せて 天 野に Si で、 丹^ 祝に 吿、 祝 

曰、 我 夢見る 事 も 又 同じと、 相議 して 一 一所の 祌社を 天 

野に 經營 し、 丹 生 高 野の 兩 社と 相 雙て、 密法 擁護の 四 

吐と パ め 上人ロロの後外生祝；^*5^!、ヒ人.^?」：&5-して 

とォ 力 rf> 奉る ぉ^>11と號す、くはしく天野の卷に兌ぇたリ、 

拆又當 院屮の 鎮守 兩社櫂 現 も、 此、 上人の 勸請 なりと 

かや、 上人 は 建 保 五 年 五 月 七； =： に、 寂然と して 滅を唱 

へ.^、 則 余-海 等の 弟子、 兒の 坂の 山に 葬して 後 一 祉を 

立置、今にぃたるまでハ：；：勝の宮と仰ぎ^*^りぬ、又念佛 

院の茵 號を速 花 定院と あらためられし は、 金； t 上人 

の 時な りと かや、 第三 世 金 海上 人よ. o、 禪眞 房、 自明 

房、 旨 心房 等と、 師資 相承し 來 りて 付 法賴々 たり、 殊，. 


に 一 


も：^ るい 

檀 興 事 た 
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1 無 軒 道冶輯 . 

〇 本中院 

此所 かく 名づ くる 事、 委龍 光院の 下に 見えたり、 

〇 龍光院 

當院 は、 弘法 大師 御 在世の 時 御 住居の 精舍 な. 9、 其 時 

に は 中 院と號 すと 見えたり、 則 大師 御 筆の 御手 印の 

緣 起に、 當 院の圖 を手づ から 書の せ 給 ふ、 其 後 大師 高 

野 を以、 御 弟子 與然 僧正に 付馬し 給 ふ、 しかる ゆへ に 

眞然を 中院の 僧正と 號し、 又 高 野 後 僧正と も號 す、 

守覺 親王 拾 要 意に 云、 中 院眞然 僧正、 爲ニ高 野 管領？ 

又 爲，， 柬寺長 者 ， 云々、 又 號，， 後 僧正 •： 初 因，， 眞濟擧 T 

空 海 僧都 贈，， 大僧正 位于野 山？ 準，， 望 之， 云，， 後 僧正 T 

當 山の 舊 記に 云、 宇多 天皇 仁 和 四 年、 擢二置 金剛 峯寺 

座 ま 職； 是眞然 の 御 時 也、 次壽 長、 g|  一一 一！； き：，；、 る 次に 無 

さ 眞然 入室 也、 傳記在 n 于釋書 fegg- 內 供奉 眞 JVJa^ せ 目 衰て主 

さ 井 慶の保 胤が 往生 傳記； 墨 I 然 入室、 i>^t 尊ネ てお 

す、 膂満 寺の 座主 上 綱た b  、其 後明 算檢 校、：？ &八 g 年 ll^w 

i^-承元年十 一 月 十 一 日 入滅、 傳記 見-元 亨 IS 普 【 但生 國，， .-紀 州 神前 之 

人と 記す、 雖レ然 那賀郡 竹 房に 誕生し 給 ふと 云說、 當 山の 記錄 にの せ 


當院 上人 號院 家職の 事 は、 第 七 世の 住 侶定詮 上人の 

時 也、 fli^:^ 之、 W 法 又 先達 行範、 永祿 年中の 頃、 大峯 

之 岩崛に 入て 籠居 せられし 時、 俄に 風雨 雷電し、 惡鬼 

祌等來 .0 て 稀々 の 障碍 をな さんと す、 行範 右の 手に 

利 叙 を 持、 左の 手に 念珠 を携 て、 阿 遮羅明 王の 大 i 几 を 

誦し、 降伏の 三 摩 地に 住せられければ、 惡鬼忽 に あ 去 

て、 行 願悉 成就せ りと かや、 

1 、當院 は、 注 昔 海 野 信 濃 入道 棟 綱より 真田 一 德齋に 

b て、 代々 の 祈願 菩提 所と し て 、檀盟 なが く絕 ふ 

なく、 其 子孫に 及で 彌 誠心 あさから す、 寺院な ど 

あ，： >  と かや、 一外 村 方 氏、 望月 氏、 蘆 田 氏、 いづれ 

契の 由緖 ありと ぞ、 

〇附 外 之 不動 

此堂 むかし 誰の 建立と いふ こと 明なら す、 中興の 施 

主、 備前國 上 都 郡 金 岡 莊野崎 三 郎兵衞 入道 久家、 1 一世 

< 文 樂の爲 に造營 ありと かや、 御本尊 阿 遮 羅明王 は、 昔 

H 覺體 上人の つくらせ 給 ふといへ り、 一た び 失な ひ 

舉 りし 後、 又 あらたに 造. OS て 安置せ ると 也、 

一" I 野 通念 集 卷三終 
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や 延久の 頃、 小 野 成 、おに 隨て兩 部の 大法 を 受學し 給 

ふ、 殊に 上足の 御 弟子 也、 當山 にか へ .9 中院に 住し 御 

座し ます ゆ へに、 明 算の御 法 流 を屮院 流と 號す、 然し 

より 以後 今に 至る まで、 他山 他 寺に をいても 此法流 

を傳授 す、 これ 此寺は 中院法 流の 本 寺な. 9、 中 院御房 

示現 記に 云、 明算 住居の： W 1 京 子 あり、 常 隨給壮 し 給 

ひて、 營事 悉く 師の 心に かな はすと いふ 事な し、 此ゅ 

へに 秘印ロ 訣等を 以て 一 々さ づけ 給 ふ、 其 後 彼 童子 

師に暇 を かふて かへ らんと す、 みづ から 龍體を 現じ、 

屮院 のうしろ の 山に かくる、 其 後 時々 龍 身 を 現じて、 

師に拜 謁し 舉る事 再三 也 云云、 于レ 今後の 山 下に 龍窟 

あり、 ある 時 又 小 龍 現前す、 現に l:s をいたい く、 其 

玉大 光明 を 放つ が ゆへ に、 巾院を あらためて 龍光院 

と 號し給 ふ、 これ 明 算！； の 御 時よりの 名 也、 明 算の後 

第 六 代の 住持 源 照 阿閣梨 上表の 文の 其 略に 云、 

高院忝 高祖 大師 檢息之 地、 眞然 僧正 近 住 之 跡 也、 無 

I 是 i; 師相傳 之 後、 我 山佛法 暫雖. レ 隱，， 龍宮 之浪： 至 n 

于 末代、 中 院檢校 阿閤梨 明算、 殊仰ニ 彼 聖跡； 興 二院 

宇： 鎮 之 後、 靑龍數 放い 光、 名， I 龍 光院ハ 職 而斯. a 

也、 則屬， I 小 野 僧都 成 尊： 練 n 學兩部 之 大法： 傳，， 來諸 
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尊 之瑜伽 r 遂 安，， 置 一 宇 之 經藏ハ 流 U 傳于 一 山之學 

徒？ 其後敎 眞阿閣 梨、 明 4、 山 籠、 濟俊檢 校、 實 覺阿閎 

梨 、井 某 、師資 相傳、 瓶 無， 漏 等 云  〃 、| い^、 

一 、彌勒 堂、 むかし 大師 當院 のうちに 建立 まし まし、 

か 共、 近代 返轉 す、 御本尊 は 閻浮壇 金の 尊像、 于， 今大 

師の 御影 向所に 安置し 奉る、 秋 七 月 一 七晝 夜の 不斷 

經は、 明算 帥の 御 時まで、 此彌勒 堂に をいて 執行す、 

其 後 大衆 あるが ゆへ に、 壇上の 金堂に て勤レ 之、 

一 、ト i, 〈口、 又は 名ュ 金剛 5^ 資樓 閣瑜ョ llito  -r- P  )、.v.,s-.^ づ ,1 

一 バぉ 紙 培； 安-一^ 形 於 五 f-; 是も t 力し ナ. RI み- 力 

ら巾院 のうちに をいて 建立し 給ふ搭 也、 しかれ 共い 

まだ j; お 梨し 給 はす、 後に 眞然 僧正 其 御 こ、 ろざし を 

繼給 ひ、 其 功 を 終 給 ふが ゆ へ に、^ 記に あるひ は 大師 

の 御 建立と もい ひ、 あるひ は M 〈然 の 御 化-立と もい ふ、 

當山を 以て 金剛 峯 寺と 號 する こと、 此^の 內證 にか 

なへ るが ゆへ なりと 范 にみ えたり、 眞然 僧正 御詠 

歌と て 記された る あり、 

うちけぶ り も ゆと も 見 へ ぬれ 卞の名 を 

わらびと は 誰が いひ 初に けん 

1 、盤 I" あまた 持 R 給 ふ 中に も、 

1 、八 組 相承 三 衣 


、 ns:  H" Ifri  Ld  i ^午 真，^ • 也 、博 0  、云-都 五鈷 「言 都 

0£ネ？.^王^^,4,集，， 一 切 劝德， 義也、 有，， 傳記っ 

、同相 承；；？ 香爐 

、同相承灌頂道具秘密之器|^^^レ 

、f 利 ss、  一  .m^ll 

、十 化 心 十. 條四幅 一 對 

、余光 明最 勝王經 全部 十 卷紫紙 金泥 

、同等 • 全 部， 1 字 御 筆 

>^  I お 5.:  < ^ポ明 算手澤 、&、  二 小 僧都 

Ts  I  iiil き 所- 傳授之 由、 有 レ跌、 

此外畫 圖經書 等 あぐる に いとま あらや、 

0 明王院 

如： 上 人 懷赛 眞，禪 房 H 、は舊 地な り、 肖像の 

費に 云、 久離 M 睡眠？ 常 凝，： 座禪、 木 食 草 衣、 宛 如 n 仙人- 

見えたり、 仰當院 は、 弘法 大師 御 花 世の U  、御手 づか 

ら 五太. 竦 を 刻ませ 給 ひ、 御堂 建立し、 壇上 東北 鬼門の 

鐡將 とし 給 ふと かや、 まことに 淺から ざる 靈地 な 5  、 

彼 h 人 其 傍に 草. 旭 を 結び まします、 殿堂 門 鹿の 廣妝 

展麗な る は 、 其 後 つくりな せる よし 也 、初 上人 誓願し 

て、 明 祌の御 體を拜 見し 奉る ベ きの 志 を はげまし、 致 

誠 行^; fS 功せ り、 あるとき 明 神 御影 向 まし まし、 御す 


がた は 天女に して、 光 赫变 として、 いた いきに 天 冠 

あり、 身に 瓔路を かざり、 異 香芬馥 として 室 中 を薰せ 

り、 乃 上人に 吿て 曰、 

大師 入定 之 時、 以ニ此 山 住 侶- 懇姚ニ 置 吾： 依い 之！ 40,, 

住 侶， 志、 時 無，， S 忘： 立，， 朝 煙-防 二ぎ.^, 計、 ：史無 

レ非 一一 吾 力： 其 中 有 二 信心， 之 類殊加 一一 哀愍； 有 二道 心 一 

族 直送 二 淨土ハ 若 有 n 不信 懈怠 之 輩 ( 決定 應，， 受レ業 

難，， 轉、 仁 導不ぃ 及. レカ 者、 且 交，， 吾 使者 中？ 待 二 解脫於 

慈 尊下 生： 其 程 鏨雖ニ 著， レ皮 戴に 角 之 身： 可レ令 レ憶 二 持 

祌咒， 矣、 

かくの ごとく 託宣 まし/.,^ てうせ 給 ひぬ、 今に 至る 

まで 御 神 體を彩 維して 拜み舉 る は、 此 時の 御 相貌と 

ぞ、 されば 上人 は 巾踪明 算阿闍 梨より 秘密の 法を傳 

へ、 又 北 室 良禪檢 校よ. り 的 受相傳 ありし とか や、 小 野 

勸修 寺の 作法 集 一 卷の 中、 三 衣の 作： tr 高野山 懷 具 

禪 房の 傅と ての せられた. 5、 終に 久安 元年 卯 月 十 

白日に 都 率 天に 往詣し 給 ふと かや、 一 ™ は ぜの其 後 

代々 名 德出給 ひ、 中古 忠義 法 印 當院に 住持し 給. r あ 

る 時 太 神宮 へ 參詣し 給 ふ 次で、 宮 川 の 邊ゅ たとい ふ 

M にて 死人 葬送に あ ひ 給 ふ、 法 印 を 誦し 印 を 結び、 
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^11、 廻向して 通 b 給 ひしに、 其夜13^|^の子夢見ら 

く、. □ 親 來り吿 て 云、 我 高野山 忠義 法 印の 廻向に より 

て 成佛得 脱す、 あ へ て かなしむ ことな かれ、 あけなば 

法 印 又 此邊を 過 給 ふべ し、 ねんごろに 此狀を 申た て 

まつり、 禮謝を こたる ことな かれと て 夢 さめぬ、 ふし 

ぎのお も ひ をな し、 道に さへ ぎ 法 印 を 待う けたて 

まつ， 9、 夢中の 事 をのべ 恭敬し ける と 也、 法 印の 上足 

長 算阿閎 梨 良 忍 房、 博學 他に こえ 論議 衆 を 挫 ひしぐ、 

閣梨 二六時中 書 をよ み 給 ひしに、 心に かな ふ處 あれ 

ば、 則記錄 しまし ます、 牆壁 厠 上と いへ 共、 筆 視をそ 

なへ 給 ふと かや、 其錄 する 所の 書抄等 世に を こな は 

る、 三 井寺 智證 みづ から 圖き 一し 給 ふ 不動明王 

の #s 1 幅、 贿：： 、不井 黄 不動、 i ほ；.^、 不 いづれ も 靈驗卓 

i. たり、 

弘法 大師 御 令 娃智. 大德の 御廟 所 也、 されば智^3^の 

德^ あまねく 世人の 識知 せる ことながら、 いまだ 幼 

孩の はじめより、 魏嶷 にして 比倫な か b しかば、 大師 

法 器な りと よろこばせ 給 ひ、 界顧 あさから す、 此 山の 

秘法 をも傳 へさせ 給 はんな どお ぼしめ しける > 


力 


や、 しかれ どもい かなる 百 六の 運に か あたらせ 給 ひ 

けん、 御と し 三十 七に して、 天 長 一 一年 一 一；：：： 十四 H に 世 

を はや ふし 給 ひぬ、 愛に をいて 大師の 慟哭 ャ ぎ.^ な 

か しと ぞ、 まことに 天 喪の 歎 もし かじと ぞ 聞へ 侍 

る、 其 哀悼の 御作 文 を 見て 見つ ベ し、 三十 五；；： の 忌：：； 

に 至て、 法事 を 執行 あ そばされ しに、 時の 僧侶 を 供養 

し、 職掌の 其 儀 厳重 也、 其會 につら なりし 人々 も、 か 

なしみ 骨に 徹して、 各泪を 落さす とい ふ 事な し、 今に 

いたる まで 當. S に をいて、 五 七：；； の 法事 は此 時の 式 

にした がへ りと ぞ、 むかし は當院 にす こしきなる 庵 

室の みあり し を、 中古 六條院 御宇、 第サ 三世 檢校 (ボ 

賢、 i 讁 醒％ 産の なほ, 泉 I 跡， 3  ？ ん こと を か 

なしみ、 宏基^ 構 をな し 給 ふ、 按 御手 印の 緣 起の 綺圖 

に、 壇上の 鬼 塔 を 柬南院 としる されたり、 耆 宿の 記 を 

考る にい はく、 此寺 中頃 衰微し て 、塔の 修 理等 もな り 

がた かりし かば、 壇上の 諸 伽藍の 列に 入て、 修營 など 

一 山の 沙汰に をよ ベり とぞ、 彼 檢校宗 賢 は、 壽永ニ 年 

九月 十三：！： 入寂し 給 ふ、 

〇 遍明院 

本堂の 御本尊 大日 如來 也、 開基 眞如親 T: と 申 奉る、 大， 


同 帝 lis^Mi 一一す でに 皇太子の 位に つかせ 給 ひし か 

ども、 故 ありて 薙染し 給 ひ、 光南 都 東大寺に 寓居 あ. 0 

しと かや、 天性 聰敏 にして、 志 氣宏邁 にお はし、 か 

ば、 學は內 外の 典籍 に^せた まふ、 三論 をば 道 詮に學 

し 、密敎 やぶ 4^ 海に うけ させ 給 ふ、 終に 阿 闍梨位 を 得 給 

ぬぶ S に 曰、 密乘 の奥秘 は、 此方に しても いまだ ざ 

ると みえたり、 大 唐に 入て 所 疑 を 質す ベ し、 彼 地 も 又 

此 上の ごとくなら ば、 遠く 葱 嶺をも 越なん とお ぼし 

召、： cl; 觀 三年に 上表し 給 ひ、 四 年に 入唐 まし まし、 あ 

まね/、 名 德を訪 せ 給 ふに、 御 心の ごとくなる 師 なか 

りし かば、 終に 西の かた 十 萬 里程、 多少の 難を經 させ 

給 ふと かや、 元 慶五年 在 唐 留學の 沙門 巾璀 とい ひし 

人の、 便りに 書 をよ せ 來し ていはく  、真如 王子 流：^ 川 

を 過 させ 給 ひて、 羅越國 までい たらせ 給 ひしに、 逆旅 

に をいて 遷化 あそばされ しと 傅へ き、 つると な，^、 

しかれば 當院 は、 親王の 此 山に 御 止 住の 時の 靈 刹な 

り a 如 現 王 或は 逼明 和尙 とも 申 I^f  3^^- 

一ん-か 故に、 院の號 i ，る 成べ し、 と s<> ス/ り 酵て * ^き a を 

考へ舉 るに-^ 親王 はじめてみ づ から 大師の 禪床を う 

か いはせ 給 ひしに、 大師 は薩 趣の ごとく 觀法 成就 あ 

.9 ければ、 道場のう ち 光 赫 、たり、 親王 禮拜 恭敬 あ 
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そばされ、 則 御 弟子と ならせ 給 ふと かや、 あ る 時 一 首 

の雅詠 を獻せ させた まひし は、 

かくば かり 達磨 を しれる 君 なれば 

怛他薩 多 迄にな，.^ のぼ. 9 けり 

大師の 御 返歌に、 

い. ふなら くなら くの 底に 落 ぬれば 

刹 利 も 毗舍も 隔て や はする 

となんき こ へ させ 給 ひ、 師資の 約束 あさから. ざり し 

とか や、 大師 は 中院に まし まし、 親王 は 當院に 御座 あ 

b しに-大師 當院の 門前 を經 過し 給 ふごと に、 王子の 

ゆへ を 以て 一 禮 あそばされ しとな hx、 今にい たるま 

で 諸人 其 式 をた がへ す拜し 奉る 也、 其 後 建 長年 中に、 

當院 の御兒 慈 氏 王 丸と 申い まぞ かりけ り、 ある 日 俄 

に 志 氣狂亂 し、 ロ辯輕 快に して、 みづ から 道 範^智 阿 

闍 梨に 對 してい はく、 高 野 明 神 我に 託しての たま は 

く 云云、 其言說 一 々利 をき はめ 妙に 入、 耆宿 老師の 疑 

惑せ る 所 を こ 、ろみと ふに、 悉く 秘鑑を ひらかす と 

いふ 事な し、 各 奇異のお も ひ をな しけ..^、 中に も 別て 

のた まひし は、 當院へ 未來永 々にい. たるまで 毎日 影 

向すべし とて、 i 所 を さし ゝ めさせ 給 ひしに より、 今 

1  1  百 二. Hli 
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に 其 一 間 をし つら ひ、 御影， M の 間と て 傳へ來 る 事 其 

ゆ へ 也、 又當院 の 中： 鍵 は、 世々 都 率の 往生 たるべし と 

な. 0  、 まことに お 難事 共 也、 造範其 時の 談論 等 の 始終 

を 自筆に うつし 一 軸と し、 當院 になが くと^め 撒た 

まふ、 此院の 主領なら では、 たやすく 拜み舉 る 事な 

し、 其 後後 宇多 天皇の 御宇、 祐信 圓大房 g.l^lg 當院 

に 住し ましく ける に、 檢校 執行に 任じ、 剩權 律師の 

永 宣旨を 頂戴 あ ける と 、當山 の舊 記に 載られた， 5  、 

靈寶等 箱 に満、 楝を柱 ふ 中に も、 

一、 弘法 大師 御作の 御 g 一枚 

是は 大師よ. ^親王へ 給り しに、 親王 泛 海の 晚みづ 

か ら の ^は く  、我が 魂 を发に 殘しを かんとて 、其 儘 

當院 にと > めさせ 給 ふの よし、 相傳の 記錄に 見え 

こ ひ、 

V7 り 

一 、弘法 大師 御 筆の 不動明王 一 一幅 

中に も 常 喜 院の心 覺阿閣 梨の 相 傳し給 ふ 尊 は、 殊 

に靈驗 あらたな b  、俗に 火 取 不動と 申 奉る、 由來ぁ 

る 事と ぞ、 

一、 千體之 不動明王の 像 一幅 大師 御挈 

1 、法 華經 全部 ー卷  同 御 筆 


一 、文珠 厨子に 入る 共に 大師 御作 

是は 大師 御 人 唐の 時、 船中 御 隨逐の 御本尊 也、 相傳 

ふ、 常に 御 枕と し 給 ひしと ぞ、 

1 、尊 形の 兩界 曼茶羅 梁 和 尙の御 筆 

是は 大師 御 灌預の 時 御相傳 あ..^ しと 也、 

一 、愛染明王 一 幅 

眞如 親王 御 筆、 

一 、五色の 舍利 七 粒 入， 殿 

是 は先德 より 傅來 也、 

右の 靈 I：？ 少も 狐疑に 涉 たる 物な し、 此 外牧溪 和-: 1： 

の 三 幅 一 對の緖 山り、 見る もの 嘆 椀せ やとい ふ isis' 

なし、 

〇 荒 祌宮相 殿 "大辨 i? 德 天 

昔日 高祖の 勸請 ましくて、 壇上の 鬼門 を 守護せ し 

め、 邪惡 魔障 の 難 を 滅除ぁ らせんとの 御 素 意 、まこと 

に 法 水の ながれ 遠く、 皇 風の 化廣 からし めんとの 御 

方便、 有が たか b け る 事共 也、 

〇 興 山寺 三千 K 首 寺 也 

往古 千 光お と 云 伽 監の墟 也、 本堂の 御本尊 阿 彌陀如 

來、 、太 問秀吉 公木へ „2 ^應其 上人に 命じ、 地 を さいて 


院莊 となし 給 ふよ. o、 造營 して 繁榮の 地と なれ. 9、 抑 

上人 は 近 江の 國藤原 氏の 家に 產 して、 初は將 rfe; たり 

しが、 ゆ へ あ，. >  て たちまち 金 革 を なげうち、 則 一 首の 

よしや 世に いはね の 小 松 年 ふ 共 

待 見ん もたい こがらしの 風 

と 詠 じ 給 ひ、 南山 を攀て 秘法の 密室 に 入、 魔 纏 早く 脫 

し世總 及ばす して、 野澤の 流派 を 汲、 木 食 草 衣の 身と 

な.^、 採 菜 汲 水の 功 十三 年 を 積 給 ふ、 一 とせ 此山 にこ 

と あ， 0 て、 旣に 安危 を 朝夕に はか. 0 しに、 上人 此禍を 

なげき、 はじめて 山 を 出、 あまねく つげ 悉く 說て、 終 

に 彼 Is- 難 を 解、 一. E の 大衆 枕 を 泰山の 安き に激 こと 

を 得た. o、 其 後 太閤 御所の 寵遇 をう け、 檀契 ありし よ 

. ^以後、 伽藍の 造 tsl- 領の 寄附 等、 悉以古 規に復 す、 

終に 鳳闕 に內參 し、 興 山上 人の 勅號を 蒙り、 此興 山寺 

に をいて 勅筆の 額 を 安澄し、 往來住 山の 僭 徒 を 招て 

0 を むす び、 論議 法談の 席 を ひ ら き 、永代 學問增 進 の 

はかh^ごとをなし給ふ、其外洛陽の大佛殿、 誓願 寺、 

東 寺の 塔、 金 常； 講堂、 醍醐 寺の 金堂、 嵯 蛾の 釋迦 堂、 

宇治の 平等 院、 淸水 寺の 子 易 塔、 安鮮 寺の 靑龍權 現の 
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社、 東 山 豐國明 神の 社 等、 國々 常 塔 佛閣、 所々 の拜殿 

神社 等 、都合 八十 一 宇營 構し 供養し 給 ふ、 されば 上人 

は 風雅の 道に 入、？！； t の浪 より 若の 浦に こ、 ろざして、 

いにしへ 心 敬 宗祇の 風 をした ひ、 紹巴を 友と して 隱 

を 索め 支 を 鈎て、 旣に 和歌の 秘 要を提 て、 無- K 抄三卷 

を 述作し 世に 傳へ給 ふ、 はじめい さ ゝか靈 夢 を 感じ 

たま ふ 事 ありて、 

祌垣ゃ 梅の 立 枝の 匂 ひ 出て 

. あはれ 昔の 色 を 見せば や 

因レ兹 はじめて 筆 を染、 其 功 を 終た まふと かや、 其 時 

又 淸書轉 軸の 曉、 

霜に さへ 下薬 は 露の 深み かな 

此 夢想 によりて 、洛 陽柬山 大佛殿 奧院樹 下に し て 、慶 

長 二 年初 春の 頃 書 はたし 給ぬ、 法服 紹 巴の 奥 書 を そ 

へられけ る を 、勅定 により 上人み づか ら老筆 を染、 か 

け まく も かたじけなくも、 天子へ 進 獻舉. 9 しかば、 大 

覺寺殿 一 一品 親王 穴 H 性 も 同 御 詞を加 へ られ、 無言 抄と 

いふ 外題の 文字 は、 勅 擎を染 下されけ る こと、 淺 から 

ざ. 0 し 事共 也、 代々 の 帝 も 御手 を ふれさせ、 一 歌の 式 

目此 道に 執し ける 人 は、 此捉を 守る 物なら し、 其 後上 

5  一. 5 
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人 六十 齢の 頃、 石山の 觀昔堂 を 再興し 給 ふ、 次で 紫 式 

部が 古 舉を尋 て、 終に 狩 野 右京に 命じ、 式部の 影 を 闘 

し、 上人 一 首の 歌 を 詠 じて 讚し 給 ふ、 

種 や 何^ むらさき のことの 葉の 

深き 心の 水の みなもと 

風雅の 道 を 慕 ひ 給 ふ 志 ざし、 老て も朽 せぬ ものから、 

哀れに ぞ思ひ 侍る、 然.^ しょり 後 又 天下の 亂に 依て、 

上人 離騷の 厄に か、 b て、 二 宇 精舍を 勢譽法 印に 附 

_ 扇し、 江 戶 の 飯 道 寺に をいて 觀念 坐禪を 凝し まし ま 

一 し.、 に、 終に 慶-: 三年 十月  一 n 、春秋 七十 三に して 

一 寂 をと な へらる、 遺^ 等^ 慨の餘 b 、棺柳 を 故山の 舊 

^ 宅に 送り、 全身 を 興. E 寺の 廟 塔に 納めら る、 と 也、 

一 、うしろの 山林の 内に、 東 照大權 ssn を勸 請し 奉り 

晨夕 の 勤行 を こたら や ぞ侍 る、 靈货數 稀 あり 、中に も 

一 鎮守府 將軍 秀衡、 *:ln 朝よ. 9 請求せ し糾紙 金泥の 二 切 

一 經は、 無比の 靈 へお 也、 又 八. -紙 金泥 三部の 秘經の 中、 大 

一 日經七 軸の 內三卷 は、 一行 禪 帥の 御眞 筆と かや、 今 東 

照 宫の寶 鹿に おさめ を かる、 と 也、 其 外不， 遑レ記 之、 

51 野 通念 集 卷四之 上 終   


ほ 二十 六 
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一無軒 道冶輯 

〇 小 田 原 

此谷を 小 田 原と 云 事、 昔 U 敎懷 上人 住し 給 ひし 

より 此 かた 此 名た.^、 しかるに 敎懷 上人 は 京 兆 

人な 、幼： Z 出家して 南 郡 興 福せ にす み、 壯年寺 

を 離れ 山城 國久世 郡 小 田 原に うつり 給 ふ、 故に 

俗 呼て 小 田 原迎接 房の^と いふ、 其 後 常. H に來 

、廿餘 年の 赛秋を 送り 給 ふ 、毎 U の 所作と して 

兩 5^ の 修鍊、 彌陀 の. れ法、 兼受 K 持大佛 m (陀羅尼 T 

誦，： 念 阿彌陀 大異言 ： 自餘行 業 人 のしる 所に あら 

や、 終に 宽治七 年 五 廿 七：：：：、 德行 積り て 九十 三 

齡 にして 入滅 あ b とか や、 旁 奇異の 事 サパ、 委高野 

山 往生 傅、 井 長 明が 發心槃 にも 見えた.^、 彼 上人 

の 其 名 をい はす、 常に 小 田 原 房と よび 來れる ゆ 

へ に、 此 谷の 名と すると かや、 此中 淨土院 谷と 云 

あり、 和合 院の 下に 兑 えたり、 

〇 虫 円 岩 寺 


昔 羽 院の御 願傳法 院の墟 也、 一 とせ 正覺房 覺邀、 

門徒の 事お こせし より、 當國根 來に寺 を造營 して、 此 

寺 を 移せし 也、 其 後此地 莽 とな. 0 ぬ、 しかるに 天 正 

:h 年 親：！： 廿ニ ：！：、 前關. m 太 政 大臣. m 臣. 顿 臣秀吉 公の 

御ゅ^;^恤」粧ましましけり、 すな はち 天瑞. 一 ォ殿 春岸大 

禪 {Ji- 尼と 戒名した てまつ る 、其 御 菩提の 御爲 とて 、當 

山に をいて 輿 山上 人 に 課て 、淨刹 を 造 營し給 ふ 、精舍 

井 經藏、 鏠樓、 七寶ニ 層の 提婆、 本尊の 御堂、 護摩堂、 

樓門 已 下 悉く 落成して、 後 三 井贯首 護院 殿、 幷小出 

00^  、中 村 式部 少輔を 上使と して、 封 をつ け 給 は 

るの 旨 をく ださる、 其 後文祿 三年 彼 尊靈の 第三 囘忌 

なれば、 御 退 福の 爲に 太閤 御所み づ から 此 山に 登臨 

し 給 ふ、 公家に は 藤 原^ 臣近衞 龍 山 公 を はじめ 奉り、 

卿. 中ム客 勅定に まかせ 隨逐 あ. 9、 武家に は 源 朝臣 內 

大ほ家 康公を はじめ 舉 b  、谷 御供 舉の式 を 刷 ふ、 すで 

に法筵にのぞませ給ひ、莊厳誠を^^し、^奠敬をぃた 

せ b  、則 恭敬 稽首し、 枯香供 花し 給 ひし 後、 一 首の 御 

詠耿を あそばし ける、 

なき 人の 記念の 髮を 手に ふれて 

つ、 むに あまる 涙 かなし も 


滿座伺 公の 人々、 悲淚袂 をうる ほさい る はな か. 0, き、 

一 其 翌日 法談 あ. - しに、 講 士！； 3： 性 院政 遍阿闍 梨、 問 者 如 

意 輪 寺 來遍、 I 音 又 其翌： W 連歌の 席 を 催せ さ 給 ひ、 W 

韻 を 滿じ給 ふ 、御所み づ か ら御發 句 を あそ ば さる、 


何 A  松 

年 を經ば _ ^木 も 花や 高野山 

まむ かたへの ひろき 垣う ち  奧 山上 人 

軒端に は 殘らぬ 庭の きみえて  白 

ひか.^ さし そふ 竹の すゑ <^  鳥 

白浪の よせ 來 るかた や =: ならん  常 眞 

さらに 夕 は 秋の すいしき  紹 巴 

露 をた だ 一 村雨の なごりに て  德川 大納言 

霧 はら ひつ 、かへ る さの 釉  iy; 旨 


右 聊初表 を 記しぬ、 あまねく 人の 吟 弄し はやす こ 

となれば、 今 略す、 

又 今様の 謠を 作らせ、 高 野 參詣と 命じさせた まひ、 御 

所み づ から 扇 を ひらき 釉を ひるが へ し 踏 舞 あそばさ 

れ しこと、 まことに 希代の 樂 事な 、それ 此山は 弘法 

大師の 淀と して、 禪 定を妨 ぐる 牛の こ ゑ 笛の 音な ど 

一 禁じ 給 ふ、 しかれ 共此 能の 折から、 笛なくて はいかい 

-  百 二. S 


高 M;; 山 通念 卷四 之 下 


百 二十 八 


とて、 秀吉 公役 人に 命じて ふかせら る、 然ると き 俄に， 

風雨 晦冥 震 雷爍電 夥し、 終に 笛 を や め 給 ひ、 速 に 山 下 ； 

し 給 ふ、 今 古老の 親り に 見せし 事 也、 誠に 大師の 德はー 

か、 る こ， とのみ にあら す、 仰 此所は 後 僧正 眞然の 御 一 

廟の地 なれば、 御堂 を^に 構へ、. おく 人に 渴 仰せし め 一 

給 ふ 所な り、 眞然御 忌：：：： 享水 三年 九：： C 十 一 =、 愛染 明 

王、 是本身 也、 眞然 の^ち 給 ふ あか 井 あり、 井門 前に 

覺鍍の ほらせ 給 ふと かや 池 あ. 9、 うしろの 山林 を 五 

百 頭 が峯 とい ふ 、是は 覺錢求 聞 持 を 修行し 給 ひしに、 一 

五 ぼの 羅漢 現じ 給 ひし 峯な るが ゆへ に かくい ふと- 

也、 其 後 大相國 公 天下 を 一 統 ましく し 後、 當 出の 靈； 

なる^5|を御信仰ぁりて、 佛法 興隆の 諸 沙汰 を 被，. 下、 一 

當寺を 以て 永代 檢校 職の 精舍 とすべし と钩命 をく だ 一 

し 給 は る、 則 此靑岩 寺に 住し、 國 家の 安全 を 祈りお は 一 

します、 毎 =： 十六：：： 山 王 院の法 施、 廿ー =： 御影堂の 法： 

樂、 乘與に 命じ 門徒に 圓繞 せられて 自勤 化し 給 ふ、 若 一 

故 あれば 執行 代の つとむる 事 も あり、 

0 西 光院谷 天德 院之 事附 

往古 は此 谷に、 西光院 とて 鎭 西京暹 上人の 建立の 寺 

あ， 0  、 名作の 阿 彌陀佛 丈 六の 像 ありけ り、 覺法 親王 御 ： 


信仰 あ さ か ら ざ.^ しと 也、 ||^ハ„ "兼 好 法師の 位牌 過 

去 帳な ど 有と なん、 其 寺の 跡に 天 德院と 云 寺 を 建立 

せらる 、仰 此天德 院と申 舉るは 、加 越 能 三 州大 守巾納 

言 利 常 公の 君 夫人に して、 大相國 ム：： 德院 殿の 御 女 也、 

元 和 八 年に 御 他界 あ， 9、 其 御 骨 等を此 山に 納め 給 は 

ん爲、 名 藍の あと をつ の-り もとめ 給 ふに、 幸 西 光院の 

靈地 なるこ と を きこしめし、 主 翁に 乞 求て 此寺を 建 

立し、 同年 秋 九月に 號を改 て 天 德院と 名 づけ 給 ひ、 捧 

花燒 香の 供養な がく 懈る 事な かれとの 命 を 下し 給 は 

b  、淨 侶の 供養の 爲に每 年 糧財を 給せ しめ 給 ふ、 又 西 

光 院と云 名の 泯 せん 事 を惜 ませた まひ、 谷 上の 奥に 

移せ.^,、ぁる說に、 兼 好は弘 i 女 五 年に うまれ、 覜應元 

年 四 月 四 n: 六十 八に して 卒す、 當山西 光院に 位牌 あ 

りと かける もさる こと ぞ かし、 兼 好の 事 は 諸 書に 載 

たれば、 今： 史 いふ ベ きにし も あら ざれ ども、 其 法師 さ 

へ、 おぼしき 事い はねば 腹 ふくる、 わざ なれば、 筆に 

まかせ つ 、などい ひし を お も ひ、 予 ぁぢ きな きす さ 

び、 後 前つ いかぬ こと 書つ いくる こそ、 いと 物ぐ る ほ 

しけれ、 兼 好 其 先 蹤を尋 ぬれば、 大織： 逸 鎌足 公 十八 代 

の 末孫に て、 父 は兼顯 とい ふ、 代々 兼の 字 を付舉 は、 


兼 好 十代 a 前の 祖に ぶ； nHH 兼延と 云に、 はじめて 兼の 

字 を 下さる、 鎌足の 鎌の 字の つく. 0 な. 0 とぞ、 兼好發 

心の 因緣 は、 ぁまねく人のし..^たる事なれば云に及 

ば个、 家の 集に、 修學院 とい ふ 所に 籠，.^ たるよ し、 又 

横 川に すみた，^ とも 侍..^、 今吉 田に も 其 住たり とい 

ふ 偽 跡 あり、 ならびの 岡に 無常 所 まふけ て、 かたはら 

に 稷を植 させて、 

契お く 花と ならびの 岡の 部に 

あはれ いく 世の 春 をす ぐ さむ 

されば 兼 好 も 改めて 益な きこと をば あらため ぬがよ 

きとい へる も、 改て益 ある こと をば あらため よなる 

べし、 北 一 〈作の 徒然 草 のうちに 、高 野の ことに 付 難儀と 

する - .-と を考ふ るに、 

證空 上人 古 來傳記 見えす、 今又當 山に て尋 ぬるに さ 

だかなら す、 按此證 i 仝 は 南山に 住 房 はなしと みえた 

、今 も 依學の 爲諸國 より 登峯 して、 所 化と な. 0 つ 、 

此 所に すみ 給 ふ 人 多し、 又は I 夏の あ ひだ 山 籠な ど 

しける 人 も あれば、 證 穴， J も此 たぐ ひならん、 しばし の 

旅 住た るか、； E 山より 京へ まかり 給 ふ 折から なれば、 

人 高 野の 證络 とい ひける か、 いぶかし、 新 千载^ に 歌， 


など 入れり、 西 岡 善峯の ほとり、 三鈷寺 第一 二世と いふ 

說 あり、 共 所に て尋 ぬべ し、 

呼子 鳥の 啼時、 招魂の 法 を を こな ふ 寧、 眞言 書のう ち 

にあ， 9 とかけ. o、 ひと、 せ 大相國 の 仰 をた まふて、 

林道^！^南山資性院政遍に尋られける事、 德 縫に 見え 

たり、 され 共 其 法 は 秘密の ことなれば、 政遍 あさ 

しく い ひ 給 はぬ と昆 えたり、 或 人の 云、 普贊 延命の 法 

に 付て、 招魂の 作法 ある こと、 三十 卷敎 王經第 十四に 

本說 たしかに 見えた とか や、 然れ ども 其 道に あら 

ざれば 其 沙汰 を なすこと を 得す、 聞 及びし に ま か せ 、 

今 こ、 に 書付て 知者の 参考と なす もの 也、 予過 にし 

頃、 於 二 駿府ー 總社宮 內少輔 に？ W 道の 古今 傳受 しける 

時 、呼キ 鳥の 事 もい さ、 か其說 をき く 事 を 得たり、 彼 

是思 ふに さも あらん かし、 委 く師說 をう くべ し、 

玉 造の 小町の 事、 眞言 家 へ尋 ぬるに 、高 野の 大師 の 御 

作の 目錄 にいれ りと 諸抄 にあれ ど、 玉 造の 文の こと 

は實 なしと 見えたり、 按兼好 も 見ぬ こと を 見た る や 

うに かくま じ、 世人な きこと \ い へ ば、 兼 好に 難 を あ 

た ゆる 事い か い、 玉 造の 文の こと、 . ひと、 せ 三宅昌 

三、 性 院政 箅に尋 ける に、 大師 御製 作の 目錄 九十 二. 


な M 野 山 通念 壤卷四 之 下— 


la  二十 九 


高野山 通念 集 卷四之 下  ， 

番目に あ.^ と 答ら れた りと なん、 其時昌 三 又 問 云、 大 

師と 小町との 時代 前後せ り、 大師 は 承 和の はじめに 

かくれ給へり、小町がさかりなる^5|其後の事也、^說 

いかい、 いぶかしと あれば、 政箅 重ねて 曰、 されば 小 

町お 年の はじめよ， 9、 其 人相 をよ くしり、 老衰の 末々 

かく あらんと 考給ふ 成べ し、 これらの 事 凡慮の 及ぶ 

所に あらす と 答 給 ふとな む、 いとたう とし、 

因に いはく、 今 世俗のう た ひ 物と する 卒都婆 小町 は、 

右の 文 を 本と して 作れるな る べし、 相傳 ふ、 寶 性院宥 

快 法 印の 作な. 9 と ぞ、  - 

〇 花 折 院昔は 在-蓮華 谷 中- 

御本尊 は 阿彌陀 如来、 抑當院 は定家 卿の 曾孫、 正 

一 一位 大納言 爲世 卿、 御歲 六十 九 齢に して 俗 を 出 具に 

入、 法名 山陰 明釋と あらためて、 此 地に 庵 を 結構して 

住し まし -、 夕に 修し 朝に 念じて、 廿 年を經 させ 給 

ふ、 終に 建 武五年 仲秋 初の 五： n に、 八十 九齡 にして 入 

滅し給 ふと かや、 其 時み づ から 具 像 をう つし 給 ひ、 

詠 折 花 供 佛寄露 無常 

たが 爲に 折と か はしる さくら 花 

三世の 佛も ゆるせ 一 枝 山陰 明释 


愚按 に、 此 詠歌のう ち當院 の號を かくし 入れ、 ならび 

に爲 世の 二字 をよ ませ 給 ふ 事、 まことに 殊勝に こそ 

おぼえ 侍れ、 近 骨まで 速 花 谷の 奮 地に、 其 卿の なん 植 

を かせ 給 ふとい ふ 櫻の 木 ありけ. 9、 それ も 又 朽て梯 

ばか b 殘 りし を、 老宿 はまの あた 見 及び 給 ひける 

も有とな，.^、彼明释遷化し給ひし後、 一 族の 諸 卿追薦 

の爲 に、 堂宇 等 を 經營し 給 ひし か 共、 時う つり 世 か は 

りて、 其 跡と むろ ふ 人 もまれくな りしに、 剩 近年の 

失火の難にか、.^焦土となりぬ、それ^-代には、絕た 

る をつ ぎ、 廢 たる をお こすなら ひなれば、 後の 人 こ 、 

ろざし を はげまし 功 を 積て、 今又此 地に 舊 地の 塔の 

本と いふ を 償 ひもとめ、 名 を あらため 花 折 院と號 し 

て、 ながく 其 名の 泯せ ざらん 事 を 期す る 物なら し、 

〇 安養 院 

開基 分明なら す、 中古の 住 侶 沙門 昌 道と いふ あり、 I 

I、 の % ^ザ 洲府 冠歲 にして 州の 永 平 寺 に 入て 藤 髮染衣 

し、 洞 家の 玄 奥に 通 徹し、 壯年 のころ ほひよ b 諸國行 

脚し 名師に 逢、 宗々 の秘 3  口 を 伺す とい ふこと なし、 耳 

順の 後 北京に あそび、 憲源 僧正に 謁し 秘密の 大法 を 

傳授 しぬ、 愛に をいて 年來の 疑念 渙 然として 遂、 此敎 


にあ ふことの 遲 きをな げく、 しかしより 瑜 伽の 密觀 

懈る ことなし、 屮 にも 無量 壽の行 法、 幷念佛 を 以て 常 

修 とせり、 建 長年 屮此 山に のぼり 祖廟 を拜 せんと、 紀 

陽に おもむき 給 ふ 折から、 、雄の 國天王 寺の ほとり を 

過け る 時、 忽爾に 一 人化來 し、 長 二 肘なる 彌陀の J 燕 摩 

身 を 授けぬ、 是 はこれ 我年來 彫刻せ る 尊像な り、 汝持 

念せば 西方 往詣何 ぞうた が ひ あらん、 是誠信 を感す 

るが 故に 與 へつ、 錯 則 1 拜荷 おし 来り、 

當院に 止 住し 給 ひぬ、 されば 院の 境內狹 小なる を 歎 

き、 若干の 兼 金 を 投じて 院地を 恢廣し 給 ひぬ、 終に 持 

念の 如來を 道場に 安澄し 奉. 5、 常に 念佛 三味に 住し 

て 化し 給 ふと かや、 此 本尊の 此 地に をけ る、 此院の 本 

尊に をけ る、 しかる こと を 期せす してし かる 所の 道 

理を 得た り 、中古 勢 尊 住持し 給 ひしと き、 山陽 山陰 十 

州の 伯 毛 利 右 馬頭 大江 朝臣 元 就 公に 遇 知 せらる、 愛 

に をいて 新に 執 を 下して、 師檀の 約束 を來 葉に 殘 

し 給 ふ、 嗣君輝 元 公に 及で、 數 ほの 祿 粟を附 せらる、 

蓋し 先靈の 遠き を 追 ふの 誠 志 不レ淺 事 也、 

〇 福藏院 

御本尊 不動明王、 §1、 開基 分明なら す、 大永 年中 參內 


仙人 、此院 を 護持し まし ましけ る 頃、 由 あ ひ 

て 靑蓮院 法 親王、 ff^g: 嚿當院 に 寓居 あそばされし 

に、 參內 仙人 夙夜の 勞懈ら す、 厘 足して つかへ 奉ら 

る、 しかるに 親王 本山に 御歸 座の 後、 參內 仙人の 誠心 

を 感じお ぼし 召、 奏聞 を經 させ 給 ひしに、 歙感の あ 

まり、 紀泉兩 州、 驟 南北、 僧俗の 官位の 御 代官 をぁづ 

かり 給へ ると かや、 あるひ は 唐 船、 高麗 琉 球の 舟の 

祈禱 等、 專 先例に まかせ 奉る べきの 綸命を 舉り、 小 田 

原の 雌雜 難な ど、 奎畫を 屈しく ださる、、 于， 今現然 

たり、 幷 內侍宣 尊長 親王 等の 明文 を 珍駿し 奉る、 ii- ハ後 

逢內 仙人 を嘉勢 田に をいて、 所の 明 神と 同意に あが 

め 奉る 事、 塞に かくの ごとくの 高德 あるから、 衆人の 

尊 奉 大形なら ざる 事 也、 

〇 實相院 

開基 鎌 倉 大禪定 尼 公と かや、 其 後賴賢 S 一  ^ 阿閣梨 秘法 

修練の 勝地 也、 相 續て慈 仁 上人 閑居 密室の 道場 也、 本 

堂の 御本尊 阿 彌陀^ の 三 尊、 鎌 食實相 寺の 尊像 也、 む 

かし は 塔 一 基 あ h- 、本 尊大 = 如來、 是も鎌 倉よ.^ 送 

舉 りし 尊像な b  、其 外鐘樓 山門 是ぁ. ^といへ ども、 天 

正 年中に 悉く 炎上す、 又 雨 實相院 ともい へ，..'、 善女 龍 


な ぽ野山 通 令 4 集 卷四之 下 


IB 三十 


」 向野： gjg—<sl 卷， 四 之 下  

王の すみけ ると て、 靈池井 小社 等于レ 今現然 たり、 往 

古 は 和 州 箸 尾の 莊を、 此院に 寄附 ありと かや、 

〇 上 之坊今 泰雪院 

當院の 御本尊 は、 高祖 大師み づ からの 御影 を、 御手 づ 

か ら埏 姐し て 作らせ 給 ふ 尊像 也、 抑此 御影 は 、讃 州誕 

生院に まし まし ゝを、 いかなる ゆ へ あ， 9 て か、 雲 州 尼 

, 子の 家に 代々 持 念し 舉 りき、 一 とせ 經久の 息 晴久の 

代に いた，. >  、毛 利 元 就と 國を あらそ ひし 時、 晴久 うち 

負、尊像を元就の家にゎたされけh^、彼元就は當院に 

葡因 あるに よ，. >  、久 住の 本尊と なし 奉らん とて、 元 就 

自身の 影 を畫し 添、 當院 へ 送. り來 たせ，^、 其 時 寄附の 

記 文 を 書して 云、 弘法 大師 御 自作 土佛 御影 gjfl^ 一 ^ 辨 

资珠の 

又 傅 求の 佛舍 利、 J£ 嵯 蛾の 天皇 御 自筆の 心經 一 卷、 紺 

紙 金泥、 

〇 高室院 

本堂の 御本尊 雞師 如來、 |§|： 、開 茶延喜 帝の 皇孫 具 

平 親王の 御子 房 海阿閎 梨と 申 奉る、 其 後 大聖 房と 申 

奉る は、 辨财 天女の 化身と かや、 しかるに 當 山の 麓 

天の川と いふ あり、 弘法 大師み づ から 辨財 天女 を勸 


  百 三十 二 

請 まじまし、 當 山の 衆徒の 財 福 をい のらせ 給 ふ靈地 

な. o、 ある 時 天女 井 十五 童子 等 珍寶を 舟に つみ、 はる 

かの 雲海 を 經て當 院に來 臨まし ます 事、 一 とせのう 

ちに 一 兩 度に 及べ りと かや、 いつの 時に か 有 けん、 歸 

帆の 刻、 十五 量子のう ち印鑰 童子、 彼 船に のりを くれ 

給 ひける を、 大 瀧と いふ 村の こなたなる 川端の 山に、 

宮殿 を造營 しい は ひ 奉る、 若破损 のとき は此 寺よ. 9 

于レ今 修造 をな し 奉る も此 いはれ な. 5、 當代も 時 を 得 

て { 仝 中に 槐 櫓の をと する を、 まの あた. 9 に 聞 人 も あ 

りと ぞ、 毎年 十 H: 亥の：：：、 天の川に をいて 諸方の 眞俗 

御 湯 を さ ゝ げ舉 る に 、先 當院 よ. 9 はじ め て 、^後 は 高 

家貴人の御.澄をもさ、げ奉る13^^、其故は、 一 とせ 官 

家よ b 勅使 を 下し、 第 一 に 御 湯を舉 らんと せし に、 御 

湯 曾て 沸 涌せ す、 あるひ は紕 壇の 扉 等 開け ざり けれ 

ば、 勅使 あやしみお ぼしめ し、 あまねく 咨諮給 ひし 

に、 祝 子な ど 中 さく、 むかしより 高室院 第一 の 御 湯 を 

さ、 げ 求れ.^、 おお ゆ へに も 侍らん と 申ければ、 勅使 

さる 事 も あらんと て、 先高 室院 より 開發ぁ るべ しと 

て、 則 其 式に したが ひけ h -、 愛に をいて 御 湯 も 心よ 

く、 立 扉も忽 ひらけさせ 給 ふと かや、 彌 今にい たるま 


で此 例に まかせ 來れ. 9、^ 又 北 條美濃 守 氏 直、 關東沒 

落の 後、 此 山へ 潘藏ま しまし、 當院 にしば らく 寄寓し 

給 ふ、 長 氏、 氏 綱、 氏繁、 氏 政、 氏 直 等の 翰墨 &通 當院 

にあり、 靈資 あまた 有て、 中に も 大威德 明 王 弘法 大師 

の 御 筆、 每年七 月 十五： n に 內庫を ひらき、 衆寳を こと 

ごとく 外陣に 出し 奉， 9、 諸人に 拜せ しむる を 例と す、 

ある 時い かいし けん、 此明王 を 出し 奉らで、 其 ま、 箱 

のうちに 匮 奉りし に、 寶藏 のうちに 牛の ほ ゆる こ ゑ 

なんしけ. 9、 人々 あやしみ 尋 もとめて、 其 ゆへ を 知 侍 

b ぬ、 是 より 世俗に 啼 牛の 本尊と 申なら はせ b  、又 庭 

鳥の 給 一 幅、 徽宗 皇帝の 寅 筆 也、 其 外 世間 出世の 畫 

圖资 物、 毛擧 にいと まあら 4^、 

〇 禪定院 今 和合 院 

開基 敎懷 上人、 5 の" gSSS 御 2? 動 g 王、 g 赚 1、 

異瑞 殊に あらたな り、 寬治 年中 白 河帝當 山に 御幸 ま 

しく、 當院に 御 車 をよ せ 給 ひし 折から、 不意に 丙 丁 

威 を 振 ひ、 院宇 悉く 災に 權れ， り、 折ふし風；^.^にして、 

寺 物 一 箇 もす くひ 出す 事 を 得 や、 御本尊 もむな しく 

灰爐 とならせ 給 ふやらん と、 各 かなしみ あ へ り しに、 

院の東 一 町 許.^ に 池 あり、 11^ 二 上た ま/、 其 ほとり 

高 野 m 通念 集 卷四之 下 


を 徘徊し みるに、 池 中の 磐石の 上に 御本尊 まさしく 

た、 せた まふ、 人々 奇異の おも ひ をな し、 火 巾より 爱 

に 飛 來らせ 給 ふとい ふこと を識 知せ り、 帝 此由を 叙 

聞 まし/ \- 、みづ から 明 王 を 御と りあげ あ. 0 しに、 此 

尊す こしもう ごき 給 は ざり しと かや、 帝 5^ 亵 上人- 一 

詔 ありし に、 上人 緣謝 即滅 機興即 生の 道 狸に まかせ、 

有緣の 衆生に 詫し 利益 を 施すべし と、 ふかく 観念に 

入て 手 を さ へ 給へ ば、 明 王すな はち 飛 あがらせ 給ぬ、 

き膽贿 1:1 仏、 て 帝た ふとくお ぼしめ し、 禪定院 と 

勅號 をく だし 賜 はる、 それより 飛 不動と 申 奉る と舊 

記 に 見えたり 、贵賤 道 俗 の ^仰 大形な らす、 上 入 常に 

護持の 本尊と して 奉戴 せらる、 上人 別に 道場 を 建立 

し、 彌陀 等の 三 尊 を 安置し、 晩年に 常に 勤 念し 給 ひ、 

井 聖道淨 土の 二 門 を 建立せられ ける とぞ、 5^ 又 春 H 

大明 神を勸 請し、 當院の 鎮守と し 給 ふ、 ある 時 奪： n 大 

明 神 詫して 曰、 上人の 住所に 我 日々 の 影向闕 ことな 

からん 云々、 其 後 庭 上に 俄に 藤 出生す、 まことに 不思. 

議の 勝地な り、 又 上人の 望に まかせ、 勅 ありて 築山な 

ど をつ かせ 給 ひける と 也、 而後 寬治七 年 五月 廿七 =1、 

九十 三齡 にして 入滅 ありと かや、 
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按舊記 云、 敎懷 上人 淨土院 幷塔ー 甚を 建立した ま 

ふ、 され ども 其 跡 いづ こと 識者な し、 

或 人の 云、 むかし は 當院を 淨土院 とい ひける とな 

ん、 彼 上人 山城 國小 田 原に 住 給 ひしが、 愛に うつり 

ましく ゝを、 世人 小 田 原と よび 來れ るが 故に、 此 

傍 を 小 田 原 谷と いひ、 別して 此谷を 淨土院 と名づ 

くと かや、 知者の 是正 を俟 ものな. o、 

當院に 六尺の 寶 li あ. 9、 弘法 大師 御 入唐の 時 御歸靭 

ともに 隨身 あそばされ、 海上の 風波 を しづめ たま ふ 

とか や、 故に 今 護摩堂に 安置し 舉り、 長 H 不 怠の 護摩 

勤行、 是炎禍 を 返け 壽 福を增 すの 白 業、 あ b がた か， 9 

し 察 也、 

或 人の いはく、 御本尊 明 王 は 弘法 大師の 御作に して、 

阿 閣梨惠 ^の 御開 眼と も 申傳 へ ，9、 

〇 細 入坊今 成慶院 

開 養 打 意 律^、  if  IJiK^tj;^ 本堂 御本尊 は、 弘法 大 

師みづ からの 御影 を 刻 彫し 給 ふ 尊像な り、 護摩堂の 

御 本 簡明 王、 I 證巾古 土 御門 御宇、 CE 山 殿の 執奏 

によ. 0 て 、當院 に 膀し て 成慶院 と 號し給 は る 、 龙ハ袁 書 

慶 長の 囘祿 に 烏 有と なり ぬ 、其 後寬永 十九 季秋 の 頃、 . 


時の 院主 秀應、 故事 を 温て 竹 門 主 無 •！： 金剛 二 品 法 親 

王良恕 公に 奏 達し、 令名の 泯 せんこと を かなしみけ 

るに、 親王み づ から 妙 翰を染 させ 給 ふ、 まことに 1^ 號 

なりと いへ ども、 其 額 これ あらたに な hs ぬ 、今 當院 の 

重寶 とす、 拆又三 光 上人 は、 天文の 頃の 住持たり、 一 

時の 楚才 にして、 當山佛 法 護持の 功 あさから や、 像 化 

を 扇揚し 給へば、 あ. まねく 大內 にも 聞え 侍り、 歙感っ 

ねなら すして、 終に かく 上人の 號を 許容し 給 はる、 其 

綸 3!n 今に 現然 たり、 

.ir^HhrTt.!J>.=^^:r,、ga<、 法名 覺. 淨、 ^^%^ま^<^、法名龍福 

^I^d-L^JA^^ltiK 元 Q 頃の J -、  ^^^^ 夺 g; -、 

0. いづれ も 歴代 當院の 植越を なせ， り、 今當院 の 靈 

寶 のうち、 K 首^ 磨 腐 作の 赤 梅 根の 释 避の 〈尊像 は、 雲 

谷 雪 舟 老人 異朝よ.^ 請來 せる を、 彼檀 主より 寄附し 

給 ふと 見えた.^、 則 雪 舟 自箏の 金 銘附寄 分明 也、 

甲斐 國武 E 殿、 往昔 逸 義淸 公よ.^、 信.^ 公、 勝賴 公、 

満 千代 公に 至る 迄、 代 々営 院に符 契た る こと 焉也、 

則 信.^ 公支證 あまたに 及べり、 E 錄 如い 左、 

信玄 公壽像 In..' 一  幅 

信 支 公 御 K 判 之 御 寄進 状 一 軸 

其 外數通 翰墨 等 あり、 賴公 又是に おなじ、 


同 直 维在判 軍門 色 装 方 之 書 

往歲其 文を寫 し 酒 井 忠勝公 進呈す、 因て 謝 書 を 給 

はる、 

同 軍器 再 配 串 

小 出 吉英 公、^ と 箱と を つくらし め て 寄進し 給 ふ 、 

同 持 念の 辨財 天女 井 十五 童子 安 阿彌作 

厨子に 入、 武 田の 家の 紋を畫 く、 

同 印 子 之珠數 一 連 

同 舰昔大 士. 一 軀 

沈香 木、 ffi さ 百 五 拾 六兩、 

同 不動 愛染 合體の t?. 像 一 幅 

弘法 大師の 御 筆 也、 戰場隨 身の 本尊と かや、 

十 王 十 幅 井 十二 天 十二 幅 

遙沿 軒の 筆、 

佛舍利 二 粒 

金 殿 入、 其 分 破 八十 有餘 粒、 但駭州 鬼 岩 寺の 什物た 

るよ し、 彫刻の 銘 あり、 

信.^, 公 行 大威德 法 次第 一 冊 

市 川の 僧曉善 筆、 敬白の 文 を 見る に、 自 行の爲 たる 

こと 顯然 也、 
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信 支 公 御所 持 之圓鏡 一 面 

尺有餘 也、 

釣签  一口 井 弦 蓋 等 一具 

世 稱ニ富 士签： 是 信す； 公鍾 愛の 物 也と かや、 

金 鈴  一 口 稱ニ小 松蟲- 法花經 一 部 靴 紙 金泥 

赤 熊 右三 種 も信玄 公より 下し 給 ふの よし、 

信 支 公 當院に をいて、 武 田の 家の 紋 免許 せらる、 

山 縣三郞 兵. 衛：： 景、 高 坂 彈正虎 綱、 兩 判の 支 證 分明 

也、 甲府の 興藏寺 は、 武 田家の 祈願 寺 也、 本尊 十一 

面の 薩趣 也、 御厨 子の 鍵、 當院の 管領す る 所 也、 

是則當院ふ兼帶し來る故也、其3=趣^^進狀にぁ.-、 

一 、武田 信 意 公、 嘉吉 元年 九月 當 寺に 詣し給 ひ、 剎髮 

し 法名 成就 院 殿と 申き、 默 _|§ 等 供奉し 給 ふ、 又 傑 山 

滕 公の 御 追 腐の 爲、 信： ：1 公より 山 下 帶刀を 來し給 ふ、 

せ ハ後信 虎 公 は 畏興院 殿の 御佛 事な ど 執行せ 給 ふと、 

支證の 文に 見えたり、 

此 外信 支 1 公勝 赖公 等の 書翰 一 々記す るに たへ す、 寄 

附 の靈寶 あぐる にいと まあら す、 幷 逸見 彌太郎 光長 

末葉、 伴 野 一 家、 幷今川 殿御 祈願の 事な ども、 當院に 

由緒 を殘 せ， o、 宴に さる 大將 は、 か、 る 名山に 名を殘 

ほ 三十 五 
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し 行 をし るし Ei^ 給 ふ - ) と、 ゆ へ ある 事 也、 其 信 支の 事 

は 甲 陽 Ssf 鑑に载 たれば、 今 愛に 文 を ゎづら はしく せ 

す、 又御當 家に いたりて、 大御所 公よ. 9 當院 へ 所 由 あ 

b て 御 書 をな しく ださる、 其 御 判 紙現然 たり、 

f リ.： J4?-9 

0^^^©.*^^1ズ丌、洛陽人、寬平三生、康保元年十 一 さ a  x^lu,^ 

nwf^s: 歸ぶ I^tH^ 月廿  一口 化， 一雪 居 寺ハ壽 七十 四、 さわ. S 宵？^ バン 

小より 聰敏無 レ雙、 四歲 にして 千 文字 をよ む、 聞 レー 

知么 一、 七歲 にして 出家 を もとめ 給 ふと かや、 委釋書 

に 見えた. >、 しかれば 淨藏熊 野 山に 往詣し 給 ふ 折 か 

ら、 此 山に 攀、 此 地の 靈 勝なる を觀 喜し、 修練 觀 法の 

室 場と なし、 暫 (ss Sis し 給 ひし 院 宇なる が ゆへ に、 淨藏 

院と號す、|^^むぃし御本尊地藏菩薩、|脑^、先德ょ 

,0 相傳 して 秘佛 た. o、 厨子の 鍵 は 御室に 有， 之と かや、 

護摩堂の 不動 尊は體 g 待" 庭前に 名 池 あ. 9、  ，和 

當院は 伊豫 國河野 殿御 菩提 所と して、 寺院の 營 構に 

ちから をよ せ 給ぬ、 しかれば 通宣通 直、 代 々 共に 高駕 

を此院に屈し給ふ、かゝる由緒にょ..^、闔國をして當 

地に 檀盟を 結ばせら る、 數 通の 芳翰 現に 今^す、 

1 ゝ匕首 銘は 正宗 腰刀 銘は長 船 則 光 

是 は道宣 寄附、 予 おも ふに、 か ゝる兵 革 は、 法 中の、 


こと、 する 所に あらや、 しかれ 共 名 將の身 を 立 道 

を を こな ふ て 名 を 後世に あら はし 給 ふ 具な るが ゆ 

へ に、 留めて 菩提の 緣 になし 給 はんとの 誠心に や、 

1 、陣守 本尊 井 具足 刀 

是は道 直より 寄附 あ， 0 しと かや、 本尊 は 胡桃の 殼 

の 中に、 勝 軍 地藏、 摩利支天、 普贤、 文珠、 不動、 1 一 童 

子、 5^ 沙門 を 安せ り、 ェ者を しら やとい へ 共、 其ェ 

妙 細に して、 一 々の 尊像、 形 貌偉鹿 也、 良に 絕 世の 

異 巧なら すん ばかくの ごとくの 妙手 を 振 はんや、 

一、 二八 應與之 像 十六 幅 兆 殿 司 筆 也 

1、 六 字名號 壹幅  一遍 上人 筆 也 

其 外靈寶 箱に 充 、あぐる にいと まあら す、 

〇 窪 之坊今 M 滿院 

開基 不 n 分明 T 本堂の 御本尊 遍照 金剛の 畫像、 靈應の 

ことます く 盛に して、 地 墨 山 毫も 費が たし、 當院の 

住 侶と い へ ども、 其 人に あらざる 時 は、 身心 缠 乎と し 

て 容易に 拜し舉 る こと あた はす、 淨淸の (奥 供 を 9; ハ海 

の廣 きにな すらへ、 秘密の 法樂を HM: の 遠き に 守. 

て 向 ひ 奉れば、 尊容 あら はれさせ 給と かや、 せ  1^ に 希代 

の瑞寶 也、 其 誰 人の 筆せ ると いふ- ) と を しらす、 舊記 


等に も 救せ.^ と雖 ども、 か、 る 妙 書 一は 凡人の 及ぶ ベ 

き に あ らゃ 、 其 筆者 を認 尋ゃ とも 、其 人の 德 をして し 

るべ し、 ある 人の いはく 眞如 親王の 御 筆な b とぞ、 

元 和 年中、 讃 州の 大守生 駒 正 俊 御 ゆ 氏 永 福院、 二世 安 

樂の爲 に 當院の 御影堂 を 修造 まします、 幷錦 帳佛具 

等 悉く 懿类 ならす とい ふ ことなし、 

〇 證 菩提 院 

開恭倐 目の 快 尊 僧正 自 一 紙の 記 文 を 殘しを 

か る、 記に 云、 人皇 八十 四 代 順 德院の 御宇、 予年 三十 六 

而攀 n 登 高野山： 建 保 三年 三 廿 =、 於 二 北 室 lak, 傳ニ授 

3^ ハ言 法ハ 而後 建 保 五 年 自，， 四 十六 日？ 一  七日il^奥院 

御廟 前參 籠、 而或 ^威，， 靈夢， 見，， 明遍 僧都： 令，， 安心 決 

定ー矣、述長三年八月ニ："とみづから筆せ，..^、 其 後 正 

和 年中、 足 利 上 總守此 寺 を 再興し 給と かや、 後の 山に 

石^ 三 基 あり、 一 基 は 奉，， 爲土 御門 大納言： 法 印 御 房 

造，， 立 之？ 文 保 元年 三月 二日、 一 基 は 原 左 衞門尉 入道 

^忍、 元亨 三年 卯" A=、g^g§_ レ 一 基 は 足 利 上總守 

〔ね 做と かや、 せ I に 嵐に むせび し 松 も 千と せ を またで 薪 

にく だかれ、 ふるき. 塚 はす かれて 田と なる 事 多 かる 

に、 か、 る 名山に 名 を 殘し于 v<r 現然 たる こと、 大師 


の德の 厚き に歸せ やん ば、 など かく あるべき やと、 感 

淚釉 をうる ほす ばかり 也、 

〇 金剛 三味 院 

大擅生 鎌 倉 二位 禪 尼の 御 建立、 羽 州 太守 秋 田 诚介泰 

盛 入道 II 房 奉行せ り、 本堂の 御本尊 は 實朝公 御 持 尊 

の 聖鲵音 た.^ といへ 共、 院 宇の 囘祿 にか、.. > 烏 有と 

ならせ 給 ふゆへ に、 中古 以來 愛染明王、 g 雄 昔 s 造營 

の 御 願 は、 •  牛 政 子 一 一位 禪尼、 別して 關_ ^御代々 將 家 

武將 の榮耀 をい の. 9、  て は 三代 將 軍の 御 菩提 をた 


化、 其 上 綸命を ふくみて、 金輪の 榮福 天下の 靜謐 

を 護持し 舉る靈 地な り、 しかる ゆへ に綸 il:! 、院宣 并御 

敎書、 莊園、 御 寄附 の 邵：； 巴、 村里、 むか し は 數十ケ 所 を 

領す、^^1、將第御代々 の御祈願所として、御恩澤餘寺 

に 殊に 、人 法 繁榮し て 敎 學相續 する 惯侶數 百 人 、總じ 

て當院 扶持の 輩 三千に 及べ. 9、 右の 趣 御代々 の御釉 

判の 記 等、 六卷今 現に あ.^、 され ども 1 一 百年に 及で 返 

轉 せり、 又 諸 國往來 の 所 化、 當 山に 止 住の 客僧、 學 

の 能 化 所 也、 葉 上 僧正 |ま5、 第 一 世 也、 其 後 法灯 國師 

a? ひ S?; ち 主し： e よ ) ま 44x、 釋 書に 常院の tBRvi- 師 とし、 蟑 jiK 

SKV^^l^lsLJ^i しあ： s します の はじめ 入宋 しぬ ひ、 同 六 年に 歸 
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ま， L  く、  W び此寺 にかくれ まします と 見えたり、 國師入 宋の寧 は 

货朝公前生^^雁^5§山にす み 給 ふ 事 *2-、 もる 夜 「ぶ しら じ 我 もえし 

ら じ^^圈 の い はくら山 の 薪とリ し ，^-」、 此&: 夢ん、 感じ 給 ひ 、 御蟹髮 V;- 

雁蕩 山に おさめ 給 はんとて、 葛 山 五一郎 法名 Icttv^ つか はさる 、に、 五 

^筑 紫まで 下しが、 ゆ へ . ^リて 縑< ほ へ か ヘリ、 K 寫卜ー 

後 國師， ^つか はさる、 と、 院 家の つ」 見え.；^ リ、 _  一  fsn0^ 

a よ、 JH,^.1--VSK1: 閣梨 、行状 血脈 沙に 見えた.^、 余： 刚」 一一 ふ寫 

融は ^彭ュ ゾ昧院 の. つち、 安養 院- しも 住した え ふと 力 や、 び...^ 

瓶に て、 唯^ を^ 持し 求れ b  、證 道が たの 法 流と て 今 

-  一 g4^、，,：7gsT4« 昔 は尊氏 公、 每ガ 御-」 な 儀大 曼荼羅^、 義滿 

rfet ザ-、^^蹈1<ム改鹿園院殿、 每ガ 御， お = 廿五 三昧 執行し 給 

^"g^ -此 上人 をお； 5 敬し 給 ふ 事 自餘に なり、 ある 

時 殿下 南無 釋迦佛 全豺舍 利の 靈夢を 成 じ 給 ふに より 

て、 かの 文字 を 假名に 分て 题 とし、 公武 兩家 の 間 和歌 

に 名 を 得し もの、 井 和歌 四天王の 四 人に 命 を 降して、 

短冊： C  二十 枚 詠せ しめ 給 ふ、 題 は fn  二十 枚と もに、 人 

王 九十 七 代の 御宇 光明 院勑箪 を染給 ふ、 短冊 紙背の 

資積經 は、 初の 一 品 は 餓 守 府將軍 源 義公、 次の 一 品 

は 天 龍 寺の 開祖 夢 窓^ 師、 終 一 品 は征爽 大將軍 あそ 

ば さる 、跋は 源^ 義 朝臣 御 K 筆と して 御寄納 ある も、 

此證道 上人の 時 也、 短 尺 後に 見えた b、 當院靈 費 あま 

た あるう ちに、 姊 木の^ 字と いふ あ，：？'、 この 錢字は e- 

斐の國 やまな しの 郡の 內に たかき 山 あり、 佥峯 山と 

號す、 その 麓に 畏賓 寺と いふ あ. o、 其 寺のう しろに 古 


 百 三十 八  

き姊の 木の 大 なる あり、 住所 行範ゅ へ あ て、 此姊の 

木の 根より 上 三尺ば かり あけて きる に、 ふたまたな 

る 一 方の き. 9 くち を わるに この 梵宇 あら はれけ り、 

誠に 龜背 法爾の 宇、 龍 上 CI 然の 文な りと、 一 國の 人々 

不思 *f のお も ひ をな し、 渴仰 あさから すぞ 侍る、 また 

これ を踢： W 水に す、 ぎての ましむ るに、 病た ちまち 

にいへ ぬる 蕹數十 人 あり、 後に 都への ぼり、 東 寺の 衆 

徒に 邦 ましむ るに、 大師の 御 筆に 疑 ひなし とて、 いよ 

いよ <は 重し 給へ り、 则 この 緣起は 九條の 殿下 後 古 小 極 

攝政關 白， R 經 公の 御自擎 なり、 今 見に 院 家の 重 寶と 

して これ あり、 

短 册之寫 

題の 文字 1=1  二十 字 悉勑维 也、 

行末 もめぐ.^ あはむ とたかの 山 

その 曉を にこ そまて  賢 俊 

な なに はづの 汀の 波 もの どかに て 

いま は赛 ベと 霞た つな， 9  尊 氏 

む むろのう ちに 光 はみ ちて 燈 火の 

おのが 影 こそ 又 あまた なれ 直義 

さ さだめな き 浮^の 巾と し.^ ながら 
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せ 瀨に たかき 波お さまり て 彼岸の 

よる 邊 たどらぬ 法の 船人  道惠 

む むつの 道に 迷 ひそめし はこの 法の 

心 を しらぬ こ、 ろな りけ. 0 尊 氏 

し しなて る やかたお か 山の 昔よ b 

くちせ ぬ 法の 花ぞ さきけ る 重 茂 

む むなしき も 色 をへ だてぬ こと はり は 

此 みのりに ぞ あら はれに ける 顿阿 

さ さきさかる 千草の 花の 色ながら 

露 さ、 か はるむ さし 野の はら 尊 氏 

hy 輪廻せ しわが 故鄕の やみお にも 

月 はもと よりす みける 物 を  有 範 

な なに 事に むく ゐ ときけば のちのよの 

ためにみ の b をち ぎ. 9 をく 哉 和 氏 

む むつの 道 まよ ひ はお ほく か はれ ども 

い づ れも翁s^の，フちとこそきけ 

さ さの みや はこの 世ながら に しづむべき 

か ¥ 野 山 通念 集卷 四. 百 四十 一 
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高野山 通念 集 Its 之 下 


1= 四十 四 


尋 ぬれば 又 露 だに もな し  直義 

むかしに はな を 立 こ へ てお が 代に 

か V げぞ そふる 法のと もし 火 

しかの その わしの たかねに 入 の 

のこす 光ぞ世 をて らしけ る 頓阿 

むなしきと おも ふ も そむき あると また 

いふ もい よ， （-逢 ふなり けり 尊 氏 

さ.！ 0 リ LJ 匸 ュ よ. にもと むる、 ひ- .- ゥ て 

いと まよ ひの 數をそ へ けれ 逮智 

理智 ふた つ ある 共 何 か わきて いはん 

さはる ももとの 心 ひとつ を 麼運 

ながめ やる 外 山の 花や さき ぬらむ 

ひとむら か. む嶺の 白雲  道惠 

むすぶ てに に ごる ばかり もなか， 0 け. 9 

ふかきみ の.. >  の 水の こ、 ろ は 慶運 

さやかなる むねの か いみ をい たづら に 

くもる と 見て やな を 迷 ふらむ 行 珍 

かくしつ.^ おなじまよ ひの まゝ ならば 

幾 だ ひかう き 世々 をつ くさん 實性 

ふしてお も ひお きて m5 も か はらぬ は 


ま 好 


爲秀 


S 氏 


心の 法の つとめな りけ り 

つた へ きて 開 も はつね を 郭公 

み 山に のみと なに たづ ぬ覽 

せきの 戶 はさ、 で ふり 行 相 坂の 

ゆきに -I ^ し直 をとづ らん 

むつの 道に まよ ふ 心 を てらせと や 

光 をの- すの りのと もしび 

しら ざ. 0 き 聞す ば 如何にう たが ひの 

上に て やがて さとり ありと は 

村雨の はれ 行跡の なかぞらに 

こ、 ろ もと もに すめる かげ 

さめぬ よの 夢路 はいつ を はじめにて 

今まで まよ ふ. 身と な b にけ 

り 靈 山の 付馬 をい まも わすれねば 

君が まも て 法ぞ 久しき 

夫 寶積經 要 品^、 示 二 供養 如 來之眞 理ハ著 二. J4g 自性之 

本元 U 是是 修行 大乘之 直路、 證得 菩提 之 通 門 也、 是以 

新書，， 一 軸： 奉い 納コ 高野山 金剛 三昧 院？ 以爲ニ 常住 持 

經， 矣、 是中迦 葉 會分始 則 余 自書：， 之、 其 次 夢想 國師 

書レ 之、 擾婆離 會分則 征夷 大將 軍書い 之、 抑 先年 ran 或 


0 


せ 


む 


し 


む 


さ 


季行 


直義 


人感， 1 靈夢 7 以，， 南無 釋迦佛 全身 4：： 利之數 字？ 谷 冠 n 和 一 

歌 之 首 句， 以 詠い 之、 旣而 成， 軸矣、 爲ぃ 令，. 彼 詠歌 之 衆 _ 

結 巾 良緣ハ 寫，， 眞文於 其 紙背， 者 也、 伏冀 三十 一 字 之綺： 

0. 契 二 當三貌 菩提？ 一 一十 餘輩之 歌人 成 二 就 一 一世 願樂 T 一 

兼 施 二 餘薰ー 普及， 一 三界： 敬白、  ^ 

康永 三年 十月 八 n 

. 從 三位 左 兵 衞督兼 相 摸 守 源 朝臣 直義 ： 

右の 短冊 時の 住持の 點檢を 請て、 一字 をた がへ 

す 一 行 を かへ や 寫し畢 ぬ、 世の 龜錢 とすべし、 ひ _ 

と、 せ 鳥丸亞 槐此院 に來訪 まし まし、 短 尺 御覽ー 

じけ る 次で に、 一首の 詠歌 を 賜 はる、 放鶸子 一 

玄 より 支に 入て 高野山 

妙なる 門を尋 みし かな 

短冊 作者 考 

光明 院 御製  六 枚 

人皇 九十 七 代 帝、 治 天 十 1 一年 也、 延元後 一 年、 曆應； 

四、 康永 三、^ 和 西、 御諱豊 仁、 後伏見 院 第一 一 皇子、 一 

母后 廣義 門院、 左大臣 藤 原 公衡公 女、 觀應ー 一年 十一 一 

月廿八 n 御 出家、 法諱眞 常惠、 改，， 真惠 (子い 時御歲 

三十 一 歲、 御 戒師泉 涌 寺了舜 上人、 康曆ー 一年 廣中六 

1 齓野 I 山 通 I 念 集 四 之 下 


月廿四 ：= 崩、 御歲 六十、 御製 七 首 編， ー于 風雅 集 7  二 

左大臣 征夷 大將軍 源 尊 氏 公 十三 枚  一 

號 n 等 持院殿 r 贈 大相國 、足 利 讃岐守 源. 氏 男、 伊豫 一 

守 源 家 時 孫 也、 法名 妙義、 延文 三年 四 月 晦日、 五十一 

四 歲薨、 詠歌 編 二 于續後 拾遺 集？  一 

從 三位 行鎭守 府將軍 源直義 十二 枚  一 

號 n 大休寺 殿？ 鎮守府 將軍權 相 摸 守、 則； 氏 公 弟、 負 一 

和 五 年 十一 一月 七； 1=、 出家 法名 恵源禪 門、 觀應 三年 二： 

月廿 六日、 四十 六歳而 薨，， 于鎌 倉？ 詠歌 編，， 風雅 集？ 

高 階 駿河守 重 茂 二 枚 

詠歌 一首、 編，， 于 風雅 棄， 按多 多羅 濱合戰 之 時、 奉 

4^ニ將軍？引ーー和漢兩軔之例，人歟、 

權中納 言爲明 七 枚 

1 一條 家、 權中納 言 爲膝卿 男-. 權 大納言 爲世卿 孫、 貞 

治 三年 十月 廿七 =:、 七十 歳 而薨、 詠歌 編，， 于續後 拾 一 

遺集、 二 首 風雅 集、 三 首 新千载 奥； 十五 首 新 拾遺 集 之 撰 一 

者 也、  ： 

陸 奥 守顯氏  三枚  一 

細 川八郞 四郞賴 員男、 八 郞俊氏 孫、， 詠歌 編，， 于 風雅 一 

集、 一首 新 千載 集つ 一首  . 

百 四十 五  _ 


 高野山 通念 集 卷四之 下  

藤 原少納 言有範 五 枚 

南 家 儒者 也、 三位 藤範 男、 式部 大輔從 三位 廣範 孫、 

咏歌 編，， 于 風雅 集、 一 首 新 千載 集つ 一首 

長 井 大膳大 夫廣秀 五 枚 

大 江高廣 、縫 殿 頭貞重 孫、 詠歌 編ニ于 風雅 集： 二 首 

高 階武藏 守師直 一 枚 

法名 道 常、 詠歌 編ニ于 風雅 集？  、 

行 珍  五 枚 

俗名 二階 堂 信 濃 守 藤 原 行 朝、 三 郞左衞 門貞綱 男、 下 

總守賴 綱 孫、 詠歌 編 二子 續千载 集、 二 首 風雅 集、 一 首 新 

千載 集 T 三 首 

讃岐 守賴春  三枚 

號 n 先勝 院殿ハ 細 川 八郞太 郞公賴 男、 八 郎俊氏 孫、 観 

應 三年 問 二  廿四 H 、於，， 七條 川原， 討死、 詠歌 編，， 

于 風雅 集、 一首 新 千載 T 二食 

櫂中納 言爲秀 五 枚 

冷泉 家 也、 藤 原 爲相卿 男、 大納言 爲家卿 孫、 應 安五 

年 六月 十 一 H 薨、 詠歌 編 一一 于 風雅 集 T 

紀行 春  五 枚 

法名 祥最、 權 大納言 爲兼卿 家人、 詠歌 編，， 于雅風 集、 


 .  .^ 四： S  

一首 新 千載 集 二 首 

阿波 守 和 氏  五 枚 

號， ft 陀 條院： 管領 細 川 八 郞太郞 公男、 詠歌 編，， 于風 

雅集、 一首 新 千載 集 ョ首康 永 元年 九 月 廿 三日 卒、 壽 

四十 七、 按 時代相 違、 又 云 同 五 年 二！： 十 一 日 頓死、 

ニ說 未い 知，， 孰是？ 

道惠  五 枚 

俗名 左 頭源泰 直、 因幡 守 行 直 男、 修理 大膳 櫂大夫 

親 直 孫、 嘉吉 元年 六： 廿 四日、 赤松 害レ 之、 于ぃ時 四 

十八 歲、 按 普廣院 殿義敎 公、 亦 法名 道惠、 雖ぃ然 時代 

相違、 此時未 生 以前 也、 

继川丹 波 守 贞賴 三枚 

二 郞四郞 源義春 男、 二 郞義顯 孫、 鰌 守 府將軍 源直義 

舅 也、 

爾藤  五 枚 

此名 未.， 得 J 頃、 只寫ニ 筆畫， 而俟ニ 識者： 

實性  五 枚 

實性寺 法 印 也、 法 印長舜 男、 = 向 守 源 兼 氏 之 孫、 詠 

歌 編 U 于續 千載 集、 一 一首 續後 拾遺、 一 首 風雅 集： ~ 首 

連智  三枚 
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I 野 通念 集卷五 

1 無 軒 道冶輯 

〇 往生 院谷 

むかし 此 谷のう ちに、 往生 院と いふ 寺お しによ 

,9、 かく 名づ くと 見えたり、 舊 記を考 るに 其院の 

願主 さだか ならす、 只 壇上の 灌頂院 建立の 次 手 

に 開基し 給 ふとい へ ば、 大 御室の 御 建立な らん 

か、 今 此の 谷のう ちに 寺 多 けれども、 いづれ かむ 

かしの 往生 院 なる 事 を しらす、 歎 か はしき こと 

にあら す や、 

〇 如來堂 

當院の 御本尊 は、 信 州 善 光寺の 如來の 尊容 を 鎮 形と 

して、 iii 德 太子 御手 づ から 鎵 させ 給 ふと 申傳 へ b 、彼 

の 善 光寺の 如 來勑符 をつ け 給 ひし 後、 世人 容易 拜み 

舉る事 あた はざる により、 此如來 を 御前 立と し、 正眞 

の 尊像と も あ ふぎ 奉る が ゆへ に、 人 此の 如來 を佛祖 

^B^^ とも 申傳 へ 、ある 時 水 內郡權 W 川原、 刑 部 

大輔 とい ふ ものに 夢中に 吿て 曰く、 早く 汝が" £| に乘 


百 四十 八 

,9 高 野に 登るべし と 見えさせ 給 ふ、 大輔 夢， 將め感 幸 

し 、御告に まかせ 馬に のせ 奉り 登山し けり、 又 その 比 

當院の 住僧 愛 阿と 申す ありけ り、 同靈 夢に 感じ、 如來 

を 御 迎の爲 にと て、 江 州 勢 田の 莊 まで 出け るが、 道に 

て行逄 奉りけ ると なん、 其 時 信 州よ. 9 高 野まで、 宿々 

の 村邑ょ b 資粮を 給し 奉りし こと、 あ.！^ てかぞ へが 

たし、 其の 趣く わしく 舊 記に 見えたり、 則 この 寺に う 

つし 奉 b しょり 此か た、 如來 堂と 人々 よび 求れ り、 如 

來 をのせ 奉りし！ sl>、 幾程な く此 寺の かたはらに てな 

ん 斃け る を 、 則ち- ij^ 頭觀音 と あ がめ て、 すこしき 禿 倉 

にしる し をの こせ， 9、 

〇 逮花寺 

開基 誰と いふ 事 さだか ならす、 永 仁 年中、 武藏 の圃主 

何が しと かや §1 いひし 人、 遁世して 此の 寺に すみ 給 

ふ、 一 とせ 八：： 十五：：：：、 名！：：： にむ かひて 觀念を 凝し 居 

給 ひしに、 明祌 正しく 御吿 ありての たま はく、 汝 如法 

修行の こ、 ろざし 甚深 也、 IW 州に 伽藍 あり 綱 寺と 號 

す、 十 一 面 観 一 Ij 曰 井 五色の 舍利 あり、 急き 彼 所に まいり 

求 党すべし と あ. しかば、 忍 阿 御告に まかせて 彼 所 

にいた b ぬ、 おなじく 綱 寺の 住僧 も靈 夢に 威 じて、 本 


腰 m 通 冊 
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尊.^ 利 等 を 守り 舉. -送. -來れ り、 終に 此夺 にむ か へ 

舉 りぬ、 今の 御本尊 これ 也、 抑 此@ 像 は、 弘法 大師 御 

手づ から 彫刻し 給 ひ、 御 入唐のと きも 船中に 常隨し 

給 ふと かや、 11- 一  f 吲此 子細に より 彼 寺 も 綱 寺と 申-と 

こそ、 當院 傳來の 13： 物と して、 弘法 大師 御 筆の 烏髮の 

御影 一 幅、 唐 搶の湼 盤 像 一 幅 あり、 古老の 云、 此の所 

を峯 の導塌 とい ふ は、 當山八 葉のう ちの 一 葉の 峯な 

るが ゆ へ とぞ、 

〇 小坂坊 

開基 誰と いふ こ と を しらす、 中古 稱光 帝應 永年 中、 紀 

州鬼ケ 城の 主、 淺里 山城 守實 氏の 次男 知則發 心して 

行 運と いひし が、 那智 山に 登り、 飛 瀧 權現を 持 念す る 

こと 三歲、 その後 此 院に來 、院 宇の 傾倒せ る を 再興 

し、 常に 彌勒の 本 誓に 住し、 七十 有 三に して 滅度 をと 

な ふ、 本堂の 御 本 〈は 地藏 菩薩 は、 弘法 大師 御 入定 三日 

以前 御 彫 則、 是則 末世の 衆生 能 引導の 主な り、 况ゃ又 

靑 速の 活眼よ..^ 熾然の 光明 を 涌 出し、 遙に 彼の 廟頭 

をて らし 給 ふの 靈驗 等、 一 々あぐる にいと まあら す、 

世人引導院 の 地藏菩薩とぁ が め 舉 る 、龜政き贿^^燈リち^- 

ケ所^^附すべ水券に：^ぇたリ-弘和屮なリ、  又艱 り^ 一 

永 八： や 天 鄉教圆 とい ふ が、 是又 供養 舊 Si 附 す、 ff^ チ f  l  _ 


家、 當 寺に 恩顧 を 加へ 給 ふが 故に、 信 虎 公 暫く 此院に 

御 止 住の 後、 信繁 公より 芳書 を 給 は る、 其 外 御門 葉 御 

登 嶺の時 は、 かなら す高趾 をよ せられ、 御 靈座等 を 安 

置す、 其の上 勝 賴公御 書 を 下され、 ゆ S 寺に 御 由緒 を殘 

し 給 ふ、 井 制狀等 あり、 

一 、信 虎 公 井信 衣， 公壽像  二 幅 あ b 

一 、勝 頼 公 井 御裹所 御曹子 壽像  一 幅 

一 ^1 一 腰 信玄公 御隨身 

一 、伊 綱 本尊 幷法 次第 同  一 

一 、戰場 法度 之 書 同 御な 筆  一 

1 、3^沙円1^御具足守本尊  1 

1 、匕首 勝賴公 御隨. HfJ  一 

1 、大勢 主 菩薩 同 守 本尊 小 野道 風 筆 

一 、觀 f  slug 筆  一 卷 

一 、阿 彌陀觀 音 勢 至 中 將姬の 縫 ひ 怫舍利 御 守 一 粒 

右 十 種、 勝 賴公顧 命と て、 甲 陽 東 郡 慈眼 寺よ 寄 

附す、 其 32 書翰に しるし、 目 錄等を 別に 附す、 

一 、ネ朵 &晴信 公并 信繁、 信廉、  一 0 

一 言是 の， 4^ 形 .《^、  一 ^ 

一 、詠歌 之 書  一 冊 

甲 州 柏 尾 山 勝 沼 殿 自5 女げ いしゅ あんりけ い 比 
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丘 尼の 手跡 也、 自書し て 以 て 寄附 せらる 、是滕 

賴公井 供奉の 衆辭 世の 和歌 也、 

一 、江 州淺 井の 御 一 家、 尤も 當 寺の 檀盟 な，..'、 故に 代 

代 御 祈願の 翰墨 あり、 備前守 長 政 公の 夫人、 當院に 

實^ 一  宇を營 構し、 千 手の 尊像 を 安澄し 給 ふ、 中 比 

塔 は 火災に か 、b しか 共、 豫像は 殘らせ 給 へ ，5、 又 

19S 水 5ns.,o り、 公 一 幅、 淺 井久 政 一 幅、 

饔係四 r あり 長 政 一幅 并御鎏 所 一幅、 

1 、崇 源院 殿、 Msis 御 靈屋、 もと 大樹 秀忠 

公 御 創建な b- し を、 又 御 {as 代明曆 年中の 比、 石の 賓 

塔と あらため 造らせ 給 ふ、 しかれば 本院 女 院の御 

所 御 祈願 を もっとめ 舉り、 天恩 を 蒙る こと 彼來. H 

によ hN てな hN、 

1 、京 極 宰相 高次 公、 §M ノ  1 井 右の 由緒 あるに より、 一 

とせ 此の 院に 棲息し 給 ひし こと あ.^ き、 其 後 僧 供 

の 料 を あて 給 はる、 御 書 等現然 たり、 

〇 菩提心 院 

往生 院 のうち、 西 谷に 美 福 門院の 御 建立の 阿 彌陀堂 

あ り と舊記 に 見え た り 、彼 御 骨 を 安置し 舉る よし、 さ 

れ共年 記しば く 重 、赛 秋い くばく か 過し 故に や、 

其 所 は いづこな とさして 知らす、 ある 古老の 云、 こ 
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の 谷の 奥の 墓所より 左.^ てに 圓山ぁ h^、 此所 をして 

御 骨 山と いひけ る、 猶 尊ぬべし、 

美 福 門院 かくれ 給 ひて 後、 高野山に 納め 奉り 

ける 比、 

髓^ 今 をく れゐて 思 ひやる こそ 悲 けれ 

高 野の 山の け ふの 御幸 は 俊 成 

美 福 門院 御 骨、 高 野の 菩提心 院へ わたされ 給 

ひける を 見 奉りて、 

§ss け ふや 君お も ふ 五の 雲 はれて 

心の EJ のうて な 出ら む  西 行 

又此 谷に © 衆 來迎院 とて、 醍醐 勸修寺 門跡 成 I 只惯 正、 

元 暦年 中に 隱逝 まし まし、 舊地 あ.^、 今に 此の 師の 

德風を あ ふぎ、 法 流 を 傅る 僧侶 多し、 此例 によ. 5 て勸 

門の 御隱遁 所と して、 西 谷の 院主 を さだめ、 法 流 補任 

狀等を 給 はる 事 也、 むかし 熊 野 櫂 現の 臣に、 江の 本 氏 

の 末豐前 守、 當院に 本堂 を 建立せ るに よ..^、 今に 江の 

本堂と 人よ びきた る 也、 此寺 に 船板 の名號 とて 、靈察 

と あ ふぎ 舉る あり、 弘法 大師 延歷 年中 御 入声 n の 時、 豐 

前の 國 宇佐 八幡宮に 祈誓 あ.^ しに、 八幡 納受し 給 ふ 

にゃ、六字の名號佥色のひか，.^をはなち、船中に出現 


し 給 ふ、 則 衆生 利益の 爲 なれば とて、 大師み づ から 船 

板に うつさせ 給 ひしょり 此 かた、 俗に 船板の 名號と 

ぞ申舉 る、 終に ながく 此 所の 鎭 守と あがめ 侍る もの 

也、 くわしく 緣 起に 見えたり、 

〇 不勒院 

前 大俗正 快 贊御隱 遁の爲 に 開 地し 給 ふ 所 4、 その後 

年紀； 典と して 葡蹤 をと ひ 奉る 人 もなかり しに、 一 

とせ 東 寺 慈 尊 院眞照 僧正、 當院 へ 尋ねき たらせ 給 ひ、 

逆修 位牌 を 安置し 給 ひ、 先德の 牌と 一 所に して 彌勒 

の 出世 を 期せん と 誓 はせ 給 ふ、 其 後 弘法 大師の 御自 

筆の 御影、 井 讃語五 言 四 句なる を 寄附し 給 ふ、 前門 主 

宽海 僧正 御 自筆に 褢書 等を懇 にあ そばされ、 其の上 

僧正の 御副狀 など をな し 下さる、 其詞に 云、 勸修 寺の 

門 主の 古跡、 修鍊授 法の 靈塲 也、 然る 問 先哲の 風雅 を 

か へ み、 法 流の 由緒 を存 し、 且 後世の 龜 鏡に そな へ 

ん が爲、 圖 繪 する 所の 緒 像、 はやく 寄附せ しむる もの 

な. 0 といへ り、 拆又 本尊 不動明王 は、 大師の 御作 也、 

御衣 木 一本 を 二つに して、 根本 を 以て 此尊 をつ くら 

せ 給 ひ、 末 を 以て は 地 藏尊を 作らせ 給 ふと かや、 小阪 

坊 11 小の 地藏尊 これな り、 彼 由緒に より、 むかしよ 

^f, 野 山 通念# 卷五 


.9 今にいた るまで、 正朔の 禮 參返轉 なし、 彼 みなもと 

を 忘れざる の 義歟、 

一 不動の利^^ 一  枚 相 傅し 來れ b 、其 由 來を尋 ぬるに、 

源義經 の從者 伊勢三 郞義 盛、 勢 州 多氣郡 井のう ちと 

いふ 所の 小鹽 氏の 人なる に、 一 とせ 討死し け. 9、 其 子 

小 臨 I 一  丸と いふ あ h- ける に、 孤と なりて 後、 年の 畏す 

るに したが ひ、 父の 事 を 歎き、 菩提 を H? ひ舉 らんが 

爲、 父の 記念と て 殘しを かれし 匕首 七寸 五分なる を 

母に こ ひう け、 當院に 寄進せ りと かや、 

〇 三 ts; 院 

當院の 開基 は 和 泉 阿 闍梨明 珠房源 空の 建立な b へ 每 

年 三月 廿 一 ："、 壇上 御影堂へ つまむ ぎの 三寸 を 奉る、 

其 始め 大師 御 入定の 後、 いまだ 御 伯母 は此 山の 麓に 

まし ましけ るに、 御手 づ から 籾と いふ 物 を 一 粒づ 、 

はきき よめて 御酒に 造 hs、 御影堂に をく..^ 給 ひしょ 

,5、 今に 絶えす と申傳 ふ、 其の 御 里より 取た て 申 寺な 

れば、 此 寺の 職と して 奉らる ゝ也、 

〇 觀昔院 

開基の 先德 誰と いふ こと 未 レ詳、 本堂^ 御本尊 阿彌陀 

如來、 井 觀昔勢 至、 護摩堂の 御本尊 不動明王、 井二 童 

1 十 一 
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子、 iii- 中古 後 園 融院の 御 時、 圓俊 僧都 この 地の 狹 

隘 なる を 嫌 ひ、 境 內を廣 めしに、 乾の 角に あたりて 大 

盤石 あり、 此石を 穿 見る に、 千 手 大士魏 々として まし 

ます、 傦郡 奇異のお も ひ をな し、 持佛 堂に 安置し 給 

ふ、 むかしより 院の號 を かくい ふ 事、. L 是に故 ある 勝 藍 

也、 則ち 彼 石 を 一一 一  曰 石と 名 づけて、 贵 賤の渴 仰お ぼろ 

げ i:- らす、 又 小 法師な どい へ る 能書 も、 當院 をし ろし 

めされし とか や、 奧 州の 大守前 中納 言政宗 公、 羽 州 山 

形の 守 最上の 先祖 修理 大夫 源兼賴 公、 九 鬼 氏、 曾 我 氏 

等 代 々 檀契ぁ さ からす、 中に も 政，： r 小 公 は 信心 あつく 

まし まし、 地 を 割て 當院の 僧 供に 給し まします、 此ゅ 

へに 伊達の 門 紫 等まで も. H 緒 を垂給 ふ、 當 寺の 靈寶 

什物 等 衆多に して、 1 々あぐる にいと まなし、 

〇 遍 照光院 

當寺は 高 倉院の 御宇、 承 安 年中、 满 ^阿閉 梨 |種 開基 

也、 第一 一世 寬 意阿閣 梨、 一。  M 第三 世 阿 闍梨兼 意、 

p:s;}f,fjf%j ^第 四 世 心 覺阿閣 梨、 • 種と 申 は、 安德 

天皇の 御宇、 當院に 住持す、 初 は 三 井の 法 水 を 汲て、 

三 観の z:: をう かべ 、後に は 八 葉の 蓮 峯を擧 て、 兩 部の 

窟を さぐる、 此時 當院に 《！？ 喜院の 一 流を傳 てより 以， 


後、 今にいた るまで 續々 として 絕 えす、 第五 世 顯覺阿 

閤 梨、 順 德院の 御宇の 人 也、 この 時 仁 科 次郎盛 家の 室 

を佛 母と 號す、 則ち 當 寺の 本堂 を 建立 まし まし、 建曆 

元年 二月 十六 R 供養 あり、 其 = より 阿 彌陀の 供養 執 

行す べしと て、 三 口の 供惯を あ て 下し 給 は る、 1 〈後 第 

十 世に 至て、 阿閣 梨覺斅 、ほぬ. せひ 伏 見院の 御宇 正應年 

中に 住し 給 ふ、 弘法 大師の 吿 により、 諸方に 唱て 二百 

餘 基の 石の 町 卒都婆 を 建立 まし まし、 其の後 賴 阿 

閣梨 慶 長の 比、 御 卷室を 出、 當院に 移住し まし ま 

す、 頓德 世に 鳴り 雄 辨人を おどろかす、 ある 時洛 陽の 

念佛者^::;安、阿州§2律にを い て 、念 佛名號 の 談義 を述 

て 諸宗を そしり、 殊に 奥 言 は不成 佛の宗 なりと 邪義 

を說 く、 國民耳 を かたぶけ 心を寫 ぐ、 阿 閣梨速 に 船 を 

艤し阿 州に いた .9、 書 を^ 安に あたへ て 對論を せん 

と 請 ふ 、贞 安み づ から 不是 なる こ. i を 知て、 面總 して 

罪 を こふ、 IMia ね！ 其 外德行 あげて か ぞ ふ ベ か 

らす、 一 生の 著述 帙に みて り、 終に 慶長 十五 年 冬 十 

月、 豆 州 走 湯 山に をいて 逝す、 齊物 また 秘藏 しおま 

ふ、 中に も、 

1 、！ _t 不勸の 板  ,  . 


是 は八祖 大師 傅 來の白 五 字の 板 を、 守護せ しめん 

爲 とて、 弘法 大師み づ から 彫刻し 賜 ふ 尊像 也、 ある 

時 異物 隙 をう かいひ、 白 五 字 をと りて ゆかむ とせ 

しに、 不 勸みづ からい か. 5 を あら はし 追 付、 後の 山 

にて 彼の 邪惡 をへ まして つきとめさせ 給 ひしょり、 

峯を Z 别 先が 5^ とも 劍が峯 とも 俗に 傳 へり、 まこと 

によし ある ことに や、 しかれば此〈€^:の靈應ぁさか 

らぬ 事と て、 此 板に 淨墨を はき 紙に すり、 或は 絹 も 

てす b たてまつりて、 あまねく 世の 寶 となし 給 ひ 

ぬ、 今 も 孟春 下の 八 ：n に は、 資號を 一 洛 12^ 唱へ、 供 

養 法まで 執行し、 此の 尊を摺 たてまつ.^ し を 各 請 

f、 

、あか 井寺 内に あ. 5、 是 は眞濟 僧正の 自 から 刻ら せ 

給 ふと かや、 明 王の 板 をす. 0 舉る 時、 此の 水 を 汲で 

墨 .1$ す、 これな がく 常規 とせ.^、 . 

、阿 彌陀 観ぜ 勢 至 の 三 尊 K に 摩利支天 板 

是は 弘法 大師 金剛 山に 千日 運 步し給 ふ 折から、 石 

井寺に をいて、 衆生 濟度 方便の 爲、 且群 肓陣敵 降伏 

の 爲に刻 彫し 給 ふと かや、 しかるにい かなる 由緖 

あ b て か、 此板寛 永年 中の 比 當院に 送. 9.^ せり、 其 


外 名作の 本尊 S 像、 世 問 出世の 畫阖 珍品 等、 毛舉に 

いとま あらす、 

〇稻 荷 壇 

=^|,13:11弘法大師、 筑紫 にて 稻を荷 ひたる 翁に あ ひ 給へ 

り、 直 人に は あらす と御覽 じ、 何人 ぞと問 給へば、 わ 

れは是 京 八條の 二階の 坊に 侍る、 二階の 柴守 長者と 

申 ものな. 0 と名乘 せければ、 大師 さらば 我が 佛法を 

守 給へ！ i 契 給 ふ、 其の後 紀伊 國田邊 とい ふ 所に て 

又 あ ひ 給へ り、 翁の 曰く、 靈山 にて 見 奉りし な，^ と あ 

れば、 さも 候 ひなんと 大師 答 給 ふ、 稻荷 大明祌 申され 

ける は、 我 は 魏の國 の 大臣 也、 無 福の 衆生 をす くひ、 

佛法を 愛する 故に、 此の 圃に 渡れり、 八條 二階 觀昔 

堂、 福 子稻 富が 家に 寄宿し 侍るな りと あれば、 大師 言 

く、 我 は 皇帝の 御 願 所 東 寺 を 賜 ふて、 佛法を 其 所に 興 

す、 必す來 り て 守護し 給 へ と 御 約束 あ り 、其 後 柴守長 

者 鬼 寺に まふで けり、 大師 ことに 饗應し 給 ひ、 赤飯 を 

す、 め、 法樂 のために 法 花經を 講じて きかしめ 奉ら 

せ 給 ひけり 、則ち いざな ひて 先異の 方へ を もむ き、 今 

の稻荷 山への ぼり、 愛に て 王城 を 鎮護し、 我 法 を も 守 

らせ 給へ と、 ねんごろに 約諾し か へらせ 給 ひ、 小社 を 

I .  ち 五十一 二 
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造て 大師 額 を あそばし まいらせ 給 ふ、 今 御祭の 時祌 

輿に 是を かけらる、 彼の 二階 は 今の 御旅 所と かや、 筑 

紫 にても 都 にても、 大師 稻荷 にあ ひ 奉らせ 給 ふこと 

は、 已の 日なる が ゆへ、 それより 緣 n とす、 か、 る 御 

契約の ほど を 感じ、 いつの 比に か此 所に 稻荷大 明 神 

の 小社 を勸 請し、 稻 荷の 墙と いふ もこの ゆへ ならん 

かし、 

〇 覺 ^池 

正覺 房覺鍍 は、 弘法 大師の むかしの 跡 をした ひ、 此山 

に 登臨し、 傅法院 をと り 立、 龍 花 三 會の曉 を 待て、 入 

定し給 はんと あり け れ ば、 本 寺の 僧徒 あ つ まり て 、大 

師の外 誰 人 か 我 朝に 定に 入れる は ある、 中に も 世く 

lib て、 我 山に いかなる 行德の ある ものな りと も、 い 

かで か 大師の 御 まねし 侍る ベ き、 いざ 傅 法院へ よせ、 

かの 覺 が 入定 さまさん と、 をのく 俄によ せに け 

り、 覺饑の 門徒 ふせぐ ベ き 力なくて、 ち. C 'ぢ りに なり 

ぬ、 本 寺の 僧 入定の 所に みだれ 入て 見る に、 不動 尊 一 一 

體 おはし ましけ b、 一  體 は覺邀 U 比に 安せられ し 本 

！!? の 不動に てお はします-、 今 一 體は 此^の 化した る 

とお ぼ ゆ、 た いし 何れと 見 分が たし、 如何す ベ きとて 
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ためら ひける に、 或る 僧 一 體の 不勸を さぐりた てま 

つ ければ、 少し 温た かにお はしける 故、 これ ぞ覺錢 

よと て 太刀に て 切り けれ 共、 露 きれ ざ. 0 ける を、 なに 

か はとて いたくき る ほどに、 上人 も 身 を かくさんが 

ために、 此 池へ 入水し 給 ふとい ひ 傅へ り、 さるに より 

て 俗に 覺錢 池と 云、 ほ"^ ま？ 其の後 覺. 騣は同 州 根 

來 寺に うつ b 給 ふと かや、 されば 此覺錢 は ：！ ハ人 にて 

はい ませ ざり ける も 哉らん、 ： 牛氏將 門の 後胤 也、 比丘 

の敎に まかせ、 一 皮此 山に のぼ. 9、 定尊 呵 閣 梨を師 と 

して、 密學を 極め、 傳法院 を 建立し 給 ふゆへ に、 住持 

のこと を 以て 王 庭に 奏聞 せんとお ほしめ し、 宫 門の 

邊 にた ゝ すみお はします、 ^比 天 仁 上皇 鳥 羽 院御惱 

のこと ありて、 ひそかに 法 救 を 弘法 大師に いのらせ 

紛 ひしに、 則 御 夢に ひとりの 沙門 南方よ.^ 來らせ 給 

ひ、 手に 柳の 枝 をと 香水 を そ、 ぎ 給 ふ、 御 夢 さめて 

後 御惱愈 させ 給 ふ、 適々 宮門を か へり 見させ 給 ふに、 

覺錢 いま ぞ かりけ り、 其 形 正しく 御 夢のう ちの 僧に 

少しもた が はす、 あやしみ 思 召、 其 來由を 尋ね さ せ た 

まひ、 alfw 敬 U 々にさかん なりと かや、 上皇 莊田 を捨 

て、 ながく 根來 寺の 學 供に 充てさせ 給 ふ、 其 外 靈異ぁ 


げて數 へがた し、 終に 康治ニ 年 十二：：：： 十二： n に、 四 十- 

九 歲 にして 遷化 まし ましけ ると なん、  ； 

〇 地藏院 

當院は 勸修寺 嫡流、 尊 海 阿閣梨 IIJ^I 濟持佛 堂の 舊墟： 

なり、 御 本 # 地 藏 菩薩 を 安す、 HM  、嘉 元年 中 司 短 職! 

をう しな ひ、 院宇遺 火 あ， 9 し 次で に、 本 奪 を 南 谷 補陀； 

洛院に 移し 舉 hv ぬ、 補陀洛 院キ； 慶 賢阿閣 梨、 供花燒 香" 

のっとめ を こたらざる 事 三年に 及べり、 其の後 地藏. 

院 興 ありて、 本尊 を舊 地へ 送り 奉らん とする 前夜、 

薩趣 自ら 夢 巾に. じ 給 ひ、 慶 賢阿闍 梨に 吿て 曰く、 三 

年の 間誠悃 正に 感す るに 堪 へす、 我 今汝に 西方 往生 

の 印 明 を授與 せんとて、 四 印 二 明 を まのあたり 傳へ 

給 ヘリ、 慶賢 夢中に 奇異のお も ひ をな し、 隨喜信 受禮ー 

拜 恭敬し 舉り、 覺て 後彌念 々を こたら す、 今に 至る ま 一 

で 志 ある 人 は、 受 持し 相承し 求れ り、 何れの 御 時に か 一 

あ b け ん、 關柬下 妻の 領主 田賀谷 太夫の なにがし 、古问 一 

山 登山の 志 あ， 9 て、 紀の 川の 邊迄 来られ しに、 折節 五； 

H 雨 降 つ いき、 水かさ まさりて 律 渡 を 得す 、穴 H しく か 一 

へらん とせし に、 いづ く  1 0 もな く 小 比丘 一 人 現前し、 一 

船 を艤ひ 太夫 を 渡し、 同道して 此院に 求れ り、 後に 太. 
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夫 彼の 小 比丘 を 尋ね もとめ、 寺 僧に 其狀を 語. 0 しに、 

人々 駭異 しけ， 9、 さ て 持佛堂 の邊 に、 ちいさき 泥足の 

あと まさしく 見へ ぬ、 しからば 此の 薩埵の 見に 引導 

まし ましけ るよ と 有が た，、 覺へ、 それよ. 0 下 妻の 領 

にと なへ て、 人々 同く 此院 へ歸 依し 奉るべき よし 申 

されけ. 9  、今に 其 由緖絕 すと ぞ、 案に 田 賀谷氏 は 因る 

こと 其 親 を 失 はざる 人 なれば、 其 所領の 地 民 も、 なが 

く宗 とする 所の 正しき を 得た る は、 あさからぬ 事 也、 

さて 又 當院に 佛舍利 十三 粒 安置せ hs、 是柬寺 御舍利 

三百 三十 粒の 內を傳 へ來る 由、 當 院の舍 利の 緣 起に 

も兒 えたり、 其傅來 明白 也、 又 如 來の右 服の 御舍利 一 

粒、 同 安置す、 まことに 希代の 重寶 也、 恐窃 にお もへ 

らく、 誠に 如 來の遺 身 を 拜し舉 る は、 駄 都に 過た る 物 

なし、 然れ其 家 ごとに 貯へ 、戸口に 奉す、 是れ邊 地 末 

代に 流 傅し、 六 種 四 生に 周 偏して、 ひとしく 利益 を授 

けんが 爲とは 云ながら、 何ぞ かくの 如く 多 かるべき、 

當院の 御 4" 利の ごとき は、 其傳來 正しく、^ 品 他に 異 

なり、 疑 地に 涉る類 ひに あらす、 か ゝ る御寶 こそ 眞實 

なる ベ けれ、 我等 ごとき まのあたりに 如來を 拜み舉 

る 事、 碎 身の 御 方便に よら すん ば、 三千 餘 年の 今の 世 

is, 半 五 
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に、 なん ぞ 生身 を 供す る 人と、 福 正 等に して ことなら 

ざる 事 を 得ん や、 適悅の あまりい さ ゝか詞 を 寄 舉.. y 

ぬ、 

開基高隣大法師、§,亦%弘法大師上足の御^^子也、 高 

雄の 三 綱の 文に も、 禪師 ：}i^ 隣 を 拔て爲 一一 上座 一と あそ 

ばされ た..^、 中 比 伊豆 國走湯 坊井修 禪寺を 草 建 せら 

る、 大師 御 入定の 後 當院を かま へ 卜居し 給 ふ、 g 比の は；! 

寺、 窓 藏院、 资持院 、ー院 r り 、 とま x-l.?  ぉぉ^ 

たリ、 後三ケ 寺に 分る、 i, ィ £  lijd  f 錄ゼ 

b  、則 この 院の本 翁と あ ふぎ 奉る、 實に 易から ざる 御 

事 也、 隣 公 入寂 ® 後 、遺 弟 四十 九院を 修造して、 末世 

不忘 の遗 跡と あがむ、 且又 三 ケ院谷 彼.！？ 像 を 摸寫し 

て、 常に 恭敬の 法樂 をつ とむ、 

〇 寶積院 

本 は 高顯院 とい へ^^、御本尊弘法大師の御影、この尊 

の靈驗 勝て 計 ふ ベから す、 一 時 失火 急に 來 るに、 御す 

がた 彷彿と 现じ給 ひて、 緩に 瓶 水 を そ ゝぎ給 ふとみ 

れば、 猛火 立 どころ に 消滅し、 終に 其 急難 をまぬ が 

る、 誠に 奇異の 靈^ なれば、 人^ 渴 仰せり、 開祖 は眞 

純 阿 S 梨、 划 §、 初め 叙 岳に 攀て 台敎 一 實のほ を學 
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び、 壯 年の 後 寂 圓阿閣 梨に 就て 秘密 曼 茶の 敎風を 請 

益し、 其 後 《€ 山に 來 b 此地を 草創して、 四 上 持 念 怠る 

事な く、 五部の 陀羅尼 口に 絕る ことなし、 終に 八十 八 

齢に して 掩化 あ. 0 とか や、 寂 圓阿閣 梨 書して 與へ 

給 ふ 大毗盧 舍那經 住 心 品 一 卷、 五站 金剛 杵 一 筒 此の 

院に 留め 給 ふと かや、 中古の 阿 閣梨開 心 名 德三密 、禪 

念の 餘暇毎 H 法 花 經を讀 誦せら る、 事 二十 餘年、 あ 

る 夜 夢見ら く、 寶積 菩薩 飛 來し給 ひて 吿て 曰、 我 昔の 

四 佛知具 は 即ち 阿字 四轉 の妙德 な. 9  、善哉 善哉 、今秘 

密 一 乘の師 止觀圓 頓の敎 3!： を m 一ん する 事、 益つ とめ 

て を こたる 事な かれ、 我 も 又 この 寺に 住して、 共に 佛 

法 を 擁護 せんとの 給 ひしと ぞ、 覺て後 彼の 菩薩 を恭 

敬禮 拜し舉 り、 寺を寶 賴院と 改名せ りと かや、 

〇 萱堂 

當院は 念 佛者覺 心と 申 人の 卜居の 地と なん、 此覺心 

は 紀州由 良の 湊の漁 者、 J^gK5iil、 發 心せるな り、 

初め 法 燈國師 lllmi: いまだ 小な b し 時、 東大 

寺に をいて 出家 受戒し、 當 山に のぼり 三 密を まなび、 

又 金剛 三昧 院の行 男を師 とし、 建 長の はじめ 入宋し 

給 ひ、 同 六 年に 歸朝 ましく けり、 再び 當 山の 故 居に 


かくれ まします、 ある 時 は 鷲峯に 往来して 妖魅を 降 

伏せし め、 或は 熊 野 妙法 寺に のぼりて は、 靑天 に 忽 に 

星み ぇ祥雲 降り 複ふ、 終に 鷲峯に をいて 西方 寺 を 建 

立 まします、 此の 時 由 良の 湊の漁 者、 國師に 向 ひて 平 

生の 罪業 をな げき 懺悔し 隨 喜す、 愛に をいて 發 心し 

て國師 にした が ひ、 師資の 契約 あさか らす、寢^$浪を忘 

れ てっか へ 給 ふ、 國師^ 名 づけての たま はく、 我が 名 

も覺 心、 汝も又 心 を さとれば 覺 心よ とよび 給 ひしょ 

、いよ^^ 尊と，、 覺へ て、 信心 を こらしむ、 其の後 

國師は 相 州に くだ， り、 上 都に ゆき 給 はんとせ しに 富 

て 、覺 心に 宣く、 汝は高 野 に の ぼり 我 を 待べ しと あれ 

ば、 此 に まかせ この 所に 來り、 終に 一 把の 茅に て 庵 

を 結びす み 給 ふ、 

引 寄て 居ながら 結ぶ 萱の庵 

解れば もとの 野原な りけ， り 

ある 時 異相の 老翁 來. 0 て吿. て 曰く、 善哉 上人 斯に來 

る 事、 此是前 佛の聖 跡な- 9、 我 永く 擁護せ しめんと 云 

云、 K51 化 後黑 白の 二 犬來. -て地 を 穿 こと やます、 

度 を 重て 所 をお なじく す、 怪しみて 猶 ふかく 採る に 

石？ M あり、 急ぎ ひらき 見れば 石 をお さむ、 靑色 にして 


琵琶の 槽の 文字、 上に 上品 上 生の 四 字 あざやかな， 9、 

冥 感銘い 心秘 して 置 事 本の ごとし、 今の 築山の 在所 是 

な. 9、 又 魔 民 求て 上人に つか ふ 事 三年、 後 本に 歸 して 

法を受 とか や、 其 後 國師上 都よ， 9 此 所に來 り，、 

をの づ から 心の すむ か 身の 住 か 

萱が 下葉の 在 明の 月 法 燈國師 

返し 

をの つから >.::3 もす-ます 身 もす ます 

茅が 下葉の 露の 月 かげ 覺 心 

此の 故に かや 堂と 俗にい ひった ひける か、 覺心 つね 

に 鉦 鼓 をなら し、 六 字の 御名 をと なへ、 念佛 三味に 入 

て 居 給 ふ、 時に 山の 僧徒、 我が 大師 御 入定より 以 

後、組鼓をならすこと、 いかばかり 法外な，.^ との ゝし 

ら あ ひて、 つ ゐに此 かね をと. 0 谷に すてければ、 此か 

ね 忽ち 飛行し 夜な よな ひかり を はなち、 m を 經て止 

す、 人々 奇異のお も ひ をな す 所に、 またもとの 如く 此 

院 にかへ り、 本堂の はしらに か、， 9 し をお さめ をき 

ぬ、 夫よ. 0 何の 事 もなかり ける となり、 さるに よ. 9 て 

此 かね を飛鉞 鼓と、 今の 世に いひ もてはやす も此ぃ 

はれ 也？ ほ g 鍾！： 、又 いづれ のとき にか あ b けむ、 筑 
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紫 松 浦の なにがし、 發 心して 一 f 野に こも..^ し を、 刈萱 

道心と 號 する よし、 婦人 小 子の もて あそぶ 雙 紙に 見 

えたり 、言す べきに は あらね ども、 若し 此か や 堂 に 住 

せる より、 さいひな せる か、 追て おも ふに 覺 心の 居住 

せる と、 松 浦 氏の 居住せ るとの 年代、 いづれ か 前後と 

いふ こと 未レ勘 也、 

御本尊 は 即ち 千 手 観自在 薩陲、 gigs??" 後深草 院ょ 

b 上品 上 生の 勅額 をく だし 給 はる、 j れ £5，f、f!?l 

sl^fY 又近衞 藤相國 上人に 命じ 道 を 探り、 則 大宋國 

より 持來 の舰- 音大 士を ゅづ b 給 ふ を、 後 又 櫻 禪閤此 

ところに 移しった へて 今に あ. 9、 閻浮檀 金の 靈 像な 

.9、 又 一 條禪閤 より 寶物 寄進 あ. 0 ける とき、 一 首の 詠 

まこと かやた うとき ことの 數々 を 

高 野の 山に つくせり と 聞 

又 延文ニ 年の 春、 大師の 靈夢 によ， 9、 每月  一 B より 六 

日まで、 奧院 御廟 所 へ 御茶 湯 をた てまつ る、 昔し 寺 中 

いかなる ゆへ にか 糧 つきなん とす、 池 中の 藕 をと 

て 食 ふ 、後醌 音 の 御手 を 失す、 あやしみ て - J れを た づ 

ぬるに、 池 底の 泥の 中に 御手 を 得た. 9、 かゝる 奇異な 
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一 る こと を 成 • じ 、竊を 絕て 調す る ことなしと かや、 

〇 密嚴院 

當院は 鳥 羽院の 勅願と して、 長 承年屮 創建し 給 ふ 精 

舍也、 開基 覺餿 上人 也、 則 この 院に をいて 觀念 成就し 

給 ふ 秘密 道場なる が ゆへ に、 上人 を號 して 密嚴 先德 

と 申た てまつ り、 院號を かく 命じけ る も. a ある 寶坊 

也、 赚 仏-の 其 後 保 延年 中 一 時の 變に 

か、 り、 院宇幾 破毀に 及べり、 しかれ ども 奮 蹤の泯 せ 

ん事を かなしみ、 今 はわ づ かにむ かしの 萬が 一 をの 

こせり、 靈貨數 種 あ， 9 とい へど も、 其 巾 上人の 晝し給 

ふ俱利 伽羅 明 王の 圖像、 井 五智 房敏 源の 寮 賛 上人の 

肖像 等 を珍藏 せり、 其の 外 弘法 大師 石油に て點 した 

まふ 五大 力 明 王、 井 阿 遮羅明 王の 千 體佛は たぐ ひま 

-れ なる 靈尊 なり、 また 當麻 中將姬 はすの いとの 淨土 

九 品の まんだら あり、 これ 又 諸人の 識知 せる ところ 

なり、 

〇 地藏堂 四十 九 院と云 

建立 花乘 上人 也、 本尊 地 藏薩趣 は、 弘法 大師 承 和 二 年 

三月 十九 日に、 御手 づ からき ざませ 給 ふとい ひった 

？、 御 光 は 盆な り、 相傳ふ 往昔 大師 天 川の 辨财天 


に、 千 = 御 參詣ぁ .9 しに 、天女 法樂 の 深厚 を 貴み、，？^ 

5^ 三の たから を 盆に も， 9 大師に 附屬し 給 ふ、 しかる 

を此 尊の 爲に、 其の 盆 を 先に 用 ひさせ 給 ふと かや、 歲 

曆鯀邀 にして 三の たから も展轉 し、 牛 王の み殘 て 

院の 珍と す、 大師 奧院に 御 入定し 給 ひし を、 此の 尊い 

さ ゝか顧 視し給 ふと かや、 于， 今 御 く？ -、 すこし かた 

よら を 見 まま さ +」 ん 谱. 》£-、 俗見 If  、の-地. P と 213^ 又 開眼 地蔵 

I ズ E. ノ-。  t さセ， *T  ..anITJ とも 云、 十九 日,^ 綠 3 とする）." 

又 この 尊 は 阿字 形な りと いふ こと あり、 秘密 

のこと、 て あさ. /(- 'しく は 專へ給 はす、 まこと 二た 

うとき 事と ぞ、 

1 、 當 山の 人々 身 まかり ぬれば、 奧院に 送る 也、 かな 

らす 此の 尊の 前 を 過る に ー磬 をう ち、 加 被 を かふ 事 

も 往古よ.^ なし 來れ ると みえた， o、 ゆ へ ありて こそ、 

古人の かくした ま へ るなら し、 

〇 寶幢院 谷 ■ 

昔日 法 花房 上人 錢阿、 この 谷に 寶塔 三味 院 とい 

ふ を 建立し、 丹 後の 二位 を 以て 願 生し 給 ふと か 

や、 其 後 寶幛院 と あらため たるよ し舊 記に しる 

せ b 、又 一 基の 塔婆 あ b 、是も 同く 上人の 建立と 

いへ b  、是 等の 由緒に よ. 9、 此所を 寶幛院 谷と 命 
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せる と 見えたり、 されば^ 寺 今 は. jj た. 0 や、 又 再 

轉 して 他の 號を 蒙. 9 たる や、 明かに 知る 人な し 、 

暫 らくし るして 後人の 考を待 ものな. 5、 

〇 芝坊今 明王院 

開基 實應 上人、 fjgf 服 Mil 年 御本尊 不動明王、 弘法 大 

師 の眞毫 な，. >  、むかし は武州 岩附に 御座 あ b し を、 中 

古 故 ありて 當院へ うつせり、 則 尊像の かたはらに 不 

動 尊の 三 字 を 記せら る、 然ば 大師の 御 筆た る こと 明 

けし、 元 和 年中 仁 和 寺 法 親王、 寶 鼇を此 山に めぐらせ 

給 ふとき、 此の 尊 を 御高 覽に備 ふ、 親王 令旨 をく だし 

給 は b  、當院 の 號を明 王 院とぁ らた めさせら る、 さて 

又梵 文の 兩界の 曼茶羅 二 幅、 これ も 大師の 御 筆な り 

といへ り、 又 影 向の 明 神の 尊像 一 幅 は、 如法 上人の 親 

筆と かや、， は ポ^^ 弘法 大師の 尊像 一 幅、 これ 

もお なじく 上人の 筆跡と て傳來 せり、 

開基 分明なら や、 御本尊 毘沙門天、 俯、 昔年 院 宇に 

火 ありし とき、 此の 尊 も 灰燼と ならせた まふに やと、 

住 侶悲淚 をお さへ うちむ かひければ、 後の 山 脚に 相 

i 好端嚴 にして 立せ たま ふを拜 見し、 奇異のお も ひ を 
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なし、 適 悅の颜 を 解て 抱き、 急ぎ 假殿を かまへ 安す、 

今 現に 尊像の 背 焦て おはしけ る 事、 諸人の 見聞す る 

ところ 也、 又 庭前の 龍 池 は、 せ パの形 緵字を 表して、 智 

とこし な へ に满 へ 、旱魃に も 其 底 を涸す ことなし、 

往古より 祌龍 すんで、 永く 慈 尊の あかつき を 期す と 

なり、 代々 の 住侶每 月 一 度づ、 前行 潔齋 して、 淸淨の 

供 具 を そな へ、 此の 池 頭に むかひ、 彼 神 龍を勸 請した 

てま つれば、 至誠 感應 ありて、 其 長八寸 ばかりにし 

て、 頭の あ ひだ 金色なる 祌龍 かたち を 現した まふ、 則 

1;^ 盆に 水 をた め、 其 中に うつした てまつ りて、 佛 壇に 

あがめ をき、 法 味な ど さ、 げ、 一 晝夜經 ての ち、 又 本 

の 池 巾に かへ し 入た てまつ- 9 ける とか や、 立 詮法印 

龍の 圆 像に 赞 して 曰く、 

擁 n 護山 房 ー鎮二 一  泉？ 柳 龍 蟠屈定 多年 

兼 知芳契 慈 尊 曉 後 會期遙 九 五天、 

又 昔日 覺鑀 上人 定に 入らん とせし とき、 一山の 僧徒 

上人 を いましめん とせし によ. 9、 身 を かくさん がた 

め、 稻 荷の 池に 入水し 給 ふ、 ^：;^^、 それよ. 9 此龍池 

へ 出 給 ふ、 其の 時の 住 侶 一 法 律師、 上人 を 架 裟の褢 に 

かくし 奉ければ、 上人 感 喜の あまり、 阿 舍羅明 王の 秘 
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印 秘明を さ づけ 給 ふ、 しかしよ. 9 このかた、 二十 五世 

の 今にいた るまで、 此の 院の 住職 を 得る 人 は、 唯授 一 

人と 傳來 しける と 也、 稻荷 池と 龍 池と、 間. E を 隔て 

はるかな りと い へ 共、 覺錢 池の 鹿 を はらへば、 此の 龍 

池 も 濁り、 龍 池す め ば 彼 池 も 又 いさぎよし、 龍 生院と 

號 する も 之に よりて な b とか や、 

〇 光明 院 

開基 大進法 橋行淸 也、 其の 時 は 人 ロハ 長吏坊 とのみ い 

ひけ \  £?f 斬 衰 中古 快 尊 法師 住持し 給 ふ 時、 相 

一一 一一 n 1 J  7- す I 

州 小 田 原より 當寺 へ 阿彌 陀如來 一 體 送り 來 たせり、 

今の 本堂の 本尊 是な. 9  、 此如來 の 所 由を尋 ぬるに、 相 

州 小 田 原に 河 野 氏の なにがしと かやい ひし 人 あ. 9 け 

り、 ある 夜 獵の爲 に 山中 ふかく 入し に、 あやしき ひか 

-.y 見えぬ、 かへ りて 里 民に かた..^ ける に、 されば と 

よ、 其 ひかり 夜な夜な ありし を、 われ もみつ、 人 も 見 

つと 各々 あやしみ ける といへ h -、 何某 不思議に おも 

ひ、 又 ある 夜 彼 山に 徘徊し、 妖化 にて や あるら むと、 

物の 隙よ b 潜に うか  >  ひ 見る に、 光明のう ち 種々 の 

異瑞 現せり、 其 光の 所 をよ くしる して、 夜の あくる を 

待、 其の 所 を 穿ち 見る に、 如來を ほ.. >  出し 奉 h.. ぬ、 有 


がた，.、 尊と/、 覺 えて、 我 屋に荷 負し 奉 b. 、それより 世 

の 人 この 如來を 光明 阿 彌陀と 申け る、 ある 夜 如来 彼 

なにがしに 告て宣 く、 我 を 高 野に 送るべし と あらた 

に 示現 まし.^ 候 ゆ へ 、みづ から 守り 舉. o、 登山して 

此 院に來 り、 快 尊 法師の 德儀 をた ふとみ 請 待せ，.^、 于 

ン今 いたる まで 河 野 氏の 由緒 續 々たり、 拆又當 院に靈 

貨 あまた あ， o、 中に も 弘法 大師の 御 筆の 毘沙門天 一 

幅、 , "れは 阿 州 大守蜂 須賀蓬 庵 居士、 年來持 念し 給 ひ 

し 尊像な り、 然るに 居士 ゆ へ あ， „ ^て、 當院 にしば らく 

閑居 ましく つ、、 檀契 深く 結ばせ 給 ふが ゆ へ に、 此 

の 尊 を 寄附し 給 ふ、 井 當院を 再興せ b  、且又し ろしめ 

す 郡內に をいて、 灯油の 田 を 喜捨し 給 ふ、 此ゅ へ に 今 

の 松 平氏 阿波の 大守、 むかしの 例 をた がへ 給 はざる 

事、 誠に 淺 からざる 誠心 也、 この 院に 住持す る 輩、 彼 

居士の 御 菩提 を 祈念し、 晨 夕の 勤行 摒る 事な し、 

〇 瀧 口 入道 隱居梨 坊并多 聞 院の事 

按に： 牛 家 物語に、 齋藤瀧 口 入道 時賴發 心の 事 を かき 

ける に、 時 賴本は 小 松 の 侍たり しが、 十三のと し 本 

听へ まへ り、 4ijy 豊 3 完 问倉院 女院. 水子、 t  IF 黃か a 神 崎の 遊 

で "へ ， さ t^BI ぼ平洁 盛の む マめ、 条 一一 0- 棱 f 君 ：11«> の 

れ、 すと いふ 女 あ b  、瀧 口 これ を 愛せ. o、 父茂賴 いさめ 


ければ、 瀧 口 申け る は、 夢幻の 世の中に、 見に くき も 

の を 片時 も 見て 何 か はせ む、 おも はしき 物 を 見ん と 

すれば 父の 命 を 背く に 似たり、 是 善知識な.^、 しかし 

浮世 をい とひ まことの 道に 入らん とて、 十九の 年髮 

を き て、 嵯峨の 往生 院 に を こな ひすまして ゐた. 9 

ける、 橫笛此 よしを 傅 聞て あく がれ 出、 愛に やすら ひ 

かしこに た、 すみ、 尋か ぬる ぞ無渐 な る、 住 あらした 

る 僧房に、 念誦の こ ゑし ける を、 瀧 口 入道が 聲 とき、 

すまし、 具した る 女に 案內せ させければ、 入道 このよ 

し を 物の 隙より 窺 ひ 見て、 やがて 人 を 出して、 全く 是 

に はさ る 人な し、 若し 門 違に て や 候らん とい はせ け 

れば、 橫笛 情なく うらめし けれ 共、 力お よば や、 泪を. 

を さ へ て歸， 9 ける、 其 後 入道、 たと ひ 一 度 は心づ よく 

とも、 又もした ふこ LJ.^ のらば、 >5 も- フご， き， V なんと 35 

ひ、 嗟峨 をば 出て 高 野に 登. 0 けり、 彼の 横笛 もやが て 

さ ま を かへ ぬる よし 閒 へし かば、 

そる迄は5^しかども^&弓 

誠の 道に 入 ぞうれ しき 瀧 口 入道 

返し  • 

そる とても 阿 か 恨みん 梓弓 
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引と -5- むべき こ、 ろなら ねば 橫笛 

其 後橫笛 はなら の 法 花 寺に 有け るが、 其お も ひの つ 

もりにゃ、幾s^なくて終にはかなくな，9にけ，.^、瀧ロ 

此 よしを 傳 聞て、 いよく 深く を こない 居たり けれ 

ば 父 も 不孝 を ゆるしけ ると かや、 

又^ 衰 記を考 るに、 時賴嗟 蛾の 奥 法 輪 寺に 出家し、 法 

名 阿淨と あらため、 を こない すまして 居たり し を、 橫 

笛尋 行、 あらしに 伴 ふ曉の 鐘、 今宵 も あけぬ とうち ひ 

びき、 月に かいやく 紅葉ば も、 幾重 軒端に つも るら 

む、 おつる 淚 にしぐ れつ、、 釉を しぼ， 9 てと ひ よれ 

ど、 あるじの 僧 はしたなく、 なしと 答へ て 出さねば、 

うき 身の程 も あら はれて、 今 は 人を怨 むる に 及ば や、 

さすが あけ 行 空 なれば、 人の 爲っゝ ましとお も ひつ 

つ、 

山 ふかみお も ひ 入ぬ る柴の の 

まことの 道に 我 を みちびけ 

かく讀 すて 、、此の世の 兒參 はかな はすと も、 朽 せぬ 

ちぎ. にて、 後の世に は必 すと、 なくなく 都へ か 〈り 

ける が、 つれな くながら へ て、 よしなき もの をお も ふ 

べき かと 思 ひければ、 桂 川の 水上、 大 井河の 早瀨、 御 


幸の 橋の もとにて、 とし 十七と 申に 川の みく づ とな 

りけ， 0  、入道 此の こと を 聞、 水練 を かたら ひて、 女の 

死骸 をく、. 9 あげ 火葬に して 骨 を ひろ ひ、 首に かけ 

山々 寺々 修行して、 こ、 にかし こに おさめけ る、 いか 

にも 都 近ければ こそ、 いゝ るう きこと を も 見き くと 

て、 高野山に 登りつ、、 奧院に 卒都婆 を 立、 女の 骨 を 

埋み、 我 身 は 幢院の 梨 坊にぞ 住しけ る、 異本に は 

讀 Sfjjl 又い はく、 橫笛は 法 輪 寺よ かへ り、 髮を 

おろし 雙林 寺に あ ，9 ける に、 入道の もとより、 

し らま 弓 そ る を うら みと 思 ふなよ 

まことの 道に 入れる 我身ぞ 

とい ひたりければ、 女 かへ しに、 

しらま 弓 そ る を うらみと 思 ひしに 

まことの 道に 人 ぞうれ しき 

其 後 横笛 尼、 高 野の 麓 天 野に 行て、 入道の けさ 衣す、 

ぐと かや、 瀧 口 入道 は 高 野に 籠. 5、 五六 年に ぞな h- け 

,0、 しかるべき 人々 は、 瀧 口 入道と いひけ る を、 一家 

の もの 共 は 高 野の 上人と ぞい ひける、 

右 }^ 家 物語に したがへば、 淸淨心 院の聖 の坊に 住け 

ると あれば、 多聞院 なるべし、 入道の 塚して かたはら 


しつら ひ殘し をけ り、 又 盛衰 記に は、 寶幢院 谷 梨 房， o 

見へ た h -、 この 寺の 舊記 をう かいふに、 後白河 

帝の 勅願と して、 傻阿 上人の 住し 給 ひける とか や、 時 

賴 法名 阿淨の 位牌な ども あれば、 此院 にても あらん 

かし、彼入道嗟峨ょb此所に來h^、今ははゃ橫笛も尋 

まじき とやお も ひけん、 

高野山 名 を だに しらで 過ぬ べし 

うき をよ そなる 我 身なりけ. 5 

橫笛猶 執心 ふかくして 鶯 となり、 此の 寺の 前なる 井 

筒に 來 りて 鳴け ると かや、 其と まりた ると いふ 紫の 

石 今に 現然 たり、 まことに 葛 城の 高 間の 寺の 僧の 弟 

子、 なくな..^ て後鶯 とな b て、 初陽每 朝と 囀 b しと か 

や、 H 本紀 にしる せる ことな どお も ひ 出、 あはれ にぞ 

お ぼへ しか 、せ (後 かの 鶯も 庭前に てなん 死し ければ、 

入道 其爲に 阿彌陀 等の 三 尊 を 彫刻し、 中尊の 御ぐ し 

に鶯を こめけ る ゆへ 、鶯 阿彌陀 とい ひ傳 へ り、 今資蟑 

院 谷の 堂に 安置せ る是 なり、 愚お も へ らく、 兩 書の 數 

説 いづれ か是 なること を しらす、 博雅の 君子の 評 を 

待 ものな り、 

〇 ぉ慶』 お  ， 


開基 入道 心 B 房覺逮 なり、 建立の 檀主 は和痕 前司隆 

行な. 9、 しかるに 七 代 以前の 住持 明 山 は、 大通 院と號 

して 鈴 木 小 太郞の 三男な.^ とか や、 依い 之 古老 困に 語 

らく、 元祖 鈴 木 三 郞重家 舊緣の 寺 也、 又曆應 元年 六 

月 、備 後の 國宮 下野 守 兼 信 登山 まし-, -、 本堂 建立 あ 

.0 しと 也、 法名 は玉峯 となん 申け る、 其 後 文明 年中に 

水 野 藏人佐 再興し 給 ふと かや、 當院の 重寶十 念法號 

は、 弘法 大師 御 筆と して、 都鄙 その かくれな し、 殊に， 

その 紙背に 法然 上人 自 から 筆を染 させ 給 ひ、 證文を 

あそばさる、 せ ハの詞 に 曰く、 

空 海 御 筆 也 lll^g 日 源 空 御本尊 也 

又法然 上人 一 紙の 文 を 以て、 萱 堂の 覺心 上人に 此の 

名 號を賜 はると て、 

弘法 大師 一 生 一 幅 之 依い 爲二 御本尊？ 十 遍名號 愚僧 

爲，， 臨終 正 念， 雖 i.n 安置， 候 vss 於 二 其 山-念 佛弘 

通 之 趣 殊勝 存候間 讓渡申 候、 至 二 末代， 成 佛院可 

レ爲ニ 常住 物， 者 也、 一筆 如レ 件、 

建 暦 二 年 正：：：：  源 {.^ 在 

覺心 上人  ， 

かく あ b といへ ども、 いかなる ゆへ ありて か 成 佛院， 
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を い で 、今 當院 に傳來 せ..^、 惣 じて か、 る濟 生の 寶物 

は、 公共の 物と してな がく 世に 傳は， o、 廣く衆 をす く 

ふ を 本と せる なれば、 泯滅 せざる を 貴べ るが 故に、 か 

なた に 有しが こなたに ありと も、 なん ぞ隔 別のお も 

ひ を 起し 奉らん、 た  > 信心に 歸 して 持 念す る を、 正當 

の 人と はいふべ し、 

〇 淸淨 心院谷 

平宗 盛公此 谷の 中に、 寺な ど 建立し ける により 

てな りと かや、 谷の 名を淸 淨心院 とい ふ 事、 異說 

あれば 記し 難し、 

〇 北坊 

當院 は八嶋 大臣 宗盛 公の 建立、 開基の 名德 分明なら 

す、 弘法 大師 自ら 御作の 塑像 を 本堂に 安す、 其の 傳來 

等た しかなら すと いへ 共、 人力の 及ぶべき 製作と は 

見え や、 其 上 御 肩のう へ に微雲 管と いふ 文字 をし る 

し 置 給へ り、 うたが ひなき 御 筆法 也、 古老 傅て いは 

く、 大師 御 入定の 前 一 日、 末代 諸^ 子の 爲に此 像 をつ 

くらせ 給 ふるゆへ に、 今 俗に 二十 大師と 申 奉る と 

ぞ、 

〇 赤松 院 
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往古 は 山本坊 といへ り、 開基 何人と いふ こと を 知ら 

す、 御本尊 は大： = 如來た りと いへ ども、 中古 十 一 面觀 

11^1,5,-.? 化 a す、 赤松 則祐、 播州 補陀洛 山中 山寺へ 三十 ム おお 

ー^1曰をま倡1 三 體の觐 音な、 3 立し 袷 ふ、 其ー佛 也、 一 K に. it-lt- 

1 品 兵 部 卿 尊 仁 親王、 gffil^? デ芳 野より 當 山へ 潜 幸 

あ. 9 ける に、 ほ g^gg  、の 下 赤松 律師 則祐 供奉し、 當 

寺に しばらく 寄宿 あ， 9 ける より、 寺 を 赤松 院と號 し、 

月 潭圓心 則 村 代々 檀 越の 約束 深く ましく、 建武年 

中の 比、 住 侶快實 法師 に 課て、 寺院 を 1$ 興し 給 ふ、 151 

§隨 其 時節 播州 多 河 郡 高 田 井村 同 賀西都 網 引 村 前莊 

にて 數 町の 田歃を なげうち 喜捨し 給 ふと かや、 應安 

年中の 比 は、 左 近 將監義 則の 仰に 依て、 住持 快 辨阿闍 

梨に、 播磨美 作備前 三ケ國 寺社 方の 司令、 相 計べ きな 

ど、 命じ 給 ひける と 也、 {是 に 時の 歸侬 大形なら す、 其 

由緒 今に 絕す、 筑 後久 留 米の 城主、 有" is? 中務大 輔賴元 

公、 先靈 の 跡 をした ひ 、當 寺を以 てながく 御 菩提 所と 

なし、 誠 志 あさから すぞ 侍る、 靈寶珍 器 秘藏せ b 、枚 

擧 にい とま あらや、 

〇 萬 茶羅堂 

昔：！： 誰の 開基と いふ 事 明なら す、 淨 土の 九 品のお 乂陀 

羅 一 幅傅來 せり、 代々 いひ 傳 へし は、 弘法 大師 和州當 


麻 寺に をいて、 中將姬 にあ はせ 給 ひしと き、 彼 寺の 萬 

荼羅 を、 天平 寶字七 年に 繕寫 あ. 0 しまんだら なりと 

ぞ、 いかなる ゆへ あ， 9 て か、 此 寺に 來れる や、 よしを 

知らす、 まことに 希代の 靈寶 也、 并 まんだら 抄 三十 卷 

あり、 又 中 將姬の 御 自筆と て、 藥師 如來井 十二 神の 像 

一 幅、 又 大師 御 筆の くりから 不動、 赤 帝 龍王、 白 帝 龍 

王の 像 共に n 一幅、 营ー愁 相 御作の 十 一 面觀 自在の 木像 

1 幅、 これみ な重寶 として 現然 た、 り、 昔より 此の 堂に 

をいて 念佛を 執行し、 六 時の 勤 を こたら す、 今に 至る 

まで 相 凝せ り 、又 此院 に 云傳ふ 、萱 堂の 飛 証 鼓， J の 所 

へ 落け る をと いめ 置し とて、 今猶 見に あり、 

案に、 此 一 事萱 堂の 傳來に は、 彼^ 鼓 もとの 如く 

飛 かへ， 9 てけ ると いへ り、 今且 らく 兩說 を存 して 

後の 參考 に備 ふ、 

又黑 谷法然 上人 も、 此の 堂に しばらく 問 居 まし ま 

しける とか や、 其 時より といめ を かせ 給 ふとて、 珠 

數 一 れん あり、 手澤 新に して 香 氣芬馥 た.^、 

〇 逮花谷 

むかし 此谷變 じて 淨土 となり、 池 中に 速 花 を 生 

する が 故に、 其 名 を 得る と 見えたり、 

お 集卷五  ^ 


〇 隨心院 

當院 開基、 石淸 水の 成淸法 印、 e^lggg  、建立 也、 本堂 

の 御本尊 藥師 如來、 gigt 靈驗 あらたなる が ゆへ に、 

一 山の 僧侶 歸 依し 信仰し 奉る、 むかし 平の 景亮の 母 

氏 尼 公 塔 を 建立 せらる、 其の後 火 あり. て 又 阿 彌陀佛 

録聽據 勸 進し て 再興 ありと 舊 記に 見えたり、 か ゝる事 

あ. 0 し 跡 さ へ 今 はなし、 

〇 五大 院  I 

開基 不二 分明 r 延久 年中に 行圓 沙門と いへ る は、 1^、 

小 野 僧都 成 尊に したが ひ密 法を學 び、 南北の 京に 抖 

撒し、 常に 五大 明 王の K を 口にた やさす 誦し 給 ひぬ、 

晚年 偶々 この 义 * をよ ぢ、 奧 院に詣 でた まひ、 此 地の ほ 

とり を 過ぎ 給 ひ、 寺院の 古跡なる こと を さと， 0  、 自か 

ら あはれ を 催し、 樹下 一 宿し 給 ひぬ、 すでにし の \ め 

の 空 も あけわた るに、 嶺の 南に あたりて あやしき 雲 

たなびきけ り、 尋 行て 見 給 ひしに、 こぼれた る 堂のう 

ちに、 五大 尊の 靈像 暴露せ，. y、 奇異のお も ひ をな し、 

年 來持咒 の 功むな しからざる こと を 感じ、 堂 を修覆 

し 尊像 を 安置せ り、 又 此の 地に をいて. 一 宇を營 構し、 

同く 五大 尊の 像 を 本尊と あがめ 奉り、 いよいよ 修カ 
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を はげまし まします、 終に 天 仁 元年 三月 廿八 H! 遷化 

せ. 9、 まことに 行圓 にあら すん ば 誰か 此院を 再興し 

てん、 又 この 院 によって 行圓が 志し を 見る こと を 得 

た. 9、 其 後 法 印 澄 喜よ b 奥州^ 西の 某植契 あさから 

す、 寺院 も 益繁榮 せる とか や、 

〇 知識 院 

當院の 開基 たれと 云 事 明なら す、 按に 平家物語に、 熊 

谷 次 郞度實 遁世して 後 當 山に 登.^、 逮花 谷の 傍 

知識 院に 寓居して、 行 ひす ませる よしく わしく みえ 

た. o- 、 楚に名 將の葡 居 なれば、 今に 至る まで 其 名現然 

たり、 直 實の殘 し を かれしと て、 寫眞 一 幅、 郝^ ぼ^ 

か、 れ ろと かや、 其 水鏡に した まふ 匕 ま はム 去， C 帀 s-ff;- り 

井と て、 今 見に 常院の i 則，」 もり、 ヒま 則 氏 リ： si-Kisss^ilT の 

^^^^M 一 一お、 常 州 河 越と 云 所 にても そばされ しゅ： J^.fyjy?"1 て 

.kuli^ 鼓  一！^ ゑ、 人 川 銭の 名號 とい ふこれ なリ、 f々®Bes 

の靈 珍と す 、連 生 ある 時 和歌 を 詠せ し は、 

約束の 念佛は 申まで 候よ 

やら ふやら じ は 彌陀の はから-ひ 

いにしへの 鐘に まさる 紙 衣 は 

風の 入 矢 もと をら ざ.^ けり 

又 彼の 敦 盛の 死骸 を 經碰の 許へ 送， 9 致せし に、 其 謝 

書 ； 通近年までぁ.^しに、 藝州毛 利 氏に つか ふまつ 
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る 熊 谷 伊豆守 信 直とい ふ 人、 先祖の 故事 を認 て當院 

に 使を來 し、 乞 請て 于レ 今傳持 せらる、 と 也、 聊か 恩 

禮の爲 に 資粮を 運送 せらる、 

一 、菅 丞相の 親筆の 自影 一 幅 

是は相 公 安樂 寺に まし まし ゝ時、 天拜 山に のぼら 

せ 給 ひ 御 祈 あ..^ しに、 一夜のう ち白髮 になら せ 給 

ひし 御影と かや、 當 國根來 寺の 惯傳來 せし に、 ゆ へ 

あ. 9 て當院 の靈寶 とならせ 給 ふ、 

〇 來迎院 

曩祖 は淸算 法師、 御本尊 は 阿彌 陀如來 也、 淸算 つねに 

彌陀の 三 摩 地に 入て、 安養 界に 往詣 せんこと を 期し 

て、 勤 念 を こたら す、 ある 時瑜 伽のう ちに をいて、 親 

一 ー、％ 如 來を拜 する こと を 得たり、 か、 る 盛事 都鄙 

にかくれ なく、 各々 瞻 聽を聲 かしぬ、 叙 岳の 惯都惠 心 

此事を 及ばせ 給 ひ、 すみやかに 當 寺に 來り、 同く 信 

心 を 凝し 苦 練 まことに 頭 然を救 ふが 如くに はげま 

し 、本 誓 に 住し まし ましけ るに 、忽ち に 又 其の 眞儀を 

拜し給 ひける とか や、 僧都 感氣の あま..：^、 みづ から 

靈像を 妙 劉し 舉り、 淸算 法師に 附愿 しまし まし、 終に 

當院の 本尊と なし 給 ふと 也、 其 時より 扁 して 西方 寺 


來迎 院と號 す、 其 後小松 三位 重 盛 卿の 適 孫、 法 童丸此 

院に寓 住し 給 ふと かや、 近代 慶長寬 永の 頃 、良； a: 法師 

住持し 給 ひ、 勸修 のい とま 屢 和歌 を 詠 じ 給 ふ、 其篇什 

積て 卷を爲 す、 實に悃 誠の いた. o、 冥盧 にかな ひ 非 類 

を 感動す る こと 亦^から す、 今人 口に 臉炙 する もの 

多し、 當院 に靈货 あまた 秘貯 せらる ゝ とい へ 共、 枚擧 

*  >  あらす— 

〇 丈 六 堂 

堂の 御本尊 丈 六の あみだ 如來、 lg， 此堂を 俗に 丈 六 

堂と もい へ .5、 昔日 阿閎 上人 gl^、 建立と 舊 記に 見 

えた.^、 幷 八幡 辨才 天の 二 社 を 鎮守 とせり、 

〇 誓願 院 

大搜那 源 三位 賴 政と いひ 傳ふ、 され ども 舊記等 紛失 

せる によりた しかなる 事な し、 今 鷲 の 氏族 世々 檀 

主たる は、 彼 源 三位の 由緒に よると かや、 さて 又 誓願 

院と名 づけし K 緣 を尋れ ば、 京 三 條に荒 五郎と いひ 

し 男、 かぎりなく 貧しくて、 せんかたな くや ありけ 

ん、 妻の す、 めけ る は、 かく 經が たき 折から は、 あら 

ぬ 所爲を もして 我 を もす ぐし 給へ、 左な くばい とま 

たべ なんと 云け るに、 男 も わ.^ なく や 思 ひけん、 ある 
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夕暮に 窕 ける 女の、 下女 つれて 通りけ る を さし 殺 

し、小釉はぎと..=^、血のっきたるをもて歸りて妻にゃ 

りければ、 斯 くう つくしき 小釉 着た る 女なら ば、 髮の 

めでた からん に、 など 切 てこ ざ ら んと 罵り ける を、 荒 

五郞 聞、 さし も 女 は 情なき もの かなと 思 ひ 入て、 發心 

して 山に 登り、 此 寺に 住しに、 又 ある 發心者 いづく. 0 

もな く來 りて、 此寺 におな じく 住け b 、日 を經 てむ つ 

まじくな. 0 ければ、 互に 發 心の ra: 緣 なんど 語りけ る 

に、 後に 來 りし 發心者 、荒 五郎が い ひけ る 事 を つら つ 

らき、 て、 其 着物 は、 其 ころされし 女の 年頃 は、 其 日 

は、 其 所 はと ねん ご ろに 問 ふて、 それ こ そ 我 妻な. 0 と 

手 をう ちて、 あさましき 事 を 聞きつ る ことかな、 と 泣 

も あ へす、 魂 もき ゆるば か b なる 有檨、 よその 見る め 

も 哀れな， = ^、荒 五郞も あきれはて 、ぞ見 へけ る、 夫よ 

りい ひか はして 彌々 道心 堅固に つとめ、 此 女の 後世 

を も 弔 ひける が、 折節 この 寺の 煙 もた えだえ に、 一 鉢 

もむな しくな， 0 しかば、 如何 はせんと 忍 ひしに、 所緣 

や あり けん 都に のぼ. 5、 三條 殿へ か、 るよ し. 5. あげ 

ければ、 限りなく 感じ 思 召し、 我 その 寺 を 中興し 得さ 

せんと、 芳命を 下され、 年 ごろ 持 念せ させ 給 ふ 彌陀如 

la 六十 七 
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百 六十 八 


來を此 所に のぼせ 賜 はる、 抑 この 如來 は、 京 誓願 寺の 

本尊 刻 彫のと き、 佛ェ赛 H おなじき 御衣 木 を 以て 作 

り 給 ふ、 此皆に まか せ 當院も 誓願 院と つけられぬ、 今 

の 御 本 翁 これな り 、彼 荒 五郎が 法名 は 由阿彌 陀佛、 彼 

一 人 は 勒阿彌 陀佛と 申て 堅固に を こな ひ、 臨終 正 念 

な，：：' しと かや、 二人共に 此 寺に 住 はてぬ ると 見えた 

り、 沙石 集に 値 ニ惡緣 一行 二 菩提 一と 無住の か、 れ ける 

は、 此の 道心 者 等の 事なる ベ し、 

CM.^ 住光院 

むかし 明遍 上人 週 世 まし まし、 時、 此 谷に 庵室 を 結 

び住居ぁ..^しにょり、 其 傍の 地 を ひらき 別 海 を 建立 

i-6 しまし ける こと、 數多所 あ と 見 たり、 ゆ E 地 も 其 

の 列なる ベ きか、 ある 舊 記に 曰く、 五 郞坊の 開基な. 9 

と、 予 おも ふに、 上人 御 登山の 時 隨逐の 人々 多 か. 0 し 

に、 各々 述世 まし まし、 自ら. M を 構 へられし 奮蹟 か、 

年紀 久遠 なれば、 何れが 是 いつれ が 非なる こと を 知 

らす、 本號は 十二 光院 とい ひしが、 一 とせ 了英 僧正 住 

給 ひし 時、 御本尊 安 S の 爲に、 堂 を 建立 ありし に、 }A 

とい ふ もの を 以て 覆 ひければ、 山中 稀 有の こと、 て、 

時の人1^^堂とぞ呼ける、其後ぃづれの時、誰人か名づ _ 


け けん、 昔し の號を あらためて、 今 は 常 光 住院と 云、 

元祖より 與廢 度々 な. 0 しに、 ある 時 濃 州 七條の 城主、 

林 內匠頭 再興 まし まし 、より 以後、 小 田 Is- の 城主 稻 

葉 氏に 至り、 代々 當院に 力 を あわせ、 心 を かたぶけ 給 

ふとな h -、 

〇 御 庵室 又 i^-- 蓮華 三昧 院- 

本 堂の 御本尊 阿彌陀 如來は 安阿彌 作な り、  瞎 ig! 贿 

れ$乂 開基 明遍 上人な. > 、藤 原 通憲 卿の 息 也、 始め 東. 

大 寺に をいて 出家す、 十九 歳に して 此 山に 入 給 ふ、 杉 

の 枝 をつ き奧院 に參詣 し、 大師の 前にて 誓て 曰、 爲，, 

二世 悉地？ 入，， 此山， 本願 不,， 空 者、 使，， ，此 杉 枝 生，， 枝葉？ 

云已 りて 則 御廟の 橋の 左の 脇に さしはさみ 歸 給 

ふ、 いくばくなら やして 萠芽 生長し、 枝葉 繁茂す、 今 

の 人明遍 杉と いふ 是也、 上人 常に 御廟に まい.^ 給 ふ 

時にも、橋ょ..^內は悉く諸佛の會場と見給ひ、足を容 

るゝに 地な くして、 彼 杉の もとより 伏し 拜 みか へら- 

る、 今に  至る  まで  御廟 を 拜し歸 る 人 は、 か な らす此 の 

杉の 本に て立歸 b 拜 する は、 今の いはれ な とぞ、 上 

人 則 雨 境の 中間に 庵 を かま へ おはし ます、 魁 其 

後 一 門 卿相 修懺堂 を 建立す、 、名け て 上の 御堂と . 


云、 其の 外の 諸 堂 は 後々 の造營 也、 上人 はじめは 念佛 

の 行者な り、 安 阿 彌は佛 匠の 名 を 得た る 人 也、 上人の 

門下の 人な りければ、 上人 之に 命じ 如來の 尊像 を 刻 

ましめ 給 ふ、 佛ェ 一 刀 を 下せば、 上人み づ から 三禮を 

なし、 名號を へ させ 給 ひ 成就 ありし 也、 その 尊 を 本 

尊と 安 じ 給 ひぬ 、後に 眞言 密法を 醍醐の 確 M にうけ、 

又覺 海に あ ふて 彌々 其の 秘を傅 ふ、 改 曰，： 穴 > ^阿つ 一六 

時 中の 修行 を こたら す、 一 紙の 記 文 を 作り 世に 傳ふ、 

^iil せぬ 上人 五十 餘歲の 秋、 念佛 三味に 入 給 ふ 時、 

- 弘法 大師 吿曰、 善哉 善哉、 汝 今心朗 境閣、 而尊 修ニ淨 

業？ 敢勿二 返 緩： 新 福 田 衣、 是當來 値遇 之標 也と 吿巳 

て、 祸絲の 架 裟をさ づけ、 又 淨土敎 文 を 示し 給 ふ、 

^略 上人 出定 して 壇 を 見れば、 忽に 藕絲の 架裟ぁ 

h- 、又 念佛 三昧に 入て 行 導し 給 ひしに、 同列の 數 一 人 

多し、 上人の 御 目に は 如來の 正しく 行 導の 衆に 交り 

給 ふと 御覽 あ. o、 他人 は 只 如い 常の 人との み おもへ 

.5、 上人 後に 此 こと を 語り 給へば、 谷々 彌 ありがたく 

覺へ 信じき、 又 六十 餘歲の 冬、 依 „ 大： n 經疏， 修，， 逮花 

三昧？ 其の 時 此の 谷變 じて 淨 土と 爲る、 庭前の 池 中に 

忽ち 速 花 を 生す、 是に 因て、 此院の 號を連 花 三 眛院と 
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名 づけ、 ると な、 り、 春 日 熊 野の 兩祌、 みづ から 現じて 

秘密 念 佛の印 可 を 授け 給 ふ、 今に 至る ま で 雨 社 を 東 

南の かたに 一所に かまへ て、 影 向所と 云、 終に 上人 は 

ま應 三年 六 =: 十六 日に 入滅 ありと ぞ 其の 外 此の上 人 

の緣 起、 元 亨釋書 に 見えたり 、當院 に 古來傳 へ舉る N 

靈珍數 種 あ..'、 

御本尊 行 導！： 彌陀  藕絲如 梨 見- -于 前- 

柄 香爐其 由もリ  眞佛舍 利 其 由もリ 

能&. 是 如意 寶珠 

弘法 大師 法制し 給 ひし を、 勝 資阿閎 梨に 傳 はり、 

それより 明遍 上人に 附屬し 給 ふ、 今の 世 も 信心 

の檀生 あ. 0 て、 淨 財お 投じて、 永く 此の 珠の溫 潤 

を 世に 傳へ 及ぼさし め 給 ふ、 此外 一 々記す るに 

い とまな し、 

いかなる 故に か 有 けん、 千 葉 介の 先祖より 代々 擅 越 

た.^、 延德 年中 千 葉 胤 直 殊に 御 書 を 賜 は. 9、 本 支 kn 世 

其 因 を 違 ふま じき 旨 を 蒙る、 其 上代々 の 家譜 等まで 

そへ 給 はりて 今に あり、 其 外 所領の 郡縣 にい たるま 

で、 當院 を賴み 登山の 寄宿と すべし と數 通の 證文を 

下さる、 然るによ て 其の 由緒 絶る 事な し、 庭前に 一 

百 六十 九 
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架の 古藤 あ，^、 相 傅 ふ 上人の 愛させ 給 ふと 云. 9、 

〇 千 本 横 

五太 尊の 堂 を さる こと 十 町 余、 懸 のかた はらに 數 

本 あり、 予倩々 見る に 本 一 极 より 千 株 を むらが.. > 出 

す こと、 あたかも i 瓶に 數 本の 棋を さしはさめ るに 

似たり、 まこと や 古人の 傅へ 侍 b し は、 弘法 大師 虛 空 

藏求聞 持の 法 を 執行 あそばされ しとき、 いさ、 か 瓶 

花 を 其 ま、 此地 にさし をき 給 ひしょ. り此 かた、 高德 

の 所爲に 感じ、 今の 世に いたる まで かくの 如く 絕ゃ、 

繁榮 しける 也、 まことに 此 山のう ち、 惣 じて 此の 木 其 

所 を 得て、 土の よろしき にした が へる にや、 生お し 叢 

茂せ すと いふ 事な し、 中に も此 一 所に をいて、 期の 如 

くの 比類 あらざる 靈木 ある- J と、 是 大形なら ざる 德 

化の 致す 所なる べし、 

〇 的 場 山 

當山は 四方に 高山 圍繞 せり、 中に も 此の 山 は にし 

て、 1^ たけた かく 聲 びへ 出たり、 誠に 神人の 射場と 

もい ふべ し 、我が 大明神 は 、御 弟子 の 信 否 をかん がへ 

給 ひ、 非禮不 道の 輩に は 必す矢 を あて 給 ふこと 決然 

たり、 予 去年 冬の 初、 神 矢 を 感得す、 まことに 有が た 
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く覺 へ、 秘 して 人に もらさす ありし に、 又 ことし 初乂ュ 

にかた じけ なく も 靈夢を 蒙る 事 あ 、其 御吿 にも、 我 

が 山の 中 不信 懈怠の ものに は、 かなら す 矢 を あて 命 

をう しな ふ 也、 去年 汝 にさ づけし 所の 矢 は、 あまねく 

弟子の 不信 を懲 しめんが 爲、 いさ、 か 示現せ り、 あか 

ら さまに おも ふべ からすと、 まさしく 神货 をう けて 

夢 さ めぬ、 恐る ベ き 事に あらす や、 其の 外 近代 聞 をよ 

びた るう ちに も、 御 矢に あてられ 命を斷 せる 人な き 

にし も あらす、 然 らば 明 祌の射 を もて あそばせ 給 ふ 

事 明白な り、 世に 名 づけて 明 神の 的 場 山と いふ もさ 

も あらん かし、 

〇 天狗 木 乂傳供 木 

連 花 谷よ.： > 野 川に いたる 中間の 崎に あ，^、 俗にった 

へ て かく 名づ く、 予 おも ふに、 昔し 此の 山 は 大木 生長 

し 深 林 をな せり、 彼の 天狗 やうの 物の 棲息す る 所の 

たよ b 多かん め. o 其 後 木 をた いらげ、 道 を は. 0 ひら 

きしょ. 0 此 かた、 人氣 勝て 惡氣 托する 所な し、 しかれ 

ども かなた こなたに 伐の こせる 大木 あまた ありし 

に、 此木も その 列なる べし、 彼の 天狗 陰 氣に乘 じて、 

時々 は これらの 木に も 飛行し 來 りし 事、 近代まで も 


ありし よ. O 此か た、 人 こぞ. 9 て 天狗 木と いひなら は 

せる 物 あり、 いさ、 か 唐の 文に も閒 およばす、 杜子美 

が 天狗の 賦 とて 文章に あら はせ る を 見れば、 隔 別の 

事な b  、ロハ. H 巾 人倫の 通せざる 所に は 、魑魅 罔 象と て 

〈やうの 妖怪 あ..^ と左傳 にしる し、 文選の 賦 にもの 

せた，^、 詳に是 を おもへ ば、 天狗と いふ も 其 類な る ベ 

きか、 然れば 邪心 をお こし 惡行 をな す 輩に は、 惡氣其 

隙 を 得て その 心 を まよ はし、 其 虛に乘 じて おも ひみ 

だる ゆへ に、 或は 命 をう しな ひ あるひ は"！ 使の あくる 

を も 知らす、 雪 霜 を もい と はす まよ ひ あ き、 終に 本 

性 をう しなへ る ありさま、 誠に 天狗の なす わざと は 

お ぼへ す、 みな 我から 爲 すと いふ 斷を わき まへ ざる 

人 も 儘 あ. 0 と 見えたり、 歎す ベ しかな しむべし、 

i ある 說 に， 傳供 木と い へ， o、 何れの 御 時に か 有 けん、 

女院 大師の 御廟に 御 膳 をた てまつ らんと て、 此 所よ 

り愤 供し 給 ひしと かや、 其 時女院 いさ、 かもた せ 給 

ひし 御 楊枝 を、 其の あた. >  にさ  >- せ 給 ひしに、 其 後 枝 

, 葉 生長せ しが 今は枯 ぬ、 其の 株 を 見け ると 古老 はい 

〈ひ， 

つ 折 川 万 往生 院南 へさ 

c*f: ヌ る 事 十餘町 
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御本尊 釋迦 如來幷 文珠 普賢 菩薩 也、 開基 は智證 大師、 

又 ある 人の 云、 智泉 法師 もす ませ 給 ふと かやい へ ど、 

いづれ もしる しとす る 書なければ 實否を 知ら や、 中 

古 淨侶結 衆して、 二六時中 不斷 念佛の 道場な b. と 云 

事、 粉舊記 に 見えた. >  、按 に 東鑑第 十五 に 、柬大 寺の 重 

源 上人 難 嚅、 逐電して 高野山に 有 と 云 

云、 予 おも ふに、 今 寺院の 故事 を尋 ぬるに、 上人の す 

ませ 給 ふと 云 所、 專修 往生 院と いひて、 塔 「鬚 一 基 を 建 

立 せらる、 のよ し、 舊 記に のせ たれ ども、 綿 時 邈歲な 

れば今 その 跡 とても 見えす、 しかれ 共 恐らく は此院 

をい ふなる べし、 今に 伽藍の 跡な ど 多し、 長 明が 發心 

集に、 齊所權 介 成淸が 子の 事 を しるせる に 曰く、 彼の 

成淸が 子、 親に か く I もい はで、 ひと b 都への ぼり、 

東大 寿 上人 をた のみ 遁世 せんとて、 只 身命 を佛 道に 

なげて、 佛の 悲願 をた のみ 奉らん 計 こそ かしこから 

めと、 二心な く 思 立て 侍る とい ふ を、 聖 事の あ， 9 さま 

を 聞き 淚を おとしつ ゝ 、則髮 を ろして 後、 彼の 弟子 の 

聖 どもに まじ は. 9 て、 三と せば か， CN や 有 けん、 只ね て 

もさ めても 心に は 西方 を かけたり、 聖 あり ふるま ゝ 

に 此有檨 を 見る に、 有難く たうと く 思しめ され、 進て 
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曰く、 朝夕 佛 道の 爲に、 身 をく るし ふせらる、 も大な 

る結緣 なれ ど、 尙心を しづ め 身 を やすくして、 あくま 

で念佛 せんに はしか じ、 高 野に 新 別 所と いふ 所 あ， cs、 

則 我 はじめ 居け る 所な り 、本より 法界の 地なる 上に、 

不 斷念佛 をと なへ て、 一片に 往生 極樂 をね がふより 

外に 他の いとなみ なし、 しかれば 愛に 多 かる S の 中 

に、 もし 道心 ありと 兒 ゆる 人 をば す ゝ めて、 必 彼の 念 

佛 衆に 入る ゝと 也、 はやく 其 衆に つらな b て、 念佛の 

功 をつ まれよ とい さめられ、 高 野 へ 登りけ，. >  、彼の 往 

生 院の廿 四 人の 中に て 月：：： を 送る あ. さま、 ありし 

よりも 異なり、 田舍に は此人 をう しな ひて、 父母 妻子 

とも 肝心 を まど はし、 £nE 國隣國 いたらぬ 隈なく 尋ね 

もとむ るに、 高 野に こそ 住な りと 聞て、 麓に 天 野と 云 

所に 詣で、 そこに 呼出して 對 面した.^ ける なんど、 詳 

に 載られたり、 されば 東大寺の 上人 は 重 源の 御 事な 

れば、 此 文の 言 證 とすべ し、 彼の 上人 此所 にす みたま 

へ ■ 共 、幾程な く關 東より 前 掃 部； 姐 親 能、 將軍 家の 御 使 

とな てむか ひに まいられけ るよ， o、 關 東に 下向し 

給 ふと 見えた h -、 近頃 多々 良 姓 山 口 氏 修理 亮ま政 剃 

髮 して 宗 愚と 號せ しが、 出家遁世の 後名 を 深 慶とぁ 
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ら.^  -V 宽.^ /^二 年 九 = ^十九 H 錄す、 歳 七十 二、 其嗣 far わ 匸 4a„i 

らナも 瑞 岩と いひ、 其號， ^大安 全奚居 土と いふ、 由 ありて 

照 櫂 現の 旨に たが ひ、 此の 地に 來り 出家 受戒して、 智 

證重 源の 花 S 跡 をお も ひ、 伽藍 を 造 立し、 終に 賢 俊 房 良 

永 律師 を 請 じて、 大 乘三聚 菩薩 戒の 律院 となし 給 ふ、 

山 云-一 靈覺： 寺 云， 院 一一し まり， Id 、さ ピ ；.VRH ン ク」 

ヨ- -律藏 【紫 元 和 五 年な リ、. ^て 君の ルを ^億し ん 

てまつ h -、 如 在の 禮奠を こたる ことなし、 其の後 大 ： 

猷院 殿の 御 -22? 恕を 衆り、 江府 にめ され 本 地 をな し 下 

さる、 其 上 分 を 以て 當寺の 厨 費に そな へ 給 ふが ゆへ 

に、 粥 飯の いとなみ 貧しから ざる こと、 まことに 佛法 

の威德 成べ し、 于レ今 至る 迄 三 學通備 の 比丘 相 續 まし 

ます、 信 厚の 輩に は聖 衆來迎 し、 明祌影 向し 給 ふこ 

と、 近代 も ありし 也、、 まことに 故 ある 勝地 也、 正 保 年 

中全勇居士の嗣子、從五位下但•ii^讦弘隆、居士の小像 

を 刻 彫し、 當 寺に 安す、 拆又當 山 は 三ケ院 gl^p 

の 外 を 卷て別 所と す、 其 外に 初て 愛 を 開 地し 給へば、 

新 別 所と 名づ くる か、 是れ恩 案に して 古事 を しら ざ 

るが ゆへ に、 ひそかに 識者の 是正 を 待 者 也、 
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一無軒 道冶轔 

〇 谷 上 

此 所よ b 大蔬に 至る 迄狄賴 の 南、 四十 八の 

瀧 あ， 9、 其な がれの 上なる が ゆ へ に、 谷 上 と名づ く 

と 見えた.. >、 

〇 無量 壽院門 首 寺 也 

御本尊 無量 壽佛、 御堂 は 牧野 四 郞左衞 門 入道 建立せ 

しと 也、 相 傳ふ正 智院逍 範阿闍 梨を此 下に 葬け る 所 

とぞ、 又もと は 釋迦堂 ありき、 是れ四 郞左衞 門 入道 建 

立す、 又 塔 纏 も 同人の 建立 也、 開基 深 覺阿閣 梨 を はじ 

め舉 り、 其 外名德 あまたお はします、 中に も 長 覺阿闍 

梨 は、 寶性院 宥快法 印の 法眷 として、 德儀 あまねく 聞 

え、 事敎 兼備へ 給 ひ、 眞敎を 宣揚し、 道 福賑衍 にして、 

門 學 市の ご と し 、製作 の 書籍 帙 に み て ，0^  、長 覺阿閣 梨 

壇上 參詣 まします ごとに、 黑 白の 犬 ニ疋 かわ b がわ 

りさ だまりて をく， 0 むかへ をな しける と 也、 是則大 

明 神の 御 感應の ゆへ なるべし、 今に 長 覺阿闍 梨の 御 

影 を 圖書ー せる 屮に、 犬 を うつせる も此故 な. 0 とぞ、 誠 


に德 ある ものに はな どか 靈異 なからん や、 彼 漢蕭芝 

が 至孝なる に 感じて、 維 数千 頭 飮啄宿 止し、 直に 上る 

にあり て は 岐路に 送， 9、 直 をく だるに 及べ ば 、門に 入 

て 車の 前に 飛 鳴せ る も、 今阿閣 梨の 事に 似た る 物 か 

ら、 いさ、 か嘆德 の御爲 にしる し 侍りぬ、 按に 弘法 大 

師行狀 の 記に い はく、 承 和 九 年 七月 十五 H  、嵯峨 天皇 

崩御 あ，.^ ける に、 御 遺 詔に まかせ 御棺を さがの、 木 

の 上に 置 奉りけ るに、 しばらく ありて 雲に いらせ 給 

ひぬ、 其 時 南山よ.^ さがのまで 五色の 雲 そび き、 御棺 

すなはち^^山に飛來らせ給ひ、 西の 岡の 櫻の 木に か 

からせ 給 ふゆへ に、 其 さくら を 今に 棺掛ざ くらと 申 

傳へ舉 る、 難 ほき.^ 磲の其 西の 岡と いふ は、 大 塔の 

うしろ 西の かたと あれば、 當院 なること 明けし、 其 櫻 

も 今 はなし、 抑 當院は 其 宗派 兩門 首の 一 として、 學徒 

の 統宗と 仰ぎ、 或 を 振 ひて 人 をた にし、 和 を 施して 物 

リん せん 

を あいす、 誠に 一 時に 獨步 し擢で 、逾 選に 應じ、 住持 

をな せる も 所以 あるかな、 眞如 親王 御眞 翰の 弘法 大 

師の御 真 像 あ，^、 是は 大師 御 在世の 時、 賴三幅 を かさ 

ね、 上なる 親に 書 うつさせ 給 ひける に、 二 幅の ii にも 

同じく あ. 5 ...^ と 墨う つ.^ て、 上の 賴に 書せ 給 ふと 
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異なら や、 其と き 大師み づ から 石油 を 以て 墨 を すら 

せ 給 ひ、 點眼 あそばされし を、 一 幅 はとい めて 今の 壇 

上 御影堂に 安置し、 一 幅 は當院 へ 傅 持し、 一 幅 は 親王 

御 入唐の 時隨 身せ させ 給 ふと 申 傅へ， 9、 希代の 靈寶 

なり 

〇 正智院 

〇 本堂 御本尊 阿彌陀 如來、 、の 開基 敎覺 正智 房、 ^ 

t^s51^ 代々 名德 住持し 給 ふ、 第 四 世 明任檢 校、^ 德 

偉 器に して、 梵 行淸修 な. 9 しょし 傻 記に えたり、 第 

六 世 道範、 g  、本 阿 閣梨商 海 流浪の 記に、 覺圓房 阿閣梨 

法 性 遷化 あ.. >  し をき こしめ し、 且 云く、 彼阿閣 梨は少 

年よ. 0 同學 也、 交 如 M 芝 蘭， 昵 同，， 膠漆 T しかの みなら 

す 傳法灌 頂 を 先師 法服 和 尙に受 て、 魄に 秘密 血脉 一 

門た.^、 顯密の 因 緣劳以 深 云々、 法服 和尙 位と 申 奉 

る は、 是 明任檢 校の 御 事な.. >  、御 弟子 あまたお わし ま 

す、 其 中 法 性、 道範 とて、 高 野の 八 祖の隨 一 と 唱ふ御 

かた、 兩 人まで もたせ 給 ひつれば、 其 師の德 はおして 

し. 0 ぬべ し、 道 範阿閣 梨 自ら 南海 流浪 記 を 制作 まし 

ます、 其 略に 云、 末 院傳法 院凶惡 を かまへ、 本 寺に 隨 

はざる によ. o、 本 寺の 衆徒 仁 治 三年 發向を 企て、 彼 凶 
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黨 を治罸 せんとす る處 に、 天火 自然に 出、 順風た ち 

まちに 起り て、 一 院 須臾に 灰燼と な，.^ ぬ、 それよ.^ 傳 

法 院憤を ふくみ、 本 寺の 宿老 等 廿六人 を 記し、 公家へ 

訴 へ 申ければ、 其 交 名に まか せ、 同年 十  一 e: 六 波 幾に 

めされ、 日々 兩 方の 對問 あり、 傅法院 かたは 龜 毛の 條 

條を巧 出し、 詐僞の 非 論 を かま へ 巾、 然り とい へ ども 

穴ェ花 濫訴の 故、 一 々無 實の皆 あら はし. 3. されければ、 

子細 ある まじと 謳歌せ しむる の處 に、 同 四 年 正：！： い 

かい あ. 9 けん、 悉く 配流に 處 すべきの よし 風聞せ し 

め、 つ ゐに正 s: 廿五： n 、宿老 等 谷々 配流の 國の 武士に 

預けられぬ、 法 性 阿 闍梨は 出 に 配流し、 道 範阿闍 

梨 は 讚 岐國の 守護 所に 譎 せられぬ、 1^:1: 卅リ郤 を 出 

給 ひ， 久 我に 宿し、 二；：：： 一  = 纜を とき、 神 崎の 檢の下 

に 宿し、 淀の わた.^ を 過 給 ひしに、 はるかに みやこの 

かた を 望みた まひて、 

都 をば 霞の よそに かへ b 見て 

いづち 行ら む 淀の 川な み 

同 二  H 須磨 のうら にっき 給 ひしに、 まことに：：：： の 名 

どころ と 見へ て、 四方の けしきい とめ づら しか. 5 け 

れば、 


ながれ 行 身に しあら すば 須 磨の 浦 

とまり て 夜半の 月 はみ てまし 

さて 繪島 にか \ り 給 ひ、 岩の すがた、 松の 色、 碧潭の 

ひ J- き、 嵐の 昔な ひ、 まことにう きを わすれ^ ふば. 2* 

b なり、 明 神に まいらせ 給 ひ、 

見る ばかりい か い 語らむ 繪島 がた 

むべ し を 神 はこ ゝ にす みける 

四 = 淡路島の あたり 近くな. > ければ、 東の かた 千里 

の 外まで 望み や.. > 給 ふ、 中に かすかに 高野山の なむ 

見 ゆる かた あ. 9、 山門 寺 中の 事なん どお も ひやら せ 

給 ひ、 あはれ に覺 しめし、 船中の 人々 に、 あすよ. 0 は 

高 野の 見 ゆる 所 は ある まじき かと、 わ- tj 給 \ ズ、 炎 

路の 山の 巾に 入な ば、 高 野の 見 ゆる 所 はよ も 候 はじ 

と 申を閒 しめして、 

はなれく る 高 野の 山の 霞 を も 

け ふば かりや はなが めくらさん 

さて 陸地 を ふみ、 淡 路の八 木の 府 にいたり 給 ひ、 一 H 

二  M; の あいだと- 5. ま. 0 給 ふ、 さる にても きの ふまで 

は、 淡 路配國 の 人と 同道 同宿して、 互に 物い ひなぐ さ 

む 寧 も あ..^ しに、 その かた もお ゝく は満の 口に 


とい まりぬ、 又此 ところより は 只 同朋 一人 ふたりば 

か， 9 なれば、 まことに 露 旅の 思 心 ぼ そからぬ か は、 

さらぬ だに ねざめお ほかる 草枕 

まどろ む 夢 を 吹く あらし 哉 

六 H 國府 をた ち 出 ふくらの 泊り に 至り 給 ふに、 折 ふ 

し風惡 くして 三 H まで 其 ま ゝゐ給 ふ、 西風 はげしく 

雪 ふ いき すさまじく 物 あはれ なり、 

奥つ 風 ふくらが 磯に ひかす 經て 

なら はぬな みに ぬる、 釉 かな 

行 さき も わか ふる 里に あらな くに 

こゝを 旅と はなに いそ ぐらむ 

十一 一 H: 讚岐の 國府に い た b 給 ひ、 十三 曰 國府を 立、 同 

じく 守護 所長 雄 次 郞左衞 門の 許に 至らせ 給 ふ、 次の 

あした 淡路 よりの 使 かへ るなん どい ひければ、 其國 

に留る 人の もとへ 文 をお くらせ 給 ひ、 そこより ぉゝ 

くの 海山 を わたり、 流浪の 事なら びに 老後 流刑の 事、 

力 へ す 力 へ す もお も ひ よらざる など 書せ 給 ひて、 

天が下な どす み 染の釉 ならむ ， 

老の 波に もな がれぬ るかな 

十四日 守護 所の もとより 鵜 足 棒の 橘 藤 左 衞門高 能と 
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云 御家人の かたへ 預けら る、 十五 ほ堂舍 一 宇 僧房な 

ど ある 所へ 移しす へらる、 里 はなれて いくばく なけ 

れば、 地形い とお もしろ く、 東 は 高山 を 望みて 月の出 

る を 待、 西 は 遠嶋を ながめて H の 入 をお しひ、 うしろ 

に は 松 山 そび へ 前 は 潮水 滿 てり、 

さびし さ を いかでた、 まし 松の 風 

波 も 1 昔せ ぬすみ かな b せば 

或る つれぐ にう しろの 山に 登り 見渡させ 給 ひて、 

うたつ がた 此松 かげに 風 立てば 

鳩の あなた も ひとつ しら 波 

三 =： 廿 一 H 善 通 寺に 詣 でさせ 給 ひ、 大師の g!!.; 跡 を 巡 

まし.^、 古事な ど 思し 出し 給 ふ、 御 誕生 所と て 石 

高く 廣く疊 め >o、 

高野山 岩の むろ B- にす む 月の 

この ふもとよ. 0 出け るか さは 

此御 誕生 所 は、 西方に 五岳 山と 云て、 五佛の 高山の あ 

る^ 麓 也、 寬元 元年 九月 善 通 寺に 移住 まします、 同廿 

一 日に大師の御行導ぁ..^し所にぃたらせ給ふ、隨f!:f- 

其 道の ほどけ はしく、 老骨の たえ 給 ふべ くも あらぬ 

に、 人に 扶 けられて 登臨し 給 ふ、 此行道 は 五岳の 中の i 


我拜師 山の 西の； 1 也、 大師 此 所に 覜念經 行の 問、 靑岩 

の 松の 綠 なる 上に、 釋： il 如來 雲に 乘じ影 現し 給 ひし 

を、 大師 正しくお が 見 給 ふに より、 我拜師 山と 云な 

とぞ、 しばらく 法 施し 給 ひ、 如來影 現の 事 貴く 覺 しめ 

して、 

我拜師の山常にすむなる^^半の月 

來. 0 て 照す 嶺 に ぞ 有け る 

南 大門の 東の 脇に 古 樹の松 あり、 蓄 宿の 傳 へて、 むか 

し 西 行 この 松の 下に、 七； n 七： こも b ゐて よめる、 

ひさに 經て わが 後の世 をと へ よ 松 

あとし のぶ ベ き.=;^-もなき身に 

と あ. 0 しより、 此松を 西 行が 松と 中な. 0 と、 申 をき こ 

しめして、 

契， 0 をき て 西へ 行ける 跡に きて 

われ も を は，. >  を 松の 下 かせ 

宽元 ，一 一年 八 =1: 、淡 路國 なる 人の もと へ 、修行者の 便に 

文つ か はさる ゝ とて、 此 離山 三年に なり、 在 國兩歲 に 

なる 事、 本山 戀慕、 覊 旅の 艱難、 さだめて 同心なる ベ 

し、 抑 その 淡路島 は、 高 野の 大門に てち か <\. と 見え 

侍， 0 しが、 其國 にても 南 はさ は./.^ と 見 侍らむ、 浦 山 


# こそと て、 

君 はな を 見て やなぐ さむ はなれぬ る 

高 野の 山の 峯 のしら 雲 

さても 又 この 居所 は、 大師 御 誕生の 跡 なれば、 御 建 

立の 伽藍 今に 少し は 殘れ. 9、 中に も 大師 御眞 筆の 御 

影 常に 拜 見し 舉る、 これ 愁の 中の 喜なる よしに て、 

世に出て みづ からと むる 影より ぞ 

入に し：！： のかた ち を も 兒る 

淡路の 人々 もいた.^. なきて 返しに、 

高野山み ねの 白雲 跡た えて 

むなしき 穴 「一に 雨ぞ - J ぼる ゝ 

入 月 も ひか. 0 やと もに ならぶ らん 

み づ からと めし にう つりて 

一年 十月、 伊 與國塞 川 地； 如、 ^0. 一  堂に 三 尊 を 

安澄し 奉る により、 供養 導師に 賴み舉 るべき よし 吿 

來る によ. o、 彼國に 渡らせ 給 ふ、 波路 頭に 比 女の 八幡 

と 云 所 あり、 讚 岐の內 、其 所に 大 なる 楠 木 を、 半 出の 

阿彌^ 佛に 造り 奉り、 堂 をつ くり 覆へ り、 其 木の 末 は 

大に さかへ て かれぬ、 

^§木も本の さと. を ひらきつ ゝ 


ほとけの 身と も 成に け る 哉 

其 か へさに 琴 曳の宫 に 詣で給 ふ、 II、 此宮は 昔し 八 

幡大 菩薩の、 筑 紫よ h- 此 所に 落つ きて、 京の 八幡へ と 

わたらせ 給 ふ、 其 御舟の 舳と御 琴と を、 宮內 につく， o- 

こめたり、 さて 琴曳 とい ふ 山の かたち、 京の 八幡 山の 

ごとし、 三面 は 海な り、 

松 かせに むかしの しらべ かよ ひきて 

いまに あと ある 琴^の 山 

十 一 =：： 尾 背 寺へ 詣で給 ひし 次で に、 稱名院 の 九 品の 

庵. M を來訪 まし./ (^け る に 、 院. 念 〃 一お 他に 出られ 

ければ、 よみ をき 給 ひぬ、 

九の 草の 庵と みし ほどに 

やがて 遝 のうて な 、りけ hs 

九つの 草の 庵に とめ をき し 

, 心い ざな へ 侮の 西まで 

其 後 念々 房よりか へし、 

むすび をく 草の 庵の かひ あれば . 

な r は の-つてな li  I て き ( 

九つの 草の 庵に といめ けむ 

. 君が 心 をた のむ わが 身ぞ ■ 
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— 高野山 通念  

稱名院 へ つか はされ し 御文、 上品 房の 許へ 送られた 

.9 ければ、 上品 房よ. かへ b ごとな どい ひお こせた 

.cv し は、 さても 一 たび まみ  >ん ざ b し は、 生前の t 退 恨な 

れ、 まことに 二 首の 御詠歌 卷 返し 誦し 舉 りぬ、 又 五 首 

のこし おれ を さゝげ て、 手 向の 心緒 をのべ たてまつ 

ると て、 

いか- S- して 君が みのりの 燈を 

くらき 見 山の 庵に てらさむ 上品 房 

君が 賴む 寺の むかしの 聖 こそ 

此 山里に すみかし め けれ 

君なら で 誰か 覺 らん 草の 庵 

やがて 逮の臺 な..^ と は 

九 品の 蓮の 露に やど.^ けむ 

月の 光， 9 を 見ぬ ぞ 悲しき 

と めけ むこ ゝ ろの 底 をし る べにて 

この 山里に すむ 人 もがな 

建 長 元年 五 =!:、 この 諸國の 流人 赦免の 宣下 あ b て、 同 

六 s: に 院宣、 幷六 波羅の 下知 狀、 及 長者 御 房の 御書狀 

來着 あ， 0 しょ. 0  、歸洛 し 給 はんと ありし に 、風の 心地 

によ..^ 出 行し 給 ふこと ならせ 給 はす、 四十 ケ日 にあ 


 ^七十 八  

まりて 本山に 歸り铪 はんとて、 此の 七と せの 間 うら 

なく 語らせ 給 ひし 人の 許へ、 

なゝ とせの た、 ぬむ くひの 末の 露 

同じ 速のう へ にあ そばむ 

とよ ませ 給 ひっか はされ しかば、 返しに 世々 に引攝 

蒙らん とて、 

末の 露お も ひ 定めぬ 身に しあれ ど 

問 ことのは にか 、ら ざらめ や 

又 かさねて 申されし は、 毎年 一 度 は 高野山へ 登りた 

てまつ らんとの 志 深し とて、 

たのめ をき し 法の しるべ の燈の 

重ねて 照す 嶺を 尋ねん 

かくして 終に 別れ 給 ひ、 八月 十七 H に 登山 ましく 

け り 、高 野 大明神 常 に 當院 に 影 向 まし />- 、道 範阿闍 

梨に 對 して 問答なん ど あそばされ しと 也、 いま 上の 

山に 影 向 石と て殘 されし は、 明祌 常に 來らせ 給 ふ 所 

とか や 、當山 に をいて 、影 向 の 明 神 の 尊 形を寫 し 奉る 

も此 時の 御 かたち 也、 この 阿閣梨 一 代の 制作の if: 敎、 

遍明抄 など、 その外 數 部の 書 あ，.^、 あまねく 人の 傳 

求し 奉れば、 不ぃ 及い 記、 建 長 四 年 五月 廿 二日 入寂 まし 


ます、 其 後 快 雅阿閣 梨のと き、 此寺衰微せしにょ^^、 

檐 もる 雨 もしの ぎがた く、 みづ から 御笠 をめ し、 佛堂 一 

に 入て 行 法な ど あそばされ しと かや、 

苔の 下さ こそと 後の世 を しれば 

板 間の 雨の もる はもの か は  一 

とよみ 給 ひし も、 此 時の 御 事な りと 中傳 ふ、 され ど 一 

も 當院に は、 嶽の辨 財 天女の 十五 童子 內、 印鑰 童子の； 

社 を、 大師の 御 時よ.^ 勸請 まし-, \- ければ、 今 は 寺院 一 

甍 をなら ベ、 堂塔 檐を つらねて、 #ー 楝朝 の：：！ にか^や 一 

き、 金鋪 夕の 露 をみ がく も、 此 童子の 御 鎮座の 故なる 一 

ベ し、 當院に を い て. 靈寶 あまた 傳 持し 給 ふ 、巾に も 牛 一 

皮の 曼- ぉ羅 とて 類 希なる あ.^、 小 野の 曼茶羅 院と申 一 

御 ゆ も、 此曼 茶羅の 故に 建立せられ しと かや、 今 ゆへ； 

ありて 此 院の寶 物と なれ .9、 緣起 等に 見えた hs、 

弘法 大師の 御 筆の 善女 龍王の 尊像 一 幅、 是は靈 驗のー 

尊 なれば、 一 山の 衆徒 尊重せ すと いふ 事な し、 又 雨 を 一 

いのる に、 一 山の 衆徒 大瀧 葡5輔 き、 に 出て、 此 尊像 一 

をむ かへ 舉り 修法す、 則ち 大澠の 別當職 は、 此院の 住 一 

持所帶なるも、此尊像のゅへ な，.^とかゃ、しかれば莊 

園 を 分て、 この 尊に 寄附し 奉る 事 誠に あさからざる 

li, 野 山 通 <ss  -.  , 


事 也、 又當 山よ.^ 大瀧 にいた るまで、 四十 八 級の 瀧 あ 

り、 當院の 前 も 其 一 級の 內 なりと .5. 傅 ふ、 いはれ ある 

事に ぞ、 

〇 北室院 

當院 は、 昔； n 弘法 大師の 御 在世の 御 時、 開基 あ， 9 し靈 

地な. CS  、其 時 は 寺 家と いふ ことなくして、 室す まゐと 

て 房 局 をなら ベ 、あまたの 僧伽 寄宿し 居て、 粥 飯の 時 

は 一 厨に あつまり 喫 食し ける とか や、 其 室 東西南北 

にか ま へ たれば、 東 室院、 南室院 等の 名 あ hs とみえた 

、此院 も其隊 とい ひながら、 大師の 粥 飯 を 調進し 奉 

れる院 なれば、 他の 室に ことならん か、 其 上 當山を 八 

葉に 分つ に、 當院其 一 として 、観 昔の 淨土 たる こと 奮 

記に 見えた b  、御本尊 は 大師 御眞 筆の 五太 力 尊、 一 山 

渴 仰し 舉る靈 像な り、 故に 諸 衆 心 を あわせ、 別て 燈油 

糧を 喜捨し 奉る、 殊に 每年 孟春 鬼 宿 HI に當り て 、壁 上 

の 金堂 へ う つし 奉 b へ 阿 闍梨百 僧 仁王 念 を 開演し、 天 

下 太 1^ の 悃情を し、 山上 靜讃の 祈願 を抽 す、 むかし 

長久の 頃、 山 籠 行 明の 住し 給 ひしょ. 9、 第 十七 世檢校 

良 禪解脫 房 主領た，.^、 謹て 良禪檢 校の 先を考 るに、 高 

野 山 往生 傳に 云、 紀州那 智郡祌 崎の 人 也、 俗姓 は 坂 上 

ほ 七十.？^ 
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氏と かや、 御 母 ある 夜、 n 輪 胸間に 入と 夢見 給 ひて 則 

懷姙 あり、 終に 永 承 三年に 御 誕生なる とか や、 六七歲 

のとき にみ づ から 曰く、 n: 輪 影 現す と、 其 父母 あや 

しみお ぼしめ し、 終に 佛 家に 入 奉り、 十 一 歲 にして 初 

て當 山に のぼり 給 ひ、 任 尊 山 籠を師 としつ かふ まつ 

ら せた まひ、 十四 歲 にして 出家 受 具し、 其 後 當院の 行 

明に あ ひ、 大隨求 大佛頂 等の 陀羅尼、 井 雨 部の 大法 を 

うけさせ 給 ひ、 ながく 山門 を 閉て俗 座に まじ はらす、 

穢土 を 厭離す る を 以て 心 観と し、 淨 土を欣 求す る を 

以て 自行 とし 給 ふ、 旁隨 伏して 小 と 名す け 奉る、 其 

後 中お の 明算檢 校に 隨て、 兩界 の灌顶 をう け、 五部の 

智 水に 浴し 給 ふ、 しかれば 名-? マ： 世に あら はれ、 德澤衆 

に 施せ b 、すべて 住 山の 年季 八十 一 囘 にして、 保延五 

年 二 R: 廿  一 ni 、淨衣 を 着し 新 座 を まう け、 先 不動 尊 を 

拜し、 次に 南方に むかひて、 地. 上 御影堂 を拜 し、 終に 

西方に 向 ひて 安養 界を拜 し、 身心 不動に して 泊 然と 

して、 化し 給 ふ、 春秋 九十 二、 夏- M 七十 九 也、 一 生の 

うち 建立し 給 ふ 佛閣、 塔、 鐘樓、 經藏 等記錄 する に 

いとま あらす、 あるひ は 一 家の 法 輪 を 引て、 葉々 今に 

至る まで 涸渴 する JJ なし、 か ゝ る名德 の名區 なれば、 


百 八十 

續て 第廿 1 世 檢校兼 賢、 

紀 州海士 郡キ； iwvdiil 一 1n;?.c  、惠淨 房 承 安 _ め 頃 人 也、 仁 安三 年 五 =^ 一一 一 

の產 なり、 弁 J=3=p ずラ H 依， 1 傳法院 裳 切の 事， 壹岐の 島へ 配 

など 申舉 hi 问僧 住持し 給 ひ、 數百 年の 今 

nz に 及ぶ まで、 名跡のと な へ 揭焉 なる もの か、 

庭前に 一 株 古松 あ. ^ 、俗になる こ 松と 云 ふ、 子細 有事 

にや、 

〇 彌勒院 

本堂 御本尊 彌勒 菩薩、 弘法 大師 御作な り 、高 野. E 第 十 

九 世 執行 檢校琳 賢、 ま I 醫 SIf" 開基の 所 也、 琳 

賢 はじめは 奈艮興 福 寺に て 法相 を 學し給 ひ、 後に 當 

山に 登. 9、 中 院の明 算阿閣 梨を師 として、 密乘に 心 を 

遊ばしめ 給 ふ 、高德 世 にき こ え、 練 行 倫 を絕し おはし 

ます、 ある 時 請 雨した まひし に、 善女 龍王 降臨 あ..^ 

て、 -ii 應の すがた を あら はし 給 ふと かや、 鳥 羽 院琳賢 

に 命じ 給 ひ、 當院 に^に 灌 頂の 道場 を 建立し、 灌頂修 

行せ しめ 給 ふ、 今院々 に 本堂 を 建立 せらる、 車 は、 此 

時よ. o はじまれり、 其 時節 當院 にて 御 修法 をつ とめ 

しによ. 9、 勅 有て 六 口の 供 僧 をつ け 給へ り、 其 供 僭の 

住坊 各々 にあ. 9 と 見えたり、 正 法 寺と 云 は、 此院の 境 

內 にあ， c- しも、 名のみ 殘れ り、 其 外 は 名 さへ しらす、 


此正法 寺に 寓居せ し 僧、 大和 國犬 飼の 正 法 寺 を兼帶 

せ. o、 しか る 故に 彼 寺の 靈資 多く 此 寺に 傅 來す、 中に 

も 弘法 大師 犬 飼に をいて、 高 野 明 祌に逄 ひ 給 ひし 時 

の、 g 祌の御 相貌 を 御 筆に うつした まふ 尊像 ■ 霧 へ5， 

あ， 9、 靈驗擧 て 記しが たし、 拜み 奉る 人 畏敬せ すと い 

ふ 事な し、 久安六 年 八： 十四：：：：、 琳贤阿 閒 梨 入滅、 全 

身 4;! 利と な. 0 給 ふ、 是則 身：^ 佛 ならす や、 其 後 後鳥羽 

院、 當. 山 御幸のと き、 すでに 琳 賢阿閣 梨の 入滅 を さる 

事 五十 餘 年な h -、 あらかじめ 琳 賢阿闍 梨の 德行 をき 

こしめ し、 すな はち 阿闍 梨の 廟 前に 御幸し 給 ひ、 廟 

門 を 開き 御覽 する に、 身體 散せ す 傲然た， o、 彌々 稀 

有のお も ひ をな し 給 ひ、 末代の 利益になる 儀 をの こ 

されよ と勅定 あ. 0 しに、 琳賢 一 眼 忽ち に 落に けり、 

釋 11 如 來の舍 利と すこしも ことなら や、 今に 至る ま 

で 其 4：： 利を當 院に傳 持し 來れ り、 マお 供奉の 公卿に 

至る まで 、感嘆 拜頓 せす と 云 事な し、 中古 快妥 僧正な 

ど名德 御座す、 民 の 旱魃 を 苦し める を あは れ ませ 給 

ひ、 祈 雨の 法 を修し 給へば、 遠近 恩澤に 潤へ. 9、 後 は 

賓^ 院に 移住す、 寛 文 十 年 當院領 首 堅 昌阿闍 梨 示 寂 

あ， 0 しに、 其 顧 命に より 彌勒 尊の 秘法 を 一 萬 座 修行 
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し攀 りき、 然るに 當山 往生 院 谷の ある 寺に、 もとより 

行 基 菩薩の 御 筆の 彌勒尊 を 襲 珍と し戴舉 せり、 此時 

住持の 夢に 吿曰、 我 谷 上 彌勒院 へ 移らん 事 を 欲す、 早 

く 送り 致すべし と あ. 0 けれども、 住持い か  >  あらん 

と 人に も かたら や-居け るに、 再三 其 夢を感 せり、 奇異 

の 思 ひ をな し、 翌朝 當院 へ吿 來れ. ^、終に 迎 へ 奉， 9 て 

一 當院 の靈寶 とす 敛曰、 當院は 往昔 琳賢檢 校より 以來、 

彌勒の 尊像 を 本尊と し 念じ 座す、 今 又 別て 秘法 修行 

の砌 なれば、 是妙 成妙應 な，. >と て 谷 嗟嘆せ.. >、 一山 

の 衆遍く 知識せ る 所 也、 別 所の 比丘 快圓 師聞レ 之て 拜 

見し 給 ひ、 諸方の 人に 吿 たまへば、 大阪の 善女 人感喜 

髓に 徹し、 修 覆し 舉り禱 装す、 まこ. とに 澆季の 世と は 

いへ ど、 佛 法の 不思議 は猴泯 せぬ 物から、 今 かく 琳贤 

阿 閣梨を さる 事 六 百年に 及ぶ といへ ども、 其 賸膏殘 

芳 いまだ 斷ざ る こと、 崇む べし i むべ し、 

上峯 に小搭 岡と 云 あり、 大師の 七廟の 一 也と 云傳 ふ、 

淸淨の 地なる か、 ぬかざる に 草 生せ す、 はら はざる に 

麈 なし、 

〇 普 門院  ， 

此 寺に 矢篦竹 一 篁 あり、 俗 是を明 神の 矢 竹と いふ、 近 
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^|3ぁる人の曰、古老の云傳へしは、惣じて高野山の矢 

竹と て、 天下の 名物に せるな り、 昔 = -は隱 所 川、 f き ゆ 

惣 じて^の 榜= Ja* 高野山の 屮、 您 じて 寺 P の 前、？ の" たよら 

の 溝川な 云*  ^ 道 通路、 井" 山林に 通 ふ 路.^ 云、 ジ カナ. t に 

に 矢 竹迚り 茂れり、 然る を 後々 や 院擔を 並べ、 甍 をつ 

ら ぬるに より、 悉く 其 竹 を 切す て 、地 を ひらきけ り、 

今 幸に 此 寺に 殘 して、 古き をれ 忘 は 給ぬ 計 を 示し 給 

ふ は、 有難 御 志と ぞ覺 ゆる、 夫 我 出 大明舯 は、 門徒の 

信 不信 邪 正 を明鑒 ましくて、 不信 邪惡の 人に は、 速 

に 一矢 を あて ゝ命を 滅し給 ふ、 其 例， 今の 世に も あ 

り， まことに 恐るべき 也、 加 様の 由來 あるに より 

て、 明 神の 矢 竹と 云歟、 識者に 尊ぬ ベ し、 

〇 逮佥院 

御本尊 愛：^ A 明 王 也、 開基 第 廿九世 執行 檢 校现資 H 乘 

房 お I、 人 寂、 と申舉 る、 愛染明王 の 法を修 して 、其悉 

地 を 成就し 給 ひし 名德 なり、 御 第子覺 弘惠智 房、 是も 

かぎりなき 名僧に てお はしけり、 于レ時 鎌 倉の 將軍 

家、 大佛 殿の 造 立し 給 ひしに、 開眼 供養^ 師の爲 に、 

檢校理 贊阿閣 梨 を 請 せらる ゝ といへ 共、 元來當 山の 

寺務 は、 一 山の 外に 出る 事 あた はざる 例に まかせ、 則 

ち 惠智房 を つか はされ、 慶 讚の 導師 をつ とめさし む、 


 え 十二  

此 上人う ちに は 德行を 專 として、 外の 行 粧を耩 ひた 

ま はねば、 みづ から 招 膩の衣 を 着し、 步 よりして 鎌 倉 

にく だ， 0 まし-/^ け hv、 人々 あなど. 5 かろし めて - 

此 體 にて は 大法の 導師と すべ きこと いかい あら ん 

とて、 別に 僧 を 請 じ て 導師と なしけ b  、上人 物し 給 ふ 

こと もな く、 堂のう しろなる かたに 踞 居て、 念誦な 

どした まひし に、 御佛忽 にう しろの かた を 見 かへ. 9 

給へば、 人々 奇異のお も ひ をな し、 其 かた を尋 もとむ 

るに、 高 野の 上人す^ つまぐ..^ 居 給へ るより 外 はな 

し、 されば こそ かゝ るた うとき 聖と はしらで、 おろ そ 

かにし 舉 りし 事の 勿體 なきと て、 谷ぬ かづき 高座に 

請し 舉 b ければ、 本 f^: も 又 本の ごとくに 御 く.， -を正 

面にむかはせ給ひけり、さて事終.^て將軍稱思^^、淨 

信 を 生じ 給 ひ、 いかば か b の 所願 を もし 給へ、 御 こ、 

ろに したが ひ 奉らん と ありし に、 上人の たま はく、 世 

のた から は 何なら や、 ロハし かるべき 尊 豫 こそ あらま 

ほし けれと ありし かば、 將 ^sf 年 ごろ 鄭重し 給 ひし 愛 

染明王 七體を SiJigfIS  、出し、 いづれ なりと もま 

いら f べしと ぁリし を、 則其內 一 體. 5. 請た てまつ. o、 

みづ から 背に おひた てまつ り、 又步 よりして 歸峯ぁ 


b しと かや、 其 道の 次で に 近 江の 國を經 給 ふに、 大河 

なかる ゝ ありけ..^、 其 傍に 宿し 給 ひしに、 あるじ 上人 

を 見 奉.^、 まことの 高 野の 違に て 渡らせ 給 は. S. 、効驗 

を 見せ 給へ との、 し. あへ ひけり、 と 人 さらばと い 

ひて 前なる 川に 臨ませ 給 ひ、 愛染 を 持 念し 給 へ ば、 大 

川忽 にさ かさまに ながれて、 其 ほとりに 夥しく 汎濫 

せり、 あるじ は 五體を 地に なげて 悔ぁ へ b ければ、 上 

人 又 ％ を 誦して 本の ごとくに なし 給 ひけ..^、 于レ今 こ 

の 川 を 愛智川 れ ^5 と 書.， -此斷 とぞ、 其 後 本 

山にかへ..^給ひしに、 將 軍淨财 をす て、 七堂伽藍 を 

建立し、 井 富责莊 千 町の 租を 以て、 山 厨の 供 費に たま 

ひしと かや、 彼の 惠智房 住持の 時兒童 ありけ. o、 前 

なる 池の 魚 をと り、 みづ から あぶりて 上人に 奉る、 上 

人 則 其 魚 を 加持し 給へば、 かたはら こげながら 蘇生 

し 侍 b ぬ、 ふた ゝ び 池 中に 放ち 給 へ ば、 魚 又 其 所 を 得 

て 游泳 こと 本の ごとく、 其 後 かの 魚お なじく かたは 

ら こげた る ごとくの 子 を 生く し來. 0 て、 近き ころ ま 

でも 人の 見け ると なん、 其 池 も 今 は 闕伽院 とな て、 

本堂の 下に あり、 

將軍當院を御建立ぁ^^し以後、數代を經て、當院中絕. 


し 侍 b ぬ、 其 後 ある 僧 ふた ゝび 一 宇 を造營 して、 舊蹤 

をつ がまく 欲する に， 力たら やして 其 功 を なすこと 

を 得す、 しかるに 嶋津兵 庫 頭 惟信 公、 爲，. 厭 ニ有爲 非,' 

眞欣 無爲 離.. 妄 、於，, 于當 山， 一 宇の 名 藍 を 求め 給 ふ 

に、 當院 の造羅 せざる こと をき こしめ し、 終に 家 珍 を 

なげうち、 其 功 を 終し め 給 ふ、 且又 薩 州の 地に をいて 

莊田を 捨て、 永く 寺の 產 とし 給 はる、 其外眞 俗の 兩財 

其麗を しらす、 中に も 孔子 聖跡の 圆を屛 風 にう つし、 

傅 贈して 當院に 有， 之、 其 由來幷 建立の 緣起 等、 南 浦 

文集 等に 見えたり、 

〇 愛染 堂 

本 は 阿彌陀 堂と いふ、 建久年 巾に 惠智房 の }w 與 

し 給 ふ、 幼年の 頃、 南都 西大 寺に お い て、 剃髮染 衣し、 

幽玄と 號す、 其後當 山に 攀て、 此 谷の 靑逮院 に 落着し 

それよ り此 堂の 傍に 草庵 を 結構し、 ず戒 法律 儀. 

を 守り、 眞言 行 法 を 凝し 給 ふ、 其 頃 鎌 倉 將軍家 大佛殿 

造 立し 給 ひしに、 開眼 供養 導師 を 勤 給 ふ、 將 軍功 勞 

を 感じ 褒賞 を 加 へ 、多く 寶を 運送し 給 ふと は雖、 世の 

寶には 尊像に 過た る ことなしと、 年. 來 念じさせ 給 ふ、 

五 種 相 應の中 王 一 佛 愛染明王 を 申請 奉.^、 則ち 荷 負 
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して 此 堂に 安置し、 朝 懺暮悔 の 勤め 懈 たらせ 給 はす、 

誠に 明 王の 靈驗 あげて かぞ へがた し、 逮金院 とい ふ 

勅額 を 下され、 于レ今 現然た b、 中に も 每：： ： 御 口よ. 9 

白米 を 吐いだ させ 給 ひし かば、 寺 巾の 僧 膳に 充 ける 

とか や、 其の 米 今猶當 山に 傅 持し 給へ る 人 あり、 榖 

の 長さ 五分ば か b 也、 毎年 六！：：：  二  CZ 尊像 を 開帳して、 

二十 五 口の 僧讀經 の勸等 をな し、 諸人に おがませ 侍 

る、 

〇 大日 堂 

此堂 は！：： H 元年 小 後 一 條院の 御 願、 七堂伽藍 御 草創の 

其 一 字な.^、 御 本 tH<  = 如来の 五佛を i 女す るが 故に、 

金剛 心 院と號 す、 宽德年 巾の 囘祿に 荒凉の 地と なり 

ぬ * しかる を i:!:- 福 門院 花： 一 地の 靈 場なる 事 を 聞 召され、 

鳥羽院 の舉爲 とて、 伽藍 等 悉く 御 再興 ありと い へど 

も、 其 後 又 火災に か、 り此 堂の み存 せり、 今 四十 八 口 

の僧侶、四季の祈..^を勤め、天長余•久五穀成就の御祈 

禱等懈 る 事な し、 近き- 0 まで 傍に 妓王妓 女の 墓と て、 

ふるき 塔 f 塾 一 墓 あ.^、 審に考 るに 誰 人の たてた ると 

ぃふ事明かならゃ、ぶるき文にも：：3^5んす、ぁるひは其 

ゆかりの 遁世な どして、 此 あた.^ に 住け る 人の 立る 


 百 八十 四 

石なら むか、 おぼつかなし、 

〇 引攝院 

開基 花藏 院宮、 i^; 惠御 建立な り、 御本尊 阿彌陀 如來、 

籠 I、 の 莊嚴 端正に して 相貌， お， 妙 也、 當山北 i 生 院良禪 阿 

閣 梨此院 に.. M 住し 給 ひしょり 此 かた、 中 院の法 流 を 

つた へ て、 別に 引硫院 かたと て、 今の 世に いたる まで-. 

傳法し來れり、せ^-に故ぁる名跡なり、定範琳觀房は第 

九十 代の 檢 校た. 0 しに、 當院に 住し 給 ふ、 正 和 五 年の 

頃 也、 其 時 大和 尙 位の 永 宣旨を 下し 給 はる、 大永 年中 

參議 畏敎の 筆跡に て.、 引攝 おと 額 を 書し 給 はる、 今猶 

見にぁh^、 

開基 兼 滞 勝 喜 房、 何の 許の 人と いふ 詳 ならす、 i ぎ 一 

世 道範阿 梨 也、 阿閣梨 はもと， M 州 大鳥郡 船：： 村の 

ん,^., 、化； 付の 林 中に、？ sljgli^f^s と號 して 賦役お 除 地 ぁリ、 ぉ樂堂 よ 

ヌ 皸 畝の 領地 ぁリ、 今に 至る まで 土人 S 稅.^ ぉ院に 收納 す、 に 

じめ 正 智院に 住し 給 ひしが、 故 あ b て 州に ：1 せら 

れ 、歸峯 の 後 li^ 智院 を辭し て 當院 に 住し 給 ふ 、ijll- 相 の 

書錄 多く は 於 n 常院， 制作し 給 ふと 晃 えたり、 御 墓 今 

の 無量 壽院 の內 にあ b とい ひ 傅へ. o、 本堂の 御本尊 

は 三 尊來迎 の 彌陀 等な h -、  彌又赏 山の 乾 嶽山妙 昔 


房より 相 傳の六 幅、 兩界井 八 組師の 像、 この 三 稲 は 道 

範阿閣 梨の 第 子澄辨 にみ づ から 讓與し 給 ひ、 則ち 曰、 

縱ひ院 宇の 類廢に をよ ぶと いふ 共、 此三 lii を 以て 佑 

地に うつす ベから すと、 糙に 筆して 給へ. 9、 其書于 

,レ 今 あり、 此 外-や 生受 持の 法 華經、 幷範師 自作の 塑像、 

今". sh.^ の 池に て" t 釤， 卞フ つし 造 リ松ふ f  ,  ^ih&^.J^n-,  一 t 

が e- ゑ に、.=^、 、れ, ^鏡-池と いふな リ、 ？ 3 力し！ ジ.' ，1 ほ { を 

いて、 諸 師座を つらね 法論す、 ある 人 私に 文句 をつ く 

り 、範師 の 言と 號し、 我が 義を證 する も の あり、 時に 

此像言 あ. 0 て 曰く、 我が 語に あらやと、 其 時 一 座擧て 

驚嘆し、 禮拜 して 像の 御 口 を 見る に、 唾 泡 あ. 0 しと 

也、 今 も 御 口 の 體實に 言 を 吐 給 ふ 時の ご と し 、其 外奇 

瑞繞季 の 今に 至る まで たえす、 惣 じ て 當院は 彼 妙； 专 

房の 常に 守護 をな し 給 ふと か や、 f  J^ig 讀仙 

〇 成就 院 

本堂 御本ハ 2<H 如來、 開基 は覺 和阿閣 梨、 抑 この 

阿閒梨 は、 白 河の 法皇 第 四の 皇子、 惠 深阿閣 梨、 南山 

養智院 にお はし まし、 時、 密乘 をう けて 旣に 上足た 

b  、德 とい ひ才 とい ひ あまねく 衆に 蒙らし め、 長く 世 

に傳 へ たり、 誠に 戒行淑 純に して、 風規 を欷艷 せす と 

いふ ものな し、 高 野の 八 祖の隨 一 なれば、 人々 の識知 

高野山 通念 集卷六  1 


せ る 所 也、 當山 の 鎮守 明 神 御法樂 のた め 、每 E: 十六 H 

.5 王院に をいて、 問 講の席 を 開く 事 あ.. >、 其 時 表白 

の 文 を 誦し 奉らる、 t (表. m の 文 この 阿閣 梨の 製作な 

り、 今の 世まで うけった へ て、 古法に したが ひ 申さる 

とか や、 悉 曇の 章 は 人の 難解と する 所なる を、 阿閣梨 

その 奥秘を 探.^、 七 例 八轉の 妙義を 得て、 禽の 嚶々、 

蟲の 々、風の 所， 觸、 水の 所， k、 悉く 其 情 を 得 給 は 

すとぃふ^£^-なし、ひと、せ弘法大師の御吿を蒙り、當 

院に 七堂伽藍 を Si 立し 給 ふ、 今 は 漸く 其 あと を而： J 

認る ばか.. > 也、 しかれ ども 本堂 寢殿門 宇 等の 魏々 た 

る も、 始闕に 乏しく むかしに か は たる ありさまな 

がら、 靈 地の 粧 いとたう とく ぞ覺 ゆる、 且又 嶽の辨 財 

天女 日々 影 向し 給 ひし を、 阿閣 梨み づ から 其 尊 形 を 

筆し 給 ふ、 ：_l!j ハ畫妙 細に して まことに 絕 筆な り 、今 當院 

の 重寶た h>  、か、 る 名德の 威光 泯 せぬ 故に や、 奥州 刺 

史政宗 公の 時代よ.^、 玉 作 新 M 村と 云 所 を 此の 院の 

資糧に 供し、 旌異し 給 ふと かや、 

〇 多聞院 

本堂の 御本尊 多 聞 天 王 は、 弘法 大師， の 一 刀 三 禮の尊 

像 也、 開基 は 人 王 八十 六 代 四 條院の 御宇、 仁 治 年中、 
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多 聞 房觀覺 阿閎梨 也、 その 名 世に 聞え 其 德人を 成せし 

む、 其 ころ 本 中 院の中 遍明院 に をいて 、大明 神 託宣し 

て 曰く、 

道 範觀覺 者 皆 非 二 凡 類 ， 也、 道 範者權 類 而實類 也、 齦 

覺者實 類 而權類 也、 

ときこえ させ 給 ひしょり、 人々 彌 たうと みあ へ， 9、 終 

に 此院を 建立して、 此の 本尊 を 安置し 給ぬ、 それよ 

傳燈 三十 世の 今にいた るまで、 系 嗣跌々 たり、 毎： =: 三 

日 御； 尊の 御 法 樂の爲 に、 法 筵 を ひらいて 論議の 會 

場 を 刷 ふ、 むかし 孟_ ^の 初會に は、 山中の 諸講 をと 

どめし とな hv  、ま >  ^ と に 安から ざ る 地 也、 

0嶽 之 辨財天 

弘法 大師 この 山へ 入せ 給 ひしょり 後、 各々 院々 を 

かまへ 、佛 法相 賴 せる といへ ども、 僻地 深山 の ， 」 とな 

れば、 しかじか 後代までの 勞み いか い あらんと、 嘆か 

しくお ぼしめ し、 とかく 福 田なら では、 燒季に 及て 佛 

法 も 興しが たしと て、 此の 嶽に 天女 を勸請 まし まし、 

又は寶珠など埋み、ながく末^^子の福田となし給ふ、 

^がた か.. >  ける 事 どもな.^、 故に 往古より 元： TlHi の 

時 御沙汰 所 衆 井年預 等參拜 し、 溪毛沼 K の 誠 をぬ きン 


て 、、續 經の 作法 柴燈の 護摩な ど修 して、 一 山 年中の 

福利 を 祈， 0 舉ら る、 又 毎年 六 H: 朔；！ ：、 行 得度の 僧侶と 

. 參詣 あり、 儀式 正月に 同じ、 


とも 一 
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無 軒 道冶輯 


〇 南 谷 

愚按に、此所は壞上ょ..^荷のかたにぁたり、西院 

は 西の かたに あたれば、 各 其方の 名 を 以て、 谷の 

號と するなら I 一 

〇 寶性院 門 首 之 寺 

本堂の 御本尊 は大 = 如来、 I, 昔 は 法 性院と 書、 屮頃 

性と 書か へ たり、 開基 法 性大德 と申舉 る、 正 智院道 

範阿 閣 梨， 南海 流浪 記に いはく、 寛 元三 年 十 一 月せ 一 

H 、出-せ >國 の 配、 覺 房 阿 闍梨法 性、 預延 二死 門 之 命？ 

誓 以ニ廿 一 =：, 爲，； 閉眼之 期ハ是 大師 引攝炳 然歟、 同 十 

二： ：！： 十八：：；：、 自， 一本 山， 吿， 一 遣 之： 聞,， 之 周章 悶亂、 悲泣 

哀慟、 彼 阿閣梨 者、 自 二 少年， 同學 也、 交 如，， 芝 蘭：^ 同，, 

膠漆： 加， 之受ニ 傅 法 灌頂於 先師 法眼 和 上位 ハ旣爲 n 秘 

{ お，^ 脈？ 顯密 因緣、 旁以 深、 離別 哀傷 豈以淺 乎、 例 自，, 

十九 = , 始 行，， 阿彌陀 護摩 五十 箇： I： ： 泣 資，， 彼 菩提： 其 

後 in! 打 念誦 等 之 時、 囘向隨 一 、 是 爲，， 裴，， 彼 還來 引攝， 


也 云々、 まことに 哀傷 やめが たく やお ぼしけ む、 

かたかたの もとの I 卞 はちらぬ な 

い つ か 我 身の すゑの しら 露 

法 性阿閣 梨の 御 遺 弟、 御影 をう つさん と 申 奉. 9 けれ 

ば、 我が 死相 を 見るべし と、 さて 遷化の 後、 御 足のう 

らに 明かに 穴 H 海と 云 文字 あ. 9、 是 によって さて は大 

師の御 挥誕ぞ と 人々 おも ひ あへ り、 しかるにより 大 

師の 御影 を 法 性 大德の 御影 ぞと 門徒 拜し舉 る、 其 後 

第三 世 支 海 法 印の 德義舊 記に あまねく 見えたり、 さ 

れば法 性 i> ^海 は 高 野の 八 祖の隨 一 也、 其 外 代々 學業 

礙瞻 の名德 あまた 住持す、 事敎 の^ 敎 あまねく 今に 

」 #  ^し 农 b  < ^ふ 凡々 夕し、 b- 比 夬去； ^莊嚴 房 俗姓 は 藤氏、 

II  ^  f  ^  ノき/ L  F.t'4^5^、，5ipL太政大臣K行公の 

iiljssf 後 圓融院 御 猶子の 御 契約 あり、 其 頃 興 

雅 僧正 山 科 安祥 寺の 門跡たり、 しかる を 法 流 等を以 

て 悉く 翁 快に 附爲し 給 ふ、 ある 時 御 修法の 爲大內 に 

參り給 ふ 次で に、 後 圓融院 より 一 首の 御製 をつ か は 

さる、 

祈る ベ き 道 はしばし も 迷 ふなよ 

か へ ろ 御山の 花の 白雪 

かへ し  宥 快 
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迷 はじな 花の 白雪 ふみ 分て 

道 ある 御代 を 祈る 心 は 

又悉 構の 抄物 を 述作し 給 ふ 時、 ぁる夜^：^^更に及で寂 

寞の扉 を ひ ら き 、夢 にも あらや 丹 生明祌 降臨 御座し、 

天衣 儼然として 魚腦の 燈爐を 持し 給 ふ、 翁 快 問 云、 こ 

の 山 は是我 祖師 弘法 大師 結界 して 女人 を禁 す、 姉 何 

故に 來り給 ふぞ、 女 答て 曰く、 我 は 凡 女に あらや、 す 

な はち 丹 生明种 也、 汝が學 猛な り、 吾山の 密敎を 興 

すべし、 大師 深く 隨 喜し 給 ひ、 我 も 樂で哀 苦な し、 殊 

に 悉藝の 興行 こそ 諸佛隨 喜し、 我 も 又 うれし けれと 

のた まふ、 1:;!^ 快 兼て 餘軍卽 重 章に 於て 疑滯 あ. 9 しに 

よって、 問 云、 餘軍重 章 名義の 通 局い まだ 決せ や、 願 

くは祌 その 實を 示し 給へ、 祌吿 曰、 われ こ、 に 来る 事 

は、 且は此 ためなり とて、 深 義を悉 しく さ づけ 給 ふ、 

宥快又 問て 口 く、 夫祌は 光明 自在に して 黑陪 の-障り 

なし、 何の ゆへ あ b て 燈火を 持し 給 ふや、 神吿て 曰、 

我 もとより 幽； p.; (のさ は， 0 なしと いへ ども、 今 かく 持 

來る 事、 汝 この 山に をいて 法燈を 挑げ 、邊方 の 迷 暗 を 

てらすべき 標相 とて、 すな はち ！ 首の 神 詠を擧 て、 歌 

舞數 I 打し 給 ふ、 其 御詠歌に 曰、 


曉は まだ はるかな b 高野山 

力 、 ， けて f*  ,1 

猶 かきたてよ 法のと もしび 

しばし は 羽衣 曲 を かなで、 忽然と してう せ 給 ふ、 t  (と 

き s!^ 快の 返歌に、 

高野山 あ か つ きを 待 身 なれ： H ハ 

更る はおし き 法の 燈 

快後 H に 其 神 影を寫 し、 齊藏 に 納め 給 ふ 、今猶 見 に 

あり、 それより して 彼 火 をう けった へ て 今にた えす、 

其外當 山の 事敎の 典籍 御 述作し るすに いとま あら 

す、 拆又大 樂院の 四 間に 參 籠し 給 ひしに、 信： n 阿閣梨 

夢に 現じ、 密 おの 秘事 等 悉く 傅 へ 給 ふ-か、 る 英鬆に 

て 渡らせ 給へば、 屮 興の 名 師三ぼ 年來、 一 山の 大衆 こ 

の 德風を あほが すと 云な し、 殊更 三國傳 來八祖 の內、 

第 六の 祖師 一 行 禪師の 後 身と、 院 家の 記に みえたり、 

抑 門 首と いふ は、 一 山に をいて 兩門首 を 分ち て、 各 門 

徒を敎 導し、 す； 風 を 關揚し 給 ふ、 賞 首の 職 を 得 人な 

,.^、誠に英俊森列たる山なれ共、此選にぁたる人はま 

れなり、願l:;:上人のとちかねきりの魏とて名〈lぁ..^、 

子細 あまねく 人口に あ.^、 幷御 筆の 五悔 一 卷、 自餘の 

靈 寶秘蓄 勝て 計 ふるに 堪 へす、 


〇 大樂院  一 

本堂の 御本尊、 十 一 面舰 昔、 基 蘇； g®- 大德、 5 一 

0M^.A 開 i:!£、 むかし は戒 法律 儀 を 守し 院なー 

. ^、維 箱の 廟 窟 あり、 興 正 菩薩 もしば らく 寓居し 給へ 

h- とみえた. o、 今にいた り て 常 隨し給 ふ 鉢の 具、 幷に 

影像 等 あ b 、信 日、 信 堅 兩阿闍 梨 は、 興 正 菩薩の 御猶ー 

子たり、 當院の 住持 職 をう けた まひ、 せハに 高野山 八祖ー 

の隨 一 也 、大師の 御遺吿 は、 末代の 御 弟子の 爲 として 一 

遺し 置 給へ ども、 秘事 等 あまた 所に ありければ、 東 寺； 

の 一 の 畏 者なら では たやすく 傅へ 給 ふ 人 なか..^ し 一 

を、 信：：； 阿閣 梨な げかし く 思しめ し、 御影堂に 七 rn 參； 

籠し、 此 こと を 祈誓し 給 ひしに、 大師 自 現し 給 ひ、 御， 

遺吿を さ づけ 給 ふ、 それよ. 9 當山 に をいて 御遺吿 の： 

傅受は はじまれり、 又嘉 元三 年 十月、 天 野 御社 造 營のー 

事 あ. o、 廿七 rz の夜假 殿に 御 遷宮し 奉らん とて、 兼て； 

日を點 して 一 七：：：： の 行 法 ある べしと て、 廿 一 日より； 

廿八： E まで 七 ：！： の あいだ、 高 野の 宿老 十 人 を ゑら び 一 

勤 化せし め 給 ふ、 信 日 阿 閣梨も 其隨ー た .0 しに、 廿六 

=3 の 朝 行 法のと き、 字 輪覜に 至て 有 相 観より 無相觀 

にう つる 時 、空 與不 S 、畢竟 無 相、 而具 一 切 相の 大空 

.w^ 野 山 通念 集卷 七  ； 


一 観に 入 給 ひ、 幻夢 陽焰 等の 十緣生 不思議の 心に 住し 

給 ひしと き、 思慮 を 廻し 給 ふに 及ばざる ところ に、 

ケ爾の 心に 浮びて 覺へ給 ふ は、 

世の中 は #T まぼろし とし.^ ながら 

心 をと むる 人ぞ はかな き 

信 日阿闍 梨、 H 來に歌 を 好ませ 給 ふ 身に も あらす、 又 

観念の 間 詠 艱し給 ふべき にも あらざる に、 か、 る こ 

と ある は 大明祌 の 御告なる べしと 思しめ し、 彌 たう 

とみ 法 施な ど 遊ばされ しと、 御 自筆の 記に 見えたり、 

每年ニ 月 一 日より 十： 《 まで、 湼盤經 の 講筵を ひらき、 

十一 nz に は 遺敎經 等を講 す、 同 十五 日湼 盤講を 執行 

す、 則ち 一 山の 名德を 撰び 役職 を あた ふ、 其 儀式 嚴重 

也、 抑 此會は 往古よ. 0 勤レ 之、 屮ごろ 龜山院 の 御宇に 

あたりて、 彌綸转 を 下され、 古規を 守る. ベ きのよ しに 

て、 御手 づ から 袁筆を 振 ひ、 湼 盤の 式 を (おし 給 ひ、 其 

外 羅漢 遺跡、 舍 利の 式 等に いたる まで、 當 時の 名家に 

詔 ありて 、懇慰 に 書寫 せ させ 給 ひ 御 寄附 あ り 、今に を 

いて 其 式 を 以て 勤行し、 并 弘法 大師 御作の 舍利 塔、 又 

同 御作 名木の 本尊 數體、 雜5§ 共に 大師よ. -峻蛾 天皇 

へ進奏 あ.^、 然れば 龜山院 迄 代々 禁中 御 相 傅たり し 

jS 川 十 九 
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を、 時の 住持 信 R 阿 閣梨を 尊重した まひ、 盤 講の爲 

に 御 寄附な さる、 それよ. 9 勅願の 會と いふ、 むかし は 

州 近 木莊、 備後 太田莊 等の 莊園數 所 を附給 ふ、 其 後 

德治 三年の 頃、 龜山帝 信 堅に 命じ、 驛論 を講せ させ 給 

ふ 、初夏 よ.^ 初秋に 至て 在京せ り、 北 《間の：" 記 等 今 に 

あ. 9、 みづ から 释論 私記 を 作て 帝に 舉る、 叙感 あさか 

ら す、， 彼の 講談 時 開-一 小 板-柿 ニ释 論-殿上し 給 ひしに 

帝み づ から、 御手に とり 給 ひ、 裘に四 句の 秘文を 書、 

表に 題して 秘密 藏とぁ そば さる 、今 に 當院 の 齊と す 、 

是れ當 山雙紙 形の 初な h>  、又 講談の 中秋 冷の H  、帝み 

づ か ら 御衣の 釉を解 給 ひ、 阿闍 梨の 首 にかぶ らしむ、 

是又 花の 帽子の はじめな..^、 昔し は 塔婆 を 建立し、 甲 

斐 の太郞 殿の 御 骨 をお さめら るゝ よし 舊 記に 見えた 

hir は 其 跡 さ へ も 見えす、 ゆ 1 

〇 釋 迦文院  • 

本堂の 御本尊 釋迦 如來、 開基 は敎助 上人な り、 あるひ 

は 祈 親 上人と も 云、 則ち 上人の 御廟 窟は、 今の 本堂の 

下 也、 靈驗の - .* と樣 々あ b 、初め 上人 長 谷 寺 の 観-音の 

靈 夢に まかせて 此 山に のぼらせ 給 ふ、 大師 御 入定の 

後 六十 餘年、 寺院の 廢毀 尤も 甚 しく、 狐 鬼の 跡の み 
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な， 9、 上人 かなしみ 身 を 修營に 委ね、 幾程な く 當山を 

輪 に 復し給 ふ、 常に 御 經を誦 持した まふが ゆ へ に、 

持經 とも 5- 奉る、 上人 ある 時燈の もとにて 讀經し 給 

ふ 折から、 高 野 大明神 まのあたりに 示現しての；； J ま 

寶ぉチ 申 ぼ 

我 あらば よも 消 はて じ 高野山 

たかきみの-^の法の燈 

又 常 照 上人と も 尊號を 中 奉る よし 舊 記に 見えた .9、 

むかし は 塔婆 ありと いへ ども、 近 來の囘 祿に燒 失し 

て 跡の みあ b 、大和 國益 田の 池の 碑の 銘 一 卷、 弘法 大 

師御 筆の 本、 今に 此 寺の 重資 なり、 御 筆 あまた あ. 9 と 

も、 此 一 卷に 比類 せん もの あるべ からす、 まことに 希 

代の 靈珍 なり、 

幸 明阿闍 梨と 申 は、 齊性院 玄海法 印の 師範に て 渡ら 

せ 給 ふ、 類 ひなき 名德 な.^、 其 ハ仃狀 、記す るに いとま 

あらす、 

〇 南院 

開基 誰 人と いふ 事 さだか ならす、 元祖よ.. -八 代の 間、 

たしかに 記錄 もな し、 其內 大和 國小嶋 寺 E 興 上人 も 

住持し 給 ふ 故、 今に 其の 法 流 を 傳へ來 る、 先 以て 南都 


よ 


東大寺の 中、 南院 とい ふ 寺 を 移し 來 b 給 ふ 故、 この 院 

i と- u、 よ、 ま 佳 i-=rass?. に 葛 保 三. 一月 三 B 沐浴 結，, 定印： ajl- 一 

1 とす #^維象^..15£,^^1-彌陀，而寂、年八十六、於-ー常山ー即.《- 

Mfi« ^住し 給 ふとき、 不思議の 吿 まし- て、 本尊 

不動明王 この 院へ 入らせ 給 ふ、 抑も此 本尊 は、 弘法 大 

師 大同 二 年御歸 朝のと き、 船中 安 穩の爲 にみ づ から 

刻 彫し 給 ひし を、 惠 果和尙 御開 眼な されし 也、 まこと 

に 三 國無雙 の 尊像な..^、 則 船中に して、 風波の 難 を 凌 

ぎ 給 ふ 事 度々 に 及べ b、Jg 曰れ 職 5、 今に 至る まで 船 

路往來 の 人、 此 尊に 祈り 奉れば 効驗 あらたに して、 諸 

難 衆災を 通る、 也、 近年 ある 人の 夢に 托して、 尊像 を 

板饑し 世人に 廣く 施すべき のよ し靈夢 あ. o、 急に 板 

に ちりばめて あまねく 分ち 給 ふ、 むかし は 此尊高 雄 

に 御座 ありし を、 故 あ， 9 て 尾 張 熟 田に うつり 給 ひ、 そ 

れ より、 南 院維範 のとき 當院へ わたらせ 給 ふ、 弘安年 

中 衆古錢 ひ來. ^しに、 朝野 恐れて 高 野の 神前に 祈 求 

せし に、 三 太 神宮の； にて、 不動の ％ を とな へ 祈る 

べきの よし 有ければ、 則 この 尊を筑 紫へ うつし 舉.. y 

修法. S- されければ、 即時に 成驗 あり、 今 四季の 祈此時 

よ. 0 始まれ.^、 熱 田に て 御へ. f をと どめて 一 社に 祝 ひ、 

i 饥 紫に 迦樓羅 炎 を と^めて 本尊と す、 いづれ も靈應 


あらたな. 0 とか や、 殊に 此 尊へ 脇 谷と 云 所に 莊 をく 

ださる、 毎日の 修法 護摩 天下 太 ギ の祈禱 怠らす、 諸人 

豐樂の 勤め、 誠に 名跡に 住し、 此 尊に 供 舉し給 ふ 住 

持、 宿 因 あさから す、 たうと くぞ覺 ゆる、 惣 じて 當^ 

に名德 あまたお はします、 中に も隆惠 阿閣梨 はかぎ 

,9 なき 事敎の 達者に て 渡らせ 給 ふ、 又 第 七十 一 世 執 

行 檢校法 橋 上人 位賢隆 I 眼 弘安年 巾の.^ な b  、されば 

塊 上の 舍利 會は久 安二 年よ. > はじまり、 建 治 二 年に 

いたりて 百 三十 一 年の 後 及 二 陵 怠， 之 間、 寺 僧 歎い 之 略 

儀七ケ 年の 後、 弘安五 年 賢 隆寺務 の 時 再び 此會を 取 

たて、 同 六 年 卯月 廿六 日本の ごとく 被 二 勤修- とか や、 

か ゝ る ゆ へ に相續 し、 此會を こな ひ 來らる 、も、 ひと 

へに 賢隆 のちから ならす や、 且又 此 尊に 付て 靈寶ぁ 

また 傅へ 來れ. 9、 一  々不， 能， 記、 ひと ゝせ烏 丸 亜槐放 

驟子此 院へ詣 で 給 ひて、 

高野山な き 身の 數 にけ ふ も 又 

もれて き、 ぬる 入 逢の 鐘 

〇 心南院 

開基 は尙 祖阿闍 梨、 ゆ^" fgf ひ 御 本 阿彌陀 如來ニ 

體を 安す、 昔 H 尙祖 阿閣梨 阿彌陀 三味 を 修し給 ふに、 
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行 道の 衆の 數 一 人 多し、 阿閣梨 あやしみ 給 ひ、 持佛堂 

を 御 覽 じければ、 一 體 の如來 見えさせ 給 はす、 又 行 道 

を 止 給へば、 ニ體 の如來 本の ごとく 拜れ させ 給 ふ、 阿 

閒梨 懇請 をつ くし、 いづれ か 行 道 ありし 如 來ぞと 祈 

誓 まし ましければ、 一 體の如 來みづ から 御 指 をさゝ 

せ 給 ひ、 かなたの 如 來を敎 給 ひしょ. -此 かた、 俗にき 

き傳 へ 奉りて、 指さし 阿 彌陀と 申 侍る、 其 指さし 給 ふ 

如來を それ ぞ とい ふこと は、 《咼院 の 領主なら では 傳 

受 せす とぞ、 一 體は 弘法 大師の 御作、 一 體は安 阿彌の 

作 也、 第二 祖仁 然大德 は、 寶 性院玄 海の 附法を 得て、 

巾院の 一 流 を 別 支して、 心南院 方と て 今に 傳へ給 ふ 

も、： およりと ぞ、 

〇 悉地院 

本堂の 御 本、 お 阿彌陀 如來、 弘法 大師 御 入定 の 

後、 惟助 朝臣 勑使 として 般^ 寺 観 賢 僧正 を 相 具し、 登 

山 ありし 時、 僧正み づ から 金剛 杵を 持し、 この 院の後 

の 山林のう ちに あか 井 を 穿 給 へり、 于レ今 その 井現然 

た. 9、 しかれば 僧正の 草創し 給へ る靈 場なる こと 明 

けし、 則當山 第三 世 座主 峯驟 のか は.^ として、 第 四の 

痤 主に そな 給 ふ、 是れ柬 寺の 長者と して、 又當 
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山の 鹿 主 を 兼 帶し給 ふ 初 也、 其 時 は 眞光院 

とい ひける とぞ、 後 ゆ へ あ り て 柬室院 を西院 に う 

つし、 其 地 を 當院の 境內に 加入す、 しかれば 祈 親 上人 

の^ 地と もい ふべ し、 まことに 大形なら ぬ名區 な.^、 

其 後 第 fa 七 世の 檢校 執行 法 印 大和^ 位實 e: 水金胎 房、 

延元 年中に 住し、 檢 校静； H 應永 年中に 住持し、 儉校 長 

惠永 享年 中に 住持し、 檢校行 遍永祿 年中に 化 持し 給 

ふ、 いづれ も 名 他に 越、 德儀 世に 鳴、 まことに 惯正 

の 餘澤、 傳て數 百世の 今に 至る まで、^ せざる ことお 

がた くぞ覺 ゆる、 

〇 補 陀洛院 

開基 勝 恩房敎 算阿閣 梨な り、 むかし 紀州濱 の 宮の海 

上に あやしき 光 あ. 9 し を、 小船 をう かべ 尋 もとむ る 

に、 一 継の 覜昔 大士、 長 一 寸八步 なる あらわれ 出た ま 

ふ、 則 その 里の 邊へ 安置し 奉りぬ、 一夕 夢に 吿て曰 

く、 我は是 南方 補 陀洛界 より 涌 出せし 也、 速に 高 野に 

送り 屈く ベ しと ありし によ .hv  、始て 此院を 建立して、 

別に 大士の 像 を 刻 彫し、 御哲に 納め 舉り、 則 この 院號 

をかく名づけらるゝと記錄し殘せ..^、 靈驗 他に こ へ 

ける より、 一 山の 學徒志 ある 人 は鱧拜 恭敬す、 其後慶 


賢阿闍 梨、^ が む 一 隆 助隆辨 とて 聰敏超 軼の僧 あま 

たお はします、 中に も隆辨 僧正 は、 當山 七十 五代の 檢 

校と して、 縑倉鶴 岡の 八幡宮の 別 當職を も 兼 IW あ， 9 

と 見えたり、 今に をいて 八幡宮に 僧正の 記 錄し給 ふ 

書物 等に、 當院の 事 を も 載 給 へ 、此僧 は 最明寺 入 這 

の 歸依僧 也、？ g5 ほ 

0 持明院 

本堂 御本尊 不動明王、 代々 相 傅て 曰く、 弘法 大師 御歸 

國 のとき、 於， 一 船中 一刻 ませ 給 ふ 御 尊像と 也、 大 座に 浪 

を ほりつけ 給 ふ、 御室 寛 助 大僧正 御 法 化、 眞譽持 明 

房の 開基 也、 覺錢は 其の 法 弟 也、 覺錢 登山し 給 ひし 

時、 最初 落着し 給 ふ 寺な り、 庭前に 覺 緩の ひらき 給 ふ 

あか 井 今に あ. 9、 水底に 梵文等 を 石に 鏤め 給 ふ、 覺 

錢ょ. 0 眞 眷阿闍 梨へ つか は されし 消息 等數通 あ， 5、 

互に 師資と なり 給 ふと かや、 覺法 親王 も眞譽 上人の 

法 弟 也、 この 真 譽阿闍 梨 高 野に 天魔の 障碍 多 を うら 

み、 自 誓願して 天狗と なり、 其 列に 入て 魔障 を鎭め 

給 ひ、 三 會の下 生 を 待ち、 今に 毎日 飛行し 給 ふと か 

や 、當山 に をいて 即身成 佛し給 ふ 人證を かたれば、 持 

明 房 も 其 一 人 也と 習 記に 載られたり、 されば 高德の 


御 僧 なれば 小 野 六 流の 外に 一 派を傳 へて、 持 明院が 

たと て當 山よ， 0 廣め給 ふ、 柿 袋の 大事な ど あり、 事相 

の趣敎 秘中の 極秘と かや、 按す るに 高 野 往生 傳に 云、 

經得 上人 年 來當院 に 居住し、 小 堂 を 建て 惠業を その 

中に 修 しまし ませば、 人 小 房 聖とぞ 申け る、 近き 邊の 

兒童 かるし め 奉ければ、 常にみ づ からのた ま はく、 六 

千 部の 法 華 經を讀 み、 六 趣 冥路を 塞ぐ の 身 也、 汝我を 

輕ん する ことな かれと ぞ、 其 後 臨終の 夕、 弟子 能 法 を 

めして、 彌陀の 像 を 安せ しめ、 西方に 向て 高聲 に念佛 

し、 正 念に 住して、 已に 滅度 をと なへ 給へば、 人々 稱 

嘆せ すと いふ 事な し、 時に 花藏 院の宫 僧正 寬曉 は、 當 

山に 參籠 まし./^、 近 江の 阿閣 梨宗觀 は、 仁 和 寺に 居 

住せり、 飛 廉を指 遣して 僧正に 申て 申さく、 夢想の こ 

と あり、 一 摘の 綵幡自 一， 西方 一飛 來. >  、高野山 を さして 

則 さり、 幾程な くして 本の ごとく 西方に かへ ると 見 

侍りぬ、 若し 當山 のうち 往生の 人 ゃ候覽 と吿來 りぬ、 

則ち 時日 を尋れ ば、 すでに 小 房の 終焉の 期な りき、 一 

山の 僧徒た ちまち に悲 泣す、 彼の 僧正に は隨 喜の あ 

ま. 5 中陰 佛事等 を修し 給へ b とぞ、 . 

〇 寶瓶院 
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開基 不，； 分 明； 本堂 の 御本^ 愛染明王、 il:^ 蠏故 に 秘號 

を 以て 院の號 とすと 見えたり、 此の 明 王の 靈驗 あげ 

て 計る にたへ す、 大永 年中の 比、 堂のう ちょ. 9 時なら 

す 煙の 出る 事頻 なり、 住持 あやしみ、 謹 摩を修 する 煙 

にも やと 行て 見る に、 其 事 もな し、 彌 あやしく いかな 

る禍 が出來 らん 事 を 欺き、 明 王 へ 誠心に 祈. 9 ければ、 

其の 夕 明 王 夢に 吿て 曰く、 今 幾 U ありて 火難 急に 來 

るべ し、 是 類火 自然の わざ なれば、 遁る、 に 所な し、 

寺 物 を も 支配し、 其 日に あたらば 我 を も 守り 出す ベ 

しとな り、 住持 夢 さめ 有が たく、 寺 物 一 箇も殘 さや 內 

庫に おさ め、 其 H を 待け るに 、御告の ごとく 隣 所より 

出火す、 折節 風 急に して 坊舍 悉く 灰 煌と 成 ぬ、 其 時 明 

王 を も 荷 負し 出け ると なり、 誠に 此 寺の 異瑞を 感じ 

奉り、 人 な にも 語り 傳 へ き、，， 元 和 年中 赤松の 何が し、 

宿敵 返 治の 爲、 軍 中 守 本 翁に 此明 王の 靈成を 聞 及び、 

持 明 院の住 侶 快 應阿闍 梨を以 深く 望み 給 ひ、 西國へ 

招請し、 宿敵 相 果して 後、 又 當院へ をく. 9 かへ されけ 

ると 也、 今 安置す る 所の 明王是 なり、^ 又當院 の靈寶 

とする 中に、 元弘 年中 高 野奥院 に をいて、 後 二 條院御 

菩提 を可レ 舉レ訪 とて、 河 內國江 村 を 寄附し 給ふ綸 
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旨 等 奉持す、 其 外 弘法 大師の 御 筆 等 秘藏せ b、 是又 

疑心の 生やべ き 類に あらや、 正しく 其 證記等 有 レ之こ 

と 也、 . 

〇 六地藏 

六 院の中 靈驗の 地藏を 安置す、 六院 一 々記し 畢ぬ、 

〇 最勝院 

實敎房 上人の 建立し 給 ひし 以後、 釋淑 文院幸 明阿闍 

梨の 御 弟子、 邀 算阿閣 梨と 申す 事敎の 達者 も 此院に 

住せ 給 ふ、 抑 本堂 御本尊 地藏 菩薩、 威靈 殊勝の 御事遍 

く 人々 のお 知せ る 所 也、 昔日 此院 衰微して 應門五 尺 

の 童 もな く、 採 薪 一 介の 夫 もなかり しに、 住持み づか 

ら 炊爨して、 本尊の 供物 等 を も 調進 せらる、 事 年 あ 

りけ. 9、 ある 時 土 室に 火た き 背 を 炙. 0 て 眠. 9 まし ま 

しける に、 終夜 其 火 薪つ くる ことなく もえけ. 9、 曉に 

及で 夢 さめ、 うしろ を か へ ，9 見 給 へ ば、 小 比丘 一 人 宛 

然として おはします、 住持 奇異のお も ひ をな し 起 あ 

がり 給 へ ば、 彼 比丘 はは や 見え 給 はす、 彌 不思議の 事 

と 思しめ し、 持佛 堂の あた. 0 を御覽 する に 、ちいさき 

足の あとつ きけ る を 認て見 給へば、 本堂まで つらな 

h- つづけり、 さて 堂の 內を 御覽 じけ るに、 薩 趣の 御顔 


煙に ふす ぼり、 御手 御 足な ど 炭つ， き 灰に てよ ごれ さ 

せお はしけ. 9、 住持 有が たくお ぼして、 一山へ 傳へ廣 

めた まひし かば、 各々 恭敬の 心 を 凝し けり、 其 外の 事 

1 々記す るに 及ばす、 

つ iVD 王货 

順 德院の 御宇、 第 廿七世 檢校覺 海 ハ？ J 

讓 入 SI 阿 開基 也、 池の 邊に 廟窟 ありと 舊 記に 見 

えた h- 、又は 遍 照が 岡の 傍に 廟所 とて、 所の 人 每月十 

七日に 燈 明か \ ぐる 所 あり、 此阿閣 梨の 德行當 山の 

記に 彼是 見えたり、 七生 以前の 事 を 悟り 給へ る 人な 

、地藏 菩薩 は、 其 後小松 院 御宇、 第 十三 世の 檢校 

唯覜房 |§  、の 明. f な t5 南 谷 舰逮院 よ. 9 當院 へ 入院 ありし 

時、 おなじく うつし 奉られし とか や、 抑 この 尊 は、 土 

佐國 金剛 K 寺と 申 寺に 千體 の地藏 あり、 弘法 大師 手 

づから 彫刻 あそばしけ ると かや、 御た け 九 寸六分 あ 

^、然る をい かなる 故 あ，^ て か、 紀伊圃 海士邵 木の 本 

の 東の 莊の 西の しゃう、 境の 浦と 云 所に 、下郎のと し 

よ. o- たるく ち祖ゅ あ， 0 て、 三體 安置し 奉る、 其 胆母も 

とは三河國の^_5?にて侍りける程に、 三 河 太祖 ゆと ぞ 

申け る、 何たる 因緣か あ. 5 けん、 此 浦に て鹽 やきし け 


る、 彼 1 一 體の尊 を鹽屋 のうちに 安置して、 常に 棚に 置 

ければ、 棚 佛とぞ 云け る、 朝夕に 食け る 物の 上 食 を 供 

養し ける 程に、 設け 得た る をよ き 事に して、 給 鰺な ど 

云 魚類 を も そな へけ り、 龜山 帝の 御代 文 永 七 年 五月 

のころ、 其 所の 地頭に て 侍け る 人の はから ひに て、 葛 

木の 麓の 里 近き かたに、 女 谷と いふ 山 一 ところ を盥 

木の 料に ゆるしければ、 村人 競 集..^ て かりけ り、 さ 

れ ども 祖母 は行步 不自由な.^ ければ、 たやすく 薪 か 

り 取 こと を 得 やなん ぬ、 此 祖母い とうらめ しくお も 

ひて 云 やう は、 世の中に 佛 にっか ふるば かりい たづ 

くこと は あら じ、 年久しく 地藏 菩薩に つか ふま つれ 

ども、 柴木か hs ける たすけに もな り 給 はざる 事よ と 

て、 梱に 枕して 臥け. 9、 其 時 夢に 見け る は、 小 法師 二 

人 つれたち 祖母が 上 を 越て 外へ 出け ると 見て、 又 後 

のかへ る さに も 同じく  二人 越て 內に入 給 ふ、 1=^ハ時彼 

の 小 法師 一 人の たま ひし は、 祖母が 望む 木 は 刈け 

るぞと 聞え て 目 さめぬ、 あたり を 見れば まことに 擔 

とひと しく 柴木 をつ み 置. o、 人々 あやしみ、 これ は祖 

母の 刈べき 事と も覺 えす、 いかいし でかく おびたい 

しくつみ をけ るぞと 問ければ、 祖 1^ 故 ss- の ありさま を 
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かたりけ り、 きく 人た うとく 覺 えて、 さて 拜み 奉る 

に、 ニ體 ともに 腰よ. 9 下 は、 五 h: 雨の 降つ ^きぬる 比 

の路 泥に けがれさせ 給 ひお わします、 其 所の 地頭 職 

は湯淺 權守宗 重が 七ケ 所の 本 倾の內 也、 その 時の 地 

頭 をば 竹內源 左衞門 入道と ぞ云 ける、 禪門此 事 を 聞 

て 後、 祖母 をば 萬雜 公事 を 免して、 其 外 一 切 心 やすく 

世 を 過すべき 具足 を 相 計 ひ、 彼の 尊 を 乞 渡し 奉 b け 

り、 禪 門の 舍弟田 淵の なにがしと かや 云け るが、 ニ體 

の內を 請し に、 禪門 この 尊に 向 ひて、 彼 祖母に 物の 給 

ひし は 何れに て 波ら せ 給ふぞ やと、 一心に 祈誓せ し 

に 、夢に 吿 有て 、顔に すみ の うす と 付た る こそ そ 

れ よとの たま ひければ、 やがて 拜み 奉る に、 まことに 

其 ごとくな b 御 ij™ す、 それ を 留て今 一 體のを 田 淵に 

與 てけ. 9、  K 尊 は傳法 院の學 頭の 許へ 傅 はらせ 給 ひ 

し、 御行 衞 いかい 有 けん、 其後禪 門よ. 5 再轉 して、 高 

野 山 慈 光 院の本 觀房宗 伊阿闍 梨に、 親類の 緣有 ける 

により 渡し 奉らる、 彼 唯觀房 は又宗 伊阿閣 梨の 猶子 

なれば、 今 こ、 にった はり 求ら せた まふと かや、 今に 

いたる まで 所望の 事 あれば、 至 心に 祈り 舉 るに 應驗 

なしと 云 事な し、 合 山の、 满仰 あさからざる 故に、 別し 


て燈 油の 料 を 奉，.^ て、 その 德光 をか^ やかし 奉らる 

ると ぞ、 

〇 十輪院 

此院は 開基 眞辨 阿閣 梨、 則ち 五佛院 にも 住持し 給へ 

り、 高 野の 八祖の 一 人な. 9、 其 行可レ 知、 本尊 地 藏薩趣 

は 弘法 大師の 御作 也、 ある 人 この 院主に 恨 を ふくむ 

事 ありて、 窃に隙 をう か いひ 襲ひ來 b しに、 折 ふし 深 

更 なれば 下部の 知る もな く、 心 やすく 忍び入、 彼閨を 

見る に 寂然たる 燈の 下に、 衣 引かつ ぎ 臥 給へ る をし 

すましたり とよろ こび、 衣を取のけすでに？3^^」刺ん 

として、 つらつら 見れば いまだ 若年の 人と 覺 しき 法 

師な b  、さて は 人た が へ にも やとお も ひ、 さる にても 

殘 多き 事 かな、 是 ほど 迄せ め 入、 むなしく か へらん も 

本意なら や、 いざ 此 法師 を さまし 問ば やとお もひ燈 

か^けて つまびら かに 見る に、 まことの 薩趣 にて 渡 

らせ給 ふ、 贼 たちまち 渐愧 して 頭面禮 足し 奉りき、 然 

る 所に 下部 ども 聞つ け ふためき 來り、 こ は そ もい か 

なる 事ぞ とい ひの ゝし， 9 あ へれば、 贼 件の あらまし 

を說っ 、、我 も 前非 を 改め、 長く 薩埵に 歸侬し 奉る ベ 

し、 願 はく は 許容して 志 をと げしめ 給へ かしと、 淚を， 


ながし あはれ み を 乞け る ほどに、 誠心に 感じ 人々 ゆ 

るして け hN  、是則 薩 趣の 慈 心に て、 住持 を も 難 をまぬ 

かれしめ、 賊をも 道に 入し め 給 ふ、 有が たかりけ る 御 

寧な b. 、數 百の^ 侶、 數 百年の 今に 至る まで、 信 を 凝 

し步を 運ぶ、 等閑なら ざる 事な り、 此尊 にも 別し て 給 

供と て 菲儀を さ ゝげて 、厚 德を附 益 し 奉らる、 

〇 淸雲院 

昔日 は花圓 院と號 す、 近代 改めて かく 名づ く、 御本尊 

地 藏薩趣 は 奢：：：： の 作な b、 東 室持經 上人の 安 S し 給 

ひし 尊な .9、 往古 此院の 主 翁、 當山勸 學院の 學道を 勤 

められけ..=^、抑この念場は役儀嚴重にして、たゃすく 

勤むべき is!!- にあら や、 本書 二十 餘卷の 內を精 談講讃 

して、 一 山の 學 徒の 員に 加る 事 なれば、 此 住持 誠心に 

して、 此 〈みの 扶持 を 祈りけ り、 しかるに 彼會に 臨で、 

すでに 此 院主の 講 せらるべき 鬮の 出た， 9 ければ、 さ 

れば こそと 彌 祈誓して 讀 出さむ とせられ しに、 うし 

ろの 方より 誰 ともなく、 和雅の11^2を出し精白の義を 

談す、 まことに 彼 住持の 談 せらる ゝと 人々 おも ひけ 

り、 また 巳の 刻より 申の 終に 至れ ども、 條理 分析し 深 

義 暢達して 窮る 事な し、 其と き 沙汰 人 等：！ 1 もす でに 
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晚に 及びぬ、 御 了簡 あらく あそばされ 候へ かし、 又 

明 ：= の 御 講讚も 候に と 申せば、 さあら ば ともかくも 

にて 候と て やめられけ ると ぞ、 後に こそ < ^々もこの 

薩 趣の 講じさせ また ふと は 知け り、 此尊 にも 又 一 山 

の 衆徒 中と して 淨财を 奉じて、 香 花 雲の 供養お こた 

らゃ、 

開基 さだかに 記せるな し、 御本尊 地藏 菩薩 小 野 篁の 

作な り、 いつの 頃に か 有 けん、 此 寺の 傍に 庵し つら 

ひ，、 常に 此 尊に 供花燒 香な どして、 菩提 を 祈る 人 あり 

け hs  、しかれ 共 其 心 慈悲 すくなく、 我慢の おも ひ を さ 

し はさみけ り、 ある 夜 夢 ともなく 幻 ともなぐ、 化 人 あ 

ら はれ 來， り、 いざ 我が 行かた へ參 b 候へ、 物見 せんと 

ていで 給 ひけ， 9、 なに 心 もな く あとより 行ける に、 鹏 

野に 着けり、 化 人 曰、 これ は 六道の ちまたな り、 汝常， 

常 我 を 供養す ると はいへ ども、 惡心 いまだ 除か ざれ 

ば、 今 六道 を 見せて、 速に 無上 菩提 を 得せし めん 爲に 

こゝに 具したり、 不思議の 思 ひ を なすこと なかれと 

のた まひて、 一 所 を 見せ 給へば、 刀 山峨々 として 登れ 

ば 血な がれ、 火坑炎 々として 臨ば 身 こがる 、八 萬 四千 
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の 地獄 まの あた. 0 な.^、 此人 恐し く 身の 毛 もよ だち、 

忽に惡 心 を ひるが へし、 善 念 を 萌して けり、 化 人み づ 

から 地 藏の形 を あら はし、 善哉々々 自ぃ今 以後 其 心 を 

轉 する ことな かれ、 必す 證染を 得し めんと あると お 

もへば 夢覺 ぬ、 あ. 9 がた く覺 へて 常恒不 返に 観念し 

て、 終に 泊 然として 化しけ ると 也、 しかれば 此 寺の 靈 

異の みに あ らす、 今 の 代に 至て も 信 を 起さ し め、 敬 を 

なさし め 給 ふ 事大 かたなら-ぬ 尊像 也、 さるに よりて 

阖寺 奉戴の あまり、 寸忱を さ、 げて德 に 報 ひ舉ら る、 

〇 山の 堂 

弘法 大師の 御作 之 地蔵、 竹 也、 近 來の遗 火に 烏 有と な 

らせ給 ふ、 むかし ある 寺の 僧 貧き を くるしみ、 每夜こ 

の^に 參 籠して 福 を 祈りけ. 5、 或時薩 趣み づ から 寶 

珠を賜 ふと 夢見て、 願 成就せ りと よろこび かへ b け 

.5、 それより 七 珍藏に 満ち 萬寶 箱に 堆 かし、 然るによ 

,9 彼 僧 奢 を 極め 不善 をな す、 又 ある 夜薩埵 夢に 現じ 

て汝が 心に まかせて 世 福 を あたへ つ、 しかれ 共來世 

の 安樂 を 忘れ、 現世の 奢侈 をな す、 ながき を 厭 ひみ じ 

かき を 執す、 惑 はなはだし、 しか じ 冥福 を 祈らん に は 

と 曰て、 寶珠 をと りか へし 歸らせ 給 ふ、 それよ， 9 もと 


百 九十ん 

の ごとくの 贫僧 となりに け， o、 後 僧駭異 して 大道 心 

を發 起し、 安く 往生 をと げしと 也、 

以上 六地藏 

右 の 本尊 いづれ も靈驗 多し、 其院 にて 尋 ぬ ベ し、 今 

こ、 に 梗槪を 記しぬ、 

〇 勸學院 

御本尊 大日 如來也 、毎年 八月 廿 一 日よ， 9 十ケ 日の 間、 

於ニ此 院-學 道の 勤有レ 之、 散 日の 其翌： w は問講 あり、 

寬文 十二 壬 子年 迄 七 百 八十 半 

抑 この 會は 往古 宇多 天皇；^ f 特；^ リハ 袁衷を 承 勤 

策し ぬ、 今に 至る まで 其 儀嚴重 也、 山の 學侶 たる 巾 器 

量 を ゑら び、 此會 場に つらね 給 ふ、 其 委細な り、 ほ^ 

此の 會 場の 勤め、 傅へ きく 唐土 朝廷に 及第と やらん 

いふ こと あり、 それに 似た る 事 也、 進 士に擧 られて 詔 

に應 じ、 いか やうの 官領 をも舉 はるごと く、 此會の 新 

衆 を 一 年つ とめ ぬれば、 會 衆の 名 號を帶 し、 後々 碩學 

寬文 十二 壬 子の 年 迄 三百 三十 九 年 

の 列に も 至る べし、 中古 建武 元年に 至て、 彌相勵 ます 

ベ きのよ し 定め 被レ 下、 永代の 爲に とて 一 紙に 各々 判 

形 を 記す、 されば 最初 第百廿 一 世の 檢校 寬藝 MIf  I 

§5、 を はじめ、 三百 三十 年 求の 今の 代まで、 いづれ も 


同列に 載らる、 其の 卷 重大 也、 いづれ の 御 時に か、 大 

明 國の大 法師 この 國へ來 り、 此會 につら なり、 學道を 

つとめた るよ し 1： 形 あり、 此院は 苦 は 金剛 三昧 院 

の 管領た， 9、 しかる ゆへ に 一 皮寶 光寺 殿 £p 守 御 願に 

て造營せられ、秋田城介泰^^入道き|巧 其 奉行た るよ 

し葡 記に 見えたり、 其 後い かなる ゆへ にか、 一 山の 學 

徒の支配とな，9ぬ、其年代ぃづれの頃にてかぁ.c^し、 

未 レ考、 

一 、花園 帝 文 保 二 年 九月 廿九 H の 院宣に も、 高 野勸學 

院は御 祈願た る ゆへ" 肥 後 國岳牟 田莊を 以てな がく 

寄附し 給 ふと 見えた， 9、 

〇 城眞院 

御本尊 地藏 菩薩 也、 この 尊像 は 弘法 大師 泉 州 模尾山 

にして、 岩 淵勸操 僧正に 隨て 出家 受 具し 給 ふ 時、 手づ 

から 彫劍 御座し、 持佛 堂に 安し、 僧正 持 念し 給 ひし 靈 

尊と かや、 其 後數十 年を經 て、 永久 年中 棋尾山 着慶上 

V 小野權 僧正 勝覺 に隨て . 0  ^  ^  b  ？ナ ，-、 

ソ密乘 力. -學し 給 ふ 人 也、 L 力なる へ 力 あ、 りけ む 此の 

薩趣を 荷 負し 當 山に 來り、 いづれ の 所に か 安置す ベ 

き 其 所 をう か  > ひける に、 幸 ひ 遍照か 岡と いふ 勝地 

を 得たり、 是則 大師 七 廟の隨 一 なれば、 感應 むなしか 


ら ざる こと を よろこび、 此 地に 小 堂 を 結構し、 其 麓 城 

の 壇と 云に 庵室 をし つら ひて 、香 を 炷し花 を 散 じ て 、 

朝 懺暮悔 怠る 事な く、 七十 有餘 にして 正 念に 臨終し 

給へ. 9、 其 後 薩埵を 庵室の うちにむ か へ て、 今にいた 

る ま で 恭敬し 給 ふ 、彼 上人 城 の 壇に して 、秘密 眞言 の 

三 摩 地を修 せらる、 が ゆ へ に、 城 il 旲院と 名 づけ、 後舊 

跡の 小 堂 を修複 し、 燈 明な どか 、げ ける と 也、 其遍照 

が 岡 は、 今に 當院 よ，^ しる よし あ. 9 とぞ、 物 換星移 五 

百餘の 今の 世まで、 其 法 水涸る 事な く、 三十 八 世相 承 

し來る 事、 上人の 德 海の 深き を 測る ベ きに や、 自餘の 

事 緣は院 家の 記に みえたり、 
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〇 西谷院 、に 


〇 遍照岡 

南 谷の 湯屋の 西の かたに あたれる 岡な り、 是も 大師 

七 廟の隨 一 と. a. 傳ふ、 此 岡の 名 をお も ふべ し、 發光 

院、 遍照 尊院、 遍照院 などい ふ 寺 も、 此 麓に 建立せ し 

寺 なれば、 かく 名 づけ、 るが、 宿老に 尋ぬ べし、 又模 

尾 山宥慶 上人 も 住し 給 ふと かや、 

〇 櫻池院 

開基、 白 河 帝 第 四の 王子 覺法 親王 也、 3^^^^^ 初 

め 光 臺院に 御 住居 あ b て、 廿餘 年の 後 當院を 又 草創 

まし ましけ ると な 、本堂の 御 本、 怒 阿彌陀 如來、 常恒 

の念佛 今に 至る まで 絕す、 親王 は 仁 平 三年 十二月 六 

日、 當院に をいて 入滅 まし まし ゝを、 光 臺院の 奥に 葬 

h^奉りけるとぞ、昔日寺號を光恩寺とぃひ、院號を養 

智院と 命じ 給 ふ、 其後數 代を經 て、 正嘉 1 一年 彌 生の 末 

つかた、 後 輕蛾院 御幸の 折から、 王子の 蔡 地を訪 はせ 


給 ひ、 庭前 を 御覧す るに、 小 池の ほとりに、 櫻 花い と 

めでた ふ 咬 覆 ひし 木の間よ. o.、 月影 もれて 池 水に う 

かびけ る を、 あはれ と叙盧 にかけ させられ、 供奉の 九 

條 殿下 をめ され、 いか^ 見 侍.. ^ける ぞ と勅定 ありけ 

れば、 殿下 勅答と おぼしくて、 かくなん、 

櫻疾 木の間 もれく る E! 影に 

心 もす める 庭の 池 水 

ときこ へ しょ. 9、 後 院號の 文字 を あらためて、 櫻池院 

と 書か へ られ ける も、 其 時よりの ことなりと、 當院の 

舊 記に 載られた， 5、 其舊記 ゆへ ありて 他人の 手に あ 

,9しに、不幸にして失火の難にぁひ、今日{:1た..^、 さ 

れ ども 古老の まの あた， 9 見 給 ひし 衆な ど、 近き ころ 

まで も 在世 まし まし、 今の老僧ま、其の物がた，0^を 

き、 傳 へらる ゝ人 多し、 傳來の 靈寶、 

1 能 作 性 一 顆 

是は 醍醐 三 寶院權 僧正 勝 覺の御 制 也、 

一 八 代 祖師 傅 來之大 佛舍利 一 粒 

右一 一^、 勝覺僭 正より 親王へ 御附屬 ありし を、 常に 

隨 身し 給 ひ、 信仰 あ b しと かや、 

〇 寶龜院  ， 


延喜廿 一 年 十月 廿 七日、 勅使 橘 惟助 僧正 觀賢御 登山 

あ. 9 て、 奧院 御廟 窟を ひらき 大師 を 拜し給 ひ、 諡號 井 

椅皮 色の 御衣 を 下し 賜る よしの 勅定を 申させ 給 ふ、 

其の 時 帝よりの 詔と して、 年々 御衣 を 新に 調進 仕べ 

きのよ しあり し 故、 觀賢 僧正 當院を 開基 あそばし、 每 

年 三 e: 廿 一 日 は 大師 御 入定の 日 なれば、 必， ず 新 御衣 

を 奉るべし とて 、永く 其 規矩 を 守らし め 給 ふ、 今に 至 

るまで 其 法式に 相違 ふ 事な し、 帝より 初て 下し 賜 ふ 

時の御衣の唐櫃今にぁ^^、 其 時 又 帝の 御本尊 十 一 面 

觀 昔大士 寄附し 給 ふ 、今 本堂 の 御 本 豫是な b  、此 の 尊 

はもと よ. 0 靈驗 あらたなる 事 なれば、 あらかじめ 菅 

S 相に 命じ、 式 を 作らし め 給 ひし あ. 9 けり、 今 當院へ 

其式幷 御衣の 料と して、 紀州藥 勝 寺と 云 所 を 附給ふ 

に 、同ぐ 家に 詔 あ り て、 御衣 幷 本尊 莊園等 を 下 さる 

よしを 記し 賜 はる、 其 後後 I 條院 御宇、 治安 三年 十月 

サ 三；：：、 後來雀 院治曆 三年 二月 六日、 後 三條院 延久三 

年 六 E: サニ： G 、各々 太 政 官符を 下され、 彼藥滕 寺の 籍 

田 封 等 委しく 記錄 し、 永く 當院の 所 額た るべき の 

よし 也、 其 時 その 所より 鑄て 奉りし 鐘、 今鐘樓 にあ 

り、 施 ま 悉く 小 民 鄙 夫たり、 其 子孫 今に 斷絕 せす し 

高野山 念 集 卷，^  . 


て 、時として 遠き を 追て 樓に登 .9、 先祖の 名を拜 見し 

歸るも あり、 されば 世に は * 更革 のあるなら ひとて、 其 

^園 も 他人に 押領 せられし かば、 寺 もむな しく 衰微 

して、 松 間 寂々 として 煙火な くな，. >  ぬ 、しかれ ども 聖 

風上に 行 はれ ぬれば 、時運 再び 循環して、 太 闇 秀吉公 

の 御 時、 故 を 溫て又 溢 田 村に て 御衣の 料 を 寄附 あ b 

しと かや、 愛に をいて 延喜 帝の 勅願の 高蹤草 棘の 中 

に沒 せす、 觀賢師 の 誓約の 洪基狐 鬼の 跡 を 交へ ざる 

事 を 得たり、 殿堂よ.. >樓 門 を 列ね、 浮 圖の換 乎た る巍 

巍た る、 まことによ しある 寶坊 也、 

〇無罱 光院 

開基 覺法 親王、 本堂の 御本尊 阿彌陀 如來、 |9¥!5、 本 

堂の 北に 小 庵 を かまへ ましく、 閑居の 趣 をな し 給 

ふ、 其の 御 庵室 を 竹 院と號 し 奉る、 古老の いはく、 其 

御 庵室の ほとりに、 希有なる 竹 生 茂せ るが ゆ へ に、 か 

く 名 づけ させ 給 ふと、 其の 竹 數十年 以前まで あ. 5 し 

かど も、 今 はなし、 中古 印融 法 印 當院の 住持たり、 抑 

法 印 は本武 州の 產な， 5、 眼 を 八宗の 雪に さらし、 心 を 

三密の 月に すます、 聲明悉 曇、 あるひ は 事相、 あるひ 

は敎相 等の 經論章 疏に涉 り、 末 第の 爲に數 十 部の 書 
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を 制作し 給 ふ 事、 諸人の あまねく 識知 せる 所な， 9、 其 

次覺 融阿閣 梨よ. 9、 淸胤、 玄仙、 主廣 等の 諸 阿 闍梨耶 

に 至る まで 、師資 傅 授し惠 承し て 、學 德深廣 な.. >  と い 

へど も、 著述 は 印融に 及ばす、 名 も 又！^ ハに隨 ふ、 其 中 

に.^ 廣は 殊に 論議の 才を 得て、 衆議 涌が ごとく、 至理 

正に 密 な- 5、 故に 論 場に 交て は 他人の 席 をう ば ひ、 講 

肆に 臨で は 先德の 籐を發 す、 まことに 比偷 まれなる 

名德 也、 故に大相國公*>^仙^>^廣の學德を讃揚ましま 

し、 殊に 署 して 硕學の 名 を 世に 知らし め 給 ふ、 俸祿に 

いたる まで 一 山の 門 首と おなじく 充て 下し 賜 はる、 

寵遇 まします こと 有難 か し 事 也、 彼 支廣は 末學の 

敎相 者の たよ. 0 とて、 論議の 書 を 編集せ る 事 恰も 充 

槐せ b  、越後 國上杉 輝 虎 公 は、 武 房の 大將 文學の 名士 

也、 しかるに 淸胤法 印に 歸 依し 給 ひ、 制髮染 衣して 謙 

信と 改名 あり、 終に 加行灌 -m の 秘法 をう けて、 常に 心 

を 密宗に 勵し給 ふ 故に、 師恩 報謝の 爲 とて 越後 國資 

幢 寺に 封 戶を つけて 法 印 を 請 じ 給 ふ、 幷御 出家の 時 

の 諸道 具、 幷屛風 、茶壺 一 If?:: 、等の 资錫 甚だ 渥 

く、 崇敬た ぐ ひなか しにより、 一 國の風 悉くな びき 

したが ひぬ、 其 國藏王 堂の 別 當惠辨 とい ふ^、 弘法 大_ 


師御 筆の 不動と 飛行の 五 鈷等を 寄進す、 抑々 此の 尊 

は 大師 大同 年中 御歸 朝の 時、 鬼界が 沖に して 龍神 障 

碍を なしけ るに、 大師 卽ち 不動^ を 持 念 まし ましけ 

るに、 忽に 不勸ー 一童子 虛穴 H より 降臨 まし まし、 海上に 

うかばせ 給 ひ、 利 嫌 を 以て 惡 龍の 難 をき、 り はら はせ 

給 ふ、 大師 其 有檨を 即時 彩繪 あそばし、 後柬 寺に 安置 

して 守護の 尊と 仰せ 給 ふ、 又 五 姑 は 大師 御歸 朝のと 

き、 明 州の、 # より 獨站三 鈷五鈷 の 三 稲 を 以て、 = 本に 

をいて 密敎 流布の 地に 行て 點 すべし とて、 投 させ 給 

ひしに、 各 ひか と共に 飛來 り、 終に 越後の 阔彌彥 の 

莊久賀 美 寺に 五鈷は 落に き、 大師 御 入定の 後、 山門の 

惠 亮和尙 、不動^と 五 鈷等を 求て、 一 山の 靈寶 とし 給 

ひしに 、延喜 帝 勅命 あ りて 禁中に うつらせ 給 ふ、 其 後 

管 相 公に 給 ひし を、 相 公 左遷の 時、 山門の 法性坊 尊意 

僧正に 讓與し 給 ひぬ、 是 僧正 は 相 公 師範た るに より、 

報恩の 爲に 送り 給へ るなら し、 僧正 自牵 に！ H 〈尊 幷に 

五 站の綠 起 を 二通した ゝめ殘 し を かる、 しかる 所に 

信 長 公の 時、 叙 山 は 焦土と なりぬ、 終に 越後の 國藏王 

堂の 別當の もとへ 渡らせ 給 ひし を、 近年 其の 寺の 惯 

當院の 由 絡 を尋て 傳へ來 たせ，.^、 幷惠 心の 僧都 御；^. 


堂の 衣服 を 七に 分ち、 各々 彌陀の 像 を晝給 ふ、 其の 隨 

一 同 寺に 寄附す、 

駿州大 守 今 川 氏 真 公、 當 院を歸 敬し 給 ひ、 府中 惣持院 

に莊田 をつ け、 當院の 住持 を 請 じ 下し 住持せ しめ、 其 

上 合 國の眞 俗 男女、 高野山 佛詣の 時 は、 此の 院に 寄宿 

すべし とて 手書 をな し 給 はる、 此時當 國久能 寺の 靈 

寶 のうち、 牧溪 観昔幷 に賴朝 公より 相傳 とて ありつ 

る舍利 塔、 悉く 寄進す、 

甲州武 田信玄 公、 玄仙法 印に 優禮を 加へ、 當 山に をい 

て 護摩堂 を 建立し、 本國に をいて 法 善 寺に 知行 所 を 

付 給 ひ、 衣 仙 を 請 じ 渥 遇 ありし とか や、 本よ， 9 應仁天 

皇御 筆の 彌陀 如來 は、 當來 引接の 有 緣佛、 現世 武運の 

守護神 なれば、 武家の 家の 重齊 たりと いへ ども、 悲母 

の靈 夢の あらたなる によりて、 其 彌陀の 由來等 をね 

ん ごろに 直筆し 、共に 當院 へ 寄進す、 

近代 毛 利 輝 元 公 も、 又 ^仙 法 印 を尊贵 あ.^ て、 寺院 を 

雄 立し 給 はる、 幷 安藝 國滿願 寺に をいて、 千 石の 祿を 

つけて 法 印 を 請 じ 給 ふ、 其 時い さゝか 世間の 道具 等 

を 當院に 寄附し 給 はるに 今 あ h -、 

能 作 性 幷牛王 三顆、 繪像、 木像 等の 靈寶不 ぃ逵レ 記、 
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〇 東室院 

弘法 大師 御 在世の 御 時、 東西南北に 室 を かま へ、 谷々 

あ つま. ^ て 修行せられ ける 其 一 なり、 5§ ノ^: g 打、 然れ 

ば 開 某 大師な り、 其の後 東大寺の 祈 親 上人、 大師の 御 

跡 をした ひ、 當 山に 止 住の 志を勵 まし、 當院 に來. 三 

冬の 嚴寒を 凌がん とて 土 室 を かまへ 給 ひ、 様々 の 調 

度 を こしら へ 、僧侶の たすけ をな し 給 ふ、 されば 當山 

は 大師の 御 入定の 後、 一 たび 草 棘 あと を 塞ぎ、 雲霞 扉 

を閉 といへ ども、 上人の 發誓 にて 法燈 再び 明かに、 祖 

跡 正しくな りぬ、 是至德 にして 至 道 凝の しるしなる 

べし、 于レ 今いた るまで 妊 を 左に せす、 ことばの 侏 離 

ならざる こと は此 上人の 所爲 な， 9、 古 入 はまこと に 

其 恩 を 忘れす、^ 德を 重ん する が 故に、 むかし は當山 

の大 湯屋に て 、毎 R: 十四 = 此 上人 の 御 忌 と て 、大衆 あ 

つま. 0 湯 を わかして、 身心の 1% 穢を刮 きょめ 、怫號 

をと へな て、 報謝 あ.. > し 事 も、 近代 はなくな， 5 ぬ、 今 

の 世に 御名 さへ 知人なければ、 まいて 其 行 を 仰ぐ 事 

なし、 かなしい かな 今の 世に 殘. 0 し 事 も、 後代に いた 

らば 又 今の むかし を 見る が 如くなら む、 か V る名德 

の 御 事 さ へ 、澆季 に 至れば 泥沒に 及ぶ おひ なれば、 其 
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の 外の 事の 傅 はざる は 嘆す るに たらす、 世 は 定めな 

きこ そいみ じ けれと は雖 も、 代謝の はなはだしき は、 

感慨の か、 る ものと もい へり、 され ども 不顯 の德は 

聲も なく 臭 もな しと 哉らん 酸す るう へ は、 至 人 はい 

かや 心 をう ごかさん、 予微眇 の 身に て か、 る 文 を 書 

置 事、 いかば か. 人の あざけり ならむ 、さ- 9 ながら か 

れに是 に 問 もとめ て 、或は 遍言を 察し、 或は 遺書 を も 

考が へ て、 一 善 をうれば 举々 服 腐して 失 はす、 或は 紳 

に 書すな どの 古賢の し. わざ をお も ひ 出て、 つ ゐに衆 

人の 説 を 一 所に あつめ、 諸家の 長 を 一 帙に納 む、 一 事 

として 意見 腊說を まじへ す、 但來 者の 參考 の爲 にも 

な，. y なんかし とお も ふから、 誡を發 しかく 集め 待り 

ぬ、 彼 見る 人の 信 否と 用舍と は、 予が關 からざる とこ 

ろな. 9、 

當院 はむかし は 南 谷の 巾に あり、^ g 職 M  、所以 ありて 

西院 のうちへ うつされけ. y、 祈 親 上人の 自畫 自讃 j 

幅當院 の重寳 たり、 自餘の is- 敎等 あまねく 傅へ 給へ 

、ぬ 此卷の 中、 三度 中絶の 下、 幷燈籠 堂 t.^ よ、 Ite-l ？ 

の 下、 井 尺 迦文院 の 下に 見えた リ、 丄ス』 、力 一- 二月 

十四 = に 入滅し給ひしを、南谷 に御^！：^ぃを築き舉り ぬ 、 

今释 迦文院 の境內 にあり、 一 云釋迦 文院の 開基 も. 


此 上人な りと ぞ、 

〇 蓮 上院  ， 

開基 の 名德 分明なら や、 或 る 奮 記 に は 、幸 祐阿閣 梨と 

みえた- -、 出 所 等 未 勘 也、 第 六 世の 檢校覺 基 ,M 州 

山 代の 人な りしが、 逮金院 現資檢 校の 入 缠の资 とな 

り、 德 行を內 外に ふるはせ 給 ふ、 承 元 四 年 十 =: 十八 

日、 於 二 仙 洞 一天 堂の 御 祈の 爲に、 孔雀 經の御 修法 を勸 

行し 給 ふ 、同サ 五：：： 御 結願な り 、悉地 成就せ しむる に 

よ. 0 て 勸賞ぁ ，.^ 、則法橋上人位を以 て 、永代 高 野 の 檢 

校に つけら るべき のよ し、 仁 和 寺 二 品 親王 奏聞 を餒 

さしめ 給 ふに よりて、 勅許 滯 りなく 永宣 3 口 を 下され 

畢ぬ、 しか れば覺 基 以後、 高 野 の 檢校皆 法 橋 上人 位 を 

帶し 奉れり、 まことに やん ごとな き 御 事 也、 本堂の 御 

本尊 不勸明 王 は、 相 傅 ふ 弘法 大師 一 刀 三禮の 尊像な 

,5 とぞ、 靈驗 めでたく 明德沒 せざる ゆへ あ hN て、 淨財 

を 奉， 0 信心 を こらしめ 給 ふ檀越 あまた あ hN とぞ、 

〇 淨 菩提 院 

往古 太 政 大臣 良 平 公の 御 願た. 9、 中古 大江維 光三 男、 

陸 奧守少 内 記 大膳大 夫廣元 朝臣、 この 院主^ 國和尙 

に歸 依し 給 ひ、 寺 塔 等 を造營 せり、 此廣元 朝臣の iell. 柬， 


監こ Rif  く  7^:11  2.9、 今 a 防 二 州の 主 毛 利の 先祖な リ、 嘉祿元 半 

鍾 k<^.^fhy 六月 十：：： 卒す、 八十 三 歳、 法名 學 阿と 號す、 

當 院名德 多き 中、 尙 祖學禪 房と 申 は、 高 野の 八 祖の隨 

一 也、前には南谷心^€院に住し給ひ、後に當院へ移住 

し、 寛 元三 年 十 一 月廿 五日 遷化 有け り、 當院の 坤の方 

の 高山に 葬る、 其 しるしに 松 を 植廣 ぬ、 世人 其 松 を 

祐 松と 號す、 今に あ.^、 道範讃 岐の國 配所に してよ し 

を 開し めされ、 

高野山な がれし 水 も かれぬ め， 5 

草木よ いか  > たね をき ざ、 ん 

近年 も大覺 寺の 宮御住 山の 時、 此 寺に 寓居し 給 ひ、 後 

陽成院 の 御 神主 等 安置 なされたり、 

〇 智莊 厳 院 

開基、 第 廿世檢 校 fisrlfl:^ 本堂の 御本尊 大日 如 

來、 佛ェ舂 u の 作 也、 護摩堂の 御 本堂 如意 不動明王と 

て、 安祥 寺 一 流 秘法の 尊像な り、 弘法 大師み づ から 刻 

彫 まし/,, し を、 當院に 相承して 尊重し 奉る、 此 尊に 

つきて 秘傳 のこと 重々 有い 之、 住持 も 一 世のう ち 一 度 

は 扉 を ひらき、 錦 帳 を 褰て妙 相 を拜し 奉る より 外 は、 

他人 は 曾て ぁづ からざる とか や、 依 レ之長 日の 護摩 懈 

怠な きもの 也、 且又 屮院 一 流の 大事に、 智 莊嚴院 やう 


とて 一 派の 血脉 をった ふ、 朝 遍阿閣 梨より 祐 雄阿闍 

梨に 傅へ、 次に 寶性院 法 印 翁快寫 瓶し 給 ひしょり 此 

かた、 一 派の 源と して 系 連 明 鼓に 由緒 絕 ざる 事、 まこ 

とに 安から ざる 勝 藍な り、 慶長 年中 木 食 興 山上 人 も、 

よし ありて 寓居し 給 ひし かど も、 事に 隨て當 山 を さ 

,5、 江 州に 命 を 終 給へ り、 上人の 自筆に て寫眞 の讃を 

といめ 置 給 ふ、 其詞に 云、 

^だし 世 を 廻り 果 よと 行 月 の 

今日の 入 IH の {4 一に まかせ， 

又 行惠檢 校の 建立と て、 塔婆 一基 ありつる よし、 舊記 

に 見えた b、.  . 

〇 善集院 

醍醐 天皇の 御宇、 延喜廿 一 年 十月 廿 七日、 少納言 橘 惟 

助 勅使と して 當 山に 詣し、 弘法に 大師 號を諡 給 ふ、 橘 

馏助 弘法 大師の 御 筆の 宗 論の 御影 一 幅、 御所 持の 五 

鈷持參 し 給 ふ、 愛に 善 集 房と いふ 如法の 僧 あ. 9、 天 

性聰敏 にして 顯密の 學業功 成、 信心 堅固に して 事敎 

の議用 名と げた， 9、 かるが ゆへ に 一 宇 を 建立し、 彼 影 

像 五 鈷等を 奉納せ しめしより 、院號 .^」 得たり、 其 物 

記 錄于ぃ 今 現然た b  、其 後 圓智、 明 行 法 印、 能算、 眞釵 
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等 次第に 傅受 して、 數 代の 後 資性 院第六 世の 的嗣 

快 法 印 ゆ 田院に 閑居し 給 ふ、 終に 應永廿 三年 七= ^十七 

:=:錢字穴，^^に現じ、臨終正念にして、泊然として化し 

給 ふ、 此時高 野 明 神の 御告に、 

か b そめの 雲が くれと はお もへ A ハ 

みえねば おしき 山の端の 月 

則 後の 山に 廟窟を きづく、 然ば 則ち 毎 ==： 忌 にあた 

つて、 報恩 謝 德の爲 に、 末學 修練の 僧侶 當院に をい 

て、 三 問 一 講の論 席 を かいつ くろ ひ、 一 結の 僧 法談の 

議 It を揚、 此ゅ へ に 勸學院 學道競 望の 僧 衆、 若し 窗快 

法 印の ながれ を 掬す る 輩 は、 彼 問 講に衆 を 結び、 文句 

の 金石 を辨 じ、 義理の 玉 m を轧 し、 三年 を經て 後勸學 

院の試 場に 出る 事 を ゆるす 所 也、 今にいた るまで 其 

由緒た へ す、 靈寶 il- 数等、 着 快 法 印よ. -亮遍 僧都に 讓 

與し給 ひしょ，， ^、代々 の遣狀 等分 明に 相績 せり、 

〇 如意 輪 寺 

御本尊 如意 輪 観音、 ■， 抑 この 尊 は、 當 寺の 開基 定願 

律師俊連房、^^不思議の靈夢にょ.5、 尊像 をお ひ 

奉. 0 登山し、 此地を 卜て 安置 せらる ゝがゅ へ に、 尊號 

を 以て 寺に 名づ くると かや、 其 後 高 野 小 法師 性海自 
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筆に 額 を 書し、 堂に か、 げ あぐ 今に 有い 之、 住僧 系受 

して 今 及 n 一 一十 世 T 其う ち 一 山の 寺 務檢校 法 印に 被 

レ任も あ， o、 あるひ は 門 首の 職を領 する も あり、 ある 

ひ は 硕學の 位に のぼる も あ.^、 殊 iSt 第 六 代の 生. W 信 

律師 は、^ 陸 國の人 也し に、 密乘の 跡 をした ひ、 遠く 

百 里の 外に 師を 尋ね、 法 を もとめて 、則當 山 性院者 

快 法 印の 室 をう か いひ、 終に 附 法の 上足と な，.^ 給 ひ、 

事敎を ひとしく き はめ まします、 裳に 知行 該^し 給 

へ る 御 かた 也、 彼^ 快 法 印 は 後 圓融の 朝に 涯遇を 得 

$91 へる 故に、 ^に 金闕に 侍し 御 修法 を あそばされし 

に、 同く 律師 を もめし ぐせられ ければ、 主上 も 終に そ 

, の德を きこしめし をよ ばせ 給 ひ、 二位 僧都の 號を給 

ふ、 其 後 當山檢 校 法 印 大和 尙 位に 轉じ、 一 山の 寺務 た 

り、 翁 快 法印戤 化のと き、 八祖 相承の 懷 扉の 佛 舎利 を 

以て、 着 快 法 印へ 相 傳し給 ふ、 希代の 靈寶 なれば、 賓 

快 法 印 自筆に 其傳來 をし るし 起 錄し給 ふ、 于ぃ 今當院 

に現然 たり、 t_ (錄の 略を考 るに、 一とせ 禁裏へ 被 二 召 

上 ー叙覽 ある ベ しとの 勅定 くだ. > しに、 一 山の 宿老 相 

議 してい はく、 靈 la! 多し といへ 共 此齊珠 にたぐ ひせ 

んは あら じ、 若し 卸 返納な くばな げかし き 事な， 9と 


て、 一七 H 懇念 をいた し、 此佛舍 利の 分 破 を 祈. o 舉 

b 、終に 手 を 以て 引た てまつ る 所に、 容易く 分 破し 給 

ぬ、 是れ佛 陀の明 感明應 にあら すん ば、 金剛 不壤の 色 

身 何ぞ忽 にかくの ごとく ならむ やとて、 面々 隨 喜の 

泪を うかべ 渴 仰のお も ひ を 凝す、 その後 この 舍利を 

以て 奏 進し 舉る 所に、 叙 信 はなはだ 深 く，. -て、 歸 敬し 

まします 事 他に M 〈なり、 しかも 一 山の 袁寶 なれば と 

て 、又當 山 に 還 着 あらんとの 詔 を くださる、 其 時窗快 

法 印 は 一 山の 學 頭と して、 かの 祈禱 のとき 大 導師た 

るが ゆへ、 諸老 一 同に して 此 分散の 舍利を 53^ 快 法 印. 

へ附屬 せらる とぞ、 其 外 弘法 大師 御 筆の 因果 經槍入 一 

卷、 隨願 往生 經、， i^l 十 彼の 御舍 利と おなじく 當院に 

相 傅せ b 、抑 この 一 行 十八 字 は、 山 科 安祥 寺 開基 惠運 

律師より 、典雅 僧正に いたる まで 傳 持し 給 ひ、 それよ 

信 法 印 へ 授與し 給 ふと かや、 § き g ，、の 御 

〇 阿 彌陀院 

開基 明なら や、 御本尊 は 一 光三 尊の 阿彌陀 如來、 佛ェ 

鳥の 作 也、 抑 此尊は 善 光寺の 外陣に 御座 有つ る を あ 

る 時 西 行 法師 此 堂に 詣で 通夜し 心 念 を 凝し 念佛 三味 

に 入、 如來 誓願の むなしから ざらん 事 を 深く 隨 喜し、 


しばし まどろまん とせし に、 夢 もとな く 現と もな く 

如來西 行に 吿 ての たま はく、 我 を 早く 高野山に をく 

,.r' 屆く ベ しと、 あらたに 示現 ありし 故、 其 ^1:11 に まかせ 

如 來を負 奉. 5、 此 山に 登る に 夜陰に 及び、 いづく にか 

おろし 奉らん とた めら ひける に、 折し も此 寺に て 鈴 

の をと きこ へければ、 是を しるべ に尋入 侍りけ るに、 

時の 住僧 良 智阿閣 梨 阿 彌陀の 法 を を こない、 観念し 

ける 時、 この 如 來を此 寺に おろして けり、 それよ. 5 此 

方な がく 靈 尊と あ ふぎ 奉り、 則 阿彌陀 院と號 しける 

もせハ時ょ..^の事と申傳，.^、 されば 西 行のお ひ 求れ る 

厨子の 扉に、 自ら 件の こと を 書し るし を かる 、とい 

へ 一  とせ 院 宇に 火 ありて 燒 失しけ ると な.. > 、則ち 

持來と いひ 傳へ ける 善 光寺の 緣起 四卷今 見に あり、 

いつの 比よりか 飛 田大守 この 尊の 靈 なること を 感じ 

給 ひ、 田園 を捨寺 供に 充 しめ 給 ひて、 每年 受納せ ると 

かや、  - 

〇 報恩院 

當寺は 後高倉 院の 御宇、 第卅 八世檢 校宗禪 I 法 開基 

也、 建 治 年中、 南 谷 持明院 禪信檢 校より 受法 ましく 

けり、 中 院の流 は 引 攝院良 仁阿闍 梨に うけ 給 ふ、 覺鎞 


高野山 通 や^ 集卷八 
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高野山 通念 集卷八  I, 

上人な ど 名 をなら ベ 、世に 譽を傳 へ 給 ひし 名德 な， 9、 

其 後 第五 世舜應 阿閣梨 は、 寶性院 者 快 法 印の 的 弟 全 

9? 阿闍 梨より 、安祥 寺 流 を受法 まし しと かや、 文 

安二 年の ころの 人 也、 むかしより 三 井寺に 相傳 せる 

黄 不動と 申 ありけ り、 是は 新羅 三郞御 祈禱の 御本尊 

として、 智證 大師の 眞筆 なりし を 、當山 平等 院へ 寄附 

の 子細 あ，.^ しに、 當院舜 應阿閣 梨のと き ゆへ あ， 9 て 

こゝ にう つらせ 御座す、 今にいた るまで 其の 靈驗ぁ 

ら たな b とぞ、 

0 來迎堂 乂集堂 共 云 

御本尊 阿 彌陀、 東の 堂に は 千手観音 を 安す、 後 

なる 山 を 俗に 覜昔 山と 云、 昔日 所の 法師 等 合力して 

造營 すと 也、 每年 卯月 十二 日 新 得度の 僧、 於， ー此 堂， 臈 

次の 鬮取 有て、 同 十五 U よ. 9 一  夏 九 旬 刻限 を 極め、 壇 

上 金堂に て 供 花の 勸 あり、 

〇ギ 等院 

開基 何人と いふ を しら 中、 中古 禪林 寺の 靜遍 僧都 止 

住の 精 4c 也、 本堂の 御本尊 愛染明王、 弘法 大師 於，， 異 

朝，御作ぁ，.^しを、 惠果和 何の 御 加持し 給 ふと かや、 

則ち 大師の 御持佛 堂に 安澄し 給 ふよし 記錄詳 なり、 
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^又 釋迦 如來幷 十代 子 あ. -、 或は 3^ 首^ 磨の 作と 

いひ、 又 京都の 大佛 師家に は 運慶の 作と 號 して、 若し 

破損に 及ぶ 時 は、 彼 家より 修補 之 由緖于 ぃ今絕 す、 次 

に 源義光 公、 三 井寺 新羅 明 舯の寶 前にして 御 元服 あ 

りしに より、 新羅 三 郞と號 す、. 時の 別 當智證 大師 本よ 

り 御 自筆の 黄 不動 を、 彼の 神殿に 納澄給 ひし を、 今祌 

殿よ b 出し 舉り、 國家 安泰 武運 畏久の 守 謹の 爲、 義光 

p« に附與 あ. 9 し を、 代々 相傳 して 信玄 公に 至る まで 

御所 持^ レ之 とい へ ども、 ゆ へ あ- 9 て 當院へ 寄附し 給 

ふ、 ^M^f ー吓其 外酒顚 童子が 牙と て 一枚 あ， 5  、奇怪 

の 物に や、 

〇 西南 院 

本 は號ニ 1^ 等 心院？ 昔 = 行 基 菩薩の はり ひらき 給 ひし 

舊地 なり、 大峯葛 城 等 苦行の： n  、此 山の 此の所に て柴 

燈の 護摩な ど 修し給 ふゆへ に、 此 寺の 上の 峯を 護摩 

峯 と名づ く、 今代當 山より 大峯葛 城 先達 を つとむる 

行者、 此峯 よ. 5 はじむる も 彼 所以な， りと 申 傳 ふ、 本堂 

の 御本尊 大 = 如來、 行 基 安置 し 給 ひし を、 今に 至る ま 

で 傅へ 來れ， o、 其 後 大師 弘仁年 巾當山 御開 基 あ b て 

よ. 5 此 かた、 此の所に 寺 を 建立し 給 ふ^あり と 見え 


た.^、 第 一 世- 安 法 印 いづれ の 代の 人と いふ 事 さ だ 一 

かなら す、 其 後 建 久の比 信 助 律師 は、 後鳥羽院 御 治世 一 

一 條 殿の 御 一 族た. りしが、 此院に 住持し 御座す、 其 時 一 

後 法 性 寺 殿 幷宜秋 門院 等の 御 菩提 御 祈念 あるべ きの. 

よし 敕を 下さる、 後に 御 弟子 賢 性 阿 閒梨院 へ 奏聞 申； 

させ 給 ひ、 六十 九 世 檢校賢 定理 智房、 弟 弘 

安三の 比阿閣 梨に 住持 職 を 命じさせ 給 ふ べきの よし 

あ， 9 け れば、 相違 有 ま じきの 院宣 を 下し 給 はる、 嘉鎮ー 

元年 資定の 御 時、 太 政 官牒を 給 はる、 其 略に 云、 當院 _ 

は 信 助 律師 終 二 土木 之 功-之 後、 奉 J^,, 進 後 法 性 寺 尊 

間- 羅、 隠 sil, 其 後 相繼爲 ニ宜秋 門院 sig  、后 御 祈 

禱所？ 而 S 霜 四十 餘囘之 間 也、 gul 偏 祈 二 累葉 繁昌 

之 御述、 公私 三代 之 跡， 云々、 殊 又奉レ 浙，， 金輪 聖皇天 

長 地 久寶肺 延長 御 願圓満 T 是非，， 忠勤， 乎 云々、 早 以，, ， 

二 ロ阿闍 梨？ 被い 置，， ；牛等 心院， 者、 旁 修，， 不返之 恵 業 

舉レ祈 二 無疆之 寶祐， 云々、 此の 時 御堂 佛聖 米の 御爲 一 

に、和^I^國大^^莊、故北政所殿御菩提として、 同莊を 

寄附し 賜 はり、 禪定 殿下 御 菩提の 護 ti; 供 僧 二 口の 料 

として、 井上 莊を 下し 賜 はる、 其 後 七十 三世 執行 檢校ー 

逮體房 泰然 阿闍 梨、 g 划せ吉 雙信 信藝等 各 院宣 令旨 を- 

I ^^,^山通念集卷1^  ； 


舉. 0 住持し 祈禱 す、 其 院宣 等 見に 今存 す、 乾 元の 比 道 

明阿闍 梨に 仰せて、 殊に 院宣 ましく、 元亭の 比信智 

に 御 敎書を 下され、 嘉歴 年中に 至. 9 て 無，， 相違， 大， M 

莊を 知行せ. o、 又 其 後 永 和の 比弘贤 僧正 鎌 倉の 西^ 

院と申 を 兼 帶し給 ひき、 高德の 御^にて 公武 兩 家の 

歸依 大形なら す、 當 山に 住し 給 ふ：：： も 西 is 院殿 とよ 

び 奉， 9 しにより、 本號 平等 心院を あらためて、 此號を 

よび 求れ り、 

〇 今 來峯岡 もと 

卒等院 より 南の かたの 山 を、 中の 峯 とも 護摩の 峯と 

もい ふ、 大壤葛 城 先達の 行 法 も、 此 所よ はじめて 峯 

入し ける と 也、 此の 東の かた 西北の かたに ふるき 藤 

あ. 9、 人 藤な みとい ひ傳 へけ b 、されば 古歌に も 今來 

が 峯を詠 じて、 藤な みのち らまく おしみな どつ いけ 

ければ、 此所を 今來峯 とやい はん、 され ども 所の 人說 

說 不同に して さ だ？ "ならす、 識老を 侍 ものな り、 

建 皇子 かくれ 給て、 今來 谷に 納め 侍りけ る を、 - 

今來 なる 外 山の 峯の雲 だに も 

しるく した \ ば 何 か 嘆ん 齊明 天皇 

藤 波の ちら まくお しみ 郭公 

I  二百 九 
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讀人 不知 


人 丸 


按察 


三條證 月馱 

枕に は 衣笠 

大臣と ぁリ 


Hai 季 


ム 「來の 岡に 啼て こ ゆなり 

M 紫 妹ら が. 0 今 來の峯 になみ 立る 

妻 まつ の 木 は 古人 見 けん 

I 誰 を かも 今 來の嶺 と 云 をき て 

妻 松の木の 年 を ふるらん 

同 都 出て 今來の 岡の 時鳥 

人づ てな ら で 初 昔 聞 つ る 

紗五 月 雨 に ん r 來 の 岡の ほと、 ぎす 

しと どに ぬれて 鳴 渡る 也 

同時 鳥い まきの 岡の 一 こ ゑ は 

五 =： なれ 共め づら しき 哉 

同 常よ. 0 もめ づ らしき かな 郭公 

今來の 山の け ふの はつ 聲 

〇 金剛 定院 

此院 は宣陽 門院の 御 願、 供養の導師花王院覺海^£勝 

房と 舊記に 見えたり、 則 彼の 御 骨 を 納めけ ると いふ 

を、此の院のぅちにぁ.„=^とまでは聞けれども、世久し 

く 時う つりければ、 此院 いづこと さだかなら や、 猶し 

れる 人に 尋ね 給べ し、 

宵； 陽 門院 かくれ 給て、 高 野に 納 奉りけ る、 御 送 b 


成 仲 


にまい. 0 て 、袖に 紅葉の ち ひか 、.o ければ、 


鎌 § 今淚の みか、 ると おも ふ 墨染の 


源仲景 


釉の 上に も 降 木の葉 かな 

〇 載川幷 幣之坊 

此所を かく 名づ くる は、 弘法 大師 はじめて 御 登山の 一 

とき 此の 地に をいて いさ ゝか はら ひしき よめ 給 ひし 一 

より、 其幣を 此の あた. 9 にさし をき 給 ふ、 しかる を 後一 

に 其 所に 寺 をた て、 古事 をし るして 幣の坊 とい ふ あ 一 

.0、 井 御作の 不動明王 とて 安置せ..^、 


I 野 通念 集 卷人終 


I 野 通念 集卷九 

一無軒 道冶輯 

〇 天 野道 中 

〇 大門 

高野山 西の 口の 坂 上の 門是 なり、 ひかし 弘法 大師 御 

在世 最初の 建立 歟、 年代：：： 記 不詳、 但し 當山 座キ； 定 

賢、 寺 家の 執行 檢校 明算の 代、 嘉保ニ 年 二月 十九 ："、 

大門の 舊記 を尋 て、 九折の 鳥 井 を 建立 せらる 、と 也、 

其 後 座主 大 僧都 定 海の 代、 執行 琳資の 時、 保 延の末 建 

造 有と かや、 又 寬喜ニ 年 夏の 比、 大門 を あらため、 五 

門 1 一階の 樓 門に 造 營し 侍る、 于レ時 四十 世檢校 執行 法 

橋 上人 位 忍 信 定佛房 II、 寺 移の 門 也、 嘉賊 三年 秋の 

頃大門造營をは..^ぬ、 同年 十：：： 四日 二王の 像つ く hN 

はじむ、 同 十 一 月 七：：： 彫刻した てまつ る、 大佛師 法 印 

满慶の 作 也、 一 丈 九 尺の 形 像 也、 此の 時 執行 檢校 律師 

勝 心 正 等 房な. -、 二し 又 建 長 1 一年-九 ！：：： 十七：：： に 額 

を かくる 、是則 法 性 寺禪定 殿下の 御手 跡な りと ぞ、 

〇 け は ひ 堂 
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この 所 はむかし 山の 法師 麓の 里へ くだる 時、 此 堂に 

て 衣な どぬ ぎて、 登る ときに 着し ける とぞ、 又兒^ 衆 

など 髮けづ りけ る ゆへ に、 けはい 堂と いひけ ると な 

b 、され ども 退轉 して 今 は 堂な し、 此地を さして 僧け 

は ひ 坂と いひなら はせ.^、 

〇 大湯屋 

むかし は大 湯屋の 湯 を わかして、 法事 出仕 こと ある 

時 は、 此 湯に 入と 見えたり、 又 名德の 忌：：； に は、 此；？ B 

を わかしけ ると 高 野 年中行事に 見えたり、 しかれ ど 

もい つ の 比よ-か 返轉 せ-、 ls， 山上の 院內 

に 湯屋 あり、 あるひ は返轉 する も あれ ど、：： Ijj; 敷ば かり 

は 今に 存す、 

〇 關尾 

關屋 のさ くらと て 並木の 櫻 あり、 此關屋 とい ふ は、 高 

野 山の 防禦 第一 の 所な り、 五 間ば か， り 下に 鳴 神 山お、 不 

動 岩と て 立 岩 あり、 則ち 此 所の 本尊な り、 惡魔を はら 

ひ 不淨の 者の 山への ぼる をせ き 給 ふが ゆへ に、 關屋 

とい ふと かや、 高山 先達、 毎年 水無月 中の 八 = の 夜、 

長！：：： 七！：： の 夜、 又舯無 月 念 佛會に 天 野べ くだる 時、 柴 

燈の 護摩 を修 也、 むかし は 堂 あ.^ しが、 破損の 後 丹 波 
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大守ー たび 苒興 あ，.^ とい へど も、 其 堂 も 今 はなし. 

御手 印の 緣 起に 鳴 川と あ， 9 ける を、 いつの 北よりか 

いひ あやま b て、 鳴子 川と い ふ、 鼻 底の 氏神 を 鳴川大 

明 神と いふ、 則關屋 より 南の 山に 鉢ぶ せとい ふ 所 あ 

KV  、鳴 川 大明祌 この 所に 居 給 ふ、 今に 石の 岩屋の 鎭守 

あり、 其 所に 明 神の 遊び 所と て、 姚 子が 口と いふ 瀧 淵 

など あり、 明神彼鳴川にひかh^を放ちぁそび給ひし 

を 、御告に ま か せ 鼻 底 へ 勸請 しけ る と 也 、鳴子 川と い 

ふ は、 此 川の をと 鳴子の ごとく 聞 ゆれば、 鳴子 川と 土 

人い ひなら はせ るか、 又い つの 比に や、 此所 にて 鳴子 

を かけ、 人の 登る をし. 9 し 事な ど あるに よ. 0 てな hN 

と 云、 是 みな 異說 な..^、 さて 御手 印の 官符 にも、 鼻 底 

と ある を 今の 人 花 坂と いふ、 いか い 本據を 見す、 但好 

事の 者の 口す さみの 爲に、 作意 を 以て 書か へたる た 

ぐ ひ歟、 

〇 镜石 

鳴 川の 上 道の 右、 §1，"？^ 下 懸-: M のうちに あ. 9、 其 石 

ひか. 0 ありて、 真の 銅. 鏡 を あらたに 磨し 出せる にこ 

とならす、 塞 人の 相貌 をもう つす にたれ り、 按揚 雄が 


蜀都 記に、 武 都の 大失 化して 女子と なる、 顔色 美 好な 

-9、 蓋し 山の 精な り、 しか るを蜀 王め とりて 荽 とし 給 

ひし かど も、 幾薛 なく 成 都の 郭中 にして 物故す、 則是 

を 葬. 0 給 ひ、 石 鏡 一 枚 を 以て 其 墓に 表す、 わた. Ml 丈 

： 高さ 五 尺 也と しるせり、 しかれば 唐國 にも か、 る 石 

一 は あ.^ と 見えた. 5、 彼の 瑕 石詭暉 あ，.^ など 木 玄虛が 

賦に のせ、 又聊は 石の ひかり ある ものな. 5 と、 說 文に 

もしる せ 、您 じて か ゝる 名山に、 さま，.^ 異 やうの 

もの、 ある こと、 木石に かぎる ベから す、 惟神 是宅、 

亦 紙 是廉、 何 奇不ぃ 有、 何 怪不ぃ 儲と 古人の い ひし 詞を 

おも ふべ し、 

〇 猿 渡 

此 所まで 猿 わたれ ども、 是ょ. 9 上へ はの ぼらぬ ゆへ 

に、 かくい ふと 見えたり、 悠 じて 當 山に 結 界の物 あま 

た あ. 9、 女人 は いふに およば や、 其 外 牛 猫 猿^ 白鷺 雞 

のた ぐ ひ をい ましめ 給 ふ、 今に 至る まで 寺 家に 禍ぁ 

らんと て は、 必彼猿 猫 等 八 紫の うちにお ると いひ 傅 

へ り 、又當 山に をい て ^將雄 弓 鞠 等の 遊戯の もの、 あ 

る ひ は 菜 岡 菜園 を かたく 禁じさせ 給 ふ、 せ に 行 法の 

糊 修學の 場に は、 かゝる こと をい ましめ 給 ふこと、 淺 


からざる 御 心と おぼえ 侍る、 彼 兼 好が しるせし 文に 

も、 圆 雙六 好で あかし 慕す 人 は、 重 五 逆に もまされ 

る惡 事と ぞ おも ふと、 聖の 言と て 引し は 、殊勝に 見え 

侍る、 本よ. 0 堯の 丹朱に 敎へ、 舜の商 均に をし へ 給 ふ 

も あれ ど、 其 御 こ ゝろ入 また 別なる べし、 孔子の 博爽 

と いふ もの だ も あら ざらん やと 宣 ひし、 萬^の 格言 

にあら やや、 又 老農に しか ゃ老圃 にし かすと、 宰我を 

いましめ 給 ふ 御 こゝろ も、 有が たく ぞ 侍る、 此比 世に 

庭つ くり 乘 せき かけて、 木の 枝 をた め 花の 稀 を植る 

など、 是 もな どか 古人の 心に かな ひ 侍らん や、 

〇 七色 木 

是 さだかなる 本說 なし、 本 かし はに て 松、 竹、 はせ、 ぬ 

るて、 楓、 藤、 の 七色 あり、 七い ろかし とも 土人い ひな 

らは せる 也、 されば 宽文九 年 仲秋の ころ、 大風に て 吹 

を b  、今 は 七色 にたら や、 

〇 架 IJ!^ 掛石 

たしかなる 本文 を 見す、 所の 人の いひなら はせ しこ 

と を 書つ け 侍る、 されば 此石 馬の 鞍に よく 似 たれば、 

俗 t- て 鞍掛 石と も 云、 又 一 說に 大師の 御 母堂、 我 子の 

住 山 へ のぼらん とて、 此 所までお はし ましければ、 大 
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師^む かわせ 給 ひ、 夫れ 我. E は 女人の いたるべき 地 

にあら すと、 かたくい さ へ 給へ ども、 御；^ 堂 よしを 聞 

入 給 はねば、 大師 御^ 裟を彼 石 にかけ させ 給 ひ、 のぼ 

らんと おぼしめ されば、 此架裟 を 越させ 給へ と あり 

ければ、 御 母堂 越ん とした まひし に、 より 龍 あまく 

だり、 角 石より 火 を 打い： U し、 火の 雨 を ふらし けれ 

ば、 御 母堂 は 岩 をね お-給 ひ、 大師 は 石 をお しあげて 御 

ゆ 堂 を かくし 給 ふと かや、 今の ねな 石 押 上石 これな 

り とぞ、 其の 時 もはやの ぼる まじき とのた ま へ ば、 火 

の 雨 も ふらすな.^ にき、 すな はち 歎 かせ 給 ふなみ だ 

川と なり、 今の 淚 川と いふ も此 ことよ. 9 とい ひった 

へ 侍る、 火の 雨に 山 も 石 も 土 もやけ ければ、 今に 其 山 

はやけ 石 やけ 土 也、 此所を さして 燒 尾と いふ、 愚按是 

等の 事 奇怪 勇力の わざ なれば、 かたらざる もよ しと 

やせむ、 

〇 矢 立 茶屋 

四 軒 茶屋と も. 辻の 茶屋と もい ふ、 矢 立の 杉と て獵場 

の 明 神 矢 をい させ 給 ふ 杉 あ. 9、 此茶： IH- は 辻の 茶屋と 

て 大師 此 かたより あ. 9 となん、 邀 字が 池の 水 を 汲て 

茶の 水に つか ふ、 此の 智水 をの ませて 智惠を まさし 
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めむ 爲也、 されば 參詣の 諸人、 この 水 をのむ ものな り 一 

とい ひった へけ る も かゝる 故に や、  一 

〇 鍍 字が 池  一 

地藏 堂よ.^ 細 川へ 行く 道の かたわら にあ， 9、 これ は： 

阿波の 大澠 寺の 榮議 夢中に 高 野へ 登臨し、 矢 立の 茶： 

屋に端 居して、 饑 字が 池 を 見ければ、 池 水に 饑字 うか 一 

びて ひか を はな もけ. 9、 かたはらに 僧の あ- 9 ける" 

ゆへ、 此 よしを 問ければ、 饑 宇が 池と 答き、 其 後 榮議： 

ふしぎの おも ひ をな し、 此 所に 來り 彼の 池 水 を かす 一 

ら せて 見け るに、 水底に 摘に^ 字を鐵 めて 乾の 角に 一 

置， 9、 いかさま 弘法 大師の 御 華と おぼしく みえけ る 一 

よし、 それより して 錢 宇が 池と いひなら はせ る 也、 i 

〇 地藏堂  一 

此の 地藏 堂より して 高 野のう ち 也、 地藏 堂の 上に 十 

王 堂 ありし が退轉 して 無し、 地藏 堂よ， 0 すぐに 登れ 一 

ば 高野山、 左へ さがれば 鼻 底 若 山への 道す ぢ、 右へ さ 一 

がれば 細 川と いふ 所な. 9、 惣 じて 六の 道 あり、 六道の； 

^ の 地藏 ともい ふ なり 、右 は 天 野 慈尊院 へ の 道、 高 野 

山中 門より 慈：^ 院 まで 百 八十 町の 間に 町 石 あ h -、 む 

かしの 路 今の 道と て 一 一途 あ h -、 奮 路には 町 石 そ こ- 


そ  こに  あ.^  、新路 に は 町 石 な，， し 、舊路 は 迂遠 な り 

ひて、 徑に はしる たぐ ひの 謂歟、 又 楊 氏が 岐路 を か 

なしめ る も かく やとお も はる、 仰 この 町 石 は 覺戰法 

印、 f  十 方 ©衆 の贵 鼠に す、 めて、 彫刻 妙 

鏤のェ 巧を染 す、 則 高 一 丈 は  >  一 尺餘 石の 町 卒都婆 

一 一 百 十七 本 を 建立し、 五輪 の 塔婆 を つけ、 兩界 の^子 

を あら はす、 慈尊院 までの fa: 八十 町 は、 すな はち 胎藏 

界のぼ 八十 錄を あら はし、 巾 IZ よ.^ 奧院 にいた る ま 

で 三十 七 町 は、 又 金剛 界の 三十 七 尊 を 表せ.^ とか や、 

文 永 一 一年に 發 願し 雄 治 三年に 功 を 終た まふ、 于レ時 公 

武兩家 殊にち から を そ へ 、 弘安八 年 十 W 廿  一 m 供養 

こと 終る、 町 石 制お の 施主 典 州の 禪刺史 は、 三代の 大 

施主なる が ゆ へ 、大 都ち から を あはす、 かたじけなく 

も後峻 蛾の 法帛、 御 在世に あたりて 御歸依 あり、 此の 

外 鎌 倉 ニ品禪 尼、 相 州の 前 吏 幽^ 大 沙彌 父子、 故 松 

下 比丘尼、 かねて は 贵賤の 施主の 名 一 々に 町 石に 書 

付たてらる、^|!子は小川の僧正信範、漢字は世^^寺殿 

經 朝の 筆跡 也、 町 石の 願文 同笨 にて 御影堂に 珍納せ 

り、 代々 の 帝王 此 山に 御幸 あ b しも 此道 也、 白 河帝并 

御堂の 關白は 慈^ 院 より 奥院 にいた るまで、 一 步三. 


禮に身 をせ め 心 をいた ましめ 給 ふと かや、 宇治 殿の 

御 夢想に は、 一 度 此の 山 を 踏 輩 は、 三途 の故鄕 にか へ 

らす、 一 度 この 山に まいる 人、 必す 三食の 下 生の 曉に 

あ ふと つげさせ 給 ふと かや、 

0 笠 木 井古 深 谷 古澤 或 作-古 佐 布- 

^木 は 高野山よ" 下れば、 右の かたの 山中に あり、 古 

道の 町 石に したが ひ 行ば、 其 地に いたる 也、 按に白 河 

帝寬治 1 一年 1 一月、 高 野 御參詣 あらんと て、 高 野 政所 慈 

尊院 より 、徒よ. 0 して 嶮 を攀ぢ 蛆を嘗 させた まふ、 則 

ち ー步 に三禮 あそばされ しと かや、 政所よ.^ 漸く 笠 

木の 御假 尾に 入せ 給 ふと 蕩 記に 見えたり、 其 御假殿 

の 跡と て、 別にと b 殘 せる 所 もなかり しに、 近年 此の 

所の 吏の 家 を 造.^ 改めん とて、 ぁた.9をほ..^かへし 

などし ければ、 土器 やうの 物お ほく ほ. 9 出せり、 供御 

の 器な ど埋み をけ るに や、 又 古澤 は 天 野 一 r 鳥 井の 下 

の 谷な り、 弘法 大師 御 遺言に も、 高 野 明 神の 忌 杖 を さ 

させ 給 ふ 所と あそばされし 也、 

右 大門 次に け は ひ 堂 等 以下の 所々、 大抵 圖に載 侍 

る ゆへ に、 今一 條々 に をいて 其の 在所 を しるさす、 

〇 天 野 
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弘法 大師 御 逍吿に は、 此地を 常 盤の 莊、 あるひ は 御子 

の 林と も あそばされし 

と 力 や 

〇 二 鳥 井 丹 生 高 野 兩大明 神の 鳥 井な b 、弘仁 十 年 

五月 三日に、 弘法 大師 此の 地より 高 野へ 勸請 まし ま 

しゝ よ.^  、愛に 鳥 井 を 建立 し 給 ふ 、額 は宫法 印の 手跡 

也、 

〇 四 所 明 神 御寶殿 乾の かたに 向 ふ、 南の かた 第一 

は 一 の 宮丹生 明祌、 次 は 二の 宮高野 明 神、 三の 宮氣比 

の 明 神、 四の 宫丹生 明 神の 御 息な り、 

予窃 に考へ 奉る に、 祌 道の 奧秘 凡流の たやすく 傅 

へしる ベ きに あらす、 たと ひし. h- たてまつる 人 は、 

つ ゝ しむ ところ として かたら ざれば、 聖は ます 

ます 聖 にして、 愚 はます^ \» 愚な りと やい はん、 さ 

れ ども 今此 一 部 を 記し 舉 るに、 此 等の 御 祌の御 事 

其 骨子 なれば、 萬の 一 な..^ とも あら はさす ば、 我 全 

たき 卷 とはい ひがた からん とお も ふから、 そこ は 

かとな き 事 どもと h- あつめ 書し ぬ、 さりながら を 

して しること がち なれば、 人 を あざむく のみなら 

す、 神の 內證 にも 叶 ひ 侍る まじき かと、 進 返 こゝに 

き はま， 9 侍る めれ、 只 この 道 を あきらめ 給 ふ 人の 
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御覧 せられて、 其 非 を 正し 給 はば、 庶幾く は、 永年 

の寶 ともな .9 なん、 

丹 生 明 神 は、 我 朝 天种七 代の 內、 第 七 世の 靈主 伊姅諾 

伊 弊 冊 尊の 御子、 天 照 太 舯の御 妹 也、 かたじけなくも 

尊貴なる 御 種 性な り、 和 光 同 塵の 德を廣 くし 御座し、 

し V6 らく： i? 地の 澤の ほと..^ に あ i,6  く. た b まし ます- 

抑 女體と あら はれさせ 給 ふ 事、 天下 萬 物の 母と して、 

生長 養育の めぐみ を あつく 施した まふ 故なら し、 彼 

の 儒家の 談 する 所、 太 極 動て 陽 を 生じ、 陽極 まって 陰 

を 生す、 陰極て 陽 を 生す、 生々 して 極まる 事な き、 是 

れ祌 明の 德な り、 しかれば 陽と 陰と 勸と靜 と は、 互に 

根と なり 主 伴 無窮な. 0- と 見えた. 9、 生々 して 極まら 

ざる 所 は、 易の 理 なり、 易は离 物に 妙 也と 云 ひ、 易 は 

祌道 也と 云 ひ、 一 陰 一 陽是を 易と 云 ふ、 是 等の 義 をお 

もへ ぶ、 神の ましるべし、 まことに 中庸の 談 する 所 

經に 記せる 所揭焉 たり、 これ を 陽と 云 も 可也、 又 陰 

と 云 も 可也、 女體 とい ふ も {H; しく、 男 形と 云 も 得た 

り、 n ハ理 をし る 人 は、 いか い 見るべき、 知らざる 人 は 

巾 をう しな へ るが 故に、 偏 を 執す る 事 古来の 忠 とす 

る 所な. り、 
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むかし 弘法 大師 御歸 朝の = 、大和 國犬 飼に をいて、 異 

人に 逢着 御座し に、 紀の 南山 を さししめし 奉る によ 

,9、 五 里の 嶮 難の 道路 を 凌ぎ、 家 田 村 を 渉り 此 地に 來 

らせ給 ひ、 御社に 詣で 御座し、 秘密の 法 施 を 獻じ給 ひ 

し 時、 大明神 かりに 人體を 現し、 大師に 契^しての 給 

はく、 我 在，， 神道， 望 二 威 福， 久、 方今 菩薩 到い 此^ 子 之 幸 

也、 限 二 山 四方 一永 獻 一一 三資： 大師 此御 ことば をき， - しめ 

しょろ こばせ 給 ひ、 一お 餘 部の 金剛 乘敎忽 に 大明神 

に 寄附し 給 ふ、 永々 佛法 擁護の 奥 約 をむ すび 給 ひ、 終 

に 高野山に のぼり 高大の 伽藍 を 草創し、 山上に も 又 

兩所權 現を勸 請し 給 ひ、 定惠の 二  IS と あら はし 給 ふ、 

ぉ祐阿 梨 作い 口 云 ふ、 丹 生 權現謂 n 本 地， お、 是 深お 

也、 胎藏 界會、 大= 如來、 輪圆其 足、 中臺 法皇 也、 四重 

之 お、 前後 圍繞、 三仳益 物、  < め 忸無， 休 云々、 

まことに 大 かたならぬ 德用 なれば、 緇素の 步みを は 

， J ぶ 事し げく、 贵賤 のこ、 ろざ し を 致 す iS!K 深し、 日 々 

松の 扉 を 回って 愍 念し 給 ふ 事 父 ゆの ごとく、 時々 羅 

洞 を 過て 哀 顧し 給 ふ 事 孫子に いた.^、 有難 かりけ る 

御 事 也、 

高 野 明 神 は 又 天 照 太 祌の孫 王な り、 丹 生權現 第一 


の王子な.9、むかし國に凶徒の_2^'ぉこせしにょり、王 

子み づ から 征伐の 權を laj? とし 威 を 振 ひ 給 ひ、 こゝに 

うち こゝに 懲し て 、泰平 の 策 を 奉ら せ 給 ふに よ.^、 食 

國， M すての 殊功 を 優な..^ として、 高野山 一 萬 許 町 を 下 

し 給 ひしょ b このかた、 高 野 大明祌 と 申と かや、 しか 

る ゆへ に 永く 此栾を 生 ど. 9、 久しく 此の 山 を 守.^ 御 

座す、 彼の 大師の 契約に まかせ、 密敎を 護持 あらんと 

の 本 誓に 依て、 天下 を鑒 がみ 察し 人中 を 賞 罸し給 ふ、 

されば 正 暦年 巾に 邪 氣の害 國に逼 街せ しかば、 都鄙 

ことごとく 病に か、 れ. o、 人民の 災禍の がる、 に 地 

なかり しに 、皇帝み づ から 奎畫を 下し 賜 はる、 此の 祌 

の廟に をいて 懺 謝し 給へば、 天下 事故な く 和風 朝に 

を こな はれて、 樂俗 國に穩 なり、 又 畏德の 頃 は 疫氣の 

忠：^^ を 困 厄せ しめ 、夷 夏 あまねく 死を吿 ぐ、 朝野の 恐 

權 托する に 所な かりし を、 三 公 各々 敎書を 獻じ舉 り 

て、 この 純の 社頭に 祈誓 あ... ノ しかば、 域 中道 直 ほに し 

て 瑞雲 上に たなびき、 祥 H 下 を 育め， 9、 しかの みなら 

や 不信 邪惡の 輩に は、 たちまち 弓 を ひき 矢 を 發ち誡 

しめ 給 ふに、 命途 すでに 促 まり、 無道 迷 執の 人 をば、 

撫， 惡み視 て 懲し給 ふに 、心緒 速に 絕す、 怖れても 

お 山 通念 集卷九 


畏る ベく、 恭ても 敬 ふべき 御祌 なり、^ し 又 一 念 眞實ー 

の 人 あ れば、 福 履を以 て 殺ん じ 、萬 行 端肅の 輩に を い 一 

て は 、壽算 を 以て 長せ しむ、 賞罸の 正し き 事 影響 桴鼓 

よりも すみやか なり、 其 式に 云、 

高 野 明 神 者 、金剛 界摩訶 呲盧遮 那摩尼 殿、 常 恒說法 敎_ 

主 也、 九會 衆 如：， 星 羅列 頂 跪、 五部 諸 尊 如つ 影 圍繞隨 

從、 啓 M 頓證於 一 生？ 施 二 濟皮於 三世， 云々、 ，， 

まことに 淺 からぬ 神靈 として、 遙に慈 尊 を 待、 遠く 迷 

徒 を 利し 給 ふ、 御 めぐみの 程な どか 踩 かならん、 

氣比明 神 は是又 丹生權 現の 王女 也、 すな はち 高 野 明 一 

； t の 御 妹な. -、 大師の 密敎を 擁護し、 末弟 を衞禁 しま 一 

します、 御詫宣 にも 逾 い！^ ル可レ 恨い 我との たま ふ、 しか 一 

れば をの づ から 古鄉に 趣む くと もがら は、 影の 如く 一 

に相隨 ひ、 適々 も 遠 境に 向 ふ. <  に は、 かたち を かくし 

て 離れ 給 はす、 其 化 用 は 一 天の下に 洽 ねく、 應作は 七 一 

道の 中に みて りと、 式の 文に 顯 はせ. 9、 或は 云、 越 i 叽 

國敦賀 、は 按に n: 本紀、 仲哀 天皇 一 一 年、 氣 長足 姬尊： 

を 立て 皇后と し 給 ふ、 二 巧 に 角 鹿に 幸し 御座し、 則 行 一 

宫を 興して これに 居 給へ り、 是を笥 飯宮と 申す とか 一 

や、 太祌 をお 木沙 別の 神と 名く と 神社 考に 記せ b  、又 一 

「一 101.1. 七 
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其 式に 云、 三 太 神， K は 千 手 千 眼の 観音、 三十 三 身惣體 

也 云々、 有 二 願望 一 者、 速成 如-一 in, 一海 之 納ニ涓 露、 有ニ愁 

緒 I 者、 忽消似 H 疾風 之披 n 雲霧 ， 云 々 、彼の 昔 H 弘安年 

中 蒙古 此國を 襲 ひ來. 9 しに、 太 神 詫して 曰 はく、 我祌 

德を 以て 敵 を 退治す とはいへ ども、 佛カ によら すん 

ば 又 十全の 功 をな しがた し、 速に 不動 火 界の児 を 持 

し、 祈誓す ベ しと 神勅 あ.^ しに まかせ、 各々 悃誡を 鼓 

f、 されば 四 H のい まだ さらざる に、 悉地を 得た 

b、 今に 至る まで 高 野 於 二 塊 上 一 四季の 祈 を 勤；， I；： せる 

も、 この こと はりと ぞ、 

四せ：： 權現は 丹生祌 明の 御总 也、 其 式に 云、 本 地 者是古 

佛 大辨财 天女 云々、 曩 劫の 緣に ひかれて 今 世の 契 あ 

り、 遙に三 密敎を 守り、 常に 四 辨财を 施し まします、 

詩句 を獻 せし かば、 忽に 金詞を 加へ、 和歌 を舉り ぬれ 

ば、 則 玉 報 あ"、 あるひ は 蘇生の 瑞を 現し、 或は 靈夢 

の應を 示し 給な ど 記せり、 按 祌社考 に、 嚴島 と氣 比と 

西 海 北陸の 異 ありと い へ 金界胎 界に喩 ふと 見え 

たり、 まことに 所以 あるかな、 

C 十二 王子 往古 は兩太 神の みあり し を、 中古 行 勝 

上人 瑞夢を 感じ 勸請 せられし よ b 以來、 かくの 如し、 
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此の 格子の 內、 十二 王子の 宮 あり、 

八 王子 土公祌 大將軍 皮 張 大明神 

八幡 大 菩薩 熊 野 金峯 白山 住吉 

信 ffl  西宮 

〇 同 Kn  二十 伴の 宮 右 十二 王子 百 1 一十 伴勸 請諸祌 

は、 大師の 御 時よりの 事と 見えた， 9、 組 奮 記に 出た 

り、 中に も 百 二十 伴 は、 H 本朝 中の 靈社  一 -ru 廿 所の 御 

祌を勸 請 あると 也、 按： 法 大師 御 筆の 記錄 日、 

大丹生 虹、 丹 生 祝、 丹 生の 相兑神 奴等の 三 

姓 は、 丹 生 都 比 賣の大 御 神、 高 野 大御祌 及 は 餘大神 達 

に舉， 化と 見えた ，9、 されば 此三 姓、 始祖 は 辱く も 天 

魂 命より 出て、 今の 世に いたる まで 絶す 、化る 事 安 か 

ら ざる 事な. 9  、 又 四 所の 庄官、 igif 弘法 大師 の 御 家 

來 也と かや、 これ も 其の 子孫 生々 せり、 

〇同_=|？ 宮 一 社 後の 人 行 勝 上人 を 若宮と 視ひ 奉り 

て、 かくな せる 由な .9、 

〇 持 所 S ほ 御社の 左に ある 堂な り、 內に兩 墙を構 

ふ、 御本尊 愛染明王 井 不動 愛染 合體 也、 いづれ も國家 

安全、 凶徒 退 除の 御祈禱 のた めに、 長 日の 行： tH を修す 

べしと 宣下 あ しにより、 今に 至る まで 輪番の 次第 


に まかせ、 高 野の 衆徒^ 恒不 返の 勤行 懈ら す、 

〇 護摩 所 御社の 右の かたの 堂 也、 御本尊 不動明王、 一 

智證 大師の 御作な り、 嘉歷 年中に 勅 ありて、 長 = の 謹； 

•li 台- I る まじと ありし に まか せ 、人 「に 至る まで 勤行す、 

持 所の 式の 如し、 右の 雨 所 を兩墙 とも 名づ く、 彼の 例 一 

の金胎 に配當 せる なるべし、  一 

毎日 朝暮 神前の 廊に をいて、 例時の 勤行 あり、 天下 太 一 

平、 大將軍 家 御 繁榮、 諸人 豐樂、 山上 山 下 安穏、 快 樂のー 

祈誓 有が たかりし 事共 也、  一 

〇 拜 殿ば い"」 侮 年 六月 十五 ：n より 十九：：： まで、 三 一 

日 三 夜の 修法 あ b、 高 野の 法眼 轅 輿に 駕し、 數 十の 僭 一 

衆に 圍繞 せられて 出仕し、 國土 豊饒、 御 武運 長久の 御 一 

祈禱ぁ b  、十七 八の 兩： n は 前の 舞臺に をいて 能 あ. y> 

これ又神威倍增國家|;^樂の御爲な.-とかゃ、 又此所 i 

に をいて 十：：： 廿七 H より 晦= 迄、 三日三夜の 動修 あ- 

^、法式 六月に おなじ、  一 

〇 御影堂 護 靡 所のう しろ 南の はじなる 堂な り、 弘ー 

法大， の 御影 を 安置し 奉る、 

〇 塔 御本尊 大 ZI 如來 也、 

〇 御輿 堂 塔の 北に あり、 舯輿ニ 乘を納 む、 御祭 禮の • 
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种を うつし 舉り、 御幸なら しむる 事 也、 

〇 山 王 堂 又 其の 北に あ. 9、 御本尊 は 四 所 明 神の 御 

本 地 を 安置し 奉る、 毎年 正！：：： 十四：！！ 修正 を 勤行す、 再 

七 =:： 七： n よ. 0 十五：：： まで、 大 念佛講 をつ とむ、 又 十：：： 

晦 = 高 野の 法眼 念 佛會を 修し給 ふ、 これ 禪定 法皇の 

〇ls? 藏 又 其の 北に あり、 靈寶 あまた あり、 一々 擧る 

に遑 あらす、 目錄 別に あ. 0 ヽ 

〇 役 行者 附. K 床 la; 藏の 西に あり、 

〇 荒祌宮 長 床のう しろに あ.^、 是又 高野山に 荒神 

を 本 中院の 中に 勸 請し 給 ふ義 と； S じ、 

〇 一 切經藏 池の 中島に あり、 

〇 鏡 池， 11- の 杉 そり 橋の 下の 池 をい ふ、 杉 櫻な ど 

皆 池の ほと..^ にあり 、古老 のい ひ 傅 ふる 說、 さま ざ ま 

あ. 0 とい へ 共、 何れも 證 としが たし、 4=:3iif: 人の 時 さへ 

文獻 たら ざれば 徵 とする に 足らす と 嘆 じさせ 給 ふ、 

今 は 常の 人 はこれ 等の 名 さへ 知る 人な し、 たまたま 

かく ぞ 名を唱 ふる を 聞て は、 よしなしごと 事 I?? はし 

などと て わら ひの ゝ しる、 まして 心. をつ けて 故き を 

温ね、 廢れ たる を舉る はかりごとの 品に 及ばん や、 今 

i  Ty 百. f«.f? , 
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かやう にあら はし 置 も、 人の あざけ ，9 をう くと やせ 

む、 なれ ども 子細 を しらざる とて 打 捨て を かば、 後々 

に は 名 さ へ うしな ひ、 其の 跡 もむな しからむ、 今し ば 

らく 考 がへ 給 ふ 人の 爲に 記しぬ、 吿朔の 靝羊を 去る 

事 を をし みお ぼしめ す 御 心、 今お も ひ あた b て 有が 

たく ぞ jjV る、 

祝 棚赠參 截、 毎年 ニ季の 御祭 膿の 時、 この 所に をい 

て玉渾 明祌 へ 祝 を さ 、げらる、 按 昔し 高 野 明 神、 み 

づ から 玉 律 島の 农通姬 をお も ひ 人に て、 しのびて か 

よ ひ 給 ひける となむ、 其 後 高 野 明 神の 神輿 毎年 渡御 

の 事 あ. 0 しな ど、 公任 卿の 家の 集に 見えた， o、t^ し 其 

の 還 法に て や あるらん、 

〇 大 庵室 又曼茶 羅院と 云、 大師 最初に 建立した も 

ふ舞臺 のうしろ、 竹林の 中の 寺な 、むかし は 高野山 

上に は、 三冬 嚴 塞の 時節 は 止 住する こと あた はす、 只 

.E 籠りな ど、 て 役に あた. = 'て 山上し、 土 室 を 構へ ゐ 

たま ふと 見えた. o、 其 外の 衆徒 は 悉く 各 坊を此 地に 

かまへ 御座す、 當院も 座生檢 校- 3 籠 等の 住居し 給 ひ 

し 所 也、 御手 印の 緣起 にも、 此院 の圖を 載られたり、 

一 度中絕 せし が 共、 雅眞 あらため 造り、 山王院 とも 名 


けられし とか や、 侮 H 大般^ 經、 九：：^ 如法 經 など 此院 

にて 勤行す、 

西 行 堂幷挾 田. 附. 妻の 事 

社頭 を さ る 事 二 町ば かリ、 西 道の 南の 方に あり、 按西 

行 高野山に 住せし は、 いづれ の 比な りけん さだかな 

らす、 又 その 妻 も 天 野の 別 所に 住け ると みえた. o、 撰 

集抄に 書し は 西行發 心の 後、 良 谷 寺に まいりて 法 施 

など 手 向し に、 妻 も 尼に なりてお なじく 観 一！^ 2 にまい 

b ければ、 おも はや 相：：^ えてけ り、 西 行 あさましく 覺 

へて、 い かにと いふに、 暫 らく は淚胸 にせけ るけ しき 

にて、.，.， かく 物い ふ 事な し、 ゃゝ 1  称 經て淚 をお さ へ て 

いふ やう、 君 心 をお こして 出 給 ひしの ち、 萬の こと あ 

はれの みま さ liiS: りし か  よ hj  . ( -ら. ろして 力く は 

かれり、 一人の むすめ をば！^ かたのお ばなる 人の も 

とへ あ づけ 置て、 高 野の 天 i7 の 別 所のお/、 に 侍るな 

..^などぃひて、又淚せきかね侍りしかば、さまか へけ 

る ことの うれしく、 恨 をの こさ > り けんことの 悅こ 

ばし さに、 すいろに 淚を ながし 侍りき、 さて あ *9 ベ き 

ならねば、 さるべ き 法文な どい ひお し へ て、 高 野の 別 

所へ 尋ね ゆかんと ちぎ て 別れ 侍. 9 き、 又 撰 集抄に 


いはく、 西 行 高 野の おくにす みて、 月 の 夜 ごろに は あ 

る 友達の ひじり ともろ ともに、 橋 上に 行 あ ぃ！^^りて、 

詠め 侍りな どし るし、 又は 骨に て 人形つ くるな ど を 

も 書の せた..^、 山家 猿 を 見る に、 待 賢 門院 中納言 の つ 

ぼね、 小 倉 を 捨て 高 野の ふもと 天 野と 巾 山に すまれ 

け. 9、 おなじ 院の 帥の つぼね、 都の 外の すま. Q とひ 

申、 さて はいか  >  とて 分お はした b ける、 有が たくな 

ん、 歸る さに 粉 川へ まいられけ るに、 御山より 出 < &リ， - 

りけ る を しるべせ よと 有ければ、 具し 申て 粉 川へ 参 

,9 た. 0 け b  、か 、るつ い では 今 は ある まじき 事 也、 吹 

上 兄ん とい ふこと、 せられた ける、 人 々中 出て 吹 

上 へ おはしけ り、 道より 大雨 風 ふきて 輿なくなる に、 

さりと て はとて 吹 上に 行つ きたり けれども、 見所な 

き やうに て、 社に 輿 かきす へ て、 おも ふ にも 以ざ りけ 

b  、能 因が な はしろ 水に せきく だせと 讀て、 いひ 傳 へ 

られ たる 物 をと おも ひて、 社に 聽删^ の、 惠 かきつけ 

ける、 

天く， たる 名 を 吹 上の 神なら ば 

雷晴 のきて 光 あら はせ 

E 代に せきく だされし 天漢 


こむ る も 神の 心なるべし 

かく 書た. 9 ければ、 やがて 西の 風 か は. 0 て、 たちまち 

に 雲 はれて、 うら/.^ と 日な りに けり、 末の世 なれ ど 

こゝ ろざし 至. 0 ぬる ことに は、 しるし あらた なるこ 

と を 人々 申つ、、 信お こして 吹 上 若の 浦お も ふやう 

に 見て か へ られ にけ り、 予此 等の 事考が へお もへば、 

西 行が 妻 は、 彼の 中納 言の つぼね をた よりと して、 共 

に 此の所に すむな る ベ し、 後に は姬を もよ びむ か へ 、 

北 《に 尼と 成ぬ ると 長 明が 發心 集に も 書け り、 西 行 も 

折々 は此 所に ぐ だり 來 ませる こと も 有ぬべし、 聊か 

田地 を つくらし め 給 へ るに や、 

西 行が たま.^.^ つくる はざま 田の 

尻の せまち の ひる ぞ 悲しき 

となん 俗に 喻 弄し 來れ， り、 後に は此 地に て 身 まかん 

ぬる か、 墓. i てす こしかた はらに 殘 しけ. o、 其 居の 

跡と て 今 この 堂 をつ く， 0 て しるしと す、 其 は ざ ま ffl 

とい ふ も.^ r にあ トフ、 

〇 八幡宮 社頭 を さる^ 六 七 町 西に あり、 此 地に 勸 

請し たてまつる 事、 誰 人の 所 爲と云 率 明かなら す、 I 

に 云、 譽田 天皇、 定界四 至、 東 限 二 丹 生 川上 ハ 南限， ー當 

T 「百  一 一 f  ,5 
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河？ 南 橫峯西 限，， 祌勾星 川？ 北限 ニ吉野 川， とい へ.^、 然 

らば 此の 地の 主倾 なれば、 かく 地 を 卜め 鎭 座し 給 ふ 

哉、 知者の 裯 演を俟 者な. 9、 

〇 柳の^ 八幡ょ..^七八町西林^^の巾にぁ^'、 大明 

神の|;^殿ぁ.=-、 悠 じて 當莊に 奧の澤 中の 澤 など、 て 

あまたの 澤 あり、 いづれ も 明 神の 垂迹し 給 ひし 所な 

. ^、今に 至る まで 球 略に し舉る こと あた はす、 

〇 脇の 宿 社頭 を さる 事 十 町ば かりむ かひに あたれ 

b  、堂 あ b  、御本尊 藥 師如來 也、 大峯 i:^ 城 練藭の 行者、 

この 所に 來り 修法な ど ありて、 天下 國 家の 御 祈禱を 

いたさる、 也、 惣 じて 此 莊に秘 所 あまた あ. 9、 何れも 

驗 者の 行 法 ある 事 也、 

〇 きみが 淵 〇 まないた 淵 〇 さかさま 川 これら 

もみな 古老い ひ 傅 ふまでに て、 たしかに 載籍に 見え 

侍らねば、 一 々記しが たし、 識者 あらば 如い 此の 罅 漏 

を 補 K し 給 は ^、弘 益むな しからす、 


1 野 通念 集 卷九終 


 二百 二十 二  

!i 野 通念 集卷十 

一無軒 道冶輯 

〇 慈尊院 

山號は 一：.！： 年 山、 寺 號は慈 氏寺、 院號は 慈 尊院な 

^、然 れば 此院號 によりて、 所の 名 を 得た.^ と 見 

えたり、 むかし は 家 田 村と 申せし 所 也、 御手 印の 

綠 起の 圖には 、高野山 政所と 記さる、 又は 下院と 

も 云、 往古 は 山上の 諸事 を、 專此 所に て 支配せ し 

により、 政所と いひし とか や、 舊記 まち/^ にし 

て考 るに いとまな し、 高 野 出の ャ 門より 此地ま 

で、：，：： 八十 町と 定め、 町 石 をた てらる、 前に 記す 

るが ごとし、 弘仁 年中 弘法 大師 高野山へ 分 入せ 

給 ふ 折 か ら、 常 香と 云 者 御供 申 舉.^  、高野山 大門 

J  &  -  -  f  h.nfe^  ^c* 于 レ今大 邊に， ...：：き へ：： 上 

の^  {■^•Ss-J 糸： Si して 常,！^, fej 敷，？ リ、 ^fef  ^ 

しける とか や、 其 比 大師の 御 ゆ 堂、 わが 子の 化 山 

に 登らん とて、 たづね 來らせ 給 ひし かど も、 高 野 

は 女人 結 界の地 なれば、 空しく 此地 にと いまり 

給 ふ、 大師よ.. >れ9 香 を 御給 仕の 御爲 にっか はさ 


れけ ると 也、 其 後 御 ゆ 堂 かくれ 給 ひければ、 常 香 

此 所に とレ ま.^、 御 本、 尊彌勒 菩薩の 供 花 燒香等 

をな し、 御廟 を 守り^ 當 とな b ける ゆへ、 于レ今 

其 由緒た えす、 

C 彌勒堂 

弘法 大師 御 母の 御 菩提 S 御爲 に、 みづ から 此 御堂 を 

建立 あそばし、 慈 尊の 像 を 御作 あ. 0 しに、 年 序 を經て 

座 光 等 零落せ しかば、 會现 僧都 修 覆し 莊嚴 せらる、 其 

後 慶幸目 代と 云 者、 此 寺に 一 宿して 失火す、 尊像 を も 

り 出し 事.^ ぬ 、其 後 高野山 持 明 院義明 房禪信 治. H の と 

き、 fs- に慈豫 院を營 構し、 尊像 を 遠 着 本 座 せ ら ると か 

や、 此 築地のう.^ 諸 伽藍 等は圖 にしる すが ごとし、 幷 

殿 の 御 靈货等 さ ま ぐ あ -.^  、 

一 、彌勒 御影 一 幅 

是は御 ゆ 堂 八十 三 齢の 御と し、 みづ から あそばし、 

^年 御 入滅と. s-ig- へり、 

一 、同 御 自筆の 御手 判 一 

是は 4^ 字な り 

1、 弘法 大師 御 筆の 御影 一幅 

是は 大師 六十 一 の 御と し、 吉野柴 橋に て 水鏡 を 見 


たま ひて か ゝせ給 ふと かや、 それ ゆ へ 于ぃ今 水鏡の 

御影と 申傳 へ り、 尋に此 吉野柴 橋と いふ は、 此 所の 

宮の 橋の 下手より 名 倉 川原へ か、 りたる 橋 也、 又 

宮 橋と いふ、 慈 尊院と 入江と いふ 所の 境に 谷 あ， o、 

其 谷 下の 端に かゝ b し 橋 をい ふなり、 され ども 右 

二の 橋 今 はなし、 

一 、弘法 大師 御請 來の 佛れ 四 

1 は 鈴、 廻りに 五 佛の稱 子 あり、 

內 一 は 五鈷、 其 中に 舍利 あり、 

ニは佛 器、 內には 中に 舍利 あり、 

1 、淨土 九 品 曼茶羅 一 幅 

是は 大和 國當麻 屮將姬 、親の 糸の まんだらと かや、 

〇 五輪き 

大門の，oちの左右にぁh^、 所の 人々 誰の 造 立と いふ 

こと を しらす、 文字 等 も 苔む して 其 かたち さだかな 

らゃ、 窃に舊 記を按 るに、 此 地に 經藏 をつ くり、 諸の 

if: 敎等 をお さめ を かせ 給 ふと かや、 しからば 其經藏 

今 は ほろびた るに よ. 9、 其 跡 を 記せん が爲 に、 後人の 

かくの ごとくの 石 を 立ら れけ るか、 不審、 

C 勝 和 寺 
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御 本 t?: は 十 一 面の 観 昔、 弘法 大師 四十 ニ齡の 御と し 

, 豚 刻し 給 ふ、 除 厄の 觀 昔と. S. 傅 へ -.^ 、本案 は 往古 大師 

この 舰； せ を 安 し 給 ふ 時より して、 星霜 はるかに 隔 

た..^、 數 ft 年 以前よ. ^ありつる 古堂な りと かや、 則ち 

堂の 械 札に 見えたり とい ふ、 され ば紀 州お 佐；!! 權守 

とい ふ 勇士、 瘤疾を くるしみて 和 州 長 谷 寺の 舰 昔に 

まふで、 三 七：：：： こもりて 祈誓す、 滿る 夜の 靈 夢に、 紀 

州 倂都郡 慈は院 勝利 寺の 観-せに こもり 侍らば 平 愈 あ 

らんとの 御吿 に ょ..^  、當 寺の 御 本お へまい りて、 又 三 

七：：： いのりけ るに、 滿る夜 枕 上に た、 せ 給 ひ、 汝 業病 

ゆ へ 愈が たし、 さるに よりて 身が は. 0 にたつ 也、 しか 

らば 汝が やま ひ 平 愈 あらんとの 御吿 ありければ、 い 

よいよ たうと く、  ^^ぁけぃそぎ御本尊を拜し舉りけ 

るに、 御 胸の あいだよ.^ 御 脇の したに 至り 彼 病 出た 

b  、權 守勿體 なくお も ひ、 十 j 面の 観音 ニ體 をつ くり 

內^ へ おさめ、 此佛體 へう つし 給へ と 深く かなしみ 

誓願し 舉れ ど も、 其佛體 へ はう つ し 給 はす、 其 儘 に て 

于レ 今お レ 之と かや、 か、 る 露驗 あらたなる 御 本 I？ な 

れば、 諸人 信 を こらし、 毎年： 宙： 春 仲の 七 =、 初秋 中の 

七 H に は、 高 野の 惜侶 ； ^び 里 物 詣し舉 b  、贵賤 袖 


を つらねて、 道 も わかたぬ 群集、 いかで か 大慈大悲の 

御ち かひに もる ベ き やと、 いとたう とく ぞ 侍る、 

〇 七 社明祌 

^^七：^-^^-と三出巾丄、 天照大神、 八幡 人菩匕 Is-  -  iMl 

四 過 f  ST と 三； 薩、 春 B 大明 綱、 北 fa に .a せ〃 

ふ、 四 社 明 神の こと は、 天 野の 下にく はしければ 略 

一- J 1 y-h.  ^sr  $» 贫符ィ 

レ之、 但し 鳥 井の 額に はま ま、 乂潘 ms サ餘 村の 

守護神と す、 魄峨帝 弘法 大師に お-; 灌を うけ 給 ひし 時、 

御 躍 物と し て 此近邊 の 村々 を， 寄附 あ り し 也 、 其 後 

故 あ h. て 他の 倾 となりぬ、： 年 九 Z!! 晦：： ；祌 ，あり、 高 

野の 衆徒 法事 を つとむ、 寺 號は神 通 寺と. S. 傅 へ ，9、 资 

物 御太刀 鉢 等 あり、 

J  21、 At 大 R 堂、 大黑 堂、 鐘樓 堂、 

匸^ぉ复舞靈クぉ床、 

右の 在所 II の ごとし、 但し 大黒 堂む かしょ りお レ 之と 

いへ ども、 近年 炎上に あ ひ、 その後 W 興した る 人 も 

なし、 

〇 粟 明舯 是少彥 名 命 

観音 堂 左の かたに あ b、 是又勸，_;^誰とぃふ^5|さだか 

ならす、 され 北 ハ當阔 に 地 をし め 給 ひし 御 神の.^ 絡 を 

以て、 此 所に-.,' つすな る ベ し、 愚 思 ふに、 此： 1： はすく 

な ひこな の御祌 なれば、 我 朝 幷異國 の醫の 元祖な り、 
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但七ケ H 御山 籠、 同 十六 n の 朝 天 野 御幸、 丹 生 明 神 

へ舯馬 一 疋被，進、同：1:慈|^院還御、 親圓檢 校の 時 

也、 于レ 時親圓 僧都 はじめて 任 二 法 印 T 還 御 後 被レ下 

法 印 永 宣旨井 院宣 ハ 

後 醐 天皇  延文 三年 

此時紀 州 名手 莊御 寄附、 于么 「八月 十五 日 御國 忌是 

也、 

|£ 載 高野山 御幸の 跡 は 多 けれど 

誠の 道 は今ぞ 見えけ...' 僭 正道 順 

〇 將軍家 御 登山 

大相國 淸盛公  久 安久 壽の間 

此時 大師 御告 を 蒙 b 給 ひ、 大塔 建立、 手づ から 曼茶 

羅を圖 す、 

尊 氏 公  観應 年中 

此時當 山の 舊領全 止 n 他 之 所 知； 于^< 「有 二 判 形 T 

義詮公  延文 年中 

當山舊 領國役 免除 判 形 あり、 

義滿公  明德 年中 

同  應永 年中 

兩 度の 御 登山 也、 此時 飛行の 三 鈷を拜 し 給 ふ、 


義持公  應永 年中 

義敎公  永 享年 中 

此時 飛行の 三 钻を拜 し 給 ふ、 

太閤 秀吉公  文祿 年中 

此時莊 園 を附給 ふ、 • 

大相國 家 厳 公  同 

r. 卸 V4,P.M 彖 弘法 大師 御擎、 錢峨 天皇 

C 街す ぉ赶 與，， 大 之 御手 印有レ 之、 

案 文 

太 政官符 紀伊國 司 內印 十七 所 

在 n 伊都 郡 以南 深山 中； 曰 n 高 野？ 四 

至 四方 高山、 

右得，，^綱牒，僻、十禪師穴^^海牒云、耆閒峻，敏能仕之 

に 不,， 絕、 孤 岸 奇峯觀 世 之 蹤相續 尋，, 其 所. 5? 地勢 自 

爾、 龜朝 歷代皇 王、 留 二心 佛法？ 金 刹 銀 臺櫛ニ 比 朝野： 

談義 龍 象 毎， 寺 成い 林、 法 之 興隆 於い 此足 矣、 但深峯 

乏ニ四禪客：窮巖希ニ入定賓？實„1^^禪敎未^儔、住處不 

相應之 所， 致 也、 準，， 禪 經說： 件 地左宜 H 修禪？ 今 思 上 

奉，， 爲國 家？ 下爲ニ 諸行 者 T 1^ チ， 夷 荒 藪？ 建 二 立修禪 一 

院 T 經中 有い 誡、 山河 地 水 悉是國 主 有 也、 若 比丘 受，， 


ね r 于 E 

空地 壹處、 


高野山 通念 §錄  二百 二十 七 


用 他 不ぃ許 物？ 即犯 二 盜罪， 者、 加 以法之 興 廢悉蘩 二 

天心 T 若 犬-お 少不， 一 敢 自由？ 望 請蒙レ 賜， 一 彼地ハ 早 

答，, 國恩， 者、 右大臣 宣舉敕 依 "1、 國 宜.， 承 二 知 依 

宣， 賜 n 之符 ハ到舉 行、 

參議從 三位 左大辨 秋篠朝 HH 安人 

左 少史正 七 位 上上 村 主 豐田 審 

弘仁七 年 七 月 八日 

國符 伊都 那賀在 田 郡 司 

右 云々 如レ 前、 

守 藤 原 朝 ほ 文 山 豫藤原 朝臣 

介 烦江繼 人 

弘仁七 年 七 月 廿 八日 

吾 上 登 H、 丹 生 津姬命 及 御子、 所，， 付屬， 山地 四 

至、 東 限，， 大日 本國？ 南限い 海、 西 限，， 應神山 谷 T 北 

限 本 河 T 

事情 注 二 遺告 文， 

譽田 天皇 定驟四 至 

束 限，， 丹 生 川上 - 南限，， 當 河南 橫峯 - 

西 限，， 神 勾 星 川， 北限，， 吉野 川, 

具 注 n 丹 生 氏 天 一 ^十一 一 年 籍文弁 祝相傳 祭文 r 
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官符 所い 載 四方 高山 

S^K^is^ 大 H 木國今 大和 國名 也、 紀伊國 

3^^®«^.^  山 也、 謂，， 丹 生 川上， 是也、 

南 高山 當 河南 長峯 謂 n 阿手 河南 横 峯-是 也、 

西 高山 應神山 謂 n 舯野山 神 勾 谷 及 生 石 岑>是 

也、 

北 高山 宇 由 峯 謂，， 丹 生 北、 iin 野 川 南 X 「-是 也、 

又 云 

横 尾、 

葱嶺揷 n 銀漢？ 白 峯銜ニ 碧 落？ 吾 居住 時、 頻有 n 明祌 

衞誰： 即限 n 山 四 至： 永獻 二三 寶？ 表，， 仰 信 情， 云々、 

不 レ因レ 乘レ査 忽入ニ 雲漢： 不 &E, 一妙 藥 一得， 見 一一 祌 

窟 T 1 喜 一 悲 心魂 難：， 持、 山 之 爲ぃ狀 也、 東西 龍 臥 

有 二 東 流水 T 南北 虎踞 棲息 有い 興、 f 妙 香 ， 以爲 

レ儔、 引 二輪 鐵 一而 作 レ帶、 H 光 出レ地 不レ假 一一 天眼； 萬 

里 目前 何 15{ 乘鵲、 砌中圓 =： 知，， 普賢 之 鏡智？ 仰，， s 

裏慧 H  , 覺 n 遍照在 P 我、 託，， 此 勝地， 聊 建，， 伽藍？ 

名 = 金剛 峯寺？ 住い 此修ぃ 道 四 上 持 念、 觀，， 華 藏於心 

海 T 念二實 相於此 山？ 以 3!-,, 神威？ 饒，， 國皇 福？ 所有 

佛乘不 い 能，， 樓說 H 車 難, 人間 易い 變、 從心忽 至 

四蛇虛、羸攝誘^ll^務能事畢矣、 

承 和 元年 九：！：：：！" 五 U 


は 

ま t 


一 石- 


卸 手 D" 

金剛 3f 寺大 僧都 御手 S- 空 海 書 

承 和 三年 七 R: 廿 七日 

內印  內印 

從四 位下 行權守 大野 朝臣 在京 掾闕 

內印 

守從 五位 下 藤 原 朝臣 豐仲 

內印  內印 

從六位 上 行 目 葛 木 忠寸貢 調 使 

內印 

正 六 位 上 行 介 伴 宿 禰豐助 

後^醐 帝寰筆 

以ニ此 本， 爲ぃ擬 二 正文： 所い 擦 n 手 印， 也、 自今 已後 

不レ 可レ出 n 寺 外， 故 也、 

建 武ニ年 十二  31 H<n 正 校畢、 

正 二位 行中： Bi 大 藏卿 左 京大 夫大 ！：： 事 侍 從藤原 朝臣,：^ 4 明 

〇 弘法 大師 十大 弟子 

實懇 僧都、 讚 州 人、 法 禪寺檜 尾 神 護 寺 別當、 大師 令 

甥 也、 少年 附，， 大安 寺泰基 法師， 學ニ瑜 伽 唯識等 ニー 

十五 歳而 從，， 高祖， 受，， 兩部職 位： 東大寺 別 當幷柬 寺 

長者 寺務 十一 一年 也、 大師 曾 曰、 吾 道 與然專 此大德 信 

力 也、 

眞雅 僧正、 讃州多 度 郡 人、 大師 之淑弟 也、 號，， ま 觀 


；ニ百 二十. f;: 


お 邦 
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寺 一 ii$，.^ 歳而從  >- 大師 (十九 歲而受 二 具足 戒っ 一十 

五而 傅，， 兩部 秘法 ハ 承 和 四 年 補，， 東 寺？ 同 十四 年 任 n 東 

寺 別當： 嘉祥 元年 任ニ權 律師： 同年 轉レ 正、 虑観ニ 年 轉，， 

東 寺 一 長者： 同 六 年 轉，， 叙 僧正 法 印 大和 尙位ハ 

圆明 律師、 柬寺 凡僧 別當 也、 嘉祥 三年 七月 任，， 權 律師： 

同士 一  月轉，， 于正： 是 東大寺 能 治 賞 也、 

泰範大 法師、 近江國 人、 始爲 二傳敎 大師 之資？ 終 入，， 密 

家： 歩， 重 高祖 - 矣、 大師 入定 之 後、 再歸 n 天台 山 - 任 二 座 

主？ 

忠延大 法師、 宗方 朝臣 之 息 也、 從，， 大師， 而 受，， 兩部職 

位 於祌護 寺？ 

眞濟 僧正、 左 京人、 號，， 高 雄 僧正 (初 懷姙之 時、 母 夢見，， ， 

於 胸中 建 n 三重 塔， 云、 天 長 元年 大師 授，， 與兩部 法 T 

近 雄 僧都、 住 n 東大寺 U 示 二 華嚴： 從二長 歳 和尙， 學，， 因 明 

及 華嚴； 付，， 慈 勝 和尙， 窮，， 唯 識； 從，， 隨 大師， 受ニ兩 部 職 

位？ 

ヒ县如 親王、 ggf 週 1^ 城 帝 第三 皇子、 弘仁 元年 雍染、 初 

住 n 東大^: 後 入 n 高祖 室- 受，， 兩部 大法： 贞觀ニ 年 入 

智泉大 法師、 東 寺 入 寺、 大師 之 令娃、 年 不二 二 毛， 而早 


 1 j  二十  

世、 高祖 達 職 文 云々、 其 鍾愛甚 、慟哭 太、 

果隣大 法師、 高祖 授 n 兩部 秘法？ 高 雄 三 綱 文 曰、 拔，, 禪 

師杲隣 ， 以 爲，， 上座： 果者 降，， 雲霧 於 大虛？ 滿ニ 光明 於 法 

界 T 隣 ^養，， 德法雲 之 震宮？ 紹，， 位大 = 之覺殿 T 

已 上十大 弟子と 云是 也、 此 外眞然 僧正、 堅 恵 大 法師な 

ど申舉る比倫なき御笫子た..^、 特に 眞然は 弘法 大師 

の 令 甥と して、 高野山 を附歸 した まひぬ、 眞然營 造に 

心 を 蓬して、 金剛 峯寺 成就せ. o、 堅 惠は寶 生 寺の 本願 

也、 大師 最愛の 弟子なる が 故に、 御 遺言 をば 聞 召け 

ると かや、 御 遺告に も 入室 弟子 卞 一 山 精進 嶺土心 水 

師と申 は、 恵の 御 斟と 聞 侍る、 捨耍 意に も 堅 恵 大德は 

知 法淨侶 無類 人 也、 大師 與 二 堅 恵， 殊に 御 契 深く、 入定 

卞ー 山 傍 同 舉レ待 二 龍 花 三 庭， とみえたり、 されば 靑龍 

寺の 和 尙の御 後 身なる が ゆへ に、 大師 も^に 敬 をな 

されけ ると 申傳 へ たり、 

〇 高野山 八祖 

坊ぉ始 iii,, 心 南院；  ま、 始住， I 五 怫院ハ 

货. ^終 ニ于淨 菩提 院：  遣 一 „ ^終， ー于 十綸院 【 

富 I 始 住-, 大 樂院；  t-.e 大 樂院、 

信 I 退 n 于 四 大樂 院；  信 

去 も 性院、  始 住-, 正 智院" 

, あ 性  ー于資 光院； 


* 问野山 述个ゃ 壤附錄  二百 三十 


1^:-成就院、 


玄海 寶性院 


\  力 「圖 ニ于此 -以 

c/## 令， ー襯者 易， 知、 


〇 三院 

慈尊院 下院 發心門 

爐 上院 內中院 等覺門 

奥院  妙覺門 


〇 七所廟 

奧院 今廟所 高野山 

正 塔 岡  大塔  御影堂 

観 石 

0 一 咼野山 十一 一 境 寶性院 宥快法 印 製作 

古廟 殘： =: 玉 河秘水 迷 悟 境 橋 

雲間 三峯  雪中 柳 蛇 花 庭 山 神 

三 姑懸松  南 嶺鐵塔 乾 方！：：： 山 

西 門 遠海  草庵 古藤 今 來杜鵡 

或 人 難 じて 曰、 右 御手 印の 綠起 以下の 數條、 當 山の 光 

德も秘 が 巾の 極秘に して、 面授ロ 決し 給 ふと かや、 今 

一 々物色す る ことい かい 、悼お、 き 事に あらす や、 予 

答て 曰、 誠に 是 等の 事、 誰に 傳へ授 る ともなく、 聞 及 

ぶに まかせ、 只 前人 を 踏襲して 錄 しぬ、 されば 遍く世 

人の 記憶し 給へ る 事 なれば、 强 にかくれ たる を 索む 

る はかりごとに しも あらす、 まいて かく 輕々 しく 人 

の ロ皮邊 にある 事 は、 誤 を 傅 ふるな どお、 かんめり、 

誠に 不審、 彼實を しれらん 人の あざけり にもな. 9 な 

ん 、さりと て 名のみ あらわす もい か いとお も ふから、 

正しから すと も 先 一通 をし るし 恃る、 異說樣 々なる， 
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はしば らくさし をき ぬ、 十大第 子八祖 はたし かに 舊 

記に のせす といへ ども、 むかしより 唱へ來 る を その 

ま、 記し 侍る、 殊に 八祖は 尤も 操 履の 高贵 なる 像 化 

を紹 降せ る 名望たり とい へど も、 此外 にかくの ごと 

くの 翹楚 たる は あまた ある べし、 明 算師の 一 流の 祖 

として 干涉 せざる を 見ても、 八 祖と云 ふ 名目 世俗の 

論なる こ. 0 あきらけ し、 彼の 儒 門の 十哲な どい へる 

とたぐ ひせん か、 一 時の 好事の 士名 づけ そめて、 今に 

かく 傳ふ ならし、 後の 人舊 記の 正しき を 見て、 其の 據 

をし. 0 續て しるし 給 はい、 庶幾く は 遣 漏な きこ. 0 を 

得べ し、 是予が 諸君 子に のぞむ 所な り、 

〇 高野山 賦 

0 へ きく、 釋尊は 鷲 5^, に 法を說 給 ひ、 文 珠は臺 山に 跡 

を垂給ふ、《^^英傑の人ぁれば、其地も隨って靈異也と 

かや、 高野山 は 本朝 山嶽の 神秀 なる 也、 古佛の 降し 給 

ひし 所に して、 靈 仙の 遊びし 所 也、 國の 史^の 典に 載 

て かって 隱 さす、 山王權 現の 領 しさせ 給 ふ 事す でに 

久し、 吾遍照 金剛 大同 一 一年 秋 八月、 まさに 歸 朝し 給 は 

ん とて、 いまし 舶に泛 ばせ 給 ひし H  、三 鈷杵を 執て 默 

禱 しての 給 はく、 我所學 秘密 敎法、 有 二流 布 相應之 地？ 


Ill   二  ョ寸ニ 

早 到 可 レ點レ 之と て、 則 H 束に，： 1： ひて これ を投 させ 給 

ひしに、 三 杵遙に 飛て： か H. に 入ぬ、 同 冬 十 c: 歸朝 まし 

まして、 漸く 世 塵 を 厭 ひ 給 ひ、 ひそかに 禪窟 を尋さ 

せ 給 ふ、 後に 弘仁七 年 大和 國を歷 させ 給 ふ、 次で ひ， 0 

,9 の獵 者の 語る に 依て、 あまねく 此山を 兌め させ 給 

ひしに、 いまし 投給ふ 所の 杵、 一 所の 松が 枝に 掛 着せ 

、故に 此 山の 緣 ある 事 を 知 給へ り、 しかれば 則 其 妙 

應 豈法爾 なら ざらん や、 夫 其 形狀は 、四面の 高嶺 は则 

日 R: のめぐ り 蒲る 事 をな し、 萬 條の流 川 は 雲霞の 流 

れ荡事 をな す、 繁林岡 にかむ らしめ て は 、佳木！： s; 樹の 

陰 あり、 茂 草 豁に秀 て は 靈芝妙 藥の違 あ. 9、 丹赭 <M  土 

は 典 岸よ b 出、 ^砍 玉石 は 某 岸に 産す、 襟蕩は 敷衍 

して 町 を 編 篁 を 成、 金色の 烏 は 林の ほとりに 軒 翁. 9、 

三 寶の鳥 は 候 を 待て 相 答 ふ、 ^是 山地の あらゆる 所 

也、 山 王 一 たび 三 賓に獻 じ 給 ひ、 人皇 はじめて 官符を 

賜 ひしょり 後、 举に來 て 宇を胥 て炸械 拔矣、 行 道 兌 

矣、 罔 象 は 其よ さし を 失 ひ、 妖魅も 其 跡 をけ つ、 乃 寺 

つくりて 名 づけて 金剛 峯 寺と いふ、 八 葉を內 外につ 

らね、 兩部を 左右に 分て り、 其 結 の 地 七 里な り、 し 

かれば 則 法 敵の 邪 黨は藩 籬を舰 便り を 失 ひ、 佛乘の 


護 祌は肩 踵 を 並ぶ るの 親しみ を 得たり、 自 性の 如來 

は 恒に靡 訶衍の 門 を 開き、 變 化の 佛陀は 正に 達磨 藏 

の奧を 示し 給 ふ、 一 十六 丈の 鐵塔、 四十 九 間の 資殿、 

鈴 舞の 昔 は 和雅の 饗を發 し、 僧 幡の色 は 微妙の 粮を 

あら はす、 正 是密嚴 究覚の 道場に して、 花 藏海會 の 膜 

區也、 しかの みならす 法 雲の 蚰 をいで、 惠 ：=; の 天に ま 

も 、龃昔 の 慈 意忽に 現じ、 遍智の われに ある もの 則 得 

た b  、六 大假 合の 身 三密の 加持 力に 依て、 速に 四曼の 

秘を證 す、 抑.^ 弘法 大師 はすな は ち彌陀 如来の 化身 

な h>、 所以い かんと なれば、 ？|e てみ づ からのた ま は 

く、 我 昔 遇，， 薩睡 -親悉 傳，， 印 明， 云々、 彼龍猛 菩薩 鐵塔 

の 扉 を ひらき、 金剛の 鍵 を 啓き 給 ひしょり、 彼 秘敎世 

に あ らは れ ぬ 、是則 大師 は龍猛 菩薩の 後 身、 龍猛 は 又 

妙 雲 如來の 化 也、 妙 雷 如 來と云 は、 是阿彌 陀佛の 別 

稱 な.^、 昔：：； あらかじめ 曼首大 iif 一  此樂を さして、 上品 

上 生の 位と す、 豈靈僞 ならん や、 故に 知ぬ、 一 たび 登 

臨の 人 は、^ に 西方 極 樂の刹 境に いた. 9、 長に 止 住の 

侶 は ひとしく 不二の 本源に 溯る、 靡 風 秋 露 皆 是入理 

の法i:、生死即^i;盤也、^lt蟲入を傷らす、 惡獸 人に せ 

まらす、 共に これ 柔和の 妙 心 烦腦即 菩提 也、 耳の きく 


所、 目の 視所、 身の ふる、 所、 悉臂 增進佛 架の 因綠滅 

罪 生 善の 33 趣 也、 大師 入定 後、 高軌難 レ成藏 舟易レ 遠、 

山門 こもごも 喪して 法 流涸竭 せ. o、 嗚呼 五 衍の軾 は 

其 道に 迷 ひ、 八 正の 門 は 其 徑を 失な ふ、 然り といへ ど 

も精靈 の 寓す る 所 、荒 廢何ぞ 久し からん や 、寵象 次 で 

飛、 鳳 雛 しばしば 柳る 、- J  、に をい て 無 盡の燈 を つ た 

へ、 不斷の 流れ を 通す、 方 廣の化 苒びを こな はれ、 敎 

肆の政 益隆ん なり、 殆ど 千年の 今に 至る、 寶相は 層 軒 

, の珠 綱に 映 じ 、金 婆 は 飛閣の 舟艘を て らす、 乃 是眞然 

の 志緒繼 でた えす、 眞 如の 德 光照て くらから す、 皇帝 

しばしば 高峯を 攀て廟 門を扣 かせ 給 ひ、 公卿 幾く か 

險路 を經て 禪關を 訪ひ給 ふ 、於 レ是 朝廷 莊園を 葉 々 ま 

でに よせ 給 ひ、 惜侶を 育し まします、 武家の 喜捨 も 亦 

復ぉ ゝ からすと せす、 故に 修法 講經 の砌に は、 長 へ に 

國家百 代の 延肺を 祈り 舉り、 護摩 灌 頂の 德は、 正しく 

各自 三 密の妙 用 を 示す、 五瓶 是狹 しとい ふ 事な かれ、 

四海 を引收 して 漏 さす、 三 會是遙 な. 5 とい ふ 事な か 

れ、 一 心に 攝 取して 陪す べし、 加， 之辨财 天女、 大黑天 

神 は 永く 此山を 護り、 或は 其の 福を鄭 へ 、或は 其の 壽 

を增 す、 於 も 疋廣路 橫に披 て 、岡 門 ちに 洞 か 也、 街衢 
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二百 三十 三 


條 達して 寺院 地を撲 つ、 市 藤？！ を 開きて 货 もの 別れ 

隨 分る、 旣に 庶 ありて 且 富り、 京洛の 豪舉、 邊 鄙の 

英雄、： _败 を 負て 師を求 め て 往來し 交り を 結び、 黨を立 

て 義幢高 く 挑げ 、智？ 2^ 恣 に 揮 ふ 、或は 名 德耆宿 の 荆 を 

班 松に 蔭し、 麻衣 草 座に して、 羸 瘦の苦 をうた が は 

や、 臌膚 を猛鷥 に狗が へ て、 殘 害の 厄 を か へ . ^みざる 

事 は、 生 を 宅す る 者の 緣 なり、 業 穴 H するとき は 緣廢す 

るの 謂な らん か、 然も 又 を ご そかに 遊戯の 源 を 塞ぎ 

て、 倡 歌 俳優の 人な し、 誠に これ 數 百年の 間、 類網忽 

に 振って 夷 陵 再び 興る、 弘法 大師 曰、 適攀 一一 此峯  一^ 可 

, 悅ニ往 因？ 默而止 者 可い 愧，， 前 業： 或 又 大明神 契 n 諾大 

師， 曰、 止，， 住此 山， 之 輩、 誓 心 決定 必送 n 諸佛淨 土：^ 

破戒 無懺 者、 我 擁護 而 令い 過 n 慈 尊 之 出世？ しからば 則 

ちかく は 大師の 引 攝し給 ふ 重恩 を 荷 ふて、 十 方淨土 

に 往生し、 遠く は 明 神 加護し 御座す 厚德 に 依て、 三會 

の 得脫を 期す るから、 誰か 住 山の 願 ひを勵 まさいら 

んゃ、 然り といへ ども 女子の 生た る、 愛 流 海 をな し、 

情お をな す 事、 何ぞ 其の 業 障の ふかき や、 亦 嘆す ベ 

し、 たと ひ 山門に 入 事 を 得すと も、 淨 土の 敎門を あが 

め、 稱 名の 淨 行を修 せん 者 は、 大師 は相捨 離した ま 


二百 三十 四 

はやして、 常に 隨逐し 御座す、 一 念彌陀 佛即滅 無量 罪 

なる が ゆへ に、 悲願 は 遙に他 尊に 倍せ. o、 しかの みな 

らす阿 彌陀の 三 字 は、 是三身 也、 三締 也、 三部 也、 又此 

を 無量 壽と號 す、 是則 法身 常住の 惠 命な. o、 又 一 切 衆 

生の 壽命 也、 壽 命と は是息 風な り、 こゝに 知ぬ 出入の 

息 風 は 即ち 阿彌陀 なり、 故に 語 默励靜 悉く 念佛 也、 如 

レ是觀 念し、 如,. 是已證 するとき は、 唯 心の 淨 土に 往生 

し、 法身の 彌陀 に隨逐 する 也、 然らば 則 安養の 刹界 

は、 何ぞ 西方 をし もい はんや、 所々 传是 極樂國 土な 

b 、若し 自 心の 外に 佛を 求め、 穢土 を 厭離し、 淨土を 

欣 求して 化 佛の來 迎を待 者 は、 應 身の 佛に賴 て 往生 

せる 侶な り、 體用 不二に して 勝 劣 をお せす、 實に十 煩 

惱を斷 じて、. 《3 心 本^の 國に 生す る を、 名 づけて 拾 萬 

億の 佛土を 過て、 極樂に 生す ると は 云 也、 蓋し 胸 巾の 

心 連の 八 葉 を ひらき、 わが 魂 をよ さすと き は、 是來迎 

を 得て 蓮 臺に乘 する の 謂 也、 一切衆生 をして 心遝を 

開かし むる は、 是觀ー 1_ 曰の 本 誓な.^、 舰昔も 亦彌陀 な 

り、 大道の 衆生 をして、 八 葉の 心 蓮 を ひらかし めんと 

おも ふが 爲の 故に、 大願 を 發し給 ふ 故に、 彌陀 如來四 

十八 願 也、 正に 知ぬ 自身の 外に 佛 なし、 娑婆の 外に 極 


樂 なしと 云 事、 靈虛穴 H 界の 莊嚴 は、 周遍 法界の 土 也、 

那. S 陀. H 句の^ 像 は、 周圓無 際の 形 也、 豈彌陀 の ー佛 

を 執し、 西方の 一 方を顯 はさん や、 しかれば 大師 を 念 

する 人 は、 上品 上 生の 願力 を とげ、 眞言 修行 の 人 は、 

郎身 成佛の 位を踐 む、 六 字の 名號五 字の 眞言、 得益是 

おなじ、 ：1 ハ 信心^ 固に して、 精進 猛の者 は、 現當の 

安樂 を受 る事必 せり、 


^！野通 念 棄終 
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玉み が、 ざれば 光な し、 光 ありて も 名 を し らざ れ ば、： 

石 も 冗 も 同じ かるべ し、 A 小 良の 都の 舯社 佛觸 は、 名に 一 

お ふ宮の 古き 代より、 今にた へなる 靈地 也、 然は あ： 

れ ども、 何れの 帝、 いづれ の 御代に、 かく 成に たる そ 

のね ざし も、 いざ しらなみのより/^ あゆみ を はこ 

ぶ 次で に、 先知 しら ざれし るし てんとて、 窓の すだれ； 

の ひま^ ごとに、 硬に むかひて こゝろ はう ごけ ど、 i 

もとより 筆の さき、 みじかき 智惠に は をよ びが たく、； 

うさぎの 耳の 長物 語 は、 聞 もらす 事お ほく 侍る、 愛に 一 

太 田 氏 叙 親 先生 は、 こゝら 名に ある 所々 の、 光 ある を； 

ば 玉と 顯し、 光な きをば 石 や S と、 過に し 頃より これ 一 

を 集て 懷 にし 給 ふける を、 幸なる 哉、 予は 何事 もこ 

せう 丸の み、 からからぬ 御代に これ を ひろめて、 諸人： 

を 道 引ば、 且は 神慮に も かな ひ、 佛意 にも そむか じと 

て 、此度 共に 是を 撰 て 、古歌 あ る 方に は 古歌 を あら は 

し、 しり へ に 愚の 句 をつ いる、 先年 赤紫 を 梓に きざみ 一 

しさへ 有に、 又ぞ やな どい ふ 人 も 有べ けれど、 是文を 

かざり こと 葉 をかざる にあら す、 只 此邊の 名所 古跡： 


を、 見ぬ  あらば しらせん とてな. o、 よりて 南都 名所 

集と 名 付 侍 る 、第五 よ，^ 第 十に 至りて は 、大和 の 國中 

に、 あまねく 人の しりた る 方の 堂舍 の來展 をし るす、 

夫 此國は 祌道佛 道 ことお こる のみなら す、 都 も又此 

地より はじまれり、 されば^ 名殘 愛に かしこに ある 

ベ けれど、 なを 分 入て たづ ねん も はてしなければ、 あ 

らまし を あら はし 侍る、 あやまる かたは 見 ゆるして 

たべ 、時に 延寶 三年 卯 花 月に、 村 井 道弘序 VN、 
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南都 名所 藥卷第 一 

〇 奈 .SJ 京 

杂 良の 都の 初 は、 人 王 四十 三代 元 明 天皇の 御宇、 和 銅 

一 一年に、 當國藤 原の 宫ょ. 9、 此奈 良の 地に うつらせお 

はしまして、 光仁 天皇まで 七 代の 帝の 皇居たり、 然る 

を、 五十 代梪武 天皇の 御宇、 延曆 十三 年に、 今の 京に 

うつらせお はしまして よ. 0、 古き 都と な， 9 にし かど 

も、 さすがに いにしへの 名殘を わすれす、 花 さき 亂 

て、 繁華の 地 を 見せ、 うぐ ひす 鳴て 管 殺の 音な ほの こ 

れり、 

§ 詠 綠草如 今 麋鹿苑 紅花 定昔 管紘家 菅三品 

g 今古 里と な b にしなら の 都に も 

色 はか はらす 花^に けり 平 城 天皇 

所から かざる や ふる き^^草 

又 あ をに よしなら とい ふ は、 いにしへ 奈良 坂より 赤 

く 靑き土 出しよ. 9、 かく 枕詞に. いひなら はせ り、 奈良 

と は：：：： 本紀 にい はく、 軍兵 草木 を 踏なら しける 故な 

ら すと い ふと ぞ、 


〕 園 き 


Ms 
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靑 によ し靑苧 はよ しゃな r6 良隱 

〇 三 笠 山 

卷 H の 地に あるに よりて、 奢 = 山 ともい ふ 也、 八 雲 御 

4?y  - よ、 よ. るび やま、 ある ははる ベ やま ともよめ. 9 と 

ぞ、 大明祌 御影，： 1： よ. 9 このかた、 かく 木ぶ かき 山と 成 

て、 赛は花 秋 は 紅葉、 夏 は 新榭の 陰す レ しげに、 冬 は 

雪つ もる こや ゑの すがたまで、 朝暮 えならぬ 景 地な 

り.、 

^今 あまのはら ふり さけ 見れば 赛 rn なる 

三 笠の 山に い でし H: かも 安倍仲麿 

三 笠 山の 雪 は、 奈良 八景 第二な. 9、 

白雪 無邊藏 n 數峯ハ 和 光 有い 跡此 山中、 于ぃ時 大樹 着 

レ花處 、營色 知い 新 利 物 功 德大寺 左 近衞大 將實時 

みかさ やま さしてた のめば しら 雪の 

深き 心 を 神 や 知らん I 園 前 右大臣 實俊 

茂る 木の 又な き景ゃ 三 笠. W 

〇大 鳥居 附 -fe? 出 橋 

習 合の 神道に は、 發心 門と なづ く、 大鳥 3i5 をよ め る 歌 

^^さかき 葉に ゆ ふしで 付て 打 はら ふ 

身に はけ がれの 雲霧 もな し 
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雲 かすみた つや 鳥居の 二 柱 

馬 出の 橋 は、 鳥居より ひがしの 方に かゝ. ^たる をい 

ふ な，.=^、此はしを よめる うた、 

ち はや ふる 甲斐の くろ 駒 ひきよせて 

の. 9 ていさむ る 着 日 野の はら 

子規の 聲待ぞ まだし の 橋の 上 

〇 恭日野 

かすが のの 雪 間 を 分て まふで くれば、 神の 御幸 ある 

御旅 所、 草の ゎづ かにみ え わたる、 常 は 御殿 もな く 

て、 鹿の む れゐる もお かし、 

露わく る 木の した 遠き 春 = 野の 

尾花が 中の さ を 鹿の 聲 藤 原 冬 綱 

春： "野 鹿 は 八景 第一な.^、 

無臭 無聲野 色妍、 只 看麋鹿 食い 草 眠、 舜 深山 與- -文靈 

囿 T 新 處璧神 易， 地然、 § 修參議 右 大辨經 重 

かすが やまみ ねの あらし や 寒 からん 

麓の 野べ に鹿ぞ 鳴なる I パ權 中納言 公勝 

春 = 野の しかく 八方 や 住所 

雪！^ 澤は、 お 旅所よ..^ 束 へ ゆく に、 南の 方 へ わけいる 

遣 あ.^、 その 邊に澤 の 形ち あり、 これ を 雪消澤 とい ふ 一 


に 立たり、 それより 飛火と いふ 也、 二れ 先達の 說 なれ 

ど、 不審な きに あらす 、尊ぬべし とぞ、 又 玉 祌秘抄 

とい ふ 書に は、 春 H 大明神 初めて 御 出現の 時に、 八 代 

尊を使^^^に召！：：^^し給へ.^、 夜半にながら のせ ヒ 給 

ふに、 道 くら か.^ け る^に、 尊 口よ. 9 火 を 出し 給 ひ 

き、 此火 飛で 空 に 付て もえけ る 光りに み て-^ を ゆ き 給 

ふ、 此火 近代に 消す、 しかる あ ひだ 飛火と いへ り、 こ 

こに 聖武 天皇の 御宇に、 佐 丸衍輔 とい ふ 者 を、 野 守と 

定めをかれた^^、 それ を かすが のの 飛火の 野 守と は 

い へ hMJ ぞ、 

I 今 かすが のの 飛火の 野 も.^ 出て 見よ 

今 いくか 有て 若菜 摘 てん 不知 讀人 

0 鹿 道 鼴讓 橋 

鹿の かよへ る 道 なれば、 鹿 道と はい へ b とぞ、 又 六の 

道 わかれ たれば、 六道と もい へる にや、 愛なる 木 橋 を 

古鄉 橋と い ふ 、石橋 を ば 善 趣 橋と 名 付たり、 西 行の 撰 

藥抄 に、 六の 道 わかれたり、 六道の ちまたに 擬 せり、 

善 趣の はし を 過 ぬれば、 御社 もやう やくち かしと い 

へる も 愛な， 5、 此橋を 11 る 歌、  . 

體 ちば や ふる 我 こ、 ろより な 1 わざ を 

lis 四十 一 


と ぞ， 

舰稚赛 くれば 雪 消の さはに 袖 たれて 

まだ うら 若き^ なを ぞ つむ 德院 

かすが のの 雪げ のさ はに 釉 たれて 

君が ためにと こせ.^ をぞ つむ 仲實 

c  EH  11、- きれ 

野 も. o の 鏡と は、 野なる 水 をい ふ 也、 淸輔 奥義 抄 にい 

はく、  4=;：! 雄 略 天皇 狩し 給 ひける に 、御廳 の うせに けれ 

ば、 野 守 をめ して、 尋ね まいらせ よと 仰ら れけ るに、 

かしこま て 池 を まもり、 P 驚 は 彼 木の 上に 寺， ると 

申ければ、 池 を 守 b て は、 いかに かく 申ぞ とと はれ 

て、 前なる 水をさして、 此 水に うつ.^ て 見え 侍る と. S. 

ければ、 それよ.^ 野 守 鏡と はい ひ はじめけ る 也、 

§ はした かの 野 守の 鏡え てし がな 

お も ひお も はすよ そながら みん 

鶴雞春 H 野の の も .5 のか いみ 是 なれ や 

よそに み 笠の 山の はの 月 前 僧正 公朝 

池 を てらす 月 や 野 守の 鏡と ぎ 

飛火 野 も、 の も. 9 の 鏡の 池の 邊也、 八 雲御抄 にい は 

く、 むかし 奈 良の 京の 時、 束より 兵 起.^ し砌、 f0 

,#1 都，^  55  .. 
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いづれ の祌 かよ そに 見る ベ き 

先にた つ 鹿 や 社頭の 道し るべ 

O^SH^-殿附丑位橋 

くるまゃど..^に；Jil-をとぃめて、 立歸. 9 五位 橋 をな が 

め やる、 げ にわた..^ なみに あらぬ はしの 名 なれば、 月 

の 色 も  一 くら ゐ光 をまして ゆる ぞ かし、 ちりしく 

紅葉 は、 又 排の衣 かともう たが はる、 このはし をよ め 

るうた、 

^^うちわた す 橋に 五色の 雲た ちて 

.?言 

まことの 祌の 御城 を ぞなす 

機椎 ひろ ふや 五位の はしの 本 

〇一  一 Bir^w 附 威戶宮 

習 合の 祌 道に は 修行 門と 名 付たり、 歌に 

5^ 鳥居た つ 左右 も 高 間の 原 なれば 

あつまり たま へ 四方の 祌々 

3： の 色 もさし そ ふや 赤き 一 一 鳥居 

祿戶宮 は、 これ 瀨織 律姬な b  、あるひ は 熊 野の 權 現と 

もい ふ、 この宮 にて 參詣の 諸人 祿を するな 、過に し 

夏の 頃 こゝに まふで、、 

夏 もけ ふ 惡魔外 31 や はら ひどの 
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〇 着 到殿附 地獄 谷 

こ、 に は 閻魔 大王 つねにお はします とい へ ひ、 延喜 

十六 年 二 月 に 造 立 あ.^ しなり、 また 此 南の 方なる 谷 

を 地獄 谷と いふな. > 、沙石 魏に いはく、^ 都に 少輔僧 

都璋圓 とて、 解脫 上人の 弟子に て、 硕學 のき こえ あ. 0 

しが、 魔道に おちて、 あ る 女人 について 械々 のこ とど 

も を 申け るう ちに、 我大明 神の 御 方便の いみ じき こ 

と、 いさ 、かも 做 遇し なて まつる 人 をば、 いかなる 罪 

人 なれ ども、 他の 地獄 へ はっか はさす して、 养 = 野の 

下に 地獄 を かまへ てとりい れつ、、 毎：：：： ：！^ 朝に 三 

の 神殿よ. り、 地藏 菩薩の 灑水 器に 水 を いれて、 散 杖 を 

そへ て 水 を そ、 ぎた ま 人ば、 一滴 b の 水 罪. <  の 口に 

いれて、 苦 患！： したす かりて、 少し 正 念に 住する と 

き、 大乘經 の耍文 陀羅尼な ど唱 てきか させた まふ 二 

と、：：：々 に を こた.^ なし、 此方 便に よりて、 やう やく 

うかび 出で 侍るな り、 まの あた.^ 大 神の 御 說法聽 

聞す る こそ、 かたじけな けれと かた. 0 ける となり、 さ 

れば 一 度 も あゆみ を はこぶ 人 は、 現世 後世と もに、 す 

て させた ま はぬ 神慮の ほど、 あ ふぎても 猶ぁ b がた 

き 御 神な.^、 


地ごく谷ぅかぶぞしるき水の！：： 

當社は 巨 勢 姬明祌 な.. >、 又は 鹽土翁 猿田彥 とい ふ說 

あ b 、本 地 門な り、 是此 山の 地キ； 也、 春 夜 神 記に 

いはく、 大明 祌當國 安部山に うつらせお はします と 

ころに、 此神 安部山に 詣 で、、 これより 北に 殊勝の 

靈山 あ.^、 三 笠 山と なづ く、 此安部 山を替 代に して、 

我に 給 ふ べしと 也、 是 によりて 大明 神、 此 山に うつら 

せ 給 ふ、 されば 此神、 安部山に うつ. 0 居 給 ふとい へど 

も、^^^1の人まれな.9しかば、又此山に來り、 大明神 

に此 よしをうた へ 給 ふ、 しからば 我社浪 のま へ 、瑞離 

の 外にお 住 をし め、 我 もとへ 往来の 人の 财施法 施 を、 

最前に うけ 給 へと て、 かくて 今此 所に おはします 也、 

されば 參詣 のと もがら は、 先此 社に まふで、、 扨大明 

神に まいる ベ き 也、 

陰た のめ 繁る禝 の 本の 神社 

こ、 におち くる 瀧 を、 靑 龍の 瀧と いふ、 此 流れに 渡せ 

る はし を、 瀧 もとの はしと い へ .9、 此橋 を讀る 歌、 

$1 贵 龍の はし をと をり し； t 水 を 

と- フ な. リは とけ 

うけ よろこぶ ゃ即身 則佛 

南都 名所：， 集 


又 中？ iS! とい ふ は、 此瀧 本の はし を わた b て、^ 宮へ 

まふで ぬる 細道 をい ふ 也、 こ、 に はし 有、 かたら ひの 

橋と 名 付た. o,、 

も かな ふ 三 笠の 巾 問 道 

杉の しるし やかたら ひの はし 

よい 景ゃ 人に かたら ひの 橋の 月 

〇 藤 鳥居 附祌垣 森 

むかし は 藤 花し げく さかへ て、 鳥居の 二 柱に は ひま 

とひ、 笠 木に お ほふ、 さる 故に ふぢのと， 9 ゐ とはい ふ 

な b  、今 は 花た えたり ければ、 名のみ かくいへ，. >、 

此鳥 おの 左右の ついひお の、 フら 板に 釘 有、 ロ11^.^花の 

さか.^ を 表せる 也と 古記に 有、 此 鳥居 を 菩提 門 とな 

づく、 よめる 歌、 

ちば や ふる 神のと りゐ を 通る に は 

よろ づの つみ もき >ん うせ にけ- 

ふぢの 鳥居き て 見る 花の 笠 木 哉 

又 此邊を 神 垣の 森と いふなり、 

g 雅祌垣 の もりの 木 葉 はちり しきて 

尾花 ぞ のこる 舂日 野の 原- 院 兵衞督 

 〇 慶賀 門 門  
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高 倉院 御宇、 治 承 一 一年に 門と な， りて 、慶贺 門と 名付け 

る 也、 巾の 門を惯 正門と いひ、 北の 端 をば 內侍 門と い 

ふ、 是 みな 西の n: 廊 な，^、 僧 }^ 門の ほとりに 糸 ざ くら 

有、 花 ざ かりに 木^に て、 

あまつ かせせ 正 巧に ふきく るな ■ 

さくらの さか .h> しばし と 3- めん 

〇 大宮 御殿 fism 

機 門の 前なる 橋 を 二位の 橋と 云 也、 奥なる は 一位 橋 

な.^、 されば 一位 橋 をよ める 歌に、 

いのれ 人う き 世 中の 榮 花に は 

.7 き。 

そくさ い 毒 命； 鹏祿 のみち 

一 鳥居 は；？， y 盤 門と 號す、 又 紫 門と もい ふな，.^、 抑當社 

は 第 一 武 命 、第一 ー齊 主命、 第三 天 屋根 命、 第四姬 

大： t  、これ を 四 所 明 神と め舉 る、 人 王 四十 八 代稱德 

天皇の 御宇、 神護景 ほ 元年 六 に、 武雷命 常 陸 國鹿嶋 

より、 白 鹿に めされ、 姊の木 を 御む ちとして、 伊 贺 國 

名張邵 -PN^ 见鄉 にっかせ 給 ふ、 それよ. > 同國薦 生の 巾 

山に 數 御 居住 あ.. て、 同 十二：：：： 七日に、 《虽國 安部 

山に 移らせ 給 ひ、 1 一年 正 =： 九：：： に、 此三笠 山本宮 5^ に 

跡 を f, 給 ふ、 御供に は 中 Hi 殖栗 連、 時 風秀打 二人な 
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b 、其 後齊 主命 は、 下總 國香収 より 移らせ 給 ひ、 天兒 

屋根 命 は、 河 內國平 岡より 移らせ 給 ひ、 姬大祌 は、 伊 

勢國ょ h- うつらせお はします、 是则天 照 太 神の 分身 

な.0、其後^宣の事ぁるにょ.0て、祌護：！^1$-中-.亡 一年 十 一 

：=： 九：：： に、 勅使 を たてさせ 給 ひ、 今の 御殿に うつらせ 

おはします、 又 慈悲 萬 行 菩薩と いふ は、 朱 雀 院の御 

宇、 承 平 七 年 二月 サ五 日に、 興 福 寺の 勝圓に 託して、 

我 は 慈悲 萬 行 菩薩と な りたるな と吿 させ 給 ひしょ 

.9 世に 弘ま b し 也、 奔： n 曼陀羅 は、 毒 永年 巾に、 普賢 

寺 殿 某-通 公 御 夢想の 圖 な，. >  、行幸の 初めは、 I 條院 

永延 元年 三； 廿ニ  = に 、はじめて 行幸 あ h- しなり、 

後 一 條院の御時、ばじめて行幸ぁ..^.けるに、 一 

條院の 御 時の 例 を おぼしめし 出させ 給 ひて、 

よ i,6 せ铅 ける、 

W き 二 笠 山 さしてき にけ. 9 いその かみ 

ふ る き 御幸の 跡 を 尋ねて 上柬 門院 

過に し 頃 遷宮の 翌年に、 四 柱の 神と いふ 心 を、 

宮ばしらふと四季たっゃ祌の^!^ 

^^:"祭は、仁明天<^の御宇、ゥ.-祥三年九月に、 巾臣秀 

基 この 事 を はじめて 奏し 、 そ の 後淸和 天皇 御宇、 ム観 


元年 十  一 E: 九 ：！！、 庚申の 夜 初めて 行 ふ、 春 は 二月 初 

申、 冬 は 霜！：： 初. S. なり、 泰 H 祭 をよ める 歌、 

S 一 一  =： の 初 S. なれ やかす が やま 

义小 とよむ まで 頂き まつる 俊 頼 朝臣 

^すべ らぎ のいた いきまつ る 寿！ n 山 

け ふ 申の H と 人 も 知らん 俊 恵 法師 

むべ 初の さる 年 まつる やかす が樣 

つ， >傅喂 附舞殿 

泰： 《 社の 八 講の はじめは、 村上天^^：の御宇天歷元年 

より ニ季 にお こな はせ 給 ふ 、畏者 は^：！^信公忠 "牛、 別當 

はギ 源大惯 正な り、 又 云、 後 一 條御 卞览仁 元年 二月 廿 

= に 初る とも、 但應平 八 年より、 四 九 = 九 月 四 U に 

な り た るよ し 、花 E 記 に み えた り 、去宽 文 十一 一年 臘リ五 

：：： より 九：：： に 至て、 一 乘院 御門 跡、 眞敬法 親王 行 はせ 

給 ひける な り 、先年 此屋 に て 年 越 ると て 、酒な どた う 

？ て、 

八講の "化 遊 おもしろき 節分 哉 

此 M のにし をな がる 、河 を、 御手洗 川と いふ 也、 

，かすが のの 松し かれす ばみ たらしの 

河 の なが れ て たえ じと ぞ おも ふ 


又 舞 殿 は 八講； IH- のつ いきなり、 淸和 天皇 御宇、.： 観 元 

年に 造 立 有し 也、 此所 にて 陪從の 神樂を 奏す、 是 ft 川 

院 御宇、 承 保 三年 三月 十四 H に はじめて、 とりおこな 

はせ 給け ると ぞ、 此 前に 林 検の木 有、 すな はち 林檎の 

場と 云、 赛：！ ： タルの 舉幣 この 所に てな. o、 

0 南門 W 柳 g 肺 

荷 門に 立 出て なが むれば、 お ほくの 石燈 籠の 火影 か 

すかに、 星歟川 邊の螢 かも、 我す む 里の あまり かう か 

うし さに、 しばらくた、 中む、 抑此門 は、 白 河 院の御 

宇 承 保 二 年 八 z;: 四リ に、 二階 樓 となりて 南 門 と號 

す、 又 高倉院 御宇、 治 承 元年 八 ：=J 四：：： に、 播 伯 細 光 

親 造らる 、ともい へ り、 瑞 籬囘廊 は、 同 三年 一 一；：：： 二十 

六： n に、 造 立 有しと かや、 この 邊の 膝の 花 さかりな 

ける に、 

荷お もて ひらく や ぴ ら 藤 の 門 

こ、 なる 橋 を 布 生の 橋と いふ、 此 はしの 上より 七 堂 

伽藍 遙拜の 所な り、 又 御 間の 橋と もい ふ 也、 大宮 とお 

宮 の 屮間な れば 也、 此 橋 を よめる 歌、 

1^ あ.. >  が たや 布 生の はし をう ち > ^たり 

たむ けの 祌樂 きく ぞうれ しき 

一一 百 四ナ五  I 
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又 こなたなる 石 を 如意 石と なづ く、 康平四 年 正月 三 

= に、 此 所に ふかさ しれざる 穴 出現す、 お宮の 祌生祐 

任 こ れを見 付、 大 般ぉ經 同じく 萬 座 の 藏を 举納 し、：； A 

上に 此 如意 石 をす へて、 今に 參詣の 諸人 iS 戴す る 也、 

又 南門 石 液 の 下に 、赤 童子 御影 向の -ぉぁ り 、 

〇 若宮 社 

わかみや は是、 天 押. お 4 命な b、 天 屋根 命の 御子な 

b 、本 地文 珠 なり、 一 條院 御宇、 長 保 五 年 三 c; 三：：：、 巳 

の；！ に 御 出現 あ. 5 し を、 時 風 五代の 孫、 是忠 拜し舉 

る、 そのの ち 崇德院 御宇、 保延 元年 二  M: 廿七： W に、 中 

臣祐 房、 今の 社に うつ し舉ら る 、殿下 法 性 寺 入せ」 忠通 

公 改め 給け る と 也、 此祐房 を 神に いは ひて 、通 合 明 神 

とい ふ、 今瑞 離の 內に社 有、 十一 e: の 御^も、 ^德院 

御宇、 保延ー 一年 九月 十七 日に、 はじめて 行な はれけ る 

と 也、 其 後花園 院 御宇、 宽正 年中よ. 9、 霜月 廿 七日に 

な b たるた b 、拜 殿拜屋 は、 高 倉 院 御宇、 治 承 二 年 十 

二  z: 朔：： ： に 造 立 ありし なり、 此 殿に て 祌樂を 奏す、 

陪從 の神樂 は、 保安 三年 十二  e: 四 U に、 はじめて 奏し 

ける とな. o、 かぐらの うた ひ 物に、 若宮の 御影う つろ 

ふます 鏡、 くも h- あらせで か へ 見 給 へ 、と ある を ：5^- 
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ばすな がら、 御 神木の 藤 さか..^ なる に、 

若宮の みづ がきった ふ 藤の はな 

下向の 衆 も か へり 見た まへ 

〇 三十 八 所附御 It 所 

御供所の 大黑を ふしおがみ、 糸 ざ くらの さか. 9 なる 

も 見す ぐし がた く、 紅梅の ちり 過た る も、 猶に ほひ 殘 

る こ、 ろ は ^な が ら 、此社 に まふで ぬる 、當社 は 金 祟 

山 藏王權 現 子守 勝手 也、 本 地 彌勒釋 迦千手 也、 又 この 

やしろの の 方に 居 石 あり、 これ は解脫 上人 大明祌 

を禮拜 有し 古跡 也、 あるひ は明惠 ともい ふ、 されば 大 

明 神の 託宣に も、 明 恵 上人 解脫 上人 を、 我 太 郞次郞 と 

おも ふな， 0 とぞ 仰ら れけ ると かや、 沙石！ にい はく、 

解脫 上人 笠^ に般ぉ？：^；と名付て 、ra 居の 地 をし め、 明 

舯を 請し 舉り給 ひければ、 童子の かたちに て、 上人の 

頭に 乘て、 わたらせ 給 ひて、 御詠 ありけ り、 

我 ゆかん ゆきて まもら ん 般ぉ臺 

释迦 のみの の あらむ かぎ..^ は 

又 あるとき、 はんにゃ だいの 近 場の 虛{ 仝 に 、御 昔ば か 

.0 して、 

われ をし れ釋迦 牟尼佛 世に出て 


さやけ き 月の 皮 を てらす と は 

きて 神 ゃ拜む 解脫の はな ごろ も 

〇 紀伊 御社 

愛なる 辨才 天の 社 は、 弘法大師天河ょり勸請ぁ.^し 

なり、 其 ひがしの かたに、 弘法 大師 護摩 をた き 給 ふ 所 

あり、^ 紀 のみやし ろ は 四 所な b  、赤 穂 明祌、 嶋田明 

祌、 石 立 明 神、 天 石 汲 明 神な， 9、 月 出 ぬれば 下向す る 

とて、 

ゆ ふ 月の みやし ろて らす 程よりも 

和 光の 影 やな を まさ るらん 

本 宮嶽へ は此邊 よ.. >  のぼる 也、 是大明 神 はじめて 影 

向 あ.^ し 所 也、 

〇 本 談義 屋 附西屋 

本 談義 尾に は、 唯識 論の 法體 あり、 拆又 弘法 大師の 細 

字 法 華經、 萬 里 小路 宣房 卿の 一 字 香 花 三禮の 五部の 

大乘經 あり 、又 村 上 天皇より、 松 室 の 貞松 房仲算 へ く 

だし 給り し 扇 あり、 勅筆に 歌 三 首 あ. o、 

をの づ から 我 身 さへ こそい のら るれ 

君が ちとせに あはん とお もへ ば 

きみが 代 は あまのはごろも まれに きて 


なづ i もつ きぬ いはほなら なん 

君が よは しらたま 椿 やちょと も 

. なに かいの らん かぎ. 5 なければ 

にしの 屋に は、 地藏 ぼさつお はします 、赛： ！= の 御作に 

て、 靈驗 あらたに おはします なり、 

東風 ふかば にしの 屋に 匂へ むめの 花 

〇 水屋 社附 上水 厘 

北 を さして 行に、 弓手の かたは 大宮の 御供所、 愛は淸 

和 天皇の 御宇、 贞觀 元年に 造 立 ありし な.^、 めて をな 

が むれば 安居 屋な h -、 此 尾に は 後白河 法皇 紕紙金 宇 

の 一切 經を 納め 給 ひて、 今に 安， をつ とめら る、 又 舟 

明祌 は、 海上 を 守り 給 ふ、 H 本紀に は岐祌 とかけ 

り、 是 道祖神な り、 それより 水屋の 社に さし かゝ る、 

失 當社は 牛 頭 天皇な り、 第 一 そ さの をの 尊、 第二 少將 

井、 是稻 S 姬な り、 第三 大政 所、 是 南海 祌 女な り、 又瑞 

籬の內 左の 方に、 厄 祌牛を ひく 形 ある 石 あり、 節分に 

金く さ. 0 を 社 壇に かくる は、 此厄祌 の 牛 をつな ぐ 心 

也、 又 夫婦の 中 をむ すぶ ともい ふ 也、 

かすが やま 水屋の 水の すゑまで， i> 

神に 任せて 猶頼 むかな 衣笠 內 大臣 ， 
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水屋の 能と て 四 月 にある は、 伏 見 院御ギ に、 民疫 痛に 

なやまされければ、：；；^ 神 をな だめん とて、 此 社に をい 

てはじめて 祌樂を 奏し、 舞曲 をな せり、 これ 水屋の 能 

. の 根元な り、 

鳴 は 湖の 水屋の 能の ついみ かな 

上 水屋 は、 長 尾大明 神と 申 奉る 七 社 也、 

〇 香 出 附餘瀧 

本社 is,:!: 東より、 第 一 畏： 大明 神と いふ、 四 所 也、 此 

所に て大明 神、 つねに 般_. 石 を說給 ふよし、 沙石 集に み 

えたり、 

花の香 や 四方に 潔 やる 山 ざ くら 

ci! サ  1 は 花 山の 邊 なり、 

:« みかさ やま iil^ は 昔に て しらせけ り 

. 永 をた、 くう ぐ ひすの 瀧 西 行 上人 

t> り 飛 や 名もう ぐ ひすの 瀧の 水 
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〇 大佛 殿附大 講堂 

抑 當寺は 人 王 四十 五代、 in 武 天皇の 御 願、 八 宗兼學 の 

道場な.^、 後鳥羽院 御 順禮記 に い はく、 當初 天皇 奈 i:!- 

の 京、 さなが しまの 宮に おはし ましけ る 時、 良 辨；！ "正 

童の 行者と し て、 草の 庵 を！， び、 土に て 作りた る 執 金 

剛 神の 像 を安設 して、 其^に 繩を 付て、 禮拜の 皮 ごと 

に、 引 はたらかして、 ilf: 朝 安穏^-:: KIW 稀と とな ふ、 其 

聲 かすかに 御門の 御 耳に 問 えければ、 則 勅使 をつ か 

はして 尋 させ 給 ふに、 勅使 尋ね 至りて、 先 その 名 をと 

ふに、 我 をば 余錡 行お とい ふなり、 此所 は：： li^ 殊勝の 靈 

窟な. o、 伽 i お を 立て 佛法 を興隨 せんとお も ふに、 私の 

力に は 及が たし、 帝王の 御德 になん あたれる と 申け 

b  、勅使 歸り てこの よしを 奏し 舉 ければ、 帝 やがて 大 

施キ； とならせ 給 ふて、 慮 4" 那佛の 金 銅の 像 を 作らせ 

たま ふ、 然 ども 祌國の 恐れ あ る によりて、 伊勢 太 神宮 

に 御 祈誓 あ . ^しに、 あらたなる 靈夢ぁ b  、其 ^J. は 释書 

十八に みえた h- 、是 によ， CV て彌佛 法に 趣き 給 ふ、 天下 


の 富 あ る 者 は 朕な り、 天下の 勢 あ る 者 は 朕な， 9  、 此富 

勢 を 以て 彼 t:- 像 を 作らん に、 事 は 成 やすくして 心 は 

至りが たし、 人の 財 をもう ば はす、 人の 心 を も 破らす 

して、 國民 をす、 めて、 われと おなじく 盧 4!! 那佛 をつ 

くると おも はしめ むと て、 行 基 法師に 勅して、 天下の 

衆庶 を勸 進し て、 天平 十五 年 十 十五 = に 、近 江國信 

樂の 京に して、 初めて 像を鎮 させた まふ、 その 所 を 

やめて、 十七 年 八 M:  二十 三： Z に、 いまの 東大寺の 勝地 

にて、 おなじく 像 を 作 はじめ 奉， 9、 天平 勝寶 元年 十：：： 

二十四日に、 その 功 終に 成就せ. 9、 三 筒 年に 八ケ 改 

め鎮 ける とか や、 天皇 この 像 を鎢 なさせた まひて、 ぬ 

るべき 金な か b ければ、 佥峰山 藏王大 菩薩に 祈らせ 

たま ふに、 藏王 しめしての たま はく、 この 山の 金は彌 

勒の 低に 用なる べき 金な. 9、 われ は 守護す るば か. 5 

な. 9、 近 江 國溢贺 の 郡 川 島に、 すな どり の 翁、 終の 上 

に 座して あり、 その 厳の 上に 如意 輪 觀音を 作り 居て、 

いのらせた まふ べしと 吿 させた まふ、 天皇すな はち 

ft- 辨を 遺して 祈らせた まふに、 ほどなく 陸. g.) 圃小田 

とい ふ. E にして、 はじめて 佥を掘 出す、 それより して 

天平 勝資と 改元 あ. 9 き、 その 時 大伸家 持 讀て舉 りし 

南都 名所 iSK 卷 。 


うた、 

すべ ら きの 御代 さか へ んと柬 なろ 

みちの く 山に こがね 花 さく 

彼 觀昔を おて いのりし 所 は、 いまの 近 江の 石山 也、 釣 

たれし 翁 は 比 良の 明 神な り、^ 孝 謙 天皇の 御宇、 天" や 

勝寶四 年 三 月 十四； = に、 初めて 范を 塗舉り 、おなじく 

四：：：： 九： Z に、 吸 供養 有し 也、 導師 は 街 天竺の 墻羅門 

僧正な. 、この 供養の 日、 元 興 寺より 奉りけ る 和歌、 

v,^^ り-の ほと ュな さきにた リけふ よ り は ほと け 

§i 乃 利 乃 裳 度 波 那佐岐 通 多 利 計 布 與利波 保 皮 介 

1-5  W みの. 9 さかえた ま U ん 

乃 美 乃 利 佐 加 江 多 萬 波 舞 

又聖武 天皇 御作、 

1) .Ja,*  f る はし とれ ジ も ふきみ はこ とり て ろ ^1 と 

宇 留波之 皮 和 加 毛布 岐美 波古禮 利 天 加 皮 

l&llf , ノ よはせ よろ づ よまでに 

加與 波世與 呂律 與萬天 通 

當寺 供養に あ ひ 給 はんとて、 南 天竺より 菩提 惜正、 難 

波津に つ きた ま へ ると き、 

M 霊山の 释题の 御 もとに 契-りて し 

眞如朽 せす 相兑 つる^ 大 正 行 基 

S し 

-、 rv 

同你^ 羅會 にと もに 契. 9 しか ひ ぁケて 

文珠の 御顔 相み つる 哉 波 羅門惜 正 

, 一 叫 百— 叽ヵ 
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當寺 供養の 日、 緒うる 翁 道場に 來る、 聖武 天皇 これ を 

召と いめ て、 大會の 講師と した まふと きに、 にな ひた 

る 鯖を經 蟇に をき ける に、 八十 花 嚴經と 成け ると か 

や、 彼赌荷 ひたる 杖 を、 柬の廊 の 前に 立 置け るに、 た 

ちまち 生 出て 枝菜榮 へけ ると なり、 此木は 白身 木な 

り 、彼 翁法酋 の 巾 間に、 忽然と してう せに ける とぞ、 

愛に 高 倉院の 御宇、 治 承 四 年 十二： =： 廿八： n に、 三位 中 

將重術 卿、 當 所の 大衆と 合戦の 時、 伽藍 刹那に 燒 うせ 

ぬ 、其 後後. w 川 院の勅 によりて 、春 乘房重 源 諸 國を勸 

請して、 大佛殿 を 再興し、 文治 元年 八 n: 廿 八！：！： に、 佛 

像の 開眼 供養 行 はる、 f;? 師は當 寺の 別當權 僧正 定； 過 

なり、 其 後 應永サ 四 年の 九 に、 將軍勝 定院義 持 公、 

此 寺に 下向 ありて、 佛 像に 箔を 押た まふ 時、 耕 雲と い 

ひし 人の 詠歌に、 

I 世 を 照す 君が 光 を か. y てこ そ 

ほとけ ももとの 姿み せ たれ 明魏 

しかるに 正 親町院 御宇、 永 祿十年 十 十： 《 に、 多 門の 

城主 松永彈 正久秀 と、 三 好： Z 向 守、 下野 守、 岩 成主税 

助 等と 合戦の 砌、 伽藍 ふた、 び 炎上す、 され ども 尊像 

はつ、 がな くして、 いまに お がまれ おはします な .c- 、 
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十六 丈の 尊容 なれば、 

n: も て ら せ 本尊の ！：：；：-は 十六^|- 

南 大門 は衬上 天皇の 御 I 十、 應永ニ 年 八 =： にた をれ し 

時 1^ 興 有しな b  、是 大 寺の 荷 門 なり、 

油 月の ひか. 9 もしる し鬼大 寺 

大 講堂の 蔡跡 は、 大佛 殿の 後の方に、 いまに 礎殘 りた 

,5、 是は 光明 皇后の 御 願、 天； 牛 十九 年 二： =： 十五：！！ に 御 

逮立、 本尊に 千手観音な り、 此堂 供養 を遂 させ 給 ふ 

時、 天人 天く だり、 花を佛 前に 散す、 その 香 發越 とし 

て、 法會の 51 にに ほひみ つ、 if; 武 皇帝え いかんの あま 

- りに、 樂 人に 仰せて、 初た る樂を 奏すべ しと 勅定 あり 

ければ、 俄に 十 天 樂を作 b て 奏し 奉. 5 ける よし、 盛衰 

記に みえた り、 

つ.^ ん 弗き 附春乘 御影堂 

LHnQ^^l 淨土 堂褒跡 

本 翁 は地藏 菩薩、 森乘 房の 作と かや、 又 陳和卿 共い 

ふ 、此地藏 の 腹 心 に 、^^泣 の 地藏と いふ 小佛ぉ はし ま 

す、 御怪 一 丈 有と 云、 これ は攝^ 國に 藤本 權 守と かや 

いふ 者 あり、 其內に 遊女 あまた ありし 中に、 糸 女と か 

ゃぃへる者の持佛な..=^、 ある 夜春乘 lis 此權 守が 家に 

とまり 給け るに、 夜 て 子の なく 音し けり、 春乘 あや 


しみて 尋ねられ しに、 此糸 女の 部屋の 內 なり、 よく 

よく 間ば 彼 尊像な 、春乘 奇特のお も ひ をな して、 此 

像 を 所 tgji して、 あらたに 大佛の 地藏を 作り、 其 中に 納 

め舉 り、 此 堂に 安 殺せられ しなり、 かの 小 佛は沈 水 香 

にて 作，.^ 奉し 像なる ゆ へ に、 糸 女 この 像 を 切と b て、 

折々 身に とめけ る を、 悲み給 ふて なかせ 給け ると か 

や、 又 閻魔 王 あ b  、安 阿彌. 3 作、 千 手 観 昔 あ り、 石 淵の 

勒 操の 作な り、 これ は 天地 院の 客佛 なりと いふ、 此千 

手舰 昔の 前の 隔 子のう へ に、 笛吹の 地藏 とて、 ちいさ 

き 板に、 逮葉を かつぎ、 笛 を 吹て おはす る鎗 像に 歌 あ 

り、 これ は 中頃 鈹 坂に 圓 空房定 信と て、 いとすせ うな 

る 上人お はしき 、此僧 靈夢を 蒙.^  、自筆 に 書て 掛をか 

れ しとい へ， o、 其 歌に いはく、 

笛 を ふき 連 を かづく 地藏尊 

伊勢 や 河內の 弓矢お さまる 

又佛 合 利 あ. 9、 大 佛の舍 利と い ふ 、是は 1^: 武 天皇 へ 婆 

羅門 僧正 捧た まひけ ると なり、 ^又 こなたなる は 春 

乘 房の 御影堂な. -、 赛乘は 元 久ニ年 六 H: 五 U に、 八十 

六に て 終. 0 たま ふ、 笠 杖見臺 など 御影のう しろ に あ 

.0、 毎年 六 ！=： 五 n に、 春乘 房の 位牌 念佛 堂へ 出る、 面 
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に大勸 進上 人、 南無 阿 彌陀佛 、裏に 春 乘房重 源、 元久 

1 一年 乙 丑 六 M: 五 H 入滅 赛秋 八十 六と 有、 彫 は陳和 卿、 

寢翰は 土 御 門院に てお はします といへ り、 かたへ に 

糸 櫻 あ b  、花 ざ か-りなる 頃 陰に なみ 居て、 

赛は 興に 乘 じて くむ や 花見 酒 

又 惣持院 とい ふ 寺に、 文 使の 地藏 とてお はします、 東 

大 寺の 緣 起に いはく、 治 承 炎上の 後、 建久に かさねて 

大佛殿 を造營 有しに、 造 寺の 長官 左少 辨行隆 奉行と 

して、 寺 門に 住して、 "仗 は佛 像の 灰燼 を かなしみ、 

ひる は 寺搭の 土木 を もつ ばらにして、 っゐに 1 十六 

丈の 聖容、 むかしの ごとく 修復、 二階 九 間の 梵宇、 古 

きに 任せて 造畢 して、 惣供 養に いたる まで 奉行し^ 

b ての ち、 隨 分の 恩 赏に預 り 給 ひき、 然 ども 有爲 無常 

の 習 なれば、 老病 身 を 侵して、 臨終 正 念に して 他界せ 

られ ぬ、 しかるに かの 息女 あ. り、 幼少に して 父に をく 

れ たる 事 を 歎ぎ かなしむ 事 かぎりなし、 悲歎の 爲方 

なさの あまりに、 文 を 書て、 父の 年來 たのみ を かけて 

歸 敬し、 朝夕に 淺 からす 賴み舉 りけ る 本尊、 地藏 菩薩 

の 御手に 結び つけて、 大 ijn は 六道 能 化と して、 九界を 

心に まかせて 化導した まふ なれば、 父の 生 所定め て 
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しり 給た るらん、 ねが はく は 此文を 生 所へ をく り 付 

たま ひて、 かなら す 返事 とりてた ベ と、晝^^佛前に泣 

居た， 9 ける 程に、 七：；： にあたり ける 朝、 地藏の 御手に 

結付舉 りけ る 文、 もとの はなく して 別の 文 を 持た ま 

へ.. y  、不思議の 思 ひ をな して 、是を とりて 披覽 しけ る 

に、 うたが ひなき. a 父 ハバ隆 の 手跡に て 返事 を 書たり、 

：！：^ハ 文に いはく、 生者必滅 は 分 段の のこと は， 5、 會者 

定離 はお 爲の 定れ るなら ひなり しかば、 生 を 隔てぬ 

る 事 は 力 及ば ざ る i^^なれ ども 、我 東大寺 を舉 行して 、 

造 寺 修佛の 功 をいた し、 興 法 利 生の 誠 を もつ ばらに 

せし 故に、 都卒の 內院に 生れて、 彌勒慈 尊の 說法 を聽 

聞す、 身心 ^樂 にして 勝炒 自在なる 寧、 第三 禪； -快樂 

にも 勝れた.^、  15{ に 歎ぎ 悲しむ 事 有べ からす、 常に 東 

大土寸 に 參詣し 給 ひて、 大佛を 拜み給 は い、 かなら す 一 

佛淨 土の 生 を受 べし、 何事 も その 時委 く. & べしと 書 

たりけ り、 是を兒 て且は 悲しみ、 且は悅 ぶ 寧 かぎ. 0 な 

し、 不思議な な. o、 かの 行隨の 朝臣の 返事、 此 

寺に はい まも ありと いふ、 地 藏の御 長 は 三尺ば か..^ 

ある 也、 西の方 は 東大寺の 撮錡 なり、 これ 八景 第 七に 

入 寺る、 
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剥^ 丹榲 映，， 古城？ 金權 十六 丈幡 蝶、 洪鐘撮動^^^:: 

e: 、誰 聽當初 第 一 聲、 久我太 政 大臣 入道 具 通 

をく. 霜の 花い つくしき 名 もた かし 

ふ b ぬる 却の 鐘の 響に ( J 一 雌 

往來の 人 いっとな く援 侍れば、 

釣鐘 や 諸行 無； 止に のせ 

この 鐘 櫻の 北の方 は、 淨土 堂の 古跡な り、 此堂は 阿波 

の 民 部 重 能の 建立お しなり、 本， おは 阿彌陀 如来な り、 

日本九品の內、下品下生の所なり、此^^に重能の石搭 

も あ. o、 義朝 公、 賴朝 公、 春乘 房の 石塔 あり、 北に 藤本 

權守 がしる しも あり、 されば いにしへ はいかな. 0 し 

堂 4:1 ぞ やと、 こしかた こ ひしう 覺ぇ 侍れば、 その 逸に 

立より てみ るに、 礎の あと もな /、 、 草木 しげ き 巾 に 、 

1 木の 花の 匂 ひこと なる に、 その かみの 事お も ひや 

られ て、 

お： に はな も. 0 にし あ とや 淨土堂 

0  二：：：： 堂 職 水 

此堂は 實忠和 W の 開 f:^- な，^、 尺嘗 にい はく、 赏忠和 _w 

夢中に 都卒 天に 至りて、 四十 九斌 1- 尼 殿 を 見た まふ 

に 、其 巾に お 念觀 -1^?! おと 名づ く る 所 あ り 、其 修法 は な 


はだ 信 慕し ける ゆ へ に、^ 衆に 乞て なら ひつ、 夢 さめ 

て 後修 法 を せんとお も ふに、 しかるべ き 本尊な か り 

ければ、 常に 是を 念じ 給 ふ、 ある 時 實忠攝 州 難 波 律 へ 

おはしけ るに、 沖の かたより、 闕伽 器に 十 一 面 舰昔駕 

して、 波に うかんで 东.. ^たま ふ、 實忠 大きに 悅て 取て 

兒た まふに、 銅像の 御 畏七寸 、暖 なる 事 人の はだ へ の 

ごとく 也、 聖武 天皇 是を聞 召れ、 すな はち 此 1 一：：：： 堂 を 

建立して、 彼 尊像 を 安置 せらる、 今の.^ 観音 是な り、 

實忠 毎年 1 一 ：=: 朔：： ： より、 一 一七 日の 間此 像に.： 1: て、 都卒 

天に て 習得た る 法 を 修し給 ふ、 天平 四 年より 初. 9 て 

いまにた ゆる 事な し、 是を修 二：：：： の 法と いふな. 9、 其 

始め 行の 內に、 初夜の 時分に 諸 神 を勸請 せらる 中に、 

若 狭 國遠敷 大明祌 とい ふ あ-^、 此神 寶忠に 託して、 ね 

がはく は 我 ii 伽 水を獻 せんと 誓 給て 後、 黑 白の ニ鹈、 

石 地 をう がち 飛 出たり、 其 跡より 廿， M 涌 出る、 實忠和 

尙 やがて 石 をた、 み 、關伽 井と した ま ふ、 今の _ ^狭 水 

Hl^ 也、 ある 時 天下 旱魃して、 此 井の 水 かれて、 二月の 

修法の 巾 、踢 伽 水な かりければ、 寺 衆 井の 邊に 集て、 

はるかの 若 州に むかひ 持 念し ければ、 たちまちに 水 

盈滿 しけり、 是ニ； 十二 日の 夜な り、 いまに 至，^ て 十 
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一 一 の 夜 は、 水 取と てい か めしき 規 式；^、 彼^ 狹の神 

の 前 を 流る、 川 あ b ヽ 此 時流 をた えて 昔な かりし か 

ば、 國民 あやしみ をな しける 所に、 此事を 5^ に 聞て、 

^は祌の送.=^給ひしにこそとて、 ^川を^^：：なし川と 

名付ける となり、 病 ある 者 關伽水 をのみ て、 お ほく； 牛 

癒しけ ると な..^、 實忠 和尙は 行の 內に 內陣へ 入て、 再 

びみぇ給はゃとぃひ傳へしなh^、 又內 陣に秘 佛の觀 

昔お はします、 行の あ. 9 さま は 書 あら はすに 及ばす、 

牛 王の 板 は 弘法 大師の 御作と かや、 凡 n 本 第 一 の 牛 

王なる べし、 靈驗 あらたなる 事、 惣て語 つ く，. - がた 

し、 禮 堂に 釣し 今の 鐘の 銘は、 妙 心 寺湛月 作な り、 過 

にし 寬文七 丁 未年 二月 十四 U の 早天に、 内陣よ. -出 

火して、 一 時に 炎上す、 秘佛の 尊像 火屮 にた、 せた ま 

ふ を、 まのあたり おが み 奉 り て 、諸人 奇異の おも ひ を 

なせり、 又^ 武 皇帝 の ij:^ 毫 の 華 嚴經、 光 明 皇后 の 親 喾 

の 湼盤經 、及 中 王の 印 板 やけす してい まにあり 、炎に 

以後 尊像の 靈驗 いやました まふて、 おなじき 九 年 皮 

戌のと し ー冉與 成就す、 堂の 北に 遠 敷大明 神の やしろ 

有、 南なる は飮食 大明祌 なり、 あるひ はい ひみち 北ハぃ 

ふ、 又鵜宮 とい ふ は、 彼黑 白の 二 鵜 をい は ひし 宮と 

^丄 十三 
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云、 若 狹水を 見廻. o、 鬼子 母 神 をお がみ 舉る、 これ は 一 

安 阿彌の 作と かや、 此 堂のう しろに 沙門お はし ま 一 

す、 また 堂內に 賓頭盧 尊者の 御影 も 有、 又 西の方に 寇： 

の 神と てお はします、 ある は蔬 殿と も又嘗 見の 明 神 

共 名付舉 る、 是 天照皇 太祌 にて おはします 也、 

二  G! 堂 や 行 ひなせ る 法の 庭 

1 、上の 坊に、 良辩 僧正 ほ 作の 御影 有、 毎年 霜：：：： 十六； 

H 開帳な り、  . 

0 法 華 堂 附观驗 I 神 

天； 牛 五 年に、 辨 僧正 開基の 堂な り、 本 翁 は不空 紹 索； 

の概昔 な..^  、是 良辨 の 作と かや、 世の 人 三 月 堂と い ふ 一 

なり、 また 金 鐘 寺 金 光明寺と も 名 付た b  、東の 方に 不一 

勸明 王お はします、 西の方に は地藏 菩薩 あり、 これ は 一 

光明，：： 后の 御作な りと いふ、 また 堂の ひんが しの 方 

に大黑 あり、 三月 朔 = よち 同 三日まで 開帳 あるな. CV  、一 

これ は 大師の 御作な り、 

うぐ ひす も來 てな け ほ、 う 法 花 堂 

うしろ 堂に 執 金剛 神の 像 あ，. >、 これ 良辨 僧正 童兒の 一 

時に、 安置 せられし 尊像な り、 釋 書に いはく、 平將門 

叛逆の 時、 此 像に 向て 降伏し ける に、 像忽 にう せて 見 


え 給 はす、 寺衆大 にお どろく ところに、 廿餘； H を經て 

かへ りた まふ、 天 冠 衣 巾 少しき 缺壤 あり、 是 はこの 像 

蜂と 成て、 將 門の 甲の 手 反よ. 0 いらせた まふ を、 將門 

の拂 ひし 太刀に て、 羽 先 をき. 9 おとしけ る^ 跡と か 

や、 さる ゆ へ にや 世の 人 蜂 《おとも い ふな， o、 

名に めで、：：：： もさし け. り 條の 宮 

月の出た る 山 を みれば、 天地 院の舊 跡 も ゆかし、 この 

堂 は 和 銅 元年 二  =： 十 n: に 建立 あ.^ しなり、 行 基 菩薩 

大和の 國. 中に、 八齒寺 造られし 第二の 伽藍 所な. 5、 法 

逮寺 ともい ひける とか や、 この 堂に て 延-膀 十七 年に 

八 講を行 はる、 これ U 本 第二の 八講 な. o、 しかるに 天 

富 九 年 九： =： 廿：： ： に 炎上せ しょ. o、 と，^ 立る わざ もな 

く、 たづね 入 人 もまれく なり、 今 天 神 山と 人 毎に い 

ひ 侍る は、 此 天地 院 のむ かしの あと 也、 

さく 花 ももと. ゝか は. 0 め や 天地 院 • 

〇 三味 堂 辨杉 

郭公、 はつね ゆかしき 四 e: 堂に 詣 ぬる、 抑 こ、 を 四： =： 

堂と いふ は、 一 一 E: 堂 三：！：： 堂に つ いき たれば、 かく 名づ 

けた. 9 ける にや、 本尊 は普赞 菩薩 也、 また 十 一 而魏 

昔 、不動明王、 沙門 あ b  、治安 元年に 仁 仙 法師、 助慶， 


上人 建立せ し靈 地な b  、しかれば 本尊 は 普賢なる に、 

四月 堂で 見る もや 餘 花の 普賀像 

この 堂の 西の方に 良辨 杉と いふ あり、 當初 良辨童 兒 

のとき、 此 木の本に 住し 給 ひける とな. 9、 もとは 櫟の 

木に て ありし を、 鳥 羽院の 御宇、 天 永 九 年の 九月に た 

ふれけ るよ し、 御順禮 記に 見えたり、 其 後 杉 をう へけ 

ると かや、 辨は ；6 濟氏、 近 州 志賀の 里人な. o、 ある 

は 相 州，.， もい ふ、 釋 書に いはく、  ra- 子な き 事 を かなし 

み 、観 昔に 祈て えたる 子な り、 一 一歳のと き は 桑 をと る 

とて、 兒を 木陰に 置け るに、 いづく ともなく 鷲 來て摑 

でされ り、 母 かなしみて の 飛 ゆく かた をした ひて、 

つ ゐ に 家に か へ ら すなり ぬ、 こ、 に 街 京 の義淵 僧正 、 

春 = へ參詣 有しみ ちに て、 彼 鷲の 養育せ る 子 を ひろ 

ひと. 9、 五歲 のとき はじめて 學文を させ、 成長せ るに 

及で、 師の義 、淵に 法相 をう け、 慈訓 法師に 華嚴の 奥旨 

をう けて、 いよ/、 學文 さかん なれば、 聖武 天皇 敬崇 

を 加 へ たま ひ、 天平 齊宇四 年に 僧正と なり、 寶龜四 年 

問 十 ； 十六 日に、 八十 五に して 終. 9 給 ふ、 其 はじめ 

母 たづね て 山河に さまよ ひ、 三十 餘年 を經て 古鄕に 

歸 ける 時、 舟に て 淀 河 を 上る お. 0 ふし、 船屮の 人の い 
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はく、 世に ふしぎの 事 有、 南都 東大寺の 良辨 法師、 年 

ゎづ か卅餘 にして 學 文人に こえ、 帝師 となれ. 9、 その 

むかし 義淵 僧正 鷲の 兒を摑 行 をと りて、 やしな ひた 

まひけ るが 成長せ るな りと かたる、 ゆき、 も あ \ す、 

これ やわが 子なら むとうた が はし さに、 南都に 來り 

て此 東大寺の 比丘に 近づき、 ひそかに 此 よしを かた 

る、 され ども 良辨 は高贵 な. 9、 うばのい ふ事德 をけ が 

すに 似た b  、我 かく と 吿ん事 思 ひも よらす、 もし まこ 

との 母なら ば 其 よしを 札に しるして、 路邊に 立 置た 

まふべ しとい ひければ、 をし への ごとく 札に しるし 

て、 道の かたはらに、 立 置け るに、 折 ふし 良辨泰 日參 

詣 せられけ るが、 札 をみ て、 輿 を S めて 老母に ちかづ 

き、 誠に 師の義 淵 我に のた まひし に すこしも たが は 

す、 我つ ねに 1^ にあ ひ 見ん こと をお も ふに、 叶 はすし 

てむな しく 年 ：！：： を 送る 所に、 今 廻り あ ふこ そ 嬉しけ 

れ、 さりながら 印なくて は 、誠の^と 知が たしと 有け 

れば、 母な くな くの たま ひける は、 我む かし 子な き 事 

を かなしみて 、観音に 祈りて えた. りし 子な. o、 故に 一 

寸八 分の 觀世昔 の 小 像 を きざみて、 兒の くびに かけ 

置ぬ、 鷲の つかみし 時 も 彼像猶 おはし ましき、 これ ぞ 

二百 五十 五 
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我 子の しるしな りと あ.^ ければ、 良辨： ^をな がして、 

我七歲 の ゆ、 篛淵惯 疋観ー の 小 を さ づけて、 我汝を 

えし 時、 此像汝 が 頸に か、 れ. 9、 定て父 a- の 付た るな 

る ベ しとて、 取 出して あ，；：！ へ 給し よ， o、 身 を はなさす 

持 侍る とて、 懷 より 像 を 出して ゆに 渡し、 互に 親子な 

る 事 を 知て、 やがて 打 つれ： i り 給 ふて、 院 のかた はら 

に |；5； 參ら せ、 よくく 巻 給け ると ぞ、 猶其母 を 神に 祝 

て、 大佛 殿の 西方に、 子安宮 とて 今に 有、 

僧正 は 驚の 養育せ しなれば 方便 杉と 申 ベ きなり 

〇 八幡宮 附新造 M 

當社 は柬大 寺の 鋭.： ^なり、 释 書第廿 二に いはく、 天. 牛 

廿 一 年 十月に 、八幡 大祌 託して 京に むか ふ、 官夫 みち 

すが ら酒肉 を 食 は す、 けがれ を のぞきて 、同 十 二月に 

都へ むか へ 奉り、 新 殿 を 造りて かりに 移し 奉る、^ 大 

佛の像 成就せ しによ. 9 て、 武、 孝 謙の 兩皇 行幸 有 

て、 尊像 を 禮し給 ふとき、 八幡 大祌社 女に 託して、 寺 

に 入て 佛像 を禮 した まふ、 其後此 地に 宮柱 ふとし き 

立て、 遷宮 有しな り、 初 は 池の 邊、 石淸 水の 東の かた 

にお はし ましけ る を、 鎌 倉の 最明寺 入道-吋 賴朝ほ 今 

の 社に 移した まふ、 こ、 に寬永 十九 年 霜 月 廿七： Z に 
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炎上せ るに よりて、 か. 0 の 御殿に， うつし 奉け るな り、 

花の 陰に しるよ しして や か ,o 御殿 

この やしろの 南の かたなる 石塔 は、 ^武. お 帝の 御 制 

髮を 納め 舉り し所な..^  、新造：^5^ に は 、安 1： 彌の 作 の あ 

みだ 如來 おはします、 また 五 刼思 惟の 阿彌陀 あり、 こ 

れは 春乘房 大^よ. > 得て歸 ちれし とか や、 善導 大師 

の 作な りと いひ 傅 ふ、 今 一 體は 玉刼院 にあり、 かたは 

らに大 黑辨才 天 あり、 これ は 市 守 おの 持拂 とい ふ 

0 手 向山 附； 11 

八幡宮の 後の やま を、 手 向山と い ふ なり、 又此 山を武 

藏塚 とも 號 するな， 9、 能 阁 の 歌枕に いはく、 大納； u 兼 

武藏 守良峯 安世 卿の 菜 所 を武藏 塚と 號す、 かの 卿 を 

神 に^め 舉. 9 し 所な り、 素性 法師 手， M に はつ いりの 

釉も きる べきと い ふ 歌、 此 ところに て 詠 じた. o、 また 

古今の 抄に いはく、 かすが 大明 神へ 參る みちの^に、 

大納言 正三位 .ぉ 峯安世 兼武藏 守が 死た りけ る 墓所 

を、 武藏 塚と いへ り、 大きなる 森に て 侍 る、 安世 を や 

がて 神と いは ふ淼 なり、 それに 表り て 素性が よめる 

狄、 
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もみ ぢに あける 神 やか へ さん 


又菅 丞相の 御うた に 

wf; 此 たび はぬ さも とりあへ す 手 向山 

も^^ぢの にしき 卿の i.6 に./, \' 

この 所 を やがて 武藏 様と いへ..^ とぞ、 されば 武藏塚 

と は 手 向山 を い ふ な h^  、良峯 安世 は 、素性 法師の 父 

な. 9、 又い はく、 むさし 野 は 若草 山の ふもと、 松 生 茂 


b たる 所な， o、 これむ さし 塚の 邊 なれば、 武藏 野と は 

いふなるべし、  - 

む さし 野 は け ふ はなやき ぞ 若草の 

つま も- J もれ. 0 我 もこ もれ. 0 

古今の 抄に いはく、 このうた は 業 平 朝臣 、一 一條の 后 を 

ぬすみて、 ^の 域より ならの 故 京へ ぐした てまつ り 

ける ほどに、 御せ うと 基經 大臣、 國經 大納言 此 一 】 と を 

き、 てと. 5 かへ し 奉 b 給け る 時、 后の よませた まひ 

ける うたと なり、 されば いせ 物が た に はむ さし 野 

とい ひ、 古今に は 春 = 野の 中に あるに よ， りて、 かすが 

野と はな をし 入られけ ると な， hN、 

辨慶 が貌の 色と もみ ゆる かな 

木々 のしげ りの くろき 武藏野 

〇 若草 山 附逢火 塚 . 

こ 、を 皆 人つ いら を 山と いふ は、 九折と いふ ことに 

や、 ふもとに 笠荒祌 をう つし 舉る石 荒神 あり、 また 野 

祌 とて 社 あり、 これ 七夕な り、 春 = の 末社に てお はし 

いま も 猶妻ゃ こもれる 春：！ I 野の - 

わかくさ 山に #1 ぞ なく 中務 親王 
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種 かすが 野の 若草 山に 立 雑 子の 

今朝の 羽 昔に めをさまし ぬる 好忠 

若く さや 雪に 山 靑く山 白し 

七夕の やしろの ほと b に、 逢 火 塚と いふ あ， c  、むかし 

とも^ょ.1^石淵へ かょひたる法印と、 兒 のしる しと 

かや、 死て 後 も 火と な b てた が ひに 通 ひ、 この 邊 にて 

つねに 行 あ ひける となり、 まことに せつなる こ.、 ろ 

ざし、 きく さ へ 胸 を こがし 侍る、 

ほたる もや かよ ひ 逢 火の 嫁の もと 

千手院 谷と て、 わかくさ 山の 麓に あ. 9、 いにしへ 千 手 

院と いひし 緞冶、 この 所に 住居し、 太刀 刀 をう ちた る 

とい ひ 傅へ し、 

〇 東南 院附 西南 院 

:G ハ觀 十七 年に、,^ 寶 僧正 初て 造. 0 給 ふ、 本尊 は 如意 輪 

觀音 にて おはしけ ると な.^、 いま は 此院に はわ づか 

なる 堂 一 宇 侍り、 それさ へ楝 ばかりにて、 本尊 も 渡ら 

せ 給 はざる な..^、 此 ところに 託宣の 池 あ. 9、 伏 見院の 

御宇に、 此 東南 院に聖 珍 法 親王と 申 奉りて、 伏 見院の 

皇子 住せた まひし とき、 池の 上に 三 社の 託宣の 文字 

あら はれたり し を、 聖珍 親王 書と めさせた まひて、 世，. 


に弘 めた まひけ るな り、 また 如意 池 如 怠 塚と いふ あ 

り、 聖寶尊 師五師 子の 如意 を 掘 出した まひけ る 跡と 

かや、 この 如意 は 興 福 寺 維摩 會の時 出るな り、 この 如 

意な きとき は此會 おこな はざる よし、 释 書に 見えた 

り、 水中に て 作る とか や、 ， 表に 五 師子、 裏に 獨鈷ぁ 

.5、 願密の ニ敎を 表せるな り、 iii, ぉ尊師 は、 延喜九 年 

七 e: 六：：： に、 七十 八に て 入寂 あ.. > し を、 佐 保 山の 束 善 

鐘 寺に 葬 ける とな. 9、 また この 西の方 は 两^ 院の 

舊跡 なり、 これ は 藤 原^ 子、 御 建立 あ.^ しなり、 いま 

は 東南 西南と もに、 諸 堂 はたえて 田と なりし かど も、 

むかし を わすれぬ 築地の かまへ に、 少し 名殘は 侍る 

なり、 

東南に 9 パを おこす や 花の 風 

〇 眞言 院附 新禪院 

むかし は南院 とい ひける を、 弘法 大師 入 寺 有て、 眞言 

の 法を弘 めた まひ、 眞言 院と名 づけ 給け るな り、 释 

書、 盛衰 記 等に いはく、 養老 年中に、 中 天竺の 善無畏 

三藏來 朝して、 眞言の 法を弘 めんと し 給 へ ども、 极機 

あまねく 熟せ ざり ける にや、 三藏 所持の ffi^ 盧. 舍那經 

を、 當國高 市 郡久米 寺の 東 塔の 柱の 底に 納めて、 この. 


所に 來り、 後に 此地 眞言 の 靈 21 と な ら むと いひて 、善) 

無 畏は歸 磨し 給 ひに けり、 其 後 弘法 大師 出世し 給 ひ、 

內外 ことん，， -く 通達して 後、 諸 佛內證 不二の 法 問 あ 

るべ しとて 、當 伽藍 盧 や：： 邪佛 に 祈誓 有し に 、夢想 の 吿， 

ありて、 彼久米 寺の 大經を 感得し、 勅 を-蒙りて 渡海 入： 

唐し て 、眞言の 秘密の 奥義 を傳 へ て 、大同 年中に 歸朝 _ 

し、 東大寺-の 別當に 補せられ、 勅命に よりて、 此 寺に！ 

うつ. 0 居た まひけ るな， o、 此院の 額 は 大師の 五 筆な 一 

り、 今 ある はむかし のうつ しなり、 是は當 所の 住人 > 

井上氏重時寄附な，.=^  、御影供 に まふ でけ るに 、贵賤 な： 

み 居ければ、 わけい，. >  がたくて 下，！： するとて、 一 

參.^ 衆なら ぶ や 二重 御影 供  • 一 

此 あちの 新禪院 は、 もとは 念佛 堂と いひけ ると なり X 

天慶 元年に 明 珍 僧都の 開基な り、 本尊 は 如意 輸觀ー 者 一 

な. o、 中興 開山 は 中道 上人と いふ、 此院 へ も 御影 供に 

は、 諸人 まふで 來る なり、 .  . 

眞言 院 に 善無畏 の 掘 給 ひし 井 有、 脇に ちいさき 足跡； 

の 有 石 有、 是は此 水 守護の 爲に、 護法 善 神の たち 給 ふ 一 

石 也と い へ ，.^、こ、なる堂には、小野の筵の作の地藏 

おはします、 又 大師の 御影 有、 愛染明王 もお は します 


なり 

〇 戒爐院 ■ 

^^武天皇の勅に より て、大§,:龍興寺の廢眞、白塔寺の 

法 進 思 託 等、 をのく 來 朝して、 盧舍 那佛の 御前に し 

て、 天皇に 菩薩 戒をさ づけ 舉. o、 拆中 天竺 那蘭陀 寺 

に ひとしき 地味 を たづ ねられし に、 此戒 擅院の 地味 

おなじき によりて、 天平 勝寳六 年に 事 初め ありて、 七 

年 九月に 造畢 せり、 埴の 角に は 金 銅の 四天王の 立像 

を 造りす へ、 おなじく 十 1=： 十三 a に 供養 を とげさせ 

給け るな. 5、 五 百 粒の 佛舍 利金 塔に いらせお はし ま 

す、 本尊 は 千手観音な. =>、 毎年 六：：：： 十八 日に 開帳 あ 

り、 此佛は 大內の 二 間の 本尊に てお はします を、 後 白 

河院 より 實相 上人に 給 はりけ ると かや、 又 愛染明王 

あ. 9、 これ は 港康の 作な り、 ひんが しの 方に 受戒 堂 あ 

,9  、再興の 施主 は、 郡 山の 城主たり し 大和 大納言 豐臣 

秀長卿 の 後室 慈雲院 な， . 額 は 當寺 の 觀音院 の 筆と 

い へ b 、又い はく、 實相 上人 は 當院巾 興 開山 也、 

これ も 又う け よろこぶ ゃ贫 僧の 

鉢なる 米の 名 も 菩薩 哉 .. 

0 穀屋附 
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こ、 なる 鐘樓 のかね は、 祇園 精舍 の资耀 なりと いふ 

はまこと にや、 また ハ  1 塚と いふ 塚 あり、 これ は 大佛草 

創の 時、 良 辨と靜 ひける 辛國の 行者の 〈1 を 納めし 所 

なり、 東大寺に 怪事 あれば、 かなら や 鳴動す ると か 

や、 また 氣比氣 多の 明祌 も、 この 邊 にやしろ あ. 9、 さ 

て 西 塔の 跡 を 見廻る、 夫西烬 "は、 朱 雀院の 御宇、 承 平 

四 年 十月 サ 九：：！ に、 雷火に て燒 ける となり、 又 東 塔 も 

したわる、、 これ は 野 田の 入口に、 いまに 礎の こ. 0 た 

.9、 天平 勝 资五年 三月 三日に、 造 立 有し を、 長 保 二 年 

の 十：！：： 十九：：： に 炎上せ しなり、 東西と もに 七重の 塔 

とか や、 それ はさ も あれ、 こ、 なる さくら をた いに 見 

すぐさん やと、 人の い ひければ、 穀： Hli とい ふ 寧 を 句の 

中に 入て、 

世が たりに 時 こく やうつ す 花の 陰 

又^ は 七 宽 なれば 

塔の 陰の 花 は 七重 賓樹 かな 

0 知 足院附 

先. 武山 をな がめ やる に、 その かみ 大佛造 立のと き、 

鎢物師 廿五人 其 功 終. 0 て 後、 この 4^ 武 山に 入、 西 を さ 

して 飛 さりぬ、 これ 廿五 のぼさつ、 人と 變 じて 大佛を 


造らせ 給け ると な. o、 其後此 山の 麓に やしろ を 作り、 

廿 五所の 明 神と め 奉る、 この. H をもサ 五所 山と い 

ふなり、 件の 殿 は 上生院 とい ふ坊 にい まにあるな 

.9、 いとすせ うに あ. 0 がた し、 

後々 までのつ たへ にせよ と廿 五の 

ぼさつ は 世に ゃ顯 はれ ぬらむ 

0 , .> の 知足院 は、 寬永 年中に 、高 雄の 七禪師 建立 f 

て、 赛！ Z の 御作の ぢ ざう ぼ さ つ を 安置 せらる 、なり、 

さく 花 もお なじから す や 知足院 

また こ ゝなる御倉は、正倉院と號するなり、是東大寺 

の资藏な.^、世に匂ひかくれなき^奢待、大紅#1^と 

い ふ 伽羅 は、 この IS 藏に 納めて 有な り、 はじめの 名 は 

熟 香と いひし を、^ 武 天皇 改名した まひ、 蘭 奢 待と 

いふな. 0  、東大寺と いふ 文字 も、 此蘭奢 待の 三 字のう 

ちに こもれり、 又 鴨の 毛の 屛風 とて、 十五 町 西なる 法 

花 寺へ ついきた ると いふ 屏風 あり、 其 外 聖 武 孝謙兩 

白 の御寶 物、 こと ^くこの 御倉に 納ま. 5 しな. 5、 此 

邊に 藏王權 現の やしろ あり、 これ 此 御倉の 鎮守な り.、 

香に に ほふ 花や 1=1^ 名 も 蘭 奢 待 

鴨 毛鮮風 銘文 


lii 好 田 良 易二以 得ジ穀 

詔 辭之語 多い 悅會ン 情 

正直 爲ぃ心 神明 所レ祐 

父 ゅ不レ 愛二 不孝 之 子， 明君 不レ納 一, 

淸 贫長樂 獨富恒 愛 孝當ぃ 竭レカ 

君臣 不に信 國政不 い 安 父母 不レ信 

又此 北に 穴 地蔵と て、 弘法 大師 石の 洞 

ひし 地藏 あ.. >  、寺號 は { 仝 海 寺と いふな.： 


君 賢臣忠 易， ー以 至ジ豊 

正直 之 言 倒い 心 逆レ耳 

禍福 無， 門 唯 人 所レ招 

不益之 臣- 

忠則 盡レ命 

家 BMhr レ.^ 


作， 
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〇 中 金堂 

當 寺の 濫觴 は、 御顺禮 記に いはく、 人 王 卅六代 皇極天 

皇、 當國高 市 郡 明 香 川原の 宮 にお はし ましけ ると き、 

蘇 我 入 鹿 大臣、 天下の 權を 執て、 朝廷 あやう か. 0 けれ 

ば、 齊明 天皇 四 年に、 中臣內 大臣 大織 冠、 彼 入 鹿 をう 

たんが ために、 願を發 して 丈 六の 釋迦の 三 尊 を 造ら 

せ 給 ふ、 いまの 金堂の 本赏是 なり、 天智 天皇 未 皇子に 

てお はし ましければ、 大織 冠と ともに 此入鹿 を 討て、 

國 の 政 を たいさんと、 常に かたら ひた まふ、 さて 此願 

によりて、 おも ひの ごとく 入 鹿 を 討て、 國をを だ やか 

に 持せ 給ければ、 天智 天皇 大織冠 を祖の ごとくに、 重 

く あはれ み 給 ひける とな， 5、 其 後天 智 天皇 八 年に、 嫡 

室 鏡 女 王 、大織 冠 の 御爲に 、山城 國 宇治 邵山階 の鄕に 

伽藍 を 立て、 此丈 六の 釋迦の 像 を 安置 せらる、 時、 山 

階 寺と 名 づけ、 次に 天武 天皇 元年に、 都 を 高 市 郡に 遷 

さ る、 時、 彼 山 階 寺 を 高 市邵厩 坂に 引 移し、 滅坂 寺と 

號し、 そのの ち 元 明 天皇 御宇 和 銅 二 年に、 都 を 此奈良 
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の 地に 移さる、 時、 內 大臣の 正 胤 淡 海 公、 彼^ 坂 寺 を 

こ、 に 引 移し、 額 を あらためて、 興 福 寺と 號し、 同 七 

年 三： 五 H に 供養 を遂、 法相 大乘 の靈 地と なし 給へ 

b  、凡 天下 無雙の 伽藍 也、 

光 明 皇后 山 階 寺に あ る 佛跡 に 書付 給け る 

§1 みそか あまり ふたつの 姿 そな へたる 

むかしの 人の ふめる 跡ぞ これ 

山階寺にまか..^けるに、宗延法師にぁひて、ょ 

もす がら 物い ひ 侍け るに、 有 明の 月 三 笠 山よ 

,0 さしの ぼ り ける を 見て よめる 

簡花 ながら へ ばお も ひ 出に せよ おも ひで よ 

君と みかさの 山の端の； I： 琳贤 法師 

南 大門に は、 金剛、 形 像 二 黄 子 あり、 中 門に は 金剛、 力 

士のニ 量子 あり、 中 金堂 は、 是興福 寺 本堂な り、 本尊 

は、 かの 大織 冠の 造 立 あ.^ し 釋迦の 三 尊た b しが、 た 

えて 後、 今の 佛は藤 山と いひし 佛師の 作と かや、 さて 

いまの 堂 は、  <ム 方 鹿 園 院義满 公、 應永六 年に 輿 あ.^ 

しなり、 四天王 あ. -、 脇 士に藥 王、 藥上、 妙幛、 無！^ 意 

の 四 菩薩 有、 七寳莊 厳の まきばしら あざやかに、 瓔珞 

あたり を か いやかす、 されば 寿 の 御 神木、 此 金堂に 
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わたらせ 給 ひける 時、 吿 させた まひし 御祌 詠に、 

三 笠 山 雲井 はるかにみ ゆれ ども 

眞 如の 月 はこ 、にす むかな 

手.： 1： る や 堂の 名に ある 金 草 

〇^ま附維摩會の^$- 

此堂は 天平 七 年に 造 立 ありし なり、 本尊 は 上品 上 生 

の 阿彌陀 如來、 安 阿彌の 作と かや、 又淨名 居士 文珠ぁ 

り、 この 堂に て 維摩 會を行 はる 、なり 、十：！： 十日より 

十六 n まで、 七 ケ：： ： が 問な り、 十六 日 は大織 冠の 忌日 

たる ゆへ なり、 抑 維摩 會の 濫觴 は、 公 寧 根源に いは 

く、 大織冠 祸惱に を かされた まひ、 いま はと 見えさせ 

給け る 時、： 濟の尼 名 を 法 明と いふ 人 あり、 大臣に. S. 

されし は、 我 大乘經 を 持、 名 を 維摩 經と いふなり、 そ 

の經の 中に 問疾 品と いふ 所 あり、 もし 是を讀 誦した 

ま は い、 御 病 はな をら せた ま はんと 申に よりて、 則此 

1 口 『を 誦する に、 いまだ 誦じも 終らざる に、 大臣の 御 

病な をら せ 給 ひき、 大臣 稽货 合掌して、 生々 世々 大乘 

に歸侬 せんと 誓 はせ 給 ふ、 しかるに 維麼會 は、 和 銅 七 

年 に 淡 海 公 興；， t せらる、 はじめは 會所も 定ま ら ざ り 

しに、 延^ サ 一 年に 當 寺に 留 りてい まに 斷絕 なし、 さ 


れば菅 丞相の 御作に も、 

名 開 1, 三國， 會留 二 輿 福， 朝 之 爲：， 朝 蓋 是會カ 

また 背 丞相の 御 筆の 緣起 あ.^、 諸人に いた^かせる 

如意 は 、彼 柬南院 の iJii 寶尊 帥の 所持の 如意 f  、此會 

の fl 師は、 帝释 天の 札に 記さる、 とか や、 西 撰集抄 

にい はく、 むか し 興 福 寺に 壹和 僧都と いふ 人 あ-り、 維 

會の 講師 にならん とお も ひし を、 はか ら すし て 性 

-延と い ふ 人に こされて、 せんかたな くや 思 はれ けん、 

我 僧坊 を 捨て、 本尊 持經 ばか.. -を 竹の 笼に 入つ、 、な 

く-^ 春 曰 大明祌 の 御前に まいりて、 いま はの 法 施 

まいらせ、 いづち ともなく 立 出て、 尾 張の 國 あつたの 

みや を 過し 時、 けし かる 禰宜 一 人 来りて、 壹 和に いふ 

やう、 汝 うらみ を ふくめる 事 あ. 9 て、 本 寺 を はなれて 

まよ へ り、 人の なら ひ うらみ はたえぬ 物 なれば、 理り 

にし 侍れ ども、 こ、 ろに まかせぬ は 浮世な り、 陸奧國 

ゑび すが 城へ とお も ふと も、 そこに つらき 人 あらば 

また いづく へ かこえ ゆかん、 たいい そぎ 本 寺に かへ 

,0 て、 日ごろの 望 をも遂 べしと いひければ、 其 時壹和 

頭 を たれて、 おも ひも よらぬ 仰 哉、 か、 る 乞食 修行者 

-  >  、なにの うらみい： る べきと いふ に、 禱宜大 きに あ 
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ざけ りて、 つ ゝ めど も かくれぬ 物 は 夏む しの、 身より 

あまれる おも ひな けり、 とい ふ 古歌 をいだ して、 汝 

維摩 會の 講師 を 性延に 越れ て、 うらみ を ふくむに あ 

らす や、 講師と いふ はよ な、 帝釋の 札に 記すな り、 其 

次 はすな はち 性延、 壹和、 篛操、 觀理と ある な 、帝释 

の 札に 記しぬ る も、 是 みなむ かしの しるべ f  、とく 

とく 憂 念 を やめて 本 寺に 歸る べし、 汝 はさら に 情な 

く 我を捨 つと い へど も、 我 は 汝を捨 すして、 これまで 

した ひしめ すなり、 春 H の 山老、 骨， 已に 疲れぬ とて、 

穴ぶ にあがらせ 給 ひければ、 僧都 かたじけなく たっと 

く おぼえて、 いそぎ 歸 b 上られに け， 0-、 かの 細梵は 春 

H 大明 神に てお はし ましけ ると かや、 まことに 神の 

吿 させた ま へ る ごとく、 熟 田より 上りて、 四 年 をす ご 

して、 維摩 會の 講師 を 承. りけ るよ し、 元亨釋 書に もみ 

えたり、 また 僧都 光覺、 維摩 會の 講師の 請 を 申け る 

を、 たびく もれに ければ、 法 性 寺 前 太 政 大臣に うら 

み 申け る を、 しめ ぢか はらのと 侍け る、 またのと しも 

もれに ければ、 

ちぎ h- をき しさせ もが 露 を 命に て. 

哀れ 今年の 秋 もい ぬめ 基 俊 朝臣 

二百 六十 三 I 
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とよみて を くられけ ると かや、 光 覺は基 俊 朝臣の 息 

な， 9、 これ 三會の 中に も 殊に 勝れし 會な るべ し、 勅使 

など 立せ たま ひて、 東大寺、 興輻 寺、 そのほか 近邊の 

寺 衆、 この 堂に 出仕して、 さまぐ の規式 あり、 かた 

b 出ん もな が/, \« しさに、 筆 を さも をき て、^ 歌、 

維摩 會の 講師 を のぞむ 僧 達 は 

.  文珠に まさる 智惠ゃ 持らん 

又 この 堂のう しろの 壁に、 不動明王の 形 像 あり、 これ 

は 般_= 寺の 松葉 上人の 筆と かや、 むかし 此邊に 妖怪 

の 者 ありて、 人 をな やましければ、 上人 不動の 像 を 書 

給 ひしょり、 ふた、 び 見え やなりに しょし、 人の かた 

侍しな. o、 此 上人の 書た まひし 像 を、 松葉の 不動と 

いふ、 さて 本尊 は あみだ 如來 なれば、 

もらさ じと かねてち かひの 阿彌陀 さま 

後世に かなら すすく ひ 給 はれ 

C す 金堂 P 東 院舊跡 

御順禮 記に いはく、 この 堂 は神龜 三年 七月に、 聖武天 

皇御 伯^、 元 正 天皇 御惱の 時、 寢膳 平安の 御た めに、 

藥師の 像 をつ く. 9 て 安置し 給 ふ、 左右 は u 光、 月光、 

梵天、 帝釋、 四天王、 十一 一 神將、 下座に は 文 珠維糜 あ， - 


 二百 六十 四 

いまの 本尊 は、 應永ー 一十 二 年に 鑄舉 b ける とか や、 ま 

た此 堂のう しろに、 金 銅の 释迦、 觀昔、 虛穴 H 藏ぉ はし 

ます、 これ は敏達 天皇 八 年 十：！： に、 新羅 國ょ. 0 渡しけ 

る佛法 最初の 佛像 なり、 釋迦の 下に 宇賀神お はし ま 

す、 释迦を 守護の ために、 猿澤の 池より あがらせ 給 ふ 

とい へ..^、 又 板佛の 十二 神 あり、 これ は 弘法 大師の 御 

作な. り、 また 金 岡 筆の 湼盤像 あり、 七 z: 十五に は In- び 

らを 開て、 諸人に おがまし むるな り、 

とく ひらく 花や 最初の 佛の座 

こなたなる五^5:の塔は、 天平 二 年 四月に 光 叫 皇后の 

御 建立、 東 は 藥師、 西 は 阿 彌陀、 南 は 释迦、 北 は齊^ 佛 

なり、 また E:n 宮は、 千 珠滿珠 をい ぼひた る宮 な， 9、 

はじめは 手 分の 森に あ. 9 ける を、 此 所に うつし 奉り 

ける となり、 總宮 ともい ふなり、 柬の方 は柬院 山、 む 

かし 東 院の柬 堂、 西 堂、 段地藏 堂と て ありし は、 炎上 

以後た えけ ると かや、 東 堂 は 天平 寶字八 年に、 藤原豊 

成 公の 草創た..^、 西 堂 は 同じき 四 年に、 惠美 大臣 造 立 

せられ、 観音 を 安置す、 これ 本山 階 寺の 東院 なる よ 

し、 釋書廿 二の 卷に 見えたり、 地 藏堂は 寶龜ー 一年に 建 

立 ありし なり、 しかれ どもた えて 後 星霜つ も て、 い 


ま は 知人 もまれ なれば、 所 を 記せ る 文 もな けれど、 古 

老 のった へし 故に、 今こゝ にあら はし 侍る 也、 又 塔 は 

五重なる に、 春 日 大明神 法相 擁護の 御 事 思 ひいで、、 

塔 を てらせ 五重 唯識の s: の 影 

東の 方に 大 湯屋の 签 とて、 大 なる 签ぁ. 9、 鳥 羽 院の御 

宇、 永久 五 年に 鑄け ると かや、 

〇 西 金堂 

こ、 は 光明 皇后、 先妣 橘大 夫人、 往生 菩提の 御た め 

に、 天 六 年 正 十一 nn に、 造 立供義 ありし な， -、 御 

順禮 記に いはく、 抑此 堂の 起 は、 天竺 乾 陀羅國 の 王、 

生身の 舰昔を 拜み 奉らん とい ふ 願 を 發し 給け るに：. 

ぁる_^の夢に、これょり東海の^&、=本の國王の后光 

明 女を拜 すべ し、 それ こそ 生身の 觀昔 よと 吿 させ 給 

ふ、 夢 さめて おぼしめ すに、 見ん 事 かな ふべ くもなけ 

れば、 巧 匠 をめ して、 急ぎ かたち を 移し 奉りて 歸 るべ 

しとて、 = 本 へ 渡さる、、 其 時 光明 皇后 御 母の 爲に、 

佛像を 造らむ とお も ふ 願お はしければ、 此巧匠 を 召 

て、 急ぎ 阿 彌陀の 像 を 作 る ベ しと 有ければ、 巧 匠 申け 

る は、 母に 孝養の 志 深き 佛は、 釋迦佛 に 過た る はな 

し、 若 母の 御爲 ならば、 释迦佛 を 作らせ 給 ふべ しと 


て、 やがて 釋： il の 像 をつ く.^ 居け ると なり、 いまだ 眉 

間 を 作り まいらせ ざるに、 眉の 間より 光 を 放ち 給 ひ 

ければ、 只 K ま、 にて 有なん とて、 眉間の 玉 をば 入 ざ 

りけ ると ぞ、 さる ゆへ に 今に 白毫 なきな， 9、 此佛師 

は、 首羯磨 天の 後胤、 しもんとう しとい ひける とか 

や、 此佛像 を 本尊と して、 左 は 准 赋觏音 、如意 輪觀音 、 

藥帥、 梵天 帝釋 天、 地藏 菩薩、 右 は 十 一 面觀 昔、 楊柳 觀 

昔、 三方 荒舯、 本尊の 左右 は、 十大御 弟子、 天寵八 部、 

下座に は 天 燈龍燈 あり、 鐘 打と いふ は、 妙幛 菩薩、 其 

隣 は 羅喉羅 尊者、 總じ てこの 堂內 は、 释 尊御說 法の^ 

欉を うつしつ くらせ 給け るな， り、 ある は 二王 あ、 り、 安 

阿彌の 作の 四天王、 は 弘法 大師の 御作と かや、 また 

自然 涌 出 の 観世音と て 、厨子 に いらせお はし ます、 秘 

佛の像 あり、 これ は當 寺の 別院、 傳法院 の 本願、 修圆 

僧都の 弟子たり し壽廣 已講、 この 堂に 安 ii^ せられし 

なり、 御順禮 記に いはく、 修圓 僧都 尾 張 國に請 用し 

て 壽廣を 具して 上られし に、 賀茂 坂の 南、 こし. たの 池 

を 過る 時、 此已講 の 名 をよ ぶ聲 有、 見廻る に 人 もな け 

れば、ぁゃしさに立留.9てきけば、池^^り西の田の中 

なり、 彌 不思議に 思 ひて 行 見ら るゝに 、観音の 像お は 

. 二  }a 六十 五 
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します、. まことにた つと さ いふば か.^ なくして、 やが 

て負舉 て、 當 寺の 南 大門に 居 奉り、 寺の 衆 を 催し 

て、 安置の 堂 を 定めて 居 奉らむ とせし に、 さら U はた 

らき給 はや、 千 萬の 人 谷 手 を かけて 引 共、 うごかせ 給 

ふけし きもな かりけ るに、 此西 金堂へ とてう ごかし 

奉る に、 かろぐ と あがらせ 給 ひき、 それより 此 厨子 

にこめ 奉. て、 今に 扉 を 開く 事な し、 されば いづれ も 

誓 は すぐれたれ ども、 とり わきた つとむべ き は、 此堂 

の佛 像な り、 あ. 9 がた しく、 

地よ. 5 出る 觀ー 1^ 曰 草 や 手 向 草 

〇 南 圓堂附 法 華 食事 

春の 日 は南圓 堂に か- 5- やきて、 三 笠の 山に はる ゝぅ 

す 雲と いふ、 順禮 うた を つぶやきて、 この 御堂に まふ 

でぬ る、 御順禮 記に いはく、 抑此 堂の 尊像 は、 長 岡 右 

大ほ 內麼 公、 藤 原 氏のお とろへ をな げきて、 弘法 大師 

に 申 合て、 丈 六 三 目 八 餺の不 穴 ュ紹 索の 観 昔の 像 を 作 

,9 て、 安置 せらる、 され 共佛 殿い まだ 作る に 及ばす し 

て、 弘仁 三年 十月 六 H に、 五十 七に て 薨じ給 ひぬ、 閑 

院贈太 政 大臣 冬嗣 公、 先考の 志を遂 んが爲 に、 魄蛾天 

皇の 御宇、 弘仁四 年に 造畢 して、 供養 を遂 させ 給 ひけ 
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,9、 此 御堂の 鎮壇 は、 高 野 大師な. o、 不本； 紹 索の 觀昔 

は 左の 肩に 鹿の 皮 をき 給へ り、 されば 春：；： 大明祌 は 

鹿 を 使者と して、 鹿 鳩より 三 笠の 森に 移らせ 給 ふ、 是 

みなむ かしの 因緣 によると かや、 此 御堂の 壇 をつ か 

れし 時、 恭日 大明祌 人夫に まじりて 御詠歌 あり、 

はふ だらく やみな みの 岸に 堂た て ゝ 

いま ぞ さか へ むきた の 藤な み 

ふだら く 山 は、 八 角 九峯寶 形の 山 也、 四季に 藤の 花 さ 

かりにし げし、 されば 此堂は 彼. E を 移して、 堂の 形ち 

は 八 角、 楝には 九の 寶形 有、 是九峯 を 表せる とか や、 

藤 はとし ぐ 色香 をまして、 補 陀落山 もまの あた. 0 

也、 堂內の 四方に は、 八 祖師の 圆 あり、 束 南の 角に は 

天台 大師、 東北の 角に は玄奘 三蔵、 西南の 角に は惠和 

和 尙の檢 像 有、 木像の 四天王 は、 法 橋定朝 作と かや、 

南方 夭 の 踏 給 ふ 魁 形 は、 弘法 大師の 御作たり、 又六齟 

師は 常騰、 信 叙、 善 珠、. 肪、 行賀、 支賓 なり、 是^ 法相 

の 祖師な b 、此 堂に て 法 華會を 行る ゝ、 九 s: 晦 H よ. 9 

十 月 六日まで、 七箇 日の 間 也、 六日 は 願 生長 岡 右大臣 

內磨 公の 御总 H なる によ. て、 冬嗣公 此會を はじめ 

給 ひしょし、 公事 根源に みえた hx、 
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A チ代 を懸て 猶ゃ榮 へん ^1<條 臣ば^ 

いま ぞ さかえん に 長 問な， 0 藤の 陰 

一 、堂の ま へ に 金 銅の 燈爐 あり、 この 銘は 弘法 大師の 

御 筆と かや、 一 方の 銘 はかけ た. y、 

〇 北圓堂 

養老 五 年に、 元 明、 元 正の 兩皇、 淡 海 公の 御爲 にと て、 

御 建立 あ. 0 し 堂と かや、 本尊 は 梅 多隸佛 とい ふ、 彌勒 

菩薩の 寶號な b  、左右 は 無 着、 世 親な り、 又權 作の 四. 

天 王 あ b  、堂の 前に は 並木の 櫻 あり、 花 ざ か にこ ゝ 

に まふで、、 

花す でに ひらく や 南 枝 北圓堂 

0 窪 辨ォ 天附き js 

古記に 云、 13 蛾 天皇 御宇、 弘仁 年中に 弘法 大師、 天河 

の辨才 天に 參 籠して、 南圓堂 建立の 寄瑞 をい の た 

まふ、 しかる 所に この 地に、 生身の 宇賀 辨才天 現じた 

まふ、 其と き 大師 此 ところに 社 をた て、 勸 請した ま 

ふ、 いまの 窪の 辨才 天是 なり、 おなじく 南都の 內に七 

辨才 天を勸 請し 、尊像 を 安置 せらる、 その とき 餅 飯の 

供 具 をと、 の へて、 一 七 箇：" 法 施 をた てまつ る、 その 

と-ころ を 餅 飯 殿 町と いふな. o、 なを 此 町の 事 は、 大宿 


^半の { 仝 や 南に 圓き 堂の 

まことに 神 詠の ごとく、 藤氏 四 家の 內 にも、 北 家 こと 

にさ かへ 給 ひて、 いまの 攝家方 は、 みな 此北 家の 御 末 

なり、 房 前の 大臣 は 北 家の 御祖 也、 又 南 圓堂藤 は 八景 

第 八な-. -、 

花 構高排 玉座 舂、 紫 藤 花 照，, 紫 全身？ 我 先 昔 得 二 至誠 

感ハ 後世 子孫 爲 二世 Hi?  I 衞關白 左大臣 道嗣 

花な みは 祌 のことば の 花 なれば 
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所の つぎに くわしく 書の せ たれば、 まづ さし をき ぬ、 

さて 又聖 天宮 は、 一 言 生と いふ、 かつらぎ の祌 これな 

り、 春 ：11 大明 神の 末 IK な， o、 其 ほと. 9 なる 五つの 石 

は、 般若 波羅蜜の 五 字 を 表するな り、 むかし 此 やしろ 

のまへ に、 木 機 樹の木 あり、 治 承の 亂に、 東大寺 與福 

寺 炎上せ ると き、 餘炎此 木のう つ ほに うつ ひて、 けぶ 

,9 立け る を、 軍 しづ ま. 0 ければ、 大衆の さたと して、 

水 を 木のう つ ほに 入る 事 ひまな かり けれども、 けぶ 

.0で>5,,- ざり ければ、 うちすて 、をき ける に、 七十 餘； n 

を經て 太 政 入道 淸盛公 病 付 給 ひけり とい ふ H より、 

けぶ..^ おびたい しくた ちけ るが、 入道 七：：：； とい ふに 

蘂じ たま ひたりし：：； より、 煙た、 すして、 火 かきけす 

やうに うせに け. o、 さし も ひさしく 燃た-. 0 けれども、 

枝 菜 もとの ごとく さか へた，^ ける よし、 盛衰 記に み 

えたり、 又 かたへの やしろ は、 陀 天の 宫 なり、 坂の 上 

にある は、 眠の 明 神と いふ、 こ 、なる 三重の 塔 は、 つ 

ねに ひらく 事 もなければ、 

花 もま だ つ ぼ みぞ 塔の 九輪 草 

〇< 良 堂 

本尊 は 千手観音な り、 また ひがしの 方に、 一 言觀 昔と 


てニ佛 あり、 左 は 十 一 面、 右は不 i 仝？ i 索の 像な り、 和 一 

銅 年中に 建立 有し 堂 也、  一 

食堂の 手 向に せば や 米 ざ くら  _ 

前なる 堂 を 細 殿と いふ、  j 

細 殿で 見る景 もよ し 朧月  < 

この 堂の 北に 憲 殿と いふ 堂 あり、  や 

〇 中 院屋附 一 

この 屋には 佛舍利 を 安置 せらる ゝ なり、 わきに ちい； 

さき 靠駄天 あ. 9、 春 H の 御作の 文珠 あり、 こなたなる 

堂に は、 迦羅陀 山の 地藏 ぼさつ おはします、 これ は 安一 

阿彌の 作と いふ、 ニ宽 六角の 寶 塔に は、 釋 迦如來 おは 一 

します、 前に は 池 を ほ， 9、 山 を 築て、 景地， ならぬ 所. 一 

なり、  一 

みよ はなの 最中 院の やへ ざ くら  一 

一 乘院 は、 本願 定照大 僧都と. S. たてまつる、 天祿 元年 I 

に、 興 福 寺の 別當に 補せられ たま ふ、 釋 書に いはく、 

定照 僧都 この 院に 住せ 給 ひし 時、 庭 上に たちばなの 一 

木 あ 、自然に 枯 ける 程に、 寺 衆 きるべし とい ひける 一 

に 、定照 大佛頂 を 誦した ま へば、 その =! よりめ づくー 

h- 、數 =經 て 枝葉 しげ て、 はじめより なを さか へた- 


b  、又 この 人 京へ 上. o 給 ひしに、 淀川に いたる ほど 

暴風に はかに 吹きたり て、 舟す でに 破れん とせし 時、 

天童 十 人 河 中より いで ゝ、 この ふね を捧 て、 やう やく 

岸に つくと おもへば、 かの 童子 かきけす やうに うせ 

にけ， 9、 供の 人々 ふしぎに おも ひて、 定 照に とひ 奉け 

れば、 いまの 童子 は、 十羅刹 女な，.^ とぞ 仰せられ ける 

と 也、 永觀 元年 三 H: 廿 一 =： に 寂し 給 ふ、 墓に 築 籠舉り 

ける に、 常に 誦經 の聲 しけ.^ とぞ、 又 松 室贞松 房仲箅 

已講の 住た まひし、 松 室の 葡跡 も、 この 御所の 寅の 

かた 也 、中等 は 出 所 しれす、 六 七 歳の 時當 寺の 北門に 

て、 喜 多院の S 晴 法師 ひろ ひと. 5 て、 養育した まひけ 

ると な. o、 安和 二 年に、 熊 野 山 那智の 瀧 もとにて、 般 

^心經 を 講じた まへば、 たちまちに 千 手 千 服の 像 を 

現じた まふ、 講 すでに 終って、 岩山に のぼりて 見ね た 

ま はすと いふ、 また 慈 恩 寺の 山に 入て 後、 出た ま は 

や、 た い 草鞋 をの こした まひけ ると もい へ，.^、 また 師 

の 本； 晴 僧都 は、 天德 元年 十二月 九 HJ に 年 八十に して 

天上した まひけ ると かや、 この 喜 多の 院 のほとりに、 

湔藏權 現 の やしろ あ. 9、 本 地虛签 藏ぼ さ つ 也、 松 室の 

あとい ま は iC い-無の みちの ベと な. i> しなり、 


、 一 


松 室 を 雪の あしたに きて 見れば 

. ゆき、 の 人の あとば. f-b な. 0 

cilK 八重 櫻 

こゝ なる は集會 堂と いふ、 本尊 は 阿彌陀 如來な 

へに 東圓 堂の 舊跡 あ.. >、 かの 名木の 八重 櫻い まにあ 


ま 


一條 院の御 時、 ならの みやこの 八 璽 ざ くら を 

人の たてまつり ける を、 御前に 侍りければ、 そ 

の 花 をた ま はりて、 歌よ めと お ほせられ けれ 

ばよ める、 

I 花い にし へ のなら の 都の 八 宽樱 

け ふ 九重に 匂 ひぬ る 哉 伊勢大輔 

無住の 沙石 集に いはく、 ならの みやこの 八重 樱 とき 

こ ゆる、 當時 も東圓 堂の まへ にあり、 その かみ 時の 

后 上 東 門院、 興 福 寺の 別當 にお ほせて、 かの さくら を 

めしければ、 ほ. りて くるまに のせて まいらせ ける を、 

大衆の 中に ある 法師 是を 見て、 ことの 子細 を 問ば し 

か<\« とこた ふ、 名 を 得た る さくら を、 左右な くまい 

ら せらる、 別當 返す/^ 不審な， o、 かつう は 色 もな 

し、 后の 仰 なれば とて、 これほどの 名木 をい かで かつ 
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か はすべ きとて、 やがて 貝 を 吹、 大衆 を もよ ほして う 

ちとめ、 別 富 を も拂ふ べしとの ゝじ け， 9、 此 ことに 

よりて いかなる 重科に もお こな はれば、 我 身 張 本に 

いづ べしと ぞい ひける、 この 事 を女院 きこしめして、 

奈良 法師 はこ、 ろな きものと おも ひければ、 わ..^ な 

き 大衆な. o、 まことに いろ ふかしと て、 伊賀の 國余野 

とい ふ庄 をよ せ、 花 垣の 庄と名 づけて 垣 を ゆ はせ て、 

花の さかり 七： "の あ ひだ 宿直 をして、 これ を まもら 

せ給けるとな，„=^、ぃまに此てらの領た.9とかゃ、 

建 久六年 東大寺 供養に ハ 打 幸のと き、 興 福 寺の 

や へ ざ くらさ か， 0 な. 0 ける を 見て 枝に 結び 侍 

る、 

^はふる さと、 おも ひな はて そ 花 櫻 

斯る 御幸に あ ふ 世 也け り 讀人 不知 

に ほ >  け， 9 け ふこ 、らうち 八重 ざ くら 

かた へ の やしろ は、 白山 權 現な..^ とい へ り、 
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〇 薪 能 

興 福 寺の 南 大門の まへ に をいて、 二月 七日よ..^ 十四 

日まで 有な. 9、 其 濫腐は ある 舊 記に いはく、 弘仁 十一 一 

年に、 興 福 寺 東 金堂 廿八 相の 花、 西 金堂 三十 二相の 

花、 六十 種の 香 花 を 飾り、 法相 擁護の 祖舯、 權實の 諸 

舯 を請勸 し、 供養 興行す、 此時大 唐の 人、 西 金堂の 庭 

に 伺 公して、 舞曲 をな せ.^、 法 會に晝 夜 薪 をた く、 是 

薪 能と いふ 初めな. 9、 彼 薪に 花 山 を 供料に 付ら る、、 

南都 北嶺の 薪と す、 しかる 所に 淸和天 る 御 C 十 ひ：： ；觀 

六 年に 懈怠す、 愛に iH, 觀十年 戊 子のと し、 猛風. 1.2 電し 

て、 堂 內ょ. 0 南 大門の 前の 地底に 風穴 開き、 芝 塊 ひる 

がへ し、 砂 天に 散、 一 凡 礫 落て 微 庭に 碎け、 一天 かきく 

も， 0 動轉 す、 有て 虚空に 聲 ありてい はく、 天に 俗 星 

出ば、 天子の 愁と 知、 四海に 戎起 らば、 我 園の 正 法. □ 

ぶと 知れと、 高らかに よば はって、 蒼 1K ほどなく 暗畢 

ぬ、 其 時 大衆 一 味 調 談を加 へ 、西 金堂の 能 を あらため 

て、 南 大門に 移して 興行す、 これすな はち 天下 泰平 國 


土 安全の 因緣 なり ひ：：； 覼十 年よ. 9、 延寶 三年まで、 八 

百八年になるな..^、 

煙まで まふ や 薪の 能の 場 

〇 猿 澤池附 

大和 物語に いはく、 むかしなら のみ かどに つか ふま 

つる 采女 あ..^ けり、 顏 かたちい み じうき よらな りけ 

れ ば、. 人々 よば ひけれ ども あは ざ. 5 け， 5、 あはぬ 心 

は、 みかど を かぎ. 9 なくめ でた きものに なんお も ひ 

奉りに け. 5、 みかどめ して 後、 又もめ さ ざ. 0 ければ、 

かぎ， 0 なく  > ひう しとお も ひて、 よるひる  > ひに か、， o- 

て、 戀 しく 伟 しくお ぼえ けり、 みかど はめし、 かど、 

事と もお ぼ さす、 さすがに つ ねに は 見え 奉る、 なを 世 

に ふま じき こ ゝ ちしければ、 よるみ そかに 出て、 此さ 

る さはの 池に 身 を なげて けり、 かく なげつ ともみ か 

ど はえし ろしめ さ， ；• りけ る を、 ことのつ ゐ でに 人の 

そうしければ、 きこしめして、 いといた う あはれ が， 0 

給 ふて、 池の 邊に お ほみ ゆきし 給 ふて、 人々 にうた よ 

ませ 給 ふ、 かきの もとの 人 丸、 

I わき も 子が ねく たれ 髮を さる さはの 

池の たまもと 見る ぞ かなしき 

南都 名听 集卷四 


又み かどの 御うた に、 

さる さはの 池 もつ らしな わき も 子が 

玉 も かづ かば 水ぞ ひな まし 

さて 此 池に 墓せ させ 給 ふて、 か へらせお はし ましけ 

ると な. o、 池の 西の方なる 采 女の 宮是な り、 又 池の 東 

の 方に、 絹懸 柳と てうね めの 古跡 あ. 9、 

お 猿 さはの 池の やなぎ やわき も 子が 

ねく たれ 髮 のかた みな るら む は韩^ 

同 さる さはの 池に 波よ る 円 やなぎ 

玉藻 かづきし 朝ね 髮 かも 淸輔 朝臣 

同猿澤 のい けの 玉 もに かげ そ へ て 

波よ .0 あくる 靑 柳の 糸 g 三 季經卿 

同 猿 さはの 池のう すら ひ 打と けて 

たまも を 宿す 岸の 靑柳 勝 明 法 印 

又 猿澤池 は 八景 第三な り、 

水 浸 n 影娥， 秋満 JT 祌啼鬼 哭是巫 陽、 今 街 誰 見 藻 

中 玉、 醉爲 n 先王， 數斷腸 文章 博士 资原 1  ひ嗣 

長 間な る 波に ぞこ ほる さる さはの 

池よ b 遠く 月 はすめ ども き雜 

い つみても あかざる 澤の 月 夜 哉 

二百 七十 一 
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ot^ 提院大 御堂と-" いふ 

左 府の淼 を 過 ぬれば、 菩提 院も 程ち かし、 本尊 は 西方 

淨土の主、無：^瓜壽佛にてぉはします、又右の方に厨子 

に 入せ 給 ふ は 鋭. 昔と て、 生身の 観 世 昔な.^、 鹿 野 園 

梵福 寺の 緣 起に いはく、 一  條の院 の 御宇に、 朝欣 上人 

と.5-しは、幼少の時ょ..^此菩提院に住して、他事なく 

^學を いとなむ、 しか れども 苦く 盛な b ける 時 は、 名 

利に ほ だ さ れ て 、出 離の 道 を ろかな b. 、こ、 に 稲子 生 

現行、 現行 蒸！： ii 子と いふ 論文に 驚て、 惡 業の かさな 

り、 彌 お 因の 招る こと を 歎きて、 世俗の いとなみ を捨 

て、 出 離の e: に 入、 しかれ ども 猶顯密 修學の 傍に、 こ 

ころのに ごる こと を かなしみて、 毎 =： に 初 瀬 寺に 參 

りて、 發心 堅固と いのる 事す でに 三年に 及べ 共、 聊 

のしる しもな か. 9 ければ、 先 肚の宿 執 も 心う く覺ぇ 

て、 寬弘四 年 十二： =:晦= に 、例の ごとく 観 昔の 御前に 

參 りて、 泣々 くどき 申け る は、 諸佛 菩薩の 出現 は、 濟 

度 利 生の ためなり、 然ば 則流來 生死の 業 を も、 まこと 

をいだ して 祈れば、 大慈大悲の 誓に は、 必す 叶へ 給 

ふ、 いはん や 我 道心 開發と 祈る、 これ 諸佛 菩薩の 本 誓 

な. 5、 いかでむな しかるべき、 此願 もしむな しくば、 


悲願 虚しく 成べ し、 悲願 又むな しくば、 誰か は 菩薩 を 

賴 むべき、 我に かなら す if: 固の 菩提心 を さ づけ 給へ 

とかき くどきて、 明る 正：：：： 朔 日に、 大道 は 人目 繁 けれ 

ば、 山道 を 忍びて 泣々 下向し ける 程に、 ならの 1!^ 巳、 

鹿 野 園の 松 陰 を = のく る、 ほどに 過け るに、 十二 三 

ばか， 9 の 量子 一人 來 つて、 我無緣 にて たすくべき 親 

き 者 もな し、 上人ね がはく は 我 を 憐み給 へ と、 うちく 

どきい ひければ、 歎き 氣色を 見る に 哀に覺 えて、 上人 

我 坊に具 して 歸. 0 ぬ、 其 後 め 隨給让 する 一 爭 なのめ な 

らす、 老を いと はす 、夜晝 身に 隨 てこ、 ろざし を 運ぶ 

事、 此世 ひとつの 事と も兒 えす、 かくて 六 年と いひけ 

る 長 和 二 年 三； z: 十八 =1 に、 件の 童子 ひれ^て いひけ 

る は 、此 ほど も わびしく 侍れ 北 r 定 めて 心ぐ るし く 思 

し 召なん と、 いた はしく おぼえて かくと も 中 さす、 今 

は 幾程 有べ し 共覺ぇ や、 後 迄の 御 事 を も、 我 こそ は兒 

さばくり 舉ら むと 思 ひしに、 あへ なく 先立 侍る 事老 

少 不定と いひながら、 心う く 侍 れ ども、 無常の 道 は 力 

なし、 我 死た らん 後、 姿 を 破る 事な く、  5^ に 納めて は 

じめ 逢舉 りし、 鹿 野 園の 松の 上に 置、 ゆめ/ \ 中間に 

ひらく ことなく、 七：：： を 經て後 開き 兒 させ 給へ とい 


ひて 息絕 ぬ、 只 等 閣の人 だに も 長き 別 はかなし きに、 

まして や 年 月 心に したが ひて、 影の ごとくに 有し 身 

を、 先立し 事の ふびん さよと、 なげく 4 ^〈かひな し、 さ 

て も 止 ベ きなら ねば、 上人 手づ か ら、 契.. > 置 しま 、 に 

した、 めて、 彼 鹿 野 図の 松の 上に 置て 我 坊に歸 りぬ、 

かなしみの あまりに、 つく < ^と此 童子と あひなれ 

し 事 をお もへ ば、 長 谷 寺に 參. M し 道心 開發と 祈りし、 

せ (望 こそみ た ざらめ、 か、 る惡緣 にし も 逢て、 老の後 

に 憂目 を 見せ 給 ふ、 是ゃ 菩薩の 利 生なる とうらめ し 

く覺 えて、 我坊 にも あられ ざ. 9 ければ、 かこち 奉らむ 

と 思 ひて、 畏谷 寺に 参りて 觀音の 御前に 侍て、 なく 

なく 念誦し ける、 夢に 鹿 野 園の 松の 上に 澄る 棺の中 

より、 彼兒 御正 體と 成て 飛來 りて、 正面の 御 の 上の 

なげし にか、 ると 思 ひて、 打 驚きて 聞ければ、 佛 前に 

なみ ゐ たる 僧の 中に いひけ る は、 今 不思議の 事 侍. o、 

此六年 失た まへ るお 正體 の、 忽然と して 出來. 9 給 ふ 

ぞ やと、 いひの 、じる を みれば、 夢に 見る 所のお 正體 

にて おはしけ り、 上人 くお も ひながら、 人目 を は 3. 

か. 0 て、 夜ぶ かに 下向し、 其 H 七：； I にまん じて、 約束 

の 日に 當 ければ、 有し 木の本に 行程に、 異香 四方に 薰 


す、 彌 奇特なる 事に 思 ひて、 棺を 開いて 見れば、 皆 金 

色の 生身の 十一 面 觀世昔 おはします、 拜 する につけ 

て、 信心き もに めいじ、 かんるい やみがたし、 晝夜仕 

へ し 事 も、 菩薩の 利 生 方便な りと、 過に し 方 を 思 ふ に 

も、 恥 かしく 又 喜 敷て、 泣々 懷 奉りて、 此 菩提 院に安 

嚴 せらる、 今の 兒觀音 これな り、 それよ. 0 殊； 史 生死 無 

常の なら ひ、 會者定 離の 斷 b を辨へ て、 彌大 値遇の 

心 も 深く し て 、初 は 都卒の 行者な り ける が、 後に は觀 

昔に 移りて、 一 期觀音 を 念じて、 兼て 死期 を 知て、 臨 

終 正 念に して、 命 終られけ ると な. 9、 後に 補陀落 山に 

生す と、 その 跡の 附 弟に 吿 給け ると かや、 まことに あ 

がた く 尊き 佛像、 いづれ かこれ に まさらむ や、 

兒櫻 めでよ ぼんな う も 菩提 院 

また かた へ に、 笠 置の 般若 臺に、 解脫 上人 安置せられ 

し 釋迦の 像お はします な. 9、 

つ， mF. &附 新" 础頭、 轟 橋 

cf  ^-f. 雲井 坂 

此宮 は、 興 福 寺 傳法院 の 本願 修圓 をい ひし 社な り、 修 

圓 は守敏 僧都の 事な り、 大威德 明 王の 化身と かや、 承 

和 二 年 六 =：： 十五：：： に 遷化 有しな り、 . 

鼓 太鼓 打 や 拍子の； t かぐら 
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南の 方に 新 御 願 一 一基の 塔の 跡 あり、 この 塔に は、 春 日 

の 御 本 地 を 安澄せ しなり、 東の 塔に は大 唐より 渡し 

け る 、赤 栴檀の 尊像 を 安澄 せらる 、是 は文德 天皇 の 御 

宇、 天 安一 一年に 染殿 大臣 良 房 公の 御 願な り 、遣唐使 を 

渡されし に、 贞観 三年に 唐より 感得して、 歸朝 せし 佛 

像な，0、：^^後長^|<?師實公の御子、 一 乘院に 入室の 時、 

御 一 門繁 榮の爲 にと て、 覺 信大惯 正に あたへ たま ふ、 

释 迦藥師 地藏舰 昔に てお はしける とぞ、 西の 塔に は， 


  二百 七十 四 

白銀の 像お はし ゝ となり、 これ は 前の 大僧正 覺昭の 

御 造 立な り、 文珠を 作. 0 そへ 給 ふとな り、 五佛 ともに 

鹿に 乘じ て おはします、 伏 見院の 御宇、 永 仁の 初め よ 

り、 同 六 年までに 鎗 奉らせ 給け ると かや、 然る 所に 東 

西 1 一基の 塔 は、 應永 十八 年闺十 廿五 H に、 雷火に て 

炎上す、 それより 興 福 寺 一 乘院に 移させお はし まし 

ける に、 寬永 十九 年 十 一 月廿 七： n に 又 炎上せ し を、 延 

寶 元年の 頃よ. 9 長講 堂 を苒典 あ. 5 て、 かの 像 を 居さ 

せ 給 ひ、 同一 一年の 長 のころ ほひ、 諸人に 拜 ませお は 

します、 おりから も ふで ゝ、 

身み しめて お が め 眞實新 御 願 

拆翁橋 行人 は、 八景 第五に いれり、 きも 行賤 きも 

過、 旅人の むちうつ 駒の 足な み、 花兑 のか へ さ：：：： 見の 

もどり、 取 や 拍子の 舯の 御前より、 みやる：： 一： f な \ めな 

らす、 されば 八 景 の 詩歌に も、 

H 落 鐘 沈 山 色 淡、 慕 行 失.. 步 白雲 程、 孤村 煙雨 笠錢 

重、 一 片板橋 W5®、  11 權中納 言冬宗 

うちわた る 人め もた えす ゆく 駒の 

ふみこ そ 鳴せ 職の 橋 I 前屮納 言實遠 

碟の はしに ル：^ 賤ゃ 水の R:  , 


又 雲井 坂 雨 は、 八最第 六 也、 轟 橋の 北方なる 坂 を 云 

ふなり、 

霹靂春鞭井底龍、乘時變化與"1^從、 躍 翻 三級 禹 門 

浪、 金膀尙 遺風 雨蹤、 • 坊 文章 博士 菅原秀 長 

村雨の はれまに こえよ くも 井 ざ か 

三 笠の 山 は 近くと も I 權中納 言 爲重 

見に や 下々 等 もの ぼる 雲井 坂 

此邊に 東大寺の 門 有、 昔此 門に 金 光明 四天王 護國之 

寺と いふ 額 あり、 是を 十字の. 額と 云、 弘法 大師の 御 筆 

也、 今に 東大寺の 寶藏 にあ h -、 

〇 氷室 社 

當社は 三 社な. 9、 第 一 陳那 菩薩、 左右 は仁德 天皇 大將 

軍な り、 また 脇に 劫 S 羅 外道 をい は ひたる 宮 あり、 こ 

れは陳 那と佛 法 を あらそ ひたる 外道な..^、 陳那 菩薩 

は 天竺の 人、 法相の 祖師たり、 釋： p」 彌勒無 着 世 親陳那 

とつ ，5- きた. o、 又す いめ を搶 馬に かくる も 故 あらん 

3  ノ、 

力し 

祌ゃ君 を 守る 氷室の 御社 

〇 北 向 荒神 附吉城 川 

本 地 明星な b ヽ むかし は 月 日 星の 三 光 をい は ひて、 社 
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三つ あり、 いづれ の 時に か 二 社 は返轉 して、 今 は 明星 

一 社な. -、 

又吉城 川と 云 は、 此 社の 北 を 流る、 河 を 云、 世の 人 高 

橋と い へり、 是吉城 川な. 9、 又宜木 川と も 書な り、 

§ 脇 母子 か 衣 かすが のよ しき 川 

よし も あらぬ か 妹が め を 見ん 

又よ ろし 川と もい へ り、 

g 世の中 は 衣 かすが のよ ろし 川 

ころもよ ろしく ぬる 、釉哉 

ちる 花に 浪 まの 景ゃ吉 j| 川 

附四院 恩 

. CBHtn 浮 雲 明 神 

g よしき 川 水せ きとめて わき も 子が  . 

野 田の さな へ をい まやと るら む 

四 恩 院には 十三 重の 塔 あり、 此院內 に 浮 雷 明 神お は 

します、 

かしまよ. 0 かせぎに 乘て 春： "なる 

三 笠の やまに 浮 雲の みや 

古記に いは く、 浮 雲 の 明 神 は 、 , , -れ鹿 立 最初 御影 向 

の 御 神な り、 世上の 旅の 初 を かしま 立と いふ は、 此ぉ 

こりなh^、御笠杖內院にぁり、神前に小橋ぁ，^、 耳語 

二百 七十 五 
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橋と 名づ く、 前なる 池に 板 橋 あ b、 浮 雲 橋と いふな 

,9、 石 穴 あり、 井垣の 外に 闕伽井 あ. o、 これ は 弘法 大 

師 ほらせ 給け ると かや、 こ、 なる 屋には 炎 魔王の 像 

有、 又 白 鹿 厨子に 入て あり、 此屋の 庭に 大明 神め した 

る 鹿の あしあとの ある 石 あり、 

花見 衆 詠せ よ 歌 を 四恩院 

四恩院 の後坤 のかた に、 酒 彌豆男 命、 酒 彌豆女 命の 社 

あり、 本 地 不動明王 なり、 又 山上 藥師 もい とたう と 

く、 銀 堂の 古跡 は、 庄屋の なにが-しの 屋敷の 內 にあり 

とい へ ば、 床しく 尋ね 入て 見る に、 當初平 將門此 銀 堂 

の 後の 谷に 住す、 量 名 を 山上 君と い へりと ぞ、 立歸. 9 

野 田の 法 花 寺に まふで、 又 入口の 齟昔を ふしおがみ 

て、 これなる 藤の 陰に たちよれば、 かたへの 人の いは 

く、 世間に 野 田の 藤と い へ る は、 こ 人の ことに は あら 

す、 律の 國 にあ- 5、 それ は 花 も 一 入い み じく、 さかり 

も ひさしく 侍る とい ふ、 我 はかた の ひいき 相撲 も 立 

方 なれば、 

よその 事 は 棚に 上て をけ 野 田の 藤 

山上 藥師 は， 禪那院 珍 海已講 の持佛 な.^、 行 基 菩薩の 

御作と いふ、 また ある 說に、 柬南院 の 前なる 池より 涌 


1  ,  二百 七十 六  

出の 佛像 ともい へ り、 

◦ 白毫寺 附稱謂 |舊跡 

高圓山 白毫寺 は、 天智 天皇の 御 願、 本尊 は 阿 彌陀如 

來、 赛：： ： の 御作な り、 閻魔 堂の 佛像 は、 菅 S 相の 御作、 

地藏 菩薩 は 小 野の 篁の 作 也、 堂の かた へ に、 與福寺 喜 

多院 法務 大僧正 穴 > ^慶の 御影 あり、 又 西 大寺興 正 菩薩 

の 弟子、 道 照 入唐して、 一 切經 を持來 して、 此 寺に 納 

めら れ しとな. >  、鎮守 は 舂日大 明 1； 深 砂 大王 也、 . 

g ますら を が高圓 山， ど せめくれば 

里に 落く るむ さ、 びの 聲 奴 上郞女 

こぶしに や 武士の すへ 行た か圓野 

石 淵 寺 今 は 名ば か なり、 釋 書に いはく、 勤 操 僧心榮 

好の 母 を、 此 寺のう しろに 葬り、 忌：；： に 法 花を講 せら 

る、 これ を 法 花 八講會 と名づ く、 延^ 十五 年な り、 諸 

寺よ h- 石、 浏八講 と 名 づけて、 相つ いひて 修せ. o、 十講 

卅講 もみな 勤 操の はじめた まひし な. 9、 天 長 四 年 五 

EJ 七：：： に、 西 寺の 北院 にて 終り 給 ふ、 とし 七. f、 又 羽 

g 只 山 は 高 圓山三 笠 山の 間 をい ふと かや、 

§ はし 麿の 羽が ひの 山 を 朝 行ば 

飛火の原に雜子なくなh^ 經信 朝臣 


紅 薬ば をお ほふ や 鷓鴣の.^ 買 山 

〇 燒舂 H 

當社は 二 社な b、 一  社は^！^日大明神、 一 社 は 法 明 房 恩 

覺を い は ひし 宮な， 0  、春 夜祌記 に い はく、大明祌l^^岡 

より 此 所へ 影 向 ありて、 其のち 本 宫嶽に 移らせ 給け 

るな り、 遷宮の 後、 此 所へ 雷火 落て 社燒 ぬ、 かるが ゆ 

へに 燒春 H; とい ふなり、 此 やしろの まへ なる 田 を 杉 

町と いふ、 大明祌 杉の 葉を植 まき 給 へ ば、 すな はち 米 

となれ り、 さる ゆ へ に 當時も 御田 植に、 此 所の 杉の 跡 

よ b 生た る 松の 葉 を 取て 梳る 作法 あり、 杉の 木な き 

故に 松 を用ゐ 侍る となり、 此杉 町の 稻籾を 明年 出來 

るまで をくな. 9、 榊枯變 する 時、 臨時の 御祌樂 に此米 

を 用る とか や、 やしろ は 此白毫 寺の ほとりな り、 

荻 原 や 春 は をの づと燒 春 日 

〇 鹿 野 園 附尾上 営 

こゝ なる 寺 は梵福 寺と いふ、 本尊 は兒觀 音、 菩提 院 の 

移しな b  、朝欣 上人 彼 舰昔を 得 給し む かしの 跡な. 9  、 

うき 藏主 おどり は 愛 じ や 梵福寺 

又 ci^ 上せ u とい ふ は、 此鹿野 園の 上の 岡な り、 

5"" 高圓 のおのへ のみやの 淺茅原 
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荒に し 後 も 幾代經 ぬらん 直昭 法師 

〇 忍 辱 山なら ょリ束 一一 一 a 

忍 辱 山 圆成寺 は、 後 白川院 御宇、 命 禪阿閣 梨の 開基な 

b 、又い はく、 前 大僧正 寬遍 とも、 本堂の 建立 は榮弘 

阿閣 梨な り、 本尊 は 阿彌陀 如來、 定 朝の 作な. o、  二重 

の 塔は大 H 如來、 運慶 作な. o、 本堂の 內に、 後 白川院 

御 寄進の 佛含利 あり、 每年三 十五 日に は、 諸人の 參 

詣 群集せ り、 

折 花に 寺 衆 は 忍 辱の 行 もがな 

又 西 小 田 原に、 九體佛 とい ふ 有、 あみだ 九體 おはし ま 

す、 行 基の 作と い へ，^、 寺 號は淨 if 璃 寺と 云、 鐄守は 

白山 櫂 現な り、 

花に 人い そがれけ る や 淨瑞璃 寺 
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〇 元與 寺附義 i 

此寺は 人 王 四十 四 代 元 正 天皇、 當國高 市 郡よ.^ 此所 

に うつさせ 給 ふ、 御順禮 記に いはく、 欽明 天皇 當國山 

邊 郡に、 宮 造.^ してお はします とき、 七 年 十一 一月 十二 

日に、 百濟國 の聖明 王よ.^ 悉達 太子の 像、 ならびに 灌 

佛の器 一 具、 又 經敎等 を 送り 渡さる、 詞に いはく、 正 

に佛法 は已に 世間 無上の 法な.^、 其國復 修行すべき 

なり、 其 時 天皇 諸臣 等に 吿 ての たま はく、 是 外の 國ょ 

り 送， 9 渡せる 物、 用 ゆべ しゃ 用ゐる まじ や、 能 はから 

ひ 申べ しと、 時に 物 部の 尾 輿大； ^等 計 ひ 申て いはく、 

我國は あまつ やしろ、 くにつ やしろ、 一 百 八十 神、 初 

よ， C 禮し 奉れり、 我等 は 國紳を 口る、 が ゆへ に、 他國 

の 神 をば 禮拜 せす と 巾、 , J  、 に 蘇 我 大臣 稻目獨 は、 他 

國に贵 物と す、 我等が 國 にも^み てよ かるべし と 申 

き、 時に 天皇 大臣に 勅して、 何れの 所に か S ^奉るべき 

と 有ければ、 大 大王の 後宮と せる 宮の、 { 仝 しきに 居舉 

るべ しと. 2- て、 やがて 此宮 に居舉 る、 大 大王と は、 推 
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古 天皇 位に つかせ 給 はざる 初の 御名な り、 このと き 

百濟國 より 來れる 人、 高麗の 僧惠慈 等、 私に 谷 まふで 

て 行ひ舉 る、 拆 年月 を經る ほどに、 國 中に ゑ やみ 發て 

人お ほく 病死す、 其 時 物 部の 大連 等の 諸臣、 奏し 申け 

る は、 かく 疫病 國に發 る is?- は、 他 國の神 を 5i.w め舉 るに 

よりて、 我國の 神の いからせ 給へ るな. 9 と 申す、 其 時 

蘇 我の 稻目 大臣の いはく、 他 II の 神 渡らせた ま は ざ 

.0 し 時 も、 此病發 る 事 常の 事な b と 申す、 其 時 諸臣舯 

事 もと あ， 9、 我等が 申す 事 をき かすして、 國の 中を亂 

する やとい ひの 、しる 問、 稻目 奏して いはく、 たと ひ 

外に は 餘臣等 か 申に 隨ふ とも、 內 心に は 他 國の祌 を 

捨 じと 申す、 天皇 も 又 朕 も かくの ごとしと 宣 ひき、 か 

くしつ、、 欽明、 敏達、 用 明、？ 5.^ 峻の四 代の 朝に は、 佛 

法 打 任て 弘 まらす、 此百濟 よ.^ 渡た. 9 し 灌佛の 具、 悉 

達 太子の 像 をば、 后宮の 內に 深く 納め 舉る、 物 部の 大 

連 等 度々.^ 行 ひて、 佛像を 難 波の 堀江に 流し、 堂塔 を 

燒失 ひし 時 も、 我 后の 宮な りと て燒 させた ま はす、 稻 

目 大臣の 子孫 は、 佛 法を捨 すして 崇めん とい ひ、 物 部 

の大速 等が 子孫 は、 此 國の祌 ばか. 9 を 崇めて、 他國ょ 

h- の 佛法を 崇め じと 挑み あ ひて、 互に 愤 ふかし、 物 部 


氏と 蘇 我 氏と、 互に めん めじと 各 奏し 申て、 物 部 

氏の 中 事 強して、 皮々 佛像等 を 難 波の 堀江に 流しけ 

り、 然 ども 推 古 天皇の 朝より 後、 佛法 盛に 弘 まりに 

き、 此 御門 腿 皇子に 勅して、 豊 原の 宮に寺 を 作り 

て、 ぼ濟 より 渡せし 佛法行 はんが 爲に、 元 興 寺と なづ 

けらる、 又 建 興 寺 建 通 寺 =H 〈い 7、 又 四 門に 額 あり、 

南 元 興 寺、 北法満 寺、 東 は 飛鳥 寺、 西 は 法 興 寺と いふ、 

みな 佛 法の 初て 興りし 故の 名 也、 敏達 天皇 八 年に 渡 

b し 释迦の 三 尊 は、 今 興 福 寺の 東 金堂の 後に おはし 

ます、 同 十三 年 九月に、 同； & 濟國 より 波せ る 石像の 彌 

勒を、 本元 與 寺の 東 金堂に 安： 食 せらる、 こ、 に 元 明 天 

高 市 郡 藤 原の 宮 よりも、 奈 良の 都に 遷らせ 給 ふ、 

その、 ち 元 正 天皇、 彼 高 市 郡の 本元 興 寺 を、 此所 にう 

つ させた まふ 時、 佛墚を 分て 此 寺に 安置した まひけ 

るな， CN、 

g ふ る鄉の あすか は あれ ど あ をに よし 

ならの あすか は 見ら くしょし も 城 2 

_ 八 御抄 にい はく、 是元興 寺のう たなり、 古鄉の あす 

P ならの あすか、 同所に あらす と 侍り、 さる ゆ へに こ 

こに あら はすな.^、 
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又 小 塔 院の舊 跡 は、 にしの 新 やとい ふ 町に あ. 9、 この 

院には 護 命 僧都の 住 給 ひしな， り、 この 人 法論 味 喰 を 

仕 初 給け る 故に、 護 命 味 i= ともい ふ なり、 承 和 元年 九 

月 十  一 ：!： に、 とし 八十 五に して、 此小 塔に を ひて 終 を 

とり 給け ると かや、 

法論 味噌 の 色 や さなが ら よ だ ち 雲 

又 世上に 小 2^ を 威と て、 目 を はり 口 を ひらきて がご 

せとい ふ は、 むかし 此元興 寺に 住し 鬼の 事 をい ふと 

て 、元 興 寺と いふ を、 後に は をの づ からが ごせと いへ 

るな り、 抑此 鬼の 事 は、 本朝 文粹 十二に いはく、 むか 

し 此元興 寺に 住し 道場 法師 は、 尾張國 阿育 郡の 人な 

. ^、其 姓 系圖を しらす、 it へ ていはく、 敏達 天皇の 御 

時、 尾 張國に 一 人の 百姓、 夏の 頃 田に 水 を そ、 ぐ、 時 

に 空かき くも， 5、 雷鳴て 雨 ふる、 其 民 大木の 陰に 耒を 

さ、 へ てた て.^、 俄に 雷神 民の 前に 落る、 形ち 小兒の 

ごとくな り、 その 民 来 を あげて 打ん としければ、 雷 か 

たりて いはく、 汝我を 殺す 事な かれ、 汝に あやしき 子 

を あた へん、 今 む 事 は、 我爲に 一 つの， 楠 木 舟 をつ く 

,0 て、 其 巾に 水 をた、 へ、 竹の 葉 をう かべて、 我に あ 
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た へ よと いふ、 民 雷の 望の ごとく、 舟 を 作りて あた へ 

ければ、 雷神 終に 天への ぼれ. y、 その、 ち を 加へ 

て、 民の 妻 孕て 男子 をう め b 、其す がたいと あやし、 

其 子年 十四 五の 時よ. 9、 力 人に すぐれて、 よく 四方 八 

尺 計の 石 を あげて、 是を なぐる 事數十 丈、 其 石 をな ぐ 

る 時 は、 足跡 地に 入 事 三四寸 なり、 後に 此 寺の 僧 をた 

のみて 師 とす、 時に 鐘樓 堂に 鬼神 ありて、 毎夜 鐘 をつ 

く 者 を 殺せり、 量子 僧に むかって いはく、 我 その 鬼神 

を殺さんとて、其夜童子獨行て鐘をっくに、ゃぅ/(\ 

ニっ三っ っく時、例の鬼神來れ.=^、童子鬼祌の頭をと 

ら へて、 力 を 出して 麵む、 鬼神 は 引て 外へ にげん と 

す、 童子 は 引て 內 へ いらん と あ ひしら ふ ほどに、 曉に 

なれば 鬼神い よいよ のがれん す、 童子 は 又 鬼神の 髮 

を 握りて はなさ じと する 程に、 & 神の 髮 頭の 皮つ き 

ながら ちぎれお ちて 逃に け-り、 ^^明て血のたま，9た 

る 跡 をした ひて みれば、 寺の かた 脇に とい まれ 、こ 

れ を穽憨 せし に、 むかし この 寺に 惡 逆なる 男 ありけ 

るを埋 みける 所 あり、 その C 魂の のこりて 鬼神と な 

,9 ける とか や、 この ゝ，， つ 再び 見えすな り ぬ、 その 量子 

後に 出家して、 道場 法師と いひけ るな- 9、 かの 鐘 櫻の 
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鐘 は 新藥師 寺に 今に あり、 鬼の なでたり ける 手の 跡、 

なだれて あるな， 9、 

大力に つかみつ かれて いたさに は 

鬼の 目に もやな みだ こぼさん 

〇 極樂坊 

仙光院 極樂坊 は、 元 輿 寺 寺院の 壹 所な b  、本 翁 は智光 

感得の 極樂の 曼茶羅 な. -、 御順禮 記に いはく、 むかし 

此 寺に 智光、 禮光 とて 有し、 智光は 南の 大坊 にす み、 

禮光は 北の 小坊に 住て、 ともに 極樂 をね がふに、 其 勤 

めの さま はるかに 異な， 5、 智光は 勇猛に して 怠る 時 

なし、 禮 光朝 暮 机の 傍に 寢た， 5、 智光 おも ひ あまり 

て、 禮光を 呵責して いはく、 生死 厭 ふべ し、 涅盤を 求 

べし、 師何ぞ 徒に 怠りて 、空しく 年 n: を 送れる や、 禮 

光 答て いはく、 性の， おにった なき 事、 宴に 語る がごと 

し、 然は あれ どもお ほく 一  代の 敎を 見る に、 往生 

極 樂の敎 にあら すと いふ 事な し、 是 によ. 9 て 我 五 道 

の 苦 を 恐れて、 裟 婆の 春の 霞 をい とひ、 三 の 形 像 を 

観じて、 安養の 秋の 月 をね がふ、 內の心 を 外の 人 誰か 

しらむ、 敎 ゆる 事な かれと いひき、 智光此 上に 物 を も 

いはす して 止 ぬれ 共、 心に はな をし も 思へ， 、其 後禮 


光 入滅す、 時に 天樂 室に 開け、 妙 香 空に 薰ゃ、 智光前 

の 思 はく 止て、 淚の 落る 事 雨の ごとし、 其 後智光 夢の 

內に、 光が 生れた る 所へ 行て 兒れ ば、 極 樂淨土 有、 

智光立 寄て 禮 光に 問て いはく、 汝 むかしい かなる 因 

を修 して か、 こゝに 生れた， 0 や、 禮光 答て いはく、 朝 

夕 極 樂の莊 厳 を 心に かけて、 寢ても 覺ても 彌陀の 御 

姿を^{-^めっとめて、今こ 、に生れたるな、りと答 へて、 

智 光が 手 を 引て 彌陀の 御前に 具して 參 りぬ、 彌陀如 

來智 光に 吿 ての たま はく、 此 土の 莊厳を 観すべし、 智 

光 申さく、 かば かり ひろく 遠き 淨 土の 有樣、 凡夫の 

心に 及ばす と 申し かば、 佛 右の 肘 を 捧げて、 其 掌に ち 

いさく 淨土を つづめて しめし 給 ひき、 夢 さめて 其 有 

檨を わすれす、 淚の 落る 事數 行に して、 止ん とすれ ど 

もた へす、 綺師を 尋ね 求めて、 此 曼陀羅 をう つして、 

1 生是に 向って 終に 極樂に 生れに き、 今 本堂に ある 

曼陀羅 是 なり、 又 方 一 尺 二 寸の小 曼陀羅 あり、 是は觀 

昔 大士の 化 人と 成て、 か、 せた まふ 也と い へ b 、又佛 

舍利 あ. o、 智光 あみだ 如來 より、 夢中に 感得し 給 ふと 

いふ 舍利 あり、 抑 智光は 本 は 麻 福 田 九と いふせ りつ 

みの わら はなり、 奧義抄 にい はく、 むかし 大和 國に猛 

南都 名 


者^ け. 0  、 家に は 山 をつ き 池 を 掘て、 いみ じ き 事共 を 

つくしけ り、 門 守の 嫗の 子な. 9 ける わら はの、 麻 福 田 

丸と いひけ る 有け..^、 池の 邊に 至りて i 斤 を 摘け る あ 

ひだ、 猛者の いっき 姬出 てあそび ける を 見て、 此 わら 

はお ほけ なき 心つ きて、 病に 成て 其 事と なく 臥..^ け 

れば、 母 あやしみて ゆへ を あながちに とひければ、 わ 

ら はこの 由 を 語る に、 すべ て 有べき 事なら ねば、 我 子 

の 死なん する 事 を 歎く ほどに、 母 も 又 病に 臥ぬ、 其 時 

彼 家の 女房、 此嫗の やどりに 立 いれる に、 ふた. 9 の も 

のゝ やみ 臥る を 見て、 あやしみて と ふに、 媪の いは 

く、 させる 病に あらす、 しか < ^の 事 侍る をお も ひ 歎 

くによ， 0 て、 親子 死ん とするな りと いふ、 女房 笑 ひて 

此 よしを 姬 君に かたるに、 ひめ 君 あはれ が. 0 て、 やす 

きこと 也、 はやく 病 を やめよ とい ひければ、 わら はも 

おや も かしこま， 9 悅 びて、 起て 物く ひな どして、 例の 

ごとくに 成ぬ、 姬君 のい ふやう、 しのびて 文な どかよ 

はさんに、 手 か、 ざら む 口お し、 手 をなら ふべ し、 わ 

らは よろこびて 1 二日に なら ひつ、 又い はく、 我 父母 

死なん ことち かし、 其 後 は 何事 もさた. せ さすべ きに、 

もし 知 ざら むは わろ し、 學問 すべ し、 わら は學 問して 
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物見 あかす 程に 成ぬ、 又い はく、 しのびて 通 はんに わ 1 

ら はは 見ぐ るし、 法師に 成ぬ べし、 則 成ぬ、 又い はく、 一 

せ 〈事と な きに、 法師の 近づか む あ やし、 心 經大般 ^な 

ど を よむべし、 祈りせ さする やうに もてなさん とい 

ふに、 したが ひて よみつ、 又い はく、 猶聊 修行せ よ、 護： 

身な どす る やうに て、 ちかづくべし とい へ ば、 修行に . 

出た つ、 姬君憐 みて、 ふぢの はかま をて うじて とら： 

す、 かたば かま をば みづ からぬ ひつ、 これ をき て 修行 i 

しあ. 0  く ほどに、 姬！ J;^ かくれに ければ、 そのよし を 聞 一 

て、 道心 をお こして、 ひとへ に極樂 をね が ひて、 たう. 一 

とき if; にて うせぬ、 第 子 共 後の 琳にパ I；： 基 菩薩 を 導師 

に 請 じたる に、 禮 盤に のぼりて いはく、 まふく だ 丸が 

藤ば かま、 我ぞ ぬひし かたば かまと いひて、 かね 打て 

こと/ ヽ くもい はでお りぬ、 弟子 あやしみて とひけ 

れば、 智光 は、 かならす往生すべ き緣ぁ，.^し者 

の はから ざるに 世間に 貪 着して、 惡 道に ゆかん， i せ； 

しかば、 ゎが方便にてかくはこしら へ 入たるな-^^とー 

ぞの 給け る、 姬君は 行 基の 化身な り、 麻 福 田 丸 は智光 

なり、 此こゝ ろ をよ める うた、 

せりつ みしむ かしの 人 も わが ごと や 


心に もの ゝ かな は ざ. 9 けん 

しらぬ 間 や 極 樂坊の 花の 風 

大乘院 は 堀川 院の 御宇、 寬治 元年 二月に、 造 立 あ りし 

なり、 今 の 御所 は、 元， 興 寺 の 別當の 住坊た りし， 禪定院 

な， 9 とか や、 大乘院 の窗跡 は、 興 福 寺 寺院の 內、 龍 雲 

院と いふ 僧坊の 邊り、 告の 跡な りと いふ、 本願 は隆禪 

大 僧都と 申 奉る、 左 少將藤 原 政 兼 朝臣の-お 男な. 9、 康 

和 二 年 七 H: 十四：！： に 御 入滅 あ. >  し を、 大安 寺へ 葬り 

奉る、 今の 大安 寺 観音 堂の 北の かたに、 松の 一 本 生た 

る 塚、 これ 隆禪大 僧都の 御^所と かや、 此 御所の 南 

に、 福知院 とて 枠 Is 寺 あり、 土佛 の地藏 菩薩お はし ま 

す、 大佛 な. o、 

0 御靈社 

當社は 八 所な り、 第 一 吉備 大臣、 第一 一^道 天皇、 第三 

伊豫 親王、 第 四 藤^ 大 夫人、 第五 藤大 夫、 第 六橘大 夫、 

第 七文大 夫、 第 八 火 雷天祌 なり、 祭 は 九月 十三： n な 

り 、 

立なら ぶ 社 浪の數 や 八重 饅 

又 天 滿には 天神の 宮 あり、 こ、 を 山上と いふ 也、 

松栴は 山の 上ない 兒物 かな  _ 


〇 誕生 堂 

こ、 は橫佩 右大臣 豊成 公の 御子、 中將姬 生れ 給 ひし 

所 也、 天^ 十九 年に 生れ 給 ふて、 出家の 後 は當麻 寺に 

住せた まふ、 法名 は 法 如と いふ、 又 善心 比丘尼 共 巾け 

,9、 寶龜六 年 三月 十四 = に 廿九歲 にて 薨じ 給へ h- 、是 

當麻 寺の 曼陀羅の 本願な り、 さる ゆへ に 四月 十三 日 

十四 = に は、 此所 にもまん だら か、 らせ給 ふて、 諸人 

まふ づる なり、 

物 さびた 誕生 堂の 月 かげ は 

と 上ば ^も あはれ とや 見ん 

高坊 に 右大臣 ms;, 成 公 の 石塔 あ る な ..^ 、 

〇 十輪院 

こ 、は： 法大： 帥 開基の 寺、 元 興 寺の 一 院 なり、 灌頂堂 

の 本尊 は、 大 H 如來、 左右に 弘法 大師、 ま； 資 僧正の 御 

影 あり、 な个 R 佛師 辨藏の 作な り、 護摩堂の 不動明王 

は、 三 井寺の 智證 大師の 作な， リ、 窟 に石佛 の地藏 おは 

します、 脇 立は釋 迦彌勒 也、 地 藏を阿 彌陀の 印相に 作 

b 給へ. 9、 上に 覜昔勢 至の 梵字 あり、 東に 最勝 王經、 

西に 法 花經を 納め 奉りし 石の 筒 あり、 かたへ に又弘 

法の 御影堂 あり、 又 朝野 宿； 1 魚 養の 塚 あり、 法名 は 善 
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覺大德 とい ふ 塚の 前に 碑の 銘 あ.^、 此人 は吉備 大臣 

渡 唐の 時、 異國 にての 子な とい ひ傳 ふ、 元 興 寺に て 

終られけ ると ぞ、 鎮守 は 天 照 太 神、 春： n 大明 神な り、 

石 を 以て 秀倉を 作る、 前に 池 あり、 大師の 掘 給 ふとい 

ふ、 不動の 石佛、 大師の 御作な b、 側に 瑜紙 塔と て あ 

b  、これ は 愛染の 塔と かや、 又 こ、 なる 經藏 の戶 びら 

に は、 四天王 あり、 經藏の 下に は、 十六 善 神 石に 刻み 

て あり、 これ も 大師の 御作な り、 此 寺の 南の かたに、 

いにしへ 元 興 寺の 道 昭の住 給 ひし 南光 院と いふ 寺の 

舊跡 あり、 

花に みち や 十 輪院も ひと 走り  ノ 

〇 紀寺 

當 寺の 緣 起に いはく、 聖 武 天皇の 御宇に、 行 基 菩薩の 

開基な り、 此 寺の 寺 號を璉 城 寺と いふ、 行 基手づ から 

阿 彌陀、 ならびに 觀 昔の 像 をつ くりて 安置し、 每年七 

月朔 H より 八月 十八 日に いたる まで、 四十 八：：： の稱 

名念佛 を勤修 した ま へ b 、又 一 條院の 后、 上 東 門院の 

御 願に よりて、 惠 心の 僧都 彌陀の 裸 形 を 作りて 安置 

せらる、 その.、 ち 年 經て此 寺 破損に をよ ベ .0、 二、 に 

紀有常 朝臣 再興 あ しょり、 名 付て 紀寺 とい ふなり、 
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平 十八 年 六？： 十八 日に、 筑前國 御笠 郡 太宰府の 観 世 

一 者 寺、 供養せ られし 時の 導師に て 、高座 に 登. 9 たま ひ 

しに、 俄に 穴 H 搔 曇り 雷夥敷 鳴て、 僧正の 上に 落 か、 

り、 首 をと りて 雲 中に 入、 おなじく 十九 年 六月 十八 日 

に、 枯 „ 跑體 に. W 防と いふ 銘を 書て、 興 福 寺 唐院の 庭に 

落し、 人なら ば 一 一三 百 人ば か. 0 の聲 して、 虛空 に咄と 

笑 ふ 昔し けり、 其 弟子 共 これ をと りて、 塚に つき、 其 

內に納 て 頭 墓と 名 付た るよ し、 平家物語に 見えたり、 

則此 所な b  、雷祌 は 藤原廣 繼の靈 なり、 此 僧正 廣繼を 

調伏 せられし、 其 ゆ へ とか や、 此人 は吉備 大臣 入唐の 

時、 相伴 ひて 渡 h>  、法相 宗を 渡し 給け る 人な. 9、 斑 人 

が. W 防と いふ 名 を 笑って 、玄昉 と は 還！ ：！ とい ふ聲ぁ 

り、 いかさま 此人歸 朝の 後、 難に あ ふべ しと 相 じたり 

とぞ、 

頭 塔に や 樹塔も 花の 眞 さか. 5 


南都 名所 维卷 第五 終 


桓武 天皇 延歷ニ 年 十二 ft;^ に、 當 寺へ 封 11：, を 納め 給 ひ 

しょし、 釋 書に 見えたり、 裸 形の あみだい まにあ b ヽ 

秘佛 なれば つね はおが まれお はし まさす、 鎭 守は崇 

道 天皇 の 禿 倉 あ り 、是 光仁 帝 の 御子、 早 良 太子に てお 

はします な. o、 

暌 そふ は 御 法の 花の 紀寺哉 

〇 頭 塔 

これなるは^^^昉僧正の髑髏を納めし所なり、 此人天 
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つ 1 

〇 新 藥師寺 

道筋 を淸 水と いへば 立 どま，^ て、 しばし やすら はま i 

ほし けれど、 まづ この 堂に まふで ぬる、 抑當 寺の 濫觴： 

は、 御順禮 記に いはく、^ 武 天皇 御 目 を 煩 ひ を はし ま 一 

しける によりて、 藥師の 像 を 作りて 安置した まふ、 故 

に 此佛の 御 目 持 を きら/^ 敷 作られた. C -、 今 も 發.？ 

心ち する 人參籠 すれば、 忽に をと さす もい ふ 事な し 

とか や.、 又 十二 神 は 石 淵 寺より、 一 とせ 大水に 流れ 求 

,9 け る を 取 あげて、 當寺 へ 安置し け る 也、 又 千 體の地 一 

藏ぁ. o、 此屮に _ ^泣の 地蔵と 申お はします、 春 B の 御 

殿に 毎夜 子の 泣 昔し け b、 社 人 あやしみて、 御殿 を ひ 

ら きて みるに、 地藏を はしき、 やがて 此 寺へ を さめた 

てまつ ける とか や、 千體の 沙門 は、 自然 居士の 作. 

とい ふ、 堂 中に 恭 M: 大明祌 を はします、 こなたなる 觀 

着 堂の ほとけ は、 近 江の 湖よ. 0 獵師の あみに か、， 0 

て あがらせ 給 ふと 云靈 像な， 9、  ^つきが ね は 元 興 寺； 

にあり し锦な り、  一 
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手 向に と 手 折 や 花の 新藥師 

不- が. 院の 觀音 にまい り 、勝 願院 の 辻 子に いたりて、 彼 

景淸が 母の 持佛を をが む、 此地藏 の 錫杖 は 、：： ： 一 ゆ： S 所持 

の 弓 杖な り、 これ は景淸 がかた ち を地藏 につく. 0 て、 

母の 朝夕 此 像に むかって、 後世 をね が ひける とな. o、 

ゆへ に 地 藏を盲 目につく， 0 なせり、 母の 自作に て あ 

りけ ると かや、 此； i;! 子 を 景淸の 辻 子と もい ふなり、 

影 淸し勝 願院の 庭の 1=: . 

〇 鏡 明祌附 +,-備墚 

當社は 右近 衞權 少將、 兼 太 宰少威 藤 原 廣繼を 神と ル 

めたてまっ.^し社なり、此人は左大臣不比等の御孫、 

參議 式部 卿 宇合の 御子な. 9、 天平 十五 年 十：：： に、 肥 前 

國松浦 郡に して 數 萬の 第 兵 を 卒して、 國家を あやぶ 

めんと す-其 時 大野の 京人 を大將 軍と して、 追討 せら 

る、 此廣繼 は 松 浦より 都へ 一 ：：： に 降 上る- £1- を もてり、 

革亂れ て、 軍兵み なう たれければ、 此 "itt に打乘 て、 只 

一 騎 海中に はせ 入 給け ると な b 、其. c 靈 あれて、^ に 

を そろし き 事 多ければ、 神と あがめて 肥 前 國松浦 郡 

に、 錢宮 とて 今に あり、 彼 太夫 IP 玉 "か づらの 君 をい 

ひゎた.^^けれど、めのと遊ばさざ.5ければ、 
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g 君に もし 心た が は い 松 浦なる 

かいみの 祌を かけて ちか はん 

.とょみた.oしも、此神の御事な，，^、 

神樂 乙女 繞の神 やうつ り 舞 

又此 社の 坤の 方に、 吉備 大臣の 塚 あり、 名 付て 吉備が 

塚と いふ、 龜 元年 十 =: 二：：： に 一 せらる、 此 大臣 遣 唐 

使に て、 唐へ 渡られし 時、 唐人 等はぢ て相議 してい は 

く、 我等 女から ぬ 事な り、 をと るべ からす、 先樓 にの 

ぼせ て 心み る ベ し、 偏に 殺さば 不 iii なり、 歸すも 又は 

しなしなど議定し、先櫻に居しむる間、^^深更に及び 

て、 風 吹 雨 ふ..' て 鬼う か いひ 來る、 吉備身 を 隱す符 を 

作りて、 鬼に み ゆるぶ ロ備の いはく、 何者 ぞ、 我 は 口 本 

國の 王の 使な り、 鬼なん ぞうか いふと いふに、 鬼の い 

はく、 最 うれしき か なや、 我 も 又 日 本國 の 遣 唐の 使な 

り、 いひ 語らむ と 思 ふなり とい ふに、 吉備 のい はく、 

早く 歸て 鬼の かたち を かへ て來る べしと いふに 隨 

て、 鬼歸 りて 、衣冠たい し く.， - て出來 る、 鬼の いはく、 

我は是 遣唐使な. o、 我 子孫 安穏なる やと、 此事 とはん 

と 思 ふに、 今に かな はす、 我 は 大臣に て來り 侍. 9 し 

に、 此樓 にの ぼせられ て 食物 を あたへ すして 飢 死た 
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,9  、 其 後 鬼と 成て 、此櫻 にの ぼる 人に は 害 心な けれど 

も、 自然に 害 をうる 也、 又 かくの 如く 相む かふて、 本 

朝の 事 をと はんと を も ふに、 答す して 死す るな..^、 今 

一 貸 下に あ ふ を よろこび とす、 我 子孫 官位 は a: り や、 吉 

備答 へて、 其 子孫 七 八 人ば かりの 官位の 様 を かたる 

に、 鬼 大きに 悅 びて、 此 恩に 此國の を ことごとく 語 

るべ しとい ふ、 天 あけ ぬれば 鬼は歸 りぬ、 其 朝 樓を開 

て 食物 を もて 來 るに 、ila: 備 大臣 存命 なれば 、iln 人 *  J れ 

をみ て、 彌 あやしむ、 又 鬼來. 0 ていはく、 此國 に議す 

る 事 あり、：：：： 本の 使 才能 奇異な り、 文 をよ ませて あや 

まらん を わら はんとい ふ、 吉備 のい はく、 いかなる 書 

ぞゃ、 鬼の いふ、 此國に 極めて 讀 ぐるし き 書な り、 文 

選と 名 付、 一部 卅卷、 諸家の 神妙の 物 を 集めた るな 

b、il ロ備の 曰く、 具 文 を 聞て 傳へ てん や、， m の 曰く、 我 

かな はす、 贵 下を隨 身して、 彼 沙汰す る 所に いたり 

て 聞し めんと 思 ふに、 樓を閉 たれば 出る こと 成が た 

しとい ふ、 吉備 のい はく、 我 は 飛行 自在の 術 ありと 

て、 樓の ひまより ともに 出て、 文選 講 する 帝王の 宫 

にいたり て、 よもすがら 講 する を 聞て 歸 リ ぬ、 鬼が い 

はく、 聞 得たり や、 吉備 のい はく、 聞 得たり、 古き こよ 


み 十餘卷 もとめて あた へられよ とい ふに、 鬼 こよみ 

十卷持 て き た る 、吉備 - . れを 得て 、文選の 上 帙十卷 の 

はしばし を 三 四 枚づゝ 書て 持た るに、 ー兩 n! を經て 

文選 を 具して 樓 にいた る、 はかせ 一 人 勅使と て 心み 

ん とする に、 文選の はし 樓に 散し 置た， 9、 街 人 是をぁ 

やしみ て、 此書 は：：： 本に 有 やとい ふ、 il:: 備の いはく、 

出來 りて 年 久し、 人 皆： u に 誦するな りと いふ、 此 ごと 

くなる やとい ふに、 吉備 見合す ベ しとい ひて 是を 請、 

卅卷 書取て 日本へ 渡せるな り、 又 唐人 等 譏して いは 

ノ、、 才 は^と も藝は あら じ、 蕃を うちて 心 みん とて、 

白 石 をば H 本に 擬し、 黑石 をば 唐 に擬 して、 此 勝負 を 

みん とい ふ 、鬼 又吉備 にこれ をつ ぐる 、吉備 これ を 聞 

て、 その 檨を 悉くと ひきく 、櫻の くみ 入 三百 六す 目 を 

しるし、 一 ^^の內に案じて唐の碁の上手と打、持を打 

て 勝 まけな き 時、 吉備 ひそかに 唐の 方の 黑石を 一 つ 

盜で 口にの みければ、 唐人 良ぬ、 声 2 人 等 あやしみて、 

翁. の-上手 は 勝負な しとて、 石 をかぞ ふるに たら ざり 

ければ、 うらな はせ ける に、 ぬすみて のめ るな りとう 

らなふ 間、 浪藥を 服せ よと \-; 加 利 勒丸を ふくせ し 

む、 吉備と  >  む る符を 用て これ を 下さす、 すでに 勝 
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ぬ、 唐人 大きにい か. 9、 食 を あたへ す、 されせ 〈鬼^ 毎 

に 食 を あたへ ければ、 數月經 て も 死せ す、 又 唐人 等纖 

して、 高名の 有 知 德行密 法の 僧に 仰せて、 文 を 作， 0 て 

よまさん とい ふ、 鬼又吉 備に 近付て 此事を かたるに、 

案の 如く 樓を をろ して、 帝王の 前にして よまし む、 ilii 

備目 くれてよ め や、 其 時：！ I 本に 向 ひ、 神 は 住吉、 佛は 

長 谷の 觀昔を 念じけ るに、 目す こし 明らかにな， 5 て、 

文字 はみ ゆれ どもよ むべき 檨も なし、 然るに 穴 H よ 

卿 さがりて、 此 文に 糸 を 引て、 ことごとくよ ましむ、 

此文を 野馬 臺と いふなり、 蜘は長 谷の 觀世昔 也、 君臣 

いよ/,^ 驚て、 自今 以後 樓を 出す ベ からすと て閉て 

出さす、 鬼 これ を吉 備につ ぐる、 吉備 のい はく、 最か 

なしき 事 也、 ^；；！此土に百年經たる雙六の筒纏ばし侍 

,.:^なんゃとぃふに、鬼有とて これ を 渡す、 吉備 さい を 

筒に を ほふに、 唐土の 月 日符 せられて、 二三：： Z 現せ 

す、 唐人 等 大きに 驚て、 うらな はしむ るに、 術 道の 者 

の符 したるな りと て、 その 方 を さすに、 吉備 居た る樓 

に當 りぬ、 吉 備にと ふに、 吉備 こたへ て、 我 はしらす、 

若  一 u 祈念せば、 日本 國の佛 神 をの づ から 感應 あら 

ん、 我 を：！！ 本へ 歸 さば、 定て 月： n 現せん かとい ふに、 
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歸 すべし、 いそぎ 現せよ とい ひければ、 どう をと る 

に、 S::;: もとの ごとく 明か 也、 是 によ..^ て、 H 本へ 歸 

す、 我 朝の 高名 はた ぃ士 tl 備 大臣に あ.^、 文選、 圓恭、 野 

馬 臺の詩 は、 此 大臣 我 朝に 傅へ 給へ る 也 

花よ. 0 も 阁子手 向よ 吉備が 戴 

〇 卒川大 明 神 附花林 國大神 

當社は 三 社な h- 、第 一 卒川、 開化 天皇 也、 第二 子守、 第 

三 住吉、 これ を 正 一 位 卒川大 明 神と いふ、 又 小 宮ニ祉 

あ. o、 辰 巳の 方の 一 社は泰 U 大明 神、 未. S. の 方 は住吉 

大明祌 な. -、 八 雲御抄 にい はく、 人 王 第 九 代、 開化 天 

皇 元年 十 Z:: に 、 都 を 此卒川 に 移し 給 ふ、 これ を 春 H 卒 

川の 宫と いふ、 六十 年に 天皇 百 十 一 歲 にして 崩御な 

る、 此卒 川の 坂 本の 御陵に 葬り 舉る、 此所 開化 天皇の 

御廟 也、 公事 根元に いはく、 卒 川の 祭 は、 春 H 祭の 明 

る： 1： 行 はる、 よし、 神 紙 令に のせたり、 三 枝 祭 も をな 

じかるべき か、 三 枝の 花 を 折て、 酒樽 をかざる が 故 

に、 三 枝の 祭と いふと かや、 此卒 川の 社 は、 右大臣 是 

公の 建立の よし、 藤氏 街 家の 口 傅に 侍れ ど、 を ぼっか 

なし、 此故は 令と 申 書 は、 淡 海 公の 撰ばれて、 養老 年 

中に奏覽せられし也、是公大臣は淡海公の^|;1孫也、已 
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に 令に 卒川 社と 侍る なれば、 是 公の はじめて 雄 立に 

は 有べ からす、 養老 以前に もはや 有け る祌 社な り、 是 

公の再典：^しを、建立とぃふか、ぃとをぼっかなしと 

侍.^>、此宮を子守ともぃ へ ば、 

人 もこ もり 我 も 子守の 花み かな 

花 林 院の蕩 跡 は、 今の 西の 御所な， 9、 中 筋と 云 町に 

有、 興 福 寺の 別當 as 正永緣 のす み 給 ひし 所な. 9、 永緣 

ある 時 郭公の なく をき、 て、 

聞た びに めづ らしければ ほと 、 ぎす 

い つも はつ 一. せの こ、 ち こそ すれ 

此歌を 詠せられ しょ.^、 初 昔 僧正と いはれ 給ゐ しな 

.9、治承の亂に、東大.^-興福寺炎上のとき、 佛 像經卷 

の 煙と 立の ぼらせ 給 ふ をみ て、 あな あさましと て、 胸 

うち さは がれけ るよ. 0 病 づきて、 終に うせ 給 ひける 

よし、 半 家 物語に み へた.^、 

聞 たびにめ づ 、秀歌 や 郭公 

花林院 歌合に、 

は 深山に はし ゐの かざ をれ はや けれど 

麓の 花 はこと し^め. 0  基 俊 

又此 あた. 0 に 漢國の 明 神 とて を はします、 これ は 園 


韓祌 名な しの 雑 をい は ひたる 社な .9、 

〇 手 分 森 附法柴 寺 

^分 森と いふ は、 下三條 町の 會所、 これいに しへの 跡 

なり、 此會所 を法樂 寺と いふ、 法樂 寺の 緣起 にい は 

く、4^2神功皇后新維國御合戰のとき、住吉大明神を大 

將 jaf とし、 鹿お 大明祌 を檝収 とし、 您 じて： u 本 國屮の 

諸神此 所に 猿 を はしまして、 大將 軍の 手 分 ありし 故 

に、 此所を 手 分の 森と 名づ くる 也、 河 上 大明祌 を龍宮 

へつ か はして、 干 珠滿珠 を 得て、 新羅 國の 軍に 勝 給 

ふ、 すな はち 河 上大明 神を此 地に あがめた てまつ，. y 

て、 今に 社-あり、 又 干 珠滿珠 を、：：： 祌 神と あがめ、 月 

w 宮と號 して、 興 福 寺の 鋭 守と す、 いまに 塔の 後に を 

はします なり、 其 後 if; 武 皇帝 、霊地 を 尋ねて 此森を ひ 

ら かしめ、 一 寺 を 建立して、 法樂 寺と 名 づけ、 救仳観 

一！ 1 曰の 像 を 安 歷し給 ふ、 今に 此像を はします 也、 寺號を 

法樂 寺と いへば、 

法の 月み てた のし ふや 寺の 庭 

〇 大 宿所 

愛 を 遍照院 ともい へり、 此所 にて 春 H 若宮の 祭 をと 

,5 を こな ふ 也、 願主 人と て 長 谷黨の 大和 侍 あつまり 

商 都 名所 集 卷山ハ  ^  ； 


て、 先 十 =：： 晦：！ ： に、 龍 出 川へ 行て！^ 離 を かき、 それよ 

り此 所へ 春 U 大明 神を勸 請し 舉. 9 て、 十一 バ廿五 u 一 

に御湯ぁ.^、廿六：=に^_^：：： へ祉參す、》1ぉを遍照院のゎ 

た..^ とい ふ、 野 大刀- iit など を わたし、 御旅 所に て 流 鍋 一 

-:^ぁ .^^  、 せ_ハ 間此所 に 兎涯雑ゃ う の も の を か け 、ぁ る は 

公饕を かざ 、獻菜 子 をつ み、 種々 の規式 あら はしが 


さす や 光明 遍照院 の 庭の =: 
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又 此邊を 餅 飯 殿 町と い へ.^、其はじめは、福贵^1鄉と 

いひけ る 也、 天 御門の 御宇に、 國司 和氣利 實卿此 所よ 

.9、 五月 一 日に 初て 路の 供御 を さ、 げ舉ら る、 かるが 

ゆへ に 福 貴畠鄉 とはい ひける と 也、 其後此 地より 餅 

飯の 供 具 を 調て、 辨財天 を まつ.^ しょり、 餅 飯 殿 

と 名 付た，. と ぞ、^ 醐天皇 の 御宇 、 延 喜 年 中に、 聖資 

僧 正大 峯に分 入 給け ると き、 又此 地より 餅 飯の 供 具 

を に獻 や、 其時此 所の 人々 も 御供して 入峯 せし 

也、 是 俗の 祟 入の はじめと かや、 今に を ひて、 山上 講 

を 結び、 後山に 參籠 するな り、 又 春 ：！： 講 とい ひける 事 

も此 よ、 り はじま hs し 也、 

0 々！： 永：： r 附 1^ 木屋 

石橋の 上よ. 9 みわたせば、 峯の春 柳 糸 をみ だす、 むか 

しの 砍に、 

^打 わたす さほの 川 はし 巾た へ て 

下 枝った ふ 峯の贵 柳 光明 峯寺 

東西の 山 を 佐 保. E.- いふ、 又 こ、 なる 寺 は、 善 鐘 寺と 

いへ. -、^ 武 天皇の 御と き、 左大臣 橘 諸兄 公此 河の 邊 

に 家作して すみ 給 ひしに、 天 C. 六！；： 幸なら せ 給ければ、 

黑 木の llHii を 作らる ゝ、 これにみ ゆきせ させ 袷 ふて、 
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翻娜ぁ をに よしなら の 山なる くろ 木 もて 

作れる 宿 は をれ ど あかぬ かも 鼓 

* 錢 はたや \ きを ば なさ かふ き 黑木も て 

つくれる は みれ ど あかぬ かも 同 

佐 保 川の 螢は、 八景お 四な り、 

一 帶晴河 花 館. 松、 綠楊陰 暗 引 二 風. お： 晚 來千點 流^ 

亂、 疑是大 官庭燈 光、 西 三條權 巾納言 公 時 

飛 ほたる かげ をう つして さほ 川の 

淺湖ぞ ふかき  >ひ をぞ しる 前內 大臣 公 £5 

月 を さらと みる ゃ祥の 棹の 川 

〇 般^ 寺 . 

本願 は、 iiii 武 天皇 天平 七 年に、 御 草創 あ. 9 し 道場な 

り、 天皇 紺 紙 金泥の 大般ぉ 經を此 地に 埋み、 石の 塔 を 

造 立し 給 ふ、 故に 般_ ^寺と 號す、 本 ft は大疆 文珠な 

b 、極樂 寺の 忍 性 律師の 造 立 ありし、 丈 六の 像な り、 

释 書に いはく、 開山 は 鋭資惯 正、 文 珠大士 は、 忍 性の 

作と い へ， 9、 巾 奧は興 正 菩薩な. 、當初 大塔宮 かくれ 

給 ひし 大般 -ぉ經 今に あ..'、 又 神 功 后 新羅 國を せめ 

給 ひける 時、 持せ 給 ひし 桑の 弓、 蓬の 矢 あり、 又 大安 

寺の 八幡宮の 緣起ぁ 、是は 背お 相の 御 華な .5、 


蟬の經ゃ所からきく大般^^; 

衔の 方に 笠 卒都婆 あり、 是はャ 川 實範の 造 立と かや、 

左の 文 は、 諸行無常 是生 滅法の 四 句の 文、 右 は 如來證 

涅 盤の 要 文な...'、 中 川 寺 は 根本 成身院 とい ふ、 實範の 

開基の よし、 釋書 にみ へ た. 9、 北に むか へ ばなら ざ か 

なり、 

なら 坂 ゃ兒の 手が し はの ふた を もて 

とにもかくにもね ぢ， ^人 かな 

一 、川上の えびす は、 宇治の 惡左府 頼 長 公 をい は ひた 

る宮 也、 保 元に 左 府の御 死骸 を 川上 衬 般若 野の 五三 

味に 葬りた.^ し を、 勑使 立て 御し が ひ を ほ. 9 出し 奉 

h- たりと いふ は此所 也、 此宮の ひつじ さるの 方に、 興 

善 院の贈 僧正 藏 俊の 石塔 あ， 9、 

〇 眉間 寺 

當寺は 武 天皇の 御陵な り、 天皇 五十に ならせ を は 

します 時、 御ぐ し をろ させ 給 ひき、 是 帝の 落髮 ならせ 

給 ふ はじめ 也、 法の 御諱 は、 勝滿と 申た てまつ る、 天 

平 勝！；！； 八 年 五月 二：！： に 五十八に て 崩御なる、 此 地に 

葬. 0 舉る、 是を佐 保の 御陵と 云な り、 其 後 寺 を 建、 立 

陀觀昔 の 像 を 安置 せらる、 又 1 一重の 寶塔 あり、 本尊 は 


地藏 菩薩 也、 本堂の 後の方に 光明 皇后の 御廟 あ b  、皇 

后 は 天平 寳字四 年 六 七日に、 六十に して かくれさ 

せ 給 ふ、 此所 をみ さゝ ぎの 森と いふな hs  、宇多村 上の 

兩帝 臨幸の 所 也、 

眉間 寺に 白毫 ほどの 月み かな 
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此社 はち かくまで、 人 あまねく しら ざり しに、 い つの 

ころよ. 0 か 諸人 まふで 、、宮居 も 新に 成 侍る、 是 かし 

まの 明 神と かや、 又 元 正 天皇の 官女と もい ふ、 倭 文明 

神と いふ 說も あり、 さだかに しれる 人な し、 殊に 女人 

の ふかく 信仰す る 社 なれば、 鹿 島の 神に よせ あるか、 

八 t 一- ハ御抄 にい はく、 ひたちの 國に、 かしまの 明 神と 申 

神 あ b  、祭の；：： 女の けさう 人 あまた^ 時に、 其 名 ども 

を 布の W にかき あつめて 神の 御前に をく に、 を ほか 

る 巾に、 あ ひ あ ふ 男の 害た る帶 は、 をの づ から うらが 

へ る 也、 それ をと. r> てね ぎ か 得させた る を、 女み て さ 

もと を も ふ E?^ の 名 ある 帶 なれば、 やがて 御前に て そ 

れを 聞て、 をと こか こち か 、りて したしくな. 0 ぬ、 た 

と へ ば 占な どの やうなる 事な りと かや、 

山の こしま はる 時雨 やひた ち 

又此 東の かたに、 元 正 天皇の 御陵 あり、 天 le- 廿年四 =： 

に^ 御 有し を、 此佐 保の 御陵に 葬り 奉りし 也、 西 は 佐 
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保 田の 天祌 なり、 西天滿 とい ふ、 さほ 川の 流れの すゑ 

なり、 

ほ 葉 佐 保 川の 水 を せきあげ てうへ し 田 を 尼 

かる はつ 飯 は ひとり なるべし 家 持 

是 一 歌の 根源なる よし、 八 雲御抄 にみ へ た.^、 

〇 興福院 

本尊 は阿彌 K 如來、 春 U の 御作 也、 此 寺ち かきころ ま 

で、 菅原伏 見の 里に ありし を、 今此 所に ひきうつして 

造 立 有しな， o、 昔 ふしみ のさと に 寺 あ. o、 弘文院 とい 

へ b 、興 福院も その 古跡なる にや、 釋 書に いはく、 伏 

見に 一 寺 あ. 9、 弘文院 と名づ く、 圓能 開基の 寺な b、 

この 人 は 添 上 郡、 すな はち 此 ふしみ のさとの 人な り、 

丈 六の 藥師の 像 を 安 il^ して、 百 = が問ハ Srz: に 三千 拜 

して、 正 身の 佛を みん とねが ふ、 九十 六 H 經 て-お 所よ 

り此 寺に を もむ くと て、 野 を 過る に、 藥 帥の 正 身 野に 

現す、 漸く 大きにして 虛空 にみ てり、 又 阿 彌陀の 正 身 

三十 尊、 文 珠師利 菩薩と もに 現じ 給 ふ、 圓能 心身 成 喜 

し禮拜 して、 願 成就の よみこび をな す、 此人 五十 七の 

三 n 晦 H の夜寢 ながら 死せ. 9、 弟子 あやしみて 二 七 

:M 置け るに、 色 も か はらす、 そのの ち 野に 捨を きけ る 


に、 鳥け だもの もや ぶら や 「 人 を ほく あやしみ をな 

す、 程 へ て 五 n: 八日に 蘇生せ. 5、 はじめはい ふこと も 

さだかなら ざ. 9 しが、 三年 を 過て かたる をき けば、 地 

獄極樂 をみ たりけ るよ し 人に 吿 しと ぞ、 仁 平 元年 五 

n: 廿 四日に、 洛陽 にして 往^す、 二日す ぎて 舟 岡 山に 

葬け ると かや、 

さぞな みに 興 福 院の花 ざ かり 

〇 不退 寺 

不退 轉法輪 寺 は、 在 原 業 平 朝臣 建立 ありし な. -、 本尊 

はなり ひら 自作の 舰世 一昔な.^、 當初此 所に 1^ 城 天皇 

御所 をつ く. 0 て 住せ 給 ふ、 天皇 崩御の 後 は 皇子 阿保 

親王 こ、 にう つりてす み 給 ふ、 ある 時な..^ ひら 朝臣、 

. 伊勢 太 舯宮 に參 籠して 通^せられ しに、 神鏡 を 給 h -、 

神吿 ての たま はく、 此か ^みは 我 本 地な.^、 汝 これ を 

拜し、 國 民に も拜 すべし、 . この 鏡を拜 すると もがら 

は、^ 宮も 同じ かるべし と 也、 これによ りて 業 平、 此 

祌 M を 安徵 せんが 爲に、 仁 明 天皇に 奏し 奉りて、 阿保 

親王の 住せ 給 ひし 萱の 御所 をた ま はりて、 一 寺 を 建 

立 せらる、 今の 不退 寺 こ. れ なり、 彼 神鏡 も 今に 此 寺に 

あ 、阿保 親王の 御影 有、 弘法 大師の 御作の 五大 尊 あ 
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り、 又な りひら 自筆の 御影 あり、 讃は陽 成 院の痕 筆 

也、 其讃 にい はく、 右近 衞權中 將在原 朝臣 業；^ 者、 平 

城 天皇の 權孫、 阿保 親王の 五男 也、 元 慶第四 勝 雜賓廿 

八日、 行年 五十六 而卒、 

お ほかた はっき を もめで じこれ ぞ この 

つもれば 人の をい となる もの 

花 みれば 何の i おもな し不 の 土 

〇 海 龍王 寺 ， 

本願 は 光明 皇后、 聖武 天皇の 御宇 天平 三年 七 月 に、 七 

堂 伽藍 を 御 こんり ふ ありて、 十 一 面の 舰昔を 安 股せ 

らる、 これすな はち 皇后の 御作 也、 本堂の 額 は 弘法 大 

師と いふ、 又支昉 僧正 波 唐の 時、 祈禱 のために たて 給 

ふとい ふ說も あり、 鎮守の 宮を みめぐ..^、 經藏の ふ 

たる をな がめ、 前なる 池の 屮島 の最 えならぬ に、 

よう ぞょ ぅぞ 影す み 寺の 池の e: 

此寺を 角 寺と もい ふなり、 當 寺の 舍利を 法 花 寺に う 

つされ しょし、 释書 にあ.. >、 

此 寺の 北に 山 1^ 鍋と 云 池お、 これ 稱德 天皇の 御陵なる 

一 よし 人の 語.^ 侍 b し 也、 賓龜 元年 八 H 四 ：n に、 五十二 

にて 崩御な.^ し を、 此 池の 中島に 納め 奉る とい ふ、 此 

.  ris 九十  一！ 一 


南都 名所 集卷七   二百 九十 四 


邊を高 野と いふと 也、 又 ある 人の 曰く、 西大 寺の ほと 

り を 高 野と 云と なり、 故に 稱德 天皇 を 高 野姬. ^天皇と 

申 奉る、 御 出家の 後 は 法 基 尼と. E. 奉りし な 、又 西大 

寺 を 高 野の 寺. i いふと、 人の かたりし なり、 

〇 法蒂寺 

門に 入 ぬれば 笠ぬ ぎて、 かの 横笛の 尼に な b て 住し、 

むかしの 跡 をな がめ、 それよ. 9 本堂に まふで ぬる、 夫 

當寺は 天平 勝寳四 年に こんり ふ ありし 靈 地な， o、 本 

尊 は 十一 面齟昔 也、 御順禮 記に いはく 、東大寺 大佛殿 

の內 へ、 女人の 御身と していら せた ま はぬ をく ち を 

しぐ 思 召て、 光明 皇后 御こゝ ろの ま \ に つくらせ 給 

ひける とか や、 東大寺 法 花 寺の 中間 十五 町 有、 此 間に 

は 左右に 鴨 毛 屛風を 立て、 御順禮 ありし な. 9、 むかし 

此^の 金堂に て、 維摩 會を こな はれけ る に、 砌せ ばし 

とて、 興 福 寺に うつされ しとき、 西む きに 作りす へ ら 

れし淨 名 居士、 辰 巳の 方へ むかひて 山 階 寺 を こ ひ 給- 

ける よし、 御 順禮の 記に みえた. o、 今に 興 福 寺の 方へ 

むかひて を はします、 本願 光明 皇后の 御 時よ. o、 尼 を 

以て 三 綱に せらる、、 さるに より て OP 寺と も 云、 又， 去 j 

花滅 iis- 寺と もい ふよし、 釋書 にみ へた. o、 金堂の 跡 は 一 


前なる 松原な り、 今の 堂 は 講堂 也、 中 ごろ はさげ S3 な 

,0 しが、 今 は をの をの かみ を をろ し、 戒律 をた もち 給 

ひ、 朝夕の つとめ を こたら す、 いとすせ うな..^、 又此 

寺の つくり 犬 は、 ちいさく 愛らしき もの 也、 家路の つ 

とに かふと て、 

見ての みや 人に かたらん 作， 0 犬 

手 ごとに かふて 家づ とに せん 

御順禮 記に いはく、 法 花 寺の 烏 居の たつみの 方 遠 か 


らで、 田 中に 松 一 本 生た る 所、 これ 阿閎 寺の 跡な， 9 と 

侍り、 されば 法 花 寺の 鳥居 も、 今 はたへ ぬれば、 しる 

しの 松 は 見 ゆやと、 其 里人に とふ ベ きょす が もな し、 

此阿閎 寿の 起 は 、光明 皇后 諸 堂 を つくらせ 給 ふ て 後、 

我 功德皆 作. り 満-: 忠 給け るに、 雲 中に 聲 有て、 汝 がく 

どぐ い まだ 満すと いふ、 后 これ をき こしめ して、 いづ 

れか 作らぬ 功德 候と 答 給ければ、 温室の くどくな り 

とい へり、 やがて 湯屋 をた て、？.！！ を わかさせ 給 ふて、 

今日は じめ て？.； E 浴る 者 あらば、 我 自ら 招 措ん と 誓 給 

ふ、 か、 る ほどに 淸水 坂の 癩 一 人出 求て、 は ひ をり て 

さうな く 浴 居た 、され ども 功 德の湯 なれば、 とかく 

いふべ き 事なくて 見ゐ たるに、 かた ひの いはく、 后の 

招す り 給 ふべき よし 承.^、 とくとく 我せ なか を すら 

せ 給 へ 、さなく ば 御 願むな しからん とい ふ 問、 后 を ぼ 

しめし 煩 はせ 給へ ども、 功德 むなしく ば溫 室した る 

かひ あら じと て、 かたじけなくも 氣 がら はしく きた 

なき 身に、 御手 を ふれさせ 給 ふて、 后 仰ら れし は、 さ 

る にても みづ から、 かく 招す. 9 つと、 人に かたるな. 0 

口 かため 給へ ば、 此癩 申け る は、 我 はまこと は 阿閎佛 

f、 此 所に 來.. ^て 湯 浴つ と 人に かたらせ 給 ふなと 


て、 その ま  >  光 を はなち、 異香 くんじ {4- にあがらせ 仏. 1? 

ひぬ、 后な ご b を をし み 奉らせ 給 ひて、 その 溫室を 寺 

となし、 阿 間 寺と 名 づけ 阿 間の 像 を 居させ 給 ひける 

と 也、 又 此邊に 築地の 內と いふ 所 あり、 むかしの 皇居 

の 跡と かや、 っゐぢ のく づれ たるなる 今にす こし 寺 

る、 法 華 寺より うし とらな り、 

〇 西 大寺孝 謙天蛊 御陵 

當寺は 高野姬 天皇の 御 願 所 也、 御順禮 記に いはく、 天 

1 ^勝！：：^ 元年に、 諸 堂つ くらせ 給 ふて 後、 七 尺の 金 銅の 

四天王の 像 を鑄舉 りて 安置し 給 ふ、 三體 はすみ やか 

に 成就す、 今 一 體は七 度まで！！ たてまつれ ども、 成就 

せざる によ..^ て、 天皇 誓 はせ 給 ひて、 朕 もし 此功德 に 

よ， 0 て、 永く 女 身 を はなれて、 佛 道なる ベく は、 あか 

がね の 揚に我 手 をい れんに、 っ、！^;なくば此皮佛成 

就すべし、 _ ^願 かな ふべ からすば、 朕が 手燒 損すべ 

し、 これ を しるしと せんと 誓 はせ 給て、 わき か へ る 湯 

に 御手 を 入 させ 給 ふに、 つ 、がな かりければ、 さらば 

像 を 鑄 よ と 宣旨下 させ 給 ひて、 翁 たてまつ るに 、事 ゆ 

へな く 成就し 給 ふ、 南方の 增長 天に て を はし ましけ 

ると かや、 金堂 を 兜卒天 宫と號 し、 內に は彌勒 の內院 
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の樑 をつ くられたり、 しかるに 此像 いまだ 作り はて 

させ 給 は ざ b ける 二月の 比、 天皇の 御 夢に、 兜 卒天衆 

四 人來. ^てつげ ていはく、 其 n: 其：：； かなら す 迎へ舉 

るべ し、 時に 天皇 を どろき を はしまして、 諸臣を 召 

て、 我晏您 の 後、 かなら すつ く..^ とぐ ベ しと 勅し を は 

します、 天皇 其 期に のぞんで、 兜 卒へ上 生せ しめ 給 ふ 

事、 むかしの 夢の ごとしと かや、 當初此 寺、 あかがね 

の 冗に て ふかれた.^ しが、 い；：； 観の 旱に、 解て ながれ を 

ちた ける とぞ 、中 比 の 開山 は 典 正 菩薩. な .0  、今 本 党 

の 本尊 は、 興 正 菩薩 造 立の 木像の 釋迦如 求、 これ 峻峨 

のうつ しな. o、 又 愛染明王 は、 興. 正 菩薩 年来 持 尊の 像 

なり、 蕩記 にい はく、 伏見院 御宇、 弘安四 年 七：：：： に、 

M ハ贼發 て、 旣に 九州 太宰府 金 雄に せめ 入よ し、 そのき 

こ へ あるに よ.. y て、 をな じく 廿 H に 勅使 光泰 卿、 當士： j7 

に 再三 下向 有て、 上人 を 召て、 男 山 八幡宮の 前に を 

ひて、 七 ケ：： ： の 間、 八 百 座の 仁王 會をを こな はる、 夜 

は 七 の 護 を勤修 せらる、 すでに 満座の _ ^の 戌の 

刻に、 玉 殿 大きに 震動し、 御殿の BS をの づ から ひらき 

て 、內 よ.^ 妙 一せ を 出し て 、 今 皮 m-Mln^fg^," 数： C 人 の 

惯^ と ゝ もに、 M ハ賊 降伏の 祈 _ ^を い たす、 今 _ ^すでに 


滿 足す、^ 贼 降伏の 爲に、 鍋 矢 を 放べ しと 神託 終りて 

後、 祌 前に 弓弦の 昔 天に ひびき、 かぶら 矢の 目より 光 

をいだ して、 雷 の 如く ひびきわた h- て、 西 を さして 飛 

行ぬ、 此 夜のう しの 刻に、 M ハ贼の 舟 ことごとく 破損し 

て、 賊徒の こらす 诚 せし よし、 太宰府よりも 注進 有 

しなり、 され ば彼大 せ〕 薩詫 官； 有 て、 はなち 給 ひける か 

ぶら 矢 は、 此 寺の 愛染明王の 執 持の 矢に てあらけ る 

とか や、 さる ゆ へ に 今に 矢 をば もち 給 はす、 まことに 

靈驗 あらたなる" # 像 也、 又 こなたなる は 典 正 菩薩の 

御影.^、  0 作に て を はします 、かりにも をろ そかに し 

奉れば、 忽 奇瑞 を 晃せ給 ふとい ふ、 うる はしき 御影 

也、 かたへ に鐵搭 あ. 5、 これ は 木竹義 仲の 太刀 かた 

な、 よろ ひの かなもの にて 鶴け ると かや、 塔に は彌 

勒、 釋迦、 藥師、 鋭-せ を はします、 又 此^に ハ伸年 八月 十 

八：zょ，^七ケ：：：のii、光^眞言を勤修す、文永年屮に 

はじまれ. 0  、 當初は 九 zr: 四：：： にあり しな.. >  、これ 稱德 

天皇 5; 扁 おの 忌 H なる によ. b てな り、 其 後正應 三年 r::! 

=： 廿 五：：！ に、 興 正 菩薩 九十 歳に て、 當寺 にて 終. -給 

ふ、 それよ.^ このかた 八 ZTJ に修 する 也、 初めは 思圓房 

叙 尊と いひし、 其 後 永 仁 ハ小屮 に 典 正 菩薩と 贈せ 給 ふ、 


墓所 は奧院 にあり、 則 石塔 院と いふ、 

にしの 大 寺の 柳 をよ め る 

^あさみ ど..^ いとよ b かけて しら 露 を 

玉にもぬける^_^の柳か 僧正 遍照 

花に くむ やにし の を ほてらの 柳櫞 

〇 秋條寺 一 里 半 

時雨つ る 外 山の 雲 も はれ ゆけば、 夕：：： に そむる 峯の 

紅葉、 さ こそと を も ひや" ながら、 此 寺に 至る、 夫當 

寺は光仁天皇の御建立、本$^^は藥師如來行基の作、十 

二 祌將は 赛：： ： の 御作た b、 しかるに 伽藍 造 立の 功い 

まだ 遂 させ 給 はやして、 帝 崩御 ありし 故、 栢武 天皇 追 

て 造^ あ.^ て、 供養 を遂 させ 給け る 也、 かたへ に 太 元 

明 王 あ. -、 公事 根源に いはく、 太 元 師の法 は、 小栗栖 

々巾曉 体 帥、 承 和 年中に 入唐して、 花 林 寺の 元 照と いふ 

人に 逢て、 此太 元師法 をった ふ、 秘法なる 故によ 

て、 國 にも 都の 外 をば いだ さすと い へど も、 常曉の 

才器 を见て ひそかに さ づけけ ると かや、 

|ト" 秋し の やと やまの 里 や 時雨らん 

生 駒の たけに 雷の か、 れる 

見ても 兄ても や は 秋條の 秋の 景 

, 南 抓， ¥ 岡 集卷七 


外. E は此 寺より すこし 北よ b な.. >、 名木の 紅葉 今に 

あり、 

〇 超 4； 寺 1 里 

御順禮 記に いはく、 此寺は 平 城 天皇の 皇子、 眞如 親王 

の 御 願 也、 この 親王 は、 le- 城 嵘-峨 御た、 かひの 後、 か 

ざり をろ して 、弘法 大 師の 弟子と ならせ 給 ひて 、常 ルぜ 

を 造らせ 給 ひしな， o、 又 寬弘の 比、 興 福 寺の 僧淸 海と 

いふ 人、 もとは^ 陸 園の 人な りしが、 この 寺に 修學し 

て、 名利の 道に わし， 0 て を はしける に、 山附 寺と _s ^大 

寺と 論じて、 すでに 山 階 寺の 大衆 發 りて、 とうだいじ 

を燒 はら はんとて 寄け るに 組して、 山 階 寺の 東 門 を 

いづ る 所に、 こ、 ろの 中に 思 はれけ る は、 此世は 幾ば 

くなら す、 電光 朝露の ごとし、 しかるに よしなき 惡友 

に ひかれて、 一 旦の 名利に よりて、 ながき 來世を わす 

る ゝ こと ぞ^な しけれと を も ひか へ し、 忽に山 階 寺 

を はなれ、 この 寺より 北なる 岩 問が くれに、 草庵 をむ 

すび、 夜 書 一彌 陀を 念じて、 極樂 をね が ひ 給 ふ、 此 上人 

七 W 七夜 彌陀の 念佛た ゆます つとめられけ るに、 香 

爐 のけぶ りに 現じて、 をな じく 同行せ させ 給へ る、 白 

擅の 三寸の 阿 彌陀、 近 比まで 此 寺に を はし ましけ る 
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を、 今 は 南都 稱名 寺に 安置せられ しな.^、 又 極 樂の曼 

ぉ羅を はしき、 はすの 糸に て を、 り ける に、 い まだ 給 を 

か 、れ ざるに、 緣に逮 華 一 房 かきたる やうに 現じた 

.0、 その、 ち いづく ともなく、 綺師來 て、 夢に みる 

事 あ.， >  とて、 此まん だら を 書に、 ， 彼 現じた る述の 花、 

自然に 相 かなへ. 5、 給師 又う せて 行方 しら やなりし 

とか や、 上人 此 まんだらに むかひ、 一 生が 間淨土 をね 

が ひ、 往生 をと げられ しとな b 、されば 今 は 堂舍の 一 

宇 もの こらす、 ゎづ かなる 草庵の み、 むかしの 跡と て 

侍る、 たのしみ かなしみ ゆきか ひて、 はなやかな.. = ^し 

あた. C も、 人の 住家と なり、 諸 堂の 跡 はす かれて 田と 

な. 9 ぬ、 しかれ ども 名 はの こり 世の 形晃 なれば、 今 も 

超 昇 寺と はよ ぶな 、又 此邊 に种功 皇后の 御陵 有、 神 

宮 山と 號す、 これなる 里 を も 御陵と いふ 、又 成務 天皇 

の 御陵 も此邊 にあり、 過し むかし を も ひいで、、 

花 はちれ どの - J る 御陵の さくら かな 

〇营 原 寺 一 里 牛 

愛 打 基 菩薩 こん b ふの 地な. o、 本尊 は 八 尺の 彌陀 

の 坐 僧な b  、ある 時聖武 天皇 行幸 有しに、 如 來光を は 

なち 給け るに よ b て、 喜 光寺と もな づけ 給け ると 也 
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II 遣す が はら やた えぬ る 法の 跡と めて 1 

また を どろ かす 鐘の音 かな 

行 墓 ぼさつ は此 寺に て を は，^ 給 ふ、 天平 廿 一年 二  e: 

二日、 とし 八十 二 也、 遺戒の 歌、 

聽赚 か b そめの 招かる 家 ぞい ま 更に 

ものな を もひぞ ほとけと を なれ 

鶴瞻 法の ひさしく もがな， i 思へ ども 

さよ け にけ..^ 光 b いくしつ 

ふしみ の s はお 原 寺の 西の方な り、 當初伏 見 翁と い 

ふ あり、 釋書第 十五に いはく、 其 はじめ いづく の 人と 

いふ 事 を しらす、 此 寺の 側の 岡に、 三年 臥ても のい は 

す、 時々 首 を あげて 東 を； 2- る、 天平 八 年に、 行 基婆雜 

g: この 寺に 入て、 互に 舞曲す、 時に 翁 俄に 起て 寺に 

入、 時なる かなと きなる かなと いひて 舞曲 をな し、 相 

語 事舊友 の ご } し 、 其 後 又 翁 の 行方 を しらす、 世の 人 

臥た る 跡 を 伏 見の 岡と いふ、 所謂す が はら ふしみ の 

さと 是な b  、其 頭 を あげて、 ひがし を兒 ける は、 東大 

寺の 靈 地なる ベ きをし めしけ ると な.. >、 

£ い ざこ、 に 家 世 は へ なんす が はら や 

； ぉィ 

一  ふし のさとの あれ まく も， フし 


花 入 や 竹の ふしみ の 翁 草 

一 、此 野屮 にある は、 安廄 天皇の 御陵 也、 垂仁 天皇の 

御陵 も此 所に 有、 

一 、喜 光寺の 坤 のかた に、 宇賀神の 社 あ， 9、 又 在所の 

內に、 菅 丞相 化生し 給 ひしと いふ 所有、 

〇 招提寺  一 S 

抑當寺 は、 大声 n 終 南山の 道宜 律師の 門 流、 霸眞 和尙天 

平资字 三年 八月に、 造 立 あ， 9 し靈 地な 、御 順禮 記に 

いはく、 聖武 東大寺 を 作， 0 給て 後、 佛は弘 め つれ ども 

僧と いふ ものな くば、 誰か これ を を こな ふ べき、 戒梓 

を it へて、 僧の 稀 をつ がば やと を ぼしめ して、 榮叙、 

齊照 と いふ 二人の 僧と、 淸河 宰相 名代 を そへ て、 此 

僧俗 四 人 を 使と して、 戒師を 大麼國 へ 請 じに 遣し 給 

ふ、 此人々 大唐 にわたり て、 戒 禅の 明かなる、 鑒眞和 

尙の もとに 行て 、slii 武 帝の 勅 請 の 旨 を のべし かば、 弟 

子の 諸 僧 答て いはく、 聞ば 本 は、 雲の 波 煙の 浪、 は 

るば ると して 通 ひがたし、 我等い かで か 命 を 捨て わ 

たらん とい ふ、 愛に 鑒眞 和尙 のた ま はく、 我 は 身 を か 

ろくなし 法 を を もくして、 彼國に 至りて 戒律 を弘め 

て、 群生 を 利せ しめんと を も ふ、 其 故 は、 大 唐と 日本 
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と は、 その まじ はり むつまじき 事 二つ あり、 一 つに は 

大靡衡 山に 六 生まで 行 ひし 聖ぁ h- き、 其 名 を 念禪師 

とい ふ、：：： 本 國の白 I- 子携德 太子と 生れて、 かの くに、 

佛 法を弘 めて 群生 を 利せ しめ 給 ふ、 彼 W 本國長 2^1 王、 

千帖の 裟を、 大斑の 千 人の 僧に 供養 有き、 そのけ さ 

のへ b. に、 絕 句の 詩 を 織. 9 つけたり、 其の 詩の 詞に、 

山川 異,， 域、 風： ：！： 同い 天、 寄， ー諸佛 子？ 共 結 n 來綠， と あ 

り、 されば 日本 國は 人の 心な さけ ある 所 也、 我 は 命 を 

をし まや 趣む とて、 三千 粒の 舍 利に、 樣々 の 佛具を そ 

へ 、1 一十 餘 人の 弟子 を 引率して、 天 le. 勝 寶六年 二  = ^四 

n に、 難 波 に 着 給 ふ、 illi 武 天皇 御感 ありて、 やがて 

新田 部 親王. の 舊宅を 態眞 にた まふ、 和尙 唐の 招提寺 

の欉を うつし 作 h- て、 かの 舍利を 安置 せらる 、释書 に 

云、 大殿は 唐の 如法 こんり ふ 有て、 丈 六の 盧舍 那佛の 

像 を 安置す li 堂 は 平 城 朝 集 殿 を堂舍 とす、 彌勒 菩薩 

ならびに 二 菩薩の 脇士 は、 唐の 法力 所 造 也、 食堂 は 藤 

仲 公 家屋 を あ らた め て 造 立 有、 Si 索 堂 は、 藤淸河 の SHU 

を 施して、 金色の 不穴 H けんじゃ くの 像 を 安 S せらる、 

經 藏は廣 の義靜 いとなみて、 佛舍利 その外 一 切の|=^ 

物を納 む、 初め 簾眞 和何來 朝の 時、 海中に して 舍利三 

I  力 
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千 五 百 粒 を 龍王う ば ひとりぬ、 塵 眞和尙 ふかく かな 

しみ 給け る 故、 龜に 負せ て 返しけ ると 也、 其龜を 龍神 

と 崇めて、 池 を かまへ てす ましめ 給へ， 9、 舍利講 の 

時、 この 龜 白き 淨衣 着た る 人と 現じ、 じ や..^ を 守る と 

いひ 傅へ はん ベ る、 鎭守は 輪 蓋 龍王な り、 侧に 孤山の 

松と て 名木 あ. o、 其 前なる 堂へ 每日舍 利 を 出し 舉る、 

かの 松の 枝へ 龍神と 春 日と 影 向 あ. 5 て、 佛舍 利を拜 

し 給 ふと かや、 

はなみ 酒 や 下 5 'も ひとつ はせ うだい じ 

〇 藥師寺 一里  ， 

御 順禮記 にい は く、 此寺は 天武 天皇 の 御宇、 白 鳳 八 年 

十  一 ！： ：： に、 白： h 后 病に ふし 給 ふ、 これによ りて 御 惱をゃ 

め 奉らむ が爲 に、 丈 六の 藥師の 像 を 造 立 せんと 云 願 

を發 させ を はします、 さる 故に や 后た ちま.， C 御惱平 

愈な らせ給 ふ 、帝 御 威 甚だ しくて、 やが て 銅像 を 鑄 さ 

せ 給 ふとい へど も、 箔を ぬらざる 程に て、 白 鳳 十四 年 

九：：：： に 帝：， i じ 給ぬ、 后繼で 位に つき 給 ふ、 持 統天白 I- 是 

な，^、 太 上 天皇 の を ぼしめ し sra し 事 を遂ん が爲に 、高 

市 郡に 寺 をた てゝ、 佛像 經卷を 安置し 給 ふ、 これ を 本 

藥師寺と云也、元明天皇藤原の^«を去て、奈良の京に 
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うつらせ 給け る 時、 養老 二 年に 此寺 を此 地に うつし 

作らせ 給 へ h> 、金堂 は藥帥 十一 ー神なり、^5^西の兩塔に 

は、 釋 11 の 八 相 をつ くられた. 9、 此寺 は酢逮 入定し 

て、 寵宮の 伽藍 を 見て、 此 よしを 奏し 龍宮の 伽藍の 檨 

をう つし 造られし と 也、 東院堂 は、 -4i 展 親王の 御 こん 

b ふ、 本尊 は觀 音大 士な り、 百濟國 より わた. 0 ける と 

ぞ、 四 天皇 は定朝 作と かや、 文珠 堂の 本尊 は、 行基菩 

薩の作 也、 西院 堂の 本尊 は、 彌勒 菩薩、 天武 天皇 第 四 

の 皇子、 舍人 親王 御 こん. 9 ふ、 護摩堂 は、 不動明王、 弘 

法 大師の 御作な り、 つき 鐘 は 百 濟國ょ b わた b ける 

と ぞ 、戒明 和 入 して、 法相 置； 一 H 兼學 の 地な.^、 金 

堂の 舍利 は、 戒明和 尙傅來 な. -、 if 守 は 八幡宮な り、 

こ 、を 西 京と いふなり、 

奈 良の 京 ははな みに ゆく やにし の 京 

又 兄る に 寺 內に佛 足の 千輥輸 所に 刻て あ.^、 

〇 大 i 女 寺 

六條の 茶屋 をた ち 出て、 ひがしに ゆけば、 左の 方 は 柏 

木の 森な.^、 

Jig かし はぎの 森の したやくれ ごとに 

猶 たのめと や もる を 見る く  ^垂ー £ 


右の 方 は 辰 市な..^、 此 所に 倭 文の 明舯 とい ふ 神 を は 

します、 うるまの 淸水 も此邊 也、 

产 き 名のみ たつの 市と はさ はげ ども 

いま また 人 をうる よし もな し ^  ^ 

5^ 大安 寺に いたる、 抑當 寺は大 唐の 西 明 寺のう つし 

なり、 中 天竺 舍衞國 の 紙 圓精舍 は、 兜 率天宮 をう つ 

し、 大 唐の 西 明 寺 は、 彼 祇園 精舍を 移し、 此寺又 西 明 

寺 をう つし 作られし な. o、 御順禮 記に いはく、 推 古 天 

皇廿五 年に、 上宮 太子 向後の 事 をし らん 爲に 入定し 

て、 則 天皇に 奏し 給 ふ は、 後代 帝王お ほく 短. i: たるべ 

し、 佛 法の 力に あらす は、 いかで か 護らん、 ねが はく 

は 一 の 精 舍を熊 凝 村に 立て、 種々 の佛 事を修 して、 i:! 

代の 皇位 を まもらん と 申 給 ふ、 同廿九 年に、 太子 伊香 

52 香の 宮 にて 薨じ給 ふ、 期に を よんで、 天皇 田 村 皇子 

に 勅して、 太子の を ぼしめ す 事 をと はせ 給 ふ、 その 時 

太子 奏し 給 ふ は 、熊 凝 村 に 寺 を 作，.^ て 、朝廷に 奉らん 

と を も ふよ. 0 外の 事な し、 これた い 代々 の 皇子、， M 後 

の 皇位 を 護らん が爲 也、 次に 私に 皇子に かたり 給 ふ 

は、 皇子 はこれ 我 親族な.^、 此精舍 を 以汝に 付屬し 

て、 汝が 子孫 世 を 繁昌せ しめんとの たま ふ、 皇子 この 
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よしを 奏し 給 ふ 故に、 天皇 熊 凝 村に 寺 を 作らん と を 

ぼしめ す 間に、 崩御 有し かば、 舒明 天皇 即位し 給 ふ、 

これすな はち W 村の 皇子 也、 時の 人 太子の 附屬を 得 

給 ひし 故、 帝位に 登.^ 給 ふとい へ b 、天皇 百濟 川の 侧 

に 寺 をた て、 、百 濟大 寺と 名 付 給 ふ、 造 寺の 使 神社 の 

木 をき. 0 し 故に、 祌 怒て 火 を はなち 寺 を燒、 天皇 うれ 

へ 給 ふ ほどに 御惱 となりて 崩 じ 給 ふ 刻、 皇極 天皇に 

附屬し 給 ふ、 天皇 又孝德 天皇に 附屬し 給 ふ、 二 代の 朝 

異事 なく 寺 をい となみ 給 ふ、 孝德 天皇 崩御の 後、 天智 

天皇 寺 をつ く  b 給 ひ、 丈 六の 釋迦佛 、幷に 脇士の 菩薩 

を 安置し 給 ふ、 此 ほとけ を 作らせ 給 ふ はじめ、 ある 夜 

の 夢に、 天女 二人 來.^ て 妙なる はなぶ さ 供養して、 天 

皇に 申さく、 此佛 相好 皆 具して、 靈 山の 佛に いさ、 か 

も 違 ふ 事な し、 此世 の 衆生 深 信心 有 ベ し と吿 て 、 そ の 

ま 、雲に 入 ぬ、 又 開眼 の = 紫雲 空 に を ほ ひ、 妙聲雲 に 

きこえけ ると ぞ、 天智 天皇 崩御の 後、 天武 天皇 高 市ソ邯 

に遷 造の 時 改名して、 大官大 寺と いふ、 此帝 御惱の 

時、 この ほとけの 御前に て、 願 を 立 給 ひし かば、 三年 

の 命 をのべ させ 給 ひける 也、 其 後持統 夭 皇：！ て 崇め 

給 ふ、 文武 天皇 九重 塔 を 造 立 ありて、 多の 財 を 施し 給 


1 南部 名所 集卷七  I 

ひ き、 此 帝天智 天皇 の 跡 を 追て 、我 も 丈 六 の 像 を 作り 

舉ら むと を ぼしめ して、 巧 を 求め 給に、 たくみ を 得 給 

はや、 本尊に 向 ひて 願を發 し、 巧 を 得む とねが ひ 給 

ふ、 其 夜の 夢に 僧來 りて、 天皇に 中 さく、 むかし 此像 

をつ く， 0 し 者 は 化 人な. o、 かさねて 來べ きに あらす、 

よき 巧みな. 0 とも、 猶 斧の つま づ き あるべ し、 いみ じ 

き 緒師な とも、 彩の あやま b なからん や、 た い 大き 

成 鐘 を かけて 、佛前 に 供養せ させ 給 ふべ し、 功德 勝利 

これに 過た る はなしと 吿 てうせ にけ h -、 天皇 夢 さめ 

て、 我 願の かな ひ 給へ る 事 をし ろしめ して、 をし への 

ごとく 大會を まう けて 供養し 給き、 元 明 天皇 打 つづ 

き cm め 行 はせ 給 ふ、 聖武 天皇の 御宇 に、 奈 良の 京へ う 

つし てんと 思 召け るに、 巧な か. 9 き、 こ 、 に 沙門 道 慈 

とぃふ人、天<:r^^に奏し申されしは、 我 は 大法 を 求て、 

大^^ょり我朝に歸る、但 一 の 宿 念 有て、 大寺 をつ くら 

んとを も ひて、 大 の 西 明 寺の 樣を うつしと りて、 來 

れ. 9 とて、 奏覽 せらる、 天皇 御感 有て、 天平 元年に、 彼 

寺を此 地に 移して、 名 を 改めて 大安 寺と いふ、 其 後せ」 

慈 を 律師に 補せ させ 給 ふ、 此時 大和 國に、 東大、 西大 

二 寺 あ h- 、此寺 を南大 寺と よびけ ると かや、 此寺聖 德 
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太子、 熊 凝 村に 寺 をつ くらん と云弘 願よ..^ はじまり 

て 、^武 天皇 ま で 寺 をつ く. 9 、 佛を 3 お め 給 ひ し M 子、 

帝王 十三 代な，. >  、されば 南 天竺の 婆雜 門惯； 止、 石 淵 15 

僧正 勒操、 高 野 大師 も此 寺に 住 給 ふ、 傅敎 大師 も 木 は 

此 寺に 住 給 ひける. i かや、 行 敎和尙 は 八幡お を说紫 

より 勸 請して 鎭 守と あ ふぎ 舉ら る、 然 ども 星霜つ も 

,9 つも b て、 金堂 講堂 もた ふれし ま、 にて、 とりた つ 

る わざ もなければ、 をの づ から 佛 像經卷 等もう せて、 

護摩堂 一 宇、 は 八幡の 宮 ぞいに しへの 跡な. „ ^ける、 

里の 長 も 心 あるに や、 諸 堂の 跡 は 田に も 作らす、 畑に 

もうた で、 春 は 草の み 生 茂. 9、 秋 は 虫の こ ゑ あはれ を 

催す、 されば か 、る靈 地の 跡 は、 忍びても 猶 あまり あ 

るむ かしな， 5 けり、 

法の 花 接と めた しゃ 大安 寺 


南都 名所 集 卷第七 終 


南都 名所 襲 卷第八 

つ 3;"5#；^ 附能登 川、 鈑合川 

匸*.-:».1ー-奈良ょリ南 一 里 

能 登 川 を 渡り、 飯 合 川 を 過る に、 ある 人の いはく、 此 

河 を 皆 人め うと 川と いひ、 いや 川と いふ は、 いかに や 

と いふ、 尤 さもい はん、 さりながら まことに は 能 登 

• 川 、飯 合 川 成べ し、 むかしの 哥に、 

J のと 川の 水底 さ へぞて るまで に 

三 笠の 山 は 咬に ける かも 不知 作者 

同 能 登 川の 後 も あ ひみん しまし くも 

別れ をい へ ばかな しく も 有 哉 

ぎ はの 雪 はきえぬ る あり やみつ 

、 飯 合 川のう へ はせ くと も 

長 井の 里の 長き 繩手道 を 分 行て、 帶解 寺に つく、 抑此 

寺 は 人 王 五十 五代、 文德 天皇の 皇后、 染 殿の 后の 御 建 

立、 本 は地藏 菩薩、 森 H 大明 神の 御作な h -、 當 寺の 

綠 起に いはく、 御 后懷胎 おて、 三十 三ケ！ =： 御 誕生 まし 

まさす、 心身 を くるしめ 奉る 事 はなはだし、 去 稍に、 

醫院兩 道 忍術 をつ くし、 有驗の 高僧 秘法 を 結び、 天下 

- 南都 名 集 卷，^ ^  - 1 ： 


の靈佛靈社に奉幣を立られ、御祈.^有しかども、其し 

るし 更に まし まさす、 愛に氏祌^1^:=大明祌ぁる夜后 

の 御 夢に 吿 させ たま ふ は、 和 州 添 上 郡 に 、裙 帶 の 形 を 

顯 はした る地藏 菩薩 有、 此 尊像 は 我 作な り 、4„:nl 釋尊御 

說 法の 席に して、 地藏 菩薩と 我 契約の 事 有、 末世の 衆 

生 諸の くるしみの 中に、 女人の 難産より 悲しき はな 

し、 此地藏 菩薩 を 念せば、 其 難の がれて 安 からん、 早 

く 此地藏 菩薩に 歸 依し 奉ら は、 願 成就す べしと 吿さ 

せ 給 へ り、 やがて 此 よしを 奏聞 有し かば、 御門 叙 感^ 

て、 急ぎ 勅使 を 立 させお はしまして、 御 祈誓 有しに、 

程なく 皇子 御 誕生 あ..^ し 也、 すな はち 惟仁 親王と 仰 

ぎ 奉る はこれ 也、 後に 淸和 天皇と 申 奉る、 それよ ，o 伽 

藍 を 御 建立 あ. 9 て、 1^ 產 御成の 寺 なれば とて、 勅使 を 

して 帶解 寺と 寺 號を給 はり、 参詣の 諸人 市 をな しけ 

る 故に、 鄉を今 市の 里と 名 付 給け ると 也、 されば 女た 

る 身 は、 贵賤 ともに あゆみ を はこび、 たうと み舉 ベ き 

地蔵 菩薩に て を はします 也、 

一 筋に たのみ を かけて 帶 解の 

地藏が ほなる や、 を まう けん 

〇 八島奈 K ふ リ辰巳 半里 

I  .1 三百 三  I  — 
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八， 32 の宮 は、 5J.^ 道 天皇の 御陵 也、 光仁 天皇の 御子、 I 十 

良 太子 也、 是十 陵の 小な り、 公 根源に いはく、 十二 

；:: ：に士  II ::: を 撰み て、 荷 前の 使 あり。 先 十三 = に つかさ 

つかさ を かねて さだめら る、、 使 は 公卿の も 殿上人 

の も あ. o、 十 陵 八 墓に、 年の 終に、 幣 5£ を 奉らせ 給 ふ、 

これ を 荷 前の 使と いふなり、 

供の 者 持 や 荷 前の つか ひ 餞 

屮ひ ポ道 天皇、 淡 路國へ 流され を はし ましけ る 時、 我 住べ 

き 所に 切れと てな げき 給 ふける 石、 此 所に 切..^ しと 

て 今に あり、 

落花して八島の外に.^^"ムもなし 

〇 高 IP- 出 奈 K ぶ リ辰匕 一 里 

あ ふぎ 見れば、 いよく 高 樋 山路 をの ぼく. 9 て、 本 

堂に まいる 、夫 常 寺 の 本： は 、通お 藏 菩薩 にて を はし 

ます、 高 野の 大師の 御作な り、 大師 求 聞 持 を くらせ 給 

ける 所な り、 奧院に は 石佛の 不動明王 を はします な 

、寺號 を虛 {<H 藏寺と いふ 也、 

高 槭山見 あぐる： =: ゃ虛 {4i 藏 

〇 菩提 山奈 K ぶり 一 里 半 餘展巳 

菩提. S 正 暦 寺 龍 花樹 院は、 一 條院の御願な.^、正曆三 
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年 八 月 十二： n の曉 天に、 帝 靈夢を 蒙ら せ 給 ふに より 

て 勅使 を此 所に 下し 給 ふ、 然れ 共. E 路喻蛆 にて 分 入 

がた し、 時に 一 人の 老翁 忽然と 出て、 勅使 を 引導し、 

本尊 を拜 ませ 奉り、 我は恭 ：= 大明 神と 名乘 てうせ 給 

ふ、 此像 は龍樹 菩薩の 藥 師如來 なり、 善 無 畏三 藏將來 

の佛 なり 、や が て 伽藍 を 造 立 有て、 正 暦年 屮 に 建立の 

地 なれば、 寺號を も正曆 寺と 名 づけ 給へ り、 開山 は 法 

興院入^?」殿下兼家公の遺.^餘俊^正也、 すな はち 春 

nl 大明： t を 鎮守と あがめ たてまつらる、 北 〈後 文治 年 

中に、 法 性 寺關， rn 忠通 公の 贤 总信圓 大僧正 別院 を か 

ま へ 、顯密 の 兩家を 立ら る、 然れ ども 法相 はたえ じと 

也、 其 後 蓮 光 法師、 法然 上人に 淨 土-: i ァゲ」 兼學 せらる、 

上人よ. 9 佛 牙の 舍利 を附屬 して、 此 寺に 安 sisi せられ 

て 今に あ. 9、 

梅の 古木 唤ゃ 何年 菩 9^ 山 

C ゾ 丸塚奈 Hf6 リ I 里餘南 

姊 本人 丸の 塚 は、 機 本と いふ 里に 治 道お とい ふ祌社 

あ. o、 此^の 西の 邊 にあ. 9、 此邊 に姊本 寺と いふ 寺 も 

あ， 9、 鴨 長 明 無名 抄に いはく、 人 丸の はか は 大和 國に 

あ b 、初 瀨へ參 る 道 也、 人 丸の 墓と いひて t 绍 ぬるに し 一 


こそ * ん めと を も ふ 、女 は此を とこ をと を も ひけり、 さ 

て をと この 許よ. 0 かくな む、 

き譜 筒井 づ、 ゐづ 、にかけ しまろ がた け 

過に けら しな い も 見 ざ る まに 

女 返し 

くらべ こし ふ. 0 分が み も かたす ぎぬ 

君なら やして 誰か あぐべ き 

むかしの 井 今に あ.^ とぞ、 又 1 むらす、 きとい へ る 

も、 此 寺の 邊に 有な り、 

ならの いその かみ 寺に て、 

g 力 「石 上 ふるき みやこの ほと、 ぎす 

聲 ばかり こそ 昔な.： > けれ 素性 法師 

I むかしよ .0 植 けむ 時を人 しらぬ 

花に ふりぬ る 磯の かみ 寺 宫內卿 

花の つ ぼみ 海なら ば是ぞ いその 上 

〇桃：：^^山奈ー良ょリ辰已三 里 半 

寺 號は龍 福. llj:. とい ふ、 行 某： 菩薩の 開基な り、 本 t:- は 十 

一 面 観音な. o、 又阿彌 陀如來 あり、 鎮守 は 十二 所權 

現、 熊野權 現、 赛=大 明 神 也、 こなたの 方に 瀧 あ. 9、 桃 

尾 瀧と いふ、 七月 中には、 諸人 此 ながれに うたれ て 病 

I  一香 五 
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に、 人 丸の 墓 は 大和 國添上 郡、 治 道の 森の 中に 有と い 

へ -9、 則此所 也、 是奈 良より 初瀨 へまい る 道な. o、 


〇 在 原寺奈 一良よ リニ 里餘南 

石 上 在 原 山 本 光明寺 は、 本 錄は十 一 面觀ー 11 曰 也、 在 原 

の 業！ 6- の^ 跡な..^、 むかし 田舍 わたら ひしけ る 人の 

子ども、 井の もとに 出て あそびけ る を、 をと なに 成に 

ければ、 男 も 女 も はおが はして 有 けれど、 男 は此女 を 
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を鱖す 也、 瀧の 邊に、 弘法 大師 不動明王 を 石に 切つ け 

給へ り、 或 人の いはく、 此濺は 布留の 瀧な， 5 とい ふ、 

さも ある ベ し、 布 留の宫 も此邊 なり、 

Mi 今 も 又 ゆきても 見-ば やい その かみ 

ふるの 瀧つ せ 跡 を 尋ねて 後 輕峨院 

仁 和 帝 御子に を はし ましけ る 時、 ふるの 瀧 御 

臨 兄 じに を はしまして、 歸らせ 給け るに よめる、 

怙今 あかす してな がる、^ 瀧に そふ 

水堆 ると やし も は H ルる らん ^藝法 S 

水玉 や 桃のお ほき さはな の 瀧 

〇 布^ 社奈 真ぶ リ辰已 二  m 半 

當社は 御 祌體は 十 振の， まに て を はします、 藻鹽 草に 

いは/、、  女の 川の 端に て 布 を あら ひて 立， 9 ける に、 

河 上より 〈1 の 流れ 來.^ て、 萬の 物 をみ な 切 やぶ. 9 て 

さける に、 此 布に まつ はれて ©.9 にけ り、 其 CM を 取 

CG-VJ  ，、まろ 

て、 此社 にい はふに よりて、 布 と は布诏 とかけ るな 

,9、 又い その かみ ふるとつ ^くる 事 は、 石 上も此 社の 

邊 なれば、 かくよ める よし、 奥義 抄に 見えたり、 此社 

代の はじま の 所 なれば、 古き 事に よせてい ふと ぞ、 

，^S5 せし その はじめに もい その かみ 


布る の やしろと 人 やい ひけん 經家 

i いその かみ 布 招の 高 はし 1€ けれど 

見えす 成 行く さみだれの 頃 讃岐 

祌 かぐら 乙女 や 釉を布 留の宮 

良 因 寺に は藥師 如來を はします、 い にし へ 素性 法師、 

此 寺に 住 給 ひける とい へり、 百 人 一 首の 抄に いはく、 

素性 法師 布 留の良 因 寺に 住する とき、 姓 を 良 因 朝臣 

とた まふと かや、 すな はち 素性の 石^ あ hv、 又小宫 

有、 辨才天 也、 

〇內 山 辰 已方三 里 

內山 永久 寺 は、 鳥 羽院の 勅願、 開山 は 御 受戒の 師亮恵 

上人 也、 永久 年中に 御 建立 有しに よりて、 永久 寺と い、 

ふな， 9、 其 地 五 鮎の 形に して 內に 一 つの 山 あり、 故に 

內 山と いひけ ると 也、 本堂 は 阿彌陀 如來、 多 門、 持國 

の 一 一天 有、 後 堂 は 释迦、 文珠、 十六 羅漢な り、 堂 內に賴 

實 上人の 御影 もお、 又 役 行お の 像 あり、 十 一 面 観 堂 

に まひ. 9、 又 千體の 地藏 菩薩 を お が む、 智 惠光院 に は 

不動明王 を はします、 愛 は 四方 を はらして、 景氣こ 

となる 所 也、 八^？：の！^塔には彌勒菩薩かたはらに丹 

生 大明舯 あり、 鎮守 三 社 を はします、 春 日、 熊 野、 布留， 


明 神の 御社 也、 かたはらに， m 山權 現の 社拜殿 あ. y  、上 

乘院に は 正 逢の 舰世昔 靈驗 あらたに を はします、 こ 

の 像 は亮惠 上人 男 山に 參 籠の 夜、 靈夢を 蒙 て 感得 

し、 此院に 安置 せらる、 是は 女人の 平產を 守らせ 給 ふ 

尊像な り、 有が たき 例 多し、 寺號を 永久 寺と い へば、 

花 盛 こ、 はなが、 れ ひさし かれ 

0、，&コ 附穴師 、大々 和 

ィ逸 l.i 辰已三 里半餘 

夕立の はれまに、 十 市の 里 を 過て、 蟻 通 神 を あがめた 

b とい ふなる、 穴 師の明 神 ふし をが み、 签 口に まふで 

ぬる、 夫签 口山 長 岳 寺 は、 弘法 大師 開基の 寺 也、 本堂 

の 木 は虛 {<H 藏 菩薩に て を はします、 かたはらに 弘 

法の 御作の 役 行者 あ. o、 弘法 大師の 御影堂 有、 又 愛な 

る 堂 は 愛染明王な り、 いにしへ 祧 尾の 山寺の 辨阿闍 

梨、 初 瀨へ參 られし 時、 此 寺の 紅葉 を 見て、 ともに 具 

したる 小 法師、 主の 馬に 取つ きて、 

■ 石 签のロ こがれて 見 ゆるな 葉 かな 

やがて 阿閒 梨、 

なべ ての よに は あら じと ぞをも ふ 

かくつ けられけ ると かや、 

签の 口に ふたした やうな 霞 かな  J 


三 翰へ 行 道に 大々 和の 明祌 とい ふ あ.， o、 是大己 贵祌ー 

な 、三輪と 一 體の御 神 也、  _ 
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0 三輪 南方 五 里 

當社 は大己 神な..^、 是れす さの をの 國律 神の 娘に 

うませ 給へ る 御子なる. H 、奥義 抄に 侍り、 公举极 源に 

いはく、 三輪と. S. 本緣 は、 此神活 玉 依 姬と云 女の もと 

へ 通 はせ 給け る 時、 知人 さらにな かりき、 その 女懷妊 

に 及びて、 父^うた が ひ あやしむ、 誰 人が 宮に來 まし 

ける と 問ければ、 此 = 比 人の かたちし たる もの 家の 

厘 根より 來る とこた ふ、 父母 是を見 あら はさんと を 

も ひて、 布 をる 糸 を へ にく..^ て、 針 をつ けて 女に かた 

りてい はく、 此 かの 神人の きました らん 時、 此針を 

もて 若た る 衣の すそに つけよ と をし ゆ、 女 かの をし 

へ のま、 にして、 朝 跡を兒 ければ、 鎰の 穴よ. 0 と をり 

て、 節 波 山お 野 山を經 て、 三 諸 山に と > ま .9 ぬ、 此時 

はじめて 此 神と は 知たり ける 也、 其 糸く. 0 わけられ 

て、 三 わな 有し かば 三輪 山と いひけ ると 也、 又 一 說 

は、 太子 傅の 撰 # ^にい はく、 三輪の 名 因の 事 は、 垂 

仁 天皇の 御 時、 たけいち はらの 內 大臣、 一 人の むすめ 
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を もて， 9、 此娘 たれと ちぎる ともなき に懷 妊し けり、 

父母い さめて いはく、 父 もな き 子 をい かに はらむ ぞ 

とい ふに、 むすめの いはく、 我 もとへ 通 ふ 人 M に 人 §1 

のた ぐ ひに あらす、 けだかき 姿に て、 夜な よな 來り 

て わが 寢ゃ にや どると いふ、 父母 議 してい はく、 い 

づち いかなる 人ぞ、 行衞 をた^ せと をし ゆ、 其 時む す 

め をし への ごとく 針に 糸 をつ け、 か. 0 衣の すそに と 

おつけした ひければ、 三輪の 明 神の ほこらの 內に入 

.9、 其 後い く^な く？ - てうめ ると ころの 子、 十歲 ばか 

り まで は 常の 人の ごとくに て 奇特 も晃 えす、 ある 時 

博 i:^ の 人 有て、 是 はかた じけ なく も、 明 神の 御子に て 

を はします よしい ひふる、 によ， 9 て、 拆は 人に しら 

れぬ、 今よ b 後 は 人に 見 ゆべ から やとて、 大御輪 寺の 

堂の？^ とらの すみに 入定し 給 ふ、 末代に 奇特 を 見せ 

ん とて、 敷板に 御 足の 跡 をの こし 給 ふ、 其 跡 今に あた 

たかなり、 文珠の 化身な りと. S. 奉る、 大御輪 i_ 寸は 神前 

の邊 なり、 奥義 抄に いはく、 此 三輪の 明 神 は 社 もな く 

て、 祭の：：： はぶの わ を 三つ 作りて、 おの 上に をき て 

それ を まつるな. 9、 社 を わせぬ あやしと て、 里の 者 ど 

も あつまりて 作 b た. 9 ければ、 鳥； 白 千來 b てく ひや 


ぶりて、 あまたの からす 其 木 を ばくは へ て 行 去. o ぬ、 

其 後神の 誓 ひとし て、 社 を 作りた てま つらす とか 

や、 拜 殿上 久て しるしの 杉も靑 みわた hs  、祌々 しさい 

ふば か h- なし、 されば 御祌 詠に、 

g 今 我 庵 は 三 輸の山 もと 戀 しくば 

とぶら ひきませ 杉た て る 門 

三輪 山の 鹿 も かくす かふくろ お 

彼玄賓 僧都の すみ 給 ひしむ かしの あと を たづぬ る 

に、 三輪の 山 もと 道なければ、 檜 1^ 松 ばら 分 入て、 か 

しこに 水草よ に 岩 陰 有、 これいに し へ の 跡と い へ り、 

销古 一一 一輪 川の 淸 きながれ にす、 ぎて し 

わが 名 を こ 、に 又はけ がさ じ 玄賓 

行贺 僧都の 住 給け る 庵も此 ほと とか や 

〇-::H 谷 寺 辰 巳 方 七 里 

駒と めて、 袖 うちはら ふ 影 もな し、 と 詠 じ 給 ひし、 さ 

の、 渡りの 雪の 夕 ぐれ、 さ こそと を も ひや h- て、 なが 

め づ、、 初 瀬 川の 流れに ついて、 本堂に いた .9 ぬる、 

御 順^ 記に いはく、 此 山に 二 丈 六尺の 十 一 面 觀昔を 

すへ  みそき 

はします、 石の 上に 作 居 奉る、 此御曾 木 は 楠 木な り、 

其 上に 堂 を 造り 稷 へり、 今の 舰昔堂 これと かや、 開山 
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は德道 上人な. 9、 此人は 播州の 人な り、 十 一 にて 父に 

を くれ、 十九のと し 母に 別れ、 それより 生涯 を わた 

る を も ひながく 留 りて、 みづ から 頭 をお ろして 本國 

を 出、 此 寺に 居住 ありし 也 、抑" 此御曾 木 は、 丁酉のと 

しに 洪水の 時、 近 江 國高島 郡 三 居 前の 山より 流れ出 

たる 楠 木、 長さ 八 丈 あり、 此邊 近き aj 人 此の 木の端 を 

伐 取りて 燒木 とせし に、 其 所 をと ろへ 疫病 を こりけ 

れば、 高 島 郡の 人 恐れて、 大 津の邊 に引捨 るに、 大津 

にても 又 かくの ごとし、 此木 つねに 雷の ごとく ひ V 

きければ、 霹靂 木と 名 付たり、 高 島大津 にて 年 《 ：を經 

たる 事、 幾年と いふ 事 を しらす、 愛に 當國高 市 郡の 

人 大^ 鄕に 住居す、 此の 人夫 死して 後、 我 父母 夫の 爲 

に 佛像を 作らん と 思 ふに、 此 木の 霊木なる 事 を 知て、 

用 明 天皇 元年に、 此木を 當國高 市 郡 八 木 村の 辻に 引 

置、 此人又 死せ b  、其 後 葛 下 郡の 人、 心 巾に 願 を 立て、 

此木を もって 十一 面觀ー！^曰を造らむと思ひながら、 便 

なくして 過る 程に、 此人も 又 命 終りぬ、 かくて 此 所に 

て 八十 二 年 を經る ほどに、 當麻鄕に疫病をこh^けれ 

ば、 此 木の わざな りと、 天智 天皇 八 年に、 同 國城上 郡 

長 谷川の 邊に引 捨て去、 此 所に て卅九 年を經 たり、 德 

111 ぼ 九 
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道 上人 此事を 聞て、 靈 木に こそと 思 ひて、 我 若 三寶の 

德を かう ぶら ば、 此木を もって 十 一 面 観 昔の 像 をつ 

く. 0 奉らん と、 ふかく 誓願 を發 て、 彼鄉の 古老に 此由 

を 披露す る 程に、 大きに よろこびた うとが. 9 て、 此木. 

を ゆるす、 德道 上人 養老 四 年 一  一 M: に 、此靈 木 を 長 谷 山 

の 庵室の 邊に引 居る、 然れ共 一 鉢 空しくて、 命 もつ い 

きがたければ、 私 力に 及ばす、 只 観音の 弘誓の 深き 事 

を 賢み 舉.^ て、 此 山に 居 奉らん 事 を 祈りて 過る 程に、 

八 年の 間 此邊 にあ. -、 愛に 正三位 中務 卿兼屮 衞大將 

藤 原 朝臣 房 前、 當國へ 勅使に 立 給 ふ 次で に、 波 律瀨山 

にして 德道 にあ ひ、 此靈 木を拜 み、 念願の 志 を 聞 給 ひ 

て、 iii 武 天皇に 奏聞して、 祌龜六 年 三 H:  二日に 官符宣 

をた ま はりて、 當國 の税稻 三千 束 を 給る、 德道悅 びて 

宿願 を 果して 此像を 作り 奉らる、 それより 此 寺に は 

膝 氏 をい のり 奉る 也、 此觀 昔の 像 を 造. 9 て 居た てま 

つらん と を も ふに 此峯 さかし くて、 堂 を かま ふ ベ く 

も あら ざり ければ、 德道思 ひ 煩 ひて 臥されけ る 夢に、 

靈祌忽 に 現じて、 此 北の 此 地の 巾に 磐石 あり、 むかし 

よ，^ 顯れ す、 今此時 あら はる べしと 吿る、 其 朝 12 鳴て 

洪水して、 方 八 尺の 石 願る、 面 掌の ごとし、 德 逍彌. 《 尊 
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く覺 えて、 磐石の 上に 居た てまつ， CS  、此石 は 南 閻浮提 

の 大地の 底より 生 出た る靈 石な b  、口 傅に いはく、 南 

閻浮提 の 大地の 底に 大 磐石 有、 枝 を 三つに 分て り、 一 

は 摩 伽 陀國の 中心 金剛 座の 石 也、 三世の 諸佛此 石の 

座に ついて、 正 覺を取 給へ り、 一 の 枝 は 南方へ さす 南 

海の 中、 補 陀落山 也、 一 枝 は 此長谷 寺の 観音の 坐し 給 

ふ 石 これ 也、 初より 菩薩の 足跡 彫が ごとく 有し、 德道 

の 造 居 給 へ る 尊像の 御 足に ひとしく 叶 ひける と な 

.9  、 されば 此 尊像 は 我 朝の みに も あらや、 もろこし 迄 

も 守 b 給て 、靈驗 な ら ぶ 方 もな け れ ば、 眞を ぬきんで 

て 祈る ともがら は、 諸 願い かで かむな しからん、 いに 

しへ 玉 かづら の 君、 つくしより のぼらせ 給 ふて、 U 本 

の ，フ ちに はノ のらた なる しるし あら はし 給 ふと、 もろ 

こしにだに聞、^<1ぁんなる物をとて、 からよ.^ まふで 

給 ふる ぞ、 右近 も 年月に そ へ て、 はしたなくな. 0 行 身 

を 思 ひな やみて 、此 御寺に た-ひ. C まふで ける が 、此 

時 めぐりあ ひて、 右近 

SS ふた もとの 杉の たち ど を 尋ねす ば 

ふる 川の ベ に 君 をみ まし や 

うれし きせ にもと き . ^ えけ れば、 玉 かづら の 君 


i つ せ H„ 'はやくの こと はしらね ども 

け ふの あ ふ 瀬に 身 さ へな がれぬ 

一 葉 口ち いさき 舟 か 初瀨川 

一 、長 谷 寺の 山 號は豐 山、 院號は 神 樂院と 云 也、 

1 、堂の ひがしの かたに、 馬頭 夫人の 社 あ， 9、 川上に 

二 木の 杉 あり、 古川の ベ 玉 葛の 石塔な ど あり、 こも， 0 

江と いふ 所 は 堂の 西の かたに 有、 つら ゆきの 梅 は 彼 

むかし、 人 はい ざ 心 もしら すと よみし 梅な り、 . 

G 岡 寺 辰 巳 方 七 m 餘 

.此地は岡本の宮の跡也、是舒明天皇の皇居た.^'、さる 

によりて 岡 411:. と いふな. 0  、天智 天皇の 御 願、 義淵 僧正 

の 開基、 本尊 は 如意 輪舰昔 也、 又柬 光山 龍 益 寺、 眞珠 

院 ともい ふ、 中興 は 弘法 大師な り、 三 國の土 を もつ 

て、 丈 六の 觀昔を 作，.^、 胸中に 昔の 如意 輪 をつ くり 籠 

給 ひしと かや、 或說に 願主 は 弓 削の 道 鏡と も 云、 義淵ー 

僧正開基のょしは、釋書第ニに見ぇた.=^、 

寺の 名の おかごに めす や 花晃衆 

附雷 岡、 仲 丸 塚 

Ct3.s£ 辰 巳 方 六 里 

崇敬 寺 知足院 は、 孝德 天皇 大化 年中に 御 建立 有て、 大 

日 如來を 本尊と 仰 奉る、 又是 なる 文珠堂 は、 満願 寺 
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とい ふ 也、 當初此 安部山の 巽 方に 石窟 あり、 穴 中に 光 

物 有て、 夜な くかい やき、 或 時 此石窟 に 落る、 寺 衆 

あやしみて 見れば、 一 寸八 分の 文 珠の像 あり、 やがて 

大佛の文珠を作..^て、iA中に籠たてまっh^、今此寺に 

を はします、 丹 後の 切 の 文珠、 當國 般若 寺の 像、 W 

此 寺の 靈佛 は、：：： 本 三文 珠と いひった ふるな. 9  、鎮守 

は 白山 權現 なり、 岩屋に は 不動明王 を はします 也、 又 

仲 痲呂の 塚 田の 中に お、 近き 比 迄 方 一 丈 も 有しが、 を 

のづか ら 崩れ て 、今 はすこし 有 也、 

出る 月 を ふ さけみ る や 安部の 山 

雷 岡の 事、 當初雄 略 天皇の 御宇に、 小 子 部粞輕 とい ふ 

ま臣 有、 初 瀨朝倉 宮に參 内し け るに、 折 ふし 雷： 范 鳴け 

れば、 帝栖輕 を-召て、 汝鳴雷 を 請 じたて まつれと 勅し 

給 ふ、 栖輕 勅に したが ひて、 大內を 出 馮に乘 て、 阿部 

の 山 田の 道よ， 9 豐浦 寺に 至まで、 天に 仰 叫で いはく、 

天 鳴の 雷神、 天皇の 詔勅 也、 落 降.^ 給へ とて 馬 を は 

す、 然 れ共猶 ひいきて 去ければ、 栖輕 又； HI- を馳 てい 

はく、 たと ひ 雷神たり とい ふ 共、 すで ぶ 我 朝の 虔 空に 

なる、 いかで か 帝王の 勅 を そむく べきと 云 ひの、 し 

る 時に 、龍王 ひいき 歸 りて、 豊浦 寺と 飯 岡の 間に 落た 

三百 十 ！ -. 
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,9、 栖輕 すな はち 神人 を 召て 龍神 をかゝ せて、 大內に 

參 じて 是を 奏する とき、 雷 うろこ をい からかし、 目 を 

みは， 9 て內裏 を 守 hs て、 光明 宮中 をて らしければ、 帝 

これ を叙覽 有て 大に 恐れ 思 召て、 1^ 々の 幣帛 を舉. 0  、 

落た. 0 し 所に 返し やらせ 給へ り、 其 所 を 雷 岡と いふ 

なり、 

ml 天皇 御，， 遊 雷 岳 ， 之 時姊本 朝臣 人 麻 呂作ニ 歌 

一 首 I 

ス メラ ギ ハカ ミニ シ マセパ アマ ク モノ イカ ツチ ノウへ ニイ ホリス ル カモ 

皇者祌 一 一四 座 者 天雲 之、 雷 之 上  < 小廬爲 流 鴨、 

右 或 本云献 n 忍 壁 皇子， 也、 

ォホ， H-i ハカ ミニ シ マ セバク モガ クレイ カヅチ .T マ 二，.， ヤシ キイ マス 

王 绅座者 雲隱、 伊加 土 山  <小宮 敷 坐 

〇 多 武崃辰 巳 方 八 m 

談. E 妙樂寺 は、 定惠 和尙の 開基 也、 釋書第 九に いは 

く、 定惠和 尙は大 織 冠の 長子な b  、其 はじめ 孝德 天皇 

の 女御 はらみて 六 月 に 成た まふ を、 大織 冠に たも ふ 

とて、 うめる 子女 子なら ば、 朕が 子に せん、 男子なら 

ば臣が 子に せよ と 仰け る、 すな はち 男子 をう めり、 よ 

つ て大織 冠の 子と して、 出家に なし 給 ふ、 白 雑 四 年に 

入声： して、 惠 H 寺の 祌泰 を師 として、 習學十 年に 及べ 
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. ^、定 惠大 唐に を はせ しとき、 大織 冠亮じ 給へ り、 歸 

朝して、 御^の 不此 等に 先墳 いづれ の 所ぞと たづね 

給へば、 攝州阿 威山に 葬る よしを かたり 給 ふ、 定惠の 

いはく、 先 公む かし 語. >て いはく、 和 州談山 I 物 5!!- は 

靈 勝の 地 也、 我 こ、 に 墓せば 子孫ます くさ かへん 

と、 此身 五？ 1  宽 山に ありし 時、 夢に 彼談 山に 居る、 先 公 

吿 ていはく、 我す でに 天に 生る、 汝此 地に を ひて 寺 

塔 をい となみて、 佛 乘を修 せよ、 我又愛にくだ^^て、 

後お を 擁護 せんと て さめぬ、 是 己巳の 年の 十： =: 十 

六：：： の 夜 也、 不比等 これ を 聞き 給 ふて 汨を ながし、 ま 

ことに 先 公の 薨御は 其：：：： 其 n 也、 師の 夢に たが はす 

と て、 定惠を 伴 ひ て 阿 威山に のぼり、 造骸 を此談 山の 

峰に 移し 葬. 0 給 ひける 也、 神社 考に 云、 船醐 天れ； 1, の 御 

宇、 延長 四 年に 寶殿 をい となみ、 勅して 談山權 現と 號 

し 給へ. 9、 かたへ に 十三 屠の 塔 あ. 9- 释 書に いはく、 

此^の 材木 は定惠 靡に を はせ し 時、 みなこと ぐく 

とゝ のへて、 歸 朝の 時、 材を 舟に つみけ るに、 船 巾せ 

ばくして、 一 屠 を s,: にの こせ. o、 此塔 は淸凉 山の^ 池 

院の塔 を 摸す、 W 多武 峰に 建ら れ しに 十二 層な りけ 

れば、 一 屠 唐に 殘し 置た る 事 を ほいな く 思 はれし に、 


此 は 細 
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〇 橘 寺 南方 七 里 半  一一 

佛頭 山上 宮王院 橘 寺 は、 推 古 天皇の 御宇に 御 建立 有 

しなり、本尊は釋迦の三尊な.，^、 太子 傅に 云く、 推 古 

天皇 十四 年 秋 七 に、 天皇, If; 德 太子に 詔して 宣 はく、 

勝爐經 の說を よろしく 朕が 前にして 講説し 給へ、 其 

時 太子 高座に 登り、 塵 El^ をと. 0 て 三 U 講じ 給へ り、 其 

終る 夜逮花 ふる、 花の 長さ 二三 尺に して、 あた. 9 三 四 

丈の 地に みて り、 明る 朝此 よしを 奏し 舉 ければ、 天皇 

行幸 有て、 其 地に 寺 堂 を 造 立し 給 ふ、 橘 寺 これ 也、 此 

時の 御 布施に とて、 播磨國 の 水田 三百 六十 町 を 奉ら 

せ 給 ふ、 是 を法隆 寺へ 寄 給へ り、 太子 卅 五の 御 時な 

り、 橘 寺 は 菩提寺と い へ るよ し 太子 傅に あり、 此邊に 

王の 岩屋と いふ あり、 武烈 天皇 を 入 奉 b た. 5 と 云 所 

とぞ、 

本尊 か けよ 橘 寺に ほ と ゝ ぎす 

〇 吉野山 辰 已方十 一 里 

士  口野 川に 至. 9 ぬれば 舟に 乘、 六 田に 着て 山 口に かゝ 

る、 夫此山 は五臺 山の かたはしの、 雲に 乘て 飛き たる 

よし、 奧義抄 にみ えた. 9、 役 行者 此峯に 上りて、 藏王 

權現を 祈り 出して、 西 河の 瀧 をな がめ、 ゥ 2 瀧に 出れ 


ある 夕 ぐれ 雷鳴 風 落 雨ふりて、 山 しんどうす、 あくる 

朝兒れ ば、 もろこしに 殘 しける、 一 層の 塔 忽然と して 

とび 來れ り、 見る 人 ふしぎの を も ひ をな せ.. >  、やがて 

彼 塔に 文殊 師利 菩薩の 像 を 安澄せられ しな. o、 御 順 

禮 記に いはく、 此山 むかし は 深山に て 人 まれ 成しに、 

天智 天皇い まだ 皇子の 御 時、 大織 冠と つねに こゝに 

f せ 給て、 入 鹿 を 討て 、國を を だ やかに せんと かた 

らは せた まふ 故に、 談武 峰と 名 づけたり ける となり、 

大織 冠の 左右 は、 定惠 和- w  、談海 公な り、 

§ うちた をる 多武の 山霧し げきか も 

細 川の 瀨に 波た ちわた る 

翁 草 さかり やた、 り 多 武の峯 

峠 を 下 行けば、 龍 門の 嶽 はるかに 見 ゆる、 龍 門 寺 

、義， 淵 僧正 開基の よし、 釋 書に 見えたり、 能 因 法師 

寺に まふで て 、仙 室 にかき つける、 

g 載 あし たづ に乘て かよへ る 宿 なれ ど 

跡 だに 人 は 見えぬな りけ b 

又満の もとにて よめる、 

I 今た ちぬ はぬ 衣き し 人 もな きもの を 

なに 山 姬の布 さらす らん  伊勢 
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ば、 是 なる をの こ、 岩 飛 せんとい ふはい かなる 事に 

や、 所 は 神の 宮瀧 なれば、 末社の 神 かと を も はれて、 

吉野川 や 出し 岩 飛 花の 波 

天の川に は辨才 天の 社 あり、 山上に は 役 行者の 堂 あ 

、大 祟釋 il 嶽 は此邊 よりもの ぼる 也、 釋書第 四に い 

はく、 役 行者 分 入 給 ふ 後、 又 入 人 もなかり しに、 in 寶 

僧正 ふた ゝび ふみわけ 給 ひける と 也、 

大 みねに て 

關雜ぃ ho より 雪 さ へ 深き 山お かな 

跡尋 ぬべき 人 もな き 身 を 大僧正 行 尊 

お 山ぶ し大 みね さして 入べ く は 

ほら貝 ふくと かゐ につげ こせ 

十， 律 川、 吉 野の 奥な .9、 

I 吉野川 とづ 河 上の 雪 ふかみ 

けぶり やなみの 家居 成け り 医 房 

〇 笠 荒 祌辰已 方 五 里 

笠 山鷲峯 山寺 は、 四十 一 代持統 天皇の 御宇に、 役 小 角 

建立の 地な b  、四十 四 代 元 正 天皇の 御宇 靈龜ニ 年に、 

蕃無 畏三 藏此 寺に 住 給 ひける とか や、 本尊 は 彌陀、 藥 

師、 地藏、 不空羅 索な り、 是は 聖德 太子の 御作な ，p、， 


善無畏 天竺 を 出て、 震旦に 入 給 ふ 時 、空中に 蓋の やう 

なる 物 自然に を ほふ、 此 寺の 资 物の 笠 これな り、 天人 

所 造 の 笠と かや 、其 後 武 天皇 の 御宇 に 、初 M の 觀ー； _ 日 

作. 0 奉. 0 し餘材 にて、 房 前の 大臣、 稽 文會、 稽首 勳の 

一 ー佛師 をして、 十 一 面の 觀昔を 刻て、 當 寺に 安 殺せら 

る 時、 彼 三 藏持來 の 笠 を、 此佛の _H 上に かづけ 給へ 

り、 笠 寺の 觀音 となれ り、 砌 is 都 大佛殿 建立のと 

き、 皮々 成就せ ざり しに、 天に 聲^ て、 笠 寺. 祌を ■ 

祭れと よば はりければ、 良辨 不日に 此 寺に まふで、、 

荒神の 像 を 自筆に 書て、 祈念せられ しかば、 則 大佛殿 

成就せ し 也、 彼搶像 今に あり、 北 《時 105^ 辨此 地より、 荒 

祌を 南都に 勸請し 給 ふ、 苦 草 山の 石 荒神 これな. o、 又 

木像の 荒神 は 弘法 大師の 御作 也、 此像堂 は 竹林 寺と 

いふ 寺の 持佛 党に を はします、 正 五 九 R: の廿 八：：！ に 

本堂へ 出し 舉る 也、 堂の 前にむ かし 荒神 涌 出し 給け 

る 嫁 あり、 又此 寺の！：：！ 物に、 唐の 楊 貴：^ の 枕 あ. o、 名 

を 二人 寢の まくらと いふなり、 

§兩 降ば きんと を も ひし かさの 山 

人に なきせ そ ぬれ わびつ とも 

ふ. c つもる 雪に や 山 も かくれ 笠  _ 


〇 室 生 山 辰 巳 方 九 里 

面 一 山 室 生 は、 梪武 天皇の 御宇、 延駸 年中に 興 福 寺の 

賢憬 僧都 開基の 靈地、 H 本 第 一 の秘 所と かや、 彌勒堂 

藥帥堂 有、 慈 尊院に は、 弘法 大師す み 給へ り、 護摩の 

いはや は、 大師 護摩 修し 給へ る 所な り、 善女 龍王の 御 

社 あり、 釋書第 十二に いはく、 安部山の 慶圓、 此室生 

山に 一 千日 籠 居られし に、 ある 時 橋 を 過る とて、 一 人 

の 女 はなはだうる はしく 引つ くろ ひたる が、 慶圓 に 

近づきて いはく、 願 は 我に 即身成 佛の印 明 を さ づけ 

給へ、 其 時慶圓 のい はく、 女人 は 誰 人ぞ、 授 印の 問 か 

ならす 名 宇を稱 すと いはれ ければ、 女 こた へて、 我 は 

善女 龍王な とい ふ 、慶圓 印 明 を さ づけて 後、 女人 の 

颜を みん とねが ふ、 女 こた へ て、 我 かたち 人み るべ か 

らす とて、 雲 中に 入て 右の 手の 小指 を さし 出す、 其 爪 

の 長さ 一 丈餘 にして、 五色の 光 を はなちて、 後み えす 

成 二け ると ぞ、 

寢て花 をみ る やか； rvJ の 室 生 山 

南都 名所 維 卷第丸 終 
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〇 靈 山寺 二 里 

鼻高 山霊 山寺 は 、 行 基 菩薩の 開基な b  、行 基 菩薩 鼻高 

を 埋み給 ふ 故 は、 鼻高 山と いふな. o、 當 寺の 緣 起に い 

はく、 行 基 菩薩 當寺 を靈 山寺と 名 づけ 給へ る 事 は、 南 

天竺の 婆羅門 僧正に、 はじめて あ ひ 給 へ る 時、 釋 淑 の 

御前の 和歌 あ. o、 是 によりて 寺號 とす、 本尊 は 藥師如 

來、 脇士 十一 ー神將 ともに 行 基 菩薩の 作な.^、 又 三 層の 

塔 有、 阿 彌陀堂 あり 、鎮守 十六 所權 現な. >、 又 行基菩 

薩の住 給へ る 寺 は、 本堂の 西の方に、 今に 持佛 堂殘れ 

^、又 住吉大 明 神の 御社 あ. 5、 

をく 露に 地 はこん る， 9 ょ靈 山寺 

また 眞弓山 長久 寺 は、 世に 眞弓 寺と いふ、 靈 山寺より 

西の方、 生 駒 山の ふもとな り、 in 武 天皇の 御 建立、 本 

尊 は 十 一 面觀 昔、 塔の 本尊 は大 n 如來、 鰌 守 は 八 王子 

なり、 

〇 竹林 寺 二 里 牛 

元 明 天皇 の 御宇に、 行 基 菩薩 の 開基な り、 本尊 は 行 基 


 ^§， 名 所 雄卷十  .  I 

みづ から 文 珠の像 を 作りて 居へ たてまつ 奉らる、 行 

茶 は菅原 寺に て を は. o- たま ふ、 某 期に 至りて、 我 死 

したらん 後 は、 竹林 寺に 葬べ しとの たま ひしに より 

て、 此 寺の 佛 M の 下に 納め 奉れり、 まことに 文 珠の化 

身と い へ る も、 こと は. 9 にこ そ、 かたへ に 御影 も ある 

なり、 

達 櫻 ひらく やち つ く 竹 体 寺 

〇 生 駒 山 四 里 

* 古 君が あたりみ つ、 をゝ らん 生 駒 山 

雷な かくし そ 雨 はふる 共 讀人 不知 

此 山に 小 倉 寺と て、 役 小 角 開基の 寺 あり、 ふもとに 生 

駒明祌 とて、 舯功 皇后 同 御 ゆ 葛 城の 高颡嬡 をい は ひ 

たる 七 社 あ. o、 

花み にや 一 さんかけ て 生 駒 山 

〇 矢 田 三 m 半 

寺號を 金剛 山寺と いふ、 本願 は天武 天皇、 智惠 僧正の 

開基な， 9、 當 寺の 緣 起に いはく、 此 寺に 満米 上人と い 

ふ 人 あ， r>  、此 山に 廿餘 年の 星霜 をいた へて、 地藏 菩薩 

を 信 敬し 奉ら る 、其 比 小 野赏と いふ 人 あ h>  、 此 上人と 

師棺の 契 あり、 野 相 公、 身 は 木 朝に 在ながら、 かよ ひ 


I  I  三百 十六  

て閣 王に つか ふ、 閣 王に 三 熟の くるしみ あ 、臣 等議 

定 して 善事 を修 せらる ベ きょし. E -、 閥 王 菩薩 戒をぅ 

くべき よし 仰ら る、 時に、 篁 申て いはく 贵^ を 請 じ 

て戒師 とせら るべ し、 則冥官 をつ か はして、 彼 上人 を 

請 じ、 たちまちに 師 子の 床に のぼりて、 菩薩 戒をさ 

づけら る、 王惡苦 やみぬ、 王臣 ともに よろこ ふ、 その 

時閻王 上人に 地獄 をみ せ 給 はんとて、 阿鼻大 城に と 

もな ひ 行き 給 ふ、 猛火 天に そびえた る 中に、 受 苦の 衆 

生數 しらす あ. o、 其 屮に僧 まじりて、 ほのほに 隨て上 

下す、 上人 王に 是を 尋ね 給へば、 閣王 のの たま はく、 

此 t=l は 地獄 菩薩に て を はします、 地獄の 衆生の 苦 を 

たすけ 給 ふなり とこた へ 給 ふ、 そのと き地藏 菩薩、 上 

人に つげての たま はく、 王宮に して 菩薩 戒を とく、 こ 

の ゆ ゑに 地 ごくの 衆生 多く 苦 を はなる、 我れ ふかく 

隨 葛す、 釋 八れ の 附嗨を 受けて t おの 衆生 をす く ふ 、な 巾に 

火烟の 中に ありて、 大悲か はりて 苦 をう く、 一  毛ば か 

の綠 なければ、 濟 皮す るに 力なし、 汝 人間に 歸し 

て、 ひろく 諸人に 示すべし、 惡 趣の 苦 を を それん 者 

は、 我に 緣を むすぶ ベ しと 宣 へ り、 閻王 上人 を 返し 給 

ふとき、 漆に てぬ b- たる 小箱 を 一 つ あたへ 給 ふ、 ひら 


きて みるに、 白米 を 入 給へ. o、 上人 此 世に 歸 りて、 此 

箱の 米 を 取 用 ゆるに、 盡る ことなし、 はじめは 滿 魔と 

いひし に、 此事を 聞て 世の 人滿 米と いへ り、 上人 巧 匠 

を 尋ねて、 彼の 等身の 地 藏の形 像 をつ くらせ 奉る に、 

みしに 少しもた がふ 所 あれば、 いく 度 もな をし 奉ら 

る、 拆此 像を當 寺に 安置して、 本尊と 崇め 奉られし 

也、 上人 閻魔 宮に 至る 事 は、 延歷 十五 年な り、 ふしぎ 

の 靈驗を はします 尊像な り 、地藏 菩薩の わきに 觀昔、 

吉祥天 女 を はします、 びら に滿 米、 篁の 御影 あ， C -、 

又 堂の いぬ ゐの 方に も、 滿米 上人、 小 野筐の 御影、 木 

像に 作り W た.^、 上なる 山に は天武 天皇の 御影 を は 

しますな り 

寺の 名の やた のか いみ か 今 H の 月 

此寺ょ，^北の方に、燈明寺とて藥師如來の靈場ぁb、 

〇 松 尾 一 里 半 

此ト计 は、 天武 天皇の 御子、 舍人 親王の 御 願な り、 本尊 

は齟昔 な. o、 又 松 尾の 明 神と て、 酒祌を はします、 か 

た へ の坊 に、 弘法 大師の 御作の 大黑 あり、 市 守 長者の 

安， 跑佛 とか や、 本堂の 後に 合 人 親王の 石塔 あ b  、二  g: 

の 初 午に、 四十 二の 年の 人參詣 する 也 

南都 名所 集卷十 


松の：：^^^ゃちょにゃちょのゃく拂ひ 

〇 法 隆寺四 里 

御順禮 記に いはく、 當寺は 用 明 天皇なら びに 代々 の 

天皇の 御爲 にと て、^ 德 天皇 御 建立 ありし なり、 金堂 

は 四方 正面 也、 南 は釋迦 如來、 鞍作の 鳥 佛師の 作、 東 

は 觀昔、 推 古 天皇の 御 願な り、 西 は 阿彌陀 如來、 光 

明 皇后 の 御 願、 北 は 虛{ 仝藏 菩薩 也 、 

大 講堂 は 藥師 如來、 四天王の 像 あ. -、 

上 堂 は 释迎三 尊 也、 

五爾塔 は、 南 は 阿 彌陀、 鬼 は 文珠、 淨名 居士、 北 は 涅槃 

像、 西 は 茶 入棺 也、 是皆鳥 佛師土 もって 作り 奉し 佛 

像 也、 

惣社 は卅番 神、 

三經院 は阿彌 陀如來 也、 此堂 にて 夏 中に、 法 花、 勝 霞、 

維摩の 三 經を講 するな， 5、 

塞皇院にはil德太子の像ぁ，.^、 

西 圓堂は 本尊 藥師 如來、 行 基の 作に て靈驗 あらたな 

り、 . ^利 堂 は释 迦如來 也、 愛に 無雙の 4" 利 を はし ま 

す、 愛 を 護持 堂と いふ、 御順禮 記に い^く、 護持 堂に 

は、 太子 御手に にぎりて 生れさせ 給へ る 御舍利 あり、 

1 三百 十七 
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又 梵綱經 は 太子 御手の 皮をはぎて 押 付、 外題 を 書せ 

給へ る も、 此 所に 今に あり、^ 小字の 法華經 は、 沈の 

箱に 入て 有な h -、 太子 傅に いはく、 推 古 天皇 十五 年 

に、 妹子臣 に 命じて、 衡 山へ 法 花經を 取に つか はし 給 

ふ、 小字の 法 華經是 也、 此經は 太子 先生のと き、 同 法 

の 僧の 持し 經な. 0 とて、 我御經 をば 夢 殿に、 七 E 七夜 

御との ごも b て 取て 來らせ 給へ り、 太子 薨じ 給て 後、 

此經 うせて 有 所 しれす とぞ、 

一 、綺殿 は、 太子 一 生の 输圖 あり、 

一 、傅 法 堂に は、 阿 彌陀の 三 尊 あり、 

一 、如法 經 堂に は、 普賢 菩薩、 十 羅剎女 あ，.^、 

1 、護摩堂に は、 不動明王 あ..^、 

一 、新室には、彌勒菩薩の三尊、四天王ぁ^^、 

1 、 上 宫王院 は、 太子す みたまへ る宮 な. 9、 御 順禮記 

にい はく、 東院 はむかし 太子の 定に 入らせた まひ 

て、 樣々 の 事 を さとらせ 給 ひし を、 夢に みたま ふと 

て、 夢 殿と 名 づけ、 るな..^、 福貴寺の道^^奏して、 

八 角の 寶 形の 堂に なし 給け ると や、 本尊 は 十 一 面 

覜 昔な b  、治安 三 年 に 、御堂 入道 殿 道 長公參 らせ給 

ふて、 東院の 南門の 邊 にて、 


馳麵 大君の 御名 をば きけ ど 又もみ ぬ 

夢 どのまで はいかで きつらん 

折 取 やい かなる 寺の はなの 番 

東の 方の 一 村の 中に、 中宮 寺と いふ 有、 太子 傳に いは 

く、 此寺 皇后 崩 じて 後、 故宮を 寺と なした ると いふ は 

あやまり 也、 太子の 爲に定 たまへ. 0 とぞ、 

むかし も さぞない まも 双 調 

當社は 風神な り、： n 本紀 にい はく、 天武 天皇 四 年 四 月 

に、 風神 を 寵田立 野に まつる、 同じく 神代の 卷に、 伊 

弊諾 伊弊册 尊の、 朝霧 を 吹 はら ひ 給 ひしと き、 意氣の 

化して 祌と 成た る を、 風神と いふよ しみえ たり、 たつ 

たに 木 宮新宮 あ.^、 本 宮は立 野に 祉 あり、 鳥居の 額 

は小野道風の筆とかゃ、新宮は今の龍田の里にぁ^^、 

是法隆 寺の 鎮守と かや、 御祌は 風水の 難 を 除き、 年穀 

の豐 なる 事 を， まも b 給 ふ 也 、叙-お 戸邊 命 、級長 彥命 

とい ふ、 級長 S; 邊は 女神、 級長 渾彥は 男 神 也、 故に 立 

田姬 ともい ふ、 又 龍 祭の 祌 ともい ふな， 9、 

訓立 田姬千 枝のに しき を をり たて ヽ 

こす ゑに さらす 神な びの 杜 季經 _ 


^立 田 川 紅葉ば ながる 神な びの 

三 室の 山に 時雨 ふるら し 人 丸 

立 田 紙 羽 油 や 渡て こい 紅葉 

片岡 は、 彼飢 人の 臥た る 跡な.^、 御順禮 記に いはく、 

立 田の 河 上 を わたりて、 神南備 山の ふもと、 三 室の 岸 

に そ ひて、 片岡 山の ふもと を 南 へ 行 道の 左手に、 東 へ 

幾 も 入す して、 堤の 上に 三重の 塔に 似た る廟 あ， o、 是 

飢 人の 墓の 跡な h -、 推 古 天皇 廿 一 年、 太子 卅 二の 御 

時、 此邊 を： にて 過 させ 給 ふに、 馬留， c- て 行す、 太子 

あた をめ ぐらせ 給へば、 道の かたはらに 飢人 臥せ 

り、 太子 飢 人の 邊に 近づかせ 給 ふて、 

しなて る ゃ片岡 山に いひに う ゑて ヽ 

ふせる 旅人 あはれ 親な し 

飢 人頭 を あげて、 

いかるが や 富の 緖川 のた えば こそ 

わが 大君の 御名 は 忘れめ 達磨 大師 

太子 歸らせ 給へば、 飢人は 死せ- 9、 頓て そこに はかせ 

させ 給 ふ、 これ を 達磨 塚と い へり、其ほと，^^に達磨寺 

とい ふ あり、 すな はち 達磨 を 安置せ る 也、 

達磨 寺に ふるや 坐禪の ふすま 雪 

南都 名 听集卷 4-  .. 


〇 信 食 山 六 里 

信 贵山舰 喜 院朝護 孫子 寺 は、 開山 妙逮 上人 也、 當初 

塞 德 太子、 守屋 とた、 かひ 給 ひし 時、 稻 村の 城に して 

三度 退き 給 ふ、 其 時 生 駒 山の 西の 村に して、 阿多 賀大 

臣と 名乘て 太子に まみえ、 又 ふもとに て 坂 本 大臣と 

名乘、 一 一 人 先陣し て 守屋を っゐに ほろぼし 給 ふ、 其 時 

蘇 我の 大臣、 誰 人の 先陣 ぞ やとと ふに、 阿多 賀 大臣 

は都卒 天の 彌勒と 名乘、 坂 本の 大臣 は 南無 大悲多 門 

夭と 二 聲名乘 りて、 二人 光 を 放て 虛 空 へ 飛 去 給 ふ、 其 

時 太子 此 山に 向 はせ 給 ひて、 信すべし 贵む べしとの 

給 ひしょり、 信 黄 山と はい ひける 也、 又 宇治 拾遺 第 八 

にい はく、 昔 信 濃國に 法師 有け， 9、 南都 東大寺に て受 

戒を とげ、 拆本 國に歸 らんと を も ひけれ ど、 去 無佛世 

界の やうなる 所に 歸 らんより はと を も ひて、 東大寺 

の佛の 御前に て、 四方 をみ ま はし、 いづく にか 行 じ 

て、 のど やかに 住べ き 所 あると 思 ふ ほどに、 坤の 方に 

山 かすかに み ゆる 所有、 そこに 行 を こな ひて 過す 程 

に、 ちゐさ き 厨子 佛を 行 ひ 出し た り 、 E ^沙門 にて を は 

します、 やがて 堂 を かま へ て居奉る、静贵山の^^沙門 

これ 也、 此 ひじり を妙逮 上人と いひけ ると な b  、延喜 

三百 十九 
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帝 御惱を もらせ 給へ る を も、 此 上人 祈..^ 舉られ しか 

ば、 を こたら せた まひけ ると な. o、 鎮守 は 三 社の 御种 

f、 

一 、此 寺の 山の- m に 古城の 跡 あり、 是 はいに しへ 吉川 

喜藏 とい ひし 武士、 取た てられし とか や、 其 後天 正 

年 小に、 松 永 霜臺、 南郴多 門の 城 を 落され、 此 城に 

こもり、 終に 自殺 をせられ し 也、 

1 、ffi 沙門 堂より 十五 六 町 報 麓に、 信 貴の 畑と 云 所 あ 

.9、 いにしへ 此 所の 諸： H 不信心な. 9 とて、 S 沙門い 

からせ 給 ひ、 一 鄕の米 を め、 末世の 拔 にし 給 はん 

とて、 烧給 へる 跡 今にお、 土 を ほれば 燒 たる 米い か 

ほど も 出る 也、 此所を 米の 冗と 云 也、 

心な き 身 に も 花み ゃ信贵 の 山 

〇 當麻 寺.^ 里 半 

當寺 は禪林 寺と い ふ 、用 明 天皇 第 四の 皇子、 麻 呂子親 

王の 御 願 也、 釋 書に いはく、 推 古 天皇 萬 法藏院 と勅號 

ある 也、 其 はじめ 河 內國山 ra 邵 にあ b し を、. 滅呂子 親 

子 瑞夢を 得て、 此 地に 移し 作らせた まふ、 こ 、は 役 小 

^の 家な り 、然 る に 小 角 霊夢 を かんじて 家 を 出て、 此 

地 を麻呂 子に 舉る、 同じく 十 年 二  H: に 伽藍 を 造 立し 
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給 ふ、 導師 は惠灌 僧正 也、 御順禮 記に いはく、 佥 堂に 

は 彌勒 菩薩 を 居た てまつ る 、此 御身 に 役 小^^；持尊 の 、 

孔雀 明 王 を 作. 9 籠舉 りけ ると 也、 

一 、S5^ 茶羅の 本願 は、 屮將姬 なり、 释 書に いはく、 屮將 

姬 世に 染す、 安養に 志し、 夭平寶 宇七 年 六 =： に、 此 

に 入て かざ.. y を をろ し、 替て我 彌陀の 3^ 《身 をみ やば、 

此寺を 出 じと いひて、 他念な く彌陀 をと な ふ、 數： U 

經て 一 人の 尼來 りてい はく、 我 汝に彌 陀の淨 土 をみ 

せん、 運 塞 を あつめよ、 其 時 屮將姬 帝に 葵して 逮莖を 

得る、 化 尼 逮莖を 折りて 糸 をと. 9、 新 井 を ほりて 五色 

に染 る、 又 一 人の 化 女來. >  て 此糸を 以て、 殿の 西のお 

に を ひて 織、 其 はたば. 9 一  丈 五 尺、 わら 三 把に 油 二 升 

をと もしび として、 一夜^に 織て 化 尼に 渡す、 化 尼 

又中將 姫に あた ふ、 淨土 のまんだら これな り、 ふしな 

き 竹 一 丈 五 尺 ある を もって 軸と せ， 9、 其 時 中 將姬化 

尼に 近付て、 さる にても いかなる 人ぞ やとと ひ 給へ 

ば、 化 尼 こたへ ていはく、 我 は 西方の 敎 主彌陀 な.^、 

化 女 は観晋 大士 なり、 汝が 心さ じ を 感じて、 こ ゝに來 

る、 一 たび も此逍 場に 來 らん 者 は、 永く 苦 を はなれ 

て、 西方 淨土 へいた らんと いふより、 早く 光 を はな 


ちて、 西 を さして 飛行き 雲 中に 入 給 ふ、 中將姬 いよ 

いよ 念 を 發し給 ふて、 一 生此 まんだらに 向 ひて、 彌陀 

の名號 をと な へ 、寶龜 六 年 四月 十四 nz に 終り 給 へ り、 

今に 至. 9 て 四 e: 十四 n に は、 踟 供養と て 法事 あ. 9、 

草 か， 0 もき てみ よねる やね. 0 供養 

1 、 染 殿の 井の 邊に寺 あり、 释 書に いはく、 むかし 天 

智 天皇の 御宇に、 此所 によな/^ 光 あり、 帝 勅使 をつ 

か はして これ をみ せ 給 ふに、 三つの 石 あり、 佛像 のか 

たちに 似たり、 此の よしを 奏しければ、 彌勒の 三 尊 を 

つく. o、 サ. (上に 堂 を 作り を ほひ 給け るな b  、此堂 そめ 

井に 近き 故に 染 寺と 名 付た b とか や、 又 石 光寺と も 

云 也、 一 木の さくら 有、 これ は 役 小 角の 殿の 前に 植を 

かれし 樱 なり、 化法榮 へば 此木榮 へん、 佛法 ひろま 

ら すば、 此木 かれんと 誓 はれし に、 此木 枝葉 さかへ 

て、 花 もい よ-/^ 色香 をまして^ みだる、 は、 佛法繁 

昌 のしる しなる ベ し、 此 寺の 西なる 山 を、 一 ー上嶽 とい 

ふな hv、 

I 玉く しげ 二 上 山の 雲間よ b 

出れば明る夏の^^の月  親 房 

1 、當麻 寺の 邊 に、. S. 村と 云 里 有、 此所 いにしへ 當麻 

I . , 南都 名 听集卷 十 


とい ひし 鍛冶す みたり とて、 かなとこ 石、 方 一 一尺 許な 

るが 川の 中に 有、 此 鍛冶 は地藏 菩薩 かよ ひて、 常々 力 

を そへ、 うたせ 給 ひたる 緞冶 成よ し云傳 ふ、 

1 、葛 城 明祌は 一 言 主と 云、 當 初役 優 婆 塞、 よし野 山 

かづら ぎ 山の あいだに 橋 を 渡さん と 思 ひて、 H 本國 

の 神々 に 祈り こふに、 一 言. HI- 、ひる は 形み にくき によ 

b て、 夜々 わたし 給け るよ し、 奧義抄 にみ えたり 

|遺 いは 橋の よるの 契. -も 絶ぬべし - 

明る わびしき 葛 城の 祌 春宮女 藏 人 左 近 

金剛 山に は 、寶喜 菩薩 を はします な， り、 

f 默 よそに のみ、 て や、 みなん 葛 城の 

高まの 山の みねの しら 雲 讀人 不知 

高 天 寺の 本尊 は釋： i! な，. >  、石 寺の 本尊 は藥師 なり、 朝 

原 寺に も釋： il あ. o、 高 天 寺に はかの いにしへ うぐ ひ 

す來， ^て 歌 をよ みし 寺 あ， り、 遍照院 とい ふな， 9、 

〇 天 香 久山奈 一 B{ よ リ南六 里 

風土記に いはく、 天上に 山 あり、 地に くだ .9 て、 一片 

は 伊豫 國に 有、 一片 は 大和 國に 有、 天 香久山 これな 

り、 奧義抄 にい はく、 天 照 太 神 あまの 岩戶に 籠らせ 給 

ひしと き、 國 のうち とこやみと 成ければ、 萬の 神た ち 
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橥 りて、 あまの かぐ 山の 銅 をと. 9 て、. H 像の 鏡 を 鑄 一 

て、 かぐ 山の 眞賢 木の 上 枝に は 玉 を かけ、 中 枝に は 鏡 一 

を かけ、 しもつ えだに は靑和 、白 和幣を かけて、 神 一 

樂を 奏し 給 ふ、 其 時 天 照 太 神 3 右 P を ひらきて、 あら 面 一 

白 やとの たま ひける 時、 手 力 雄の 神、 U お を 引 ひらき 一 

て、 いだした てまつ b 給 ひける 也、 

〇 額 安寺 三 里 半  ： 

當寺 は、 聖德 太子 在 力 所々 に 四十 八ケ 所の 伽藍 を 建 一 

立し 給 はんため、 先 CHS 寺 を 造りて、 十 一 面 覜.贺 の 像 を 一 

安置し 給 ふ、 かた へ に 藥師堂 有、 此寺を 額 安寺と い へ 一 

へ る 事 は、 推 古 天皇 御 ひた ひに 腫物 出来て、 御く るし 

みはな はだし かりければ、 此藥師 如來に 御祈禱 あり 

しに、 たちまちな をら せ 給 ふ、 こ^によ りて 額 安寺と 一 

號し給 ふ、 これ ひた ひ を {女 するとよ むな. o、 巾 興の 開 

山 は 忍 性 菩薩 也、 右 大將賴 朝公此 寺に 歸 依せられ し 

によ，. >  て 、頼 朝 公 薨去 の 後、 當寺 のかた はらに 社 を 造 一 

b、 神と あがめ 給け る 也、 此宮 今に 有 也、 寺より 北に 

賴朝 公の 石塔 も あ.^、 靈寶に は、 賴朝 公の 御 守 本尊、 

赤 栴檀の 春 ：11 の 御作の 小佛、 湼|^ の 像、 地藏 菩薩、 脇！ 

士 にいろく の小佛 まします、 其 外 靈寶數 多し、 此所ー 


を 額 田 部と いふなり、 

花に ふかく あんじ ほれた る 詠歌 かな 

^岩 明て を もしろ とい ふためし にや 

あまの かぐ 山 月 は 出らん 

香久 山に は 、興 善 寺 文 珠院と いふ 寺 あり 、其邊 にて 尋 一 

れ ばかくれ なし、： 大磐 戶は此 寺の 西の方 一 町餘 行て、 一 

南 浦と いふ 所に あり、 

散 をと やせん 香久 山の はな ざ くら  一 

一 、畝 傍 山 は 神武 天皇の 都の 跡 也、 すな はち 御陵の し 一 

るし の 石 あり、 所の 石 は 神武 田と 云 也、 末のと し 十 WJ: 

に： n 向國宮 崎の 郡よ. o、 此 地に 帝都 を 建て、 棍 原の 宫 

と名づ け 給へ り 、此山 を 俗 に 慈 明 寺 山と いふな. 9  、 

一、 5 梨 山 も 此邊な b  、所に は 天神 山と いふ、 又 かつ 一 

ら ごの 化と いふ あ. 5、 歌 林 良材 集に いはく、 むかし 大 

和國に 三人の 男 ありて、 一 人の 女 を 思 へ. 9、 その 女の 一 

ソ らご .  _ 

名 を綠兒 とい へ 、此女 を も へ らく、 一  女の 身き え や 一 

すき 事 露の ごとし、 三 雄の 心 ざし はた ひらきが たき 

事 石の ごとしと いひて、 つ ひに 此 地に 行て 身 を なげ， 

てうせ ぬ、 せパ時 三男 かなしみに たへ すして よめる 歌、： 

み、 なしの 池し うらめし わき も 子が 


一？ 


きつ、 かくれば 水 は ひるらん 一男 

同 足 引の 山 かづら の 子け ふ 行と 

我に つげせば かへ りこ まし を 二 男 

同 足 引の 山 かづら の 子け ふの ごと 

何れの くま をみ っゝ きに けん 三男 

香久 山、 耳 梨 山、 畝 傍 山 をみ つ 山と いふ 也、 

〇 久 米寺奈 K ぶり 南 七 里 

釋迦山 東 塔 院久米 寺、 久 米の 仙人 建立 あ h- しな り、 釋 

書に いはく、 久 米の 仙人 は 和 州 上 郡の 人な り、 深山に 

入， c て 仙 法 を まなぶ、 一旦 空に あが， 0 て 故鄕を 過ぐ 

ると き、 物 あら ふ 女の 脛の 白 を 見て 通 をう しな ひて 

地に 落る、 其 後 高市邵 に精舍 をい となみ、 丈 六の 藥師 

の 金 像、 ならびに 一 一 菩薩 を 鏡て 安置す、 今の 久米 寺是 

な.^、 又 仙 法を修 して 空に あが， 9 て 飛 去け ると 也、 こ 

れ なる 塔 は 大日 如來 也、 

花み て は 誰も かすみ を久 米の 寺 

久米 寺よ， r 戌 亥の 方に 殺靖 天皇の 御陵 あ.， >、 世に 鳥 

田の 丘と いふ、 同坤 のかた に 安寧 天皇の 御陵 あ. o、 御 

陰の 井上と いふ、 同 巽の 方に 懿德 天皇の 御陵 あ. 5、 

繊沙雞 上の 御陵と いふな. y、 


〇 壶坂奈 頁より 南 七 里  - 

寺 號は南 法 花 寺と いふ、 本尊 は 丈 六の 観世音な b  、文 

武 天皇の 御宇に 元 正 天皇の 御 建立、 開山 は海辨 とい 

ふ 人と かや、 鎮守 は 龍藏權 現な り、 こゝ は順鵡 観音な 一 

り、 

た^ へ てやくむ つぼ さかの 花み 酒 
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 河內國 名所 鑑  

河內國 名所 鑑序 

河內國 は、 神武 天皇 東征し 給へ る 時、 戊 午の 歲春 三月 

に 此國の 草 香の 里に いた.. > 給 ひ、 彥己 I 保 理命を 凡 

河 內の國 のみやつ ことなし 給へ る 事、 聖德 太子の 舊 

率 記に み ゆ、 されば 河 內の名 旣に人 王の はじめに あ 

b き、 反 正 天皇の 元年 冬 十月 柴籬 の宮に 都し 給 へ る、 

これ 此國に 都う つし 給 ふ はじめなる 事 日本 紀に 見え 

ず、 元 明 天皇の 御宇に 諸 國の國 里の 名 を さだめ 給 

ふ tn は、 河 內の國 和 泉 を かねて ひとつ 國な， 9 し を、 元 

正 天皇の 靈龜四 年 四 s: 甲子の 日、 大 鳥、： "根、 和 泉、 こ 

の 三 郡 を 割て 始て和 泉の 國を分 たれた るよ し、 塞廟 

の 類聚 國史に はの せられつ、 延 喜の 民 部 式に 大錦郡 

石 川 等す ベて 十四 郡と み ゆ、 その 中に 丹 比 を 分て 丹 

南 丹 北と すと、 源の 順の 和名 橥 にしる して 其 庄鄕の 

名 具 さに の するとい へど も、 其 後の世々 に增 加る 所 

の 名 あげてつ くしが たし、 猶諸社 諸 寺の 來歷 由緒 諸 

書に 見えた る 事、 亦 あげてい ひがたし、 おなじ 國志紀 

郡 柏 原の &n 二 田 氏 淨久、 耳順の よは ひに 過て 聞 をき 

見うる 所々 の來由 をし るして、 河內國 名所 鑑 とな づ 


  三百 二十 四 

けて、 すでに 梓に え. 0 て 世に おこな はんとす、 予 にこ 

ひて 序つ くらしむ、 むかし 元 明 天皇の 和 銅 年中に 風 

土 記 をつ くられて、 わが 日の 本 六十 餘國の 郡 鄉のゅ 

へ、 寺社のお こ. 9 委 はしく しるさる とい へど、 或は 秘 

する にかくれ 或は 久しき にち， 9 うせて、 今の 世に は 

出雲豊 前の 風土記 ゎづ かにの これり、 河內の 風土記 

有 .9 もやす らんい まだ 見や、 たと ひ あ. 0. とい ふと も 

上古の 跡の み 見て、 かく 中古 以來の 目に ちかき 事 は 

いかでみ るべき、 三 田 氏が 國に功 ある こと、 鐵 の 益 

お ほきに、 こがねの すぐれたる もしかざる がごと く 

ならん かし、 こ、 にお ゐて序 す、 延賓七 年 卯！：： -廿 二日 

洛 下の 季吟 


光 曰 天 
瀧 野 野 
寺 山卷 
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河內國 名所 鑑 目次 

卷 一 石 川 郡 

金剛 山 葛 城と もい ふ 

下の 赤 坂 

藤 林 

出合 

酒 堂 寺  - 

猫路山 

本 見ぬ 山 

楠 正 成 石塔 

水 越- W 

水分 谷 寺 

河 野 邊西福 寺 

UJI "谷 

寬弘寺 

中雞原 

菖蒲が 堂 

廿南 俯 


千 早 城 

甲 取 坂 

屛風塚 

1 の 木 Ins  口 

國兒城 

若 山 

上の 赤 坂 

鼓が 尾 

.R ヌき肌 

北 水分 超 正 寺 ， 

森屋 

東條川 

日出 目 光明寺 

小 吹 逮花寺 

觀心寺 是は錦 部 郡 也 

佐 備妙見 寺 


河內觀 iH 曰 寺 

百 田 

A ぴ 

毛 人 谷 

南 別 井 

大伴 

石 川 

ギ石 城跡 

梅 川 

寺 田 

一須賀 

持の 尾 

畑 村 

新 堂 

喜 志 櫻 井 


小山 田 

扇 山 

岩 涌 寺 


竹 谷 

中 村 

龍 泉 寺 

富 田 林 

北 別 井 

東西 條落合 河 

白 冰掘昔 寺 

北 加 納法花 寺 

南方き 

大が塚 

山城 

ひろ 

弘川寺 

高貴 寺 附岩船 明 神 

粟が 池 

下の 水分 神瓧 


11 錦 部 郡 


三百 二十 六 


今 井 丹 南 郡 

西の 浦 同前 

輕の 大臣 廟 同前 • 

野中 村 同前 

安閑 天、 皇 御廟 古市 郡 

古市 雪{呂 同前 


西 坂 田 古市 郡 

白 神 御廟 间前 

藤 井 慶俊丹 南 郡 

高 M 城跡 同前 

西琳寺 同前 


卷 三 

上の 太子 御 墓 山 石 川 郡 

妙 見 寺 同前 

葉 室 佛眼寺 同前 

推 古 天皇 御廟 同前 

孝德 天皇 御廟 同前 

金剛砂 同前 
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河內國 名所 鑑卷 


〇 金剛 山 

それ 金剛 山 は 大和 河 內兩國 にか 、りし 名山な り、 諸 

木 しげ..^ かづら きの 祌 とて、 かたち おそろしき 山の 

舯ぉ はし ましけ ると ぞ、 然る を 役の；.！；： 者 孔雀 明 王の 

くら 力 

兕を 持、 五色の 雲に のり 仙 府に優 遊し、 闇 上り 峠の 北 

の嶽に て 鬼神 を とら へ 眷屬 として 諸 山 を 開き 給 ふと 

也、 中に. も 此葛城 山へ 最初に 分 入、 開 し 給 ふと 也、 

本堂 は 南む き 本尊 は 法 喜 菩薩 不動明王 藏王權 現 御座 

す、 此 ほうき ぼ さ つと 申 は 華 嚴經の 文に、 於, 一 南海 中- 

有 二 一  淨土： 名 二 金剛 山？ 法 起 菩薩 常在說 法し 給 ふと あ 

-^、 五 眼六臂 のぼさつな り、 御 まなこ 五つ あ..^ 御手 六 

つ あり、 左の 御手 三つに さん これい 弓 、右の 御手 三つ 

に 逮花五 鈷矢を もち 給 ふ、 御 長 一 丈餘 あり、 五穀 を 守 

h- 給 ふふく ぼさつ.^ とて、 每月 うしの 日の 緣 日に 參 

り あ. 9、 殊に 六月 七日 は ゑんの 行者 だう のむ かひに 

石の ほうでん 有、 葛 城七大 金剛 童子 則是 也、 此 御前に 

て 柴燈の 護摩の 行 ひ 有、 諸人 參詣の 群 奥 をな す、 しか 


河內圃 名所 鑑 


三百 二十 九 


重 安松 久友雲 淸正淸 正葦榮 一正 
繼求子 任 好 紙 勝 之 次 盛 葉 ic 志 信 


河內國 名所 鑑卷  一 III 

れ ども 女人 はけつ かいの 山 也、 大黑堂 あり 三十 八 社 

あ.^ ii 伽 井 あり 六坊 あり、 かづら き 山と もい ふ、 一 乘 

山と もい ふ、 寺 號は轉 法 輪 寺、 院號は 最上 乘院、 大日 

の 瀧 あり SM^^^m^ 酒 堂 寺へ は 本堂よ 

り 十八 町 戌 亥の 方 也、 水分より 上る 道に 有、 千 早の 城 

へ は 本堂より 十八 町 ひつじ さるの 方な. の 

狂歌 老の身 も 金剛 山へ のぼるべ し 

ほうき ぼさつ を 杖に 賴て 法 橋哥慶 

同 長旅に つかいき つ、 籠もん も 

金剛 せん ももた で のぼれる 桌室 

同 上..^ えて 金剛 よりな が むれば 

胎藏 かいと 西 を しら 雲  友 和 

同 麈 つも， 0 山と なりぬ る 證據に は 

ほうき 菩薩の 嶺に まします 每雄妻 

^ 長閑なる 金剛 山のう しの：：： に 

ながる、 雲 やよ だれたら 宗 一昔 

同 地 水火 風 空に よそへ て 御 菩薩の 

御 目 も 五つ ありあけの 月  一有 

同 高く 聳え 木の葉 黄色に 成 行ば 

是れゃ 金剛 千 丈の みね  可淸 


三百 三 4. 


同 穂に ほうき 菩薩の 稻の榮 る は 

金剛山のまも-：^ぁるゅへ  正音 

同 金剛. E かち や はだしで うしの 日に 

つのって 登る すねい やっこ も 淸風 

山の 名の 金剛 童+か ちご 櫻  梅 翁 

佛の 座と 云 草 を 見て 

北方 や 金剛 せん 體の佛 の 座  Ml  , 

雲の あし ふみかす めた. 0 金剛 山 

きえ 殘る雪 や 北方に 金剛 山 

みどり だつ 松 ゃ靑面 金剛 山 

花の 咬 本 有の 體ゃ 金剛 山  ； 

風に ちらし 金剛 山の 花 ごゝろ 

氣 だかく も^ゃ 金剛 山の 花 

木から 花 を 出す や 金剛 せんの 術 

花 を ふむ 金剛 山の 雲の あし 

花の 時 かへ じ や 金剛せ ん赏目 

散 敷 は 金剛 K か はなの 庭 

金剛の 不懷身 や この 花の 友  如 

山吹の 花の 盛 や 金剛 山 

高き 森 や 金剛. H の 夏木立  れ戶 


淨樂贊 一正 政 立 時 光如 
久也也 十 昔公以 春善貞 


劳久政 友 
昌任長 和 


河 內圔名 听鑑卷  一  I  11 一 百 三 卜 


く つうる や 金剛 山の ほと、 ぎす 

手 向る や 法 喜 ぼさつに しゅろ の 花 

蟬 の-音 ぞ しっかい 金剛 せん 部き やう 

か はらざる 色 や 金剛 仙 翁 花 

三 ==: や 金剛 山のう しの 角 

法 喜 ぼ さつ 月に しおが みまし よの 山 

朽 せぬ や 金剛 仙 家 菊の花 

葛 城の 山の 錦 や 鬼 さらさ 

大雪 や 足が つめたい こんごう せん 

正體か 金剛 山の 雪佛 

つ f ドの赤 坂の 城 へ 千 早 城 

cvrnir おより.； ハ十 一 町餘 あり、 

楠 正 成 城跡 也、 東の 高さ 百 五十六 間、 西の 高さ 百廿五 

間、 南の 高さ 百 三十 間、 北の 高さ 五十 四 間 有、 城 長さ 

^:六十五間戌亥ょ..^炭巳へ あり、 城の 根 ま は. 0 九 百 

四十 間 あるよ し、 秘水 あり 「日に 三 石 六 斗 出る よし、 

寄 手梯を かけた る 所 も 有、 

楠が 謀に 諸國の 軍勢 攻ぁ ぐん で 合戦 を やめ、 

い たづら に 城 を 守 上げて 居たり ければ、 いか 

なる 者が よみて 大將 の陣の 前に 立たり けん、 

よそに のみ 見て ややみ なん ia^ 成の 


たかまの 山の 峯の楠 

狂 ™e 楠 や 千 早の 城に こも. r>Ka て 

種々 のち. o- やく を 廻し 入 形 淸風 

同 いにしへの 投 松明の なごりと て 

千 早の 城に 飛ぶ や ほたる 火 正 明 

同 千 早 ふるき 城 あと は實 楠の 

. まさしげ， 0 つ ゝ今も .10^ しき  友 和 

同 武士の その 名 もく ちす 楠 は 

千 早の 城の すゑ 石と なる  古 生 

同 めおと つれて かる 柴人 は此 山の 

しげみの rra でち はやす るらん 貞室 

同 千 早 振 神の 秘水 はいつ 迄 も 

日々 にわくな 三 石 六 斗  政弘 

同 千 早ぶ る 神代 もしら す 正 成が 

籠りし 城に 秘水 ありと は  元 信 

同 ろく/^ な 所なら ね ど 千 早に は 

三 石 六 斗 ひすい 出づ とよ 

釣べ いか 千 早が 城の はる 霞  天 箱 

千 早ぶ るざい やくす の 木が 花 軍 

神風 か 千 早が 城の 花い くさ 


常 友 如 政義可 正忠一 步政正 辯 友 政 立 

政 好 /《公之 j^- 宽正 十月 公次 M 和 公 次 
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、 ゾ lot  zalH- る拔 三人 此赤 坂へ 來 つて 打 死、 歌.^ 

i こ. 1 . ,^|るょみ3^し志哀に思ひ此所に«;入ろ、 

天 王 寺 石の 鳥居の 左の 柱 は、 武藏國 住人 人 見 

の 四郞恩 阿生 年 七十 二、 赤 坂の 城へ 向て 武恩 

のた め 討死 让 ると 書て 歌 一 首 書付たり、 

花 さかぬ 老木の 櫻朽 ぬと も 

その 名 は it の にかくれ じ 

右の 柱に 相摸國 住人 本 間 九 郞资貞 が 嫡子 源內 

兵 衞资忠 生年 十八 歲、 父が 死骸 を 枕と して、 同 

戰 場に 命 を 止め 畢 ぬと 書て、 歌 一 首 書付たり、 

まてし ばし 子 を 思 ふ 閱に迷 ふらん 

六の ちまたの 逍 しるべ せん 

狂歌と きの 聲 上て せめし は 庭 鳥の 

. あかさ か 山の 城の 寄 手 か  負 室 

同 山の 名 は 赤 坂 なれば 正慶の 

軍の 血に や 色 さまる らん 鳩 喊正利 

同 昔々 まっかう わつ、 わられつ の 

人 もや 猿の 尻の あかさ か  弘重 

同 旗色 もさて 赤 坂の 軍 場 は 

今 さへ 風に 草す b のおと  林 城 

赤 坂の 川へ 柳の 葉の ちる をみ て 


せめて 見ん 跡 もち はやの 花 軍 

兵粮 かち はやが 城に 米 櫻 

千 早に やよ する てきちよ くの 花 軍 

きごみ かや 千 早の 城の よろ ひ 草 

楠 や s< 立 ふるち はやが 城  翻、 I 

くす の 木が 千 早で 名乘 時鳥 

火矢 射る か 千 早が 城に 飛蛰 

夕 だち や 千 早 ふりま はる 軍神 

山人の 足 手 もち はやき り-た、 す 

千 早ぶ るかみ こで ふせぐ 寒さ 哉 

楠の おこ. 9 つよ ひやち はや 炭 

千 早ぶ る 雪 や 葛 城 山の 景 

千 早ぶ る 神の 御幣 か 雪の 竹 

泉 もや 三 石 六 斗 はかりごと 

夜る の 雪 や 千 早が 城の かくし 水 

ちはやぶる 雪に 猶 深し 堆土井  - 

〇 下の 赤 坂 桶の 枝 城 也、 

東 高さ 五十 間、 西 高 四十 八 問 、北 高 六十 六 間、 南 は 山 

續き 也、 城の 長 南北へ 二百 四十 三間橫 十五 間 あるよ 

し、 前の 谷川に 數萬 ある 石 は 寄 手に なげ あてし 石と 


利 政 重 草 意 良吉久 正  淸久重 周 意 政 
光弘 次 榮朔長 方 任 昔 勝 任 次 國朔公 


久伊義 政 可 良 重器 唯 吉及政 義利伊 隆及仙 
任 次元 長 次長 次 水 正方 次長 之 房 次 支 次 野 


河內國 名所 鑑卷 一  •  三百 三十 三 


同 ほの-^ と 赤 坂 山の 秋風に 

散 一 葉の 船 をし ぞ おも ふ 

赤 坂の たゝ かひ や 今 鶴 あはせ 

のむ 人の 貌赤坂 や はな 見 酒 

赤 坂と やみに もしら す螢哉 

露霜の あかさ かとな す 紅 紫 哉 

喜 坂 や 火と もす 暮の むつの 花 

〇 甲 取 坂 

狂歌 名に しお ふ 愛 も 今宵 は景淸 き 

かぶ 取 坂の =: を 三 保の や 

同し ころよ. 0 かぶ 収！^ の戰は 

Ei:^ 淸に猶 まさる 正 成 

たゝ かふ や 甲 取 坂の 花い くさ 

降 參か甲 取 坂の はな 軍 

のぼる にも S '取 坂 や 岩 つ、 じ 

霧 拂ふ甲 取 坂 や 勝 軍 

しころ な. 9 や 甲 取 坂の 三日の 月 

〇 藤 林 

楠が ちからこぶ ならん 藤ば やし 

花の 浪ぅ つもたい こ か 藤ば やし 


〇 屏風 塚 

霞 野に 旅寢ゃ 枕屏風 づか 

土筆 出る は繪筆 かび やう 風づか 

屏風 塚に 飛ぶ ゃ揚 羽の 蝶つ が ひ 

花 も 風に はちら じび やう 風づ か 

花見 酒 や 岩が ねま くら 屛風塚 

色々 や 花に 短冊び やう 風づ か 

花の 袖 引ても 見た や 屏風 塚 

山吹の 盛 や 金の び やうぶ づか 

姬 ゆりの 一 間 所 かび やうぶ づか 

金物 かほた るの ひかる 屛風づ か 

初 嵐 ふせげ や 里の び やうぶ 塚 

女郎花の 化粧 所 か 屛風づ か 

屛風 嫁の 繪か や 花 野の 草づ くし 

び やうぶ 塚に 露 はきら めく 金具 哉 

野 分 吹 や 草 を かつ て の 屛風塚 

紅葉ば は 色繪と いはん 屛風塚 

屛 風；^ に ふる 薄雲 や 銀砂子 

つ；" 雪 や 白 張と なす 屛風塚 

〇 出 八 L と 云 所 は 下の 赤 坂の 邊也、 


諸國の 軍勢の 中 へ 、楠の 勢 三方よ.. >  出合た 

に 勝し 所な- 9 とぞ、 

狂 默楊贵 1^ も 星 も 相 ぼれ 初秋の 

七：：！ の 夜半に 出合 ふ玄宗 

同 夜る の 殿の 火 燈す逍 に 通へ る は 

出合 ひものな. 0 宵の 稻妻 

出合が しら 打て こそ 見め 鼓 草 

敵み かた 愛ぞ 出合の 花 軍 

連歌し や 出合 遠近 花む しろ 

おも ふ 人と 出合 ましての 花見 哉 

花の 句に 互の 時宜が 出合が ち 

あっさ， 0 と あさぎ 櫻 や 出 ぁひ染 

ほと、 ぎす 鳴 侍 月 は 出合，？' な 

印 地 打す る や 出合の M 離れ 

夕 だち の 水 は 河內に 出合 かな 

村の 名の 出合 は さぞな 天つ ぼし 

人目 忍ぶ 草葉に 露の 出合 哉 

風 や 行事 出合 相撲の 草む すび 

色よ き は 出 あ ひに 染る ちぐさ 哉 

頓 作の 出合 や  一 月の も.. 0 


力 ，こ 軍 


正音 

政弘 

浮萍子 

淸信 

天 滿政長 

定廣 

忠幸 

好貞 

意朔 

政 公 

正 俊 

I 藻 川 

可圭 

吉勝 

■ 剛正勝 

唯 正 


〇 一 の 木戶ロ 

狂欧 花い くさ 大功 一 の 木 戶ロを 

やぶる は 風の 手柄 也け. 9 

同 天 も 地 も 光. 9 輝く：：：： しろ を 

見れば 三國 一 の 木 l«s ぐち 

鐽梅 のさき がけたり や 一 の 木 戶 

風 ふせげ 一 の 木戸ぐ ち 花 軍 

入な く 一  の 木戸ぐ ち 花の 番 

1 の 木 口々 ほむる 樱 かな 

一 の 木 BS 踏 やぶった か 杏 代 鳥 

一 の 木 戶ロを もた ゝく水 鶴 かな 

蟬の馨 大昔 聲ゃ 一 の 木 m- 

萩 や 一 の 木戸かざる 錦 母 衣 

〇 酒 堂 寺、 本尊 藏王權 現 也、 本堂よ， 9 十八 町 下に 有、 

狂歌 名に しお は V 酒 堂 寺 山で^ 衆の 

しゃく を も賴み 霞く まば や 淨久 

〇 國見 城、 楠七郞 城跡な. -、 本堂よ b 廿 五町 下、 

霞 もや 晴れて 世界の 國見 やま  器 水 

國見 とて 胡蝶 もす る やなれ こ 舞  立以 

雲 かと は 遠き 國 見の 山 ざ くら  意朔 


1 有 

良 長 

良 綱 

良弘 

林 城 

SS 正 信 

宜休 

易 幸 

好昌 


河內國 名所 鑑卷 


三百 三 4- 四 


性 及 光 及 正 政 好政哥 
空 次 吉次明 公春 公慶 


^內國 名所^ 卷 一   三百 三十 五 


鰹ぶ しかね こおの 山の 三日の 月  每雄妻 

, 猫路 山の 月の 鼠 や 雲が くれ  重 次 

M! の 鼠く らふな りけ り 猫路山  定親 

鼠 *t 狩つ くす かや 猫路山  利 常 

村 紅葉 色 や 虎 毛の 猫路山  久任 

化 粘 水と なるや 時雨の 猫路山  江 戶重繼 

雪に 尾の なきや あれ かし 猫路山  利 房 

〇 若 山、 和 田 五 郞矢倉 を あげし 城跡な， o、 本堂より 三 

十九 町 下、  . 

ところ 

若 山 や これ は 野 老のひ げ矢倉  意朔 . 

花 をる やまだ 若 山の 姥櫻  お 2 勝 


〇 本 見ぬ 山、 昔 一 夜の 問に 涌 出した る 故に、 もと 見ぬ 

山と 號す とな b 、峯は 八よう 八 社 在す、 觀昔堂 十 一 面 

觀昔御 長 一 一尺 一 寸、 平等 院と號 す、 太子 へ 香花此 山に 

て 切り 奉レ供 由、 森屋 より 三十 町 上る、 

狂歌 花 ちらす 狼藉者 を 推量に 

にくめ ど 風の 手 もと 見ぬ 山 受夕 

同 夜る の 間にに よつ と出來 たる 山 なれば 

もと 見ぬ 山よ すそ は 霧 山  淨次 

雪 汁 やし かも もと 見ぬ 山の 水  淸次 


國 見の 城へ 矢 入 をす る やうら ぼ 草 正則 

すぎ やう 者ゃ國 見の 山の 月 ひと， 9  未鄕 

出る ZJ ゃ國 見が 城の 遠目が ね  芳昌 

〇 猫路 山、 篠 崎六郞 城跡な り、 本堂よ. 0 卅七町 下、 

狂歌 i 賤 上下 をし な ベ て 皆猫路 山に 

つながれ ねる は 花の 最中  及 次 

S 猫路 山に 一 つも 出ぬ 鼠 茸 

穴 かしこしと 人 やい ふらん 同 

同 猫路 山人 目 忍ぶ のかよ ひ路は 

ねす 鳴す る も 障， 0 とぞ なる 正 之 

E そろ ^と 登て 見れば 木鼠 は 

一， 疋 もない 猫路山 かな 法 橋 

春 每に燒 や 灰 毛の 猫路山 

時々 を 木の 目に しる や 猫路山 

花 も 雨に さか. 0 を やる や 猫路山 

猫 路山花 軍に やかつ をぶ し 

花や 所 まだらの ねこお 山 

猫路 山の 花に 胡蝶 やね づ み 舞 

月と 雪花 やみけ いの 猫路山 

そ は へ て はなつ 木に けらし 猫 555 山 
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河內 15 名所 俊卷 一  11 一 百 三十 ヒ 


月 神、 右 は：： 子孫 子 也、 鳥 井に 楠 正 行 自筆の 額 あり、 

南 木の 明 神の 社 あ， り、 是は楠 正 成 を 神に 御い は ひ 有 

由、 宮寺は 十 一 面觀ー Jj 曰 立像 御 長 一 一尺 一 寸 、おやうて う 

の 作 也、 

狂歌 花に 寢て 起て 舞ぬ る 蝶々 は 

一す いぶんの 神の 吿 かよ  正 之 

同 谷川の ながれ 一 杓く み揚て 

吞み水 わける 夏の 友達  敎ニ 

同 初湯 を も 進上 再拜 うやまって 

まふす いぶんの 神 かぐら かも 正 昔 

にごる 世 もやい ぶん 守れ 神の 舂  貞室 

水分 や 田う ゆる 民の 守 b 神，  同 

すいぶんの 祌風 そふ や 梅の 雨  淨久 

波の つ  > みうて 水分の 神 かぐら  松綠 

〇 水分 谷 寺、 十 一 面觀昔 立像 御 長六寸 五分、 あん 阿彌 

の 作、 

〇 北 水分 超 正 寺、 十 一 面 観 昔 坐像 §i 九寸五分、 景ょ 

き 山 也、 

〇 河 野 邊西福 寺、 十 一 面 觀音御 長 1 1 尺 一 寸、 聽晰 SSI 


〇 芹 生 谷、 野老の 名物、 

狂歌 摘 人に 根 ほれて か ゝる芹 谷の 

澤邊の 水に お 手 は ぬれ 物  正售 

^ 此 ところ 久し かれと て^ 谷の 

幸 ひ 口に まかせけ るかな  重 

雪 消て 七草つ む や 根せ b 谷  自 

鶯 のす， 0 ゑの 里か^ 生 谷  唯 

せ. 9 だに はげに 名物な ところ 哉  周 

髭じ、がほるは^^1;谷野老哉  一 

ほれ やつ. め 野老も 愛ぞ极 _ 斤 谷  友 

〇 馬 谷觀音 寺、 十 一 面 観 1 者 立像 御 長 三尺、 

馬 谷の 花見 や： tl- 頭 観音 草  重 次 

〇 森 屋常念 寺、 觀音御 長 1 一尺 四寸、 

〇 祌 山休預 堂、 十 一 面 観 昔 御 長 三尺 三寸、 餅つ き 山と 

云 有、 

枝 や きね 餅 つき 山の うす 紅 紫  政 公 

〇 東條川 

狂歌 ちはやぶる 神 山風の 吹 落て 

柬條 川に 紅葉 流る \  , 一也 

波の 聲ゃ 東條 川の 水せ がき  久任 


河內國 名所 鑑卷 


三百 三十 八 


〇 宽弘寺 大日 堂、 馬場の 地藏 奇妙の 地藏 也、 昔 は 伽藍 

所、 跡 あ， 9、  I 

赛雨は 牛の よだれ か 大= 堂  lj  士長 

花よ. 0 も だんごで まつれば 3. 地藏  光善 

ひろき 林に 神明の 社 あ. 9、 

めぐみ ある 祌明佛 田の 取め かな  吉重 

ば、 地藏 かづく や 雪の 綿ぼう し  同 

〇 日出 目 村 光明寺 正 保院、 正觀昔 御た け 三尺 If^M 

鶴 ^£ 一し やくせん だんに て 有け ると 申傳へ 侍る、 淸明 

が此 堂の 內、 蚊の なきやう にふう じて 置と 也、 

〇 屮、 律 原 向 福 寺、 講覜音 春 日の 作、 藥師 坐像 あん 阿彌 

の 作、 

〇 小 吹 村逮花 寺、 十 一 面 觀昔御 長 二 尺 一 寸、 

〇 菖蒲が 堂 地藏、 坐像 御 長 四 尺 三寸、 行 基 御作、 弘法 

、元 來ば生 補 

JyAb-nR^^ と 書 也、 

ふきそ ふるし やうぶ が 堂の 軒端 かな  意朔 

〇 観 心 寺 

山 號は檜 尾 山、 役 行者の 開基 弘法 大師の 建立 也、 緣起 

は ド觜惠 の 文章、 仁 明 天皇の 御 E 翰 御 判 あり、 一 一條 家關 

白 孫嗣奥 書、 本堂 _s 向本 尊 如意 輪 観音 |g 七星 を い た 


だき まします 坐像に て 御 長 二 尺五寸 有な り、 賀利帝 

母 天の 社 あり、 1 宽子を 守. 0 給 ふ女祌 なり、 坊數 四十 六 

坊 あ.. -、 弘法 大師の 額 あ. 9、 

後村上 天皇 御廟、 赏 恵の 廟 所の 上の 山に 有、 

後醍醐 天皇の 御 綸旨數 通 あり、 

飛行の 獨鈷 あ. 9、 楠の 文數通 あり、 

實惠は 弘法の 弟子 東 寺の 一 の 長者 也、 

古き 塔 一 重 あ 、是は 楠 軍の 時 寄 手 取 やぶ. 9、 九輪 を 

おろし、 くわん すに 鑌さ せた る. W 太-平 記に 見えた. 9、 

其 時 一 重殘 しける か、 護摩堂の 上の 山に 社 多し、 東に 

關伽井 有、 西の 門ぎ はに も 井 有、 南よ. 0 西へ ながれ 川 

有、 岩 問 を 落る 白浪 瀧の ごとし、 

やかす とも 草 や もえ 出ん ひの を 山-  德淸 

ひらく 花 これ も 阿字と や 觀心寺  立以 

春され ば 花 もと もす やひの 尾 山  久任 

花に 鐘 や 暮れ て 無常 を 觀心寺  西 鶴 

蟬の經 に 鐘の 響 やくわん しん 寺  可 正 

攝待 やた つる 茶 签の観 心 寺  蜇安 

〇 甘 is 備 村に 白 楊 梅の 名木 あ. 9、 大 にして 大白う へ 

つかた へあがる、  ， 


友 M  m 則 
夢 弘貞武 


河內國 名所 鑑卷 一  fynDlTly.f.—t 


狂歌かん なびの 楊 梅の 木の かみしもの 

白き を 實れば 世 は 盛な り  意朔 

同 たが かけし かんなび なる ぞ楊 梅の 

しろき はこ、 の 名木と きく 友 和 

E 仙人 も 童べ もい ろに まよ ひぬ る 

それ はふと も、 是は やま も、 一 盲 

同 大きなる 白 やま もゝを さかなに て 

1 ぱい まいれ 酒の かんなび 正 之 

〇 佐 備村妙 見 寺 正 観音、 御 長八寸 五分、 行 基の 御作、 

〇 竹 谷 不動明王、 御 長 五 尺、 弘法 御作、 佐備 の領、 

〇 河 內覜音 寺 正 觀音御 長 一 尺 ニ寸、 毘 沙門 御 長 三尺、 

〇 中村大 H 堂 藥師堂 春 日宫、 下り 松 神木 也、 

〇 百 田 村觀音 寺正觀 昔、 御 長 一 尺八 寸 在す、 

oi 寺； Kr;s?^ 

蘇 我 大臣の 本願、 古 へ よ..^ 此 所に 龍 池 あり、 惡龍 住て 

をな せし により、 大臣 池の そこ を 見る 事 七日 七夜、 

其 時 龍王 人の かたち を げんじ、 大臣の 誓願た つと し、 

我佛 法に かつべき やと、 則 もとの かたちに な. 0 飛 さ 

りぬ、 それより 水渴 してから 池と 成、 其 かたはらに 寺 

院 建立 有、 其 後 大師 加持した まふ 時、 本の 龍 法 味 を か 


んじ此 池に 歸. り 淸水を 出し 其 流れ 今にた えす、. 本堂 

南む き 藥師如 來牛頭 天 王の 宮有、 又 池 大小 四つ 有、 此 

內大の 池 中に 島 三つ 有、 中 は 辨財天 右 は 大左 はい 

だてん 也、 小 三つの 內に そこの しれぬ 龍 池 有、 又 東に 

龍 穴 一 つ 有、 石の ふたして 有、 大 ひでりの 折此 所に て 

雨 を いの.. M し 石の ふた をのけ ぬれば、 俄に 雨 ふると 

ぞ、 坊數サ 五軒、 一 一王 門 有、 二王 は 弘法の 御作、 龍， M 寺 

と 書た る 額 は 東 寺の 長者 大覺 寺の 筆な り 诗！ J; し 龍 

寺の 內中 山寺 馬頭 観 昔 坐像 御 長 九寸五分、 

暌 花に 歌も吟 やや 龍 泉 寺 

夕立の 雲 ゃ吟 する 龍 泉 寺 

雨 乞に を どり ぶりよ し 龍 泉 寺 

雨 乞 やゑ 記 天に あり 飛 龍 ま 

ow^rf- 谷淨谷 寺、 十 一 面 觀音御 長 A 寸、 

〇 富 田 林 

茂 ..J 杉な m 田 林 か 酒ば やし  檐板 

〇 南 別 井宮寺 梅の 坊正 si 曰、 御 長 1 一尺 一 一寸、 太子の 御 

作、 弘法の 井 有、  - 

0 北 別 井 宮寺十 一 面觀 音、 御お. n 一尺八寸、 春 =： の 作、 

〇 大伴黑 主の 塚 1 一つ 有、 故に 夫婦 塚と も 云.^、 


元 富政久 

li] 吉長任 


M 内阅 名所 鑑卷ー 
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狂歌 薪 をば せな にお ふ 伴の 黑 主の 

塚に 休む は 歌よ みかな ふ  友 和 

同 大 伴の 塚に よみぬ る 短冊 は 

其黑 ぬしの はけ 目 成 かも 政弘 

同 黑 主の 歌の さう しの 現れて 

うき 名 を 流す 大 仲の 川  政 公 

いざ 子どもつ め大 伴の 三 つ 葉 _!t-  意朔 

大伴は 大名 竹の しげり かな  久任 

黑 主の 塚に うるしの 花 もがな  友 夢 

女郎花 風に くねるな 夫婦 塚  擔板 

錦 木 か はたお，..' もす む 夫婦 づか  同 

〇 束條川 西條 川、 大 伴の 北の 河原に て 一 つになる、 

すま ふ 場 や 束西條 のか わつ かせ  弘重 

入：：： うかむ 西條 川の せがき かな  深 春 

秋 を稳に 出す ゃ西條 河原 藝  意朔 

〇 石 川 

石 川の 瀨 ごしに つくれ 鮎の 魚  一 十 

〇 白木 村 觀昔寺 十 一 面 坐像、 御 長 一 尺 五寸、 

こま 人 もけ ふや 白木の 弓 はじめ  常 有 

よそ 目に は 白木 作. 0 や 花の 宿  ^也 


里の 名の 白木 づく. 9 かたち 葵  可淸 

紙の ぼり 出す や 白木の 弓手め で  威 室 

圓居 せん 、白木の ==： の 弓  利 房 

〇 平 石 衬觀晋 寺 十 一 面 観 昔、 御た け 三尺、 平 石の 城跡 

あり、 

狂歌 過て こし 4|2 を 今 もしろ あとに 

その 名 斗 やの こる ひら 石  松綠 

平 石の 舰 昔の 座 か 岩邋華  ^ss^^ 

. 平 石 を あてばん とい ふ 確かな  光 伯 

秋風に ひらいし や 愛 かしこの 實 晴纏 m 滕. 


〇 法 花 寺、 北 加. 納村 一 在所 不， 殘^ 法 花宗、 牛 迄御經 

いたい かせけ る 所 也、 He たてが 峯、 たかつきが 峯、 和 

田 川、 此っ  > きの 下 は 梅 川と 云 也、 

狂歌 法 花 寺の 山よ. 0 出る 和 田 川の 

流れ 題目と な ふうぐ ひす  淨久 

同 和 田 川の 水く みは こぶ 新發 意に 

さぞかん なう の あらん 法 花 寺 

花に 吹 風に 戶 立が 峯 もがな  天滿 

風よ け や II； だてが 峯と いはつ、 じ 

是は 天の II； 立が 嶺か五 =: 闇 


かけがね か戶 だてが 峯 の 三：：： の 月 

冬 ごもる 里 や た て が 茶 T 風 

狂歌 打浪の 花形と 見る むめ 川の 

一 者 はま >  に 鼓と ぞ きく 

梅 川の译 に 多し やうぐ ひす 菜 

梅 川 ゃ赛の 物と てながれ 水 

梅 川 やさ かで もちる は 浪の花 

梅 川 や 星 さへ くだる 春の 水 

梅 川の 香に 乘 じて や 花 筏 

梅 川に まなく よす る や 花の 浪 

〇 南 加納村 東； i 寺地藏 堂、 淳和 天皇の 御宇 

人 gs;4M  、開 某、 地藏 坐像 御畏 一 尺 五寸、 満 

な、 り、 

〇 寺 田 村. H 下 寺、 十 一 面 觀昔御 長 二 尺 三寸、 

大ケ塚 村^ 昔 堂 善 正 寺、 正 観： 昔 御 長 一 尺 一 

.昔 は 下 總國猿 島 郡 ふたら くせ ん観壽 寺より 

る 、せ我時宗安置 せられし御本^^：也、 

〇 大ケ塚 は根來 法師 诚郭 の葡 跡な り、 

花の 時宗と まいらん 觀昔堂 


宜林 

意朔 


可淸 

光 伯 

意朔 

秀立 

香隆 

可 正 

に 滿米上 

米の 御自 


寸、 此観 

フ つし 奉 


可淸 


諸惡 まく さ 手 向る 花や 善 正 寺  可 正 

〇 一 須 賀村宮 寺、 十 一 面 観音 御 長 七 尺、 天神 社、 一 須 

賀大 ケ塚兩 方の 氏神 也、 

白梅 や 花の」 すかの 御 神木  一十 

〇 山城 村 降 幡大明 神大寶 寺正觀 昔、 坐像 御 長 五寸、 弘 

法の 御作、 

民 や こふる 雨ふり はたの 卿 まつり  可 正 

お 祌樂の 鈴 ふりはたの 宮居 かな  同 

〇 持 尾 村宗音 寺、 十 一 面 齟昔御 長 三尺、 橘の 大木 有、 

狂歌 枝 折て 手に もちの 足の 橘 は 

めでたぃぼくにな，.^木成け.9 正 昔 

たち 花 を 持の 尾ぞ なけ 郭公  意朔 

〇 弘川寺 役の 行者の 開基、 山 號は龍 池 山と 號す、 本堂 

は 南 向、 藥帥 坐像 御 長 二 尺 五寸、 役 行者の 御作 也、 淸 

水 原 天皇 一 宿の 御 夢想に 水底に 御 舍梨在 々と 御^被 

ン遊、 御尋の 上に て 顯れ給 ふ、 御舍梨 一粒の 內に 五色 

分 有、 後鳥羽院 勅筆 有、 大師の 御 自作 御影； ^11 ー體 有、 

六坊 有、 西南 院に十 一 而観 >货 御 長 一 尺七寸 、大師の 御 

作 也、 す や 櫻と 云 ふ 名木 あ. r^、 

ぬる 蝶 やす 5 ^ざ くら 弘川寺  ^友 . 


:S 內國 名所 鑑卷 


三百 四十 


河. w 國 名所 鑑卷  一   

花瓶 は 徳利 かつ ぼかす や 櫻  松綠 

〇 畑村觀 ：^:: 寺、 十 一 面 觀昔御 長 三尺 一 寸、 春 日の 作、 

燈明櫻 は 山の 上に 有り、 弘法の 太子へ 日 參の休 石 道 

に^、 

P 高贵寺 

神 下山、 役の 行者の 開基、 往古の 寺 號は香 花 寺、 其 後 

弘法 大師 改給 ひて 高貴 寺と 號す、 神 下山と 云 事 は、 當 

寺 の 鎮守 3 石 船 の 明 神 は 高貴 德 王 ぼさつの 應 現にて あ 

まく だ b 給 ふ 故 也、 此 山の 內に岩 船 四十 八 有、 浪石も 

あり、 明 神の 嶽は諸 神の たけ 共燈 明の たけ 共 申 也、 折 

折龍燈 あがる 故な り、 本堂 五大 翁 弘法 大師の 御作 也、 

後鳥羽院 鳥 羽 の 僧正の 石塔 あ り 、寺 中 四坊ぁ り 、御影 

堂 大師 御 在 山 時代の 堂 也、 此堂 にて 大師 後 夜に 佛法 

^の 鳥 を 聞 給 ひて 詩を吟 じた まふ、 

閑 林獨坐 草堂 曉、 三 寶之聲 聞， 二 鳥？ 

一 鳥 有い 聲人 有い 心、 聲 心 雲水 俱 了々、 

我國 はみ のりの 道の ひろければ 

鳥も唱 ふる 佛法惯 哉 後鳥羽院 御製 

御影堂の ま へに しば 手水の ひばの 名木 あり、 

當. E 御影堂へ は 女人け つかい 也、 下の 本堂 迄 


 三百 四十 二  

はもう す、 善女 龍王の 池 ぁリ、 大 ひで， 0 の 折 は 

此池 にて 雨 をい のる、 大師 三鈷 にて 掘 給ふ闕 

伽 井 有、 弘法 詠歌、 

うづみ をく 木の葉の 下の かくし 水 

流れの 末は絕 えぬ もの か は 

寺 中に、 そめわけ き. 0 ませと て 紅葉の 名木 あ 

り、 三十 番 神の 社 あり、 此 かたはらに ふく 石と 

て あり、 むかひの 山 を ほこた て 山と 云、 行者の 

ほこ 立 石^、 西 谷弘福 寺、 正觀昔 御^ 一  尺 三寸 

五分、 泰： n の 作、 

狂歌 一 咼贵寺 に と hM 一一 貰 を 鳴く 時 は 

風 昔に つれて 常樂に 聞く 時 春 

0 一  倚れ； 3； 寺に 佛法 ！^= と 鳴く  の 

こわね をき けば 愛 も極樂  政 安 

同 あかつきに 佛法， 曾の 鳥き けば 

耳の あなより さむる-ぬ 惱  唯 正 

過に し 134<師 堂う はぶき 有し- 5、 下の 本堂へ 

大師の 御影 をお ろし 開帳お、 男女 共に まふで 

ける こ、 

狂歌 雲 わけ ての ぼれ 大師の 御影 をば 


政 十 重 


河内 II 名所 鑑卷  一  I 


女人 もお がむ 高贵 寺の 月  正 之 

染 わけの 紅葉 を 見て 

染 わけの 紅 薬 や はれぎ 山姬の 

きり ませぬ ひし 錦なる らん 

郭公 や ほぞんに そな ふ 香 花 山 

なせな かぬな けき かう 貴 寺の 郭公 

高贵 寺に 鳴く 松虫 や 鈴の こ ゑ 

かう きじ を あか ふぬ ての 紅葉 哉 

〇 岩 船 明 神 

狂歌 5右 船に の. 0. 給 ひし は 神道の 

加持の 力の 德 かと ぞ思ふ 

伊勢 九と 是ゃ岩 ふね M: の 船 

礒 ならで つけ 岩 船の 舯樂餅 

〇 新 堂 村寶海 寺、 十 一 面 觀昔御 長四寸 五分 

の 作、 

歌舰ー を 見れば 古佛 でお はします 

新 堂 とい ふ は 名 そ ら ご と 哉 

〇 粟が 池 1^ 武 天皇の 御代に 掘せ 給 ひしと なん、 

ちる 花 も はかな や 水の あはが いけ  義政 

夏來て やぬ けば 樋 口に あはが 池  器 水 


淨久 

意朔 

義元 

政 公 

安 求 


野 鹿 

定親 

時 春 

あん 阿彌 


久任 


紅葉 鮒 や ぬれ 手で つかむ あは 

〇 喜 志の 櫻 井、 太子の 馬の むち 

なん、 

櫻 井 や 花の 彼岸と いひつべし 

櫻 井 や 馬 もた すかる 法の 水 

ふかき おんく む 櫻 井 やきし の 陰 

り .^1;4:-4^0-.&(ゅぬ本此項下に水分大明神 

ct-t-  リ P ヒ & の 圖，^ 揭ぐ、 今 之.^ 略す、 


池  一十 

て 御 ほ b ありし. 


吉 


義 


河內國 名所 鑑卷 一 終 


政 以重唯 弘忠擔 可不ポ 
公 仙 安正 重 昌板正 好 
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河內國 名所 鑑卷 一 


〇 天 野 山 

寺號は 金剛^、 行 基 菩薩 開基の 勝地な り、 其 後 弘法 大 

師經 行の 靈 51 なり、 禪 定仙院 勅願の 所 也、 本堂 は 南む 

き、 大 U の 丈 六 脇 立 は 不勸降 三世 權作 なり、 塔 あ b 觀 

昔 堂 藥師堂 其 外 伽藍 數多 あり、 樓門に3^沙門持國左 

右に まします、 弘法の 御作と ぞ、 坊数 七十 坊 あり、 

丹 生^神 水分 明 神 孔雀 明 王の 社 其 外數多 あり、 天 照 

太 神辨^ 天 善女 龍王、 是三社 池の 傍に 有、 我の 社 有、 

維 ，武 天皇 最勝 王經 勅筆 大織冠 自筆の 經 . 

後白河 院 院宣  光明 后宮 自筆の 御經 

高 倉 院廳宣  中將姫 自筆の 御經 

後鳥羽院，：： sins  赤 八幡の 御影 仏法お 筆 也 

梭船醐天ね^；綸旨  鐡塔 弘法 应 より M 來 

後村上 天皇 輪 旨  楠 一 門の 文數通 あ.^ 

束寺の佛4::利九粒、禁中ょり御^1^進綸33ぁり、糾紙佥 

字の 法 華經賣 部、 弘法 大師 御. R 攀也、 賴朝 公よ.^ 以來 

代々 將 5ef 御朱印 あ b、 後船醐 天皇の 作らせ 給 ふ兩院 


の舊 跡の 坊有、 內坊舍 の 本尊 觀昔は 春：：； 御作、 地藏は 

弘法の 御作と なん、 千 手 院千手 観-せ 御 長 一 一尺、 後^醐 

天皇の御作、修善院の如^輪舰昔^^-德太子の御作、坐 

像に て 六尺、 滿願院 十 一 面の 千 手 觀：； v:^ 御-お 三尺、 i 女 阿 

彌作、 智；！ 牛お 十 ； 面 舰箭御 _：：^ 一  尺八 寸、 天 野 酒名； S な 

、梯松 名物 也、 

あまの ざけ のみけ る をみ て 

狂歌 そちなら で 誰に のません 天 野 酒 

色 を も 香 を もしる わん ぞ しる 

山に 立 かすみ やく まば あまの 浦 

あた、 むる 錫 ふ. 0 さぐれ 天 野 酒 

く ふて 見よ 名に しあ ふたる 天野姊 

背 月 門に たる、 や 天 野 釣し がき 

松 の 味 も 一 しほ あまの かな 

く ふて 見よ 燒松^ は あまの かな 

松^の 笠 やどりす る 天 野 かな 

天 野 山 ふ..^ さきみ る や 雪の 花 

〇 小山 W 村 神 寺 正 観 昔 御 長 七 尺 1 一寸、 弘法の 御作、 

〇：！： 野 村 正 觀昔御 長 一 一尺 有り、 鹽の 山犬：：！ 寺、 楠 正 成 

の 作、 


未 久可仲 政 周 友義 良 良 葦 忠正及 
鄕 圭宗長 永 和 元 賢 綱 葉 之 房 次 
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凉風ゃ 立よ る 影 も あ ふぎ 山  江戸 正 次 

誰も e: を あ をぎ 見る らん 扇 山  一 雲 

かれは はん女 是 はなん じょや 扇 山  及 次 

草 も 木 も 月 も綺 やう か 扇 やま  浮萍子 

月と 日 を かなめと や ん扇山  每雄 

稻 妻で ひかる や 金の 扇 やま  可 次 

朝霧の 箱に いる、 や 扇 やま  重.^ 

置 露 や 銀の かなめの 扇 やま  及 次 

秋の色 やつ まくれな いの 扇 山  野 鹿 

與 市なら で 扇 やまとに 月の 弓  正 儀 

扇 山の 給 やう は 木々 の 色 葉 哉  良 綱 

e: かげの さす や 扇の 山の 腰  林 城 

紅 薬す る や 皆 くれな ゐの扇 山  正武 

ふろ 雪 は まさご 地なら し 扇 山  兩謙子 

降つ もる 雪 や 白地の 扇 山  林诚 


0 光 瀧 寺；：；； g 一" は 3  一；：；？^ 山 號は福 玉 山、 行 満和尙 の 

開基、 本尊 は 不動 兩腮は 金剛せ いたか、 則 行 満和尙 天 

竺 震旦 = 本 三 國の土 を 以て 作， り 給 ふ靈像 也、 塔 あり、 

又 五 丈 落る 髋 あり、  . 

瀧の 畑 衬泉長 寺觀昔 有、 此 谷より くわう のた き 炭う 


所から：：： 野の 小釉 やき そ 初  政 公 

初物 は：" の 出と いはん 腐 瓜 哉  光 伯 

花に かげ さ す や 朝 H 野 観 昔 草  可淸 

〇 扇 山 大山、 扇 ひら ひた ごとくみ ゆると て 扇 山と 云 

傅へ 侍る、 

驻歌 花見 酒に ゑ ひて 踊の 足 昔 を 

地 かみなりと やきく 扇 山 

風 を を つて 開く や 扇 やま 櫻 

折よ る や 扇の 山の かなめ 花  P 

茂る 木 は末廣 なれ や 扇 山 

たゝ みかけて なけ 扇 山 郭公 

しげる 木の かげ やか さ へし 扇 山 

風 かほる 實 もす V しゃ mi やま 

夏の 外 は禮義 のた めか 扇 山 

ほね をり ての ぼれ 凉し き 扇 山 

あ ふぎ ぬればい よ./,^ 高し 扇 山  天 箱 

す^し さ を 風の 手 や も つ 扇 山 

あっき：：： を をのれ とはら ふや 扇 山 

雲の 給 や う 末 ひろ がり や 扇 山 

凉風ゃ 手：^ 祌風ぁ ふぎ やま 


h 如 松 好 重 
*      綠 昌 榮 
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し此 所に 一 宿した まふ、 あるじ 所望に よりて 短册給 

りけ ると ぞ、 

野 山 旅客  烏 丸資慶 

さゝの やの 一夜の まくら わすれ じと 

書き 殘 さむ も あたし ことの 葉 

輪 寺、 藥 師^、 觀昔 有、 

狂歌 四日と もた、 ぬ 三日の 市立に 

二：：； 醉 ふす さ、 の やのう ち 萬哲 

酒の みに 立ゃ彌 生の 三：！： 市  意朔 

桃の 酒賣 かや 二日 三 = 市  正寬 

0 上田 八幡 又 ゑ ぼしが たの 八幡 A ハ いふ、 山の 顶ゑぼ 

しに 似た る 故 也と ぞ、 一 切經堂 有、 金佛 の釋题 在、 正 

法 寺 ill.: 舰昔御 長 一 尺 六寸、 

うへ 田 村 や 茂りた る 森 は 八幡宮  光 伯 

八まん の 社 倾の苗 をう へ 田 かな  保 友 

狂歌 道す がら 旅の 折し も 見 あげぬ る 

山 は ひだ. „ ^の ゑ ぼし 形 かな 曾 立 

同 ゑ ぼし 形の 山 を 左に 見る 折 は 

五月の 雨の 雲な かぶり そ  ^室 

霞 もや か ゝ る 食 人の ゑ ぼしが た  政 公 


に 出る 也、 

花の 比 は 光の 瀧の みの 酒 ゑん 哉 

月影 や 岩間 を 照す 光の 澠 

光の 瀧の つら ゝは 不動の 利^ 哉 

ほそ 炭 や 色 も 白糸 光の 瀧 

〇 岩 涌 寺 十 一 面觀 昔、 大師 一 刀三禮 御作、 瀧 あ 

岩 涌 や 花の 瀧 見の 觀世昔  一 十 

〇 加賀田 八幡 2,^1/ 圓通寺 石に 觀 昔の 梵字 有、 長 二 

尺 五寸、 

か レ W にや 北 國早稻 は 出 來物じ や  器 水 

〇 小 鹽珠寶 山 誓 敬 寺、 十 一 面 覼音御 長 一 尺 九寸、 iii 德 

太子の 御作、 

〇 松明 屋村、 

花 も 火 をと もし くらべ かたい まつや  則武 

送. 0 火 やまよ い を 照す 松明 や  s., 政 長 

〇 石佛 村、 弘法の 作と 申傳 ふる、 

狂歌 後の世 を 助け 玉へ と拜 むこ そ 

約束 かたき 石 ぼと けなれ  秀綱 

〇 片添 村觀昔 寺、 正 觀昔御 長 二 尺 三寸、 作不 v^、 

〇 三： 《 市、 何の 比に か あり けん、 高 野 まふでの おり ふ 


良保久 
源 友 任 
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作 知れす、 

つむ 花も兩 部つ ゝ じか 金胎寺  弘重 

H: と U の 影 や 陰陽 こんたい 寺  筆 葉 

やどる 間に 晴 やれ 嬉し 村 時雨  宜休 

〇 橫山 天； t 、大 石よ.^ II 出る 故穴鹽 寺と 號す、 十 一 面 

觀音 在、 御 長 一 尺 九寸五 、白 炭 出る、 

立ながら 見る 橫 山の 霞 かな  周國 

橫 山に はへ しげ.^ たる 小 萩 かな  一之 

よこ 山に 月 や 照 手の 貌の色  扇 斗 

橫 山の 嵐に 落る 小 栗 かな  忠負 

よこ. H や 落る てるての 娘ぐ るみ  每雄妻 

橫 山の 白 炭 か 木々 のた まり 雪  檐板 


O^H^ 堂觀 111 曰 心 寺 如意 輸觀 昔、 坐像 御 長 一 尺 三寸、 

〇 彼方 村 連 花 心 寺 正 観音、 往生 院拓榲 出る、 

〇 錦邵 村人 丸舊 跡、 觀昔寺 如意 輪觀 昔、 弘法 御作、 御 

長 一尺 ニ寸 五分、 

夜もすがら 明し が てらに たく 物 は 

錦 郡 山の 妻 木な りけ. - 人 丸 17 き S 

染色の 山姊 なる かにし ご ほり . ；十 

同じ 枝 を わきて にしごり ゃ姊所  光榮 


ゑ ぼしが たに か、 る 懸緖か 玉 まくや 淨久 

三 =： 月の 穴 H や こ ゆ ひの ゑ ぼしが た  周 永 

雨の 夜 は 月 もな しうち ゑ ぼしが た  重 次 

すきに きる 赤 ゑ ぼしが たや こい 紅葉  周國 

枝 栗 やい がくと 折 ゑ ぼしが た  宜休 

〇 鬼 住、 昔 は 鬼 住みけ ると て おそろしき 所有、 鬼の 塚 

あり、 《.^ 樂寺 藥師、 坐像 御 長 三尺、 延命 寺 石 地藏、 弘法 

御作、 御 畏 四 尺、 山號 は怯羅 山と 號す、 一 谷举； ぬ 庵 如 

^1ぉ輪觀--货、太子御作御長 一 尺、 

鬼 住と 聞く も 冷し き 木陰 かな  自延 

鬼 住の つら、 は 牙 か 軒の 口  唯 正 

年 越 は實鬼 住の 夕べ かな  周國 

〇 河 合 寺、 天智 天皇 御 願 所、 山號は 资珠彌 山、 役 行者 

の 開基 也、 十 一 面 千 手 観 昔、 則 行者 御作、 御 長 三尺 三 

寸、 あた.^ に 川 瀧 有、 

狂跌山 がらす なれ も 無 《：s ゃ觀 すらん 

鳴きぬ る 聲もか は ひ 寺 かな 

初觀昔 衆生 や いとし か は ひ 寺 

捨る 子の 塞きお も ひやか は ひ でら 

〇 金 胎寺、 #1 の诚跡 あり、 ふもと は嬉 村、 十 一 面觀 昔、 
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秭 木の 紅葉の ころ ゃ餾郡  . 幾 一 11 曰 

〇 高 向村 惣持寺 十 一 面 観音 御 長 1 一尺 一 寸、 春 日の 作、 

〇 上 原仲哀 天皇 御廟 社、 拜殿 石段、 石の 鳥， お^り、 社 

僧 S 十 有、 觀昔堂 は 普 門 寺と 號す、 正 觀ー者 御 畏三 尺、 運 

鹿の 作、 

〇 西 代 村 岡 田 寺 十 一 面觀ー 者、 御 長 1 一尺 一 寸 五分、 

〇 原 村 寶池山 法 音 寺 十 一 面 観 昔、 金 佛御長 六寸、 

■ 〇 長 野 村極樂 寺正觀 音、 御 長 一尺 五寸、 役 行者の 御作 

〇 向野 村 紫雲 寺正觀 IHH  、御 長 二 尺 三寸、 安 阿彌の 作、 

〇 巿村 天神い ざり 松、 法 崎 寺 十 一 面 観 昔、 御 長 一 尺 七 

寸、 太子の 御作、 

夕凉み かげに や 人の いざり 松  —唯 正 

影 落る 月 もや 共に いざり 松  J き 吉重 

〇 南 向 m 瓔路 寺、 釋迦堂 有、 ザ 一 像 御. 4i 三尺 五 吋、 

〇 北 向田 慈眼 寺 正觀ー 者、 御畏 一 尺 七寸、 春 日の 作、 牛 

頭 天 王 祉存、 七 村の 氏神と 也、 

〇 西 板 持 西 福 寺 藥師、 御 長 一 尺 四寸、 同村 南に 坐像の 

藥師 有、 御 長 二 尺 五寸、 

〇 サ山、 地藏堂 あ. 9、 

狂酖 美女つ、 じ まだ 年 も 餒ぬサ 山の 


 三百 四十 八  

木な りの よさ や 雨露に ぬれ 物 正音！ 


つい 山 やまつ としき かば^み どり  仲宗 

花 吹ば 老木 もつ いや はたち やま  西敎 

廿 山で 見る や^りの はたち 花  阁國 

女郎花 さかり はつ いや はたち 山  芳 2 曰 

廿 山の かしらの 雪 や ti9 ぉ髮  周 永 


〇 半田 藥師 如來、 御 長 1 一尺 五寸、 安樂 寺と 號す、 

〇 狹山池 、そこに 石の 撾有、 行 基 菩薩の 作な. 9、 尺八 

撾は鹿 長の 比に 和 田 久兵衞 作 也、 夭 下にお いて 是尺 

八随の 初り とぞ、 

確 制 後 苔 深み さ 山の 池の ねぬな わの 

くるしげ もな く  く：^ かな 

六：^ 蒲す て ふさ 山の 池の みく りこ そ 

ひけば 絕 すれ 我 やねた ゆる 


夕 だち のさ やまが 池 や ふりた まり  元 信 

夕 だち のさ やまが 池 やた い 一 ふり  良弘 

さやま 池 秋風 吹 や 尺八 極  ^弘 

さし 入 やさ やまの 池に e:t のけん  .S 久 

いで、 兑ょ a のさ やまの 池の g:  唯 正 

^羽 をぬ X やさ やま の 池の. 鴛  in; 休 


保 負 同 政 
友弘 公 


良 良 負翠正 
長 弘因軒 明 


河內^ 名所 鏗卷ニ  三百 四十 九 


〇 北 野 田藥師 如來、 御^ 一 一尺、 太子の 御作、 

〇 丈 六 村、 昔 は 丈 六の 釋 11 有、 今 は不勸 石佛、 又卅番 

祌社 あり、 

〇 原 寺大德 寺藥師 如來、 御 長 二 尺、 

〇 西 村 觀昔寺 十 一 面觀 昔、 御畏 一尺 一寸、 

〇^ 提村十 一 面 觀售、 御 長 二 尺 三寸、 鬼子 母 神社 有、 

〇 太 村 藏王權 現 堂、 寺 號は神 現 寺、 本尊 御 長 五 尺餘、 

運慶 作、 

〇 营生 天神、 

浮なら ひ 子と る やすがう の 筆つ 蟲  可 房 

〇 大保 村、 河內 鍋の はじま h> し 所な りと いひ 傳 へ hs、 

雨く もる e: ゃ大 保の なべの 尻  器 水 

pT  IP  ^ 

〇 天武 天皇 御廟、 黑 山に 有、 藥師堂 有、 はらみの 藥師 

と 云、 

狂歌 をち こちの たづき もつ ふ す黑 山に 

おぼつかな くも 鳴る 神の 音 

蟬の經 やはんに や はらみつの 藥師堂 

黑. H とい ふに も はる、 rz: 見 かな 

黑山 やけん ほう 染と夕 時雨 

〇 阿彌 村、 昔 は 阿彌陀 寺と 號 して 十一 一 坊 有け， 9 とぞ、 


屮比は 六坊今 一 坊、 糸 薄と 云謠は 愛の 事 也、 登逮 法師 

雨ふりけ るに みの 笠 着て 此 所へ 來 b 、一 わたの ベ の ilii 

に 薄の しな を 尋ね はんべ ると ぞ、 

狂歌 吹 風 も 異香薰 やる あみだ 寺の 

庭 こそ 花の 雪 ぼと けなれ  1 有 

同 錢 ほどに ひからせ 給 ふ あみだ 寺の 

そのね くらい や 四十 八く わん 

あみだ 寺の 藤 は 來迎の 紫雲 哉  晚 

見に 行 やとつ はか わち の 糸す ゝき 

あみだ 寺 や つまぐる 珠數 の糸溥 

阿 彌陀寺 や 道 引 御手の 糸す ゝき 

〇 河原 城 村、 むかしの 城跡 あり、 

魚鱗に やい くさみ だれの 河原 城 

〇 多 治 井 若松 天神、 

驻歌 老松 も 又 苦 松 も 末社に て 

まことに 自由自在 天； 1; 

若松の もとより 松露 ゃ祌 ご、 ろ 

〇 小 寺 村藥師 如來、 坐像 御 長 五 尺 三寸 春 日 作、 如意 輪 

観音 御 長 八 尺、 五色の 佛舍利 あり、 . 

〇 今 井村 力 寶山法 雲 寺、 惠 極和尙 開基、 本堂の 本尊 正 


十 


富吉 

好泰 


久政弘 周 
任 弘 重 國 


河內國 名所 鑑卷ニ  三百 五十 


輕 はかに ともす 螢ゃ 灯臺木  野 鹿 

〇 藤 井 元亨釋 書に 曰、 释慶俊 姓 藤 井 氏內州 人、 

事 二 道 慈 I 學二 穴 ニ宗？ 居，， 大安 法 華 等 寺？ 嘗開 二 愛宕山 ， 

爲，， 第 一 世？ 天應 元年 爲 n 僧都？ 性懷 n 悲愁， 好 施二贫 病， 

矣、 慶俊 出生 所 也、 葡跡 あ. 9、 

狂歌 面白 ゃ是も あ た ご の 藤 井ぞと I 

花に うかる、 瓢 たんの 酒 贿相正 信 

さが. 5 藤 井に うつりて や あが， 0 藤  囘魚 

神の 心 く む や 藤 井の 花見 酒  If 正 信 

〇 野 屮村滿 願 寺 は 太子 御 建立の 地 也、 則 出號は 野中 

山と 號す、 本堂 藥帥 坐像 一 尺 一 一寸、 亦 十 I 而觀_ 音 立像 

1 尺八 寸、 鎮守 は 牛 頭 天 王、 唐 鎗の佛 ぼさつら かんの 

繪ニ 十七 幅 あり、 

〇 野屮 寺、 山 號は靑 龍 山、 院號は 德蓮院 、聖德 太子の 

開基、 蘇 我 大臣の 草創 也、 昔 は 七堂伽藍の 靈場 也、 孰 

の 兵亂の 時に か あり けん 燒滅し 侍る となん、 あと ふ 

,9 て久 敷石す へ斗殘 りけ る を、 愛に. 览义の 比 阿 閒 梨 

覺英と 云 有て、 かやう の靈 場の 絕 なん 率 を かなしみ、 

諸方に くわん じんして 贵賤の 助力に よりて、 先 本堂 

の 藥師堂 建立なる、 藥師 坐像 御 長 1 一尺 七寸、 太： 十の 御 


観音 坐像 御 長 一 尺六寸 程、 脇 立 八 歲龍女 善 財 童子、： 

〇 西 奴 田觀音 寺 十 一 面觀 昔、 御 長 一 尺 七寸、 太子の 御 

作、 

〇 西の 浦 龍 臥 山寶淨 寺、 釋迦堂 十六 羅漢 堂の 舊跡、 一 

にしの うらや 東お もての 家 さくら  貞弘 一 

西の 浦は凉 しく も 有 か 夏 座敷  重 成 i 

十二 代 

〇 景行 天皇の 御子 白祌の 御廟、 しらが 山と いひな.^ 

ま-^ 

ふりつもる 雪の 柳 や 白种山 

卯の花 や 幾年よ h- の 白が 山 

正 K のかう ベ の 雪 やしら が やま 

雪 埋む廟 や 白 神 白 神 山 

-〇 文武 帝の 臣下 輕^< 臣の廟 有、 ふもと を 則 かる はか、 

村と云、此人遣麼使の時、，：^-土人頭にとぅだぃ木をぅ 

ちつけ て灯臺 鬼と 號 すと 也、 其 子弼の 宰相 尋 行て 王 

にこと はる、 與那王 孝 をかん じて 渡す、 おや 子 づれ歸 

朝す、  一 

狂歌 灯臺木 の汕 つぎ かけ 消 はて ゝ  一 

ほたるの ひか.^ かるの 大臣 秀綱 一 

天 飛ぶ ゃ輕墓 山の 無常 鳥  初 知 


正 可 可 則 
俊 淸正武 


河內^ 名 听鑑卷 二  三百 -A 十 


か、 しに 弓 を ひかせ こそ すれ 一也 

蕨 手に 露 をす へたる たか 屋 かな  久任 

月 代の あと や 見 あぐる 高屋 ぐら  西 鶴 

〇 古市に 雪の 宫と いふ あ， 9、 また 白 烏の 宮 ともい ふ 

なり、 やまと だけの^ 鷺 になり 飛びた まひし と申傳 

ふる、 

千世 や ふる 市 こそ. まもれ 雪の 宫  義政 

i (白に 飛 ゆきの 宮の鳥 井 哉  一 十 

〇 西琳 寺、 

向原 寺 改て號 n 西 琳寺ハ 百濟國 之,^ 明 王よ.， >  赤 栴擅之 

釋迦の 像 根 閻浮檀 金の 十 一 面觀昔 幷に 經 卷佛舍 

利 等 初て 日本に 渡レ 之献， 欽明 帝： 天皇 勅，， 蘇我稻 目， 

令レ守 二 護 之： 稻目造 二 向原 宅 一安， 一 置 之： 即改爲 レ寺號 一一 

向原 寺： 是：！ ：本佛 寺の 最初 也、 元亭釋 書に 云、 先，， 天 王 

寺， 廿九 年、 造 佛立寺 之 權輿也 云云、 三 國佛法 傳通緣 

起 等に 委 記い 之、 境内 四方 書 等 後 宇多院 官符宣 在い 之、 

寶塔眞 柱の 石 礎 底に 刹の 一 字雕付 在， 之、 刹 柱の 義 

歟、 所 JS 佛閣祟 重 すれば 國を 保つ 故歟、 

1 、 釋 尊の 脇士 I 一 f ゆ 弘法 大師の， 作、 

一 、坐像 十 一 面觀. 音 安阿彌 作、 世 號，， 孫 六觀昔 ， 云、 


作 也、 追 付 子 安の くわん をん 堂 建立 あるべし とな. 9、 

子 やすのく わん をん 御畏 一 尺五寸 五分、 金佛 也、 南無 

佛の 太子の 御影 あ 、毘 沙門 あ. 9、 大黑 有、 辨財 天の 

社 有、 善女 龍王の 社 あり、 太子の 闕伽井 奇瑞 有、. 行 基 

菩薩 楊枝 を もつ て 掘 給 ふ 井 あ. 5、 鎭守 八幡の 社 有、 

此所を 今 は 野々 上と 申と 也、 別院に 寶泉 寺と 云 堂塔 

伽 の^ 跡 有、 大坂 軍の 時眞 田左衞 門佐此 あた は 

びき 野 ぼけが 山に 陣を 取、 一 合戦して 大 坂へ ひき 取 

由 、或 老人の 物語し 侍る、 

咬 花 はつりが ね 草 か 野中 寺 

手 向ん とむ すぶ 淸水ゃ 野中 寺 

たむ くる や 野中に 生る 藥師草 

かんきん を！. も 申 や 野中 寺 . 

二十 八 代 

〇 安閑 天皇 御廟、 高屋の 城の 本丸の 高き 山 也、 御廟の 

上に む E 山 左 衞門尉 高 正と やらん、 屋形 をた て 八 百 八 

さまの 城に 作られ、 住 城 有しと 也、 天皇の 御と がめ に 

や 程なく 此城 おちけ ると 申傳へ 侍る、 南に 藏王堂 有、 

狂歌 古城の 畠 山に はす かれても 


 河內國 名所 鑑卷ニ  

一、 地藏 菩薩 天神の 御作、 つまと b の 地藏と 云、 

一 、閣浮 檀金十 一 面觀昔 へ さきの 観音と 云、 

^^^外靈资數多ぁ.9略す、 

しゅし てつく 

狂歌 双六の さいりん じに や 朱 四重 五の . 

十八：：：： は/、 わん をん まい， ON 意朔 

入 方の 見どころ か 西辦寺  可淸 


河內國 名所 鑑卷ー 一 終 
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〇 上の 太子、 

科 長 山 叙 福 寺 御 墓 山、 太子の 御 母と 太子と 御 后と 三 

骨 一 廟な. o、 此と ころ を P まに つくらせ 給 ふ いよ H 

は、 推 古 六 年 九 n: に 太子 S. 斐の くろ 駒に にめ し、 舍人 

調 使 丸 を 具し 給 ひて 雲 中に 入、 富士山に 上り 給 ひ、 末 

世の 衆生 を ど せんがた め靈地 を御尋 ありし 時、 地よ 

り 五 筋の 金色の 光 天に さす、 其 所 を 御 じければ 河 

內國石 川の こほり 磁長の 山 也、 誠に 過去 七佛此 所に 

て 大乘の 法を說 ひろめん とした まへ 共、 いまだ 時い 

たらす して 五 字の 妙 文を此 山に 埋 みまし ます、 かる 

が ゆへ に 五 字の 峰と 名 付 給 ふとな， 5、 三國 無双の 擦 

地な りと 御 墓 をつ かせ 給 ふ、 S 御 慕の 內に入 給 ひ、 こ 

こ を きれ かしこ をた てと 宣 ひける とか や、 和 州法隆 

寺よ b 御 ゆの 御 棺を官 人 にか、 せまし てお さ め 

給 ふ、 かの 御 松の ながへ を 御 厢 の 口にさし おき 給 ふ 

とな.^、 则此木 生つ きお 葉 をむ すび 今にいた りて さ 

き さらぎ 

かえ をな す、 大乘 木と 5. す 也、 其 以後 衣更着 下の 1 1 日 


に、 太子と 后 諸と もに かくれさせ 給 ふ を、 同じく 一  所 

にお さめ たてまつる 御 墓 山 也、 常燈 あ.^、 御 墓の 廻り 

に石佛 四： A 九十 體在、 ^観音の 梵字 有 弘法の 御 筆 也 

ける とぞ、 左に 淨土堂 阿 彌陀、 弘法の 御作 也、 右に 太 

子 卅五歲 の 御影堂 有、 此內 に 代々 帝の 御 位牌 有、 太子 

十六 歳の 植髮の 御影堂 有、 如意 輪 觀音堂 有、 山伏の 普 

門 石と 云 行 ひ 石 有、 弘法の 御作の 闕伽井 有、 科 長 神社 

九 社 有、 池の 汀に 辨財天 有、 賴 朝の 御 石塔 あり、 


、太子 鎗緣起 三卷、 宮御 門跡 御 攝家御 公家 衆 以上 五 

十 一 人 之 御 筆、 外題 は寬 文法 皇檨御 筆、 

、冋 繪傳七 幅、 土 佐將監 筆、 

、太子 ニ歲 にて 御 自筆の 御影、 

、 太子 十六 歳 御影 御 長 五 尺、 太子 一香 一花 一 刀 三 

禮、 植髮 御影 御 自作、 天子の 記錄 あ. 5、 

阿 彌陀御 長 三尺 鳥の 作、 一 、如意 輪觀昔 太子 御自 

作 堂に 有、 

、欽明 天皇 御 安置の 佛舍 利、 一 、太子 御 自作の 地藏 

菩薩、 

、用 明 天皇 御 自筆 の 觀 昔經、 


、太子 ニ歲 南無 佛 御影、 御 自作、 

、推 古 天皇 御 自筆 法華經 安樂 行 品、 

、弘法 大師 自筆 心經、 一 、善 光寺 如 來の寫 閻浮檀 金 

御 長 一 尺八 寸、 脇 立觀昔 有、 

、推 古 天皇 御 安置 之佛舍 利、 一 、名 H: 寶珠、 

、八 祖相傳 之 佛舍利 四 粒 有、 

、太子 未來 記の 文；！ 彫し 給 ふ 碼碯石 あ， 9、 

、塔 再興の 時、 古の 心 柱の 石す へ の 下よ.^ 佛舍利 十 

1 1 立お る 金 蓮 花の 中に 納 

一 ーネ tti るて わ リけ ると ぞ、 

、山路 殿 草 i^. 笛、 一 、太子 高麗 笛、 一 、牛 玉、 一 、sll 

角、 其 外 赂.， 之、 

玉 葉 消に し をう しと 斗 はみ はか 山 

先 だつ 雲の 行衞 しらせよ 飾 轴滅臥 道 

狂歌 二度三度 光 は 地よ. „ ^天に さす 

妙で はない か 上の 太子 寺 法 橋齊慶 

同 御 ゆと 太子き さきの みは か 山 

まふ づる人 もな す ゃ三拜  意朔 

同 夜 も晝も ふだん だるまと 御 太子の 

法の 光り は絕 えぬ 常 灯  弘重 

同 聞し よりみし ゝ にたえ て 殊勝 さは 


河内 闳 名所 鑑卷三 
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德正定 如 正 一 立 器 梵 如 忠 雷 器 可可榮 政 
淸寬親 贞音利 以水達 元 之 紙 水 正 淸 弘 


河內薩 名所 鑑卷三 —   三百 五十 四 


別 都 頓宜壽 なけお のが 名の 五 字の 5^  如 元 

R おもみの. 5 あ. 0 け b 上の 太子 桃  久任 

いひに うへ る 人 やた すけし 太子 桃  一 十 

あつまる やお ど. 9 ぶ b よきし なが 山  正 元 

御 墓 山 や 愛 も かしこ もき ^す  友 和 

じかと 聞て よる や 山路の 笛の 一 者  • 利 常 

二つ 三つ 越ぬ る 鳩 や 五 字の 峯  常 有 

に 雲 や あ、 _s 無 阿 彌陀五 字の 嶺  可淸 

月に 數珠 やくる りと みは か 山 廻り  正 昔 

一 代の 御 法 や 五 字の 峯の =：  穴 H 玄 

太子に て ：=J 兒ゃ 憲法 十七 夜  贿 I ま繼 

霜に 鳥の 跡 を や 殘す五 字の- M  玖 也 


二王門の 向南の 山へ 橋 渡り 大 = 堂 有、 それより 山へ 

上り西法院とぃふびくに寺ぁ..^、 太子の 御め のと 月 

益姬 = 益姬玉 照姬 三人の 寺な. 5、 此 三人の 御め のと 


の 塚 石塔 あ.^、 

閏年 や；： ます u ます 花の 赛  光蕃 

くれな ゐょ猶 夕：：： ます 姬っゝ じ  弘重 

にたてよ 露の 玉て る ひめ 裕 .  可淸 

露 毎に： ：！： ます ひめの ひか. 0 哉  一十 


三 骨 納まる 御 墓 山 か な  淨久 

同 御 太子の 追善な らん 五 もじの 

峰に は ひ^くう ぐ ひすの 聲 

同 短 尺の 雷 問に 五 字の 峰 ある は 

これ 句の 上の 太子な け. 5 

芹 をつ みて 花と 手 向ん 御 はか 山 

鷲の 經ゃ ふぎん のみ はか やま 

雪 やね はん 釋迦牟 尼 佛の五 字の 嶺 

雪と 3： と 花と やみつの 御 はか 山 

花見 衆 s=l ぶりよ し 科 長 山  麵翅 

花に やぶれ 禁酒 一 = の 叙 福 寺 

樂 にあ はせ^の 歌 やゑい 福 寺 

雨に 花 さとり やひら く 大乘木 

愛 を きれと ゆるす 太子の 花 もがな 

花見す る 人 や 佛性同 たいし 

みなかみの 太子 や 法の はなの 本 

上下の 太子の 影 や 》: と はな 

法の 花 も ひもとけ 四敎五 時の 嶺 

南無の けて^ 麓 や 五 字の 峯 

みち 草 や 仁義 禮知信 五 宇の 嶺 


か^ゃく：：：！. も 玉て る ひめの 塚  重 房 

十五 は 御 s: ますみの 鐘 かな  睛 1 正 勝 

〇 用 明 天皇 御廟、 屮足 山陵と 云、 春 日 村の 額に 在、 太 

子の 御廟より 五六 町 辰 已 に 在、 

三十 二 代  みそぎ 

〇 妙 見 寺 観 昔 堂 十 一 而觀 昔、 御 長 六尺、 初 瀬の 御衣 木 

也、 *3 の 塔の 心 柱の 石す へ の大石 あ， 9、 いつの 比に か 

あ けん、 和 州 赛：： ： の 腿と 當 所の 春 日の 鹿と 兩 方の 

つか はしめ 行 合 候と て、 其より 鹿 合 谷と いひ 傳へ侍 

ると て 深長の 谷た b、 此 谷へ 大 石の 三 間餘の のぞき 

岩 あり、 又 若 その 岩屋 此 中より 弘法 太師の 御廟の 廻 

^の 四百 九十 體の觀 一 11 曰 石 取 出し 給 ふとな-. y、 深き 事 

そこ しれす、 

雨 土 やう ごか 赛 日の 田う へ うた  弘重 

月 も 今宵 用 明 天の つかさ かな  同 

露のと が もお それよ 佛の妙 けん 寺  永 房 

ちらしぬ る ことの 葉 やぬ かかす が 山  弘重 

〇 敏達 天皇 御廟、 葉 室 村の 山に 在、 寺の 前に 五本松と 

て 名木^、  . 

〇葉^;*:佛服寺、十 一 面の 千 手 觀昔御 長四寸 1 一分、 賴朝 

の 御 守 本尊と 云傳へ 侍る、 此 寺に いにしへ 佛服 上人， 


とい ふ惯ぁ ひ、 此 沙門の 服より つねに 金色の ひかり 

さす、 其 時の帝 花山院 十九 歲 にして 御 出家の 御望 ま 

しまして、 權 化の 師 を御尋 在し 折節、 河 州 太子の 御廟 

のぁたり葉^！？^！とぃふ所にて、 乞食の 沙門 其 服よ， 0 金 

色の 光 さす を 勅使 御覽 じて、 權 化の 疆 にて 御 渡. >と 

て 召 具して 上洛す、 帝 へ 其む ね 奏し 奉る、 帝き こしめ 

し 御 よろこび はかぎ りなし、 宣 US に は 服より ひかり 

さすう へ は 則佛眼 上人と し、 一一 一：=: 十五； n に此 上人 を 

請 じ 給 ひて 師 K に 御賴、 11^ も 御く しおろ し 給 ひ 御 法 

名 を 入 覺と申 奉る、 十禪の 玉體に 麻の 御衣 を 着し 受 

戒 した まひぬ、 佛眼 上人 を 先達に て 諸國の 三十三所 

の 観 昔 へ 法皇 順禮 あそ ば さる 、是順 禮のは じめ 也、 三 

熊 野 那智山 如意 輪 堂 初め 御參 り、 美 濃 國谷汲 寺に て 

參 納め 給 ひ、 大內 へ 御下向ぁり、怫服暫是にぁ.0^度 

候 へ 共、 熊 野證誠 殿の あた b にや ゝ有、 法師に て 候 間 

御 暇 巾と 仰す て ゝ、 かきけす やうに 失 給 ひける とぞ、 

心 あ. らん 人 は觀昔 しんかう した ま へ と 也、 現世 安穏 

後世 善 所うた が ひ あるべ から やと 也、 

花 折な是 は 見通しの 佛眼寺  • 元 由 

飛び 渡る 色々 鳥の 羽 室 かな  怄ぶ . 


河內^ 名所 鑑卷三 


： 二百 五十 五 


安 忠 政 言 稲 
求貞 公子 好 


谷久吉 
よ 任 勝 


河內圃 名所 鑑卷三 _   三百 五十六 


狂歌 御佛の 眼の 寺に 住ながら 

法の 道に は あき 盲 かな  正 察 

〇 山 田 村 萬 法 藏院を 役 行者 和州當 麻へ 移す、 今の： > - 

ん だら 堂是 也、 

〇 推 古 天皇 御廟 南山 田 村領に 在、 此 村に 紫 あかね そ 

め る、 

すいこ てんの みは か 守らば 梅ぼう し  弘重 

狂歌 杜 若の 花の 色香に どち いはい 

^うつくしき 山 田 むらさき 正 一 1^ 曰 

同 ひょっと 來て たづき もしらぬ 山 田野に 

これ はさて く 郭公の 聲 

山田ぞ めの むらさき か 松に さが b 藤 

金銀 花 はたからの 山 田 かな 

山 田 もる 僧都 もき る や あかね 染 

紅葉す る や 是も山 田の 茜染 

〇 山 田 萬 蒲が 谷、 沙門 あ b、  I 

どち もです しゃう ぶが 谷 やすま ひ 草 I 膽重勝 

三十 七 代  は 

〇 孝德 天皇 御廟 山田領 北の 山に 有、 慈 雲 庵 十 一 面觀 

昔 太子の 御作 御 長 三尺 七寸、 

狂歌 親に 孝 かう とく 天の：！：： 澄めば 


出 田の 水 もちと もに ごら や  正 之 


も IB 

忠正 

. 十 三重の 石 


以： 


しゅん やよ く か へ す 山 田 も 孝德天 

孝德 のた えぬ 山 田の みの b かな 

〇 岩屋 峠、 大 岩屋 有、 又 五六 町の 北の 山； 

の 塔 Sn 一一  S§ な 有、 又 岩屋 有、 地藏 有、 

曼茶羅 が 十三ぐ わん ざう 花の たう 

常住のと もし 火 は：：： か 石の 塔 

0  二 上が 5 獄西原 は 河 州 山 田 村の 領內 な- 

金剛砂 出る、 

月 は 山み が、 れ 出る や 金剛砂 

〇 二 上が 嶽 西の 谷に 九 間 半の 立 石 有、 根の 深さ しれ 

す、 上の 太子の 持 山な 、行 所の 石な り、 石の 上に 笠 

松 有、 

ふる 雪の つも h- や 四 五 尺 一 一 丈が 嶽 

山 越の 彌陀か 二 上の 雪佛 

oil の關、 山 ra 峠 也と 云 傅へ 侍る、 

明 玉 我 思 ふ 心 もつ きぬ 行く 恭を 

こさで もとめ よ 驚の 關 

狂歌 鴛の關 の 口 を あくるより 

.E 田の 里に 春 やい. 9 こむ 


性 空 

政 公 


康資王 母 


林 永 意 如 重 周 香以正 

城重朔 負繼國 澄 春 重 


玉豐 

iSf  來後 

JH 秀淸行 如 正 久ー器 直 政 元 伊 正義 良 定之松 信 

安立 信 廣元勝 任 十 水 房 安 次 信 元 綱 久次都 之 


內國 名所 鑑卷三  三百 玉 十七 


同 鶯 のせき 所 はさし も 一 めんに 

たてなら ベた る 軒の 鐽梅  次 重 

同 法 花經と 鳴つ る聲 をい く 春 も 

耳に やと めんう ぐ ひすの 關 自延 

同 鶯 のせき の uv ひらの くわん ぬき は 

梅の 古木 をせ よかし と 思 ふ 友 和 

«s 鶯の關 のかた なや わきざしに 

かけた るつ ばの さく も 梅た 3- 淸風 

同 とま. 0 竹の しげる さ ゝ葉は 驚の 

關にた て 置く 大鳥毛 かも  榮^ 

同 長久に 治まりた りしう ぐ ひすの 

關も 戶 ざ ゝ ぬ 御世 ぞ 繁昌 

鶯 のせき 所路 いづら 春の 聲 

歳旦 や 鳴う ぐ ひすの 席 はじめ 

錢梅 ゃ鶯の 關の番 道具 

聞と むる 聲 うぐ ひすの 關所哉  江戶 

何者 ぞ 鷲の 關人來 く 

鶯の關 の BV さす やか ごの 口 

鶯の 關路の E や 自身番 

鶯の關 守 なれ や 花の 兄 


鶯の關 の BS びら や 明の 泰 

花 笠： を ぬけう ぐ ひすの 關の前 

鶯の關 守の 名 やうた のす け 

鶯 のせき かくと なれ 梅ぼう し 

鶯の關 に まく 引く 霜 かな 

鶯の關 の 番尾か 窓の 梅 

鴛 のせき くな くや ひから^ 

短冊 ゃ實 うぐ ひすの 關 手形 

驚の 關を もと をせ りんし 梅 

鶯の關 の in; ひらく 梅花 哉 

花 待 ゃ氣も 驚の 關の鳥 

鶯 のせき をす へたる 梅花 哉 

梅 若 ゃ鶯の 關の番 がしら 

鶯の 關の戶 びら ゃ兩 羽が い 

鶯の關 でと V むる 歌人 かな 

鶯の關 に 聞 人と まれと こそ 

鶯の關 守 や 花の 鳥お どし 

驚の せき ま は， 0 たか どもり 聲 

驚の 關 こがたなに 似た 羽 哉 

营： のせき ゃ菌 生の 小鳥 網 


樂檐重 利 定光鐡 
也 板 良 房 親 之 牛 


國 名所 鑑卷三  I   1 二百 五十八 


大 = の 本^ 鳥の 作 

同 通 法寺大 =: 本に かくれな き 

ほぞん かけた と 鳴 鳥の さく 

若水 を 汲 年の 矢の つぼ 井 かな 

大 ふくの お茶の水 くむつ ぼ 井 哉 . 

とその 洒汲 ども つきじ 壺 い づ み 

香 を こめて 句 ふ は 梅の つぼ 井 哉 

友と 2^ ん なれて 壺 井の. E 樱 

水 も 世 もお さまる 春の 壶井哉 

花 がらの ちる や 览永通 法 寺 

のめば 凉し藥 の 水の 壶井哉 

か げ凉 し壺井 の 水 は 神 ごゝろ 

^は 術か壶 井に 生る 仙 翁 花 

月 H 光る 壺井ゃ 仙の 住所 

壺 井に もうつ る H: 弓 や 御 八幡 

EJ の 弓 はなつ 矢 さき はつ ぼ 井 哉 

月 弓の ほこの 举の壶 井 かな 

水よ しと 口き るお 茶の 壺井 かな 

口 きりは 神の るすん の 壶井哉 

汲 水 や 洒の壶 井の 冬 造 


驚の 關て やゆる せ 梅 法師 

鷲の せき 聲 なれ や 鳥 合 

鶯の關 吹 こ へ よ ひば，^ 笛 

鶯の關 の そへ 番か 郭公 

驚の 關に飼 ひ をけ 時の 鳥 • 

魔 匠ゃ是 うぐ ひすの 駒 破り 

節分 やけ ふ 鷲の 關の聲 . 

〇大黑村、£^沙門堂有、山王櫂現の社有、 

〇 壺井、 

壺 井村 は 河内 守賴 信の 在所 也、 伊豫 守 賴義義 家 代々 

誕生 所 也、 賴義義 家 奥州の 朝敵. c; 任宗任 追討の 時、 大 

かんばつ にて 水に 渴し、 則 伊勢 太 神宮へ いの. 9 給へ 

ば、 刖 時に 淸水涌 出、 諸^ 勢 のん ど をうる ほし、 軍に 

勝 給 ふ、 則 其 水 を かめの つぼに 入、 井 を ほ. 9 井の 底に 

いけ、 其よ. 0 壶 井と 號 すと 也、 八幡の 社 まします、 山 

號は石 尾 山寺、 號は花 林 寺、 賴信賴 義義家 三代の 廟所 

有、 通 法 寺 は 賴義の 一 所 千 手觀昔 、大 =1、 鳥の 作 

gIM  、は 八幡の 社僧 住す 也、 

狂歌 小米 花く だけて ちれば 唐 S の 

つぼ 井の 道に 踏み迷 ひけ，^ 一有 


以 定玖喷 林梵定 久雲自 如 m  1^ 好芳 義^ 正 
仙 軌 也 IK 城達久 什 廓 延 JH 虹 • 也 贞 h\ 元 隆 昔 
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河內國 名所 鑑卷三  三百 六十 


轡 虫の 名所と いはん 駒が たに  重 之 

駒が 谷に たちぎ、 やせんく つ わ 虫 天滿政^^ 

かけ 出て 見る や：：：：！ 毛の 駒が 谷  定軌 

咬亂る 尾花 あし 毛 かこまが たに  一 之 

しぐ る、 や 雲 あし はやき 駒が 谷  鐵銅 

柊 や 鬼の E つき 毛の 駒が 谷  時 春 

〇 圓明 村、 白山 權 現の： 社 在、 左 は 八幡 子守、 右 は辨財 

天 八 王子 以上 五社、 金 塚と 云 山 有、 

EJ は猶 名も圓 明の こよ ひかな  重榮 


大坂 軍の 時、 片山玉 手 圓明此 三 村 は、 道 明 寺 表の 合戦 

場 也、 

〇 玉 手 山に 勝 松と 云 大木お、 此 ふもとに をいて 後藤 

又 兵 衞年房 五十六 歳に て 討死し 侍り、 又 簿田攀 人 正 

兼 相 は 名 乘をか へて 高實と 云け る、 是も此 所に て 討 

死、 長 澤七右 衞門是 は 又兵衞 組頭に て ありし が、 是も 

同所に て 討死、 其 外 多の 軍兵 幷に寄 手の 兵 も 大勢 打 

死し：^ るよ し 申 傅る、 

〇 玉 手 山 安福 寺 は、 行 基 菩薩の 開基、 珂憶 和尙の 再興 

の 地 也、 靈寶 に慈覺 大師 六 字の 名 號の內 に、 三世 十 方 

1 切の 佛を書 あし はし 給 ふ 也、 緣に惠 心 僧都の 綠起 


を 書 給 ふ：：！ 本 無双の 名號 あり、 又 三國相 傅の 佛舍利 

有、 釋迦 如來ら ほつ の舍 利と 傳記 あり、 又 初 瀨の観 昔 

と 一 體の舰 昔 あ. > 、其 外靈！ 3! 多し、 J2H 二月 十 に 開 

帳 有、 不 斷念佛 道場 也、 山上に 玉の 井と 云 名 池 あ b.、 

鎮守 や 頭 天王山に 土の 塚穴 サ餘 有、 一の 穴 は 八で う 

敷の 間 奥に 四十 八 間 有 由 申 傅る、 っゝじ 尾と 云 所有、 

玉 手 山 勝 松 

狂歌 Jef にや さぞ かち 松の けぶ. 9 迄 

のろしの やうに 蟄も ゆらん 直 房 

同 鐵炮の 玉 手の 山の あれば こそ 

むかしい くさに 勝 松の いろ 

すゑ 置く や 廐の 露の 玉 手 山 

雑 子 や 子 を あはれ おも ひの 玉 手 山 

花に 風見る やなみ だの 玉 手 山 

諸 鳥に ゃ聲勝 松の 郭公 

螢火 を 取る や 水精の 玉 手 山  I 

身ょり出る玉手山かゃ飛ぉ^!  P 

稻に置 露 やぼ さつの 玉 手 山 

月う つる 露 や 光の 玉 手 山 

照： =： や 面向不背の 玉 手 山 


る 田 州 

と 正周久 
云 利 國 任 


河内 國 名所 鑑卷ー U  三百 六. 1：： 


しげり そふ その 原 山が 木賊 色  直^ 

^山に 千 軒 立る か 霜ば しら  . 永 富 

〇 五十 村峙、 國 分より 駒が 谷 へ 行 道と 云った へ 侍る、 

^百 跡つ くる 人 もい と はじさび しゃと 

いぶら の 雪に 向 人 もがな 

狂歌 梢 よ. 0 ついぶ らくれ る 饕虫は 

木の葉の 雨の 用意 成べ し 良弘 

同 駒とめ てどこに い ぶらの^！^もなし 

こくぶ あた. 9 雪の 夕 ぐれ  惟貞 

〇 田 邊村、 舂 H 大明 神社 有 又 岩屋に 稻荷大 明 神社 有、 

あが b さが b 藤の たなべ の 花見 哉  久永 

狐火と 人 はい わ 屋の整 かな  同 

〇 國分 村、 觀ー？ 1H 寺正觀 昔、 弘法の 御作、 かな 佛御長 一 

尺 五寸、 はたが 辻と 云 ふ 所 あり、 

本 俵 精 置く 里ゃ大 こくぶ  珂琳 

花 軍す る やしる しの はたが 辻  醜 g 重 勝 

河內 もめん をる 虫の 一昔 や はたが 辻  成 明 

0 龜瀨 河、 河 中に 龜 岩と て龜の ごとくなる 大石 流に 

向て 是 あるに より、 古へ よ. 9 川 を も詹瀨 川と いひ 傅 

へ 侍る、 此 所に 四十 八の 名 石 有、 しなお ほき ゆ へ あら 


丸めお とす 風 や あられの 玉 手 山  德淸 

春の 花の 景 にかち 松の 雪見 哉  天 滿政長 

雪 佛拜む や 珠數の 玉 手 山  政 公 

〇 片 に大坂 軍の 寄 手 奥 田三郞 4^ 衞門忠 一 討死の 石 

塔 有、 同 寄 手 井上 四郞 兵衞； t- 子 田 やう 兵衞岡 本少助 

下野 道 二 阿波 伊兵衛 此所 にて 討死、 其 外 5ef 兵 大勢 打 

死、 大坂勢 は 猶以 大勢 打 死、 此三 村の 地 あき 間 もな き 

程 死骸お ける と 申 傅へ 侍る、： i:- 山に 昔の 伽藍の 跡、 塔 

の 石す ゑな ど 今に あ， 9、 

片山 

狂歌.^ 花 を 一 目に 見る とみ へ ぬと は 

かた やま 高な やま 原の 奧  林 城 

石塔 をみ て 

同 人々 の 心お く 田が 討死 は 

義理 かた 山に のこる 石塔 

片 出ゃ掛 つくりす るい ゑ 櫻 

誰もめ でんかた 山寺の ちご 櫻  ？ 

〇 原. S 、古 へ は 伽藍 所、 原 山 千 軒と て 寺 有け 

へ 侍る、 

名に しあ ふや はら 山 千 軒 家 櫻  珂琳 


房 公勝 武 斗 房 勝 公 川 次 公 富長樂 任 iiil ^ 和 


河內國 名所 鑑卷三 


三 K" 六 4«1 


まし 書付 侍る、 雲 岩 铫 子の 口  ご ぼし 岩 小 

龜岩 扇お 逮花 3 石高 51^ 笛吹 岩 ほどけい は、 き やう もり 

岩 、屏風岩、 三 つ 岩、 のぞき 岩、 からう と 岩、 よりか ゝ 

b 岩、 へつ い 岩、 くらが ふち、 がまが ふち、 大黑 岩、 辨 

財 天 岩、 

狂歌 松 竹 も 山に しげ， 0 て 鶴 ま へ ば 

离ご う つ き ぬ 龜瀨川 かな  淨久 

同 龜瀨川 流る、 水の 酒なら ば 

铫 子の 口の 瀧の みや せん 筆 葉 

同 君が代 は 千世に や 千世に 萬 年 も * 

ごう を經ぬ ベ き龜 いはほ 哉 直 房 

同 鶴龜瀨 れんげが 岩に 佛岩 

のりの いはれ ぞ あ.. ^ がた き MJ 友 和 

同 大黑岩 ゑ ぼし 岩 着て 能 をと せば 

あ ふぎ 岩 あり^ ふき 岩 あ 良弘 

同 山人の 朝夕 食 をた きしゃら 

へつ い 3 石 間にの こる 淡雪  則武 

同 人が まし 思案 を ま はしょむ 歌 は 

まことに 猿の ゑ ぼし 岩 かな 秀綱 

同 がまが 淵 のぞきの 岩に 居る 小龜 


ル 化かけ てが うやへ ぬらん 

同 ^々刼 經 ぬべき 龜瀬 のか はらぬ は 

今 此の 御代の ため 石ぞ かし 

^水 をく め 蓬 萊の龜 湖川 

聲の 能き 姚 子の 口 やうた ひ 初 

山水の かすみ 腧 なれ や M 風 岩 

う、 ら なる 筏 や 等 木 龜瀨川 

逮花山石にけふ^ゃ，の..^の聲 

一 目 見ば や 花の 浮 木の 龜瀨川  > 

くらが 淵の 5M- に は ゆる や 米 柳 

花が たか 姚 子の 口に 蝶め おと 

くみよ るは姚 子の 口の かすみ 哉 

桃の 酒 はてう しの 口の 花晃哉 

晚 やか、 る佛 岩に もけ まん 十 

いく 泰もか はる まひ 鶴 や 龜瀨河 

塋 火は燈 明なら しほと け 岩 

雲 岩に 飛びし 後 や 星の かげ 

水鷄 もや てうし が 口 をた、 く 昔 

鵜づ かひの か V り や 消て くらが^ 

淵の 魚もう かび あがる や 速 花 岩 


. 良；？ i 

淨 

遊女 權 

爲 


河 州 ilss: 

國分 f- 

. 政 

直 


粮  滿 

1^ 辨定同 富 色 常 政 永 珂以可 嘉唯德 好 正 政 莨 器 
也愚久 吉子征 公 富 琳仙勝 任 正淸春 元長玄 ポ 


河內闺 名所 鑑卷三  三百 六 十三 


〇 靑 谷に 中 山 先達 廿八品 の 行 所八大 金剛 童子 社 有、 

〇 高 井田、 伽藍の 舊跡 有、 今 正觀音 小 堂に 在、 .rr 坂. 大 

明 祌の社 河ば たにまし ます、 此の 社の 前の 大河に て 

住吉の 社務 代 十 一 日が 間 水 ごり を かき 給 ひ、 鹽ご. 

湯 ご. り は住吉 にて かき、 冠 を 着 給 ふ 由 里人の 語りき、 

〇 安堂 村、 古 は 伽藍 所 之. H 今 は 小 堂に 大 n 如来 在す、 

〇 太平 寺、 太子の 御 建立 七堂伽藍の 花： S 跡 也、 宽永比 里 

人 本堂の 跡に て、 かな 佛の 如意 輪觀昔 掘 出し 小 堂に 

入 奉る、 

書き 初 や 治る 天下 太平 寺  嘉任 

^1 むる かすみ や 天下 大瓶 子  定軌 

〇 應多尾 畑 松 谷光德 寺、 人 王 六十 四 代圆融 法皇 之 御 

建立、 東廣山 照曜峯 寺と い へ る 伽藍の 舊跡、 時の 院ま 

を 法圓大 法師. とい へ.^、 其 後 二 年の ころ、 三 井寺 

の碩 學俊圓 僧都、 和 州 信责兒 沙門 靈夢を 得て、 後堀河 

院へ 奏聞せ しめ 堂塔 造 營し給 ひ、 則 勅宣に よりて 照 

曜 山光德 寺と 改め 、俊惠 僧都 住持 せらる、 俊惠後 に i 女 

居院の 聖覺法 印に あ ひて 念 佛宗を 聞、 終に は 親鸞 驶 一 

人の 御 弟子と なり 給 ひて 松 谷 念佛房 ど 申け り、 是當 

寺の 元祖と いへ， 9、 本堂 を 腸 林 堂と も 又 護 念 堂共號 


川 波に 渦 や 舞ぬ る あ ふぎ 岩 

一： 山 年 も はっき じ 龜瀨川 

あ ふが ね どす  > し 扇が 岩淸水 

高 岩 も 玉のう てな かす いみ 床 

扇 岩 はしる かなめ か 露の 玉 

佛岩ゃ 苔 衣 着て けさの 露 

川 波 や 月 をた ゝ める 扇 3 石 

置 露の 玉 やしゃ b/^ 佛岩 

置 露の 玉 はら ほつ か佛岩 

め ど 萩 や 錦し がらむ 龜瀨川 

によつ と 出る 水の 月 を や のぞき 岩 

雲 岩の 絕 間に 出る や 水の 月 

とまりな け へつ、 い 岩に 火 鳥 

紅葉 鮒 も は るかに 照せ くらが 淵 

山上なら で や、 冷し や のぞき 岩 

酒と いはんて うじの 口に ふる 霰 

三つ 山 石に 一 ばいか ゝる やむ つの 花 

汲 水の 氷る 龜瀨 やた、 きかね 

龜瀬川 甲 ほ ど 堅 しあつ ご ほ hN 

蹈 てわたる 龜背ゃ 恩の 厚 氷 


河內國 名所 鑑卷三 

す、 本尊 は 阿彌陀 立像 御 長 一 一尺 御厨 子 有、 圆融 法皇の 

御 安置、 佛 淨藏责 所の 御作、 女人 娠身： 牛產 の靈佛 と 

て、 女人 一 たび 此 本尊に 賴を かくれば、 難產 をの がれ 

て. 平產の 奇特 まします 由、 來せ 堂の 傍に 龍 水 福 井と 

て 名 井 あ .0  、 後の 山に 法 生 佛念堂 の 舊跡 有、 此堂 に 圓 

融 法皇の 尊影 きせ 測駄ぁ b しと 也、 其 御影 今に 

有、 西の方の 峯は佛 念 房の 御廟 所 代々 住持の 廟もぁ 

,9、^ 松 永 惣臺の 御 母 儀 寺の 檀那な.^ しゅ へ 石塔 有、 

良の 山に 鎭守 照曜權 現の 社 有、 资物は 四十 八 品の 什 

物と て 色々 有と いへ 共、 數ぉ ほき 故 しるしが たし、 又 

當 山よ 東の 方に 子 安の 地藏 I 麵；^  、是も 女人-平 産の 

利益お はします とぞ、 其 後に 一 社 三 所の 宮有、 又 十三 

重の 石の 塔 あ.^、 拆當 山よ.^ 安堂 村の 方へ 出れば、 う 

はな， 0 石 長 持 石 ほう 石よ. 0 か 、り 石かろう と 石と い 

ふ 岩 あり、 又なる 満 とてす い しき 瀧 あり、 

狂歌 產の鈕 とく や 女 松の みどり 子 を 

育つ るた めのより か、 h '山お 淸次 

同 倚懸 b いわれ をき、 て や、 しばし 

詠めに けりな 三 五^の 月 秀綱 

SS じ やう まへ と 何 を かざして 云べき ぞ 


 IT 一  ISL 四  , 

長 もち 岩に 雪のお ほへば  則武 

同 賤 しき も賴 まば 子 安の 御 地藏の 

あるに つけて やよりか ゝひ 31； 及 次 

蛇 も 子 をう め 寄 か 、- C- 岩の 際 .  政 公 

^たりな 長 もち 岩の 桐の 花  吉勝 

棹 岩に ほす や むすびし 水 衣  久任 

はらむ 稻は子 安の 地藏 ぼさつ 哉  則武 

ほそ 引か 長 もち 岩 の 蔦 かづら  天 滿政長 


〇 大縣村 、き = 大明祌 社 在、 大兩 寺と て 堂塔の 舊跡ぁ 

、高 尾峯 にい ざり 松の 大木お 大 岩の あ ひよ b 生 

出たり、 

狂歌い ざり 松兩 方よ，^ も 見る 人 は 

右 や ひだりの 長者なる らん 久任 

あ ふの くや どっと 高 尾の みねの 月  國宽 

夕 やけ は 高 尾の 峯の 紅葉 かな  常 有 

〇 淸寧 皇 御廟 坂 門 原 陵、 大縣郡 平野の 山の 內パ. ^松 

の 大木の 所に て ありけ ると ぞい ひ 傅へ 侍る、 

〇 平野 村 十 一 面 観 昔、 御 長 一 尺ニ寸 五分、 行 基の 作、 

松 隣 寺、 鈴 木 正 三 建立 也、 

狂歌 は ひも つれ 枝 もた はみ しった 紅葉 


良 號仲 笑政久 
賢 す 也 子 公任 


河內國 名所 鑑卷 111  I ,  -is, 


やう 此八 尾と いふ は鶯の 多き 地な， 9、 尋常の 尾 は 十 

二 枚 なれ ども 此 所の は 尾 を 八つ 重ね、 すぐれた るよ 

し 中け h -、 

契，.^ をき て 愛に ぞ きかん 1^ の 

八つ 尾の 椿 八千年の 聲 稱名院 

と 書 置、 是ょり 神妙 椋の 木の 寺へ 參 りと 書き 給 へ .^、 

八 尾 木 不動 屋敷 

狂歌 貴 か b し 不動の 屋敷 ありし なば 

かなしばり にゃあ はん 里人 及 次 

E 木像 を 八 尾 木の 木に て 刻せ て 

不動の 堂の 建立 も かな  正 之 

八 尾 木 高 松 塚 

^ 我綠 子の時よ.^ も 見 初ぬ る 

高 松 塚 は 幾世經 ぬらん  及 次 

太子 軍の 時、 八 尾 木の 川に て 夜る あけ、 それよ 

kv 此川を あ け 川と 申と な り 、 

同 秋の 夜 もはや ほの ぐと 明 川の 

流れ は 太子の 御手 水 かな 同 

河內國 名所 鑑卷三 終 


是ゃ 名に あ ふ 朱から かさ 松 

說經 かから かさ 松の 蟬の聲 

見渡せば まづギ 野菊 盛り かな ,  二 

山 は さぞ 平野に も 見る 色々 葉 

0 山の 井の 藥師 如來、 行 基 作、 醫王 山藥師 寺と 

狂歌 山の 井の 蛙の 歌の やま ひ 迄 

藥 師如來 やな をした ま はん 

同 御 藥師の 胸より わきて 出る にや 

きれいな りけ る 山の 井の 水 及 次 

淺 から や 見ん 山の 井の 藥師草  嘉任 

〇橘島は柬弓削の內な.^、橘寺の舊跡ぁり、 

橘の 島に し をれば 川 遠 み 

さ らさ でぬ ひし 我 下 ごろ も 

«f 橘の 寺の： lis に 我が ゐ ねし 

竟女はな..^は髮上げっらん 

狂歌 そち は 名に たち 花 寺の 郭公 

ほぞん を かけよ）/^ ひた もの 友 和 

夏の 願 かたちば な 寺の 蟬の經  正 儀 

〇 八 nli^ 木 稱名院 殿 道中記に、 河 內國八 尾 木の 金剛 蓮 

2? 云 寺 を さして 行に け .-、 £西赫 御 愛なる 人 云 


西 淨 意 
鶴久朔 


河內^ 名所 鑑卷四    三百 六十 六 


降. 9 來 なけ 連理の まつ ぞ 郭公  如： a- 

心が はりす るな 連理の松の 宫  器 水 

〇 人皇 十四 代仲哀 天皇 御廟 潭田領 に 在、 大陵山 也、 

〇f!Iffl 八幡宮 

人皇 十六 代應神 天皇の 御廟 也、 陵 は 長 野 山と 號す、 人 

皇^ 代 欽明 天皇 廿 年に 初て 八幡 三 所の； M.M 御 建立、 

則 天皇 勅に 曰く、 八幡宮 を 宗廟の 神と 仰舉 ると あ， 9、 

其 年 二 月 十五 日に 行幸 在て 一 七 =： 中 御參籠 在し よ. 9 

以來、 代々 の 帝王 此 例に まかせ 行幸 在し と 也、 本社 中 

は 八幡、 右 は 神 功 皇后、 左 は仲哀 天皇な り、 外に お宮 

あ..^、 其 外 末社 多し、 今 は 社家 四 人 あり、 禰宜等 あ.^ 

舯子五 人 あり、 寺 は 護國寺 眞言 宗 な..^、 奥院は 寶遨華 

寺 律 僧 十五 坊ぁ. -、 御廟の 上に 招 大木 有、 御廟 所の 前 

に 唐門 あ.^、 本堂 は 阿 彌陀、 又 舰昔堂 舞 臺樂： lH!i あ. 9、 

奧院に 本堂 有、 そ 橋 あ. 5、 緣起 は普廣 院義敎 御傘以 

上五卷 お、 输は土 佐將監 なり、 卯 =： 八 = 若宮の 御祌事 

車 樂ニ乘 渡る、 此 = 能と 兒の 舞と 隔年に これ あ. 9、 八 

月 十五：！ 1 は 御輿 出御、 份 人の 舞 あり 、正月 十四 Hn:: 影 

をう けて わげ 物に 水 を 入、 板に 目 を も. 5、 一  年中の 水 

斗 何 合と 知る、 綱 宜の役 也、 樱の瑪 場 有、 御 榊 所幷に 
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〇 柴 籬之郤 

人 王 十九 代 反 正 天皇の 皇居、 都， 一河 內丹 比？ 是 謂，， 柴籬 

之宮： 

丹 北の 邵 松原の 庄廣 場と いふ あたり、 むかしの 皇 

居の ふるあと、. S- つたへ 侍る、 いまの 天神の 社 ま 

します、 四方に 景 ありて 小 だかき ところに て、 おも 

しろき 所な り、 

狂歌 柴垣の も わら や も はてしなく 

は ひつ いきた るへ うたんの 普 

柴垣の みやこに く や ief ゆ b 

むくげう へて ゅふ柴 S 一の 都 哉 

〇i^ 理の 松、 丹 北邵松 の庄 西 天の 神木 也、 

狂歌し なだれる ひよく：^ 理の 松が 枝に 

人目 も はぢも なし 藤の はな 利 光 

同 葉 を 敷て ふた. 9 ふせし は是ぞ この 

連理の松の あれば な..^ け. 9 松綠 

m やかけ ん比冀 理の 松の 枝  意 朔 


言 一如 一 立 萬 一 雲 梅淨可 
子 卜 元利 以哲之 紙 翁宣房 


十 仙 樂利十 謙 水 房 子 十 長廣守 
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神 功 后 かぶら 矢 を 納給ふ 所 矢 坂と て あり、 鐘は賴 

朝 御 寄進 則 建久ニ 年. i 銘 あり、 御輿 幷に御 長刀 同 御 

寄進、 御廟 所境內 廻. - 五町 四方 社領、 代々 將軍 御朱印 

あ hs、 

狂歌 八幡と いふて くやめ ど 散 花 を 

ふむ は 是非ない こん 田 成け hN 元 信 

同 栢の 木が はへ こん 田れば 御山の 

景は 八幡よ し のぞと 見る  及 次 

同 春 田に は 5sf ならね どくつ ばみ を 

ならべ て 友に みがく あらそ ひ 

e: の 水 や 斗る ます 見の 鏡餅 

花 ちらす 六方 風 かう い 田 

花の 波に ねむる 小 蝶 は sft^ 哉 

ない こん 田 八幡^たり 花 盛 

花の 枝 ややつ この ゑいと 折 こんだ 

八幡 ぞ 見事 こなんだ 江 櫻 

兒櫻 八まん ほれた ぞ 花の かほ 

櫻 兄て 汲む 酒 や こんく だ 

花 摘 の 御 能 ゃ出來 たない こん 田 

ほたる ならで だんじり 光る こんだ 哉 


車樂は 八幡 たいこん 田 哉  一 

轡 ならで  一 くち 名乘れ 郭公  行 

どした こん 田な かぬ はいかに 郭公 滿政 

郭公 聲斷神 やっか はしめ  一 

きいた こん 田 入まん うれし 時鳥  粧色 

王す いとう ゆる ほむ 田 や 末 繁昌  可 

拜み 見る 是ゃこ ん 田の 八幡 草  器 

長が たな さし 踊， 0 にや ふるこん 田 . 典 

高き 昔 や 市 口 をき く巒蟲  一 

昔 も 高し かわん こん 田の くつ ゎ蟲  一 

稻葉 もや 歸 りこん 田の ひつじば へ  一 

霜に かねさ ゆるく つ わ や こん 田 馬  以 

神の 名に 玉 だれの 宮の つら、 哉 . 一 

祌 さびた な や こん 田の 魔の 鈴  同 

〇 碓井、 行 基 菩薩の 御作の 井 あ，. >、 井 德院と 云 • あ 

り、 山 號は正 寶山十 一 面 観 昔 御 長 一 尺 一 一寸、 恭 n の 作 

沙門 太子の 御作 御 長 八寸、 堂に あり、 牛 頭 天 王の や 

しろ あ. 9、 

狂歌 とんと つく 碓 井の の 米 はた . 

行 基 ぼさつに かぎる 4g べし ハゅ雄 


政 可 正 秀重政 
長 正 信 立 房 公 


 三百 六十 八  

たしかにな のれよ もの 草 ども 

其聲を へんげの 物 聞、 かんに たえ、 いかにも おもしろ 

き聲に 返歌、 

あまの 原 南に すめる 夏 火星 

風 1^ さとに と へ よもの くさ ども 

是も三 返 許うた ひ 住吉の 方へ 飛 さりぬ、 太子の 御名 

を豐 さと 王子と 申 也、 何事 も 太子に とへ と 云 也、 夏 火 

ぼしと は熒 惑星、 南方の そらにす む 國土を 守る虽 也 

と 太子の たま ひける と 也、 八 島 はか やうに 南 星とう 

たよみ かわしけ るめ いよの 人な りと ぞ、 

さて 此 寺に 菅 丞相の 伯母 御 覺壽と 申お はし まし 侍る 

とか や、 菅 丞相つ くし へ さすら へ の 時、 御い とま ご ひ 

に 立 よらせ 給 ひしと なり、 其^^鷄かしがましくゃぉ 

？ i しけん、 

なけば こそ 別れ をい そげ 鳥の 音の 

聞えぬ 里の あか つき もがな 

と 詠 じ 給 ひける とぞ、 それより 此 里に 鷄をか はすと 

申 侍 ふ る、 

村 上 天皇 御宇 天曆 元年に 都 北 野に 御社 を 立て、 始め 

て 九月 九日 に 夭 神 を遷し 天滿大 自在 天神と あがめ 難 
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所がら うす 井 を 春の 氷 かな 

うす い ろの 花見 小袖 を は る邊哉 

花の 色 はう す 井け もな し 小町 

うす 井， „x は 花に 胡蝶の 遊び 哉  翅錢 

凉 しげに 水の 粉 を 引く 碓井 かな 

時雨せ よま だ 色う すい 初 紅葉  天滿 

〇 道 明 寺 

三十 四 代 

推 古 天皇 御 願 寺、 聖德 太子 開基、 此所を 土師の 里と い 

ひ 侍る、 土師の 八 島 承..^ し 佛閣甍 をなら ベ 建立 有 

しと 也、 五部の 大乘經 うづめ 給 ひし 上に 木 楝樹生 出 

侍り、 此實 をた つと みて 人 々数珠に つなぎ 侍る、 此木 

の 下 は 夏 間て りの つよき H 中に 雨ふり 申 也、； 5 一が が. 

也此 人我 朝に 初て いまやう を 詠 じ 出しけ る 人 也、 其 

こ ゑた へに して まことに おもしろく 侍 h- ける 間、 あ 

る 時 八 島が 屋 形の いら かのうへ にて、 變 化の 物 夜な 

夜な 歌うた ふ、 ひるな くせみ の 夜るな かぬ、 なけ/^ 

こなけ 梢に もな け、 八 島 いぶかしく 思 ひかの 假名 住 

所 をい まやう に 詠 じて 尋ば やとお も ひて、 夜 ふけ 人 

しづ まって 時の て ラしを 取て うた ひける、 

わがや どの いら かに かたる 聲 はた ぞ 


房 香 周 重朔元 ic 十 信 利 之 生 
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ふ、 同年に 當所道 明 寺に も 三 町の 森の 內に社 を 立、 一 

町 左右に 梅 を- フへ、 天滿大 自在 天神と あがめ 給 ふと 

也、 本堂 は 十 一 面 観 昔 を 一 刀三禮 天神の 御作 也、 

素 師堂ぁ b  、坊数 A 坊 有、： S は Igtsfv 

御： tis 鏡 g き T 兀御ニ 後 宇多院 勅筆お I の あ. -、 

松 梅の 總 天神の 御 自筆、 

御 小刀、 観音 像 作. 0 給 ふ 御 小刀 也、 

御笏、 兩面 也、 天神 常に 御 持 在し と 也、 

石帶 一 筋、 紋ぁ h -、 

御 鏡、 常に 御 持 在し と 也、 

御说、 圓の 形な り、 常に 御 持 在し と 也、 

御 蹄 箱、 內に 卸^ ぁリ、 


小 紫 本 結 二 筋 あり、 

御 香箱、 一 合に 今 香 有 

心經阿 彌陀經 あり、 

覜昔普 寶經、 

無量 義經、 

松虫 鈴 あ.^、 

瑠璃の 壷 有、 


； いへ. 5、 

善 巧 方便 經、 

法華經 一 部、 傳敎 大師 筆、 

阿字 觀御鏡 あ. y、 

1 a< 七 八寸、 是は 八幡 

よ リ與へ 給 ふと 也、 


右 御手 道具 は菅 丞相よ. 0 伯母 御 へ 御 形見に 送 h- 給 


ふと 巾 傅へ 侍る 、奥の 天神の 宮天穗 H 命と 云、 此所 

に は 神秘 在 也と 云 也、 代々 將軍 御朱印 あ， 5、 權現御 

制札 あ，. y、 

狂歌 春 過て 夏つ きけ らしし ろ < ^と 

衣ぬ ぐて ふ 尼の ほしい ひ  一利 

同 道 明 寺 あっさ をす く ふ ほし 飯 こそ 

衆生 みちびく ぼさつ 成 けれ 正 盛 

同 夭 目に 立さレ 波と やきし ほと 

いづれ か 白き ほしい ひの 色 唯 

梅 は 星 か 闇路 を はる \ 道 明 寺  信 

路次 閽か栴 白し めむ 神社  一 

道 明 寺の 干飯 か 庭の 小米 花  勝 

飼た しゃ 鳥な き 里 も 郭公  一 

引い ひ を 道 明 寺と は 名 付た.. y  ^ 

大臼は 引手 尼た の ほし 飯 哉 

引 飯 をい る、 や あま 津 かみ 袋  昔 

ほしい ひも 天神 ぼさつ か 道 明 寺 

夕 だち かその まゝ ひやす 道 明 寺  赏 

道 明 寺 寒 ざら しに は 夏 もな し . ^ 

雪道 や あけ 宮 めぐ， 9 白太 夫  可 


淨 一 意 淨 i^l 如 辨 
宣十朔 久也元 愚 


勝 忠 正 梵 友玖久 
信 之 賢 達 好 也 任 
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道 明 寺の 干飯に 似た， 9 庭の 雪 

神木の 松の 雪 もや 白太 夫 

I 結 法の 花 根に かへ りて や 木槺樹 

夏の 雨 や 雲に しられぬ 木 槐樹 

置なら ぶ 露 ゃ木槐 じゅ /(- のつ ぶ 

大乘 のみの の 種 や 木 穂 子 

崃の 糸に つらぬき とめな 木槐子 

0^5-^^天皇御廟、ふぢ井寺の南にぁり、！lls^:^ーザ岡村 

の 領內と 也、 

〇 葛 井寺 

又剛林 寺共號 す、 ilil 武 皇帝 g£ 御 建立の 伽藍、 行 基菩 

薩 開眼 供養の 梵 s_ 勿 也、 加， 之 平 城 天皇の 御 願と して 阿 

保 親王 再 造の 精舍 也、 本尊 千手観音と、 同 木 天 照 太 神 

と 春 日 大明祌 と、 稽文 稽首と 云 二人の 法師と 變じ給 

ひて、 一 刀 三 禮に作 給 ふとな. 9、 六十 六部 奉納の 所、 

三十三所 順禮の 地な. o、 ，， 、 

業 If 朝臣 奥の院 造 立し 給 ひしと 云舊跡 あり、 

狂駄 まいる より 短 尺 かける 藤 井寺 

花 も 地 紙 も むらさきの 雲  榮貞 

is? 井寺の 茶 蔑に も ふぢの 花 あれば 


め づき も 同じ むらさきの 宫 海 重 

同 大悲の 弓 知 惠の矢 はなつ 觀 音の 

力 こぶで る ふぢ 井寺 かな 

かけて たのむ 誓 や 松に 藤 井寺 

をら せじと 花に ごばむ か 藤 井寺 

藤 井寺 花の 波 もや 慈悲の 波 

短 尺 は 花の 札所 や ふぢ 井寺 

觀 一昔の 慈悲 をた る 、 や 藤 井寺 

順禮 やなみよ- 9 て 見る ふぢ 井寺 

水び しゃくの そこ もや 句 ふ 藤 井寺  一 雅 

覜昔講 むすぶ しみ づゃ 藤 井寺  莨 綱 

0 惣社 村 社、 在 n 天照太神赛日大明神住吉大明神^^ 

御 神前に 寬文十 年 戌 冬 竹の子 三本 生 出た h -、 

竹の子 は 目 出た 惣社よ 神の 前  利 常 

〇 允恭 天皇 御廟 國府に 在、 市 野 山と 云 也、 

0 潮 昔 寺、 沙門 獨長 建立の 寺 也、 十 一 面 観音 御 長 二 尺 

八寸、 鳥の 作、 三 社 在、 八幡 住吉 勝手 鐘樓も あり、 

0 戌 亥 千 軒と 云 伽藍 有け ると ぞ、 1^1:， 行 基 菩薩の 

井 有、 

〇 又 蛇の目の 淸水 とて 通 道の 左右に 二つ あ， 9、 


竹一 利 良 厭 唯一 友 意 
葉 利 常 長 正 利 次 朔 
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狂歌 允恭の 御廟に 生る 女郎花  一 

衣 通 娘の 化 神なる らし .久 任 i 

同 名 も 高き 君の 御廟の 雪 みれば  一 

ふじ か三國 一 の 山な， 9  1 利 

同 その かみの がらんの 數は子 a よ， 0 

立つ いくらし いぬ 亥 千 げん ： 

しほが まの 花 もる 鐘 や 潮 昔 寺 

蛇の目 あくて 洗 ふ 淸水ゃ 夏衣 

神に 緣 むすびし 國府の 淸水哉 

すい やか やひ かる 蛇の目の 淸 水玉 

淸 水に もうつ. 0 し zi: は 蛇の目 かな 

冷し く る や 蛇の目の 淸水薩 

浪風ゃ 尾花 さ いめく 潮音 寺 

月 二つ きんか わ 蛇の目の 淸水哉 

〇 舟橋 村、 水仙 花の 早疾の 名所、  一 

舟橋 や 世に 云わた る 水仙 花  保 友 

舟橘ゃ 一 かゝ..^ぁるすぃせん花  正 元 ： 

i さむね  ヒ、 a ン  J  > 

〇 當宗 神社 、昔 奉^使 立つ、 四月 十四日に 祭 在 

しと 也、 

夕 だち や ふる ひま さ宗 の神寶  雲祗 


0 北條 天神、 志紀の 天神 共 云 也、 天 照 太 神 春 E 兩 脇に 

北 條の時 正しき や 梅の 花  重 長 

神の 梅 北條九 代の つぎ 木 哉  西 鶴 

梅の 繪は 四季 天神の 詠 かな  淨久 

すそく ろ は 北條の 森の しげ. 0 哉  ^正 勝 

〇 柏 原 聖觀昔 御 長 二 尺、 御衣 木 は 葛 井寺の 觀 昔と 同 

木、 稽文稽 主の 御作 也、 藥師御 長 一 尺 三寸、 阿 彌陀御 
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長 一 尺 三寸 、共に 惠 心の 御作 也、 鎮守 牛： § 天 王、 しゃ 

うざの 森、 むかし は 大きなる 森に て 有け る を、 元 和 六 

申の 五月に 柏 原 堤 三 間切れ、 又 寬永十 酉の 八；：：： に 

同所 きれ 侍 b  、其 時淼破 失して 少殘り 今に あり、 淸水 

あ. 9、 

京の. 2^ 至 金剛 山へ 年詣ぁ h- し 折 ふし、 柏- 村 淨久が 

亭に導 來， 9 給 ひて、 夜 ふくる まで 物語し 侍る、 發句所 

望せ しに 貞 室 い はく、 方 々よ b はいかいに せめられ、 

此度 ははい かい をの がれに ありき さ ふら ふ、 其上此 

道に 志 深し といへ 共、 折に したが ひよ き 句ば か hs は 

出す、 ゆるし 給へ と 有、 せひと 云 侍りければ 其 時、 此 

地 は いづれ の 郡 ぞと問 はれけ るに、 志紀の 郡と こた 

へければ、 

夏 川の 溝 は 郡の し きゐ 哉  貞室 

淸水、 六月に はこと に ひや、 かな. 9 ける まゝ に、 

眞 夏に も 冬 を か し 原の 淸水哉  意朔 

冬 51^ をと ほ b 來給 ひて、 

輝 やかし はら きれめた びつ かれ  玖 也 

〇 志紀の 郡の 堤 をば、 世話に よめ そし， 9 堤と いひな 

ら はし 寺る、 


 Is, 七十 ード 

狂欧 よめ そし. 0 堤の 原 を 見 わたせば 

つれ 立 出る ふきの しう とめ 久任 

そし. 0  く 嫁が 萩つ むつ、 みかな  . 冗 休 

よめ そし. 0 堤に ある ゃ姥柳  常 政 

〇 弓 削 g§  、玄賓 僧都 奮 跡 あり、 延命 水の 井 あ.^、 守屋 

舊跡 あり、 八幡 春 日 牛 頭 天 王、 の 大明祌 社 有、 

g 葉眞飽 もて ゆげの 河原の 埋 木の 

領る まじき ことに あらな く  - - 

狂歌 簿 けぶり ゑんめ い 水に 立 を 見て 

ゆげの M とや 名 付 そめ けん 友 和 

年の 矢の 手づが ひもよ し 弓 削の 春  稲 好 

うぐ ひす は 花の 守屋か 弓^の 里  爲三 

山 田 もる そ うづ や 弓 削の 出 來坊生  重 良 

〇 沼 村 、あこ， た 瓜 名物、 

〇 大田、 かぶら 名物、 

〇 木の 本、 かんぴ やう 名物、 

〇 大井常 寺 

堂の 本尊 藥師 如來、 御た け 四 尺、 行 基 菩薩の 御作、 西 

の 脇 立 阿 彌陀、 rM の 脇 立释迦 § き、 鱗.：. T 中； g 天 王 社 在、 

狂歌 諸 病 をば ほ んぷ くいの る こも.^ 人に 


1 


興 松 之 任  元國子 


常 宜元可 政 f 一宗 
有 休 由 淸長成 十 信 
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rR き 

周 


利益 は 大井藥 帥な りけ り 

十一 一 祌ゃ大 井 それん \ の やくし 草 

いのりて や 利生大 井の 藥師草 

世に ふれし 味も大 井に よきみ かん 

〇 小山、 三 好 山城 守康重 入道 笑巖 古城 趾- 

狂歌 雲に 雪に まが ふ 小山の 花 盛 

是ぞ みよしの 古城の あと 

同 ち hv つみて 小山と なりし 所から 

雪 ふ る 城 やみよし の 、景 

蓬萊ゃ 小山 を 飾 花の はる 

e: 夜よ しょ、 しみよ しの 城の 山 

城 山 は 追手から めても みぢかな 

小山な. 0 と富士 にも まけな け ふの 雪 

〇 人皇 二十 1 一代 雄 略 天皇 御廟、 嶋泉 村に 在、 世俗 丸 山 

とも 云 ふ、 

霧の 海 や 丸 山 を 沖の 嶋 いづみ  光榮 

〇 人皇 五十 一 代 fe. 城 天皇の 御子 阿保 親王、 業 平の 親 

也、 此 所に 住 給 ひしと 也、 故に 所の 名 を 阿保 村と 申な 

ら はす、 宮 作りし 給 ひし 所 今に 有、 西 阿保 東 阿保と て 

二 村有、 東 阿保に 舊趾 有、 


正 


久 

同 

器 水 


春の 宮は^ 阿保の 3i ぱ氣 かな  重 成 

0 親王 池と いふ 犬なる 池 有、 いつの 比に か あり けん、 

ある 兒此 池に てうせ 侍る、 おやかな しく 思 ひち ごの 

とぶら ひに、 長 五 間 ほどの そとば 木 を 池の 中に 立し 

より、 兒が 池と 申なら はすと 也、 此そと ば 朽たほ るれ 

ば 又 里人 もとの ごとくの そとば 木 をた て 今に 有、 一 

見 一一 卒都婆つ 水 離 二三 惡道？ なさけ ある 里人 かなと 道行 

人 もかん じ、 一 返の 囘 向して とぶら へ ば、 旅人 も. ぼぶ め 

心を發 し、 兒 もうかび 給 ふらんと 人々 申 侍る、 

狂歌 跡と はんむ かし を 今に 兒が 池の 

水に 數か くそとば 木の 文字 

G 靈 やかね つけ とんぼう 兒が池 

そ， i ば 見て なみだの 露 や 兒が池 

兒が池 水せ がきす る 卒都奠 かな  堺 

兒が 池す いたか 月の 影法師 

かきながせ いろはち りぬ る 兒が池 

氷面 鋭 見て 化粧せ よち ごが 池 

降る 雪 も 水の あは y ゃ兒が 池 

0 阿保 親王 御廟、 大 塚と 云 ふ 山 也、 ， 

^ゃ是 月の.^ さやす の 塚 印  一十 


重 俊榮友 卜 成 
勝 榮負定 人 之 
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大塚 やどれ を しるしの 松の 雪  光榮 

〇 中 村、 昔 は 観音 堂 屋敷に て大に 有け ると ぞ 

正 石 

佛 なリ、 

〇 はじ 山、 攄山 也、 

はじ 山の 名 を もす ゝぐ ゃ姥ざ くら 靖咖正 利 

〇 若 林 村 永 喜 山 本 了 寺、 法 花 寺な り、 本國 寺の 末寺 

なり、  . 

〇 三 宅 村 十 一 面觀 音、 御 長 三尺 五寸、 春 日の 作、 天神 

の 社 有、 社僧 有、 

〇 瓜 破 村、 弘法 御 通 b 在し 時 瓜 を 進めけ る 謂 有て、 瓜 

わ.. と 云 ふと 也、 

〇 城 連 寺 村、 觀昔堂 昔 はありけ ると、 舊趾 あ，. y、 

〇 天 見 山と 云； 、枯木 村 慨內に 有、 あまぎし とい ひな 

ら はすと 也、 中 は 牛 頭 天 王、 東 は 春 日大明 神、 西 は 我 

七 村^ 氏神と 也、 行 基 居住の 寺 あ. o、 

〇 油 上 村の 藥師、 砂衬 の藥師 とも 云、 石佛 也、 御 長 一 

尺 ニ寸、 

〇 住 道 村 慈 現 寺、 本尊 聖践 音搶佛 也、 金 岡の 筆 也、 御 

長 一 一尺 在、 又木 像 正 観 昔 御 長 一 尺 六寸、 

謠 初ゃ此 娑婆 慈 現地 生の 聲  友好 


法の 花に す，^ ぢ もぢ h- の 枝 もな し 

慈 現 ある 本尊 を かけよ 郭公 

己が 在所 名乘れ ほと、 ぎす んぢ村 

時鳥な け此 しゃば はじ げんして 

朝觀音 參 り や 露の 道す んぢ 

覜昔草 摘 は 慈 現 寺 衆生 か な  .11 

〇 塚 本の 狐、 是れは 布 忍に 塚 有り、 泉 州 信 田の 狐 は 女、 

嫁 本の 狐 は 男、 しの だ へ 通 ひける とぞ、 兩所 狐の 名所 

なり、 

さすがなる つか もと 茂る 木立 かな  一 志 

塚 もとの きつねば けて や 女郎花  榮負 

〇 布 忍 §^ む^、 ひ 七 村有、 昔は大 伽藍 所と ぞ、 更池 村の 

多 門院 本尊 毘 沙門、 向井 村 布 忍 山 永 興 寺 本尊 十 一 面 

觀昔、 行 基 作、 御 長 四 尺 寸 五分、 高木 村 布 忍 山 東 之 

坊 本尊 十 一 面 観音、 唐 鑄佛、 御 長九寸 有、 

狂歌 觀 昔のお 前に か、 る 鐘の 緒 は 

所がら とて 布 忍な りけ 榮貞 

同 布 忍 川 そこ を ひくな と ゆ ふだち の 

たちまち 風の さきてな りけ り 貞弘 

同 夕. たちに 大水 出れば 布 忍 川 


則 好 淸重政 光安 淨 
武貞重 成 公 榮求久 


同 政正茛 J《 
公 % 弘 弘 
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は^は 何 丈 何 尺 か ある  秀綱 

同 返し 

夕， たちに 大水 出れば 布 忍 川 

浪 のし はに て は  > もしら す 

糸に よる 物 や 布 忍の 川柳 

卯の花の 波に さらす か 布 瀬 川 

波 やし はよ する ちいみ の 布瀨川 

布瀨川 鮎の さしみ や 糸 造 

し さや きても 見よ か し 布瀨川 

川 づ ら を さ ら す 布 忍の 氷 かな 

永：" や 水 張 をす る 布 忍 川 

〇 長 曾 根、 昔 は 興 正 菩薩 ましく ける 淸淨 光院 舊趾、 

今 は善箭 寺と 號在、 

〇 金 ffl 村、 金 岡の 住し 舊趾 有、 金 岡の 淵と て あり、 一 

條院の 時の 人 也、 官は 大納言に 至る、 大社 三 社 在、 牛 

： 卯 天 王 住吉大 明 神 山王權 現、 繪！ はなれ 馬 かきし 故 

によな/,^ 出て 作物 を あらや、 里人 此由金 岡に つげ 

る、 金 岡 則 書つな ぐ、 それょ..^此馬出すと、又道中の 

茶屋の 屛 風に 鶴 を 書し が、 時々 にうた ひける と、 其 

外 ふしぎ 數多 有け ると ぞ、 金 田 村に 藥師御 長 一 寸八 


分、 春 日の 作、 聖觀昔 御 長 1 一尺、 觀音院 に 在 、ほうと- 

仙人の 作と 申す、 

金 岡の 淵の 芥 となる 流れ 哉  榮貞 

〇 花 田村讪 浦 ^観音、 御 長 三尺 六寸 二分 行 基 御作、 S 

寳多 有、 

陽春の 德の種 千薛く はな 田 かな 

枯木に も 咲 や 花 田の 観 昔 寺 

ちりぬ る は あさ はな だなる さくら 哉 

さ 月 待 花 田に 來 なけ 早苗 鳥 

穂 は ぼさつ 咲く もみの りの 花 田 哉 
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次 忠 人 
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河內國 名所 鑑卷五 

0 高 安 郡、 恩 知砷社 1 一座、 、延喜 式に 有、 天兒 

星 根 尊 第五 世 之 孫大御 食津尊 也と、 本社 1 一社、 本地釋 

迦藥 師文珠 普賢 也と、 

小宮七 社、 天 照 太 神 春 日 西 宮玉祖 住 吉熊野 iir! 野 也、 八 

幡の社 は 六 七 町奧之 山の 上に あり、 

いにしへ は 伽藍 所に て、 藥師 堂觀昔 堂 鬼 沙門 堂 在し 

あ はさん 

と 也、 山 號は尼 川 山 神宮 寺、 千 手觀昔 今 は 一 坊ぁ，^>、 

楠 正 成 まもり 本尊 之 由、 不動明王の 緒 像 あり、 其 外 十 

七體の 縫の 本尊 あ. 9、 

〇 恩 知 左 近將監 正遠舊 城、 山に 有、 此左 近の 塚に 一 本 

の 櫻の 大木 根ぎ はより 九 本に 出る、 

狂耿 さと， 0 ひらきう かぶ 左 近の 櫻 花 

是ゃ九 本の 淨 土なる らん 浮萍子 

同 草の 露と きえし 恩 知の 其ぬ しの 

名のみ は 殘り年 を ふる 城  良玄， 

一本の 櫻 は いづこ こゝの もと  江 H- 重繼 

八重 一重 さけ こゝの もと 櫻 花  同 正 次 


花 は 雲井 愛 も 左 近の さくら 哉  如貞 

〇 かいとう I 间 g 、垣內 と 書く 也、 加 茂の 長 明が 文に 中 

將 のかき うちと あ h- し は 此處の にて ると なん、 

な.^ ひら 彼女に 通 ひ 給 ふ 折々 は此 在所へ 立よ. 0 給 ひ 

し 也、 

狂歌 色 見えで 句 斗 をなん じ や 香 じ や 

是ぞ目 くらの 垣內の はな  香隆 

おもしろの 垣內 下り や 蝶の 舞  德淸 

戀 風と いはん 中將 のかき うちわ  一十 

〇 敎興寺 慈 心 院 f  f  、昔 は 廻り 三十 四 町に て 七堂伽藍 

ありけ ると ぞ、 皮々 の兵亂 に燒滅 し、 今ゎづ かに ー坊 

有、 千 手齟昔 御座す、 が ゝ たる 靑 岩お ほふして 深 谷 を 

見 ， J し、 景能 所に 辨才天 の 社 まします、 拜殿 有、 瀧 有、 

正 七：：： 六月 七日、 此兩 日は緣 日に て^ 詣の 群集 を 

なす、 緣起 1 ー卷有 、歌人の 阿 一 上人 此 寺に 住 給 ひしと 

な ひ、 

玉 葉た つ 田 山 あらしの 音 も 高 安の 

里 は 荒に し 寺と こたへ よ 阿 一 

花の 貌辨才 大女 か 美人 草  I 

天女 もや 結ぶ 淸 水の 瀧の 糸 


草の 露 ゃ辨才 天より 下 り月  檐板 

3： も 天女 今宵 は 十五 童子 哉  淨宣 

敎興寺 栗が とばしる 瀧 津波  如ト  M 

〇 服 部 川 村^? 1、 山上 は 立 石 越、 ふもと は 千 塚 也、 大石 

にて 塚穴 を 推 へ 、何も 南む きに 口 ありて 則 千 あ 、此 

因緣を たづ ぬれば、 いつの 頃に か あり けん、 空よ..^ 恙 

蟲く だ. 0 て 人民 を さしころし、 故に、 此塚 をつ かさ 

せ 給 ひ、 石の あ ひ を藥を ませ 土 を もってぬ り ふさぎ 

ける となん、 又 一 說には 天下 ひで， 9 打つ 3. きけ る 時、 

はかせ うらない 申け る は、 今い く 日 有て 後に 火の 雨 

北より ふ. 0 來 るべき 由そう もんしければ、 俄に 塚穴 

を裕 へさせ 給 ふ、 あんの ごとく 火の 雨 ふ くだ， 9 け 

るに、 彼 塚穴 へ はしりこみ 人々 命た すか， 5 ける とぞ、 

それよ h- 文の よき こと 書く に 恙なく と 書く、 又お く 

がきに あな かしと 書きと め 申 也と、 申った へ 侍る、 

0 山 畑 村 昔の 新德丸 長者 跡 あ. - 、鏡 嫁 

と 云 も あ ，9、 

狂歌 水が ねに まが ふ 草葉の 露見れば 

新德 丸の か^み づ かかな 良玄 

〇大 窪 村 g|  、山上 はおと ご へと 常々 申 候へ 共、 追 頂 一 


越と 書き 申が 本說の 由、 かの 女な b ひら を是迄 をつ 

かけし 故に を ふとう ご へ と 申と 也、 

あと を兒て を ふとう こへ そ 月の 影  貞範 

〇 手 塚 lg、mr^ 和 州 宇多 邵大 森にば け 物 有、 往來の 人 

を 取、 賴光 渡邊綱 をめ して かのば け 物 を 討て 參れと 

て、 ひさう の 太刀 を 渡さる、 綱 女の すがたに 出立て 通 

る、 木の 上よ.^ 綱が I？ を ひっつかんで こくうへ あが 

らんと す、 かの 太刀 をぬ きこくう を拂 切に き，^ けれ 

ば、 毛の 黑 くお ひたる 手の指 三つ 有て 爪の かい まり 

たる を 切て 落しけ る、 賴光此 手を秘 して 朱の 唐び つ 

に 納め、 占に まかせ 七 HI が 間 は門戶 をと ぢ、 七重に し 

め を 引、 四 門に 十二 人の 番をす へ 、毎夜との いひき め 

をぞ 射させけ る、 七 H に満 じけ る 夜、 河 內國高 安の 里 

よ..^ 賴 光の 母 儀お はして 門 をた、 かせけ る、 物い み 

の 最中 なれ 共、 正しき 老 ゆの 對面 力なく、 門 を 開て 內 

へい ざな ひ 入 奉て よもすがら 酒宴に ぞ及 ける、 頼 光 

醉に 和して 此 こと 語 出された るに、 老母 持た る盃を 

前に 差 置い か 成 物ぞ、 あはれ 其 手 を ば やと 所 §ャ： せ 

られければ、賴光易き程の^5??-にて候と.て、櫃の中ょり 

：± の 手 を 取 出して 見せ 給へば、 母是を 取て しばらく， 


河內國 名所 鑑卷五 


三百 七十 七 


芳良 負梵ー 仲定哥 
昌源弘 達 十重 親慶 


保 負 野 

友範鹿 
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出 こし も 十三 越 やよ はのお  有 安 

松風 も 十三 越の 時雨 かな  以仙 

〇 高 安 は 郡の 名な り、 

夫 木 高 安 にう つ. 9 にけ. 0 な 時鳥 

いこまの 山 を 越て かたら ふ 公朝 

同 くれぬ とて 獨立 田の 山の端に 

あ. 9 明の 月 は 高 安の 里  鴨 長 明 

新 六 高 安の みもと はは やく なれに け， 9  . 

自らけ この そな へをぞ する 行 家 

狂歌 高 安の 里の 花 もし 戀 風に 

ち b し 昔 と共にな りひら  秀立 

同 戀の水 別れの 水 も 高 安の 

昔 を 聞ば あはれ なり ひら 

田が やすやむ かし 男の あれ 屋敷 

な. 0 ひら は 花に 高 安 かよ ひかな 

高 安 や 花 も 一 一道に さくら 梅 

里の 名の 高 安くな け 郭公 

時の c;! ゃ聲高 安の 里 通 ひ 

籠の i!:! ね は 高 安の うづ ら草 

高 安 や 二道 かくる 水の 月 


見る 由して W るが、 我 右の 手の ひ；^ より 切られた る 

を さし 出して、 是は我 手に て 候と 云て さし 合せ、 忽に 

長 二 丈 許なる 成 牛 鬼と な. 9 て、 酌に 立ちたり ける 綱 

を 左の 手に て ひつ さげながら 賴 光に はし..： >  か 、りけ 

る、 頼 光 件の 太刀 をぬ いて 牛 鬼が 頭 を かけや 切て 落 

す、 其 形 破風より 飛 出、 はるかの 天へ あがる と 見へ し 

が、 っゐに 地に 落て 死にけ り、 是太 ie- 記に 見へ た， 9、 

5^ 高 安に おはします 正眞の 母、 かの 牛 鬼の 手 を 一 目 

見ば やと 賴 光へ 所望 あ b し 故に、 此處へ 送 b 老母に 

一目 兒せ給 ひ、 則此- ¥ の 石のから うとに ふうじこめ 

てお かれしより、 此；^ を 手 塚と 申った へ 侍る と 也、 

おそろし やにぎ る 手 塚の 鬼 わらび  道 次 

〇 十三 越 峠 tMI  、山の 上に 塚 十三 あ. 9 し 故にい ふとな 

り， 

狂酖 たんじぬ る 其 爪 琴の 糸の 數は 

十一 二 越の まつ 風のお と  良 賢 

同 閎 月の 大晦日に 春 待 は 

十三 越の^ なりけ. y 

月の 貌 あらま だ 苦 や 十三 越 

臈金ゃ ことおの 數の 十三 魃 , 


河 
內 

國 

名 

所 

卷 
五 

し 
を 

け 
ら 
ぶ 
さ 
に 
め 
さ 
れ 
し 
を 

里 
人 

し 

侍 
る 

也 

小 

板 
屋 
と 
申 

す' B 

ん 
え 
ん 
は 
わ 
ら 
屋 
の 
軒 
の 
ひ 
さ 

に 
す 
ぐ 
れ 
け 
ん 
戀 
忍 
び 
給 
ひ 
し 
よ 

b 

此 
水 

せ 
戀 
の 
水 
と 
中 

の 
水 

< 

み 

出 

ら 
れ 
け 
る 
を 
な 

b 

ひ 
ら 
見 
給 

ひ 

か 
た 
ち 
世 

高 
安 
の 
M 
御 
通 

あ 
し 

折 
ふ 

し 
小 
板 

の 
む 
す 
め 
硯 

大 

明 
神 

の 

宫 
フ 

つ 
し 
と 
て 
能 
の 
h 

け 
る 

〇 
業 
ギ 

安 
通 

ひ 
の 
事 

い 

の 
頃 
に 
か 
あ 

神 

m 

力） 
き 
の 
玉 
祖 
の 

び 
力 3 
b 

神 
木 

の 
露 
ち 
玉 
祖 
の 
氏 
子 
か 
な 

草 
ふ 
力 3 
さ 

ち 

露 
の 
玉 
祖 
か 
な 

へ 

そ 
ま 
< 

や 
玉 
祖 
の 

神 

の 

糸 
櫻 

心 

は 
ち 

ま 
じ 

た 
ま 

へ 

狂 

し 

は 
< 

に 
は 
あ 
ら 
ぬ 
玉 
祖 
の 
御 
祌 
も 

b 

大 

師 

の 
し 
ん 
經 

卷 
有 

樓 
有 

朝 

の 

御 

nfr 
m 
所 

梶 
原 
が 

制 
札 
あ 
り、 

あ 
さ 

經 
天 
神 
の 
御 
筆 

大 

若 

—し 

ハ 

百 

卷 
舂 

曰 
の 
御 

筆 

也 

と 
ぞ 

賴 

は 

菌 
光 
寺 
竹 
之 
坊 

本 
堂 
千 
手 
觀 

春 
曰 
の 
作 
御 

觀 

太 

神 

右 
は 
住 

士 

西 

宮 
左 
は 
春 

藏 
王 

山 

は 
感 
應 
山 

七 

號 

〇 
神 
立 
村 

本 

社 
玉 
祖 
大 
明 
Pi} 

也 安 
、明 

外 

五 
社 
有 

中 

は 

川、 

風 

よ 
ぎ 
て 
守 
る 
高 
安 
の 
か 
み 

哉 

い 
た 

屋 
殿 

申 

見 

物 
の 
た 
め 
に 

け 
ん 

岡 
の 

M 
m 

步 
月 

可 

至 

意 
朔 

り 

松 

綠 

い 
な 

の 
返 
狀 
あ 

之 
次 

七 
十 
九 

業 
平 
よ 
な 

( 

通 
ひ 

ふ 
程 

め 
し 
た 
る 
さ 
ぬ 
道 
芝 
の 
露 

雪 
女 
な 
が 
れ 
や 
た 
て 
、 

の 
水 

5 

の 

ち 
ぎ 

つ 
め 
た 
し 
戀 
の 
水 

ひ 
ち 

か 

み 
た 
が 
ひ 
に 
影 
や 
戀 
の 
水 

我 

戀 
の 
水 
に 

數 

( 

や 
文 
月 
夜 

あ 

つ 
さ 
身 

の 

ほ 
む 

ら 
や 
さ 

ま 
す 
戀 
の 
水 

美 
人 
草 

に 

フ 

き 
に 

し 

露 

や 

戀 

の 

水 

業 

の 

戀 
の 
水 
と 
や 
ふ 
か 
み 
草 

蛙 
さ 
へ 

時 
分 

の 

戀 
の 
水 

む 
力） 
し 
男 

愛 
で 
や 
戀 
の 
水 
い 
は 
ひ 

お 
ぼ 

か 

浪 
夜 

る 

晝 

ぬ 
る 

戀 

の 

水 

戀 

の 
水 
む 
か 
ふ 
硯 
や 
け 
し 
や 
フ 

文 

ほ 

b 
あ 
た 

b 

た 
る 
戀 
の 
水 
哉 

同 

山 

畑 

深 
さ 
思 
ひ 
は 
井 
の 
本 
を 

女 
波 
男 
波 
の 
立 
や 
し 
ぬ 

ら 
に 

同 

し 

れ 

や 
此 
や 

あ 
ふ 
戀 

の 

水 
な 
ら 
ば 

戀 

の 

フち 

も- 
ぬ 

れ 
を 
と 

か 

な 

狂 
欲 
今 
の 
世 
ま 
で 
名 
を 
流 
し 
た 
る 
業 
平 
は 

戀 
の 
水 

な 

ら 
は 
し 
さ 
ふ 
ら 
ふ 

中 

つ 

た 
へ 

侍 
る 

良 

瞥 

野 

安 

正 

rrr. 

替 
紙 

周 

國 

黑 
水 

zj、 

定 
薪 

元 
由 

好 

寿 

め、 

林 
城 

良 

腎 

則 

武 

>、 

良 政 則  良 安 榮ー德 器 及 
賢 公武      賢 成 貞志淸 水 次 


河內國 名所 鑑卷五 


にし ほれけ る を、 此 岩に ほし 給 ひしょり 衣掛 岩と 申 

也、 又此 岩に ほし 給 ひそれ よりこう ばい 色に 成し 故 

に 紅梅 岩 其 申った へ 侍る、 

紅梅 岩 

狂歌 業 l^- の その あとと ふか 鶯の 

紅梅 岩に 經 よみし こ ゑ 

衣掛 岩 

同 春 過て 夏に な b ひら 通 ひ路の 

ひおけ ほす て ふ 衣掛 岩 

同 其む かし 男 は 愛に きぬかけの 

岩 ほに 苦の のこる 念力 

衣掛の いわれ を 見す る 霞 かな 

前 だれか 紅梅 岩に 下り 藤 

花の 色と い づ れ衣 かけ 岩 つ、 じ 

はふ 蔦 や 衣 かけ 岩の 文 所 

な. 0 ひら 夜半に 通 ひ 給 ひて、 かの 女と あ ひ づの笛 を 

松の 根 もとにて 吹 給 ふ 故に 笛吹 松と 申った へ 侍る、 

笛吹 松の 事謠 にもうた へり、 

狂 欲 高 安 は の ふお もしろ や 笛吹の 

松の はやしに さつく の聲 典 僧 


淨グ 


德淸 


1 志 

政 公 

正 昔 

器 水 


Lli 八十 


同 いといだ に 音 さはが しき 鳴 神の 

つ V みに そふな 笛吹の 松  重 次 

笛欢松 

驻 歌名卷 はこれ 候よ ふえふきの 

松の 稍に 來鳴 くせみ なれ 松綠 

同 其 主 はむかし 語りに 業： 牛の 

笛吹；^ は 今に あり はら 

音に 寄 か 笛吹 松に 雑 子の 鳥 

さがり 葉 か 笛吹 松に さが b 藤 

笛 ふきの 松に 一昔 を そ ふ 雲雀 哉 

身 やひ や..^ 靑 葉の 笛吹 松の 風 

笛吹の 松の 役者 や 初 あらし 

ふえふきの 松 は 時雨に 奇葉哉 

〇 大竹 村の 內 になり ひらの 通ひ路 とて あり 

狂歌し のび 來て戀 しき 人に 大 竹の 

よごとに か よふ あしまめ 男 

大竹ゃ 里の 名に 立の ぼり 羊 

あられ 酒 ふる 大竹 のさ いへ かな 

伊勢 物語に いはく、 有 常が むすめの、 

風 ふけ は沖津 白波た つた 山 


夜半に や 君が ひと.^ こ ゆらん 

とよみけ る を、 業 平 せんざい のなかに かく れゐて き 

きて、 限， 9 なく かなしと 思 ひて、 かう ち へ もい かすな 

.9 にけ-.^、 まれ /(- かの 高 安に 來て みれば、 はじめ こ 

そ >；5 にく ゝも つく b けれ、 今 は 打と けて 手づ からい 

ゐ かひと hv て、 け ごのう つ は 物に も， 0 ける を 見て、 心 

うが ていかす 成に け b -、 さ，.^ ければ かの 女 やまと 

の 方 をみ やりて、 

君が あたりみ つ 、を をらん 伊 駒 山 

： お ームな くし そ 雨 は ふ る とも 

とい ひて 見 わたす に、 からう じて やまと 人 こんと い 

へ ^、よろこびて まつに たび 》c すぎ ぬれば、 

！ 5;? こんと いひし 夜ごとに 過 ぬれば 

たのまぬ もの、 こひつ、 ぞ ぬる 

と い ひけれ ど、 をと こす まや 成に け b と 侍り、 

此段を 紀の有 常が 女の 事と 云 は、 桌 女の 所を顯 さん 

爲 也と 也、 わかれの 水の 因 緣を尋 るに 里人の かた hs 

し は、 なり ひら 高 安が よ ひたえ ぐに 成けば は、 かの 

女よ ろづに 付う しろめた く 思 ひ、 大和の かたば か. 9 

詠めく らし、 さて 文のお くに 二 首の 歌 を かき 送る と 

國 名所 鑑卷五 


なり、 

君が あた. 0 みつ 、を をらん 伊 駒 山 

雲な かくし そ 雨 はふる とも 

君 こんと いひし" 佼 ごとに 過 ぬれば 

たのまぬ もの、 こひつ ゝぞ ぬる 

な. 9 ひら 此ニ 首の 歌に 心 まよ ひ、 なつかし くやお も 

はれ けん、 まれく に 高 安に 來て ひがし 窓より のぞ 

き 見 給へば、 かの 女手 づ からい ゐ かいと てけ この 

-フっ はものに もりけ る をみ て、  > じ， つく 田- ^ ひしば した 

たす みお はしける に、 折 ふし 月影の 窓より うつ 男 

のす がた 見へ 侍. 9 ければ、 かの 女 まち 得て あはん 事 

のうれ しさよ とて 走 出る に、 な， 9 ひら 大和の 女 を^ 

女と 思 ひ、 高 安の 女 は此時 見お とされ、 えん やっきぬ 

らん、 あと も 見す をう とうごへ よ.^ 笛吹 山の かたへ 

にげ 給 ふとな， 9、 跡よ b しき， 5 におつ かけぬ る有樣 

おそろし くやお も はれ けん、 池の はたの 松の 大木に 

のぼ. 0 居 給 ふ、 月 かげに すがたの 水に うつ し を、 業 

平是 にお はします とい ひ、 飛て 池に 入..^ むなしく 成 

ける とぞ 聞った へ 侍る、 其より 此水を わかれの 水と 

申 也、 それより 高 安の 里に 東に 窓 を あけぬ と 申った 

三百 r<sl  I 
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へ 侍る、 

別れの 水 

狂歌 一 一道 を かくる 衢 とな b ひらの 

別れの 水の そこの つめた さ 正音 

出替. 0 は是も わかれの 水 仕 かな  如 元 

お ほとけの わかれの 水 は 手向かな  良 賢 

曲水の えん や 別れの 水ば なれ  忠幸 

夏衣 や あかの わかれの 水 あら ひ  安成 母 

くむ 鮎の 別れの 水 や 網の 露  好 春 

露 しらむ 末 や 別れの 水く さい  似 柳 

なり ひらの 水に や 影 を か 3- み 草  器 水 

汲た びに 別れの 水ぞ 月の 貌  貞範 

： 入 H: に 別れの 水の 名殘 かな .  林 城 

〇 樂昔寺 藥師、 いにしへ は觀昔 あ. 9 ける とぞ、 舊 

跡、 

^の 琴の しらべ かがく おんじ  吉勝 

〇 六 离寺、 II 郡 出 號岩漉 山 往生 院、 釋淑阿 彌陀觀 音 ま 

します、 昔は此 寺に 風味 世に 勝れけ る 柘榴の 大木 有、 

此 Igi 世間 へ ひろまる よし、 ざくろの 名所と ぞ、 

i„ ^歌 寺內 なる 往生 院の ざくろの 實 


六 萬つ ぶ も あらんと ぞ思ふ 意朔 

〇 四條繩 手、 楠 正 行 楠 正 時 石塔 あり、 

狂歌 石塔 を 見る 人の みか 正 つら を 

みださぬ 臈も 消お として  久任 

同 楠の 石に な し を 今 こ、 に 

まさに 見たり や 正 つらが 嫁 松綠 

同 敵と 見て たぐ b 寄た る 兵 は 

四 條繩手 を 先が けの 武士 林 城 

花 ば 愛 も 都の 四條 かな  器 水 

〇 五條 正 観 昔、 

タ貌ゃ 手 向ん 五條の 觀世音  久任 

月の 都河內 にも ある 五條 哉  器 水 

〇 出 雲井 村 十 一 面 観音、 

狂歌 観音の 光 を はなち 山 端に 

十八 日の 月 や 出 雲井  正 之 

出 雲井に 八 雲の 歌 かなく 蛙  如 真 

〇 池の 島觀音 、 

〇 生 駒 山、 いつの 頃に か あり けん、 唐土より 和國 へ 駒 

を 渡されけ る、 河內 山に はなた しめ 給へば、 駒 共い さ 

みき を ふて、 ゎづら はしき 駒 も 生の びて、 めでた けれ 


淸政常 器 正宗 善 同 政： 
次 公 政 水 俊 昔 心 公雲 
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ばと て、 生 駒 山と 名 付 給 ふと 申 傅へ 侍る、 

g 拾わ たのべ ゃ大 江の 岸に 宿 b して 

雲井に 見 ゆる 生 駒 山 かな 良暹 法師 

愚 草 律の 國の こや 花と 今 も 見る 

生 駒の 山の 雪の むらぎえ  定家 

M 難 波よ. 9 みえし 雲問 の 生 駒 山 

いま は いづく ぞ 五；： 雨の 頃 平い al^ 秀 

生 駒 山の ふもとにてをは，^'と.0:*^1=:けるに 

M 声 法の 久しく もがな と 思へ 共 

さよ 更けに けり 光隱 しつ 大僧正 行 基 

天ギ廿 一 年 伊 駒 麓に て 終 とり 侍け る 遺戒 歌 

I 後， か. 9 そめの 宿 かる 我ぞ 今更に 

物な おも ひそ 佛とを しれ 大僧正 行 基 

生 駒 山、 和 州 河 州兩國 へ か ゝ， c し 名山 也、 

狂歌 大和 河 內兩ロ 引と 申べ し 

生 駒の 山の 霞 あり や- \ 良弘 

同 お 月 さま 見つ、 送らん 生 駒 山 

雨氣 な. <^ とも 笠 はなめ しそ 元 信 

とん づ はねつ 生 駒の 嶽で いさめ 春  宗圓 

いと ゆ ふ に橫雲 つ なげ 生駒嶽 戶重繼 


花見に やい ざ 引 つれて 生 駒 山 

櫻 散る 木の 下 鹿 毛 か 伊 駒 山 

つ、 ら藤は 生 駒の 山の あた 荷 哉 

雲に 穿ちよ いこま 鳥の 高ね かな 

あしもとで 鳴く や 生 駒の 沓手鳥 

聞きに いこま： U 初聲ぞ 郭公 

立 霧 は 生 駒の 山の 尾 崎 かな 

照； の 鏡 鞍 をけ いこま やま 

時雨に や 古 は を 落す 生 駒 山 

身ぶ る ひや 寒る 生 駒の 山-ま 

〇 飛火の 隈 * 駒の 山に 古 へ はも リけ ると 也、 

狂歌なる 神が 生 駒の 山に とろめ けば 

飛火の 隈の やうな 稻づま  一 利 

あちこちへ とぶ 火の 隈の螫 哉  良弘 

〇 姥が 火、 此因 緣を尋 ぬるに、 夜る く le. 岡の 明 神の 

燈 明の 油 を 盗 侍る 姥 有しに、 明 神の 冥罰に ゃ當 りし 

彼姥 なくな. 5 て 後、 山の こし をと び あ. く 光物いで 

きて、 折々 人の 目 を おどろかしけ るに、 彼 火炎の 體 

は、 死し ける 姥が 首よ， 9 して ふきいだ せる 火の ごと 

く 見へ 侍る 故に、 かの 姥が 妄執の， X にやと て、 則 世俗 


常 正 萍宗政 一良 安 素 重 林 及 
政 音 子 圓公十 惠求玄 次 城 次 


三百 八十 四 


1 、枚 岡、 天 屋根 命 

二、 鹿 武 US 命 

三、 香 取、 經律 主命 

四、 會殿姬 、天 照 天祌也 

若宮 殿、 天 i: 雲 命 

正月 十五 tii 御 神前に て 粥 を燒、 粥の 中へ 五穀 幷に萬 

作 h- 物の 數 ほど 竹の くだ を あみ、 一 々に 名 を かき 付 

てに へる かゆの 中へ 入、 神人 取 出しく， たの 中へ かゆ 

の 入檨の 次第 を 諸人に つげる、 一とせ の 善惡を しれ 

る 事 也、 

狂歌 見 あぐれば 枚 岡 山に 煙たつ 

かゆの 竈 はに ぎ は ひに け 政 安 

E 枚 岡の 神の 所 帶はニ 所 

三 笠の 宮は 小屋 极づ くりに 

明 神の 御 しんたくな りひら おかゆ 


枚 岡 明 祌の宮 寺 六坊豊 浦：： i:::;" にあり" 


と、》 らと、 — 

ひなら はす 

迎寺十 一 面 観 昔 御 長 一 尺 五寸、 

狂歌 順禮も 愛 は ど こぞと といら なる 

くわん 音 堂の 花の 下ぶ し 

藥師は 八 木 寺と 云に あ.^、 御 長 五 尺、 


可 房 

定囑 

豐 浦の 來 


正 之 


 河內圃 名所 鑑卷. A 

に姥が 火と こそった へ けれ、 高 安 恩 知 迄 も 飛行、 雨け 

などに は 今 も 出る- i 也、 

狂歌 またして は 人よ せ をす る 雨の 中に. 

うばが ひにくの はる 、煎じ茶 良 綱 

同 河內 鍋の 下に 燒 火の もえ 立 は 

かの 執心のう ばめ 柴 かも  良 賢 

同 かみ 白く 骨 も 見  >ん つ、 敏 あれば 

ちゃう ちんの 火 も姥が 火の 影 

姥が火 や 印 を 結びて 芥子 坊生 

飛 ほたる さながら 姥が火 孫 かな 

姥が火 かほし か 河內に 飛ぶ 螢 

姥が 火が もえぬ ii ぞ なき 五： =： 雨 

五 B 閽 てらす は姥が ひかり 哉 

姥が火 は 物 か はち 路の蟲 送り 

攝待 は姥が ひごとの 手向かな 

姥が火 をた よりか はた 織 蟲の音 

いとし 子と だきぬ る 姿が 火桶 哉 

舯 のとが め あたる は姥が 火ば ち 哉 

くらがり にみ ゆる は 姥が火 をけ 哉 

〇 枚岡大 明舯、 


地 藏院に 子 安の 地藏、 行 基の 御作、 御.：：^ 四 尺 あり、 


〇 閽 上.^ 峠、 

花 も 火 をと もす くらが b 峠 哉  可 次 

稷 かざしけ ふ も くらが b;^ 哉  常征 

くら きょひ くらが b 峠 や 五月雨  未鄕 

霧 ふかく 満て くらが b 峠 哉  江 戶赏繼 

月 の 入る 跡 はくら が.^ 峠 かな  常 有 

月の^liも雨にくらが，9峠かな  器 水 

くらがりもぁか 3•.i^となる峠哉  貞因 

雪に 名 を うづむ くらが b 峠 かな  元 由 

大 年は實 くらがりの 峠 かな  周國 


0 鬼 取が 嶽 ；：； は 役 行者 孔雀 明 王の ％を 

たもって 行 ひ 叶 給へ る 故に や、 此.^ にして 鬼神 をと 

らへ、 則髮を 切.^ 使者と なし 給 ふ 故髮切 山と 云 也、 慈 

光寺 は 役 行者の 開基、 則 自作の 觀音幷 木像の 御自影 

有. 9  、十 社權現 あ. 5  、 役 行者の 笈 錫杖 ま さか h- など あ 

b  、行者 此鬼を つれ 初て かづら ぎ 山へ わけ 入、 道 を ふ 

み 分 給 ふと 也、 其 後出々 の 道 ふみわけ 給 ふと ぞ、 若 時 

は 役-小 角に て、 役 行^ 役のう ば そくと 云し 同じ 人の 

at 丄、 山伏の はじ 

31- 七 まリ i ぞ、 

^—t  Si 名所 鑑 卷 I  £  . 


狂歌 野老 ほ-り あざみ を か.. >  て 山人の 

かへ る をい ふ や 鬼 取が 嶽  良 賢 

大淼は 鬼 取が 嶽の 茂り かな  久任 

目に や 見えぬ 鬼 収が嶽 の 秋の 風  野 鹿 

取が 嶽 にや バ 力と 三 B の 月  則武 

〇 鷲 尾 山 鷲 仙 寺 祇菌院 、役 行者 開基、 本尊 千 手觀昔 御 

畏四尺 五 寸行基 御作、 又 山の 腰に 千 手 寺 光堂の 觀音、 

是も千 手 御 長 五 尺、 うんけ いの 作な り、 上の 寺 へ 行 道 

十八 町の 間 は 左右 千 本の 櫻の 大木 有、 色々 の 名木の 

さくら あ. り、 麓ば 祌 並の 里 藥師堂 有、 わう ばくの せき 

うん 建立と ぞ、 此 わしの をの 觀 昔よ. 9 上の 峯髮切 山 

也、 是か らも かう 切 山の 寺 へ 道 有、 

右 わしの を 山 觀昔は 三面 十 一 面 千 手 千 眼秘佛 也、 

于時延 寶七年 己 未 二月 十八 日よ. 5 三月 八日まで 開 

帳在レ 之、 

狂歌 こらへ かね 上み ぬ 鷲の 山の 名 を 

さくらの 花に 誰も あ をのく 正 之 

同 上 みれば うへ 見ぬ 鷲の を 山より 

出で ぬる 月に 雲が たかとび 昔 

鷲の 尾 や 大悲の 矢の 羽 2： の 弓  保 友 

一 Tlla 川 I 力 玉 


淸 如 器 親 
次 贞水吉 


元 富 次 

in    a  ^ 


河 內國所 名鑑 卷五   三百  <  十六 


〇 經寺山 龍 光寺、 敏達 天皇の 開基、 其 後 頼 朝 御 建立、 

しか. 9 とい へど も 度々 の 兵 亂に燒 失、 今 は 本尊 斗 草 

堂に入 奉る、 十 一 面觀昔 秘佛 な. o、 

〇 野崎觀 昔、 福壽山 慈眼 寺 十 一 面觀音 御 長 三尺、 行 基 

御作、 昔 多 田祐庵 鱗の 頭骨 寄進 也、 聞し より 見て おそ 

ろしき 物 也、 觀昔 堂より ふかう の 池 を 見お ろし、 よき 

景.^  、 

狂歌 災難 を はら はせ 給 ふ 觀昔 の 

弓に そふ 矢の の ざ きなるらん 松綠 

野 崎なる 藤 ゃ觀昔 の 力 こぶ  保 友 

〇 深 野 池、 大きなる 池な. 9、 

狂歌 をの づ から 子の 身の 菱と 成ぬべし 

親に ふかう の 池に あそば、 

歌の 理ゃ ふか ふの 池に 鳴く 娃 

刈て 軒に ふか ふの 池の 菖哉 

顔囘 がふ かう の 池のう す 氷 

さ ら , 

〇 讃 良々、 郡の 名 也、 

和名 さ ゝ 分る 一-首 もさら、 の 內恪に 

駒 を はやめて け ふ もく らしつ 行 家 

綱 引 や にき はふ ゑい さら ゝ  周國 


月は 一 っ影ゃニ佛のひか.^堂  定圃 

茸 狩もう へみぬ 鷲の 尾 寺 かな  一 十 

〇 日 下、 草 香 山の 歌、、 # の國 よ. 0 大和へ 通る 人此 所に 

てよ み 侍る 由 或 人 云へ. 5、 故に 愛に 書 入 侍る、 名所 和 

歌集に は 攝津に 入、 

|g 押 照 や 難 波 を 過 て うち なびく 

草 香の 山 をけ ふみつ る 哉 讀人 不知 

くさかりの 里此所 也と ある 人い 〈り、 

藻 蟠 ふる 川の 入江の あし は 霜 がれて 

さびしく 成 b ぬ 草 か， 0 の 里 師光 

名物な， 5 

狂歌 H 下袁 きつ きそ もじ やの む 手に も 

ひた ものき せる 痴話の 餘に 正 昔 

同 草 刈の 里の 小 わつ ば 籠 をに な ひ 

釉には 露の 玉 だすき かな  淸重 

同 草 かりの 悟 得 ぬれば 持 鎌の 

わが 心 こそ 佛な hs けれ 

草 か. 9 の 里の 庭に や 駒つな ぎ 

草 か. 5 の 里の 三日月 や 鎌の なり 

〇 龍 間 寺、 寵起山 千手觀 昔、 御 長 一 一尺 五寸、 佛舍利 有、 


侘て をれ 此花 一枝 ひら さら ゝ  正 之 

〇 北條 村、 松 見 寺正觀 昔金佛 な. 5、 御 長 一 尺 五寸、 

〇 飯 盛 山、 昔の 城跡 也、 

狂 1^ いか 許 雲の 振舞いた して か 

いひ も. 9 山に み ゆる 雪 汁  檐板 

同 山の 名の 飯 もりぬ る は 五 畿內の 

河內な ベ に て燒に や あるらん 榮負 

いげ 立と 飯 盛 山の 霞 かな  步 月 

ふた をす る 飯 盛 山の 霞 かな  良 賢 

汁に したや 飯 盛 山のと ろ、 花  富吉 

椎の 葉に 飯 も.^ 山路 旅路 かな  保 友 

白 箸 か 飯 も b やまの 木々 の 雪  器 水 

手づ から や 飯 も，. >  山の 雪 おんな  檐板 

雪 佛飯盛 山の しゃくし かな  未鄉 

〇 南 野 村 起 雲 山寵尾 寺、 正 観音 御 長 三尺 三寸、 春 日の 

作、 此山茶 1^5 に 似た.^ とて 世俗 茶う す 山の 觀昔と 云 

ふ、 かう の 池 見お ろし、 景 面白き 所な り、 

〇 中 野 村、 小 野 山 正 法 寺 十 一 面觀昔 坐像、 あん. 阿彌 

の 作、 伽藍 舊跡 あ，^、 

〇 中 野 村 領内に、 鳴 卒都婆と 云 石の そとば 有、 いつの 

河 內國名 听鑑卷 五  ..  5 


頃に か 有 けん、 狩人 此 所に 臈 雌雄 有け る を 見て 則 一 

羽 射て 見る に 首な し、 あた. 0 を尋 ぬれ 共お ちた る 首 

有 ことなければ 甚 不審 をな せ， 9、 明年 又 其 所に 臈ー 

羽來 る、 狩人 悅是 をゐ るに 首 を 射 は なしけ る 、此首 則 

おちて 地に 有、 又 羽が ひの 下よ. 0 臈の首 一 つお ちけ 

る を 見て あやしみ をな し、 つく  <\ 'とかん じ、 去年 ゐ 

ける 所 も 同じ 所、 月日 も 同じ 月日 なれば、 此鳥 去年 射 

おとしけ る臈の むか は. 0 をし， 0 て 來 つるに やとて、 

あはれ を もよ ほしけ る、 此時 こぞの 臈の 首の 見へ ざ 

る ほど も 思 ひかん じて、 い よ/^ たもと をし ぼり 、そ 

わよ. り 力 、るいと なみ を 思 ひとま. 5、 道、 ひ をお こし 

出家と な， り、 此處に をゐて そと ぼ をた て、 彼 鳥の し 

るし となせ る によ， C- て、 鳴 そと * よと ノ へ るよ し ？ひ 

< へ # -る、 

0 岡 山 §m5sf ま〉"：^:" 慶長 十九 甲 寅年 依- -大坂 

御陣ハ 五月 五 H 秀忠此 山 御 本陣、 

此 山に 壽命 長久の 松の 大木 あ b  、見 性 寺、 山號は 少林 

山と 號す、 木 尊 は 正觀昔 聖德 太子 の 御作 也、 御 長 四 尺 

六寸 あ， 9、  . 

就お 待 人に など かたら はで 郭公 


撰 


三百 r< 十七 


正正 富 野 則 器 次 
俊 次 吉鹿武 水 重 


河內！ i 名 听鑑卷 £ 


三百 八十 八 


ひと b 忍びの 岡に 鳴らん 法 印覺寬 

天 木 見し 人 を 忍びの 岡の 花す ゝき 

靡く は 招く 心地 こそ すれ 登 直 法 b™- 

狂酖 うかくと 忍びの 岡の 郭公 

昔 信 もせ ぬわが れんぼ 哉 法 橋 哥慶 

E 年 よれ ど 忘. 9 やいた さぬ 戀ょ とて 

人目 忍びのお かゝ な， 9 けり 重 次 

郭公 なれ や 忍びのお かた 聲  一十 

そ.^ は 誰 を 忍びの 岡の 小姬 ゆり  政 公 

紅葉ば はかなお.^ 山の 色繪哉  同 

〇 高 村、 放 生 寺 十 ； 面 千 手、 立像 御 長 八寸、 

〇 秦村、 太子の 臣下 秦 川勝此 所有、^ 跡 有、 

〇 此秦 村に 昔 名 鍛冶 有、 後鳥羽院 御宇 十月の 詰番の 

緞冶 行國勅 を 打 上 奉る、 此 所より 出る 人 也、 

ゆき 國に見 まが ふ 霜の かな  定圃 

秦村 神宮 十 一 面 觀音御 長 一 尺 三寸、 普此 所に 名緞冶 

多く-^ ける とぞ、 

〇 寢屋 村、 むかしの はち かづきの さう しに ある 長者 

は此 所の 事 也、 長者 屋敷と て 今に 松原 あり、 

〇 三 井寺、 京の 本能 寺、 尼 崎の 本 興 寺、 此三 井の 本嚴 


寺、 此三ケ 寺 は 同じ、 此所 曰隆大 上人 開基、 則 H 隆自 

筆の 石塔 あ. y  、其 外 數多御 自筆 あり、 當 一 村 はの こら 

す 52： 法華宗、 他宗 一 人 もこれ なし、 

〇 中 振、 龍 光寺 法 雲 山正觀 昔、 太子の 御作、 御 長 三尺、 

〇 同村 光明寺 延命 山正觀 音、 ぢ かくの 作 御 長け 三尺 

五寸、 

〇 サ加子 作 村、 藥師堂 あり、 升 谷と 云 所 あり、 

〇 米 山、 

尊 I 米 山 の 峯と ぶ の 魔の ますが きの 

羽 かたの かりの 名 さへ なつかし 

狂^ 米^ を 知行に 取し 人 はた^ 

食に 燒て もお だい 名な り  如 元 

同 米 山の ごとくに 積し 俵 こそ 

ゆ ふに いはれ ぬ 分限な， 9 けれ 

蓬 萊の米 山 なれ や 本 だ わら 

米 山 をつ、 む 霞 はた わら かな 

こめ 山の 白水 は 雪の 举 かな . 

米. H にたが うへ てつく 小米 花 

米 山 や 半分 まじりの 小米 花 

米 山 やつく ねんと 見る もち つ 人 じ 


元 政 嘉良政 器 常 幾 正 
由 公任 惠公水 征昔之 


明星と 貝る や ほし ffl に 菊の花 

〇 田の 口、 安樂 寺 千 手の 十 一 面、 唐佛 也、 

〇 藤 坂、 嶽山明 尾 寺 十 一 面 観 昔、 御 長 一 尺 五寸、 

〇 因 可 池、 

{5 吟 かた 原の よる かの 池の ねぬな はの 

ねぬ 夜 は浪の 下に くるしき 家隆 

夫 木 朝 氷結び にけ，. -な 白糸の 

よる かの 池 はぬ る 鳥 もな し 衣笠 

狂歌 飼 付に よる かの 池の 鯉 鮒 は 

朝とう 網 をう たんた めと や 友 和 

同 毎晩に 忍びよ るかの 池にたい 

ふかき は 君が 心底に こそ 次 重 

よる か 池 ひるに へて や 飛ふ螢  II 水 

と たち はら 

0 鳥 立 原、 

，古 御 狩す と 鳥 立の 原 を あさりつ、 

交野の のべに け ふも暮 しつ 咖训 S ナ 

狂歌 あ、 にくや 鳥 立が 原の 杜鵠 

名乘も あへ す 失に ける かな 隆玄 

E  B 犬 もき 立が はら やすぎぬ らん . 

つかれく とせ この 夕飯 友 和 


, 河內阈 名所 鑑卷五 


米 山 はみ な 杉ば への 若葉 かな  一利 

たれ も 目につく 米 山のう す 紅葉  江戸 常 有 

米 山に ふりし あられ はしらげ 哉  g| 正 利 - 

ふる 雪 はおとし 米 山の 詠め かな  重 次 

米 山 も 雨風して や 寒 ざら し  江 戶重繼 

〇 村 野觀昔 寺、 天 野 山と 號す、 正 觀昔御 長 三尺、 おや 

うてう の 作、 

0 郡 律 村、 大堂山 長 寶寺十 一 面觀 昔、 御 長 二 尺、 

0 星 田 妙 現 山 小 松 寺の 觀昔、 此山號 は三寶 山、 ふもと 

に 藥師堂 在、 明星の 池 あ.^、 社 あり、 

狂歌 天の川 ふり さけ みれば 星 田なる 

三日の 月 のいで し 山 かげ 

星 田なる 苗代 水 や 天の川 

散 花 をい よく 見. まく ほし 田 哉 ， 

日で. 0 にや 雨 は 星 田の 植 時分 

緻 がた を 打 や 甲の 星 田う へ 

五月雨 は s にも 見えぬ 星 田 哉 

雲の上 は あ ひし 昔の 星 田 か な 

秋の 日に I 刈て ほし 田の 稻 穂 哉 

月 弓 を まと ひして 見る 星 m 哉 


河內國 名所 鑑卷五 
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天の あみ か 鳥 立が 原に はる 霞  定圃 

打た、 く  たちが 原の 水鷄哉  好 春 

〇 福 岡 村 息 松 山 稱念寺 十 一 面觀 昔、 御 長 一 尺 ニ寸、 あ 

ん あみの 作、 

〇 同畏尾 山 正 也 庵 十 一 面觀 昔、 惠 心の 御作、 

0 尊延 寺、 山 號は波 多 山、 正觀 昔金佛 也、 御 長 五寸、 弘 

法の 作、 五大 尊 弘法 御作、 

〇 私 部長 壽山光 通 寺 如意 輪觀 音、 坐像 御 長 一 尺 五寸、 

後村上 天皇の 勅願 所、 開山 別峯和 當禪、 

〇 淼村圓 通 山須彌 寺、 千 手の 十 一 面、 春 日の 御作、 御 

m  二 尺 七寸、 

〇 私 市 観 昔 寺、 如意 輪觀音 坐像、 

〇 岩 船 山、 八 間 許の 岩 船 山の頂に あり、 川 瀧 あり、 一 

般有、 六 晦 U に は參詣 群集す る 也、 

〇 獅子 窟 寺；^. a, や、； SJiJSiS の 普 見 山、 行 基 菩薩 開基、 聖 

武 天皇. M 計 勅願寺 也、 龜山院 ね J 御廟 所 あり、 本堂 は 

藥師 如來、 屏風岩と て かべの ごとくなる 大石 有、 高さ 

三 四 間に 長さ 八 間 ほど 也、 光 影 比丘 墼通 和尙 まし ま 

す 寺 なれば、 一 丁  口に 酒 肉 禁制 札 有、 きれいに して 殊 

に 勝景 おもしろき 所な り、 


ばい 取 や 獅子の 岩屋の 美人 草  淸次 

すさまじき 獅子が 岩屋の のきば 哉 正 昔 

十六夜し ゝの 岩屋の 月見 かな  周國 

冬 籠， 9 居^ を 獅子の 岩屋 か な  忠 昌 

〇 百 重が 原、 

夫 木 交野なる 百 重が 原 を 束の まも 

戀 やや あらん 花の みやこ を 鴨 長 明 

狂歌 送る 文の 數は百 重が はら 立 や 

我に 一度の 返事 だに せぬ 次 重 

花の 場 や 百 重が 原の 幕づ くし  江 戶重繼 

ちる 露 や fttl 重が 原々 藥 が.^  德淸 

〇 大念 佛宗の 本尊、 かけ 松、 

名 も 高し 本尊 かけ 松 郭公  典 僧 

〇 野 村 妙 音 山傳福 寺正觀 音、 行 基 御作、 御 長け 三尺 五 

寸、 

〇 鴻尾 山、 山の頂に 八 間 四方の 岩 あ 、觀音 岩と 古 へ 

より-申 傳 ふる、 正 観 昔の 梵字、 石の 中 ほどに 二 尺 四方 

許に 書 ほ， 9 付て 有、 又此 石の 中程に 六十 六部の 法 華 

經、 紕紙 金泥に 書き 一 部 石 を ほ.^ 中へ 納入、 上に 金泥 

にて 經を納 し 由 書 あり、 南の 方に 三 間 許の 石い く 


つも 重て 有、 是 は三寶 荒神の 梵字 あり、 拜殿 あり、 鳥 

井 あり、 北の方に 六 間 四方 程の 石 有、 大日の 梵字に て 

有け ると. S '傅る、 

〇 此 山の 北に 源氏の 瀧 さ 申 傅 ふる 有、 瀧へ 上る 中程 

に 觀昔堂 在り、 瀧 本山 淸正 寺と 云、 本尊 如意 輪 御 長 一 

尺 三寸、 瀧 本の 山上に 不動 堂 有、 西方の 山 面白き 景の 

所 也、 麓 は 倉 治の 里な..^、 

鴻の 尾の 矢に はに 入る や 月の 弓  久任 

木が らしに 鴻の尾 山 や 羽ぬ け 鳥  良 賢 

〇 津 の國垂 水に 岩 氏と いふ 人の 娘" 河田禁 野の 人の 

もとへ：^ して 行ける に、 久しく 物 をい は ざり けれ は、 

夫啞 なりと おも ひて たるみへ をく り 侍る ころ、 交野 

を 通る に 雑 子ち またに なく をき、 て、 彼 夫 弓 を もつ 

て是を 射る、 其 時 彼女 輿のう ちより 聲 うちあげて、 

ものい はじ 父 はながらの 橋ば しら 

なかすば 雑 子 も いられ ざら まし 

とよみければ、 夫き、 て拆は ©j にて は あら ざ. 0 けら 

しとて、 又 つれて 歸り 侍りぬ、 甲斐 田片鉢 村の 間に 三 

本 杉 有、 是 きじの 鳴きし 所の しるしと 申傳へ 侍る、 

〇 大橋、 いにしへ は 今の 船橋 川に 大橋ぁ b しか ども 

^  , ^內國 名所 鑑卷五 " . 


山々 よ b 落 來る水 早ければ、 橋 もた まら やして、 い つ 

の 頃よ， 9 か 橋 は 落て 船橋に な. 0 ける と、 或 人語. 0 侍 

りき、 さるに よ" 此川を 船橋 川と ぞい ひ 傅へ 侍る、 片 

足 羽 川と い へる は此 川の 事と ぞ、 

^ き 級 照 や 片足 羽 川の さに ぬりの 

大 橋の 上に あか もすそ ひき 讀人 しらす 

同 大 橋の ほとりに 家 あらば  >  ひいた く 

ひとり 行く 子に 宿 かさまし を 同 

大 橋に^ くぎぼう しの 花見 かな  政 公 

川の 名 や 氷 ふみぬく 片足 羽  意朔 

〇 洞が 峠、 山城 河 內兩國 之雜松 三本 あ. =-、 

狂 5© もの ゝ ふ の 貝 もや ほらが" is- より 

ぬけがけ をす る 花 軍 かな  正音 


河內國 名所 鑑卷五 終 


 河內國 名所 鑑卷 六.  

河內國 名所 鑑卷六 

〇 下の 太子 勝^ 寺 逾川郡 

山號 は掠樹 山、 太子 十六 歳の 七月に 守屋と 軍した ま 

ふ、 四 度の 御合戰 三度 迄 御 まけ、 三 皮め に守屋 のがさ 

じと 追 かくる、 太子 御 命 あやうく 見えさせ 給 ふ 時、 野 

中に 大きなる 椋 あり、 いかに 椋 との 給へば 二つに わ 

れ、 太子 御 にめ しながら 內 にかけ 入 給 ふに、 此木も 

との如くにロぁひて^£とかはらねば、 今迄 見へ させ 

給 ふ 太子 は、 天へ上.-給ふか地に入給ふかと^^かた 

盡て、 おっかけし 兵 共歸陣 す、 時に 此木又 われさけ て 

太子 出し 奉る、 太子 又 御馬 共に かけ 出 給へば、 又もと 

の ごとくに 口 こそ あ ひに けれ、 ^太子 此 木に むか は 

せ 給 ひ三拜 しての またはく、 神妙なる 哉、 汝 非情た..^ 

といへ 共 今：！： 我 をた すくる、 守屋を 討て 後此 恩の た 

め此 所に 伽藍 を 建立す べしとの 給 ひしと 也、 ^四 皮 

めの 御 合戰に 太子 四天王へ 願 を 立 給 ひ、 ぬるでの 木 

を 以て 四天王の 像 を 作.^、 臣下 共の 頭 美に おかしめ 

ほこさき にも たてさせ 給 ひ、 我 今 敵に かたしめ 給 は 
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ば、 四天王の ために 四天王 寺と いふ 伽藍 を 建立す ベ 

しと 宣 ひける とぞ、 一 一 また 竹 を はた ざ ほに なされ 御 

lit にめ し 守屋が 城へ おしよせ 給 ふと 也、 守屋が 城と 

申 は 東北 はく だら 川、 南西に 堀 を ほり、 矢 倉 四十 八 有 

ける と 也、 城 中に 高さ 十 丈 餘の稷 木 あ.^ し 故に 极木 

の 城と いひし を、 籠城の 砌物 5 廻の 塀 矢 食に 稻を かけ 

ならべ 、禝 にもい ね を かけ、 太子 は 常にい ねを廿 五の 

ぼさつとの 給 ふ 故に、 矢 を はなつ 事 成 まじき と 思 ふ 

心に て掛 ならべ 、稻 村が 城と 名 付し となり、 おなじき 

三日の 申の 剥ば か. 9、 守尾複 木へ 上り 物 部の ふとの 

大明 神の 矢と 云て 放つ 矢 太子の 御镫 にあた る、 其 時 

太子 跡 見の 赤檮に 命じて 定惠の 弓に 六ッ 目の かぶら 

矢 を、 四天王の いさせ 給 ふ矢ぞ とて 放た しめ 給 ふに、 

かぶら 矢と をくな. 0 ひ いきて 守屋が 胸いた にあたり 

ければ、 守屋 さかさまに 木の 上よ b おちて、 城 中の 兵 

共 みなこと ぐく さはぎ しが、 川 勝 やがて 守屋が 頸 

をぞ きった. 0 ける、 此首 洗し 所 を血ノ 池と 云、 g む §1 

此首埋 し 所 を守屋 塚と 申 也、 かぶら 矢お さめ 給 ふ 所 

を かぶら 矢 塚と 申 也、^ 太子 椋に むかひ 四 句の 文 を、 

神妙 椋樹悲 母 木 我 身 出生 廣 大恩 


お 忠 ハ 祐 保 5 

直 之 松 可 友 音 


河內國 名：： i 鑑卷六  lil^TM, 


紹隆佛 法 今 成就 曰々 影 向 不退 轉 

かやう に 遊され しと 也、 其比此 所に 堂塔 伽藍 建立 あ 

り， 則 寺 號を いくさに かってら と 書きて 勝 軍 寺と 名 

付 給 ふと 也、 又 願 成就 寺 共 申 也、 其 後 度々 の 兵 亂に炎 

上し 今 は 一 宇の 堂の み 有、 則 太子 十六 歳の 御 髮の毛 

を 以て 御影の 御ぐ しに う ゑ させ 給 ふ 、御 自作 也、 御 長 

二 尺 許 まします、 祕佛 にて 開帳 まれなる 御 事 也、 御植 

髮の 太子と 申 也、 御 父 用 明 天皇 孝養の 御 すがたと ぞ、 

一 佛舍利  一 百濟國 より 渡. 9 し 如意 輪觀音 

一 太子 御 自作 四天王 一 蘇 我 大臣 作の 沙門 

一 太子 御 筆 三千 佛名經 一 卷 

1 秦川勝 作の 持 國天王 一 弘法 御 筆 御 經ー卷 

一 光明 皇后 御 筆の 大 般若 一 部 

一 惠心 御筆藥 師如來 一 弘法 御 筆の 不動明王 

一 金 岡 筆の 土 面觀音 

其 外 靈寶數 多 あ. 9、 書 しるしが たし、 

椋木， に はらまれ 給 ひ 出生し 給 ふ 故に、 人の 誕生に 似 

たれば とて、 御 母后の ごとくに 思 召、 悲母 木と 名 付 給 

ふ、 又 戰將木 共 名 付 給 ふ、 椋 木へ かけ 入 給 ふ 時の 駒の 

ひづめ 石に のこれ り、 勝 軍 寺 記 文、 笠 置解脫 上人の 筆 


なり、 

稱名院 殿、 天文の 春の 比紹巴 をめ しつれ 給 ひ、 吉野 

高 野 參詣ぁ b し 道中の 記に 曰、 しんへ うむく の 木 

の ある 寺に 參. -彼 木の 本 を拜、 本堂へ 參、 太子の 御 

影 開帳 はなき よし 語. 5 しか ど、 案内 しれる 人 ひそ 

かに 申て ひらきけ. 9、 此御歌 二 首被レ 遊け ると ぞ、 

隔て をく とばり か、 げん 椋の 木の 

むくつ けき まで 向 ふ 面 かげ 稱名院 

又 

古し へ の 跡 も 木ぶ か き 中と め て 

駒 引きむ くる 卷の 若草  同 

狂歌 もろ の 願 成就 寺と 聞から に 

誰も ほとけの 前へ むくの 木 元 信 

同 鎘矢 にあた， 9 て 流る 血の 池の 

水の あはれ な守屋 大臣 

甲冑 を 太子 や 御 擦 はな 軍 

植髮の 御影 や 岸の さし， 柳 

此 寺の 花 は 太子 かち ござ くら . 

花 M 歌仙 や 一 卷勝 寸  . • 測 

ちる 後 や あくたら 川の 花の 波 


重 定 淸 

榮 l  il 綱 


河內國 名所 鑑卷六  三百 九十 四 


むく 鳥の 應ゃ悲 母 木の 養子  祐可 

軍して 血の 池と なす かはづ かな  政 公 

はへ そふ やか ぶら 矢 塚に うつぼ 草  伴 永 

-名 にしお は ^來 なけ 馬蹄の 沓手鳥  宗繼 

茂.^ ぬるむ くや 太子の かくれみの  久任 

椋木は 人影 もせぬ しげ かな  家 次 

月 や 太子 影 かくすむ くの 木の しげみ 定圃 

くわれて は 血の 池 なれ や 足の 蛭  器 水 

うぶ 毛に て 知 やうへ 髮の 太子 桃  成 之 

かくれ 子 を たづ ねし も. 9 や 霧の 中  全榮 

血の 池 は =： のさ は. 9 の も， 0 や. 塚  湛良 

いな 村が 城か稻 ほす 守屋塚  愚 蛙 

首 かり は稻 村が 城の 落 穂 かな  柳 花 

ぬ. 9 で 紅葉 かつ 色 見せた b 勝 軍 寺  燕 石 

落 行ゃ梭 木が 城の 木 葉 武者  家 次 

かみより やし もに も朽ぬ 太子 堂  可 房 

古跡 や. 蹄 も 見え ぬ 雪の 中  廣之 


〇 南 木の 本 北 木の 本 雨 村 1^ は 守 屋诚郭 の 跡 也、 物 部 

府都 ^^神の 社 有、 藥帥堂 有、 本尊 は 太子の 御作 也、 

狂歌 末世まで 名のみ は 茂る 木の もと を , 


賴むかぃなく雨はも..^ゃぞ 元 信 

ゑむ しろ や 一花 ひらけば 木々 の もと  香隆 

立よ らば 大木の 本 や はなの 宿  堺 政- 4i 

木の 本の 稻 村が 城 や 花 軍  久任 

〇 龜 井村 IF^ 松 山 眞觀寺 十 一 面觀 昔、 御 長 三尺、 南 

禪寺 金地院 末寺 也、 

若水 を 汲む 萬 年の 龜井 かな 

観音の 手 向 や 花の 眞観寺 

佛 名の 唱へ 幾千 萬 松 山 

しぶ 川の 歌の 會所 や： il の 本  春宵 

溢 川 や あじろに か、 る 紅葉 鮒  お 政 

〇 久寶寺 は觀音 の寺號 也、 本尊 十 一 面觀音 太子 御自 

作、 慶 長の 頃 兵 亂に堂 舍悉燒 失す、 本尊 を 奪取て 伊賀 

國へ 行、 國 人の 夢 に 河 州久資 寺 に有緣 のさった なり、 

速に かの 地に うつす べしと あ， 9、 國人驚 則 本尊 を 持 

來る 所に、 よろこび 堂 を 建立し 安置し 舉る、 

木綿糸と 見ん 久 ほうじの 衬薄  定圃 

〇 久寶寺 村顯證 寺の 開基 は 法 印 大和 尙 位？^ 淳也、 親 

鸞 聖人より 八代逮 如上 人 第 八の 子 也、 母 は 石山 龃-者 


の化身たる事世に炳然た.^、 開山の 御影 は 大津近 松 

寺に てい はれ ありて 木像 を書寫 し、 此 御影 を 等身の 

影と 號 して、 眞 向の 影の 初め 天下 一 體の靈 像な， o、 近 

松 寺よ. 9 御影 を 負 來て此 に 安置して、 不 返の 勤行 ひ 

まなく、 晨には 諸行無常の 鐘 を 鳴し、 暮には 平等 大會 

の 太鼓 を 響かして 佛 恩の 深き 事 をのぶ、 貴賤 釉をま 

じへ て 堂上に 滿っ、 是則 等身の 靈像連 淳の選 法の 嚴 

然 たるに 因る 者 也、 

〇 鞍作 村、 太子の 御代の 時、 百 濟國の 佛師多 須那が 子 

に 鳥と い へ る 佛師此 所に 住す、 

〇 衣 招 村、 禝 大木 あ b、 

狂歌 行人 も 愛に きすり の 神木の 

えの 木 かねた る 下 凉み哉  正 昔 

〇 蛇 草 村、 も、 の 名所、 大 森に 太祌宮 在、 

狂歌 夏神樂 まふす いな b の 梅の 木 も 

茂る 葉 草のお いせ どの 庭  正 昔 

追 はなす 馬 もく ふなり はぐ さ 桃  一 十 

〇 岸 田 堂、 寺 號は長 樂寺十 一 面 観 昔、 御 長 三尺 一 寸、 

安阿彌 作、 庖瘡を 守い， 給 ふと 申傳 ふる 也、 

狂歌 かの きしな 堂の 御 ほとけたい たのめ 


先 現世で はい もや はしか を 正 昔 

〇 成 法 寺 村 慶德寺 觀昔、 惠 心の 作な り、 

〇 東鄕 村、 石の 高地 藏ぁ ."、 

〇 凡 尾に 谷 小路と 云 所 あり、 ^の 尾羽 八 枚 あ. 9 ける 

が來て さへ づ りしより、 村の 名 を 八つの 尾と 書と 申 

傳へ 侍る * 此 鶯夜每 に 南の 森に 宿り け る 、 其 所 を 八 尾 

木と 書く と 也 

鷺の八 尾 やなが よむ 經の數  宜休 

八 尾 萬 代 を 經る花 か姥ざ くら  林 城 

〇 八 尾 地藏、 小 野 篁 一 刀 三禮の 御作、 御 長 六尺、 初日 

山 常 光寺と 號す、 其 後^原 又 五郎太夫 盛 職 造 とな 

り、 委く緣 起に 有、 略い 之、 南の 堂 阿 彌陀、 北の 堂 閻魔 

王、 佛舍利 有、 

蓬 萊ゃ祝 ふて むか ふ 初日 山  嘉任 

みあかしの 油 月 かげ や 常 光寺  定圃 

霜がれの芝居に似た..^初日山  顯成 

〇 大坂軍 八 尾 表の 合戦、 五 □： 力 日 寄 手 藤 堂 和 泉 守 高 

虎家士 討死、 藤 堂 仁 右 衞門高 刑 藤 堂 新 七 郞良勝 藤 堂 

4> ^蕃良 重 藤 堂 勘 解 由 氏 次 桑 名彌 次兵衞 一 孝 山 岡 兵 

部 其 外 數百骑 打 死、 大坂勢 は猶以 大勢 討死の 由 


河內^ 名 听鑑卷 


三百 九十 五 


意 信 一 萬 政 正 
朔安 ト哲 安之 


河 內國名 听鑑卷 六  ，  J1 百ォ 才力 


舊 跡の 花 はみ よしの 若 江 かな  義忠 

〇 若 江 碑の 銘は山 口 伊豆守 重 信の 石塔 也、 大坂取 五 

月 六日 ほ のぐ に 木 村長 門 守と 合戦して 敵數多 打、 

終に 打 死の 所 也、 其 後舍免 山ロ但 Sll 守 弘隆爲 二重 信- 

碑 を 立、 碑銘 法 印道 春 石 川 丈 山 兩人之 作、 又 色々 聞 事 

これぁ.0^とぃ へ ども、長ければ略レ之、 


跡と ふや 山 口 伊豆 か 郭公  如 負 

五月雨に か、 り やつよ く 伊づ軍  直 道 

碑の 銘ゃ名 はの こる 世の 五月 影  信 安 

碑の 銘の ひか b や 四方に 飛螢  直 道 


〇 萱 振^お 牛 頭 天 王、 昔よ. 9 祭の 時 は 神前に て 氏子 

共 明 松 を ふり、 神 をす、 しむる 故に かや ふ. = ^と いふ 

と^、 地藏 院本 尊惠 心の 作、 阿 彌陀綺 像 あり.、 毘 沙門 


堂 新 堂學所 伽藍の 跡 あり， 

驚 や 聲も學 所の 窓の 梅 

春雨 に 跣參 り やび しゃ 門 堂  之吉 

土 もちて すく ふ 燕 や 御 新 堂  同 

〇 玉串、 楊枝の 名所、 

佐保姬 やすい 玉 櫛の 柳髮  S 

玉 櫛 や 柳の 髮を ときつ 風  政 安 


聞 博へ 侍る 

〇 八 尾 村に 東 本願 寺の 御堂 あ， 9、 大信 寺と 號 して 御 

門跡の 御 連枝す はりた まへ. 5、 一年 霜 3：： に 御 門 主 御 

下向の 節 八 尾 川 御 通り 在し 時 あそばされし 御發 句、 

八 尾 川 はかけ ご ゑ さ ゆる 鼓 かな 

〇 穴. k 村、 大日 山 千 服寺舊 跡、 天 照 太舯春 H 住 iin 社 

f， 

〇 若 江村 觀ー 11 曰、 びお よ 御前の まも， 9 觀音と 申 傅へ は 

ベる、 

〇 若 江村 鏡 神社 塚 本 神社、 かみな. -の 手形 石と て 有、 

狂歌 老 もせす いつも 若 江の 里に 住めば 

か いみの 神の 御 かげと ぞ思ふ 政 安 

同 紅葉 見て お 江の 宮 のかへ る さは 

名殘 おしかの つの、 塚 もと 

福む か へ 収ゃ 里の 名の 若え びす 

御影う つれ 餅の か  > みの 神 若 江 

年 經ても 花や， 若 江の 姥櫻 

滿月 をう つす 鏡の 社 かな 

种體 やい はく 若 江の 氷面 鏡 

〇 若 江村、 三 好 左 京 太夫 義次葡 城跡 あ， 5、 


定政友 

圃 公 和 


河內圃 名所 鑑卷ネ  一一 一 百 九十 七 


彼-:: i だんご さす 玉串の 楊枝 哉  野 鹿 

玉串で かせげ 柳の 糸 仕事  萬哲 

〇 岩 田 八幡 I 江 人皇 三十 代 欽明 天皇の 御宇に 宮を立 

たまひ、三祉の御祌を勸^^1有、其時田の中にぁる此-ぉ 

船の 上に 現じ、 社- M の 內に入 給 ふと 云々、 紫 紙 金泥の 

法サ t 經 あり、 

〇 通 川、 

隨は なち ての 通の 川の 軔 ぼらけ 

堤む かひに 船よ ぶ や 誰  師光 

狂 君 さ i チど お も や こ ^V さ て 

ながす うき 名 はせ ひに 叶 はぬ 次 重 

E 碟 うつ 男の 念力 3lQ さへ も 

通.^ 川原の むかひ 岸まで 

文月 を 見る や 仰の 通り 川 

月の 船 や 夜な さして 通. 5 川 

〇 稻葉里 若扛郡 

SMJli 立 別 いなばの 里に なが ゐ して 

さゃは契.りし待ぞ^^ぬる  光俊 

欲 立 別 いなばの M の 松の木に 

siH^ の 鶴 も今歸 りこん  久任 


歸臈 こそた ちていな ばの 里 ご、 ろ 扛 戶赏， 繼 

ffw くい かさまな 花見 ゃ泰の Qi の 人 同國 

おくられて いなばの S の 田蟲哉  定鬧 

露 分て 稻 葉の. や 毛 見の 衆  宗信 

しびら き 

〇 新開 

狂歌 さ 苗 を も 船に 積つ、 しびら きに 

植 なば やがて 米 を取ト かち 正 之 

菱づる や 花の 波た つ 新開き  義忠 

0 內 助が 淵 

狂歌 內 助が ふちに 龍 骨 車た ちって と 

. 開きの いねに 水 かきく けこ 正 昔 

同 もし 魚に、 ひ を かくる ものなら ば 

あみない すけが 淵な のぞい そ 重 次 

〇 河 田淼原 河內郡 

夫 木 久方 の 長閑き を 今朝 みれば 

河 田の 森 は 霞みき にけ り  兼 仲 

同 賤の女が 河 田の 原に 摘む せり も • 

たがために とて 铀 ぬらす らん 俊 成 

0 玉 田橫野 茨田 郡  - 

mw.m つ なげ 玉 田よ こ 野に はなれ 駒 


保 野 友 
友 鹿 和 


器 隆 政 松 
水 i 公綠 


河內菌 名所 鑑卷六  三百 九十 八 


榧 かけだに あせみ 花 さく 俊賴 

も^み は "iiT 醉木、 此葉 馬 くらへば 則 死す とい ヘリ、. つつじの 

花 は ひつじ LL わろ しと 云、 

狂歌 とれ 牛の 玉 田 横 野に 得て しかば 

是れ ぞ河內 のた からなる らめ 

取つ なげ 玉 田よ こ 野の ほし かぶら 

雨風 や 霰の 玉 田よ こしぶ き 

ゑに の い ら 

0 會爾贺 市 河內郡 

藻 鹽花櫻 句 へ るな かにす ゑに かの 

市なる 枝 を 取りて こそ 見れ 

狂歌 酒 を 酌 杓の えに かの 市人 は 

と. 0 つきつ 、も醉 狂 やする 

扇に も かく や 會爾贺 の 市の 景 

〇 高瀬 ^田 郡 

夫 木 こも 比 高賴の i 疋に さす さでの 

さて ゃ戀路 にし ほれ はてなん 

麵後 いくとせ か 高瀬の 淀の こも 枕 

假 そめながら 結びき ぬらん 晴命 法師 

狂歌 指 渡す 高瀨の 川の 川 は いは 

何 げん ざほぞ 船人に とへ  友 和 


よみ 人 

しらす 


友 和 

一十 


家長 


きれめに や 鮎の ねだん も 高瀨川  友好 

=: の 船 は 雲のう は 荷 か 高瀨川  一 十 

〇#s 寺 太子 お 々伽藍 所、 本 tff 藥帥、 いつの 比に 

か ありけ ん燒 失し、 石す へ 斗殘る 趾也、 脚 

あり、 高瀨川 - 

此 わたり 也、 

狂歌 後の世 を賴 申す と 手 を 合せ 

かしこま つたの 寺の 本-お 法 梳^ K 

〇 能登瀨 川、 

萬 葉高瀨 なる の と せの 川の 後に あ は ん 

妹に は 我ぞけ ふなら すと も "ゆ^ 

狂歌の b つねの 射る 矢の 如く 行水の 

はやき を もっての とせ 川 哉 

取る 鮎 も 鯖と やい はん 能 登瀨川 

のとせ 川 さし さばか の 大河 かな 

洗 ひ 出る も 月夜に 签 やのと せ 川 

〇 野 口 茨田 郡  . 

夫 木み 狩 野の 野 口の 尾花な びくまで 

羽風 はげしき ましら ふの 應 顧 仲 

雑 六 しら ざ. 0 し 野 口の 里に 宿 か. 9 て 

逍 のしば ふに 今ぞ 朝た つ  信實 


器 良 藻 宜久； 政隆高 次 美  如 政 友 
水 弘 川 休 次， 長玄故 重 作 _ ^公 和 


河. 2： 國 名所 鑑卷六  一 一一 百 九十 九 


〇 佐 太 池 佐 太 川、 一 番村內 也、 

〇 佐太宮 天神 御 什物、  ， 

仙洞檨 御製 

家の 風 世々 にった へて 神墙ゃ 

絕 たる を つぐ 梅 もに ほ はむ 

河 州 佐 太 宮は菅 神の 廟 な，. >、 しかれ ども 近代 社 あ 

れ はて、 祭奠の 儀式 も 難 かりし を、 永 井信 州 太守 

尙政 朝臣 再興せ しにより 壯麗目 を 奪 ひ、 みる 者 は 

尊み 聽者は のぞむ、 其 比 太 上 天皇 百 和 香に 梅の 折 

枝 を そへ て尙政 朝臣に 給 はりし を、 神 庭に つぎて 

瑞籬 のうへ 物と す、 これに 依て 右の 御製 を 尙政朝 

臣 にく だした まふ、 即納 レ之內 陣の寶 物と なしぬ、 

何の 榮か これに 加 へん、 されば 神の 德ぃ よくた 

かく、 かれが まことい よく あら はる 、もの か、 彼 

御製の 由來を かきつ ぐべき よし 所お K によりて、 や 

むこと をえ や 聊か 記しつ くる ものなら し、 

慶安 元年 大呂念 五 

北 野 寺 務三品 親王 良 尙書レ 之 

里人の いはく、 二 枝の 梅、 時なら ぬ 卯月 末つ かたに 

御 接 有し に 、勅定 おもき 故に や 二 枝ながら つき、 瑞 


狂歌 蛙 鳴く 野 口の はたの 歌ぶ くろ 

-.^  くら かす < ^も 春の しるしよ 

鳥 追 や 野 口 をた ゝく 門の 卷 

くつ ゎ蟲聲 きく 鞍の 野 口 哉 

0 淸水池 茨 E 郡 

夫 木 濁な きしみ づの池 は 影す みて 

見る に ^ ほしき 鏡な りけ h- 

狂歌 さま 故に 思 ひしみ づ が 池に すむ 

蛇體 とならん 執心の ほど 

〇 守 口 茨田 n 香 物 名物、 

もり 口の 梅の 匂 ひや 香の物 

時鳥な かすば 愛ぞす も， 9  口 

賤が屋 の も.. >  ロ留る 氷柱 かな  天滿 

〇 村の 名に 一 番 1 一番 三番 十番迄 あり、^ 田 郡 L 

一 番 に 初音き か せ よ ほと、 ぎす 

村の 名の 二番 白水 やうす 永 

三ばん とお とらぬ 村の す， まう 哉  遊女 

秋の 毛 見の もくさん をす る ごばん 哉 

花 5^ を^ 乘 すまう や 九番打 

〇 佐 太お 天神、 一 番村 也、 


 河 內！！ 名 听鑑卷  

籬の內 の 神木と なり 侍る と傳 へし を 承、 拆も 忝き 

御 事 哉、 君の 御惠 ふかき 故 神 も 梅 も 心 ありけ るよ 

と、 かんるい きもに めいしつ ゝ、 かの 接 木の 梅の 御 

神木 を拜 してけ. o、 かやう の 御製 此さ うしに 書の 

せ 申 事、 天のお それ もい かならん なれ 共、 和歌の 道 

あらば とやらん 御 ゆるし 蒙るべし、 みな 月 中旬 虫 

ぼしに 參詣 おがみ 奉 b、 遠國 諸人の ために もなら 

ん かしと、 お、 それながら 書う つし 舉る 也、 

新 院檨御 自作 渡 唐の 天神の 尊像、 縫に て 被 候、 御 

づし 兩の戶 びら に 松 梅の 鰭 あ， 9、 北 野 寺 務ニ品 親 

王 良尙、 其 脇に 御 そ へ 書 御 判 あり、 

東 福 門院 様 縫に て 御 自作の 業 平 柬帶掛 物 一 幅、 小 野 

小町 かけ 物 一 幅、 

竹 門檨御 自畫自 讚 渡 唐 天神 一 幅、 

竹 門樣御 筆の 額、 佐 多 天満大 自在 天神と 在 VN、 

天 祌束帶 の 御影、 則 天祌御 自筆、 

近衞，校|尋御發句、御自筆前書ぁ.^、 

河內^ 佐 多と いふ 所に て 年毎に 塞廟の 法樂の 

速 歌せ しに、 さはる 寧の ありて 絕ぇ ける を、 今 

再び 興して 世 をい のらん 由い ひし 發句、 所望 


する ものに 遺 はしける、 

神 や もる 世々 のこ， i 葉の 花 盛  格 

天祌松 梅の 贊、 道 春 春 齋春德 三 幅 一 對、 緒 は 益 信 筆 也 

天神  夕顔 巷穸 

西 都 北埜秘 宮檀、 家 世儒宗 任，， 宰官？ 歿 有.， 靈 生有レ 

節、 花時 却 賞 碧.^ 奸、 

松  向陽 子 

菅相 儼然才 德隆、 蒼 髯獨立 白 儒 風、 生 上 一 夜 顯，， 靈 

思 〈ハ絕 勝 夢中 十八 公、 

梅  凾三子 

冷蘂 東風 紅白 芬、 淸標 今古 對，， 菅君？ 飛 梅 似" 振- 1 蟠 

龍 勢つ 裕 海 西 千里 雲、 

渡 房 天神、 雪 船 筆、 

十 一 面觀音 三 幅 一 對、 法眼 採幽 筆、 

^^^^^^^^ 

小 W 政 朝臣 に 給り し 御 香合、 梨 地 、ふたの 上に 薛搶 にて 

菊の御紋 あり、 

竹 門 御 筆 菊の 縫 かけもの 一幅、 上に 御 自筆に て 和歌 

あら、 

秋の 野に 草の 色々^ ぬと も 


名た、 る 花の 菊の 一 もと 

紫 野 大德寺 江 月 和 尙掛物 一 幅、 

宽永廿 癸未 載 二  m: 日 詣，， 佐 多宮： 惟 時 再興 卒、 

賦 nl 偶， 以祝 遠大 三、 

佐 多 北 野 又 西府、 一 樹 梅花 面目 眞、 七 百 餘年德 惟 

馥、 南無 大 自在 天神、  宗琉拜 

歌仙 給 は 八幡の 获の坊 、歌 は 竹 門 御擎、 

雲會書 一 冊、 歌書 也、 

佐 太宮の 起、 法 印道 春 筆、 

寶，^1、銘武藏國豊島郡住大和守包定、 ， 

W 家 文 草 十二 册、 

觀 昔の 緣起、 

往古よ. - 佐太宮 緣起鎗 入六卷 あり、 

. 右の 緣起六 卷のゃ はらぎ を かなに て、 八幡.^ 法 童 

坊の 筆に て 有、』 其 外 物 多し とい へど も 書きつ く 

しがた し、 略,^ 之、 

管 相 寺 山 號は平 林 山、 院號は 玉 藏院、 坊號は 東坊、 昔 

は七坊 有しと 也、 觀 Iff 堂 十 一 面覜音 、行 基 菩薩 作、 牡 

丹^ 藥 あり、 

佐 太 池 

. 河， s^^^lfi^  _ 


六帖 我せ こがお ゆるが おし さたの 池の 

玉 もに もがな かりあげ 離さん 伊勢 

佐 太 川 

名 寄 駒な ベ ていざみ に ゆかん さた 川に 

技 さし か はす やまとなでしこ ゃ乂賴 

狂歌 佐 太の 宫の 庭に ぞ 生る 松 梅 は 

n 本 さか ゆる 氏 木なる らし 疋慶 

同 ぼたん 花 の^ぞと 佐 太の 宮の 前に 

笠 着 連歌 も あつまり やせん 淨久 

〇 梶村 g 田 紫雲 山 來迎寺 趣 衆院 |g 太 は大 念佛宗 

の 本尊 方 也、 西 願 上人の 草創 也、 本. IT;: 槍 像 三 天より 

降. 0 玉ふ佛 也、 佛舍. 利 有、 良 忍 上人 之 像緣起 有、 南都 

一 乘院殿 之 序 書、 鎗は土 佐 將監筆 也、 其 外 は 略， 之、 

〇 八番村 光明寺 十 一 面 観音、 行 基 御作、 御 長 三尺 五 

寸、 八幡 牛 頭 天 王 天神の 宮有、 

〇 伊加々 崎 ^田 郡 

古今 梶 にあた る 波の t. を 春 なれば 

いかい さき 散 花と み ざらん 兼覽王 

M 後 我 はた V 風に のみこ そ 住 つれば 

いか .i- さき < ^又は 行らん 和 泉 式部 


政 蒲 政 安 

公！^ 弘成 
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〇 天 川 交野 郡  -. 一 

g# 霞た つ 嶺の樱 の 朝 ぼらけ 

くれな ゐくゝ る 天の川 波 定家 ； 

顯林星 合の 光 ゃこゝ にう つるら む 

かた 野の み 野の 天の河 水 前 左大臣 ； 

狂歌 天河 ふかきお も ひ を ほし- と  ； 

かたりあかせよ 七： 《 七夜 も 一有 ； 

E 鵲の はね はな けれど 天の川  一 

しょろ/、 水 は 飛 こへ にけ. 正 香 

同 我お も ひ 天の川 瀬のに ごり 水 

さは がれ 出て 心 わくせ き  久女 - 

同 刈く らし 七夕 妻に こなせさん  一 

天の川 原に 稻を ほしつ ゝ 友 和 

星 や 水に 落 あ ひ 女 夫 天の川  一士" j 一 

天の川 今ぞ 見る目の 二 ぼし  元. H 

天の川 こす 三日 月 や 茶 船な. 9  正 者 . 

七 タの星 田 や 出合 ふ 天の川  定親 一 

宿 を かる 天の川 原 や 俄 I ュ  子 

〇 百濟 王子の 姬の 塚、 いかい iiS の- M 巳に 有、 官女が 塚 

はいかいの 東に あり、 


狂歌 兼て よ. 0 御と もいた さん 約束に 

いか^さ きへ は參 るべき や は 友 和 

花に 雨 時分 過て はいかい さき  保 友 

〇 牧方 #1- 田 郡、 御茶： iHsi 御殿 有、 昔 ひらかた は 駒の まき 

にて 有し 時、 いけ づきと 云 名- ii:T 此 所より 出け ると 也、 

故に まき 方と 書と 也、 中 比より 京 海道 ひらかた へ 付 

申と 也、 

狂歌 古へ は牧 方よ.. > も いけすき の 

いづるに 今 はしん こ 出 る 言 因 

同 とめて 釉 うちはら ふ ひらかた の 

茶屋の 女の 雪の 夕 ぐれ  が 

旅 はう きひら かたびらの かりね 哉 

白雨 やひら かたびらの 糸し ぼ. 9 

丸からで ちと ひらかた の ：=： 見 かな 

着て ふるや ひら かたびらの 釉の雪 

〇 萬 年 寺 I 加 郡長 松 出と 號す、 十 一 面觀音 御-お 一 尺八 

寸、 春 日の 作、 鎌佛と 云、 石の 藥師御 長 一 尺八 分、 弘法 

鎌に て 作 給 ふと 巾 傅 侍る、 船 脚 架 賓^ 正の 開基 山 也、 

〇 大垣內 、此 所へ いけすき を 追よ せ 、お 一 ゆ ひ 廻し 取け 

る 故 在 名に 云と 也、 


益淨蒲 檐定" 道 友 
翁 宣^ 板 久政意 和 
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〇 竹 川 交野 郡 

拾遣紅薬ばの流る 、時^^竹川の 

淵の みどりの 色 か はるらん 躬恒 

家集 神代より 色 も か はらぬ け 川の 

よ、 を 君に やか ぞへ 渡らん 德院 

狂歌 ひたと もに うたへ 竹 川 流行く 

世に よき ふし は 是に適 じ と 友 和 

同 竹 川の ふしくれ 立し 言の葉 も 

和歌の ながれの 末の世が た， 9 香隆 

0 竹 川に 蟹の か ゝ-^ しし がらみ は 

流れ もやらぬ もどりな りけ， 9 政 公 

狂歌 手細工に 切 ま はしつ、 竹 川の 

水 をた ゝ えて 花 生に せん  次 重 

竹 川の 鮎 はさ かなよ 源氏 酒  一十 

きん や -If 

0 禁野 I 野 和 田 寺 藥師、 太子 御作、 御 長 三尺 一 一寸、 和 田 

新發意 建立と 也、 愤 高み 子 御 狩の 時 金色の 三 足の 雑 

出しより、 此 所を禁 野と 御 制札う ち 給 ひしと 申 傅へ 

侍る、 

もと ふ片 みたる 禁野 かな  香隆 

1 聲も禁 野の 里 か 郭公  永 富 


〇 中宮 村 ^ 野 西方 寺正觀 昔、 行 某 作、 御 長 一 一尺 一 一寸、 

〇 百濟 王の 宫ぁ b 、廣き 松原 有、 伽藍の 舊跡 有、 ほ濟 

王子 來て拜 ， 一； ^德？ 其 比に て や あ， 9 けん、 交野に て 右 

に 魔す へて 遣 ひ 給 ふとな り、 

〇 交野、 

I 古 又 やみん 交野の みの、 櫻が り 

花の 雪ち る 春の あけぼの  俊 成 

堀 百 あ ふ， i のかた の、 き  >  す妻戀 に 

むべ ほろ くと 立ゐ 鳴らん ^陸 

狂歌 rn 照に や 交野の 小 野に 芋 をう へ て 

ほれる 3| 人 あはれ 子 もな し 好昌 

同 鷹なら です ゆる かたの、 炎 を さへ 

あっか 場と ゃ爱 をい ふらん 

驚 も 歌の心 やや さかた 野 

これたかの 取る は 交野の 維子 哉 

狩 場の 雉子 にげる 羽音 やかたく 野 

持お もる かた 野の 雉の 數 もがな 

雑 も 住む や 我 も かたの、 ほけんく. 

一 荷に やか、 るかた の、 e: と 花 

辨當を 持つ やかたの 、櫻が. 


富 德野友 松 富 未 友 
吉淸鹿 茂 綠 吉 鄉 和 


正正 周 常 政 似政淸 
俊 儀 國 有 & 柳 公 風 
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百 S 


0 波瀲 牧野 港 院觀昔 寺 十 一 面觀 昔、 御 長 三尺、 古へ は 

千 本の 櫻 有しと 也、 昔 惟喬 親王 猪の 院の櫻 殊にお も 

しろし と宣 ひて、 其 木の もとにお. 0 ゐて枝 を 折て か 

ざしに さして、 かみな かし もみな 歌よ みけ. o、 うまの 

かみな. 5 ける 人の よめる 

I 勢 世 中に 絶て 櫻の なか， 9 せば 

春の  > むはの どけから まし 


-  一-, Hij!.»u%rl> 


f4 ダ . , 一 


ま 


#袭 


同 ちれば こそい ふ 

うき 世 一 


い 櫻 はめで たけれ 

し 何 か 久し かるべき 有 《：^ - 


見る かたの 手 わけ をして や 櫻 狩 

くちな わ も 衣ぬ き掛 るかた 野 哉 

帷子 はだて なかた のゝ か..^ 着 哉 

くわう く かかた のに 萠る やい ど 草 

確 を やひた うちかたの ねまる 程 

かたのに てながむ る 月 や 一 っ紋 

殘. 0 多き はや 入： たの 月見 かな 

鳴 昔き け かたの ごとくな 鶉 かな 

みどりご 

〇 嬰兒山 交野 郡 

我と やういね はなく とも 時鳥 

み ど. o- 子 山に 入て こそき け 

狂歌 E 出度 も老 せぬ 松の しるしに は 

千年 經ても 見 どり 子の 山 

されば 柳み ど 子 山の けぶり 哉 

花 もりや 嬰兒 山の うばざくら 

乳 や あます 見 ど. 0 子 山の 雪な だれ 

木の 目 あくや 松の み ど. 0 子 山 そだち 

^^鳴するかみどり子山の時鳥 

秋風 はみ とり子 山の てうち かな 

千 稲 もや 嬰兒 山の そだち 物 


よみ 人 

しらす 


好 高 保 西 友 
昌故友 鶴 和 


河內國 名所 鑑卷六  四百 五— 


後の 生れの ために なる ベ し 意朔 

夏山 は靑 道心の 葛 葉 かな  正音 

立 止れ うらみく す 葉の 茶屋の かゝ  保 友 

〇 釋迦堂 、金 橋の 東に あり、 立像の 释迦御 長 六尺、 赤 

栴檀 のよ し 申った ふる、 

〇 金 橋、 山城 河 內兩國 の堺に 有、 渡り そめに 兩 方の 舉 

行 はしの まん 中に て 行 逢、 兩 方へ， 渡る と 也、 


〇 山城 

安原 氏 

〇 大和 

法隆寺 

法 橋 哥慶六 首 

南都 高昌住 

成 明 一句 

三輪 

一 樂ニ句 

高 取 櫻 井 氏 

利 ，へ！9 玉 句 


京 

田 結 氏 

義政三 句 


南都 富 田 氏 

一二！ 10 

^句 


野 鹿 一一 首 


三輪 

芳昌. ¥句 

三輪 奥山 氏 

豊昌 一 句 

同 土 佐 

淸き II 二 句 


宇陀 谷 氏 今 南都 住 

，五 首 

一八 句 


則武！ i 


勝 信 111 句 

高 取 在 原 氏 

浮萍午 1^ 

多武峯 

粧色子 1 一句 


首 


fffi うちつけに なぎさの 岡の！^ 風 を 

そらに も浪 のた つかと ぞ 聞く 信 明 

狂歌 これたかの 有し かたの、 時代 經て 

^も なぎさの 院は どこ やら 

絕て魚 荷と ふや 港の 櫻 綱 

物 5 門の 港に 名乘れ 郭公 . 

月影の 笠に さいた はなぎ さ 哉 

鈴 鴨 は 港の 宮の 祌樂 かな 

〇 宇山 ほ 《德 寺眞 寺院 正觀 昔、 作不ぃ 知、 

〇 養父 村觀昔 寺、 十 一 面 千 手 御 長 三尺、 慈覺の 作、 

〇 一 の宮、 牛 頭 天 王 帝釋天 本堂の 本尊 也、 四天王. も 

有、 地 藏堂も 有 、東西 へ 松原 四 町 程 あり、 

くる 春の 一 のみやげ や 梅の 花  政 公 

霞ぬ や 取し 御門 も 一の みや  重 次 

初穂と のた の みぞ 一の宮 雀  一十 

〇 楠 葉の 里 I 野觀音 寺正觀 昔、 御 長 三尺 一 一寸、 慈覺の 

作、 くす 葉 道心 の やしき あ と、 松原 にして あり、 

f 古 曇ら じな ま 澄の 鏡 かげ 添る 

楠ば の宫の あきの 夜の e: 關白 左大臣 

汪歌 露の 身 の 楠 葉 にお こす 道心 は 
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宇陀 谷 氏 - 

扇 斗 二 句 

宇陀 

鐵銅 一句 

宇陀 岡 崎 氏 ■ 

秀綱六 首 

今 井 今 西 氏 

正 盛 i§ 

今 井家 長 氏 

一 有 七 首 

丘ノ庫 

周 永 四 句 

五所 

も PS 一  首 

良 5?？ 六 句 

新庄！ i 野 氏 

義元六 句 

新 itJ 

松 都 一句 

佐 田 北忖氏 

道 意 二 句 

延命 寺 

宗昔ー ll 

名 柄 中忖氏 

正 儀 三 句 


宇陀 谷 氏 

一 之 四 句 

学 陀久野 氏 

n-b 一  首 

禾ラ 一 句 

宇陀 

兩謙子 三 句 

今 井， 1 井 氏 

次 重 九 首 

今 井門 氏 

常 征三句 

下 市 高津氏 

忠桌三 句 

五所 

5 一句 

新 庄麻野 氏 

伊次 1 コ句 

道 穗吉村 氏 

tSjM 十九 句 

佐 田 北忖氏 

#ョ も 二 首 

せ 二 句 

名 柄 

一 §ー  句 

名 柄 中 村 氏 

正武 1 句 


宇陀 川 島 氏 

草榮 一句. 

字陀 

由久 一句 

今 井 細 井 氏 

-^p 廿四首 

力 禾五句 

今 4k 森 岡 氏 

兵 庫 

女 ム四首 

0r,H 三 句 


五所 


良弘？ W 

五所 

良-ま^ 

新庄 大概 氏 

吉方ニ 句 

西 室 吉村氏 

正 寬五句 

佐 田 村 

善心 二 句 

名 柄 吉忖氏 

正 五 句 

高 W  士：： 井 氏 

似 柳 二 句 


高 田 小島 氏 

言 子 三 句 

北 花內村 

定谈 ！ 句 

狐井 赤土 氏 

永 房 一句 

穴 蒸 付 

仙 野 一 句 

庵治 衬 

鎰衬 

K^fe^ 一  首 

=T ^四 句 

岩 兌 

き"！ ntn 1 句 


〇 河內 

中 付 森 氏 

女 rlJ 四 首 

お H な 玉 十 一 句 

寬弘寺 

士  口重 ョ句 

大ケ t お 

可淸. S 

春 H 付 W 中 氏 

ム 1K 三^ 

？宽 十二 句 


北 花 川 觀音寺 

良 原 二 句 

鎌 田 村 

光之 一句 

狐井 赤丄氏 

i 一  首 

. ^ズニ 句 

寺戶村 

正 賢 1 句 . 

庵； e 村 

正則 一句 

二階 堂 

仲 也 一 句 

王寺忖 

淸綱 5 

石 川 同所 

器 水 三十 句 

宽弘寺 

J^trT 五 句 

大ケ塚 

正 鹿 一首 

春 n 三衬 A 

定久 * 句 . 


北 花内忖 

之 次 二 句 

狐井 * 丄氏 

晨ー § 

葦 葉 一 ーュ§ 

受夕 一首 

細 井 付 

二 笑 子 二 句 

西 代 

富 i 一  句 

山 角 村 

J 三 句 


秀立 一-首 


神^ 忖 

一 . ^二 首 

大ケ塚 

可 正 九 句 

上 太 忖 

梵 i^ls 旬 

F-1 一 そ." 

J 牙 ニ^ 


壺山 山山 

,ぽ1^忠£ 鐵 S 忠 S 
蛙 i 之 村 牛 付 正 村 


艷古壺 
田 吉市 正 S 正 
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住 道 村  住 道 村  國 分 

重 勝 一 句  卜 人 一 句  行 廣三句 

圃分  國分原 氏  阈分 

If 琳四化 $3 永 富 四 句 

國へ刀  田 邊村  國分 

ま 勝 1 一句 久永 一一 句 . i 利；^ 铺 

國府  圃府淸 水 氏 國府西 脇 

久女 一首  竹 葉 5  友 次 一句 

大井松 尾 氏  大井衬  大 井村 

如 元ん I  正 元 S 句 • 良惠" 一句 

柏ぬ 小山 氏  柏 原 三 田 氏  柏^ 三 田 氏 

利 房 g 句 淨次 j  §  久次 1 句 

弓 削 M 村 氏  弓 削 吉衬氏  弓削衬 

常 政 S 稱好 一一 一 §  重 良 一 S 

弓 削 村  太 田 柏 原 氏  大田村 

爲三 一句  信 之 二 句  重繼 一句 

大田村  水 本 巽 氏  木本 巽 氏 

15 香隆 重 次.； 

木 水 Si; 氏  木本 巽 氏  植松氏 

忠之ー S  隆玄 港 良 一句 

下 太子 堂  竹 淵 村  出戶付 

4., 榮 一 句  宗直 一句  六 松 一句 

鞍作 村  八 尾 木 衬井氏 八 尾 木 小 谷 氏 

燕 石 一句 及 次 首 林 城？ « 


*山£ 村 

重 勝 三 句 

村 

重 房 二 句 

山 E 付 

厭 故 一句 

山 E 忖 

tuj  二 首 

大 i^i 

雷廟 一 句 

鐾田菅 氏 

可 房 1!§ 

肝 屮村林 氏 

i  一  m 

5f 一  句 

岡 衬內木 氏 

友好 £ 句 

^^堂淺田氏 

《1  一 « 

小川 谷 氏 

Vi4 月 二 首 

fHip ノー  句 

布 忍 寺內氏 

榮<| 

布 忍 

一 志 五 句 


二 句 

一 句 

二 句 

S 氏 

三 句 

ケ谷 

義之こ 句 

雷 

淨宣 S 句 

野中 衬 

囘愚 一 句 

小山 日 幕 氏 

重 典 こ 句 

北 島 .3„^ 

光 榮四句 

三 宅 村 

一守 一句 

池 田 藪 氏 

Mf^ 一  首 

上ハ句 

布 忍 

子. 一  首 

is- 一一 一句 


山 E 村 

正 勝 二 句 

山 HZ 村 

正 房 一 句 

山 田 村 

重 一 句 

安一 句 

重 二 句 

1 十 付 三 句 

野中 村 

雲 紙 五 句 

津堂前 S 氏. 

正 香 一 I 

北 島，！； 水 

淸重 一一 ー鍾 

田 井城 平水 氏 

重 成 四 句 

布 忍 

安 求 五 句 

布 忍 

易 幸 5  . 
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四百 八 


八 尾 木 衬井氏 
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 ^1 名所 鑑卷， jC  

されば しる、 三 K 氏淨久 とい へ る 隱士、 古來 稀なる 年 

に 及び、 花 をう がつ 蝶の 眠 を さまし、 水に 點 する i 户礙 

の 行て は歸 りかへ. 9 て は 行、 それが 住 なれし 河內の 

國を あしの 駕を はい. z,,.^ と 息 杖つ かせ、 心の； を ど 

うくと いな、 かせ、 この 五と せ 六 年のう ち、 すたれ 

たる を たづね たえた る 所 を あらため、 河內の 國 名所 

鑑 と 名 づ く る 事 を 、 そ の 功 穆 王 の 馬 も し ら か み 、 司 

•it 遷が あし も あかいり きれてん もの 也、 後の 人 草鞋 

を はかす 管 笠の 緒 をし めすして 河 州 一 國を へめぐる 

なるべし、 到 得歸來 別事な し、 慮 山の I- 雨浙 江のう し 

ほな め- (» て、 此蒈の あんばい を しるもの ならし、 

延寳 七のと し 卯月の 下句 攝州僑 居 一 時 軒 

岳 西 惟中 跋 


四百 十 


延寳七 年 巳 未 七 2： 吉日 

洛陽 書林 章藏堂 

西 村 七 郎兵衞 正 光 開 板 


河內國 名所 鑑卷六 終 


-1 <^mm  <-H'^^Q^  ― 


》 、 
ゲ 、\、 


A 城 山 ^葉 山 童子 山 


Ai^^ 三 笠 


有 馬 名所 鑑    四百 十二 


湯に 入 b 快氣 せし を 見 及びし 數々 

一 金 一 捻の たぐ ひ  一 打 身骨碎 けた^れ て もよ し 

1 中風  ー氣 のっき 并 頭痛 

1 じんき よ 井 腰の 痛 一 淋病 

一 辯 漏 井下 血  一 かっけ . 

一ら うさい  一女 人 こしけの 類 

一 子な き 女人 いればた ちまち 懷 姓す 

一 男女と もに 病氣 なきに も 養生に 入れば じん をつ よ 

くしせ い 氣を まし 脾 つよく 成て 食す ゝ む 

右 は 平 愈せ し を 見 及びし 通な り、 此外か は， 0 たる わ 

づらひ あらば、 醫書 に みえ ざ る 場 なれば、 湯 本の 坊に 

たづね とひて、 入，^ たま ふべ きものな， 0-、 


有 馬 名所 鑑目錄 


温湯 


rn お U 疆 0? 井^^ 大明神 

•fen^^f 三輪 大明神 


一之 湯 二 之？ I 坊名 附^ 女 名 枝 家 ？，！ 女 延年 

報恩 寺附 湯槽 之 內燈明 澄 文 間之錢 

湯 本 町名 谷 町 北 町 菩提 町 瓢楚町 

寺 田 鍛冶 町 蔽內 馬場 先 

京 口 魚 店 門外 

名物 人形 筆 染 楊枝 引 物 竹 器 

鐵器 松 黑皮茸 

奧院附 慈 心 坊尊惠 塚 平 淸盛公 塚 

上 湯  極樂寺 

念佛寺  六地藏 

杉ケ谷  功 地 山 


有 馬 名所 鑑  ； 

一 

〇 有 山 温湯 

傅へ きく  、神代 のむ か し 大己贵 命、 少彥名 命 と 御 慮 を 

一 つに し 給 ひ、 たみくさの 病 ひ をお さむる 禁 厭の 法 

を 定め、 猶國に 藥草を 生た、 しめ、 溫湯を わかさし め I 

給 はむ 御 誓 ひ、 神 書に 見え 侍れば、 此溫 湯の みなら： 

す、 吾國 六十よ こくの 中に、 ありと ある 溫湯 は、 普く- 

此ニ 神の 御惠 みなるべし、 それが 中に も， 此溫^  、世に. 

まの あた 

すぐれたる 事、 親り に 明かな り、 幷 に律國 風土記に 曰 

く、有•：ill郡に有，ー鹽原山^3の間に有ニ鹽湯？因以爲レ名^ 

と 見へ たり、 行幸 あ，.^ し は舒明 天皇 三年の 秋、 同じき 

十 年の 冬、 又孝德 天皇 三年の 冬な りと かや、 されば 释 

の 行 基、 昆陽 寺より 愛に 徘徊せ し 時、 藥師 如来 病人と.. 

現じ 奇特 を 吿け給 ふに よて、 湯槽 を かまへ た. 9 とな： 

む、 其 後承德 元年に、 淫雨 甚 しく 洪水 山 を 崩し、 家 を 一 

溺ら せけ る ま、 に、 溫湯の 所 も わかすな りし を、 後 鳥 

羽院の 御宇、 建 久ニ年 二月 半に、 和 州^ 野 山の 僧 仁 

西、 熊 野權現 御告に よ b  、彼 所に 至. 0 御 舯の敎 へに 任 

3 名所 Si 


せ、 蜘蛛の 引 糸 をし る ベ に 山に 分け入って、 ふるき 跡 

を 尋ね 出て 十 1 ー坊舍 をた つ、 湯糟は 村の 中程に あり、 

廣さ 方丈ば か... ヽ中を 板に て さへ ぎ. y 、南 を 一 の 湯と 

いひ 北 を 二の 湯と いふ、 深さ 淺 さは 折に よれ. 9、 大 

方 一 尋の 半に たら や、 あっから すぬ るき にあら や、 さ 

れ ども 雨の 中には 聊 あつく お ぼ ゆ、 きょき 事淸 水に 

も增れ.9、そのかみょ，9今に至，=^て、諸の病ひをぃゃ 

す 事 あきらけ し、 されば 人に みつの 寶の內 に、 壽を第 

一 とす、 病 ひなく 命な がくて こそ、 官 祿も暫 のた のし 

びに て 侍らめ、 康 土の いにしへ、 彭祖が 齡ひ高 かりし 

も、 藥を用 ひ、 灸治な ど 常に 懈ら ざり しとな り、 此國 

彼國 異なれ ど、 人に 五つの 根 はおな じ、 これらの 人 

は、 大 かたわ づら はしくな やめる 時に 至 b ての み、 あ 

はたい しく 藥用 ひ、 灸針 などた のみ、 又は 色々 の藥草 

にて、 釀取 まじへ 湯 あみす る 事、 いと 愚かなる かたに 

や 侍らむ、 國に をの づ からめで たき 溫湯ぁ b  、まいて 

かみに もい へ るニ舯 に、 湯山權 現、 藥 師如來 まで、 力 

を 合て 守， 0 給 ふと なれば、 病 ひなく 齡を たもたん に 

は、ちかひ有-:H^rの湯に ぃらんにはしかじ、ぃ っかとは 

わかね ど、 四の 時の 中に 土用、 同じき 前後、 寒の 湯殊 

四百 十 11) 
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■   有 馬 名所 鏗 

名 もしる し 夕霧 晴て 有； ill 山 

最中に まさる 秋の 月影 

3  5115  J  ila 井鹿 舌 大明神 

C 鎮. U 權？^ 三輪 大明神 

湯 本よ.^ 東南に 社 あ 、延喜 式 神 名 帳に、 有 馬 邵三座 

と ある 內、 湯 の 神 を かく 申 奉る にや、 むかし 此御 

舯、 かりに 女の 姿と 願れ、 此 山の 麓に 遊びお はし まし 

まし、 を、 所の 守護の 何某、 魔 狩に 出し 折からに て、 

彼女 人 を 怪しき ものに や 思 ひと，.^ けん、 重 藤の 弓に 

白羽の 矢 を はげ、 葦毛の 馬に 乘， 9、 山の 奥まで 追 かけ 

け. 9 となん、 其 御 とがめに 命 を {J し 給 ひしょ. 9  、今に 

重籐の 弓、 白羽の 矢、 廳、 萆毛 馬な ど、 堅く 山の 中へ 入 

る 事な し、 ^ししら やして 此禁 めの 物 持 來る人 あれ 

ば、 山 あれ， 雷電す る よし 申なら はせ， 9、 されば 溫 湯の 

所に もい ひのべし ごとく、 此湯 一 たび 絕ぇ にし を、 熊 

野權 現の 御敎を かう ぶ. 5、 仁 西 上人 再興せ ると な， o、 

愚かながら 思 ふに、 熊 野 湯 野 本 昔お なじ、 熊 野權現 

は、 天 照 皇太祌 の 御 母 尊 伊 群 冊 尊な.. y  、又 此御祌 かり 

に顯^ 給へ る も、 女體 なりと いふ 傳 へ b ヽ 水と 躂 のか 

は. C 'こそ 侍れ、 熊 野に 本 宮の湯 あり、 有 馬に 繊^^ あ 

b 、尊號 も 共に 權 現と 申 奉れば、 一 體 分身の 御 神なる 


事、 あら はに 覺へ 侍る は 如何、 

三 熊 野の 牛 王を轉 しか へ けりな 

湯 文 あ. 9.£:T の 山の 權現  行 重 

名に しお ふ - 輔{且 や か 鼓 打なら ば 

鈴 まいらせう 有- ill- 權現  自延 

鹿 舌 大明祌 は 、いにしへ 鹿 舌 山よ. -勸 請し 奉り、 本 地 

は 千 手 観 昔の よし 緣 起に 見へ たり、 併溫 湯の 所に い 

ひし ごとく、 大己贵 命と 少彥名 命、 國に溫 湯 を わかし 

め、 諸人の 病 ひ をす くひ 給 はんとの 御 誓 ひ あり けれ 

ば、 大己賣 命に 少彥名 命 をなら ベて 勸 請し、 鹿 舌大明 

祌と號 し 奉りし と ぞ覺へ 侍る は 如何、 神の 御名 は 所 

所に 替る事 《；^ なる か、 

神木 か 紅葉 も ふかき 山陰に 

鹿 舌の 宮居 愛に 有 馬 は  衆甫 

三輪 大明神 は、 素 蓋 烏 尊の 御子 大已 命、 吾が 日本の 

地主 御祌 にて まします、 御 誓 ひ 前にい へ るが ごとし、 

むかし 三 田の の ほと..^、 三輪 村よ h- うつ.^ ますよ 

し緣 起に 見へ 侍. 9、 

そゝ ぐ^に 身の あっし さを拂 ふて ふ 

しるし を 三輪の 神の 恵み は 行 風 


. 三輪の 舯ち かひ 有 のしる しこ そ 

杉よ わげ なる 出湯な. 9 けれ 方碩 

夷うた 

千 はや ふる 神 もね が ひ 湯 ある 故に 

人の やま ひの なをる 嬉し さ 愛好 

DiH^,-SJJ 附 二王 權現坊 

G 藥 阿闍 梨^ 仁 石塔 

CSE 山. 5:^ 寺と 號す、 釋行某 a 陽 寺よ， り 愛に 來り、 徘 

徊し給 ふに、 ひとりの 病に ふせる もの、 行 基に むかひ 

ていへ る は、 我 この 揚に 赴き 腐 を あら はんとす るに、 

きの ふけ ふ 力 I. 被き ていと 心ぐ るし、 あはれ 鮮魚 を 用 

ひたら まし かばと 思 ひ 侍り、 得させ 給 ひたらん に は、 

嬉しく もた うとく も 侍. 0 なんとな， o、 やがて 長洲の 

溶より 魚 求め 来りつ ゝ、 かれが 好める ごとく 半ば さ 

き、 半ば 煮て あた へられけ. 9、 又 病 者の いへ る は、 今 

瘡 しのび かたく^み 出たり、 是を ねぶれば 痛みた ち 

どころ にやむ 事 常な b  、ねが はくは^. C 'か はかし、 く 

るし び をた すけ 給 ひねと な.， >  、行 某 聞 給 ひ、 あないと 

おしと て、 く づれた -s- れつ ゝ、 に ほひ あしかる 瘡を、 

聊 いと はしき けしき も 見へ す 悉くね ぶれる 時、 病 者 

のかた ちた ちまち 金 身の 藥 師如來 と顯れ させ 給 ふ、 

有 M 名所 鑑 


行 基 有が た く- - しぎの 思 ひ をな し、 拜み 奉れる 時、 我 

は是温 山に あ. 9、 汝を こ、 ろ 見む ため 來れ. o、 道心 

殊勝に こそと て さ. 0 給 ふ、 感嘆の あまりに 則 等身の 

藥帥を石像にきざみ、又如法經を書.^:^3、共に温湯の 

底に 埋めり、 猶 一 宇 を 建て 藥師の 像 を 安 EM す、 今の 溫 

泉寺是 也、 行 某 彼 病 者に あた へ 給 ふ魚殘 りけ る を、 Iw- 

陽の 池に はなち 給 へ ば、 化して 一 目の 佥魚 となり、 今 

に 彼 池に 有と なん、 いと 有が たく 興 ある ならす や、 

有 11;^ 山に 魚うる もの、 簣に入 提來る は、 行 基長洲 の：：^ 

よ b もて 來. 0 給 ふ 遺風な b とぞ、 されば 此寺天 正 四 

年の 比お ひ 炎上の 時、 行 某 作り 給 ふ 小 像の 藥師 みづ 

から 火焰 のうちより 飛 出させ 給 ひ、 堂よ.. > 南の 松が 

枝に^^しましき、 其 後^ 白 秀吉公 當時御 ® 興 あそば 

されし 時、 彼 小 像の 御佛を 今の 大 像の 頭 中に こめさ 

せ 給 ふ、 されば 兩像 一 體に拜 みたて まつれば、 諸人の 

病 すみやかに 愈え 侍る 事、 此御佛 の 力 を 添 給 ふなる 

べし、 ひだ b 右 は 日光、：：： 光、 不動、 ffi 沙門、 幷に 十二 

神な り、 又. 打 墓み づ からの 木像、 仁 西 自作の 木像 あ 

, ^、其 外 J|i 々の 靈寳 あり、 猶く はしく は緣 起に 見へ 侍 

る、 住僧に 近づきお がみ 給 ふべき なり、 
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入御の 時よ める  遠 江 守 一政 

なむ やくしる .o- の 壺湯 にた ふ と 

いるよ. 0 老の わか 水と なる 

藥師堂 をつ ゝむ霞 は 湯の 山の 

ふところに 入れし 守 袋 か  重 友 

中の-/^^^ 坊 ある 揚の 山の 

ぉ藥師 さま は小佛 かそ も 之 時 

藥師 堂の 軒に をく ふ 燕の 

玉子 ■ の 數も 十二 祌 かよ  光重 

なむ やくしる. 0 の揚 壶は瀨 ならで 

人の 病 ひの 根ぬ けな. 5 けり 行 風 

蚺 えし 返事に ■  藤 原 光廣 卿 

瑶 璃の壶 これ もや く！ -の利 生に て 

阿 耨多こ をば えたるな るべ し 

やくし 堂に 勾 ふ は 花の あ うんかな  重 友 

满：！ ： やる. 0 とも 嶺 にかいや くし  重 香 

藥師 堂に 啼 くや 金銀る. 9 の 西圓 

此 二王 は、 如何なる ゆへ にや 門な くして、 藥師 堂の 內 

にこめて あ. 9、 その かみよ， 0 運慶か 作な， 9 とい ひ 傅 

ふる 、愛 かしこ そこねし を、 都よ. 0 佛師を 招き、 あ， 9 


しごとくに縫ひなさしめ、更に又門建立の催しぁ..^、 

藥師 堂に いつよ.^ こめて 有 馬 ぞゃ 

大刀に は あらぬ 二王 さぶ らふ 行 風 

此 二王 作 はとと は^ 法文 字の 

敏 あ うんけ いとぞこ たへ 申さむ 政畏 

權現坊 は 真言 宗則權 現の 社僧に て、 溫 寺の 別當を 

も 兼たり、 藥師 堂の 北に 寺院 あり、 

寒 1% 離 やさら で大 しゃう ごんげん 坊 行昌 

この 所に 阿 閣梨圓 仁の 石塔 あり、 圓仁は 慈心 H 尊惠 

の 弟子な り、 尊 惠の事 は 末に あ， o、 

ゑんにょ.o墓：參.c^せば水ょh^も 

あしや リ しゃ リ./ (^米 を 手 向よ 行 風 

〇 湯 本坊舍 

仁 西 上人 溫湯苒 興の 時 十二 坊舍 をた て、 諸國 よ. 9 集 

る 湯 入の 次第 を、 彼 十一 ー坊に 奉行 させられ しとな h -、 

か、 りければ、 湯 入の かた  跡 先 を あらそ ひ、 或は 

湯 t„j より 久しく 出 やらぬ 者 ありて、 とく 出よ などい 

ひあが h- て、 鬪 度々 に 及びければ、 いづれ の 時より 

か 婢女を こしら へ、 湯 入の 支配 させつ ゝ、 今に 其 わ 

ざ替る 事な し、 さ れば湯 壷 よ り を そく あがる 者 あ hs 


て、 縱 あらけ なくい かり、 わろ 口い ふに も、 もとより 

やさしき かた ある 女の 事 なれば、 いら ふ 人 もな くし 

て、 年 々二六時中 難 波の よしあしに 付けても、 優々 と 

していと めでたし、 されば なやめる かたなき 身まで 

も、 養生に とて 國 々より 愛に 到れる 人お ほし、 いにし 

へ は 十二 坊 なりし が、 とき代 經て國 おだやかに、 溫， r 水 

もい よく さか 行く ま、 に、 婢女を 抱る 坊、 一 の 湯 一 一 

の 湯に 十坊づ 、 1 一十 坊な. 9、 婢女 一 坊に 二人 づ 、、都 

て 四十 人、 其 內に大 湯女と いふ は、 或何坊 のか、 とよ 

び、 小 湯女と い へ る は何坊 のまつ、 たけ、 つる、 などよ 

ベ b  、さて 諸の 病 を 愈す 事、 國の 中に たぐ ひなき 溫湯 

なれば、.五畿七道ょり入^の老^„;?男女、膝をぃ ろゝに 

所な き ほど なれば、 二十 坊の 外に 舍る 旅人 其數 をし 

らゃ、 衍の數 も 本 坊に倍 々 せ り、 さ れ ども 揚 入の 次第 

を わかち 入る 事 は、 或は 何 屋の客 は、 何坊の 湯女の 支 

配と 定. 9 て、 是又^ ふ處 なし、 入湯の 人の 巾に あてな 

る は、 ^湯と て それぐ の 幕 を 引かせ、 JJ 人 を いれ 

嗱、 其 次 はせば きら ひとて、 思 ふ どち 狹 からぬ ほどに 

入、 それより 下つ かたは 追 込と いひて、 賤のを しづの 

女、 こと やうの 片輪 者まで も、 蟻の ごとくに あつま hN 

, 有 名 所， 整 


入る、 遲く あがる もの あれば、 大 湯女 小 ゆな 手 毎に 棒 

を もて、 あがれ-, との、 しれば、 湯壶 よりあ はた 

いしく^ 出る も、 巾々 興 ある 事な り、 湯口 非番のお b 

おり は、 京田舍 人の 舍 りに".！： より 愛き やうら しく 打 

笑み つ 、、か はらけ 取 か はし、 時勢 粧 うた ひな どす る 

け は ひ、 棒 もてい かれる ものと はお も ひも 出す、 打 も 

のかたら ふかた も あり、 色に まど ふ 人 ごゝろ 今更な 

らす、 さて 二十 坊と いふ は、 一 の 湯に 

御所 坊 奧坊 伊勢屋 中坊 尼崎坊 

禰宜屋 大門 角坊 上大坊 若狹屋 

二の 湯に 

池坊 休 所 川崎屋 下大坊 川野屋 

萱坊 水船 大黑屋 兵衞 素 夠屋是 也、 ， 


樂 


.Mnf 分 su=- 方大 湯女 は 御坊の か、 とい ひ、 小 湯女 

.W 權 $?-l^:fJ?N はな まさとい ヘリ、 他 可 レ淮ぃ 之、 

かしこまって なけ 御所 坊に 郭公 

御所 坊 に 糸ょ ほ そ き聲 ゃ是 

醉っ 、くだ を まきが 挨桜 

名に しお ふまき がけ ゆ ひの 髮姿 ， 

一 夜 は 誰も 御所 望 御所！ 

奧坊 小 湯女な つ 附坂ロ 
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I 四百 二  4- 二 

池田屋 

池 田 厘に 尤 なれ やか ざ. 9 すみ  世 香 

冬 籠る 池田屋 はよ きすみ か 哉  正 辰 

足駄 屋 

朝み ど. り卷 たつけ ふの あしだ やに 

またる、 物 は 初 客の こ ゑ  重 香 

^lliT 山 私 雨の 絕 えせぬ は 

名 も 睦まじき あしだ やに こそ 吉次 

いる 人 は 袖の 振 あはせ の 類ぞ， i 

きて こそ 思へ ゆ かたびらの や 行 安 

しゐて もれつ ぼ 1^ の やで あられ 酒  利 元 

小 湯女った 附 厘 

タ f 朔 B 屋 有野屋 

かざり 祝 へ くら は い ぬゐの 角の 坊  心 入 

角の 坊に 蔦と はむ ベ も 名 付たり 

客 だに くれは はい まと はる ゝ 宣 由 

泉屋 

涌 出 る いづみ やすな は ち 有 "お の 湯  胡蝶 女 

朔日屋 

浪速 江の あし 腰ぬ けし 人 だに も 


有 馬 名所 鑑  

有 1 ^山 私 雨の 宮守 は 

禰宜 やよ いは、 湯女 は 神 子 か も 

杉と いふ 編宜 やの ゆな は 有 馬なる 

三輪の 社の 神 子の はて かよ 

神なら ぬ髮 かたちまで うつくし や 

あれ は禰宜 やの 杉 子なる かよ 

祌 木の それに は あらす 戀 しくば 

扁宜 やにき ませ 杉と 尋ねて 

赤 穂 尾 

出 羽なら でた つや あこ やの 門の 松 

あこ やにも^ 齷 がまの さくら かな 

趨 かと ぞ見 ゆる あこ やの うらの 霜 

U^«HJ 小 湯女 4^ つ 附池 rag 

,T>P  平野 IB 

大 もんの 袴 を 着し 出で ぬる や 

公家の 湯 入のお 迎 ひの ため 

思 ひき やか ほどよき 湯女 有- iit に て 

大門 まに へ 市の たっと は 

大門に 客み ちくれ は 隙 をな み 

あしだ やさして たつ 呼 渡る 

大門に たつ や ふり よき かざ. o 松 


康利松  秋 光之  光  浮 太 
次元 女       露 重 時       重  萍女 


吉太政 在  周 勝 重  友 太 _^ 
次女 弘治  國信香       和 女 次 


ra 百 二十 三 


有 0 名所 鑑 


有 馬の 湯で はついた ちゃす る 

朔： n や 一 一日 やい とようき く 湯 かな 

有野屋 

押 あ ひて 二階 はしごの 枝まで も 

うや のぼる あ b の やの 客 

J4I に 方 小 湯女く リ 附 二階 坊 

有 馬 山ゐ なの 笹 など あちは ひに 

うへ 大坊 のせん ざいの よさ 

こっきょう うへ 大 坊や 栗色に 

ぬるでの 紅葉し だ. 0 なし だり な 

かね 付て ゑみぬ る 栗か貌 ばせ の 

上 大坊を こす 湯女 もな し 

二階 坊 

二階 坊 にの ほ b て 見れ は 煙たつ 

湯口 は絕 すに ぎ は ひに け hN 

番匠屋 . 

番 K やつ ぼの 內 なる 糸柳 

番匠 やの 小娘 や 百合の 花の 貌 

若狹屋 小瀑 女い ち 附 二見 屋 

飮 てうた ふ 酒に うかくう かれつ ゝ 


氣 も若狹 やの 一 の 湯女 かな 

有 馬 山 私 雨の ぬれ もの は 

是第 いち ぞ若狭 やの 湯女 

いちとい ひて 二の 湯に あら じ若狹 やの 

か 、を賴 みて 文 を やらば や 

二見 屋 

伊勢の 海い やそれ ならで 有 馬なる 

ill 湯 を か 、 る 二見 やの 客 

月夜よ し 花と 一 一見 や 伊勢 ざ くら 

一 一見 やで 見る ぞ 今夜の こもち 月 

二 之 湯 

.sg 方 小 湯女 まつ 附明 石屋 

、^お 左 桑木屋 

世話に いふ 田舍に 京の 有 馬 こそ 

見事に 花 をい けの 坊 なれ 

池の 坊に乘 ベ き 舟 は あらね ども 

こがれて 聞く やかん か、 の 唄 

池の 坊の松 をば 花の しんにして 

我 下草とう た ふ 一 ふし 

立 別れ 池の 坊 をば 出で たれ ど • 

まつうよ ぶなら 今. S- へ ，9 こん 


有 馬 名所 鑑 


srra  二十 四 


明 石屋 

家の 名に あこ や 明 石 や 有 馬なら 

鹽湯汲 出す ゆな は海士 かも 

明 石屋に 妻 こふ 猫 やうら づたひ 

あかなく も を あかし やの 月見 哉 

左 桑木屋 

貧乏と 戀と はしらす 有 馬の 湯 

さなき 病の なをら ざらめ や 

k-ff. 小 湯女た け 附岸下 

/v.b^ 多 田 厘 杓子： S 

國 本の 無事 を吿 こす 湯 見廻に 

旅の こ、 ろ も 休 所の 客 

湯 あが b やま づ 休 所に 夕凉み 

休 所に 休む としば しね ころぶ を 

たけ- (• しく も 呼 入る 、ゆな 

さ、 まいれ 我 一 ふし をうた はむ は 

何よ. 0 も いと やすみ 所の たけ 

梓弓 心づ よくも 引見む と 

思 ひそめ はの 休 所の たけ 

岸 下 

あぶな ひそ 病 あ. の 湯 入 衆  , 


いそ かば ま はれ 岸の 下道  政榮 

客 衆の 絕す有 馬の 三 笠 山 

今ぞ さかえむ 此岸の 下  重 香 

多田屋 

多 田 やなら 湯 は 法 閑で あ. 0 なまし 

足 まめに いれいれ や 旅人  以撙 

杓子 屋 

むかしより 出つ 入つ 有 湯の 山の 

町の 定木に 立てむ 約子屋 重 香 

花の 顔に ゑし やくし やれと 美人 草  周國 

n§i 小 湯女 や、 

I/^f 附 井筒屋 絹 厘 

川崎屋 いづ れも 湯治の 友 千 どり  筆 屋松綠 

養生に くる病 人 も 湯女の 名の 

や、 共 すれば ち 話 をし ぬめ， 9 伯 水 

川 崎 や 忍びより つ 、そ. ゆ へ に 

ゃゝ 久しく も 門立ぞ する  利淸 

井筒屋 

筒井 づ ゝ いづ ゝゃ 出る 湯 入 をば 

おひに けらし な 足 むと て 則武 

筒井 づ、 井筒屋 殿の 下男 

1 も お 名 Isi 


柴を 刈つ ゝ おひに けらし な 

絹屋  > 

を. 9 てよ しと 宿 を かすみの 絹 や 哉 

華き 

年玉の 筆 や 軸 じく きんな し 地 

小 湯女な ベ 附 富士屋 

「 TNt^N 檜 物 尾 升屋 

身に しめよ 世 は 三寸の した 大坊 

疾く 花の 下 大坊で 酌む 酒に 

うた ふ 調子 も うきな ベ が 聲 

湯女の 名のな ベ の 口より 下大坊 


-は 伊勢 衆 かそ 


も 


涌 出る 湯女の 名に よぶな ベ にだに 

□ の 下に は ひこ そ 有 るら め 

富士屋 

風 さ へて ふる 大雪 は 白妙の 

ふじ やの 空に なびく 湯け ぶ ■ 

山ぞ 更に 有 si^ ふじ やの 屋根の 雪 

檜物屋 

名に しお は いい ざ 言 問 はん 椅物 壁に 

數の 湯び しゃく 有 やなし や， 


松  政 重  酒 友 重 行 正正 久 
女       定香       粕和香 安則 辰 任 
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宽之         垣 正 飛         女         任 重 治 竹國勝 


有 あ 名 Sf.  ^  四百 二十.^ 


うた、 ねの 枕に つれる かやの 坊の 

きいが 小うた に 夢 はさめけ. 9 

夕閽は かほ こ そ 見え ねか やの 坊の 

きいが 燒 ぬる かや はかた ま、 

萱の坊 にきいた かきいた か 郭公 

河內き 

行かよ ふ大 ゆな 小 ゆな 一 一道 は 

なり ひらめけ る 河 屋の客 

菊屋 

昔に のみき く屋の 客の 夜 はいね て 

晝 は 鹽湯 に 入りぬ ベら なり 

吾 宿の きく 屋の. M 敷 客 ごとに 

ほ こ. 0 積り て ふるくな るらん 

いると いなきく や 湯の 山 郭公 

まれに きく ゃ緣 ^-it 山 時鳥 

病人 も きく や 湯の 山 ほ と 、 ぎす 

みかげ やに ひらく や 庭の 石の 竹 

西坊 ともい ふ 小 湯女つ る 

フ. 《^ 附橘厘 檳坊 

桂お とこ かげ さし そ へ て 水船の 


さほに なりつ 、渡る 雁が ね 

水船に 生ても 見ば やさ くら 溯 

水船 ゃ是ぞ 名に お ふところ てん 

暑き 日 も 汲む にっきせ ぬ 水船 を 

酒に なれよ と 思 ひつる 哉 

水船に うつ るな がめ や 1=； の貌 

彌陀 ならで いれと て 客 を 呼出し 

ゆな は 道び く 西の 坊 かな 

橘屋 

客 を 待 花 橘 やにと ひ よれば 

昔し の ゆなの 釉 の香ぞ する 

橫坊 

喧 嚷 には眞 是 ものに かまへ っゝ 

やっとまい つた 橫坊 にこ そ 

花に 垣 やく もで かく 繩立 よこ 坊 

よこ 坊の 庭に も 立 や 霜ば しら 

$M 小 湯女た け 

湯賃 とて をく 白が ねの かたまで も 

宿の 名に お ふ大黑 やそ は 

大黑屋 惠比酒 をい はふ 年始 かな 


フ1 重 正  松 行 
導 香 辰      女 安 
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竹の子 も 祝へ ふたまた 大黑ゃ  酒 柏 

£nss 北坊 ともい ふ 小 湯女み や 

附塗屋 新 1® 

戸 をた てよ しぐれて 風 も 北の 坊  久任 

有 馬 山 遠近 人の 宿 か. 9 を 

兵衞 のか どもみ や は 咎めむ 宗賢 

賴 朝の たっとび つるが 岡なら で 

兵 衞の宮 とい ふ はめ づ らし 重 香 

塗屋 

塗屋と はむ ベ も 付け ひ御內 儀の 

貌 におし ろい 口び るに べに 1 飛 

新 

きけば 實心有 馬の 宿の 名 も 

古き を たづね しる 新し や  宗定 

あたらし や 客人 發句 花の 宿  重 正 

小湯女ふ^-^ 

#1  f 附角屋 瓜 屋 

軒 口にさが る 氷柱 は 名に しお ふ 

索麪 やと ぞ見世 棚の まへ  幽步 

三輪の 祌 うつり ますよ. 0 湯の 山に 

索麪 やて ふ 名もぞ あるらん 宗白 

有^ 山 いづく は あれ ど 禪僧は 


索夠 屋にぞ つる- といる 宗賢 

索 麪ゃ膝 さく 門に 立なら び 

あ ふて 語る や 有； lil 山 ほど  道 入 

索 I： や ほそく 繰 出す くだの 糸の 

見 だれて なびく 門口の 藤 秀之 

角屋 

見め ぐ， 0 て 人に 語らん 揚の 山の 

たて 橫 坊や 角々 屋 まで 

三階 や e: も 宿 か る 角 やぐら 

瓜屋 

湯に 入て いとし ほじみ た 他 子 を 

ひなたへ 出し ほし 瓜屋 かな 

駕籠に めす 瓜屋の 客 や 一 かしら 

ひの のまく は瓜屋 の 客のと め 湯 哉 

題 しらす 

餞 かね も わき 物と いふ 世話 ゃ是 

湯 入. 9 の 客の をけ る宿赁 靜友 

1 の 湯の 湯女 十 人 をよ める 

夏 くれば ゆり 栗 竹に 葛 まきて 

鶴た つ 時 は 杉 はいちな，. y 藤 ^ 光廣 .3 
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いよく 人が まいらさん 錢 行 安 

大病に 入て ことぐ とふ 人 は 

是も湯 文の 道 しれるな り  衆 前 

湯の 由來 よめ 文 の 影法師  保 友 

湯の 內の 灯の 油つ ぎ 如何なる 故に か螺の 貝な 

る を 見て よめる 

湯の 口の 闇 を 照せ る 灯 は 

月 の行衞 のにし からに こそ 柏 水 

閬き^^もくらき湯壺に 入， 9 ぬめ. 0 

搔立 ともせに しからの 火 を 太 女 

非人 やうの 者が りの 門に 立 居つ、、 何の あや 

め もしれ や、 こわ 高に 物い ふめ， 9、 あるじに よ 

し をと へ ば、 仁 西 上人の いにしへ より、 かれ 入 

湯の 人々 に祿 をうる 事に 侍. 9、 是を 間の 錢と 

申な め. o、 其 御 方の います 門の 前よ， り、 大略 ま 

での 掃除、 朝夕つ とめ 侍るな り と 申 き 、 都 にか 

は 、おかしく 輿 ある わざな けらし、 

物 まう か何ぞ とと へ ばい ゃ是は 

湯 入.^ の 客が 御座の 間の 餞 行 風 

わらさし のみ じかき ふしの 問の 錢を 


と" て 命 をつな ぐな りけ. 9 方 研 

湯 本 町 北^ 

乘 かけ もさん ざめ かして 客 衆 は 

跡よ 先よ ときたの 町 かな  兼 利 

谷 町 

初卷 にうた へ る 湯女の 一 ふし も 

うぐ ひす ご ゑの 谷の 町 かな 一 嘯 

谷の 町に う る聲 する は 鶯菜  貞林 

京 口 

京 口 やい と > なまめ く をん なべし  笑 計 

HI 夕 

入湯に U 數を ふりけ るお， 9 から、 旅人の 瑪 

て 歸る昔 しければ 

もんの そ と乘 か け- iiir の 昔き け ば 

我 も 歸宅を 思 ひける かな 重 香 

薮內 

竹の子 や 棒 ほどに 出た 薮 のうち 

若 竹 を 見れ は 虎 ふぞ薮 のうち 

蛇 や 蚊に 相 住 はう しゃぶの 內 

寺 田 
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いよな ふ へう たん 町に て 一 佐 

ぅきにぅくゃ へ ぅたん"の^^^見;|11  勝 em 

魚 店 

魚の たな や 花やかに なす さくら 鯛  政寬 

鍛冶 町 

豆板もう ちでの 小槌 大黑の 

福は鐵 し. ^鍛冶 町の 庭  愛好 

馬場 先 

馬場 先 を 見れば こまかな 石 あなに 

地道に あゆめ 孫よ 子どもよ 政榮 

はい 先に.^ やしら がの 糸 ざ くら  周國 

はい さきに 見 ゆる はま ごか 兒稷  重 香 

〇 名物 人形 筆 

五色の 糸 を もて 其 軸 を まく、 管； ぬに 小 木 偶人 あ b  、筆 

を 手に とれば 出、 納れは 軸の 內 にいる、 是 なん 人形 筆 

とい ふ、 抑 筆 はもろ こしに 江淹 とい ひし 人、 五色の 筆 

を 得る と 夢見し よ， o、 文章 日 々に まさ. 0 ぬ 、其 後 又 彼 

筆 をと りかへ さる、 と兒 て、 文章 をと ろへ しと なれ 

ば 、生 さ きを 待らん 人 の 子の 爲、 高き い. やしき を わ か 

す、 かなら す 此筆を 求て、 國 のみやげ とすべき 事 か、 


 有 馬 名所 鑑  

ぶつ 人つ 我とう ごく もこと よ b と 

人形 筆 もい のち 毛ぞ ある  重 香 

持 ま はす 人形 筆の はたらき は 

た .5- 一筋の 糸の あやつり  以搏 

卷 きたて ゝ 人形 筆 を 客 衆の 

御 目に かくる も 軸の 物 かな 靜友 

軸に きる 竹よ. 5 わきて 美しき 

人形 筆 はかく ゃ姬 かも  愛好 

世 は 春 じ やおき あが b 小 法師 人形 筆 由 平 

染 楊枝 

此養齒 、くろもじと いふ 木 を、 いと あら ゝ かに 削り な 

し、 十ぁま.^>をゎらにて編っらね、 is く 出湯に 浸せ 

ば、 其 色う す 墨に 染 しゃう になれ り、 老若 を わかた 

す、 齒 うきう ごくに つかべ ば、 忽ち 治す る德 あれば と 

て、 入湯の 责き賤 しき、 みやげ 物に 第 一 是を 求む、 む 

ベなる 哉、 都 御旅 町の 猿： IH- 河 內の國 玉串 柳 もい かで 

及ばむ や、 

法師なら で是は 愛する 木の はしの 

身 は 薄墨に. 染め やう じかな 連 之 

氣 力なき 枝 や 入湯に 染ゃ うじ  由； 牛 


四 H; 三十 n 


此 村の 引 物師、 六十 餘國の 冠なる べし、 うつ は 物の か _ 

たちし ゝ をき、 外の たくみの 及ぶ 所に あらす、 物 數奇ー 

好む 人 は、 かみな か 下と もに 姚 求めざる. はなし、 かれ 

の あ. 9 さま、； ：3 本の 坊の內 にも 年寄の 外 は、 村 中の 老 

苦と もに あてに もてなす 事、 如何 さま その かみよ り 

の 故 こそ 侍らめ、 

けん とうる 詞にも はね はかま 

する 木. g- や はきし かと ぞ ふ 酒% 

けやき をば ゑい さら 皿 や } ^に 

引て 出す もろく ろな りけ り 同 一 

器 跳へ しに H 數經て も出來 ざれば よめる 一 

引 物 は ひくの 山のと などて 日 を 

ふる 鋸の はかの ゆかざる  知 秋 

ケ njt  一 

今 口， 一 

此所 はわき て ふとくす ぐなる 竹お ほし、 其 竹の 內の 

うす 皮 を さ き 、續飯 を もて 箱の 外に 付、 いろくの か- 

たち に ^り なす もの あまたな. 9  、 其 外铫子 ひさく、 さ； 

ま<>\- のうつ は 物 所せ く 作， 9 置ぬ る を、 求る 人 も か 一 


由秀行 
平 之 安 
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此 色の 黑 皮 i せ を ふるま ふ は 

何よりも つて やすう 候  愛好 

〇 奧院 

佛心宗 にて、 藥師 堂の わたり 近 き 地 な り 、黄槩 隱元禪 

師來 朝の 砌、 この 寺の 額 を 望み 侍りけ るに、 如何お も 

はれ けん、 淸凉院 とか、 れ しによ て、 それより 淸凉院 

とも 奧院 ともい ふな.^、 本尊 は釋： il 如 來幷に 德太 

子の 聖 作の 正觀音 なり、 堂の 前に 慈心 坊尊惠 の 塚 あ 

、此尊 惠は叙 山の 學侶法 華 持經の 僧な. 0 しか、 道心 

ふかくお はし ましけ る あま b に、 山 を はなれ 給 ひ、 國 

國順禮 の 後、 當國河 邊郡蓬 萊山淸 澄 寺に 住 給 ひしと 

な，.^、 此寺は 宇多 天皇の 刺 願 所、 靜觀 僧正の 開基に て 

眞言な. o、 されば 尊惠 は顯密 のお こな ひうた が ひな 

くこ そ 侍れ、 遠く 聞傳 ふるに、 世 こぞ. 0 て 歸^« -し舉 .iy 

しのみ ならす、 承 安 年中に 焰魔 王宮より めし ありて 

赴き 給 ひ、 死した る やうに てお はせ しが、 よみが へ. 9 

給 ひて 後、 1^ 相 國淸盛 公 は慈惠 僧正の 再來 なるよし、 

世に しらし め 給 ふ、 德 至り ぬれば さる わざ も 侍る 事 

にこ そ、 蘇生 記三條 殿の 筆に て 正しく 淸澄 寺に あ. 9、 

ま は 黑く烏 は 白し おもへ 人 


細工 者 は  >  、 に^^馬の竹自在 

天下に およそ かくれ こざらぬ 

竹細工 一 よこめて ぞ枕 蚊屋 

かんなべ や 霰た はじる 竹細工 

鐡器 

はさみ 

いにしへ より 傅え て、 包丁、 菜 刀、 木鑷、 童の もて あぞ 

びの 長刀、 其 外 萬の 鐵器師 おほし、 

まう け 出す 鍛冶が 手な みの 長刀 は 

水ぐ る まに やま はす 本が ね 

火花ち る 鍛冶 やの 庭 や 鐵線花 

松^の 句 ひ を こせよ 有 馬への 

湯 見 まひに やる 返事に も 

つくねん と 有- iJ^T の 山に 立そう は 

あやし や 御身 雑 を まつ 茸 

雨の 中に 誰 まつ 茸ぞ笠 をみ な 

ひらき ならびて 有 山陰 

有 .滕 出 私 雨に 松 の 

笠 を 開いて さし 出に けり  宣由 

松 _n も 有 -ijl 三 笠 に似てお かし  光重 


愛好 

靜友 


衆甫 


光正 


胡蝶 女 


重 長 太 光 
貞 次女 重 


有 馬 名所 鑑 


K 百 三 4- 四 


さて こそ 法の 奥の ゐん ゑん 行 風 

慈心 坊尊惠 塚 

冥土へ もじ しんぼう もてむ かふに ぞ 

焰魔 もちと は 恐れられ けん 同 

；牛相 國淸^ 公 石塔 

淸 盛の 蒸の 內 ではい といしく 

佛の 前ぞ戀 しかるべき  同 

上 湯 

天 正 十七 年 卯 z: 始 つかた、 劇 白 秀吉公 御 入湯の ため、 

有^ 山に おもむかせ 給 ひ、 贵銅ニ 萬 疋を村 中へ 下し 

給 ひ、 御座 をし めさせ 給 ふ 事十餘 z:、 其內 いろくの 

御遊』：^は屮もさらな..^、或  =  此地にゎたらせ給ひ、ぉ 

ほん 杖 を もて、 愛の^に も溫湯 あらまし かばとの た 

まふ、 お ほん 言葉の 下より わき 出ければ、 御感 な、 め 

ならす、 すな が ち 上 湯と 名 付 給 ひぬ、 い と 妙に め づ ら 

かなる 事ながら、 此 殿の 御 事 吾：：： 本 はいふに 及ばす、 

高麗 琉球 あらぬ ^2 圃ま で、 掌の 內に おさめと b 給 ふ 

ほどの 御德 あれ はなるべし、 さ. 0 とて fa とせ を ふべ 

き 人の 命なら ねば、 慶長 三年 八月 十ん =黄 なる， 娘に 

おもむかせ 給 ふに、 ひとしく 此湯も か はきて 出すな 


.9 にけ ると かや、 あはれ 希代の 事に 侍らす や、 

日本の 手に いる 君の 威光に は 

杖の 先で も わき 湯な b け .9 貞固 

極樂寺 

奧院の わた，.^ にあり 、淨 土專 念の 宗に て 、朝夕 念佛の 

聲絕 す、 いとたう とし、 

地獄 谷 極樂寺 あれば 佛法 あり 

衆生 有 馬に 山姬も あり 

彼岸 ざ くら 見る や 浮世の 極樂寺 

一 切の 花 もやみ のり ごくらく じ 

月の 舟 さす や 西方 ごくらく じ 

念佛寺 

これ 又淨 土念宗 なり、 此 わたり は 關白秀 iill 公 御 入湯 

のお b から、 假 りに 殿 作 hv あ，^ し 地な りと い へり、 今 

に 北の方に 石垣な ど 見え 侍. 9、 

臓 e: や 一挺ぎ りの 念佛寺  保 友 

六地藏 

谷の 町の 末に あり、 地藏 菩薩の 御 慈悲 は 、観世音に も 

すぐれ まします よし、 經に 見へ 侍る 、御徳の^ 愚かな 

る 心に、 事の ベ 侍らん も を こが ましく、 おぼえさし を 


き はべ， o ぬ、 大 かたは 智 ある 人 もた うとまん に はし 

かじ、 

谷嶺は よし あら ふと も 湯の 山の 

人の こゝ ろよ ろく 地藏 なれ 行 安 

六 地 藏に經 よめ 蟬 のから だせん  保 友 

杉ケ谷 

むかし 孝德 天皇 行幸のお ほん 時、 か. 9 の宮 作. 0 あり 

し 地な b とぞ * 

杉が 谷 天狗に か はれ ほと、 ぎす  重 治 

功 地 山 

むかし 孝德 天皇の 御 時、 民の いとなみ のうへ をお ぼ 

しゃら せ 給 ひ、 有 馬 山の 溫 湯に 行幸し 給 ふに、 行宮 を 

つくらし め 給 はむ とて、 材木 を此 山に て. .0 らしめ 45 

ふに、 この 木い とよし 此 山に 功 あ との 勅 あ. 0 しょ 

り、 本 は功德 山と いひし を、 功 地 山と 改 ていふと な 

む、 帝の^ 德と 山の 功德、 文字 か はれ ども 昔 同じき ゆ 

へ 、時の 人 は いか b 奉りて 山の 名 を 改めけ るに やと、 

管 見に をし はかり 侍る は 如何、 功 德山を 誤. 0 しに や、 

今の 俗：^ くんち 山ぞ とい ふなる、 後の 人 定め 給 ふべ 

し、 

1, 有 馬 名所 鑑 


功 地 山 くんと はねし は 文字の 聲 

しらぬ 子どもが いひし かた 言 廣治 

花に 行く ゃ老 若 賁賤く ん地山  衆甫 


天 和 三 癸 亥歲九 I  口 日 


有 上 道 町 

有 野 屋次郞 右 衞門板 


有 名所 鑑終 
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長崎蟲 眼鏡 上卷 

( 一 ) 長 崎 興 建 

そ もく 肥 前 國長崎 は、 唐 せん 着がん の 所、 繁花 ぶね 

うの 渾 たる 事餘州 にこえ たり、 その 興起 を たづぬ る 

に、 文龜天 正の 比、 此 所の 領主 長さき 甚ざへ もん、 赛 

德寺 上の 山 を 城く わくと して 居住 せられき、 此甚ざ 

へ もん は、 大 村の ぬし 前 丹 後 守 あねむ このよし、 その 

じぶん 深 ぼり の領生 ふか 堀 茂 宅 人數五 百ば かり もよ 

ほし、 たび おしよ する、 甚 ざへ もんかた よりも、 

手勢 二三 百 ほど 出して ふせぎた ゝ かひ、 一度 も 長さ 

き 方う ちまけ す、 しかるに 甚 ざへ もん 不慮の 事 あ 

て、 太 閿秀吉 公の 御意 を そむき、 筑 後へ 浪人す、 その 

のち 大 むら 利 仙 領地と なる、 元龜 元年 かのへ 午のと 

し、 長さき へ黑 ふね はじめて 入 律 商ば いす、 これによ 

つて あくる 未のと し 三： lu に、 利 仙家來 友永對 -ir 見 分 

のう へ 地 わ.^ をし、 そとうら 町、 大 むら 町、 島 ばら 町、 

ひら 戸町、 ぶん t 、町、 よこせ うら 町、 以上 六 町 はじめ 

て出來 た. り、 その、 ち 又 本 はかた 町、 か はし ま 町、 今 

^埯致 眼 齙，^ 卷 


町、元五^£5町、內下町ぃできしと也、 元來 かの 利 仙き 

りしたん 宇： 門た るに よって、 町屋 のぶん てらへ 寄附 

せられて、き.^>したんでらょ，.^しをきす、その比高木 

かん ざ へ もん、 別當紹 喜、 後藤 宗太郞 、白 倉 如 庵、 たか 

しま 一 類、 よしおか 一 類、 文 知 ふか 川ば、 山 本 等、 ま 

ちく かしらぶん として 諸事 を 支配す、 その、 ち秀 

十け 公 九州 御げ か う、 ちく せん はかた 御着 律の 比、 右ば 

てれん 共御禮 のた め、 かの 渾へ立 こ ゆる、 折. ふし 御老 

巾へ 棄 打の 不禮 をいた し、 首尾 はなはだ あしく、 御禮 

とぐ るに 不レ 及、 あまつ さ へな がさき へ 還る 事 かな 

わす、 高 來の内 かづ さ 村 水 月 とい ふ 所へ 引 こみし と 

也、 元來 長さ き は 寺領た る のむ ね、 秀吉 公高ぶ ん にた 

つし めしあげられ 御公頒 となる、 およそ 長さき はじ 

まりて 百 三十 餘 年になる、 町屋 ひろまる 事 も 百 ねん 

あま..^ になる、 そのむ かし ははかた 又 ぶんご、 あるひ 

は 高 來の內 口の 、逮 むら、 大 村の 內 よこせ うら、 ふく だ 

むら、 ひら II； など へ 入津せ しと 聞 へ し、 

(二) 御 奉行 御代々 

寺 澤志摩 守 殿 文祿の 比より 慶長七 年 迄 十 一 ケ年程 

小 笠 原 一 庵老 慶長八 年よ. 5 十 年まで 三ケ年 


長 谷川 左 兵衞殿 同 十 一 年よ. - 十九 年まで 九 年 

長 谷川 權六殿 元 和 卯の 年より 寬文ニ  a 迄 十 一 年. 

水 野 河 內守殿 宽永三 {£ (年よ. 9 辰の年 迄 三年 

竹 中釆女 正殿 同六巳の年ょ..^同申のとし迄四年 

『曾 我 乂左衞 門 殿 同 十： €：： の 年より 一 年是ょ h.. 兩人宛 

グ今村 傅 四郞殿 

榊^ 飛 騵 守 殿 宽永十 一 戌のと しょ. 9 

神 尾 內記殿 同よ. 9 壹年 

(仙 石 大和 守 殿 寬永 十二い のとし よ. 0 壹年 

(榊 原 飛驟守 殿 寬永 十五 寅の 年まで 五 年 

； lil 場 三 郞左衞 門 殿 同 十三 子のと しより 

大河 內善 兵衞殿 同 十六 卯のと しょ，. >壹 年 

柘植： 牛 左 衞門殿 宽永 十七 辰年より 午年 迄 三年 

場 三郞左 衞門殿 

山 崎 權八郞 殿 同廿 未年より 慶 安三 寅年 迄 八 年 

場 三 郎左衞 門 殿 慶安四 卯のと しまで 十六 年 

グ黑川 與兵衞 殿 同年より 

『甲斐 庄 1^ 右 衞門殿 承應元 111^ 年 ふ 萬 治 元 亥年 迄 八 年 

パ黑川 與兵衞 殿 同年よ 
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J. 妻 木 彥右衞 門 殿 萬 治 三 のとし よ， 9 九 ねん 

〉 黑川與 兵衞殿 寛 文 四た つのと しまで 十四 年 

島 ffl 久太郞 殿 寬文甙 (貝の 年より 五巳の 年 迄 四 年 

ん稻生 七 郎右衞 門 殿 寬文 五巳 年よ. - 午年 迄 二 年 gl 

下 曾 根 三十 郞殿 筑 後久 留米御 目 付 役、 しかれ 共、 右 

七 郞右衞 門 殿 死去に よって 御 越、 寬文 六午歲 也、 

同年 六月に 甚三郞 殿御 下向 交代 也、 

松 平 甚三郞 殿 寬文六 午のと し 六月より 六ケ年 、 

(河 野 權右衞 門 殿 同 九月 下向 

右 御兩人 支配の 內、 唐人お らんだ 御禮 はじまる 

牛 込 忠左衞 門 殿 寬文十 一 亥年 ふ 延寶九 酉 迄 十ケ年 

岡 野 孫 九郞殿 同 十二 子の 年より 延寶七 未まで 八 年 

川口 源 左 衞門殿 延賓八 申の 年 々元 祿七戌 迄 十五 年 

宮城 監物殿 同 九 酉の 年よ.^ い 3^ 享三 の 年 迄 六 年 

大澤左 兵衞殿 ^享四 卯のと し 

川口 源 左 衞門殿 元祿四 未のと し 攝律守 殿と 御名の 

(  り 元祿七 戌の 年 江 II； へ 御 下り 

~ 山 岡 十 兵衞殿 ぶ享四 卯の 年々 元祿七 戌の 年 迄 八 年 

宮城 越 前 守 殿 同年 下着、 元 祿 九 年 江 11; にて 頓死 

i 近 藤 備中守 殿 元 祿七年 九月より 


〉 丹 羽 遠 江 守 殿 元 祿 八 亥のと し 下向 

(識訪 兵 部 殿 元祿九 子のと しょ， 0 

I. 永 井 讃岐守 殿 

,大 島^ 勢 守 殿 

「別 所 播磨守 殿 

^^土佐守殿 

右 四 人 御當職 

(三) 御 制札のう つし 

禁制  肥 前 國長崎 

一 、ばてれん 日本へ 乘 わたる 事、 

一 、= 本の 武道 具 異國へ 持 渡る 事、 

1 、u 本人 異 園へ 渡海の 事、 

附リ 日本 住宅の 異國人 同前 之 事、 

右 之條々 於，， 違犯 之 輩， は、 速に 可レ 被, 處， 一 厳科， 者 也、 

仍 下知 如， 件、 

延 八 年 八 《:ロ  奉 行 

諭 n 唐 船 諸人， 

1 、耶蘇 邪 徒、^ 描き 以，， 罪 惡深重 故 T 其駕舶 所.^ 來者、 

先年 悉恃 斬戮、 旦其徒 自，， 阿媽港 ， 發船 渡海 之 事、 旣 

停止 訖、 自今 以後、 废船若 有，' 載 二 彼 徒 ， 來者ハ 則 速 

長崎蟲 眼鏡 上卷 I 


斬，， 其 身： 而 5^ 船 者 亦當， 伏い 誅、 担縱 雖，， 同船 者： 吿 

而不レ 匿、 則 赦ぃ之 可， 一 褒賞 一事、 

一 、耶蘇 邪 徒 之 書札 井 贈 寄 之 物、 潜 藏，， 於 日本， 來、 則 

必須い 誅 vN 、若 有-, 違 一?- 來者？ 早 可 二 告訴， 焉、 猶有二 

匿 而不ヒ 言 者 T 其 罪 同 二 前條， 事、 

1 、以， 1 重 賄， 密 載，， 耶蘇 邪 徒 船底， 來、 則 速 可,， 吿 VM、 

然則 宥，， 其咎？ 且其賞 賜 可い 倍 二 於 彼 重 賄， 事、 

右 所い 定三章 如" 此、 唐 船 諸 商 客 皆 宜，， 承知 T 必 勿，, 

違 失： 

延寶八 年 八 月 日  舉 行 

货々 

一 、ばてれん =f ^切 死 丹 宗門の やから、 ゐ こくより 日本 

へ 渡海の さた、 近來 これな く 候 間、 しせん 相した ゝ 

め、 ひそかに さし わたす 儀 可 レ之 事、 

一 、先年 ゐ こくへ さし わたさる ゝ なんばん 人 子ども、 

ばてれんに したつべき くわだて 有レ 之よ し、 此已前 

渡海ば てれん ども 申 之條、 今程 やうく ばてれん 

になる ベ き ぁゐ： U 、日本 船 をつ く hs 、日本人の すが 

た を まなび、 日本 言葉 をつ かひ、 相 わたる 儀 これ あ 

る ベ き 事、 

gl 百 111, 十 —九 


良 崎蟲哏 鎳上卷  

一、 國 船近來 四季と もに、 とかい じゅうたる ぁゐ 

だ、 浦々 の義は 申に およばす、 在々 所々 にい たるま 

で、 つ ねぐ ゆだんな く 心 を 付、 見出し ii 出し 申出 

べし、 たと ひ 彼 宗門た. 0 とい ふと も、 申出る に 於て 

は 其 の^を § るし、 御 ほうびのう. へ、 乘 わたる 船荷 

物と もに 下さるべし、 萬 一 かくし 置、 後： ：！ にば てれ 

ん または Mli のと もがら 等 とらえられ、 拷問の 上 

其 かくれ あるべからざる ぁゐ だ、 不， 一中 出 一 あ ひか 

くす 輩 之義は 巾に およばす、 その 一 類 または 其 所 

にて 一 在所の ものまで、 度 曲事に おこなわ るべ 

き 事、 

右 之條々 、海上 見渡す ところの ばんの 者 ども もちろ 

ん、 獵 船のと もがら 其 外の 者に 至る まで、 念 を 入 見出 

し 聞 出し、 舉行所 迄 可，, 巾 出 一 もの 也、 仍 下知く： U んの 

ごとし、 

申 九月 =  源 左衞門 

忠左衞 門 

定 

一、 ばてれんい るまん、 惣而切 死 丹 門の 者、 か く.， - 

還べ からざる 事、 
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一 、異國 住宅の E 本人、 もし 歸朝 にお. Q て は、 か く.. ^ 

置べ からざる 事、 人う りか ひ 停止たり、 但 年季の も 

の 十 ケ年を かぎる ベ き 事、 

1 、請 人 無い 之 ものに 家 をう り、 幷に を かすべ から 

ざる 事、 

附、 主人の ま へ そむき 來る もの、 か、 ゑお くべ か 

らざ る 事、 

一 、武士の めんく、 異國 人て まへ より K にかい もの 

てう じの 事、 

一 、異園 人の もの を 買 取、 銀 子 もていた すべ からざる 

事、 

一、 ふ b 賣に來 たる もの 、雨と なりへ 見せす して、 か 

ふ ベ からざる 事、 

一 、にせ 銀 ふき 出す まじき 事、 

1 、分銅 井 はかりの 額、 後藤 うつしの 外、 取 やりいた 

すべ からざる 事、 

一 、けんく わ 口論 停止 之 事、 

一 、博 ili- 一  切 停止 之 事、 

右 之條々 、な ぼんの 輩 於 レ冇レ 之 者、 可,， 處，： 厳科， 者 也、 

申 九月 =3  源左衞 門 


忠左衞 門 


定 


一 、切 死 丹 もんの 義、 累 ねん 御制禁 た. 0 と い へど 

も、 いよ く 以だん せつなく 相 あらたむ ベ し、 自然 

ふしんなる もの 有レ之 こと 申出 づ べし、 御 ほうびと 

して 

ばてれんの そ 人 鈒五百 枚 

いるまん の そにん 銀 三百 枚 

同宿 幷 宗門 訴人 銀 五十 枚 

又は 百 枚 品に よる ベ し、 か く，， ^ おき、 他所よ， 9 あ 

ら わる、 にお ゐて は、 その 五人組まで 曲事た る 

ベ し、 

右 之 通囀托 下さるべき 段、 先年 仰せ 出さる、 といへ 

ども、 いよ，.^ もって 相 守るべし、 若 違犯の ものに お 

ゐて は、 急 度 厳科に 處 せらる ベ き 者 也、 仍 下知く だん 

の ごとし、 

延寶八 年 八 巧 日  奉 行 

條々 

1 、諸國 にお ゐて は、 にせ 藥種 一 切 停止 たるべし、 若 

にせ やくしゅせ うばい 仕る ともがら 有レ 之ば、 訴人 


に 出べ し、 急 度 ほうび 下さる ベ き 事、 

附リ どく 藥 一 切う，^ かひ 仕る ベから ざる 事、 

一 、商 買のと もがら 諸 色 一 所に 買 澄、 しめう， 9 致す ベ 

力 ら さ る jJJI' 

1 、諸し よく 人 申合せ、 さく.^ やう、 手 問 ちん、 高直に 

仕る ベ からざる 事、 

右 之條々 相 守 ベ し、 此旨 もし 違背 のと もが ら 有,， 之 に 

ぉゐて は、 輕重 をたい し、 あるひ は 死 ざい、 あるひ は 

流罪た る ベ し、 そうじて 誓約 をな し、 徒黨 をむ すぶ 者 

あらば、 御 せんさくの 上嚴 科に 處 せらる ベ き 者 也、 仍 

下知 如レ 件、 

延寶八 年 九月 日  舉 行 

ま 

一 、公儀 之 船 は 申に およば や、 諸く わい せん 難 風に あ 

ふ 時 は 、たすけ 船 を 出し、 船 破損 せざる 様に 成 ほど 

情に 入るべき 事、 . 

一 、船 はそんの 時、 其 所ち かき 浦の もの 情に 入、 荷物 

船具 等 とりあぐ ベ し、 其 あぐる 所の 荷物の 內、 うき 

荷物 二十 分 一 、しづみ 荷物 十分 一 、河 舟 はう き 荷物 

三十 分 一 、しづみ 荷物 二十 分 一 、取 あぐる ものに つ 


lull 崎蟲吸 鏡上卷 
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良 蟲眼 镜上卷 


四 ^四れ 二 


か は. さるべき 事、 

、沖に て 荷物 はぬ る 時 は、 着せん のみ なと に ぉゐ 

て、 そのと ころの 代官 下 代 庄屋 出合 せんさくいた 

し、 船に 相の こる 荷物 ふな 具 等の ぶん、 證 文いだ す 

ベ き 事、 

附、 せんどう 浦の 者と 申 合、 にもつぬ すみ 取、 は 

ねたる よしいつ はり 中に ぉゐて は、 後日に 聞 ゆ 

ると いふと も、 せん 頭 は もちろん、 申 合る ともが 

ら死 ざいに 行るべき 事、 

、湊 になが く 船を掛 置と もがら あらば、 其 子細 を 

所の もの 相 たづね、 n: 和 次第そう く 出船いた す 

べし、 其の上 難 溢せ しめば、 何方の 船と 承と いめ、 

其 浦の 地： g 代官へ きっと 申た つす ベ き 事、 

、御城 米 まわる 刻、 船具 水生 ふそく 船に 精べ から 

す、 ならびに nz 和よ きせつ、 破船せ しむる にお ゐて 

は、 船ぬ し 沖の せんどう 曲事た る ベ し、 惣而り ふじ 

んの俄 中掛、 または 私曲 あらば 申出べ し、 たと ひ 同 

類た hv とも、 其と が を g るし 御 ほうびく ださる ベ 

し、 且又 あた もな さ い る 様、 仰 付ら る ベ き 事、 

、自然よ，^ 船并 荷物な がれきた るに ぉゐて は、 あげ 


置べ し、 半年 過 迄ぬ しなき にお ゐて は、 あげ 1:^ とも 

がら 是 をと るべ し、 もし 右の！：： 數す ぎ、 荷物ぬ した 

づね來 たると も 返す ベから す、 しかれ ども^ 所の 

地頭 代官の さ しづ をう く ベ き 事、 

一 、博变 そうじて 掛 はせ うぶ、 彌. - かたく 停止た るべ 

き 率、 

右 之條々 此 むね を 相 まもるべし、 もし 惡事 仕る にお 

ゐては 申出べ し、 急 度 御 ほうび 下さるべし、 とが 人 は 

罪の 輕 重に したが ひ、 御 さた ある べき もの 也、 

延寶八 年 八 月 日  奉 行 

右 之 御 制札 

七 串  櫻 町 礼 之 辻 

壹串  江戶町 大波 5- 

贰串  唐人 やしき 

貳串  おらんだ 出 fts 

三 串  浦 上 村 山 王 前 

三 串  長さき むら 

四 串  小せ とむら 

(四) 御 公 俄 御船 

柬京造 之 御船 脊： 艘 


軒 軒 軒 軒 軒 
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三番 神 島  長さき 領 

四番 白 ささ  大 むら 領 . 

五番 たかた  ひせん 領 

六番 長刀 石  ひせん 領 

七番 かけの 尾 ひせん 領 

右松 浦 肥 前 守 殿、 承應ニ 午のと しっか せらる、 

(八) 西 泊 戸町 御 番所 軒數凡 三十 八 軒 

松 平 肥 前 守 殿 筑前福 岡 五十 1 1 萬 石 

松 1^ 信 濃 守 殿 肥 前佐賀 三十 五 萬 七 千 石 

右御兩 かくねん 御つ とめ、 


侍 二十 五 人 

人 數七百 九十 人 

船數 三十 艘 

右筑前ょ，.^出る、 

侍 十六 人 

人 數七百 人 


El ばん 頭と もに 

, ^もし-かろ 百 六十 入、 かご 三 la 

, ^二十 人、 殘！！ 侍 井 又 者、 


P 一ばん 頭と も 


內 


わしが る 百 十 人、 かご 三百 

八十 八 人、 殘ば 侍并又 者、 


右 肥 前より いづる、 但 何れ も番 代，^ によって、 人 

數井船 多少 有い 之、  . 

此 外に ふか ぼ， 9 


六十 挺 立 費  五十 挺 立 壹 

四十 六 挺立壹  四十 贰挺 立壹 

拾 六 挺 一 i 壹  八挺 だて 威 

唐 造 之 御船  壹艘  ， 

五十石 積 十 善 寺に 有い 之、 

(五) 御船 藏 五軒 

八 間に 拾 參間壹  七 間に 十 一 問 U 

六 間に 拾 貳問壹  五 間に 七 間 壹 

徂、 前方 は 板ぶ きな， 0 し を、 松 平 右 衞門佐 殿、 

くわん ぶん 十 年 かわらぶきに 仕な を さる、 

(六) 御 土 藏十軒 

御船 道具 入  壹 

唐 船 造 御船 道具 入 壹 

御 糸 ぐら  ^ 

御 米 ぐら  貳 

御土藏  四 

三 間に サ七間 三 間に 廿六間 三 間に 拾 K 間 

(七) 石火矢 臺 石垣 七 ケ所 

壹番 大 たお  長さき 領 

番 神 崎  大 むら 領 
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鍋 島 志 摩 守 殿 相つ とめら る、  一 

右慶 安五 年に 出來、  - 

(九) 江 1^ 町 大波 戶詰番 船 

細 川 越 中 守 殿 肥 後く まもと 五十 四 萬 五千石 

松； 牛 主 殿 正殿 肥 前 島 原 七 萬 石 

右 御兩所 か. くねんに 御つ とめ、 ふね 御 出し、 

九 朔： n より 明る 四月 晦日 迄 細 川 越 中 守 殿より. 一 

五；：：！ 朔 日よ 八 c: 晦日まで 松 1^ 主 殿 正殿より 一 

御 勦 船或艘 四十 挺立壹 廿 挺立査  一 

(十) 同所 常 燈籠堂  一 

寬文 五巳のと し 七月、 唐人 通詞 中. £1 仰 付ら れ たつる、； 

油ともしともに通詞中ょ.,^支配す、 

(十一 ) 時 之 鐘 

むかし は 時の かねな し、 くわん ぶん 五巳のと し 八 月 、一 

島 ばら 町の 堀のう へに たつる、 その、. ゑん はう 元 一 

年 十 一 月、 今 籠 町 上の 地へ、 鐘樓 ならびに かねつ 一 

き 居所と もに 引な をす、 か ね つ き兩 人、 給 分壹貫 四百 一 

目、 此給分 錄樓の 修理、 地下 中より い だす、  一 

鐘の 高さ  三尺 五 寸五步 

口 さし 渡し  ^尺 五 寸五步 


かねの さ  九 百 斤 ほど 

いも じちん  壹貫 四百 目 

力ね の銘  .Rajiv- ^^ぉ 

(十二) 神社 井祭禮 

識訪社 御朱印 地 

伊勢 社  八まん 宫 

稻荷社 天まん 宫 

くわう 祌 大 こく 堂 

こく、 フ ^ て, フ 

中に も 識訪大 明 神と ：5. 舉る は、 く はん 永贰 年に 御 再 

興、 同 五 年 石の 大と h- ゐ たつ、 同 十 一 戌年 御祌舆 膿 

能、 そのほか 當人祌 職內外 役 等 を はじめら る、 同 • 十 

1 一 亥のと し、 神し よく 三人 やくり やうに、 声 S 船 ま 艘ロ 

せん 銀 あり 次第 下しお かる、 く はん 永 十五 とらの， 0 

し、 祭禮 入用に iw- 船壹艘 口 せん 銀 あ. 0 しだい 遣わさ 

る、 右の まかな ひ 船、 當 人の 町 內外八 町に てこれ を 支 

- 配す、 正保貳 年に 新 やしき 拜頒 あ. >  て 、あくる 慶 安元 

年醤 地より 當 社へ 御 遷宮 せられき、 同 四 卯のと し 御 

本社 こん b ぅ有レ 之、 拜殿は 承應ニ 巳のと し 末 次平藏 

きしんす、 寬文 九と.. >  のとし 御朱印 被 二 下 置 r 社 1^ 內 


銀 北 平 船 
尾 馬 ^ 津 
町 町 町 町 


ほ 大 桶 

り 井 屋 

町 手 町 
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山林 竹 木 諸 役 御免 許の よし、 延資六 午のと し、 舞臺廻 

廊拜 殿の 前の もん をつ くらしむ、 むかし は祭禮 ばん 

ばん 町 三年 ま は. 9 にて、 1H づ、 御供 を 仕たり しか 

ども、 明 1^ ー兀 未のと しょ.^ 六ケ ねん ま は h- にな b て、 

七 rn 九日 兩： n 御供 をつ とめき、 その、 ちくわん 文 十 

一 一子のと しより、 大町 のぶん 御 わけあ，^ て、 町數 多く 

なりたる によって、 七 ねん まわ. 9 になり ぬ、 祭 禮の町 

組 ひだ. 9 にこれ をし るし 侍る、 番付 を もって ねんね 

ん の 町 組 を しるべし、 七 番目より 壹番 めへ もどる、 壹 

年に 十壹町 宛と して、 是を つとむる 事 也、 

壹番 元祿十 pj- のとし 

新興 善 町  今 下町 

東上 町  南 馬 町 

新 石灰 町  東濱町 

中糾町  本 古川 町 

^番 とらのと し 

本 築 町  さくら 町 

内中 町  西 上 町 

かつ 山 町  ゑび す 町 

伊 琴 E 


西 築 町 

大黒 町 

東 古川 町 


小川 町 

八 百 や 町 


卯のと し 

今 魚 町 

本 紺屋 町 

江戸 町 

本 興 善 町 

反のと し 

浦 五島町 

さ b や 町 

舟大工 町 

新 町 

巳のと し 

權 しま 町 

や はた 町 

萬屋町 

午のと し 

西 古川 町 

新 はし 町 

本 五島町 

いま 町 


三番 

本 大工 町 

本う ご 町 

上筑 後町 

ふる 町 

四番 

引地 町 

本 石灰 町 

ふくろ 町 

出來 大工 町 

五番 


六番 

极津町 

本 紙屋 町 

大 むら 町 

出 來かぢ 町 


今 博 多 町 

ざいもく 町 

後 興 善 町 


r 


本 はかた 町 

桃屋町 

西濱叮 ： 


うす や 町 

新 大工 町 

金星 町 


县崎蟲 眼鏡 上^ 


w 百 四十 六 


七番 未のと し 

汕屋町  今 石灰 町 下ち くご 町 

今 かぢ町  今 かご 町 西 中 町 

東 中 町  ぶんご 町 東 下町 

外から 町  島 ばら 町 

此 ほかに 丸 山 町  よ.^ 合 町 

右兩町 はけいせ い 町 也、 此 ぶんまい ねんく 祭禮を 

相つ とむ、 

追加 

右に 記す る 所の 內、 御 さいれい 入用 銀、 くわん 文 元 

の年ょ.^^、  口 せん 銀の 內三 貫目 四 貫目つ、 進せられ 

し處 に、 くわん 文 十 一 亥のと しょ. 9 七 貫目 宛になる、 

しかれ ども 祭禮 修理 かた ふそくす、 これによ つて 延 

寳八 年よ. 9、  口 せん 銀の 外に 付町壹 町つ、 仰 付ら れ 

て、 三ケ 一 のまし 銀を附 せられき、 且又 祌 しょく 三 

人 役れ う も、 明展元 ひつじの としょ b  、口 せん 銀のう 

ち 三 赏目を 三人へ 下されぬ、 其のち くわん 文 十貳子 

のとし、 神し よく 四 人に な. o て、 四 人え 四 貫目 づ 、に 

なり f、 

(士  二) 佛閣 


現應寺 多聞院 

延命 院 靑 光寺 能 仁 寺 

文珠院 聖無動 寺 淸水寺 

崇福寺 福濟寺 德苑寺 


光源 寺 源崇寺 


天台宗 

安禪寺 

眞^ 一  g 宗 

體性寺 

願 成 寺 

唐 寺 

興 福 寺 

正 福 寺 

一向 宗 

大 光寺 正覺寺 

右 西本願寺 宗 

光永 寺 勸善寺 

右 東 本願 寺宗 

禪宗 

胎臺寺 

此寺 御朱印と して、 延寶 五巳のと し 丈 六の 金 銅 

佛 こんり う、 庭 順和尙 持の 時 也、 其 後 延寶八 申 

のとし 大門 をつ くらしむ、 

春德寺 雲 龍 寺 禪林寺 光雲 寺 

高 林 寺 永昌寺 
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病死 有， 之、 殘る 人数 

林ー官 陸ー官 周辰官 江七官 

陳九官 楊ー官 蔡ニ官 

右 七 人 は古來 よ. 0 住宅、 

魏九官 同 子 淸左衞 門 同 淸兵衞 家來嬉 

. 右 四 人 は、 宽文 十二 子のと し 御 願 申 上、 H 本に 住 

宅 御 赦免 ありて、 子息 二人、 延齊七 未のと し： n 本 

人の 姿と なる、 

けいせい 町 は、 むかし 方々 にあり しか ども、 くわん 永 

十九 午のと し 丸 山 町より 4 口 はせ、 今のところへ うつ 

さる、 

(十五) 十 善 寺 唐人 やしき 

唐人 やしき は、 その かみ 御藥苑 な. o、 しかる を： 享五 

たつのとし 地 割 あり て、 御 公儀 普請 にて たてら る、 あ 

くる 元 祿 二 巳の としはる ふねの 唐人より、 此 やしき 

へめ しお かる、 此 所の 

おとな 福 田 傅 次兵衞 高木 四 郞右衞 門 

組 ギ野ゃ 庄右衞 門 水 野 小 左衞門 

前は此 やしき 前に 薩摩 守殿屋 鋪有、 しかる を 大波 

場 へ 替 地に て、 其 跡に 唐人 道具 入 置く 藏た つ、 比 は 元 
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祿四 未のと し 春の 事 也、 同 秋 唐人 やしき 近所の 在家 

十五 軒、 十 善 寺 上の 山へ ひかれし、 麼人 やしき 火の よ 

うじんの ためと ぞ、 在家 引料壹 坪に て 三十 匁 九分 三 

厘 宛と ぞ、 

右 御 公儀よ.^ 下さる、、 

(十六) 出 島 町 

くわん 永 十三 子のと し、 南ばん 人町屋 におる 事 御て 

うじな されし、 是 によ つて、 まち 人 めん/ に 出 島 を 

きづき、 南ばん 人 を 召お きぬ、 子う しとら 三ケ ねんせ 

うばい 致し、 卯のと しょり なんばん 人 日本え 渡海の 

事、 かたくと いめら れぬ、 その 、ちくわん 永 十八 巳の 

とし、 ひら 戶 よりお らんだ 人 を 引と. 9、 此出 島へ めし 

おかる、 出 島ぐ ちの ばん は、 つねぐ ふなばん 壹人、 

町 年寄、 行司け らい 壹人 づ、、 一 日 一 夜 相つ とめ、 

諸 寧 帳面 に 書し るし 、毎朝 御 奉行所 へ 差 あぐる と 也、 

右の ほかに 一日一夜 づ ゝ、 內外 町より 相 か は に番 

をつ とむ 、白糸 割付 巾よ b もっとむ る 事 也、 しか し內 

外 町なら びに 割付 巾よりの ばん は、 おらんだ 入 、律 之 

n: よ.^ 九 2:廿= 出船まで なり、 右の ほかにね すのば 

ん五 人、 出 町より やと ひ 出す、 但し 出 岛のロ 明き 商 


東 


ち 

\ 
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賣始. -、 出船 迄 帳面 さし 上す、 

出 島 町 軒 數ニ拾 五ケ所 

人數 二十 五 人 

惣間數 二 四 問 六尺 ニ寸 

地 子銀赍 間にて 七 匁 三分 五 厘づ、 

上納 高 奢： 贯四： A 三十 二 匁 三分 五 厘 

宿ち ん鈒登 il に て 1 一 百 六十 三 匁 八 分 

五 拾 五貫目 

右お らんだ 人よ 出す、 


長 畸蟲眼 镜上卷 終 


出 島町圖 


0 


門 七 間 五 尺 

入 二 間 半 

石 樯ニ間 二 尺 

同 は 上 一間 一 尺 

惣ま はり 塀 

二 ほ 八十 六 間貳尺 

九寸 


 長 崎蟲眼 鋭下卷 ，  I 

長崎蟲 眼鏡 下卷 

(十七) 來朝井 漂着 

商ばん 人 日本へ 渡海の 事、 宽文 十六 卯のと しかたく 

停止 せられぬ、 しかると ころに、 あまかわよ. 0 使者 船 

のよ しにて、 なんばん 人 七十 四 人、 あくる 辰のと し 五 

月 十七 日 入 律す、 是に よ つ て 御上 使 加 々 爪 民 部 殿、 六 

n; 十四日 當 地へ 下着に て、 同 十五 ni なんばん 人 七十 

四 人と もに 籠舍、 同 十六 日に し ざ かにて 斬罪 せらる、 

船 はす、 れの 沖に てやき しづ めら る、 のこ b 十三 人、 

小 is- 船 一艘、 ならびに せん 中 粮料； 漁 さかなた き 木な 

んど給 は. 9 て、 七 月 十七 H に歸國 す、 其のち くわん ぶ 

ん三 卯のと し、 當 所炎燒 によって、 地下 町と しょり こ 

との ほかし よやくに ん拜領 して、 右の 船に 積み しづ 

めし 銀、 內外 おとな 一 人づ 、出合 是を あげ、 ろ はく 町 

にて 灰ぶ きにし、 銀座え 雨が へし、 相應に わっぷせ し 

と ぞ、 

〇 正 保 四 亥のと し 南ばん ぶね 二そう、 六 =: 廿 四：；： に 

いわう が 島 へ きたる、 廿六 H 入 律す、 是れ によって き 
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ん國の 大名 衆、 にんじ ゆ あまた 兵船 引ぐ し、 けいごせ 

らる、 しかれ ども 別侥 これな きょし 御 ゆるし かう ぶ 

,9、 八月 四日に 歸國 しぬ、 御ばん 所御當 ばん 松 ギ右衞 

門 佐 殿、 

〇 承應ニ 巳のと し 七月 十七 =n いなさに て、 唐 せん あ 

きふね 一 そう、 船た つると てやくる 、もとおく せん 町 

中 尾長 三 郞ね來 たる あんかい ぶね 也、 當地 にて 船 を 

つく. 0 歸. 0 しと ぞ、 

〇 承應三 午のと し 七： =： 四 H に、 _M ばく 山ゐん えお し 

やう、 萬 や 町い とや 七 郞右衞 門 方へ 來た る、 あん 海 出 

しの あきな ひ 船に のりて 來朝 せらる、 則こう ぶく せ 

ん 寺へ あげら る、 

〇 承應四 未のと し 七月 九： = に、 下町 石津長 右 衞門方 

に來 たる あんかい 船に、 木 海お しゃう 乘來 朝、 是 はふ 

くさい せん 寺 へ あげら る、 

〇 明將 三と.. >  のとし 二  G: 十六 H に、 即非 おしやう 陬 

訪町河^^呂干所 へ 求た る、 丹 山 船 に乘て 來朗せ ら る 、 

則 蘭禪 寺へ あげら る、 くわん 文 十 一 ねん 亥 五 ！=! 廿 

n に せんげ、 

〇 萬 治 元 戌のと し 六月 廿 四：：： に、 國 せんよ，^ 使者ぶ， 


ね壹 そう 入逮 す、 人數百 四十 七 人人 乘 わたる、 本 はか 

た 町糸會 所い わた 七 ざへ もんかた へ 宿 仰 付ら れ、 數 

n 逗^す、 しかれ ども 使者 幷 進物 等御ラ けなされす、 

九月 廿 = 荷物つ み 出し 歸 帆す、 

〇 萬 治贰子 のとし、 たかさ ごのお らんだ 人 を こくせ 

んょ. 0 おひお とし、 たかさ ご を こく せんえ 耿申 よし 

にて、 おらんだ 船お ほくな がさき へ にげ 來 にる、 此時 

をん なおらんだ あまた 來 たる、 

〇 萬 治 三 のとし、 21 本へ 渡海の 陳辰官 が 船.^ う ふ 

つと いふ 所よ. 0 出せん のと ころに、 おらんだ 人 かの 

川口 へ 出む かひ、 船荷 物お しとる、 是 によって 右の - 一 

ぎ 手 二十 人餘 におらん だ 船に 乘 ける が、 俄に 逆風 

にあ ひ、 薩摩 こしきの 前 へ た いよ ひよりぬ、 さつ ま番. 

所よ. 9 ばん 船 を 出し、 みぎの ふね こしきの 陸へ 引 上、 

彼 地より けいご を そへ、 かの 船なら びに 唐人と もに 

當 地へ おくらる、 則 御 せんぎあって、 くわれう ぎん、 

おらんだ. <  かたより 出し 申べき むね、 おらんだ 通詞 

志 築 孫兵衞 方へ 仰 わたさる 同 九 e: 十九 ul、 銀 二百 七 

十二 貫 六 百目餘 高木 作 左衞門 かた 迄 持參、 町 W 市 右 

衞門 かたに 宿せし ニ娜と 申た う 人よ び 出され、 右の 

蟲 眼鏡 下卷 


銀 相 わたさる、 唐人 は 則 船よりか えりぬ、 

〇 おらんだ 人 朝 せんの 地に て 破船の よし、 ながく 

てう せんにお，^、 かの 地に て 八 人 小船に 乘、 五島へ な 

がれ 來る、 則 五島よ. 0 長さき へお く. 0 こさる、 くわん 

ぶん 六 午の 年 八 M: 十三 U の 事 也、 右のお らんだい ま 

だ 七 人て うせんに 殘り 居る よし、 いろく そせ うい 

たし、 對 馬よ， 9 おく. 0 わたさる、 

〇 くわん ぶん 十い ぬのと し 八 おわ. 9 の くわいせ 

ん 逆風に あ ひ、 ゐ こくへ 漂着し、 やうく ふぢ からげ 

の 小ぶ ね を 作. 5、 十一 人乘長 崎へ 歸 朝す、 則ろう し 

や、 その ゝち尾 は. 0 へ 送らる、 壹人 まへ に 紺の 布子壹 

つ、 もめん はだ 着壹っ 3. 下しお かる、 けいごと して 與 

力 同心 町 使、 日 行事 人足、 已上 十七 人相 そ へらる、 

〇 延、 M 元 Fji のとし、 ゑげ れす船 五 廿四 =蓊 がんす、 

しかれ 共 御 ゆ るし なく、 船中つ か ひ 用 ほど 商賣 し、 同 

七 H 廿 六日 歸國 す、 

〇 延寶八 申のと し 六：：： 十七： 》、 ひう が 伊東 出 雲 守 殿 

方よ b  、はたに 人 十八 人 送られぬ、 則 もり 田與 三右衞 

門 方へ 一宿いた し、 あくる 十八 ロ& 所. へめ し 出され、 

御 せんぎの うへ、 同日 十 せんじ 小 やが けへ めしお か 

四百 五十 一 


 益 崎蟲眼 镋下卷  

る、 是 によって 內外 おとな くみがしら 兩人 づゝ、 一 日 

1 "仗ばん 相つ とめ、 しょじ 帳 めんに しるし、 毎朝 御舉 

行 所 へ ぢ さんす、 にんそく 內外 町より いだす、 右ゐこ 

く 人 十八 人のう ち 、十一 一人 だんく 病死す、 けんしの 

た め 、與カ 同心 、害つ うじ 町づ かひ 當番 のおと なくみ 

がしら 水 野 小 左衞門 まかり 出、 5^だ1禪寺へ是をそぅ 

す、 九 月 十九 日 右 はたに 人乘來 たる ふね、 ならびに 船 

道具 どもう. 0 はら ひ、 銀 子の こる 六 人の もの どもへ 

つか はされ ぬ、 此外布 子 六つ、 ほしう を、 白米 二 石、 ぢ 

さんの ためく だしお かる、 出 鳥へ つか はされ、 おらん 

だぶ ねよ， 0 じ やが たらまで、 おく. 0 といけ 申べき よ 

し、 

〇 負享ー 一？ ji のとし 六月 二日、 南ばん 船 入！ ir 

しゅはん はうて ごす 

まに やる き 10* る 

右兩 人口 上書 

1 := 本人、 あまかわの うちまかれ いらと 申 島へ、 當ニ 

月 七：：！ にへ うち やく 仕 候 由、 あまかわ かしら 分の 

ものうけ たま はり、 此 たび 乘來 た. 9 候、 せん 頭 を ま 

かれ. Q らへ つか はし、 ぎんみい たし 候のと いろに、 


】 百 五十 _ニ_  —卜 


あまかわ 住宅の もの、 日 本人の よし. s. 候に つき、 あ 

まか わかしら 分の 者、 n 本の 御 儀を大 せつに 存た 

てまつ. 9、 此 たび わざと ふね をした て、 此 一 一人 を 相 

そえ、 すな はち ：n 本人 十二 人お くり さし 上申に つ 

き、 あまかわ かしらぶんの もの 書つ け 一 通に、 たう 

じんや わらげ いたさせ、 相 そ へ さし 上げ 申 候、 商 買 

のお いれ 御座な く 候 ゆへ、 荷物 少 もつ み來た b 申 

さや 候、 も つと も 今度の 渡海、 何 かた へ もよ せ 申 ざ 

す 候、 こんど ：《 本人 十二 人 日本え つれこし さし 上 

げ申 候、 御う けと. 9 あそばされ 、御せ うもん 拜 頭な 

させられ 下さるべき むね、 あまかわ かしら 分の も 

の 申 わたし 候、 

1 CS 本人に 南ばん 宗門 申 聞 候 やと 御 たづね あそばさ 

れ候、 双方と もに ことば 通じ 申さす、 ことさら 日本 

御 さはう の だん、 かねて つぶさに うけ 給 は. o、 か つ 

てお 門 申き け や 候、 その上 日本人 あまかわとう. 0 

う 中、 別 を 中 付 召 置 候 ゆ へ、 いさ ゝか宗 もんの 儀 

など 申閒 けす お、 上、 

1 六 二  兩 人 


入 律の 日本人 十二 人 

n 上書 

、わたくしども 儀、 伊勢 國 わたら ゑの こ ほ. 0 神社む 

らの者 どもに て 御座 候、 たき 木商賣 のた め、 われ 

われ 手 船 十八 段 帆に 乘、 去 子 八 H: 十八 日國元 出せ 

ん、 同 H ま 野の 內三 うらと 申と ころ へ ちゃくせん、 

九 H: 三日 三 うら 出せん、 その、 ち 伊勢 國 さいら と 

申 所へ 着、 同月 廿 三日に S3- せん、 いづ の國三 うらと 

申 所に 着 、十月 七日 伊豆 國 下田 御 番所に 着、 御 あら 

ために あ ひ、 同 十五 S にし も だ うら 出せん、 同日 三 

うら 地 ゑの 木と 申 うらに 着船、 同廿 三日 江 5, しな 

川 へ 着、 同廿九 = "川 入、 江 月 みなと 町大 こく ゃ與平 

次と 申と ひやに 着、 商賣 しま ひ、 霜 月 十五！ H に 江 5- 

出せん、 同日 三 浦のう ち 浦 河と 申と ころに 四 HIO 

う. 0 う 仕、 それより しも だ 御ばん 所に て 御 あらた 

めにあ ひ 、十一 一月 廿五 H 迄とう. 0 う 仕、 同 H 七つ じ 

ぶん 出せん、 あくる 廿 六日の ばんいせ 大山と 申 沖 

ょ..^北風にふきながされ、 三十 二  H の ぁゐだ 山 一 

ゑん 見え 申さ や、 當正 C: 廿六 ：！：、 あまかわの 沖の し 

まに と. 0 つき 申 候、 同廿 九日た うせん 見かけ 中 候 

四百 玉 十三 


長 埯蟲眼 镜下卷 


四 la 五十 四 


て、 わたくし 船より はし 船 をお ろし、 たう せんにつ 

かわし、 米 三 斗 ほど もら ひ 申院、 すな はち 此 たうせ 

ん にたす けられ、 二月 五 HIK 川よ. 5 二 里 ほど 下に 

か ゝ b 申 候と ころに、 天 川より けんし をつ か はし、 

わたくしども つれまい，^ 候、 同 六日 引 ふねまい. 5 

候て、 七 H に あまかわと. S. 所へ 引付 申 候、 同 八 H 九 

H 兩 U 船 道具 こと <>\ -く あらため、 のこらす くが 

へ あげ 巾 候、 同 十 E よ. 0 せん 中人數 おか へ あがり、 

やしな はれ 申 候、 其 上 かたびら 帶 あまかわ かしら 

分よ. 0 たま は. 0 候、 ぃろ^ »f ：> ん しゃく 仕. 0 候へ 

ども、 たって つか はし 申 候に つき 申う け院、 しんし 

やく 仕り 候 だん、 ことば 通じ かね 候 へ ども、 とし 比 

七十ば かりの H 本人 女 出 あ ひ、 せう く 日本 こと 

ば 通し. S. 候 ゆ へ 、右の だん 申 候、 

、わたくしども ふねに 葉 たばこ 五十 五 固、 江 より 

つみまい.. 申院、 あま わにて すておき 申べき と： B 

候と ころに、 あまかわ かしらぶんの 者、 一 ゑんせ う 

なん 是 なく、 銀 八 百廿五 匁に う. 0 はら ひた ま はり 

候、 ふね をもう りに つか はし 申され 候へ ども、 買手 

御座な く、 かしらぶんよ. 5 大工つ か はし、 とかせ 申 


され、 船いた のこらす 銀 六 百 目に う. 0 給 はり 候、 右一 

の 銀の 內 より 百 五十 匁 大工 ちんに はら ひ 申 候、 殘； 

てづ ないか.^ 帆 麻 道具 買手 御座な く、 此 ふねに つ 一 

みまい. 0 候、 

1 、われく 天 川とう りう 巾、 右のば、 を もって、 宗 

門の 義中聞 候 やと、 御 たづ ねな させられ 候 へ ども、 一 

さやう の義ー 言もう けた ま はら や 候、 尤 せん 中に 一 

ぉゐて 言ば 通じ 申さす 候 ゆ へ 、 猶 以てう け 給 は， 9 

申さ や 候、  ， 

右の 通 .9 いつはり. S. 上ざる しゃう こ は、 みさき 下田， 

兩 御ばん 所の てがたお さん 仕、 さし 上げ 申 候、 以上、 一 

？ H 六月 二日  一 

覺  一 

一 、 一 昨 U 御 けんし を もって 御 たづね なされ 候、 今度 

あまかわへ ひょうちゃく にっき、 かのちとう りう 

中 または 船中す がら、 四十 七 人の 南ばん 人壹 人に； 

て も、 此十 二人の 曰 本人に 南ばん の 宗門お しえ 申： 

候 や、 または 日本人のう ち膏； 人 にても、 宗門の ぎな 一 

らひ申 候 や、 有て いに 申 あぐべ く 候、 昨日 日本人 御 一 

うけ 取 なれ 候 あいだ、 御 せんさく のうへ 白狀 いた 一 


し 候へば、 われ - ども 申 ぶん さう ゐに罷 な ト， 候 

あいだ、 せん 中した ぐな をく せんぎい たし、 か 

くれな く 巾 上べき むね 仰ら れ、 せう ち 仕 候、 一 昨日 

御 出の 御 けんしへ 申 上 候と をり、 われ/^ 二人の 

もの は 申に およばす、 せん 中した <\ -壹人 にても 

かってし うしす、 め 申さす 候、 まして 双方 口 通じ 

申さす 候う へ は、 宗門お しえ 申さす 候、 その上 日本 

御ち やうし の だん、 かねてう け 給 はりお よび、 宗門 

傳 へ 申 心 ざし、 ぞんじよ， 0 も 御座な く 候、 そのた め 

かくの ごとくに 御座 候、 以上、 

a 六月 四日  南ばん 人 二人 ^ 

右 漂着 拾 二人 名  ま 

はゝ 一 人 あね 一 人  太 兵 衞 一一 十ーー 

さいし 有レ之  與兵衞 四+. 四 

あね 一人  せん 八 三 4- 四 

父 一人 あね 一人  利 右衞門 二十 八 

兩 おや 兄弟 三人  治 右衞門 二十 四 

は、 兄弟 二人  三 四 郞ニ 十二 

兄 だい 三人  治 郞十 七 

ぶん 祌社 むら 


は、 兄弟 四 人  庄 三 郞四 十 

父兄 弟 三人  甚 三 郞 三十 1 

兩 親兄弟 五 人  庄 五 郞ニ 十五 

おや 兄弟 四 人  十 兵 衞三 十八 

二親 兄弟 妻子  太郞 兵衞ヨ 十八 

此分 ふぢ はら 村 

籐堂 いづみの かみ 殿領 ぶん - 

あまかわ かしらぶんより、 H 本人へ つかわし 候ゐん 

ぶつ、 

かたびら  十二 

あさぎ かたびら 十二 

しすのお び  十二 

島 小 ぎれ  二つ 

金 四十 兩 I 步 

銀廿 一 匁 七 分 

唐 銀 三十 八 匁 

右 せん 頭 太 郞兵衞 方へ 

米  六 俵 

干う を  三 からげ . 

ばん  十六 袋 


長 綺蟲跟 鏡下卷 


ra 百 五十 五 


—長 崎蟲 眼鏡 下卷 


K 百 五ャ六 


銀  八 匁 

金  五 兩三步 

右 狸 右衞門 かたへ 

〇 ^享四 卯のと し 十  一 e: 六： n に、 紀 伊の くにへ 呂宋 

船 漂着の よし、 紀州 様よ..^ 引 ふね あまたに て 御お く 

. ^有レ 之、 死殘 るる すん 人 一 人來 る、 船な がさ 十二け 

ん、 江 SV 町大 はとに めしお かる、 

〇 元祿 五未のと し 五月、 松 だいら さつ まの 守 殿より、 

街 人 二人 御 こし、 たう 人、 おらんだ、 その外 はう，^ 

通詞、 いろ//^ 口つ かひ 見せ 候ても * 一  ゑん 口 通せ 

す、 是 によって らうし やにめ しお かる、 薩摩 にて 八 人 

有 レ之內 、六 人相 はつる、 

但か はやん 人と 中た う 人に てこれ あるよ し 

〇 元祿 六と. 9 のとし なつ 船に、 唐 僧 三人 畏 崎に 來朝 

せ. o、 福 州 寺、 南京 寺、 とんちう 寺へ 一人 づゝ 居住 あ 

る ベ きのよ し、 江 より 申來 る、 

〇 同年 八 s: 四：：：、 しゃむ 一 そう 入 す、 此 ふねに か- ン 

ちの おんなた う 人 九 人乘^ たる、 すな はち 船よ. 0 あ 

げ、 御 せんさくの ところに、 海上に て はそんに あ ひ、 

たすけの せ來 たるよ し、 しゃむ 人 申に よって、 またし， 


ゃむ人船ょ-^^きはんす、 

〇 同年 八月 八 cn  、しゃむぶ ねに、： Z 本し あくの もの 七 

人の せ來 たる、 是は去 ねん 十 月 の 比、 風に ふき 流され 

たる を、 ふだ せんより たすけ 置、 此 たびし やむ ぶね に 

乘來 たるよ し、 政所え めしよせられ、 口上 御き、 なさ 

れ、 江戶 左右 是 あるまで、 あがり やへ めしお かる、 

〇 同 八月 廿 九日、 ふだ せんより：：： 本人 七 人の せ來 る、 

同 あがり やに 召お かる、 件の 者：！ i 國の よし、 

(十八) 雜說 井炎燒 

〇 その かみ 日本人、 異國 へ とかい 心の ま \ なりき、 そ 

のの ち御舉 書て うだいし、. な こくへ とかい 商賣 をな 

す、 右の おもむき、，、 わん 永 十一 いぬのと しかた く  》 0 

どめら る、 

〇 慶-ぉ 十. 1 ハ. Q のん し、 まっくら 修 理殿舉 行 にて、 やき 

しづむ る 所の^ ばんぶ ねの きんぐ、 好 雲水 學 など 

い ふ もの あげ 來 たると ころに、 久しくと いめら れて、 

あぐる 人 もなかり し を、 承應ニ 巳のと し 町と しょり 

中 へ 、しづみ 荷 も つ きんぐ は いれう し、 江 戶町町 田 

市左衞 門才覺 にて 十 ケ年餘 あぐる、 

〇 くわん 文 三 卯のと し 三 八：：：：、 下ち くご 町 ひぐち 


宗右衞 門 に はかに 亂氣 、自家 に 火 を 付、 巳 の 刻よ b あ 

くる 九： n 巳の 刻まで やくる、. その 比 は町數 うちそと 

一 六十 六 町 也、 內六 十三 町 やくる、 但此內 六 町 は 半分 や 

くる、 

家 數ニ千 九 百壹軒 

本 町の 間にして Kn 廿四 町；^ 四 問 二 尺 二 寸七步 

ハ nr ー兩 がわ 町 百 五町 借 間 六寸六 

.1 片 がわ 町 • 十九 町 四 間 一尺 六 一 

やけのこる 町教九 町、 內六町 半 ぶんの こる、 

一 家數 三百 五十一 軒、 

本 町の 間にして 拾 參町半 拾 二 間 五 尺五步 

兩 がわ 町 拾 二 町 半 三 間 四 尺 四 

...^h がわ 町 壹町八 間 五 尺 ニ寸五 

米 ぐら ゑんせ うによ つて、 ち く 前、 肥 前、 ； 肥 後、 大む 

ら、 ギ 5/ 岛 ばら、 あまく さえ 米 大豆 之 儀、 仰つ かわさ 

れ、 米 大豆 石高 一 萬 五 千 九 百 八十 一 石 五斗 五 升 を、 右 

七ケ 所よ さしこされ、 ねだん そうばよ hN げじき に 

て、 町中へ 拜借 仰せ 付ら る、 

町 はい 通. n- すじ 四 間 

わき 町 三 げん 

iiCi 崎蟲 眼鏡 下卷 


みぞ はい 壹 尺五寸 

右 之 通 ひろくなる、 

御上 銀 二 千 貰 目 

a, 千 貫目 內町 

千 貫目 外 町 

たつのとしよ. 0 十ケ ねん、 銀 上納 御 さだめ はいし 

やく、 

內町 壹 間口に て 

二百 九十 匁 二 りん 三毛 三絲 

外 町 は 上中下 有， 之、 

上 之 町 百 二 拾壹匁 九分 四 りん 四 

中 之 町 九十 七 匁 五分 七. 0 ん七 

下 之 町 七十 三 匁 壹分六 りん 六 

是も壹 間口に 付て 也、 

寺社 方 三十 三ケ所 ゑん じ やう、 

銀 高 合 ts^ 十三 貫 二百 五十 匁 

兩舉行 御 やしき 類火、 是 によって、 松 1^ 肥 前 守 殿 奉行 

にて ふしん 在レ 之、 

手傳末 次ギ藏 


四百 五十 七 


«K 崎蟲 眼鏡 ド卷  

獄： t: ゑん じ やうに よって、 松 平 丹 後 守殿舉 行に て、 竹 

木 大工 人足 等 迄 さ が より さしこさる、 

ゑん じ やうの みぎり、 めしう ど ども 出し まへ めしお 

かれ、 國々 よりう け 取りの ししゃ 來 たり、 御 あ づけ 

有レ 之、 その ゝ ちらう や 出來之 上、 本の ごとくめ しお 

かる、 

宗 もんの おんな 三十 一人 

右大 むらへ 

同  をと こ 四十 人 

右島 ばら へ 

同  をと - j 六十 一 人 

右 ひせんへ 

合 百 一一 一. 十二 人 

〇 くわん 文 七 未のと し 五月、 諸方の 者て うせんえ 渡 

海し、 商 買す るの よし 訴人 これ あり、 御 せん さぐのう 

へ、 同 十一月 晦 H に、 めしう ど 共 八 人 斬罪 せらる、 家 

財 は御闕 所、 妻子 は 奴に 下さる、 對島之 者 は、 あくる 

とし 正月に つし ま へ 渡され、 ちう せられけ ると なん、 

〇 くわん 文 十二 子のと し、 內 そと 大 町より 御 そせ う 

申 上、 御 わけ 是 あ-り、 出 じ ま 町と もに、 內外町 かす 


 四百 五十八  

十 町になる、 

築 町 今 下町 新興 善 町 大 こく 町 東上 町 

上筑 後町 出來 大工 町 南- iit 町 本 古川 町 東 

古川 町 中 鉗屋町 束 はま 町 出 來かぢ や 町 

新 石灰 町 已上 十四 町 也 

但、 出 來かぢ や 町 は、 あくると し 御 わけ 有,， 之、 

〇 くわん 文 子のと し 町中へ 御 銀秤倾 して、 町々 門 を 

たつる、 

〇 延 はう 四 辰のと し、 すへ 次ゅ藏 幷家來 かげ 山 九 太 

夫、 唐つ うじ 下田 彌三ゑ もん、 彌留九 郞右衞 門、 唐人 

えみつ だんし 異國へ あきな ひ 舟 仕出す ベ-きく はだて 

有レ 之よ し、 正 R: 九日 御 せんぎ はじま. o、 同 二 十八 

日、 1^ 藏 父子なら びに 智！^ 左 衞門を 松 平 右 衞門佐 殿 

へ 御 あ づけ 有レ 之、 浦 五とう 町 くらやしきへ 召お か 

る、 平 藏母俄 は、 大久保 加贺守 殿御 ぁづ か. 5、 新 町く 

ら やしきに 召お かる、 御 せんぎの うへ、 かげ 山 九 太夫 

下田 彌三ゑ もん、 彌留九 郞右衞 門、 此 三人の 者 ども、 

四月 廿 五日 ふゆうが しまに て 詠 せらる、 子ども 斬罪 

あるひ は 流罪、 さて また 四： =： 廿九 =: 牛藏 父子 改易 流 

罪、 配所 はおき の國、 松 だ ゐら出 羽 守 殿よ AN、 使^！^^三 


人來 た.？ フけ耿 行、 母 儀 は！^  御領え ながさる、 1^ 左 

衞門事 は 御赦； s、 ならびに 息女 二人ともに 上方へ 引 

, 】 し、 平藏 やしき 家財 等御關 所、 同年 冬 やしき は 高木 

作 右 衞門は いれう、 平 左衞門 やしき もめし 上られ、 御 

糸 役所と なる、 平藏 にっき そ ひ 行 小 性 角 彌と申 もの 

年 十六、 

右平 藏御 せんさくの ため、 松 だ ゐら主 殿 頭殿當 

地へ 御 こし 有， 之、 

〇 ゑん はう 八. & のとし、 諸 こく 不作に よって、 八 木 f 

高 じきにな. o、 下々 こんき. うする 事 はなはだし、 御す 

くひと して 肥 後 米 五 百た わら 下しお かる、 內そと 町 

中 ぎんみの うへ、 一 人 まへ に 二 升 二 合 九 勺九才 宛、 と 

.5 の 二月 わっぷす、 同 四 五 百 俵、 これ はふく さ い 寺 

へつ か はされ かゆ 米に す、 是は正 月 十七： H より ふく 

さい 寺に て かゆ をた き、 一日に 一 ど宛是 をせ ぎ やう 

す、 此米 ふそくに よってな り、 はじめは 三千 人 餘每日 

來た h- 、しだいく にお ほく 成 ま、、 町々 ぎんみのう 

へ 、ふだ を 出せし によって、 I 一千 四 五 百 ほど あ. 9 しと 

なん 他 國には 餓死 も ありけ るよ し、 長さき に は ひに 

ん こつじきお ほ けれども、 餓死す る もの はな か. 0 し、 

11^ 崎蟲 眼鏡 下， ¥  .  1 _ i 


〇 延 はう 九と りのと し、 唐 船 九そう やう 銀 高 千 

六 百く わん 目、 是 によって 長さき 中 こんきう におよ 

び、 そうふく 寺へ 施行の かゆた かせら る、 およそ 取に 

來 たる 人數五 千： 61 五十人 ほど あ. 0 き、 

〇 元祿五 申のと し、 當 はるよ. 9 唐人お らんだの ほか 

は、 ぶたに はとり 等 食す る 事 をと いめら る、 

(十九) 白糸 貨物 代物 替 

〇 白糸 わっぷの 儀 は、 東照大 祌君嚴 命に よって はじ 

まる、 なつぶ ねに 來た る絲 上中下 を わけ、 此 ねだん を 

もって 冬 船 あぐる、 春 船の いと も、 おなじね だんに し 

て 中間へ 取 事 也、 しかると ころに、 承應三 午のと し 

冬ぶ ね、 ひつじの とし 春 船、 しらい と 高 十三 萬 斤餘っ 

み渡る、是にょっ て上がたそぅば下ぢきにな.c^、ゎっ 

ぷ 中間 そんしつ 有、 唐人 手前ね だん 立 か へ たきむ ね、 

たび- 申と い へど も、 唐人 承引な く、 右の ふゆぶ ね 

越年す、 同 四 年 四 月 十六：^ わっぷ 御 やぶ. 0 捨、 右の 

いと 御 公儀 へ めし 上られ、 代鈒 として 五 千 五 百 貫目、 

唐人 かたへ はら ひっか はされ、 右の いと 二 千 七 ：6 廿 

二 丸 出 じ まに て荷づ くり ありて、 內千. 三百 六十 一 九 

は大さ か へ 御の ぼ せ 有い 之、 相殘 る分當 所お となく 


崎蟲 眼鏡 下卷 


四}0 六 ャ 


み 頭幷に 地下 中た びの 商人え、 しんだいそう おうに 

元ね だんに て 下さる 、此元 代 銀 京都お 是包 にして、 極 

月 十五： n に大坂 御藏へ 上納す、 その、 ちしら 絲も諸 

色 同前に、 相對の 商ば いと はな ひぬ、 しかると ころに 

^享 一 一年に、 しらいと は 東 照祌君 御し おきの ごとく、 

わ つ ぷ 中え ねだん 相き わめ、 いと かひ 取、 まし 銀 五ケ 

所 わっぷ 中と して はいぶんす、 丸 高 はせんれ いの ご 

と く 

京 百 丸 江 II； 百 丸 大坂 五十 丸 驟百廿 丸 

長さき 百 凡 

右 五ケ所 丸 高の ほかに、 分國の ごふく 所 わっぷ 高 あ 

りと い へど も、 しげ 、れ ば, し +  ずる、 

〇 くわん 文 八 巾のと し 三： 廿 二：：： 御舉 ®I 到來、 ■ 

ゐ こく. に御 ちゃう じ もの  >- しな. <^ 

鍋 わた 麻布 類 お. 9 木綿 幷 にく，. > わた 

うるし ^ 

但、 あか ね は 御 そせ う 申 上 御 ゆるし、 

油 酒 此武色 は 船中に てっか ひ 用 ほど 御免、 

ゐ - 1 くよ. OH 本ね もち わたる まじき しな <^ 

たん がら 丹つ ち きゃら 皮 ひ よん かつ 生類 


きんし さんご じゅ らしゃ ら せいた 

小間物 道具 やくしゅに ならざる から 木 

やく 種に ならざる うへ 木 類 

おらんだの まげもの 

そうじても てあそび もの ゝたぐ ひ、 衣頻 になら ざ 

るけ つかう 成お り 物 

右の おもむき 唐. <  おらんだ 內通詞 方へ 仰 わたさる、 

〇 くわん 文 十一 一子のと し、 おらんだ 方へ は、 金子 i^It^ 兩 

代 六 拾 八 匁が へ、 唐人 かたへ は、 ぎんす にて あいわた 

す ベ きょし 仰 わたさ る、 

〇 同と しく わ も つ 御 一 法 はじまる、 その 、ちい：： S 孕 一 1 

a のとし 御 やぶりす て、 此 とし 迄 十四 年になる、 

〇 貞享 二？^ のとし 秋ぶ ねより、 おらんだ 銀 高 三千 貫 

目、 il" 船 銀 六 千 賞 目、 あわせて ざんだか 九 千 貫目、 此 

分 御定、 

〇 同 五た つのと し 秋ぶ ねよ h -、 唐人 船 かす 七十そう 

仰せつ けられ、 商 買いた すべ きむ ねお ほせ わたさる、 

あくる 元祿ニ 巳の 年、 春 船 廿艘、 なつ 船 三十 さう、 冬 

船 廿艘、 合 七十そう ぶん 商 買 仰 付ら れ、 あま b 船 はつ 

み もどす、 おらんだ 船 かす は 御 かま ひなし、 其 ゆ ゑ は 


おらんだ 一 ぶん 銀 高 御 さだめの ゆへ 也、 唐人 は國々 

たが ふに よって、 船 かや を もって わ.^ 付ら る、 此 とし 

より 唐人、 十 せん 寺 やしきに めしお かる、 事と はな 

b ぬ、 

〇 元祿八 亥のと し 八 2:、 江戶 にお. Q て ふしみ ゃ四郞 

兵衞 に、 唐人お らんだ 兩方 にて 高 千 M 目 代 もの 替ぉ 

ほせ 付ら れ 、十月 八：：： 長さき え 下 清す、 いまだ 秋 船長 

さきに 殘. 0 居、 是 にて 商 胃す、 

高 千赏目 

內 

六 百 六 拾 六 貫 六 目餘 

右 は 人 方 

三百 三十 三 賞 三百 目餘 

右 はおらんだ 方 

右 千 貫目 德用 之內 

千 五百兩  御 運上 

七十 莨 UJ  唐人 商賣方 

德用 一 ゎ..^地下ね遣す 

拾 五貫目  おらんだ 方 

德 川五步 地下ね 遣す 


合 百 七 拾五贯 m 

〇 元 祿 九 子のと し 正 fl^ 、ふしみ や 四 郞兵衞 に、 つが 

銀 高 五 千 貫目 代物 替仰 付ら る、 

右の 內 

四千 五 百 貰 目 唐人 方 

五 百く わん HI おらんだ 

春 船 二十 艘  千贯目 

夏 船 二十 艘  千 百貨 目 

同 十艘  四百 廿赏目 

同お ひわり  四百 八十 貫目 

秋 船 二十 艘  千 四百 貫目 

同お ひわ.^  Ku 貫目 

おらんだ 方  五 百 貫目 

都合 五 千 貫目 也、 

右 之 利 銀 

合一 一千 七 百 三 拾 貫 四 西 三 拾 匁 三分 三 厘 

內 

銀 六 百 貫目  金 壹萬兩 分 

右 御 速 上 銀 也、 

四十 貫 五 百 三 拾 七 匁 九分 二 厘 
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ささいして てらと め  欝は' 咬ミ 黄' お iil 

い い まれ すめ ん  花ん nglM  乂珍 

き           じさ  ゃ吧 I： 

ま い  鳩 k 


cJi 崎蟲 眼鏡 ド卷 - 


四百 六十 二 


右 代物 替會所 人 用、 


殘 i 咼 

一 一千 八十 九 貫 八 百 九十 二 匁 四 分 一 厘 

是を 三つ わ b にして 一 つ 分 

六 百 九十 六 貫 六 百 三 拾 匁 八 分 五毛 

地下 中へ 遣す 

同 二つ 分 

千 三百 九十 三贯 二百 六 拾 一 匁 六 分 六 厘 

ふしみ やぶん 

〇 元 祿十？ ^のとし 正：：： 廿  一！：：、 ふしみ や 四 郞兵衞 代 

物 かへ 召 上られ、 長さき わ 仰 付ら る、 めう がの ため、 

四ず；： 五千兩 のこら やさし 上可レ 申む ね、 地下 中より 申 

あぐる、 其內 赍萬兩 地下 中，^  く. たしお かれ、 殘る三 萬 

五 千 雨 御 うん 上と 成け ると 也、 

(二十) 異國渡 端物 字^ 


しゅす 

八 糸 


と- 0 めん 

\ ^甚， 

なんきん どんす？ 


とろ めん . . , 

機褐 純 子 

12 め りんや 

綜 綾子 

け A ち- フ 


緩 木綿 花 布 葛布 天 あ i 


霜 降 花 布 光花 布 

毛に HI 


ち； ろけん  は ゼなユ 

木綿 鎖 服 ® 燕 布 

し § ちん  た ひゐ  しょこ 八 

七 絲ニ彩 紙 

やかた ほっけん  ら せいた 

王銷 金 巾 木綿 羅背板 

さ，, -くづ し 

算崩 

花 毛氈 

右 之 外 段物 

さ む そぎ 

ベ る へ とわん 

ぎがん 

か あさ もめん 

あれし やかいき 

ふら あた 

れいが どうる 

ころ ふくれん 

あるめん さい 

さるせ 


五 糸 

し T 


金 花 布 


さらた 

さらた 金 入 

また ふぎがん 

また ふ 

あれし や 

べんから 

かべち よろ 

すた めん 

さえつ 

i  II  、， . ，し 


日本 渡海 御 停止 國々 


ほる と ぎ す 

。よ 、やん 


呂宋  いすば. 

かす てら ま ん て 

ゑげ れす 


ある 

さ ん 

らか 

こん 

おく 

さ あ 

へる 

かる 


. や 

-ら 


右 は 南ばん 人と 號し、 則 切 死丹國 也、 

或 人の いはく、 日本と もに 文字 通す る國々 は、 はし を 

もっても のく ふ、 橫 文字の 國々 は、 手つ まみに して 食 

-v*- ると な h-.  < 

横文字の くにぐ  一 

ち P んは  た に  ろく 二ん  し& むろ 

占 城 太 泥 六 甲， 暹羅  . 


た？ 1- さ ごたいわん 

東 寧大寃 ともい ふ 


番旦 

柬埔寨 もうる 

唐人の ほか 

琉球 

きん  かつち 

東京 交趾 

右 の 外、 本 唐人 國 々 多く、 事 繁き故 愛 にしる さ す、 

(廿 一 ) 海上 路程 

ちゃん は.^  一  千 七 百 里 

たに P  二 千 二百 里 

ろつ こん.^  二 千 二百 里 

しゃむろ じ  二 千 四百 里 

まし やわ.，"  三千 五百里 

はたん は  三千 五百里 

もろこ^  一  千 七 百 里 


じ やが た、， 

おらんだ は 

か ぼうち や. Si 

も. フる  S. 

朝鮮 P 

hy う き う ^ 

たかさ ご ^ 

とん きん 卩 

かう ち 

南京  ひ 

北京 ^ 

廣東  ^ 


三千 四百 里 

一 萬 一 一千 九 百 里 

千 八 百 里 

三千 八 百餘里 

對 馬より 四十 八 里 

三百 四十 里 

五 百 二十 六 里 

千 五百里 

千 三百 サ里 

三百 四，： 里 

五 百 通 

九 百 里 


此の 國 夏至の 日、 いたいき のうへ にあり て かげ 

なし、 

^ 五 百 四十 里 

台 州 は 三百 二十 里 

潭州  は  六 百 三十 里 

^  三百 里 

是明 州の 津也、 しかれ ども 今 は 寧 波よ， り來 たる 

故、 此國 より 入津な し、 


四百. 一 ハ 十三 


入 

曰ミ樂^a^ミ聲 


畏崎蟲 眼鏡 下卷  四百 六十 四 


寧 波 は  三百 里 

阿媽港 ^ 九 百 里 

呂宋 ね  千 八十 里 

(廿ニ)廣ー1^,曰遣用字づくし 

ま づ唐昔 を しらむ とお も はい、 左に しるす 五十の 字 

を もって、 文字の よみやう、 二 首のう たにて しるべ 

し、 是を 知る とき は、 御經 詩文 何 にても 唐 昔に よまる 

る 也、^ にい ふ 語に も 唐 昔 有、 行燈 蒲^の たぐ ひ 也、 

あいう ゑ を は ひふへ ほ 

かきく けこ まみむ め も 

さしす せ そ ゃゐ ゆね よ 

たちって と ら， 0 るれ ろ 

なにぬ ねの わい う ゑお 

歌に いはく、 

一 は 五に 二 は 四に かよ ひ 五 は 三に 

二三のと き は 本 座 か へし ぞ 


Ifd  五三 

^ アン 和  4ai トウ 和  *!?r> コン和 

^ チン 蜜  ソン S  .sr キン S 


本 座 

、ソン is  お ズン#|^ 

うたに 


i クウ 和  ，，^,.1 シャゥ 和 

通ッン *«  枉 


引 ははね はぬ る ははぬ る 入聲の 

二字 は 下略 三 字 中略 

ふくつち のかな つきた る をい ふ、 例へば- 

ガ唐 十ジ唐 陸 リ唐 

ラ唐 悅 H 廣 鐵 テ唐 

一一 唐 吉 キ唐 

右の 分 下略に してい ふ 

三 字入聲  ， 


力 口 


ソ 


引よ はねと は 

キヤウ  チウ 

竟 キン 忠 チン 

n ク 

孔 クン 

i5 ぬ る ははぬ る と は 

シ ェ ン  シ ン 

春 シン 辰 シン 


キン 


何れも 此格を 以てしるべし、 左に 唐 昔少々 是を あぐ 

單衫 ひとへ 物 布衫 かたびら 


單衫 

ビ ク 

被 子 

マ アブ 

麻布 

キン ヅゥ 

金子 

一 兩 


ひとへ 物 

よぎ 

ぬの 

きんす 

一 りゃう， 


銀 子 


かたびら 

ちわん 

おび 

ぎんす 

一 匁 


朋:； 女? 岳- 娃チ阿 7 阿 7 姨 i 阿 T 父 7 祖 Ijf- ミ 符ミ饅 Z 酒 S 飯 ミ筆ィ ピ硯? 沈 t 絲ミ茶 t 
友 さ 壻;? 父 7 兒 ル姐= 兄ミ娘 t 叔ミ親 t 父 7 子ノ      [ミ ン子 ツ匣ァ 香， 線 f 瓶；: 


腸5腰ミ齒"ノ鼻ィピ眼ぅ妖ミ竹な^^】;)^路'レ地ひェミ下ミ醫1 

ン  精 子 さ 濕シ露 t 霓？ 兩ィ 生う 


啞? 蟪ュ 岳 = ^堂 t 阿ァ弟 n まル阿 Tfi- ム祖 ツ菓 さ芋ィ 豆^ 粥? 墨ボ 水' 脚: 茶' ナ 

子'， 7 母ム兄 t 妹'、 郞: 子;^ 伯'、 親 t 母ム 子';^ 子ツ腐 7 子ッ滴 デ筋チ 爐,. 壺 7 
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いしゃ 

あめ ふ る 

にじ 

おしん 

みちじる し 

い ゑ 

^ナ、 ノ 

力. t こ 

ょナゅ 

はな 

よ 

こし 

はらわた 


肓子 めくら 

ヒ ヤサン 

下 霜 しも ふる 

ビ、 ズゥ 

氷 雹 あられ 

フリ ヤン 

. ^ャ イシ ヤン 

街 上 町 

フ ワンチ ュ 

方 柱 はしら 

チウ フ ワン 

ll ^ぼ た 1 

卓子 つくへ 

鬼 魅 おに 

耳 る、 

so した 

0 かみ 

ヒ m ン 

胸 むね 

背 せなか 


一 二三 四 五六 七 八 九十 百 千 萬 億 

チャン キ チン ェ ン キン ス 

長 崎 虫眼鏡 終 

ギン" イジ チ 二 ンシ ン シャン ヱキ イシ ヤン. ジ 

元祿 十七 年 申 正 H 吉祥 日 

大坂 高麗 橋 壹町目 富 士屋長 兵 衞板行 


茶わん 

いと 

ち A こう 

ふで 

めし 

さけ 

まん ぢぅ 

竹 子 

もち 

おい 

ち、 

をぢ 

おば 

あに 

あね 

ぉゐ 

しう と 

むこ 

ともた ち 


茶つ ぼ 

こたつ 

火ば し 

水 入 

かゆ 

さか づき 

とうふ 

いも 

くわし 

は、 

をぢ 

子 

おと、 

いもと 

いとこ 

しう とめ 

よめ 

をし 


I  三 河 雀  —   

三 河 雀 序 

夫 胡漢の 諺に、 積善 は餘慶 あり、 陰德 陽報なん ぞ是を 

うたが はんや、 于ぃ玆 ^享 二. If:" 一河の 國！ ：6 郡 三 渡 野 

村と 云 ふ 所に、 西 阔順禮 せし 黎民、 延 la! 年中 石觀音 を 

建立せ. 0  、元祿 ニ歲の 顷ょ. 0 甚成應 まし ( て 、邊里 

の 5: は 賤袖を つらねて 參詣し 、 窗人腰 ぬけ も、 五 七日 通 

^^すれば忽然と眼開き腰立侍り、 又は 苦 所橫難 をの 

がれ 惡 病の 根 を絕た b と、 愛に となへ かしこに 稱す、 

福 を 祈れば 福 を 得、 裙訴 愛情の 諸 願 も かな ひ 侍.^ と 

悅ぶ 男女 も 多し、 誠に それぐ に 利益 有る 事 あげて 

かぞへ だた し、 補陀 の靈驗 千里に ひ ^き、 佛詣 通夜す 

る ものいく そばく そや、 思 ふに il^ 賢權 若の 鐫作 にも 

あらす、 末法の 御世 ま で佛の 御 誓 に 迷閬を 照し、 闡提 

の 信 を 起し、 か ゝ る 不思議 も 有 か はと、 過 行 昔の 弗 信 

を 身に そめて 尊く 思 ひ、 扶節を もとめ 蛙步 して 當國 

の 靈社靈 佛に詣 て 侍る 中に、 ことに 有が たき は、 東 照 

大權現 大慈大悲の 御 心 蒼海 妙 光より 勝れて、 神佛へ 

かや^..^ の 米 邑御少 ォ附の 1^ さは、 思 ひやる ほど 御惠 

の 奥 ふかく、 神 君 鋭々 たる 御 德風を ほどこし 給へ ば、 


I  m 百 六十 .！(  

民 は 堂々 の 化に ほこ. 9 侍る、 御 治世 千 萬 年に 及ぶ ベ 

し、 數 ならぬ 輩の 菩提に うとく、 佛祌 へお ろかに し 

て、 現^ 後生 子孫の さか 行末 をし もらす、 嗚呼 愚な 

,9、 唐の 惟政 禪師 は、 蛤蜊を さゐて 菩薩の 容體 を^し 

も、 虔 とやせ ん實 とや せん、 我朝キ >T の盛久 は、 大士 

の 力に て Z ま 刀 折て、 斷罪 をの がれ 侍る、 か、 る 不思議 

を記憶すれど、土大根の^|^盜をふせぎ、三平木の諸願 

をみ くし も 萬 物 一 體の理 り、 佛ゃ神 も 何なら す、 木 

醬！^^瓶と て も 信 あらば、 いかで 感應 空し からん や、 增 

て 靈佛靈 社な れ ばと、 尊く 心 閑に 禮し侍 る、 年 比：： Z 比 

の ほい とげぬ と、 いかば か. 9 嬉敷 侍る、^ もや 老 たる 

もお も、 ながら へす むべ き 世に も あらや、 つら/^ 浮 

世の あ だ 浪は鳴 渡よ り も 高く 、 三 の 村 雲 は とこし 

な へ に 立ちお、 ゐ、 此世空 しく、 來世も 又い たづら に 

なしなん も哀 な. o、 ざ へ くらから ぬ 人 も、 誠の 道 はち 

り ばかり も 思 ひい ら や.、 ロハ 世 の ほまれ を 求る 方便 も 

有ぞ かし、 やん ご， 0 なから む 人 は、 仁義の 名 を か. 0 て 

邪智を ふくみ、 名利 やむ 時な し、 權門 勢家 を 求て は、 

立 寄て 詞を かざ b 姿 を 縫 ひ、 へつら ふけし きも 有ぞ 

かし、 すべ て 當代は 贵賤の 差別 もな く、 にぎ はしき 方 


へ は 蟻の ごとくに 集り、 まづ しく 力なければ、 いかな 

る 光 も 云け ちぬ、 かゝる ゆへ に、 人の 心お のづ から 惡 

敷な. 0 て、 一 向に 恥 恨 を わすれて 德 をつ かんとす、 姿 

は錦鏽をかざり、心は.淤泥ょ.^濁..^、橫川の地に酒飯 

を むさぼり、 只 羊 頭 を かけて 狗肉 を賣 るに ひとしき 

世の 分野 ぞゃ、 かく 住みな して は、 無^の 心中々 露 も 

おこらす、 佛の御 誓 ひに たが ひ 侍る も、 さ. 0 と は淺問 

しゃと、 人め きたる わざ そらおそろし けれど、 す  >  ろ 

に 筆 を染、 國々 近 里 見聞せ し 靈奇の 所 書 集れば、 四 

冊の 書と なれり、 若 信 を 起し、 所々 禮拜の 輩 あらば、 

甚提の 一 助と や 成らむ かし、 

于時寶 永 四 丁亥 林 鐘 U 三 州 御油 驛 

花 翁 
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門 谷 村煙嚴 山鳳來 寺、 千 五百石、 願 密雨學 頭、 十四 坊 

有、 昔 開山 利修 仙人、 七 本楮を 伐て 手づ から 藥師の 尊 

像 を 刻む 時に、 東方より 生身の 藥 帥佛來 て禮拜 して 

云、 椹 木 醫王藥 帥佛、 一 步 一 見 諸 群生、 現世 安穩 得，， 長 

壽？ 後生 無： 一 m 壽佛國 、と唱 て 仙人に 力 を 添、 尊像 刻 終 

て、 佛は 東方に 去り 給 ふ、 人皇 四十 二 代 文武 帝 御惱の 

時、 御 修法の 勅使と して、 公宣 卿煙嚴 山に 攀て 仙人に 

勅を述 ぶ、 利修 勅を不 藜の 杖 頭に のぼ， 9 て 立、 公 

宣の 云、 普 天の下 何國か 王土の 外なら む、 杖 も 王土に 

立てり と、 仙 答る 事 あた-はす、 鳳に 駕 して 參內 し御修 

法 あれば、 則 御 惱平愈 有、 叙感不 ぃ斜、 鳳閣御 建立、 鳳 

來 寺と 勅號を 下されし と 也、 仙人の 隨 身に、 太 郞鬼次 

郞 鬼三郞 鬼と て、 山 を！^ き 月 を 握る 術 鬼 有、 愛に 源亞 

相廣忠 公、 御 公達 の 御 祈念と し て 御簾 姬 共に、 天文 十 

1 年 寅の 初春、 鳳 嶺に御 通夜 有、 御簾 姬の錦 床下に 藥 

師の 尊像 有り、 御 局 小 宰相、 御簾 姫ね 舉， 9 しに、 則 御 

瑞 夢に 相 叶 ひ 御 悅喜不 ぃ斜、 同 十二  e: 玉 をのべ たる 御 
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お 君 御 誕生 有、 竹 千代 公是 也、 星 移物換 て、 柬 照大權 

現大宮 修造 ましく、 玉樓金 殿^ 盡 善霊せ b  、奥の院 

は 仙人 水定の 瀧、 藥師の 御衣 木 有、 十 月 八日より 同 十 

七：：： まで 延年の 御祭 禮^、 

新田 二十 石 權現営 御 代官 ， 庄田與 惣兵衞 

煙嚴山  公宣 卿 

霧の 海山の 姿 は 島に 似て 

浪 かと 聞けば 松風の 昔 

岡崎士  2 祥山瀧 山寺、 六 fs 十二 石、 天台宗、 學頭靑 龍院、 

六坊 あり、 櫂 現 公 御お つくり 琴， レ祝、 四つの 海 しづか 

に、 in, ざし を 忘る、 こと も、 神 君 公の 御惠澤 ならす 

や、 されば 四 恩の 第一 にか ぞへ あげし 御 恩 風、 時いた 

.C て 吹き！^ さや、 身毒婉 丹まで、 武耀、 文 星 かい やき 

給 ふ 御明 君な り、 二王門 は、 むかし 祸驛の ェが建 侍 

る、 星霜 幾 代を經 た. 9 き、 か、 る 名譽の 木の 道 も、 析 

一 本 打 違て 自害せ し 墓 あり、 寺 前の 水の 流れ、 岩の け 

しきう つくしく、 流に さっき は へ 、 筆に も 難レ及 風景 

也、 うしろに 岩の 流 あ. o、 春は昏 鐘を惡 み、 秋 は 夕：！： 

の はなやか 成 を 待なん 景氣、 洛 陽の 寺社 多 けれども、 

此^ 景には 及 難し、 岡 崎 近 Si の 寺社 は、 京の" 站 とも 可 
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レ云 風致 也、 

岡 崎-お 1, 山 甲 山寺、 一 一 百 五十石、 天台、 六坊 有、 天下 安 

全長 H の 護摩 所、 昔 日 正 八幡 東爽 征伐の 時、 當山 へ 御 

星 甲 を 上げ 玉 ふゆ へ e. 山と 號す、 古 は ケ 崎と 云 ふ、 

頭 は 甲 山中の 大橋、 臥竜の うづく まる 形、 擊ニ其 首 一則 

尾 至、 擊 n 其 尾-則 首 至、 擊 n 其 中-則 首尾 共に 至、 卒然 

常 山の 形相 叶、 i 是に祌 君 公 御 出生、 御 威風 萬世不 レ盡、 

矢 作 川 は 西北よ h-is へ 流れ、 菅生川 は 束より 西 へ 流、 

二 河の 落 合 也、 赤 一 Er^ 阪御 合戦の 時、 甲 山 六 坊御陣 の 御 

は 仕し によ.. て、 六 供六坊 ，と中 侍る 也、 

眞福 寺村靈 鷲&眞 福^、  一二 百 五十石、 天台 也、 昔 rn 

守 堡 大臣 三男 奥 福 大臣、 三 河 仁 木の 鄕 へ 流人、 或 時. W 

上に 瑞光 靈香薰 す、 大臣 攀 上れば、 池に 是故ぉ 鋼と 云 

法 華の 文 有、 此池を 埋めて 寺 を 建ん とすれ ども、 不 

ゾ埋、 大臣 信心 を 凝し、 金銀 珠玉 を 池 中へ 投入れば、 半 

埋れ り、 其 上に 堂 を 建、 藥師佛 を 安澄す、 源氏 義 朝の 

臣鎌田 政淸兄 院主の 房 住し、 大善坊 と 云 寺 有、 

財贺 村陀羅 山财贺 寺、 六 拾 石、 四坊、 眞言 宗な. 9、 

藤九郞^^畏七御堂也、 梶原：^：-時昔造營の奉行也と中 

傅 ふ、 永 祿七年 三 州  一 ，K の 城に、 本 多 助 信 俊 籠城、 


今 川氏眞 一 萬餘 の人數 にて 一宮へ 押 詰 玫戰、 信 俊 籠 

城危 か. 0 し 時、 神 君 公三 千 人に て 一 宮御後 詰、 御 勝利 

な b  、御 歸陣の 時、 今 川 勢 御 跡 をした はんかと 御 思慮 

ふかく、 千 雨 村よ h- 財賀 村へ 横道 御 押、 萩 村より 赤 坂 

山手 長潭 へ， 御 出、 是を 一 宫の御 退 口と 申 也、 財 賀寺僧 

屮御 祈念 御 道し る ベ 仕， 5、 此時財 賀寺村 御 寄附な h -、 

昔日 千兩 村に 金 を 産む 犬 有しに よりて、 財 賀と名 付 

，ると 也、 

雲 谷 村 船 形 山 普 門 寺、 百 石、 眞言 也、 行 基 菩薩 一 七 H 

坐禪の 時、 山 下に 紫雲 緩く によ， 9 て 雲 谷と 云、 藤九郞 

盛畏七 御堂 也、 賴朝公 上洛の 時、 岩 崎 村へ 鞍 を 御 奉 

納、 舯と 奉る、 賴 朝公幡 かけ 松、 貝 吹 岩 有、 文覺 上人 祈 

出せし 瀧 山上に 有、 

歷 山村 花 蘭 山 櫻 井. 寺、 廿七 石、 眞言 也、 弘法 大師の 開 

基、 此地 にて 樱杖を たづ さへ、 柬嶺地 をつ き 玉へば、 

靈^1^湧出す、櫻杖をば井のほとりに立給へば、生付て 

年々 花咲く 也、 花菌 山と 云 は、 方角 集に も兒 へし、 此 

の 山 事 か 未.， 詳、 大師の 御 歌に 

ちれば 浮び 散ねば 花の 影 さして 

いつもた へせぬ 櫻 井の 水 
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大和 國櫻 井に も、 此歌 石に 彫て 見へ た. 9、 前後 いづれ 

とや せん、 

宇 利 村 奥 责 山富賀 寺、 眞言 、 廿石 、 畠 山 と 云 高 家 の 墓 

有、 陪臣 熊 谷 備中守 一 子 兵 庫、 源淸康 公へ 逆 意 有て、 

宇 利の 城に 楣籠、 淸康公 廿四歲 の 御 時、 御 人 數八千 人 

にて 御發 向、 幷御 一 家 松-中 內膳、 同 右京亮 御 出陣、 熊 

谷 父子 城 中 不ゾ殘 討死す、 此時松 右京亮 一 足も不 

ン返、 主從 十三 人討苑 也、 淸康公 御 威勢 强き 名將 にて、 

千^の 山より 圆 石を轉 すごと くなる 御大 將 なりと 申 

傳ふ、 流石の 熊 谷 も 武運 盡、 子孫もう せ はてぬ、 敵强 

は 下.， 之と 云、 古語 を不レ 知に や、 

半 原 村 松 陽 山 洞 雲 寺、 眞言、 安部 性 都 入道 御 寄附 二十 

石、 不二の 名 石 有、 

見 喜 谷 1 1 井寺、 天台宗 也、 松 f 平 布 護 暑 御 扶持 Ig^  、此 

山 風景の 地と て、 三 井寺 をう つし 侍る 也、 東 叙 山の 直 

末 也、 

鴨 田 村 淨土山 大樹 寺、 七 百 石、 鎭面、 三 河三ケ 寺な. c、 

松 1^ 右京亮 親 忠公御 建立、 世 良田 次 郎三郞 淸康公 御 

取 立、 永 祿 三年 祌君 公、 織 田 信 長 方の |4 士械 籠、 寺 部 

筋の 御 合戦 御 勝利、 御 歸陣の 節、 信 長の 軍兵 御 跡 をし 
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た ひ、 大樹 寺 前にて 取 切、； t 君 公 御防戰 被，， 遊、 此時登 

卷上ム 厭離 據土 欣永淨 土の 經文を 御 旗に 押 立、 寺 中 

不レ殘 其 外 御 民 を 相 ひき ひて 御 加勢 有、 祀 道と 云大强 

力の 納所 房、 一 丈餘の 大卒 都^ を 引 さげ 出、 敵 を 悉く 

追なびけ御勝利也、^^ロ例の御旗是也、近所に平淸；^入 

道 の 墓 有、 宗盛 の き づ か れ しとな り ， 

岡 崎 能 見 山松應 寺、 百 石、 鎭西、 三 河 三ケ寺 也、 松 平 道 

幹 公 御廟 所の 孤松 を かたど b て寺號 とす、 紫 衣 所な 

同所 佛現. H 隨念 寺、 五 拾 石、 鎭西、 淸康公 御 妹 君泰榮 

大 婦人の 御 菩提 所 也、 

松； 中 鄕本松 山 高 =: 院、 百 石、 鎮西、 松 平 太 郞左衞 門 尉 

親 氏 公 御 建立、 親 氏 公よ.^ 御代々 松 1^ 村に 御 末孫 御 

舘在、 松 平 村の 七 平と 云 は、 

姊平、 胡桃平、 获 1^、 葛 平、 小 市 平、 半 1^、 京羅平 也、 

廣石村 御渾山 大恩 寺、 Kn 石、 鎭西、 牧野 民 部 大夫康 成 

御先 判 菩提 所な り、 當寺第 十一 一世 成譽 上人 は、 神 君 公 

御 伯父 也、 御津 山 風景 面白し、 孤峯 蒼海に 入り、 神 島、 

篠島、 桃 取 島、 作の 島、 勢 州 浦々 見 ゆる、 元龜 三年 壬 申 

仲冬、 甲 州 山 縣三郞 兵 衞：： ：： 景、 人數 一 萬餘 にて、 擧母 
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村岩津 筋より 束 三 河へ 大物 見に 出、 此 寺に 陣取、 同 冬 

十二月 廿ー 一 H  、遠 州.^ 方ケ 原に て 、祌君 公武 田 信玄と 

御 合戰^  、信 支 は 極 =： 廿 四：：： より、 天 正 元年 酉ノ 正月 

六 U まで 遠 州 刑 部 村に 對陣、 同 七日 に 刑 部 村 出陣、 三 

州 野 田 村の 城主 菅沼新 八 郞定盈 を 攻め 玉 ひ、 此節信 

支 鐵炮に 當り玉 ふと 也、 山 縣三郞 兵 衞此時 大恩 寺へ 

立 寄 侍る な.^、 兩樣 不一 一分 明？ 年號は 改元 を不 と 見 

へ f、  - 

高札  大恩 寺 

當年 甲乙 5ef 勢、 於，， 彼 寺 中， 不, 可 ニ濫妨 狼藉： 若 背，， 此 

旨 一 者 可 レ被レ 行， ー嚴科 - 者 也、 仍如ン 件 

元 龜四年 正月 三日 山 縣三郞 兵衞尉 

當寺 本堂 は、 牧野 右^丞、 牛久保 村の 御城の 書院 を以 

て 建 玉 ふと 也、 同 近所に 猿 樂と云 取手の 城跡 有.、 昔日 

延命 權兵衞 と 云 猿樂、 濱 寄附の 事 あ. 9、 

上野 村 行 福 寺、 鎮西、 十五 石、 神 君 公 御 伯父 松 K1- 內膳 

公 御寺 也、 

岩 津村彌 勒山信 光明寺、 百 八 石、 鎭西、 三 河 三ケ寺 也、 

松 右京亮 信 光 公 御 菩提 所、 紫 衣 寺 也、 

岩 津村法 惟 山 妙 心 寺、 百壹石 五斗、 深 草、 三 河 三檀林 


所、 松 •  平 親 則 公 御 建立、 信 光 公 御簾 中の 御寺 也、 紫 衣 

寺 也、 

岡 崎 十 王 山犬 林 寺、 百 石、 深 草、 廣忠公 御 尊骸此 寺に 

葬、 松 平 左 -ii? 助、 松； 牛 彈正、 同此 寺に 葬、 三 河 十二 ケ寺 

の內 也、 

山中 村 二 村 山法藏 寺、 深 草、 八十 三 石、 三 河 三檁林 所、 

察 舍嘉衞 軒、 拾 二 石、 寺 前に 下馬 扎有、 祌君公 御實植 

の 名 松 有、 昔 は 出生 寺と 云、 

たのむ ぞょ我 迷すな ぅゐの 世に 

出て 生る ゝ 寺と , ^ そき け 西 行 法師 

三 河なる 一 一村 山 を 別れて は 

此 世に 我 も あら じと ぞ思ふ 同 

妙 大寺衬 満珠山 龍 海院、 曹、 百 石、 淸 靡公此 寺に て是 

と 云 文字 御 瑞夢ぁ b  、日の 下人と 云 文字 なれば、 天下 

を 御し ろ しめす 御靈夢 也、 俗 呼 て 是 の 字 寺と 申 侍る 、 

酒 井 御 一家の 御 菩提 所 也、 

八幡 村 大資山 西 明 寺、 曹、 1 1 拾 石、 乾坤 三 派 太 素 派 也、 

昔 北條相 州時賴 入道し、 道崇諸 國抖擻 覺了坊 と 云、 

大^山に至り、勝地也とて建立有h^、永祿七甲子、今川 

氏 眞大軍 を 率し 三 州へ 出張、 駿河先 鉢の 軍士と、 酒 


井左衞 門尉忠 次と、 御油 東の 臺 にて 一 戰、 忠次 敗軍、 

先手 六十 騎 討死、 其 潸に乘 て、 野 口村 八幡 村の 城主 板 

倉彈 正、 同 主 水兩將 切て 出、 忠 次と 相戰、 危 所に 御油 

勢 山 下 源 助、 林 孫 八、 軍兵 を 催し 橫鎚を 入、 も. り 返し 

侍る 所へ、 祌君公 佐 脇 村 三 浦 左-は T 之 介 を御攻 、不慮の 

合戦 御 勝利 也、 板 倉兩將 討死、 味方に て 林 孫 八 討死、 

もちの 木と 云 所に 墓 あり、 此時西 明 寺 住持、 軍士 へ 粥 

を 煮て 出す と申傳 ふ、 此儀祌 君 公 被二閜 召？ 寺 領ニ拾 

石 御 寄 也、 最の字 を 西と 御改 也と、 古老の 語 りき、 寺 

前は鷺 坂、.^ 方ケ 原への 本 坂道な. -、 

上 五井 村 龍 田 山 長 泉 寺、 曹、 三 石、 松 平 前 外史 伊昌の 

寺な.^、 藤 九 郞盛長 七 御堂の 第 一 也、 三 河に 上中下 三 

個所 五井 あり、 中の 五井より は、 禁裡 へ 御調の 御油 を 

獻上 する によ b 、一 一 百 五十 年 已前御 と改 む、 星 野 池 

の 水、 禁中 御 愛水に 御油 水油と 一 所に 上た b ，と 申傳 

ふ 、御油 屋 は今吉 m 魚 町に 御油より 越て 住す、 

大濱 村稱寺 名、 三十 石、 時宗、 竹 千代 公 寺 號を被 二 下 

置？ 信 忠公御 連歌 被 し 寺 也、 

岡 崎 田 生 山 満性寺 高 田宗、 五 拾 石、 親 忠公御 取 立、 

下地 村聖眼 寺、 高 田宗、 十五 石、 源 淸糜公 御 伯父 
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松 平 内 膳、. HMW 城主 牧野 田藏、 田 次、 新 次、 新藏 兄.. ボ四 

人、 逆心 を 企 候、 御 兩將御 出- £r 田藏 大河 を 越、 橋 を 引 

落し、 船 を 打破り、 韓 信が 囊沙背 水の _ ^^を 以て、 . ^方 

を 死地 に 落し、 無 一 一 の 合戦 を 持し を、 淸康 公名將 なれ 

ば、 御 本 糖 塚に 敵の 備を御 察し、 河岸 へ 敵 を 追な び 

け 給 ふゆへ 、城 中よ..^ 敵の 妻子、 向の 河岸 へ 集. 9 出て 

啼 かなしむ ゆへ、 牧野 軍勢 妻子に 心 引れ て、 一 我よ は 

く 不レ殘 討死、 或は 川へ 流 死す、 伊；^：^紂の城主本多彥 

八郞、 此時吉 田 先手 を 致し、 淸厳公 御 歸陣の 節、 $1 奈 

村 へ 御馬 入 、 彥八 郞則 伊奈 村 の 花の 池 水 葵 三本、 御酒 

肴兩械 を淸^ 公へ 御獻 上、 牧野 新 藏は園 を 落て、 一 の 

宫 へ 退 りと 侍る 也、 

淸田村 楠 林 山 安樂^、 深 草、 拾 六 石、 松 ギ前佐 州 俊 勝 

御先 判、 此節 西邵诚 主き 殿 藤 太郞長 持、 祌君公 へ 別 心 

あり、 久松俊 勝 救 殿 追罸の 君命 を 蒙り、 長 持と 相戰 

ひ、 鵜 殿 を 御 返 治 也、 神 君 公智 仁 男 の明將 なる を、 鹈 

殿 別 心せし も 武運の 末な り、 寺 前に 四 頭 三： S の 古松 

有、 大樹 公 御 母 公 御大 室の 玉 牌 あり、 久松俊 勝の 廟所 

あ- 9、 

西ノ郡 村龍蔡 山 天 桂院、 曹、 十 一 石、 大樹 公 御 妹：？ 4 天 桂 
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院殿大 婦人 御 菩提 所 也、 

瓜 子 村 通 ：=!.s^ 光寺、 曹、 三 石、 下 五井 繩手 にて、 本 多 

豐 後守廣 孝、 廿三歲 にて 今 川 ijiSf 勢と 一 戰 して 討死、 

深津村 瑞雲 山 本 光寺、 曹、 •  き 五 石、 松！^ 主 殿： ぬ 加 助 八 

十 俵 毎年 出 也、 林大學 碑文 井 ，SEi 大 通人 道圆額 有、 

豐川村 龍 雲 山 三 明 寺、 曹、 サ石、 天女 跡、 正 七 雨！： rj 十 

六日 開帳、 寬元四 年 丙午 七 e: 廿： n  、鎌 倉 1^ 時賴 この 里 

に 止宿 と東鑑 にあ. 0  、風土記 に 、今 橋の 水上に 長者 あ 

,9と侍る、此地の^9|-か衬老も未知,，之、 

岡 崎瑞生 山惣持 寺、 曹、 H 石、 比丘尼 所 也、 筑山共 云、 

源翁氏將£*先判也、：ぉ和天皇の御姬宮、三河國^{:::生の 

鄕の 白狐な やました てま つるよし、 簿士 御占让 り、 則 

同 園 本 氏 弓勢の 達者に よ. 9、 野 狐 返 治の 勅 定を玉 

は b 、野 狐 を；^. I 治す、 六十 餘 州の 土 を；！^ て、 獅子の 象 

に 塚 を 築、 中に 狐の 尸 を 納め、 獅子 塚と 名 也、 

同所 福應 山極樂 寺、 普、^ 三 石 六升贰 合、 土 井 大炊介 

御 局大植 越に て、 祌 君へ 言上お て 、天！^ 年 小に 御 寄附 

なり、 

妙 大寺村 成就 院、 曹、 五石贰 斗、 昔 高宮の 里と て 鎌 倉 

道な り、 東 矢 作の 宿 竹 蘭に、 伏 見 中納言 翁 高 愛妾の 


長者 舊跡 あり、 兼 高の 娘淨璃 il 姬の 調度に、 閣浮檀 金 

を 以て 饍 たる 珠の 手笥 を、 冷泉 尼 賣て此 寺 を 建立せ 

しとて、 冷泉 寺と 云、 姬の 身を投 たる 淵 あ-り、 池の 主 

鱸 魚と 成て 流 17 の 姿 後間し、 西 矢 作に も 長者の 舊跡 

あ 、源 九郞 判官、 姬が 形見に 麝香の 臍 を 送れし を、 

埋たる塚ぁ..^、 

長 篠村醫 王 寺、 曹、 水田 壹町、 奥 平信 昌在 城の 時 寄附、 

末寺 大通寺 城より 四 町 あ， o、 武田四 郎勝賴 長 條 合戦 

の 本陣 也、 鳥： is 强右衞 門 勝 高長條 にて 討死、 法名 智海 

OS 通お 士、 此 寺に 碑石お、 

姊 村 遊 仙..；：：.、 花菌山 派、 奧_ 牛定能 信昌、 永 樂十貫 文 

の證文 あ.^、 信昌御 舍弟仙 千代 九、 十三 歳 或は 八歲共 

云、 甲 州武田 人質に て、 長篠 軍の 時、 鳳來 寺の 麓 金剛 

童子に て 生.：！ r 天 正 癸 酉 九 月 此 寺に 葬、 御供に は 奥 平 

定能 御家人 黑谷氏 と. S. 傅 ふ 、或は 名.^ 內 助右衞 門と 云 

百姓、 死骸 を 送る 共 云、 甲 陽 軍鑑に は、 信昌の 奥方 を、 

S- 州より 殺害す 共 見え た. 9 、 兩說 何か是 な らむ や、 

桑 杓 大澤山 龍 溪院、 曹、 廿石、 茂林 上人 開基な. -、 大 

洞 湖お！； 兩寺 にて、 三 派 づゝ六 派よ 、輪番に 當 寺へ 相 

勸也、 
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大久保 村 瀧 雲 山 長 興 寺、 百 石、 小 本 寺 也、 天 南、 祥山、 

大通三 派 頭 也、 此三 派より 大擇 山井當 寺ね 輸番相 勤 

f、 

野 田 村 大洞山 泉 龍院、 曹、 廿石、 小 本 寺 也、 希世、 琴 寶.， ， 

光 國此三 派よ.^、 大澤 井當寺 へ 輪番 相 勤、 晋姆娟 たる 

女性 夜々 出て、 開山の す 、め を 請て、 三 熟の 業火 を 

解脫 し、 大蛇と 成て 貝 鞍の 淵 へ 飛込 侍り、 蛇 鱗 三枚 寺 

の 什物な り、 蛇のへ M たる 池 を埋 て、 泉 龍院を 建立す、 

開山のに くみ 給 ふとて、 今に 麥飯を 不レ用 也、 扶桑の 

飯與- 山と やい はん、 

小 松 5- 村 東 観音 院、 臨、 百 石、 昔し 漁獵の 綱に、 伽羅 

の 名木 を 引揚， し を、 行 基 菩薩 観音に 彫刻し 玉 ふ、 實に 

靈 驗無レ 計、 御衣 木 殘て猫 を 結て 有、 結 水 一 滴 も 御衣 

木に 不 事尤 不思議 也、 初 午の U 國民 群集す、 散 餞 

百 石、 翻頒百 石、 合 三百 石餘 也、 . 

片寄 村 廣澤山 天恩 寺、 關山、 七十 九 石、 昔 尊氏將 Sef 後 

胤 鹿 苑院寺 也、 尊 氏 自筆の 額 あ.^、 

嵩 瀨村山 高山 正宗 寺、 關山派 三十 八 石、 唐の 經 山寺 を 

寫 すと 也、 

海 村長 壽寺、 關山、 六 石、 尼寺 也、 足 利義氏 室、 賴朝 

 二 
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公の 息女、 法名 本成大 姉の 寺な. 9、 

岡 崎 善 立 寺、 拾 石、 日蓮、 親忠公 安城より 御 移し、 身延 

の 末寺 也、 

赤 阪驛三 頭 山 長 福 寺、 鎭、 三 石 五斗、 三 河の 名所、 宮地 

山は此 うしろ 也、 吾妻 鑑に源 賴朝公 御 上洛、 文治 六 年 

庚 戌 二月 十九 ：= 御 下向、 宫地山 俄に 御 一 宿と 有、 昔の 

海道な b  、此 寺に 女臈 石と 云 あ， 9、 力 珠姬の 魂 石と 云 

へ 、されば 白ら 姬は、 夫少 將の迎 に來ん とてお そか 

b しに、 石に ならん と 歌 をよ み 侍る とな. り、 諸 越 江 南 

の 望 夫 石 は、 我 夫に こがれて 石と 成、 佐 用 姬は夫 を 待 

て、 ひれふる 山に 石と 成、 大磁の 虎は祐 成に 離て 石と 

成、 今是は 力 珠姬、 定 基に 先立て 身 まかり 侍りし か 

ば、 愛執の 念 凝て 石と 成しに や、 

宫路山  阿佛女 

時雨け り そむる 千鹽の はてに また 

紅葉のに しき 色 か はるまで 

待け，^^な昔も戀し宮路山 

同じ 時雨の めぐり 逢 ふ 夜 を 

細 川 村大松 寺、 鎮、 百 石、 松 平和 鬼 守、 同 縫 殿 頭、 同 兵 

庫 頭 御 寄附 也、 
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上野 村 稻荷山 隣 松 寺、 饌、 舟 石、 神 君 公 上野 御 合戦 御 

陣場、 西 三 河の 觸頭 也、 

吉 田狐峯 山悟眞 寺、 鏡、 八十 石、 水 野 前 布 護 暑 卅石御 

寄附、 寺 內壹萬 坪 御 除 地 、察舍 十三 軒、 

上 條衬神 光寺、 五十石、 眞言 也、 此寺櫻 井、 大岡、 三 河 

國三 白山 也、 

高. i 寺 村多寶 山高隆 寺、 眞言 卅石、 弘法 大師 開基 也、 

牛久保 村、 光輝 庵、 七 石、 鎭、 牧野 廢河守 御 先祖、 養修 

院殿皎 月光 輝大 居士 御廟 所 也、 五 人 扶持 出 也、 此 里に 

牧野の 菊と て 名花め り、 

渡. 0 村長 圓寺、 淨土、 廿石、 久松佐 州 公 御子、 御 住職の 

寺 也、 

萩 村 虎 岳 山 龍 源 寺、 曹、 十 石、 尾 州 小川 乾坤 院、 三派宗 

鼎 派 也、 

御油 驛招賢 山 東 林 寺、 深 草 派、 御 黑印五 石、 唐の 蘆 山 

を摸寫 し て、 寺 前に 虎溪の 橋の な き は 無念 、 

大塚村 寶樹山 長 興 寺、 曹、 五 石、 昔 丹 野 村 城主、 熊 野 侍 

萩原 左 衞門佐 寺 也、 參詣の 時 馬 をつな ぎしと て 大口 

あ. 9、 

吉田暖 満山 潮 昔 寺、 曹、 新田 五 石、 小 笠 原 山 州 御 寄附、 


昔 は 潮の 満干 あり や、 寺 前に 舟 山と 云 有、 

谷 熊衬本 光山 長 泉 寺、 曹、 新田 三十 五 石、 戶田山 州 御 

瀧 村慈應 山ず；： 松 寺、 曹、 貳十 石、 信 光 公 御 建立 也、 

牛 久保村 法 鐘 山上 善 寺 、鏡、 十 石、 牧野 右 馬 一 御先 判 

なり、 

川路 村 山松樂 寺、 鎭、 無緣 地、 長篠御 合戦の 時、 此 

寺 前にて、 神 君 公 御 勝利 有し ゆへ、 勝の 字に 御改、 勝 

樂 寺と 云、 御 寄附な きはい かい、 

平 井村 坂 田 山柬林 寺、 鎭、 本尊 廳^ 也、 無緣 地、 源賴光 

の 男士、 坂 田の 金 時が 守 本尊 也、 寺 前 往來の 舟、 帆 を 

さげ ざれば 舟 をく つが へす、 今 は 堂の 向を替 て、 その 

さはり なし、 

，ゆ 野 村、 灯明 山 龍 光寺、 無緣、 鎭、 昔 飯 盛 長者 此の 里に 

住しに、 寵愛の 一 子 を 失 ひ、 夫婦 甚悲 泣す、 時に 毎夜 

童子の 啼聲 野外に あ. >  、飯 盛 夫婦 立 出て 聞ば、 我 子の 

啼聲 な.^、 夫婦 驚き、 折節 行 基 菩薩 行脚に 歸 依して か 

なしみ を述 ぶれば、 菩薩 不便に おぼしめ され、 觀 昔の 

像 を 御 刻、 此 寺に 安澄し 玉 ふとな，. 9、 昔 は 泣 野と 書し 

を、今は：，^1^とぁらたむ、 
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行 明 村 星 野 山 行 明 寺、 無緣、 昔 星 野と て 高 家の 舘跡ぁ 

,0、 星 野の 祠 倉に、 古 面を納 置た. 、星 野の 從兒鬼 王 

丸、 盜 術の 妙 を 得て、 此面を 着た るよ し、 

鹿 生 村 阿彌陀 寺、 淨土、 無緣、 竹 千代 公御歲 十五 歲、 弘 

治 二 年 二 月 十二 日に 岡 崎 御 出馬- 御先 備は松 1^ 甚太 

郞、 軍 大將本 多豐後 守、 石 川伯耆 守、 同 安藝 守、 軍兵 六 

備、 此寺御 初陣 所 也、： n 近 御 合戦と 云、 梅ケ坪 村、 擧母 

村、 寺 部 村 所々 信 長 軍兵 槻籠、 數度之 御 合戰、 悉く 御 

勝利、 三月 下旬 駿 州ね 御 歸陣、 弘治 三年 御 元服、 右京 

亮元 信と 申 奉る、 關ロ 刑部少 辅御姬 君の 御與、 駿府少 

將宮^ 新造の 御所ね 舉レ入 也、 

西 形 村忠政 寺、 無緣、 池 田 輝 政 陪臣 盛 寺 淸右衞 門忠政 

寺 也、 

本鄕村 蓮華 寺、 曹、 無緣、 藥師 夢想の 五香 有、 

桑 谷 村廣忠 寺、 曹、 廣忠御 別 腹松ギ 右京亮 忠政御 位牌 

此の 寺に あり、 御 稚名は 松 平 勘 六と 申 由 、當時 は 光 中 

寺と あらたむ、 

大木 村 鍵 水 山 西漸 寺、 曹、 無緣、 弘法 大師 行脚の 時、 

この 寺に て 水 を 望み 玉 ふに、 姥水乏 敷. とて 少舉 る、 大 

師 錫杖 を 以て 地 をつ き 給へば、 鐽 をつ くやう に淸水 
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涌 出す、 則鎚 水と 云、 其 後法然 上人 抖擻の 時、 此 寺に 

て 四十 八 夜 有、 上人 櫻の 杖 を 逆に さし 玉 ふに、 則 生 ひ 

つき、 逆樱花 あ. -、 

吉田町 今 橋 山典德 寺、 曹、 無緣、 今 橋と て 小 橘 あり、 吾 

妻 下.^ に 今 橋 を 打 渡と 有、 大橋 をば 古 は 船に て 越け 

るに や、 間 近の 渡し あり、 

千鳥 村 石 平 寺、 曹、 無緣、 鈴 木 正 三 道 人、 二王 坐 禪の规 

矩を定 む、 

名 之 內村高 松院、 曹、 無緣、 奥 Kj. 久兵衞 尉. ：3； 友の 寺な 

な. o、 御 总女は 松 平 長 福 公の 御奧 方、 こ > 丸姬と 申 也、 

同村に 八幡宮 あ. -、 1^ の 水 鉢 御 寄進 楝札有 、一つ 丸 御 

妹お 久上膽 は 甲 州， s: 人賀、 鳳來寺 金剛 童子に て、 勝賴 

の 軍士 生害す、 法名 半 古 秀榮大 姉、 古梭 も有レ 之と な 

h -、 

八橋 山 無量 寺、 關、 無緣、 十 境お 曰、 高師 山、 業 池、 

在 原 寺、 折 田 口、 花 蘭 里、 橋 雲 寺、 逢妻 川、 村黑 山、 駄野 

森、 落 田 中な h>  、八橋 は、 五 つや 三つ の 子 共、 父^の た 

めに、 橋 を 八つ 渡した ると 云、 もし は 八識の あれ やし 

きを かたど hv、 佛 菩薩の 化身 もしら す、 美人 男の 色 

塚 あ. -、 業 平 は 一 生 女 犯 三千 七百卅 三人 を 犯し 侍る 
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と、 女郎花 物語に 見 へ た， 9、 高 師直は 女 犯 八千餘 人と 

云 ふ、 

矢 部 村鄉養 寺、 禪、 刺 使 公宣、 瀧 川 満水に て 渡 事 あた 

はす、 此 寺に 滞留に 依て、 寺號 とすと 云、 此時 山猿 集 

て 橋 を かけ 勅使 を 渡す 、今 渡 猿 橋 あ b  、 

作 手 景六ケ 村內、 鴨 谷 村、 翔 龍 山廿， I 水 寺、 御證文 地、 四 

十八 石、 江 州 寂 室 派、 小 木 寺 也、 

田 口村 福禪 寺、 禪、 天 正 年中、 信^ 野 田 村に て 鐵炮に 

當 0  、甲 州 歸陣の 節、 此 寺に て 逝去と、 村老の 語. 9 し、 

桑 子 村 明 眼 寺、 高 m 、^石、 安藤 薩摩守 出家 念 淸. 房 開 

山 也、 

力石 村 如意 寺、 一 向、 無緣、 親 驚^ 人の 弟子、 六 老僧 開 

某； 也、 

平地 村 善秀寺 一 向 十三 石、 阿佛女 寄進の 釣鐘 有、 永祿 

一 揆の寺 也、 

佐々 木 村上宮 寺、 一 向、 三 河三ケ 寺、 佐々 木 四 郞高綱 

の 寺、 一 四方 寺領 高な し、 永祿 一 校の 寺 也、 • 

春 崎 村勝靈 寺、 一 向、 五 石 六 斗 五 升、 三 河 三ケ寺 也、 開 

山 和 田 裟太郞 入道 願淸房 開基、 永祿 一 投寺、 

野 寺 村本證 寺、 一向、 三 河 三ケ寺 也、 開山 小山 判官 舍 


弟新祐 m 家 敎圓房 開基 也、 弓勢 强く、 遠矢 を 射て 落た 

る 所まで 領す、 

矢 作 村滕遝 寺、 一 向、 無緣、 柳の 御堂と も 云、 德！： 彌公 

新田より 御遷浪 の 時、 初て 此 寺に 御 休足と 云、 昔 は 天 

台 宗 な b しに、 親鸞, f 一人と 法論して 改 宗 すと 也 、 

財賀村 カ珠山 舌根 寺、 無緣、 財賀 寺の 安山 也、 大江定 

基 寵女此 山に 葬と 云、 定基は 寂 連 法師. と改 て、 天竺 淸 

靈 山ね 渡り 天カ珠 と文珠 菩薩と 現れ、 寂 照に 拜れ侍 

ると なり、 

牛 地 村圆通 山 生 馬 寺、 無綠、 馬： 娘觀昔 也、 猿 曳の生 馬 

山の 札是 なり、 三 河の 名所、 生 駒 山 は是を 云に や、 

二 川驛、 窟堂、 無緣、 本尊 觀昔、 昔 高足の 庄 司と 云 盜 

人此 山に 住、 高 雄の 文覺、 兵 衞の佐 殿に 鍵 をす、 め、 

白 川 法皇の 院宣 を 乞に のぼ. 9 し 時、 此所 にて 文覺を 

はぎ取と 云、 物兒大 燃 峠と 云 あり、 

信玄 村信玄 堂、 無緣、 天 正 三 亥 五月、 武田四 郞勝賴 、壹 

离五千 人 を 率して、 三 州ね 出張、 長 篠の 域主奧 1^ 九 八 

郎信昌 を 園む、 祌君公 岡 崎 三郞、 幷に織 田 信 長、 同 城 

之 助、 七 餘人 にて 勝 顆と御 合戰、 武 田四郞 敗軍す、 

甲 州 勢 山 縣、" iit 場、 內藤、 原、 眞田、 土屋、 安中、 橫田、 高 
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阪、 後ノ山 本、 武田 宗徒の 軍兵 卅四 人、 都合 壹萬餘 討死 

す、 則 骸を此 堂に 埋め. 0  、亡 靈蜂蟲 とな. o- て 人 をな や 

ましぬ、 御津 山 大恩 寺演譽 上人、 惡靈を 弔 ひしょ hs、 

七；：：： 十六 nn 、明 松 をた て 火 踊して 、毎年 一 村の 男女 靈 

魂 を 祭れ、 り、 

膝 九郞盛 畏， 當 國 七 御堂 は、 上 五井 村長 泉 寺、 丹 野 村 

御堂 山吉 良金逮 寺、 雲 谷 寺、 财賀 寺、 鳳來 寺、 阿彌陀 

堂、 赤 岩 堂、 七 御堂 觀音是 也、 

長 渾鄉、 羅山 子； 內辰 紀行に 未レ詳 、昔 此鄕に 古城 有て、 

畏 殿と 云、 松 1^ 備小守 親 則、 三 州 岩 津村妙 心 寺 御 建 

立、 親^ 廿五 歳の 御 時、 同 國長澤 城 御 築、 長澤 殿と 云、 

初 名 は 松 平 源 七郞、 是は信 光 公の 御 嫡男 也、 

法名 妙 心院前 右小丞 朝議 太夫 老中 祥公 居士 

寬正ニ 年 辛 巳 十 S: 朔 H 卒す 

親 益 備中守 上野 助 法名、 法 厳 淨久 居士 年號 未詳 

親 淸備中 守 上野 介 法名、 白 ロ淨 閑 居士 測 f な^^ 

兵 庫頭麵 §111 法名、 覺叟淨 心 居士； 11^ れ三 

兵 庫 頭 一 忠 || 難 法名、 玉心淨 金. 居士 針に!： 

兵 庫 頭親廣 上野 介 法名、 明 室淨賢 居士  她に脾 に 

政忠 上野 介永祿 三年 尾 州 桶 挟 間にて 討死 


三 河 贫卷ニ 
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康忠 上野 介 小名 源 七 郞落髮 して 元 齊と云 

康直源 七 郎天正 十八 年 病死、 御 養 君 神 君 公 御 息 

竹 千代 丸 越後 少將忠 輝 公也 

0 長澤. Hilglfs 住 


松 平 右京 

松卒 伊賀 守 

松！^ 越 中 守 

矢 部 織 部 

〇 御油 一 

山 下 源 介 


, 松 1^ 左 京 

松 1^ 忠兵衞 

松 平 甚三郞 

近 藤 兵 部 

一家 

林 孫八郞 


松 平 彥四郞 

松； 牛 彥左衞 門 

小 野 淺之介 

.=qm#s ら、 iJi 越後 糸魚 川 城 

.=1 圧 tQUK 禱主 B ^門 守と 云 


寺 部 町隨恩 寺、 鎮 rol  、渡 邊半藏 御 取 立 、無 緣、 

小 原 村 西 恩 寺、 鎭西、 無綠、 

士：1田萬年山臨濟寺、百石、小笠原壹州山州ょ.^ハ母年御 

加 助、 
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されば 堯風 舜雨穩 に、 蒼 民 時 を 得て、 君子の 德 風に 誇 

り、 貴賤 老若 菩提の 直路に おもむき、 杖に すが. 9" 脚 

に まかせて 寺々 へ參詣 し、 諸宗の 談義 を聽 聞し 侍る、 

上人の す、 めさ ま < ^なる 中に、 五戒の 第一 殺生 幷 

偷盜を 表に 說き玉 ふ、 しかし 今時の 人、 智 論の 十 罪 は 

litTH. 風 なれ ど、 殺生 偷盜 は旣に 地頭 代官の 斷頭罪 恐 

ろしければ、 手 を 束て 止ぬ、 邪淫、 妄語 、飲酒の 三戒 

は、 何れの 寺に も 等閑に 說玉 ふ、 理. 9 哉、 當時 は野郞 

男色 は 我物 貌に 大酒して、 一 曲を謠ふもぁ..^、白川の 

法皇の 仰ら れし、 せぬ は佛 かくす は 上人と、 實に 金言 

成 哉、 行季 はしらす、 或は 女色に ふけ h- て 俗に か ゑる 

も あり、 もし は 栖輕か 愚 眼に も あやか. 0 侍る か、 およ 

そ 寺々 杜撰の 僧、 風流なる 投頸巾 を 引 込て 耳 を 埋め、 

ぬり 緒の 雪駄 を ざり めかし、 衣の 模様 目に 立て 振舞 

も、 放逸 無慙 也、 菩薩の 血肉 を 喰 ひ、 玄胖 三藏、 我 朝の 

一 休 和 尙は權 者 妙 用 なれば、 鹈の眞 似す る 烏なる ベ 

し、 唯 砂 石 をむ して、 飯 を 用む とする に 等し からん、 


岡 崎 大樹 寺 末 山 

常在院 十四 石 大樹 公 御 母后の 御寺 

芳樹院 十四 石 六 郞御母 儀の 御寺 

大濱村 淨行院 十1 一石 長瀨 村長 壽寺七 石 

竹 用 院十石 坂 平 十郞の 御寺 

福 釜 村 玉 泉 寺 七 石 

開花 院十石 松 平大炊 介の 御寺 

善揚院 十八 石 石 川 日向 守の 御寺 

掉井院 十二 石 松 卒出雲 守の 御寺 

信 行 院五石 吉良右 京大 夫の 御寺 

愚耕院 玉石 廣忠公 御 建立 

慈 光 院五石 鎭 如御隱 居の 御寺 

易性院  足 立 右馬允の 御寺 

耍連院  暹春 上人の 閑居 寺 

回向 院  酒 井 左衞門 尉の 御寺 

深深 村 三 光 院ニ石 靑野村 來迎寺 五 石 

小島 付 西方 寺 1§ 東 城 村 寶王寺 it 甚. g 

赤^ 村 松 憐寺七 石 大濱村 淸淨院 六 石 

尾 古 肯村西 林 寺 七 石 卢 1^ 村大 通院 ijjg 

桑 子 村 眞如寺 三 石 細 川 村 積 名 院三石 


松 1^ 左官 入道 祠堂米 百 袋 

中島 村、 廬 安山 崇福 寺、 深 草、 册ニ 石、 三 河三ケ 寺、 檀 

林 所お】、 

同 末 山 

形 野原 村 眞如寺 十二 石 貝 福 村 正 見 寺 一一 一石 餘 

酒井衬 稱名院 H 石 寺 島村大 通院 1 石餘 

萩原 村 西 福 寺. HI 石 行 用 村 福. Ili^ 寺 七 石 

1 色村宗 用 庵 Jfjg  赤 羽根 村 隨雲庵 三 石 

赤 羽 根 村 西 福 寺 11 一 石 橫須賀 村 稱名院 一 一 石 

橫須賀 村 福 泉 寺 11 一石 莉宿村 常 福 寺セ石 

一 色 村 東 光 院三石 八 ケ尻村 光祐 寺 

永 良 村 妙 安寺 n 石 室 村 林 松 寺 1 一石 

須美村 如意 寺 六 斗 駒 場 村 東 向寺 II 石 

寺 津村義 光 院五石 水 竹 村 崇心寺 三 石 

道 目 記 村 福德院 一石 餘 

道 目 記 村 授法山 淨圓寺 深 草 十一 1 一石 

同村 昌 光山 惠眼寺 同派 十三 石 

矢 田 村 龜伏山 養 壽寺同 添卅 力石 

一 色 js 満國寺 同派 卅 一 石 

矢 田 村 虎 洞 山 桂 岸 寺 同派 卅五石  , 
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茯原村 海藏寺 N 派 十四 石 寺、ま村妙^^院ニ石餘 

巨 海 村 瑞養寺 同派 六 石 岡 崎 歟訪山 誓願 寺： 十 石 

貝 子 村 林 松 寺 西 山 五 石 寺津村 十藏山 養國寺 ^fg 

和 田村淸 光山 淸殊院 西 山 二十 石 

大濱村 海德寺 石 

屮 野鄕衬 大聖 寺 土 井家 菩提 所 也 

岡 崎 安養 院、 深 草 派 十三 石 金 田 悠八寺 

坂 崎 村 西方 寺 SH? 十四 石 

西 林 院七石  山 崎 村 正 法 寺^ I 

桑原 村 龍漬院 二十 石 岩、 律 村 光明寺 Yfc^ 升 

下 大門 村 永 泉 寺 五 石 下 大門 村 安養寺 五 石 

石 川衬大 圓寺鎮 西.^ 石 岡 崎 幸 善 寺 t:y|t 水 

田 繩村妙 福 寺 同 十八 石 ^鴨 村 遍照寺 三 石 

大 門 村 大圆寺 同.^ 石 £ 刈 村遊藏 寺 Sl§ 

田 原 村辨天 山城 齊寺五 石 饗場吉 田村資 珠院. ^石 

靑、 # 村 松 本 寺 眞言 七 石 大草村 山 寺 a* 四 石 

吉田町 白ま 山 神宮 寺 除 地 

Is? 村 滿國寺 一平 石 山 田 村， け水 福奇 s!f 石 

豊川村 天 服 山 妙 厳寺曹 一一 十五 石 

大濱村 林 i:^.! 一寸 曹ー 11 十三 石 一斗  . 


吉 ^出口 田 山 龍 枯寺曹 3 十 五 石 

^一如 衬 安養 土 t 曹.^ 石  田 13^ 紂龍門 寺 曹五石 

八而村 典： C 寺曹 十三 石  堀 切 村 淨福寺 同 二十 六 石 

豐川村 松 樹山花 井寺 同廿 玉石 

田原衬 K 原 山 慶-窗 寺 五 石 矢ロ村大法寺曹5^？ 

矢 曾 根 村 龍 泉 寺 七 石 杉 山村 長 慶寺曹 三 石 

祌戶村 舜田山 傅 法寺曹 W 石 長 山村 松 源院同 十二 石 

江 •  ぬ 村 願 王 山 妙 喜 寺 高 松 村 法 藏寺同 玉石 

梁 山 大龍山 妙： nC 寺 廿石 松 率 村 负梁山 m 照 寺 WW 石 

、ゆ：：：； ハ村 白鳥 山 奈龍寺 同 十五 石 染田村 大乘院 同-, 石 

杉 山村 寶林寺 同 三 石  一 i 木 村仙壽 山み 一久 院 M 计六石 

山ノ士 口田 村 萬 福 寺 同 十九 石 染田村 正樂寺 N 三 石 

德次村 瑞雲 山 眞寵寺 g 五 西 ノ町廣 全 寺 同士 一一 石 

西ノ町 春光 院同ョ 石  松ケ 一 色 村 法 藏寺同 五 石 

野 S 衬法光 院同三 石  靑 村 傅 法 寺 石 

小 瀨間衬 龍 m 院！ 五 石 和 地 村 法 釋寺同 三 石 

牧 山村 光林 寺 一石 野 田 村 逮上寺 E 十 石 

金 田 村 光 福院き n 石 牟呂 村樂法 寺：^ 1 一石 

下 m 村- 4i 養院同 玉石 八幡 村 國分寺 3^ 五 石 . 

岡ゅ1永，鍈寺^^^^石  岡 崎概音 寺 同 HI 石 


同所大，け水寺^5五石 右京亮 元 信 御 寄附 之 地 也 

1 一川 驛大岩 寺、 曹、 御 黑印七 石、 神 君 公 御 書 有、 

根 羽根 村 松 源院、 同派、 御 黑印廿 石、 三 州 信 州の 境 也- 

一 一川 驛松昔 寺、 同派、 御黑印 1 一石、 

明大 寺 村 安心院、 同 御黑印 地、 

恩 田 村 松雲院 曹無綠  杉 山村 全 福 寺 同 三 石 

赤 羽 村 嚴能寺 同 五 石  岡 崎 寶福寺 同一 一石 

三 谷 村 光昌 寺 五 石 九 斗 大濱村 淸淨院 十 1 一 石 

大濱村 宗中軒 ハ升 同村吉藏庵0斗.^"升 

同村 妙 福 寺 村 g き 一一  同村 龍 雲 庵 一 石ーーー 升 

同村 播石寺 一一 一十 石  熊 子 村 向 墨 軒 二 石 1 升 

岡 崎 慈悲 山 萬 松 寺 禪廿石 古田 村 幸 林 寺 三 石 

古田 村 廣福寺 五 石  和 田 村 春 興 院五石 

吉田 喜兒寺 臨 三 石 五斗 大津村 安樂 寺 臨 二 石 

牟呂村 柳 橋 山 正 林 寺 三 石 同村 多 門院 二 石 

舯 村 正東 寺 三 石  同村 祥雲寺 三 石 

祌戶村 西 光寺 三 石  同大 乘院 一一 一石 

西 野 町 瑞境山 實相寺 g  一 IIMg 建立 

大、 律 村長 松 山 太平 寺 S 山 十六 石 

神 B, 村 松 本 寺 七 石  中 田 村長 久院關 十六 石 

3— 雀 ー 卷 In 


； ts, 衬傅德 寺 五 石  高足 村 圓通寺 十 石 

岡 山村 尚 雲 山 花 岳 寺 關卅石 同 衬靈源 寺 同 十 石 

角 ギ衬仙 德寺十 石  同村 廣圓寺 同 十 石 

長 彥村十 輪 寺 八 石  野 寄 村 嵩 山寺 同 三 石 

谷 村 萬 福 寺 二 石  門前 村 增瑞寺 關山五 石 八 斗 

寺 li 村 金剛 院同セ 石  大津衬 大雲庵 同 石 

牟呂 村眞福 寺^ 1 一石  同村 桂 昌寺同 セ石八 斗 

-波上 村 正圓寺 八 石  同村 福 生院同 一 石餘 

畑 村 淸凉院 三 石  伊羅 古村 圓 通院 三 石 一 斗 

善 明 村 隨雲庵 1 石 七 斗 善 明 村 西 福 寺 11 石 二 斗 

大草衬 南 城 坊七石  森 越 村 畏壽寺 一一 一一 

對込衬 光松 庵 四 石 五斗 對込村 光 粒 坊；. 丸 斗 

赤 羽 村 松薨坊 i 石  赤 羽 村淸秀 寺；^ M.^ 斗 

中 田 村 地藏院 一 石  池 頭 村 面 光 1^ 1 石 

平 口村 修德庵 1 石 一 n 斗 笹蘭衬 善光坊 1 石 二 斗 

米津村 光照 院五石  長樂 村長 樂寺 1 二 石 

高 井村 慈 雲 寺 三 石  高 井村 長 彫 寺 三 石 

牛 川 材東林 寺 in 石  金 田 村 正 明 寺 二 石 

馬 越 村 法 運 寺 御黑印 n 一石 神鄕村 光. 寺 一 一石 

神鄕 村長 拜院四 石 


i  三 河 雀 I 卷 lil  

1 コ 一！^ 寸 閼九石 四 斗 八 升 

m:^;? ^掠 成 吉 頁, ^ti- 御 怒 母 尼寺 也 

舉母 村長 興 寺 無緣地  廣瀨 衬廣關 寺無緣 

大崎村 幸福 寺  一二 石  杉 山 衬善福 寺 三 石 

長者 平 村 正眼 寺 御 大和 田 村 正 傳院針 g 職 御 

大和 村 慶雲寺 |g| 沼 主 村 物.？ 持院 御 

田 原 町 i.;:! 貝 寺 三 石  田 £^ 村 東 光寺 1 一石 

同町 花善院 一 石 五斗  野 田 村長 樂寺三 石 

一 色 村 生濟寺 ral 斗 1 升 行 用 村 行 褒庵ニ 石 七 斗 

同村 善信院 一 石 五斗  下 矢 田 村 惠海院 一 石 八 斗 

下 矢 田 村 東 光 坊ニ石 五斗 針 曾 根 村 修福寺 1 石 八 斗 

德永村 安養寺 二 石 六 斗 鵜 ケ池村 妙滿寺 一石 一斗 

岡 崎 遊 t 寺 一一 一斗 2! 升 岡 崎圓頓 寺则難 ほ^ P ぼ pK! 

田 原 村 當行寺 同 三 石 淺 井村 了 惟 寺 SSli ほ 11 

05?.^2£^^寺ニ石  .sp?:Ir..〔>H^.^ 同十玉石六升久世 

3t!i.*r5 うき  一？  禾 女 BslTlr 御 一家 御 菩提 所 

深， # 村 養師山 長滿寺 龍， r 水 寺 村 龍 泉 寺 同一 一一 石 五斗 

田 原 村 法 華 寺 同 十五 石 赤 Si 村 大圓寺 三 石 

牛 田 村、 泉 龍院、 在 五 中將！ ^公の 寺、 四十 年 前 廣僧隱 

元禪師 開基 也、 

伊 呆；！ T ヒ te?  .=1、 ち HW4^ 黄藥、 派 百 石 本 多 

き や. リ. wlkl?- 一 S さ 御 j 家 御 寄附 也 

中 村 東禪寺 11 八 斗 . 羽 ra 村 満福寺 一一 一石  ， 


四嗄： hi 一  

尾 尻 村 海 雲 山 長 福 寺 l^lllgl 也 

上 靑野村 安養寺 一 石 五斗 八面 村 善性 寺 I 石 六 斗 

矢矧村 光明寺 A 石  宇 利 村 林 松 寺 一一 一石 

梳村阿 彌陀院 ral 石 11 一斗 法 光寺 村 法 光寺 十三 石 

新 海 村 西 光寺 高 田 三 石 小島 村 安樂 寺 一向 llr 

家 氏 村 淨顯寺 一 向 一一 一石 梶村淨 光寺 一 向" 一石 

中島 村淨 光寺 一向 一石 野 田 村 安樂 寺 同 三 石 

野 田 村 西 圆寺同 五 石  岡 崎 專福寺 E 十三 石 

岡 崎光述 寺無綠 一 換寺 同所 覺恩寺 同 同 

岡 崎 八丁 光圓寺 Mg§ 祐 寺 田 村 御堂 淨圓寺 I 派 二 石 

上 靑野村 本 光寺 同 三 石 下 靑野村 本 光寺 同 三 石 

楠 村 龍 門 寺 十 1 石  草 場 村 大應院 1 一石 

〇 祌社之 部 

櫻 井村 白：^ 大權現 五十石、 三 河 三 白山 也、 

大岡村 白山 大權現 百 三十 石、 大社 也、 

中 aiT: 村 藥師堂 十 石 + 

岡 崎 $： 贺 八幡宮 七 百 石、 靑蓮院 殿 1 一品 親王 御 額 あ. 9、 

淸厳公 十三の 御歲、 織 田 彈正八 千の 人數を 以て、 伊田 

の 村ね 取掛、 岡 崎 をせ めんと す、 御 味方 八 百の 眾兵 

にて、 淸鹿公 御 勝利、 此時 八幡 か ：！ の！！ 3； 前より、 白羽の 


矢 敵の 方へ あゆむ とな. 9、 大阪 御陣幷 天草 一 授の時 

も、 華^ 壹間づ 、步 むと 申 傅 也、 八 月 望 日 甲乙 人國中 

的 有、 上野 御 合戦の 節、 $.賀 川に て、 三 五淸四 郞立往 

生した る 慕 あ. 5、 

六 所大明 神、 百 六十 二 石 七 斗、 松 平の 鄕ょ. -此 地へ 御 

移，^、 天下 御 草創 御 誓願 御成 就の 御 神 也、 下 -iiT 札靑蓬 

院御筆 也、 九 rz: 十四： z 國中 甲乙 人的 有、 繪 女房 塚此近 

所にぁ..^、 

朿三河 八幡 村 八幡宮、 百 五十石、 高 羅の祌 社 有 、八：：：： 

十五 = 放 生會、 甲乙 人的 有、 昔 爲家卿 遠江國 へ 下る と 

て、 三 河 成宮路 山 八 幅へ 參り て、 藤の 花 盛なる をよ め 

ると、 いほぬ しと 云 書に 見えた hN、 

紫の 雷し 見す る は 宮路山 

名高き 藤の ける 成け り 爲家卿 

舞 木 村 宇佐 八幡宮、 百 五十石、 昔 山中 俊 光と 云 高 家 建 

立の 時、 虛穴 H より 神木 下り、 遷宮の 材木と 成 ゆへ、 舞 

木と 云、 

小阪 井村、 鬼 足 八幡宮、 九十 三 石、 四月 十  一 ：n 每年風 

の祭ぁ，.^、四：：：：上句ょり十：：；：切に、 雀 十二 翅を射 取、 

雀 箭當て 血 流れ ぬれば、 氏子の 災難 あり 、昔武 藏坊辨 

三： 河 雀 叫 二 


麼 吾妻 下， 0  、今 橋斷絕 して 七日 逗留 の 內、 大般^ 六 kn 

卷頓寫 し て祌へ 奉納す と な.. >  、十六夜の 記に は、 日 は 

入 果て、 わたう どか や 云 ふ 所に 留り 侍る と、 阿 佛の書 

かれし は此 里な b、 今 龍神 此宮の 釣鐘 をう ば ひ 取ん 

とて、 時々 雲 を 起し 風 砂 を 卷て目 を 驚す 事 あ. 9、 小 野 

の 小町 伊勢より 渡海して、 木 空の みさかへ ゆけ る 頃 

にや、 此 里に 杖 を やすめし 舊跡 侍り、 

猿 投村大 明祌、 七 ぼ 七十 六 石、 祌主四 家 十六 坊ぁ. o、 

尊 氏 公 神主 職 證文ぁ b  、九月 重陽の H 祭 あ b  、赃 .it 七 

十疋三 河より 棒 を 持 出る、 尾 州より 粧" itT 百疋 長刀 を 

持出 る 、^^<濃ょ 粧-: it 百 三 十疋 刺股 を 持 出 る、 口 付 六 

人 づ> "なり、 天道の 宮へも -iir を曳 くな. o、 猿 共 多く、 

人に 木の葉 を 投掛る ゆへ に、 猿投と 云と 也、 

賀茂村 賀茂大 明 神、 百 石、 贵船大 伴 三 社な，^、 貴 船ば 

陰 神に て 末社 也、 大 伴の 宮は 未， 分明， と 云、 川下に 持 

統 夭 皇 の頓宮 立せ 玉 へ ば、 大伴は 御 枝 なれば、 川上 

に 祝 ひ 侍る にや、 昔淸見 原の 天皇 芳野山 を 出、 大 友の 

皇子と 御 位 を あらそ ひ 玉 ひ、 大友打 まけ 玉 ふ、 是を壬 

申の 亂と 云、 大伸大 友の 字 を る にや、 つぶさに 羅山 

子の 書に 見えた. 5、 

si.fn 八十 ョ 


in 河 雀卷ニ  

二  ，宫 村 砥鹿大 明 神、 ほ 石、 三 河 一 宮也、 文武 天皇 勉使 

公宣、 此の 宮 建立の 時、 帝より 草 鹿 砥氏を 公宣 子孫に 

下され、 公宣 子孫 祌職 相續 侍る 也、 とし 每に 五月 四日 

祭禮 有、 流鎘 -itt を 射な り、 

大門 村 八 劍大明 神、 七十 石、 尊 氏 先 判 也、 三 河 名所 志 

賀須賀 の 渡り、 此 ほとりに 有、 中頃 鹿の 渡. 9 を 人に 数 

ゆるに よ， 9 て、 鹿の 渡りと 云、 右 角 集に は 然菅の 渡り 

とも あり、 八橋の 道 也、 古歌に 

行人 も 立ぞ煩 ふし かすが の 

渡. C や 旅の 泊り 成る らん 藤 原家隆 

西 尾 町 八幡宮、 源氏 大切 丸の 寶 〈1 を 奉い 納宮 なり、 寶 

m の 神光赫 々 とし て 、飛鳥 忽然. と 地に 落て 死す、 賴朝 

公^ 君 足 利 左 馬頭 義氏 引出物、 1 一位 ノ尼政 子 愛染の 聱 

君 也、 

吉田町 天 王 ノ宫、 三十 石、 持統 天皇の 御陵 か、 林道 春 丙 

辰 紀行に、 三河國 に持統 天皇 行幸 有と、 菅野眞 道史を 

見る に、 所不レ 知と 書れ し は此所 か、 六月 十五 日大花 

火 をして、 翌日 紙圓祭 あり、 

神 戸村 久丸大 明祌、 三十 五 石 、正月 初の 申 酉の ："、 久 

丸と 云 祭 有、 氏子 七ケ鄉 戶を閉 て不レ 出、 荒神 也、 


池 鯉 鮒 驛大明 神、 贰拾 俵、 時の 守護より 出、 四 In: 末よ 

.0 五月 端午の！！ it 市 あり、 長 明が 道 記に、 池 鯉 鮒の； 市 

と 有、 

伊羅 古崎 大明 神、 二十 五 石 三 斗、 淸少納 言 も、 崎 は 伊 

羅 古崎と 書し な， 9、 此明神 は 出 雲へ 祌棠に 參られ す 

と申傳 ふ、 此崎 前にて 江 II； 廻船 帆 を 下す 也、 

長 山村 本宮、 贰拾 石、 實は本 茂 山と 云 ふ、 大寶 元年 辛 

丑、 煙 厳 山の 勅使 公宣 公、 誤て 此 山へ 攀 のぼる 時、 童 

子 忽然と 出、 煙 嚴山を 敎て歸 し 侍る とな り、 是は  一 ノ 

宮の 奥の院 也、 いつの 頃に や、 三 河に 熊 野 山を寫 し、 

那知は 夏山 村、 新宮 は國府 村に あ. y  、熊 野の 谷 は赤阪 

にあり、 吾妻 鑑に、 源 ノ俊成 卿、 若 一 王子 を 蒲 形の 里に 

勸請 すと 見へ た，. >、 

尾 曾 根村祌 明、 拾 石、 大池 あり、 俗に 蚰 池と 云 ふ、 鯉 魚 

多し、 

吉川村 山 王、 伊豆 兩社權 現、 五 石、 長 篠御陣 の 節、 祌君 

公 御 旗竿 を此宮 より 獻 上す、 

下 和 田 村 尾 犬頒 神、 四十 三 石、 本 多、 大久 保、 中 根の 三 

家よ. 0 寄附、 

上 和 田 村 首 犬 頭 神、 無綠、 昔し 和 田 氏男士 某、 池の ほ 
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當 古村 天 王 五 石  東 横-泣 賀村天 王 五ず 

小島 村祌明 八幡 雙宮 十 六名衬 八幡宮 さ 一一 石 

西 尾 町 天 王 二十 三 石 

尾 蘭 村 住 士ロ明 神 三 石 

德永村 神明 宮 十七 石 八 斗 

熊 子 村； 大王 ャ八石 

岡 崎 天 王 二 石 六 斗 六 升 

GT 谷 村お 王子 二 石 

西 鄕村山 王 三 石 


田 原 町 祌明宮 五 石 

寺 tJ; 村 八幡宮 三十 六 石 

岡 崎 八 幅 宮五石 五斗 

岡 崎- 2 山 五 石 

"£iT 越 村 天 王 二 石 

石卷山 大明祌 十一 石 

三 谷 村ん a 宮醒： S 夫 £ 石 


足 助 村 八幡宮、 無緣、 足 助 次 郞重範 古城 あり、 屮， 御所 

と 云、 

廣石村 御^ 大明祌 、無緣 、足 利 陪臣 細 川 兵 部 少輔釣 鏡 

寄進 之銘 あ. -、 

前後 村、 穗精氏 鈴 木 了鎮、 此壹ケ 村 永代 被 n 下 置， 也、 

杉. E 村 、山守 德兵衞 五 石、 祌^ 公 御 父子、 三 州 m 原 伊 

羅胡筋 御 鹿 狩 之 御 時 被，， 下^? 柳 松と 云 有、 年々 柳の 

ごとく 生 出るな り 、 

土呂 村、 松ギ甚 助、 諸 役 御免、 

岡 崎、 刺".：^ 左衞 門、 壹石四 斗 御 除 地、 祌事 延年、 甲乙 

人 之 的與行 之^、 をき 壹人 分取來 也、 射 弓 之 弦 切れ 中.， 
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時、 其 場に て 弦 刺 ™ 一は 也、 

院內村 萬 歳 作 太夫、 已前淺 草 御藏に て、 米 十五 俵 被， 

下、 近年 者 御 勘定 御 部屋に て、 正； 十 一 H 萬歲 相勸、 

御金 拜領、 

三 河八瓤 

高 七 莴八千 七十 五 石 八 斗 五 升 五合 

碧 海 郡 御朱印 寺 三十 六本  百 三十 四 村 

. 同社 廿 一 ケ所 

高 五 萬 九 百 四十 八 石 八 斗 九 升 七 合 

賀茂郡 御朱印 寺壹本  三百 五十 壹村 

，同社 壹 ケ 所 

高 四 萬！^ 千 八 百 十 石 四 斗 五 升 四 合 

額 田 郡 一 御朱印 寺 三十 六本  は 五十一 一村 

, 同社 九ケ所 

f 高 四 萬 六 千 六 百 十八 石 武升七 合 

-御 米印 寺 六十 本  百 二十 四 村 

i 同社 十三 ケ所 

高 五 萬 千 八な 七十ん 石 或 斗！^ 合 

寳飯郡 御朱印 寺 十八 本  巧 三 十七 村 

13^ 社 九ケ所 


ぃ叫 一 


高 贰萬五 十四 石 四 斗 五 升 六合 

設樂郡  . 百 六十 五村 

. 御朱印 寺貳本 

高 壹萬九 千 一一 一 kw 六十 五 石 七 斗 四 升 四 合 

八名邵 御朱印 寺 十三 本  五十 贰； & 

, 同社 十 壹ケ所 

高 四 與六百 七十 四 石 八 升 七 合 

渥^^^郡ー御朱印寺六.^六本  八十！^ 村 

. 同社 二十 壹ケ所 

. 高 都合 卅五萬 八 fa 八十 五 石 九 斗 一 一升 

外 中古 新田 三 萬石餘 村、 高 未詳 

御朱印 三 河 之 分 

高 壹萬千 三百 九十 五 石 五斗 七 升貳合 

此譯 

寺 高 七 千 七 fa 十六 石 五斗 六 升 七 合 

社 高 三千 貳百 八十 壹石六 斗 五合 

御 黑印井 寄附 寺社 

高 三百 九十 七 石 四 斗 

三 河雀卷 第二 終 


三 河雀卷 第三 

第一 響の 明 神の 事 

伊豆の 國 下田の 近所に、 饗 の明祌 とて 有、 昔 結 城 殿 こ 

の國 にみ ま そかり し 時、 大き 成 松の梢に、 尾の 長き も 

のぶら-/^ として あり、 見る 人魂 を ひやし、 忽に 倒れ 

死す、 結 城 殿 あやしく おぼし、 大功の 侍 を ゑら び、 尾 

の 長き もの を とらせて、 其 所の 祠 倉に 納めさせ、 響の 

宮と 祝お かれし、 後年 月 を經 て此宫 遷宮し、 社 人神體 

を拜 すれば、 大き 成い かの ぼ，.^ にて、 小傳 馬町貳 丁目 

と 書付 ありと 也 

第二 彌勒の 家の 事  ， 

水 無 S: 半の ころ 陸 奥に 至.^、 仙臺 よ. 9 右の 方に 末の 

松 山 を 見て、 松 島に 詣で 侍る、 名所 多く 見し 中に 第 一 

の景 地な b  、社 壇 神 さびて うつくしく、 石 M 數百 問 見 

おろし、 其の 下に 神 垣 結 廻し、 大きなる 签 四つ あり、 

II 釜の 明 神の 鹽燒給 ふ 金の 器な h -、 銶に 年月の 臘ぃ 

かば かり かと、 かぞ へられ 侍る、 此の 釜に 水の 色替れ 

5H 、^生の 災ひ ありと 云、 昔し 六つ ありし を、 白波の 
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四百 八十 七 
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わざとして、 とりも 5^ さす、 签が 淵と 云 所に 沈めし と 

也、 東の 方 山際 へ 入れば、 3;^ 窟を家 して 蟹 人數 をし" 

らす 藤り、 藻 §1 燒 ありさま なり、 か、 る 所に も 住 2;^ つ： 

るかと いと 哀 なりき、 蟹の 夬に を くれ、 小舟 を 借り： 

て、 心 靜に松 島 を 一 見し 侍る、 兼て 聞し は 物の 數 なら： 

す、. E の 姿 島の けしき、 外よ.^ 物替 り、 いかなる 甞ー エノ 

十日に 一 水 を ゑが き、 五日に 一 石 をう つす とも 中々； 

及ば ざら まし、 此の世に あ ると あらゆる いみ じさ を， 

一 つに 集た るに やと 覺へ 侍る、 言に 語る に その ま、 一 

荷な はれば、 人の ために、 いかほどの よき 家土產 なる 一 

ベ き 、舟行き 岸 うつ b て 面白 、c:s のめぐ b に 高 き 山 幾 一 

重 もまな. り 、ねお 上りた る 3 お 根の 松風、 いと 冷 敷、 向- 

ひに 島々、 入江々々 汀 を あらそ ひ、 汐み ちくれば、 岩 一 

尾の 松が 枝 波 際に ひた..^、 潮し..^ ぞ けば、 また 根 上り 一 

て 面白く 、小；： r まがき が 島、 惠美须 島、 甲 島、 都 島 限 一 

り もな くう かび 出、 外 は行衞 しられぬ 海原、 宮 llr さ 一 

ぶ澤 など 云る 迫 門よ b 滿來る 潮 は、 山の 懷 にさし 入 

、南北 三 里 もや ありなん、 柬西は 一 里に たんぬ、 廣 

き あわ ひ、 波 も 一 しほ 閑なる に、 小船 こ、 ら行通 ひ、 

汀の 眠 を 驚し、 夏の 夜の 月影 も、 所 ゑが ほに すみ 渡 


,9 て、 水 天 一 色に きらめ $1 し、 a}!; のさつ き亂 れ^-^ 

て、 山 郭公 耳に ふれ、 誠に  一 HI の ほど さへ 有に、 まし 

て や 四時の 詠、 月 花に つけて 盡せ ぬた のしみ、 さぞ や 

とお も ひ やられ、 一 年此 所に て 過 さば、 あ、 いかば か 

,9 のお も ひ 出 成べき とつぶ やきつ、、 心に 餘る けし 

き、 何れ を いづれ とわき かね 侍る、 されば 代々 の 歌枕 

によせられ しも、 げ にやと 思 ひ つ、、 すいろに 歸らむ 

事 を わすれて、 暮鐘 をに くみ 侍りぬ、 

第三 曰の 背中 ==： のぼん のぐ ぼの 事 

みな：：： 土用の 折から、 富士詣 せし に、 草鞋 腰に しば. 9 

付、 小き 竹の 筒に 水 酒な ど を 調 入て、 ぶら りと さげ、 

手足 同 曲して 終夜 念佛 し、 夜の あけなん とする 時， 漸 

く屛 風が 嶽に はい 上り、 八 薬の 嶺に 至. 9 て、 夜 も 明 

け 侍りぬ 、東方 泥の 海、 声 原のう ち はり、 旭一 二 間 は 

なや かに ほの 見え 侍る、 しばらく する 內に、 はや 四 五 _ 

問 も 上. 0 たま ふ、 此の時I=:輪の背巾をぁ..^くと見 

たり、 又 あ. 0 あけの 月 折 を 得て、 十五；：：； 明 方、 山の端 

に 入た まへば、 日輪の ぼんのくぼ、 たしかに 見 侍る、 

誠に 仙 境界に もこ へたり、 折節 咽 か はきて、 凝た る 雪 

をつ まみて す、 れば、 精進の 腹に あたり、 腹中お びな 


だしく、 鳴く. たる 事頻 なれば、 八 葉の 外へ 尻 や， 9 出 

し、 帶に繩 を 付て 友 どち に ひか へさせ、 鼻紙 を 敷て 不 

淨を おかし 侍る、 折節 八 葉の 雲 風颯々 と 吹て、 鼻紙と 

もに 靈 i 仝に 吹 上げ、 大 かたは 三 保の 松原 あた. -へ、 吹 

もて 行らん もお かしき、 都て 八 葉 は、 人間の 凡 情 を は 

なれ、 柬は 泥灘の 風穴、 西 は 千尋の 蒼 池、 是に は鳆す 

める と 也、 誠に 神寵 住た まふらん と覺 ゆる、 是 より 甲 

州砂拂 まで 四 里、 白雲 を ふみ まど ひ、 飯 一 鍋す る內に 

麓へ お- 9 ぬ、 

富士  花 翁 

八 葉 名 芳三國 魔 淺 間神德 映ニ大 虛- 

立 峯烟矣 出 二 林 霧， 笑 見 花開姬 與 梳 

第 四 草花 問答の 事 

菊 S: 末の 弓 張の 頃、 秋の 野の 千 種 今 を 盛なる を. 0 か 

ら、 牛 士數多 牛お 曳 つれ、 野 飼 をす る 時、 修行の 虛無 

僧 野 花に 心 を 移し、 れんぼ を 吹きて 坐し ぬ 、虚無僧 牛 

士に 向って 云く、^ も汝等 は、 傍若無人な る ありさま 

哉、 今 を 盛なる 千 稲 を、 む ざ と 牛に はませ ぬる 事 

よと、 牛士が 云く、 仰は尤 なれ ども、 生 もな き 野原な 

れば、 誰 殿に か 御免 を かふむ るべ き、 つかれし 牛の 野 

三 1^ 雀 € 三 „ 


飼 幸 也と あざ笑 ふ 、虚無僧 聞て、 汝等は 下賤の 牛 飼な 

れば知 まじ、 身に 取て は 普 化 上人の 流 をく み、 四方 八 

面來 也、 旋風 打虛穴 H 來ゃ、 蓮 架 打と 鼻祖の 悟 を 修行 

し、 恐くは我朝武門の遊宗なh^、 汝等 ごときの 白 丁 

は、 五 尺地 を 云べ しと 云へば、 牛 飼 聞て、 仰 はさ も あ 

らん、 我等 も 山路の ゆるした まふ、 草 f 刈 笛 も ある 物 

を、 さて 御 僧の 尺八の ゆわれ を 聞む 、虚無僧 眉 を ひそ 

め、 尺八 は秦の 始皇の 吹た まふ、 外に ゆわれの あらば 

こそと 申 侍る、 いや/ \» 尺八の ゆわれ は、 賤 しき 牛 飼 

が 小耳に はさみ 侍る、 柹の 本のな り 1^ 中將と 申す、 ゆ 

われ は 竹の 歌口より、 六 五 四 三と 節の 寸 法定む る ゆ 

へ、 尺八と 申 也、 姊の 本の 中將と は、 必すゅ ひま わす 

かきの もとにて、 中の 上 竹な りひら きをと 中 ゆわれ 

な..^、 虛 無の 御 知りな き は、 あら 凡夫と いやしめ たま 

ふ 御 詞には 違 ひ たりと 云 へ ば、 虛無 腹に す へ かね、 汝 

等 は 牛の 目 利 を 知る まじ、 天 角地 眼 鼻水 舌黑、 壹石^ 

斗 四 升と て、 角兩 方へ さし、 目 は 地 を 見、 真に 水な が 

れ、 舌黑 く、 壹 石と はき はめて 黑 く、^ 斗 は 大筋、 四 升 

は 升 を 四つ ふみた る ごとく、 かやう に ni 利す るぞ と 

詈れば 、されば こ そ 牛 飼、 あ た ま から 下 凡と いやしめ 
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たま ふ、 しらぬ も 平 飼が， 耻 ならす、 さ 仰ら る、 御 僧 

も、 むねと した ふ 尺八の ゆわれ は 知， 9 たま はぬ ぞと 

や， 0 こめ、 どよ みに 成て 東西へ 去. 0 ぬ、 

第五 邪靈 物語の 事 

信州善光寺に詣で、通^|-し侍る時、行脚の僧俗ぁまた 

成 中に、 四國の 遁世 者. e. ける は、 三 國無雙 の靈佛 にて 

おはし ませば、 罪. 障 懺悔して たすか. 0 巾さん、 我國に 

は犬祌 とい ふ 邪神 有て、 其の 家々 に傳り 侍る、 我等 わ 

かきに ほこ. 9 押へ しに、 まつ， 0 事 もせ ざ. C しゅ へ 、妻 

子 けんぞく 犬 神に おかされ、 かく 修行いた し 侍る、 此 

身の Ml 果を あからさまに、 御佛の 前にて 懺悔 滅罪し 

て、 當來 をう かび 中さん と、 泪をぞ ながし 侍る、 今一 

人の 僧 申け る は、^ も 世に は 似た る箏の 候 や、 某 は 羽 

.フしろ1^とプ 

州羽黑 山の 者に て 候が、 波 世の 業に、 後 佛と申 外法 を 

つか ひ 侍. y しが、 金銀 は 心の まゝ にしへ たぐる、 富貴 

なる ものに は、 後佛に 申て 即座にな やまし、 奇^ 成 術 

をつ かひ、 身の 榮花を 極る は、 第 一 の重資 にて 侍れ 

ど、 常に 我 身に 後佛 そみつき、 掉投る まも はなれす、 

この 苦み た へ がた く、 圭 山の 珠も命 有て こそ、 あはれ 

此 くるしみ をの がれた くお も ひ、 ある 夜 佛に云 ひ 侍 
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る は、 野 僧 は 此度善 光寺へ 行脚 せんと ひ 侍る、 佛も 

つれ 申さん かとい へば、 後佛 云/、、 善 光寺 は^ 浮 擅 金 

の靈佛 なれば、 外法の あが 佛は、 塵芥よ. 9 も 拙し、 御 

僧に はなれん に 物 かなし、 同行し 侍る ベ し、 され ども 

大河 を 大きに きら ひ 候へば、 道の すがら 心 をつ けて 

たびた まへ と 云へば、 某. S. す やう、 後佛は 何の 因緣 

に 大河 を 嫌 ひ 玉ふぞ や、 佛の云 はく、 外法 本 來惡凡 業 

凝た る ゆへ に、 河 へ 入れば 外 術 fMsl- ると 云 ふ、 よき is!!- 

を 聞た る よと、 後佛を 笈の內 へ 入れ、 善 光寺の 前な る 

さい 河へ 、だんぶ となげ 入な がし 侍る、 佛 しばし うき 

揚 、拆 も此 とし H: なじみし に、 つれな くも 大河へ は 

めら るゝ よと 云 へ ば、 僧 此川は 八 功德池 なれば、 大紅 

速に の 、成佛 して つ ふねと 成 給 へ と、 さい 川より 足 

. ば やに 善 光寺 ま で ^込み 、 1 一六 時 巾 念佛し て、 S! 心 堅 

固に 相つ とめ 侍る と 語りぬ、 拆も 不思議なる 物語、 耳 

のよ そに 開く も 奇なる 事よ と、 人の ために 記しぬ、 

善 光寺  花 翁 

自說 天皇 迷途哀 蘇生 厚拜 活如來 

本 田 名 響 善 光寺 乙兑 旅人 離苦 埃 

第 六 雷電 狩 倉の 事  . ， 


安房の 二 山と 云 所に、 每年 正月 里人 大勢 催し 、神明 狩 

とて 一 一山 を 狩 倉す、 其 異形 鼬の ごとく、 大き 成け だ も 

の 多く 狩 殺せし 時 は、 神 鳴なら す、 狩 得ざる 年 は、 お 

びた-!. しく 鳴動す. と 云へ， 9、 

第 七 子 母 貝の 事 

遠 州 今 切の 近 村、 中の 鄕と云 ふ 所に、 八幡宮の 祠倉ぁ 

b  、此宮 になから めの 貝の 姿した る もの、 昔よ. 5  二三 

十舉納 す、 此貝近 國遠國 五十里 三十 里 飛 ゆき、 又して 

は歸 り、 放 生 會の頃 は、 不レ殘 相 揃 ふと 云り、 若 は 仙術 

の 子 貝 か もしら す、 人家 におけば たゝ， 0 あり と 云 、 

第 八 月の 糞の 事 

美 濃 國九景 山 は、 關山和 尙の德 を かくして、 三 歳 牛お 

ひきて、 田畑 を 耕作し 給 ふ 地に て、 風景う つくしく、 

九景ぁ b と 云 ふ、 ザ： 禪石 あ. 9、 山の 麓に S: 吉 村と 云 あ 

り、 此 里へ！ ：！： の 糞 ふ 侍る、 その 長 四 五寸、 な. 0 はば 

ぃの员 のこと くなる もの 也 さきき. o/^" と 曲 り、、 フ 

す 白し、 旭の 水に ひたして 水を飮 ば、 瘧疾を 落す 也、 

虎溪 山と も 云、 

第 九 河 猿 は^の 疫祌の 事 

遠 州 棒 原 郡に、 河 猿と 云 不思議の けだもの あり、 此猿 


河の ほと.^ へ 出る 也、！ £1- これに あ へ ば 忽ち 倒れ 死す、 

何れの 川筋へ も 此川猿 出れば、 馬 悉く 死 すれば、 是馬 

の疫 神な らん、 

第 十 鳥の 月 をう ば ふ 事 

丹 波の 國奧 山家に、 山の端よ.^ 月の出し ほ を、 向 ひの 

山に て 古老の 為の 羽 を ひろげ、 g: を 羽へ うつす、 東西 

に 月の出る かとうた が. ふと 也、 

第 十 一 好色の 魚の 事 

加州 淺野 川に、 励と 云 魚 あ. 5、 ぶったいと 云 魚す く 籠 

を 持 寄り、 流に 立て 女子 共鲋の 歌を謠 ひければ、 多く 

取. i いふ、 うつくしき 女子と お ほくす くと 云 へ ぶ、 好 

色の 魚に あらや や、 某 回國の 時、 もとにて 見 侍り 

き、 此魚丹 波 道 桂 川に も あり、 

第 十二 大力の 木 佛の事 

北 伊勢 多 11^ 山に、 一 目 連と て、 荒き 祌立給 ふ、 夜は疊 

ニ壘敷 ほどなる 丸き 光物と 化し、 虛空 を飛ハ ！；： し 給 ふ、 

或 時 三 浦 氏と 云 强士、 一  目 蓮の 社 壇へ 手 を 入れ、 鼻 を 

ひねれば、 三 浦歸り 道に て、 海へ 蹴込 給 ふよし、 され 

ども 水練の 達者に て、 恙なし と 語. 5 ぬ、 * 

第 十三 天狗の 爪 神の 箭の事 

ilw, 九 4.1 
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能 登の 國は、 半弓の やうに 出張た る國 なり、 越後 五智 

の如來 より、 市 ふりまで 十六 七 里、 砂濱、 親しら す、 子 

しらす、 狗 屍し、 駒 返し、 比丘尼 轉 など 云 ふ 難所な り、 

境 川. E 姥が 住け る 所、 かげろ ふより 能 登の 國 へ 至. y、 

石 動 山の けしき 物 か は. 9、 常に 人跡 絕 たり、 さすがに 

都 遠く、 見る 人 も 稀なら む、 此嶋々 に 天狗の 爪 有り、 

さき、， と 曲り、 岩の 問 木の 枝な どに か、， 0 て、 

羽の 付た る も あ b  、佐 渡の 國には 祌の箭 と 云て、 石の 

羽 石の 根 矢、 あ. 9  くと 自然の 石 也、 昔し 神 軍の 箭 

也、 名 春なる ものな， 9、 

第 十四 なかぬ 蛀の 春の 事 

關東實 生 大岩寺 は、 鎮 西の 談体 也、 此 地に 蛀 あれ ども 

なかす、 又 濃 州 龍 生 寺の S 蛙 もなかす、 啞 かと 思へ 

ば、 なかん と 思 ふ 時 は 外 へ は ひ 出、 おびた 3. しく 鳴な 

り、 いかなる ゆへ にやと、 里人に とへば、 開山 上人の 

勸學 のさ は. 9 とて、 封 留め たま ふと 申き、 

第 十五 龍 灯 松の 事 

上野 國 雷- m 山の 麓、 池 水に ま 雨な ど そぶ ふる 夕暮、 そ 

の 池よ. rt- 火の玉の やうなる もの、 數を しらす 龍 灯 松 

と 云 ふ 松 枝に 光 上， 0 侍る と 也、 
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第 十六 杜若 遊君の 事 

西の 京に やさ 男 あ b  、利 休の 流 を 汲み、 □： 花 初雪なん 

どものと し、 いつしか 身上う すく 成^、 京 も 住う か. 9 

けん、 卯 波立 末つ かた 東へ 下. - 侍る、 三 河の 國池鯉 鮒 

の馬市さか.=^にて、野芝居の見物、或は菰張の色賀里 

のけし き、 宫 古の 松 梅の 風情と は、 もの か はり はんべ 

れど、 さすが 古 編 笠の 風情 なれば、 物 ゆかしくて、 愛 

かしこた、 すみ、 漸く 野 寺の 鐘撞 比に な， 9 て、 八橋の 

村 も 昔の 美人 男の ゆかり も 床しく、 腰 餞の 限..^ に 主 

の 水む まや 成 も 面白く、 筵ね こたの 上に 難 面 も、 一 夜 

を 木錢に 定め、 草の 枕に 明し 侍る、 愛に 頭 斑なる お 

坊、 杜若 あやめ 草 を繩す か. 0 に^ 込みて 、馬 草に はま 

す、 やさ 男是を 見て、 5^ も 名高き 八橋の 名花なる を、 

なさけなし 拙し とて、 色 有 花 を ゑら び 取て、 我 杖 を 切 

て 筒に なして、 大律繪 かけた る 古 佛爐に 指 置に. 9、 い 

とい さへ あけ やすき 夜、 畏蚊 にせ ゝられ 、かなしな が 

らも、 都 はかく もなか h- しもの をと、 枕 もたげ 終夜 寢 

もせす、 八聲 た、 ば 旅立ん と 思 ふ 所に、 よは ひ 二八 許 

のうつ くしき 女性 二人 つれ 立、 わら は、 八橋の 名花 

社お、 菖蒲の 霊魂な. 9 しが、 かた 様 さも やさしく、 夏 


草の 露 をした ひ、 あれた る 駒の 蹄 を 撰、 名花 也と て 我 

我 を 筒に 立 御 芳情、 花の 情に こたへ て、 忽入 問と 化生 

し 侍 b 、今夜 一 夜の ちぎ.. > は 、結の 神 かけて 逢妻 川の 

浮 藻草、 結ぶ 化 名 も高師 山、 染し なさけ も 有 原の、 花 

蘭 山の 櫻 狩、 よしや 今一 從の ゑに しぞ と、 枕 うれしく 思 

へど も、 本东 非情の 花、 形 人間に 受來 らば、， 此姿 その 

儘泰の 雪と きへ 侍らん、 されば なさけ も 色を替 て、 お 

のさ ま をす くひ 申さん、 それ 欉 見れば ゑ もんう すく、 

き はめて 不自由に 見へ 給へば、 我々 が 花の 姿 を此； li:T 

市に もて 出て、 世 源に 賣代 かえて、 御身の 渡世に なし 

侍ん、 必々 とかき くどけば、 やさ 男 も淚を 流して、 こ 

は 夢 かう つ、 か、 誠にして 誠なら す、 しかし 何にもせ 

よ 御身の 姿 ロハ ものなら す、 情 は 人の ためなら や、 かく 

の 給 ふこ そ、 浮世のう き も 幸な 、兩 女の 块を さ そ ひ 

つ れ て -£T 市に ゆ き、 勢 州 古市 はや.^ 出の 茶屋 を 聞 立、 

新 金 五十 兩 に 1 一人 を賀、 御定. の 請狀 書認、 さ らば さ ら 

ばと 都への ぼ..^、 富榮 侍る、 慈悲 惻隱 は榮 花の 基 也 

と、 げに さも あらん かし、 

第 十七 た、けばころ，.^ 一  角- it 市の 事 

出 羽の 國白倉 町に、 = 本 一 の^ 市、 六E:中比ぁ.C^、羽 

I  1 河雀卷 三  - 


取" 雨 州の 駿足 數を しら や、 白 倉 を 一 一行に 引 立 侍る、 近 

國の iSil 買、 氣に 入れば K 段 を 付け、 いやくと い へ ば 

馬主 を 取て ふせ、 頭 を 一 つ 打ば 百 文、 或つ 打ば 或： 白 

文、 瑪生を ふみ つれば、 金子 壹 分の 付 上、 13^ (度 ふめば 

貳分、 始て 見る 人喧 嘩 かと 思 ひ、 里人に 問へば、 たゝ 

けば 百 文、 ふめ は壹 分の 馬市 也と 云、 

第 十八 わた 持の 小 OT< の 事 

寐覺の 床 は 木曾川の 水上 也、 深山の 奥 なれば 旅人 草 

の 枕 をし、 寐覺 がちな らん か は、 勝地 は 主な しとい へ 

ど、 引 結た る 庵 あ 、八重- 樣庭も 見えす、 淺茅軒 を あ 

らそ ひた.. >、 崩れが ち 成 あこめ 垣、 蔦 生し も物哀 に、 

量に あな ひさせて、 しか < ^と 間へば、 昔し 浦 島の 太 

郞が 釣せ し 所 也と 云へ ども、 さに は あらや、 見歸 りの 

翁と 申傳 ふ、 見お ろす 川の 洲 崎に 千鳥 啼 つれ、 ちいさ 

き祠倉 川岸に 有て、 自然の 包丁、 眞那板 石、 ぃろ^- 

の 名器 有て、 廻らば 牛の 灘も絕 ぬべ し、 たと へば、 ギ 

き 皿 を 見お ろす 如くなる 島の 姿、 物 か はりて 鎗 にも 

寫 しがた し、 誠に 人の 風流、 寐覺の 床 を 庭 に寫 せし も 

理り 也、 上ケ松 小町の 瀧に 口 を そ 、げ！ ^、百年に 三十 

もたらぬ ほどの 老母、 是は 小町が sl^ な.^ と 錢を囉 ふ、 

I  „  _  十一 一一 . 
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幾許 年隔 ぬれ ど、 小^ は 化 女 なれば いざ しらすと、 餞 

を やりて る もお かし、 

人 は 鹿 吹ね ど 笛に 寄..^ し 身 も 

今 は 案山子と なれる かなしき 老女 

第 十九 戀 慕の 化  一 の 事 

信 州 高遠の ほとり に、 簿、 かる かや、 萩 、女郎花な ど、 

お. 0 し.， >貌 にたばね 結び、 片 ばか.^ の 庵 引 廻した る 

あり、 貴き 桑門 山 居し 侍る、 佛 前に 供る 蕨 飯の 付た る 

鉢の 子 を 洗て、 澤=,1 ^に 休ら ひ恃 る、 水中 を 見れば 驚 

の 雄 一 ー翅 遊べ b 、^思 ふやう、 ^は 愛情 深き 鳥に て、 

番々 あるべき に、 雄 一 ー翅 つれ 侍 る は、 哀れ 阿せ おの 獵 

師 にや とられぬ るかと 思 ひしに、 忽 うつくしき 男子 

となりて、 僧に 向て 云 やう は、 我 はむかし 武 ffl 信 支の 

子、 仁 科 五郎 也、 壹人は 忠臣 小 出 田 備中守 也、 我 若 冠 

の 比 高遠の 城主に 選れ、 織 W 城 之 助 四 五 萬 騎の勢 を 

以て 八重せ 重に 取つ、 まれ、 城 中の 士卒 男女と も 七 

八 百 入 籠城せ しも、 不い殘 同じ 枕に 戦死す、 某 幼年な 

がら、 戰 場に 死 を輕ん する は 大將の 思 出な り、 しかし 

只哀 成に 是 なる 郎等 小. HE 備中 也、 耻 かしながら 我 

等が， が麗 成に 戀^ し て、 數萬騎 の 中よ. H 咼 遠の 加勢 


 四き 九 十四  

を 望み、 一 所に 討死 を とげ 侍る、 n 頃 はさ もこ そ 思 ふ 

ら めど、 誰か は媒 せん、 嘸 ゃ未來 まで も 難 面 思 ふら 

め、 笹の 小^の 一 ふしの なさけ もな く、 せめて 誠 ある 

詞を 通す 便. 0 もな く、 祌 ならぬ 身の 年：：：： 打 過し、 悔し 

けれ、 槃念無 爱業 愛情の 妄執、 煩腦の 犬と 成る 身に 染 

付て 輪廻し 侍る、 娑， 婆に て は 父の 威 を かり、 武榮に ほ 

こりし が、 冥土 黄泉に て は 三尺の 叙 を提れ ども、 獄卒 

のた けき にく おかれ、 一 卷の 書も閻 王の 攻 にさく、 哀 

れ御僧 我 跡と ぶら ひて、 修羅道 をまぬ がれ させ 給へ、 

そ の 昔し を 御 目 にか けんと、 その まゝ 幣振 立れ ば、 大 

將の 下知に 付て、 忽ち數千の！^水屮へ飛込と兒へし 

が、 皆 甲胄 をよ ろ ひ、 敵 味方 入亂て 半時ば か..^ 切 結 

び、 養へ はっと 引く と 見えし が、 松風 も 一 11 曰 閑に、 释迦 

の 31 やに ばか h- ぞ淺 b し、 

第二 十 たかぬ 反 魂 香の 事 

越 中立 山の けしき、 贵く すごく、 幾 代の 松柏 生 ひ 茂り 

て 千尋の 梢 雲 そふ、 げ にもの ふ. 9 たる 分野、 神 龍 

すみあらし 給 ふらん、 東の 方 高き 山より 落る^ 數萬 

丈、 山の 半片に ほの 見えて 糸を亂 す、 六道 三途の川 を 

過ぎ、 脫衣 婆の 堂に て 上着の 餞 を なげ、 材木 坂 彌陀が 


原 は廣々 として、 誠に 佛 菩薩の 坐し 給 ふらんと お ぼ 

ゆ、 ちいさき 聖靈 田と 云て、 畦した るに、 目 なれぬ 稻 

を 德 靈植 sisS たり 、 顷 しも 水 無 H: 半な る に 、寒風 肌骨 を 

通し、 どて ら布子 二つ 重ね、 凝た る 雪上 を 草鞋 を か ら 

げ付、 四 五 里 ほど 辛苦して、 三 條の小 鍛冶が きたへ し 

大ぐ さり、 岩間に 結 付た るに たぐ， 0 上. 9、 瀧の 鼻、 さ 

いの 河原な ど 打 過、 その 夜 は 加 賀の黄 門より 立 給 ふ 

堂に 通夜し、 舟 和尙の 寄進 ありし、 金 灯籠の 前に 睡 

るに も あらす、 夢幻と 明し 侍る、 夜半の 頃、 不思議な 

る 哉 拙 妻が 召 仕し 姥 すご- と來 て、 わら はこ そ娑 

婆の 綠 1^ きた. o.、  n: 比 H 比つ く. 0 たる 惡業 も覺 へね 

ば、 後世 もさの みあし からす、 かなしき は 父 櫻 井と 云 

もの 世に 有し 時、 村 雲の 御所に 仕へ しが、 勢 ひに ほこ 

り、 心さが しら にても の あらく、 童 部の い たづら し 侍 

るに さへ、 手の を 切、 僕が 少の あやま. 5 にも、 耳鼻 

を そぎなん どし 侍る 惡業、 我 身に お、 ひ、 苦み と 成 上 

は、 哀れ 後生の 手 向して たびた まへ、 返す， （'も 云て 

失に けり、 聲姿思 ひやる に、 身の 毛い よたち、 夜の 明 

ると ひとしく、 何 か 用意して 地！^ 禪定し 侍. 0 き、 行 所 

何れも 谷々 もへ 出、 足の あな うら を やく、 白山、 湯殿、 
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箱 根の 地獄と はけし きか は， 9、 數々 の 地獄の 內に、 お 

そろし き は 八 萬 地獄、 血の 池、 紺屋 地獄、 鍛冶 地獄、 刀 

活 地獄、 堅 凍 地獄、 後妻 地獄、 酒 地獄、 一 所に 水火 替れ 

ども、 その 品々 の氣 色い わすして 知な hs  、震動 胸に こ 

たへ、 肝 を 冷し、 あまたの 湯煙 人の 形 をう づ卷 て、 そ 

れ とも 見えす、 おそろし さに 念佛 數遍唱 て、 足早に 山 

下 を 催し 侍， o、 歸鄉 して 立山の 事、 妻に こまぐ と 語 

れば、 月 nz も かわらす 姥身 まか. 0 しと、 淚を おさ へ て 

語りぬ、 されば 今 世 も か、 る 不思議 侍れば、 疑心 を捨 

て 菩提に もとづ く ベ き にこ そ、 

立山  花 翁 

撥 レ雲攀 上 立山 頂 碎邪 通， 身 汗 作， 琅 

神德無 向背 趣 令-一人 見 二 地獄 天堂， 
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三 河 雀 卷第四 

第一 天然の 燈 明の 事 

越後の 國入方 村、 庄右衞 門と 云 民家に、 四十 有年已 

前、 五十 匁が けの 蝦觸 ほどなる 光り、 家の 庭よ. 0 輝き 

出、 古き 石 春の 穴を當 て、 長き 竹 を 立れば、 つる/、 

と 光明 上り、 あたりの 男女 紫.^ て、 夜 女 業 をす る 也、 

第二 惡風鎌 風の 事 

駿 州に、 惡臓 師の靈 風と て、 異形なる 化祌 時々 風に 乘 

じて、 道の 草葉 をのべ ふせ 通と な. 9、 其 姿 かき 色の 袴 

をき たる ごとく 見 ゆると な， ON  、又 相 州に 鎌 風と 云、 是 

にあへば 身を损 すと 云、 

第三 石龜 小便の 事 

甲 州 伊澤 川に、；" 蓮 上人の 書 給 ふ 石 題目 あ. 9、 時々 川 

え 出る、 昔し 平 大納言 時忠 の. U 魂 を、 此川 にて なだめ 

られし 石 題目 也と 云、 此の 題目 彌勒の 代に も 消失せ 

すと な. 9、 龜の尿 を 墨に 入て 書く 時 は、 後の世まで 消 

へ すと 云 法、 本草 幷に 草木 子に みへ たり、 龜の尿 を 取 

に は、 龜を 塗た る 折 敷の 上に おき、 錢を見 すれば 精 汁 
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を 出すな り、 弘法 大師の 入木 道と 云も此 法な. 0 と 云、 

蒼 耳の 自然 汁、 大力 子の 汁 を も 用と 云說 あ. 9、 

第 四 遊君 舌根の 事 

神無月 始の 比、 三 河國本 野の 原 を、 ある 桑門 通. 0 しに 

俄かに^^cr野寺の錡も不Ji、人家に煙ぉ、ゐて、さ 

だかに も 見 へ ざれば、 あじきなく、 鴨の 長 明が 藤 ふみ 

わけた る、 野原の 玉 ほこた ど， 9 たどりて、 宮路 山の 紅 

筵. 見 まほし き 心 をた へ、 佥ぉ とい めん！ 陽が 術 も 

なく、 衣 を かしげて いそぐ 所に、 燈 かすかに 見 ゆれ 

ば、 嬉敷 木陰に 立 よれば、 內の體 三 所に 高燈薹 かゝ 

げ、 家居 さは やかに 侍る、 欄干に より 窺えば、 琴の 昔 

しばした へ しに、 一 一十ば か， 9 なる 女房、 長き 髮を たよ 

たよと ゆ， 0 かけ、 らうた けたる よそ ほひに て、 童女に 

手燭 もたせて、 端ち かく ゆるぎ 出、 衣紋 をつ くろ ひ 袖 

を かゝげ て、 僧に 向 ひて、 わら は、 此 家の 主に 侍る、 

御 僧 は 何 地より 來らせ 給 ふ、 聞 まほし やと 云 へ ば、 愚 

僧 は遙か 遠國の 者に て 候が、 本 野の^よ. ^ 俄に： n の 

暮れて 候、 行衞 さだめぬ 鄉 坊主に 候へば、 か ゝる人 

家 を 便りに 立少ォ 侍る、 見 舉れば やん ごとな き 女性の 

御身に て、 かくいぶ せき 野原 家に、 何とて 住せ 給 ふら 


ん覺 束な し、 出家の 事に 候へば、 今夜の 御宿 は 色 を も 

香 を も 知らせ 給 へ と 云 へ ば、 主の 女性、 昔の 江 口の 君 

は、 西へ 行人に 宿 をお しまれた ると 承る、 わら は それ 

と は 違 ひまし、 草の 枕 もよ しゃ 君、 か. 0 寢の夢 をお し 

む ベ き、 今夜 は 是に御 休ら へ 候 へ 、申に 付て 耻 しけれ 

ども、 先に 我 身の すくせ を 問 ひ 給へ ば、 あからさまに 

しらせ 侍る、 世の中の 人の  > むは 、白 むくの 染て くやし 

きその 色の、 名 も 赤 坂の 長者 長 福が 娘に、 カ珠の 前と 

申 遊君に て 候が、 口 も 西 山に かた ふけば、 あ ふさき る 

さの 旅人に 打馴、 朝な 夕な の 身の 勸 つらく、 重ぬ る さ 

よ 衣、 我 妻なら ぬ 化 枕、 寢覺の 床の くやしく、 三年 月 

日 を 道つ、、 人 E ハ曲輸 に 身 をよ そ ほひ、 ながれの 竹の 

うき 忍 ひ、 つらき 中に も妹脊 山、 過 世お かしき も のぞ 

かし、 我 かつらぎ の祌 姿、 此國の 史將大 江の 贞 基に 見 

初ら れ、 後 は和理 なき あいさつ、 漢宮 の榮花 もた とへ 

て 云 は 塵な らん、 此の 船 山に a: 花 を し 、遊 仙 臺と愛 

しつ、、 長生 不老 を そね みしに、 定 なき 人生 ぞゃ、 俄 

に 病の 床に ふし、 つれな くも 黄泉に おもむきし、 かな 

しゃ 池獄 の 分野、 御 僧に 語 bs" さ- ん、 娑婆に て 作りし 

罪障の 山 一：.. S  く、 その惡 業は定 張の 鏡に うつ b  、替 るな 
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替ら じとの 穴 誓文、 獄卒 鐡 欽 に て 舌 を ぬく、 每 夜の 客 

の 投盃、 打 こぼす 酒の しづく、 水火の 流と 成て、 大紅 

蓮に た かよ ふ、 すでに わら は 命 終に 近づ きし 時、 君 名 

殘を おしみつ ゝ、 目 を 吸口 を 吸て 舌 を 吸 出し 給 ふ、 此 

愛 念に 輪廻して、 終に 惑 ひの たねと 成、 か、 る 苦み 見 

給へ とて、 さもう つくしき 丹花の 唇より、 一 丈餘 りの 

紅の 舌 を ふっと 吹 出し、 あ、 かなし やと 倒れ、 花の 姿 

を變 じつ、、 あらぬ 形と 成、 たすけ 給へ 御 僧と、 衣の 

袖に すがれば、 僧 は、 出 廣長舌 は 彌陀の 誓な りと 思 

ひ、 南無 阿彌^ 佛、 南無 阿彌陀 佛と唱 て、 紅の 舌 を 打 

落せば、 姿 はう せて 茫々 たる 草 村に、 文 珠の像 ぞ殘け 

る、 僧 は 奇異の 思 ひ をな し、 里人に 語れば、 昔し 此鄉 

に 大江定 基と 云 人 有て、 此の 船 山に 力 珠姬を 愛し、 偕 

老 同穴の かたら ひ をな せし に、 姬身 まか b ければ、 な 

き が ら を此 里の 傍に、 石經 書て 葬られし、 其. C 魂の あ 

ら はれて、 さ こそ 候に やと 云 へ ば、 &ほは いよ/,^ 哀- 1 

思 ひ、 文 珠の像 を 安置して、 カ珠山 舌根 寺と 號し、 菩 

提を と ぶら ふ LJ な. 9、 

第五 男女 佛祌に 祝 事 

曾 我 兄笫夜 討の 時、 王藤內 に添寢 したる 龜鹤と 云 遊 

J 1 ^  h: 百 九十 七  1 
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女、 酸 州木瀨 川に 龜鶴齟 昔と 祝 ひ、 三 條の金 賣吉次 

は、 羽 州 山形の 近所に 祌に祝 ひ、 祌領 五百石 餘の 大社 

な. o、 てる 手の 姬は、 濃州大 垣の 傍；^ 村と 云 所に、 神 

に 祝て 祉ぁ. o、 いづれ も 下品の 祌 ながら、 名譽も 人に 

よると 覺 へ し、 

第 六 女 像 甲 の 事 

奧州證 や b と 云 所に、 極て 樹石 もの 替. o、 氣 しき 筆に 

も 及が たし、 傍の 尊堂に 甲 育 をき たる、 さもうる はし 

き 女の 木像 ニ體 あ.^、 由來を 聞けば、 信 夫の 庄 司が、 

はらからの 子 を義經 公に 參ら せて、 西國の 軍に のぼ 

せた. 0 しが、 庄司 老病の 床に ふし、 なつかしき とて、 

一 一人の 姊に甲 II： をき せて、 弓畏刀 を 持せ、 兄^の 子の 

面影と 思 ひ 打 詠し 所、 愛に 寫 したる と 云 へ り、 

第 七 袖 野 山の 事 

勢 州 桑 名の 城； 娘に、 釉 野と 云 ふ 所 あ， 9、 贄 氏の 何が し 

身 まか h- しに、 ゆか. 0 の もの 吾妻 路 よ.. >  のぼるに、 箱 

根 山に て、 赞氏 出来て 云 ひける は、 我 娑婆の 綠 つき 

て：. せ： 途に おもむく、 此の 片釉を 妻子に 見せよ とてう 

せに けり、 ゆか.^ の もの 片釉を 妻子に 渡し、 よく 引合 

せ 見る に、 少も疑 所な し、 淺 ii 敷お も ひて、 贄氏 菩提 
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のた め、 茅 野 を 寄進し、 今に 釉野 山と 云 あ. 5、 

第 八 癰費神 鳴の 事 

江 州お 足 山の 甚九郞 神 鳴と 云 ふ は、 41：3 し 同 國紀の 川 

村に、 甚九郞 とい ふ もの、 を 荷 ひ 都へ のぼると 

て 、 ほそき 溝川 を 渡. 5 し に 、麪棒 の ご とく 成 も の を 拾 

ひ、 杖に つき、 いつしか 覺 へす 飛行 自在の 身と 成、 唐 

天竺まで も 飛 ゆき、 換骨 羽化して 百足 山に もど. o、 雷 

神と あら はれ、 不思議に 雨 を ふらし 侍る、 今 も 甚九郞 

殿く 雨 を ふらした ベと 云へば、 北 〈儘嶺 頭 に 雲 起て 、 

雨 を ふらす ると 云、 

第 九 找桑名 鳥の 事 

羽 州安渴 に、 善 知 鳥と 云 鳥 あ，^、  に似て にも あら 

す、 今 安 潟に も 守護の 食 を かまへ ければ、 善 知 鳥 は 

外の 濱に すめ， 9、 白山に らいてうと 云 鳥 有、 雑の 雌に 

似て 異形なる 鳥 也、 

第 十 朱 椀 龍 宮の事 

鳳來 寺の 麓、 瀧 川と 云 所に 住る 民、 に 龍宫 よ.^ 種々 

の 器物 を か，. M し 自用 をた しぬ、 ある- s:^ 朱の 椀 を 借 

. ^來て 、一 つの 椀 を 失て 返さい しゅへ、 その後 は f5{ 

に 借す 事な し、 民お も ふやう、 鬼 祌に橫 なしと 云へ 


ば、 げに さも あらん かし、 一 度 詫して 見む とて 邊へ出 

れば、 四十ば か..^ なる 女性、 我 は 昔し 矢 作の 長者に 仕 

へし 冷泉と 云 者な. 9、 色賣 里の 習 ひ、 昔 は 人に 釉 ひか 

れ しが、 世 を鬩思 ひて、 夜明けな ば髮 おろさむ とく や 

み、 野 寺の 鐘 鳴れば そ^ろに 淚を 催し、 か.^ なる 浮世 

にいつ まで かかくて あ. 0 なんと は 思へ ども、 流石 愛 

執の 色に ほ だされ、 難 面 も 候へ しが、 淨 瑠璃 姬身 まか 

, ^給 ふに より、 かざし をお ろし 候、 しかれ 共裟 婆の 境 

界 あしきに よ， o、 畜生道に 生れ、 龍 宮城に 住し 也、 い 

ざ さらば 私と いなせ 給へ とて、 手 を 取て 水門に 入れ 

ば、 民 も 水練の 達者に て、 波 を かき 分 入し かば、 う 

つくしき 眞 砂の 上 を、 四 五町 行かと 思 へ ば、 寵 宮城に 

至， 0 ぬ、 その 體 言葉に も 及ばれす、 しばし 金 門のから 

いしきに 休ら ひ 居た る 所に、 內ょ， 0 やん ごとな き 女 

官の 出て 申 やう、 是は龍 宮城と て 人間の 到 所に あら 

す、 さ.^ ながら、 我 も 前生 は 南 閻浮州 矢 作の 宿、 金高 

長者の 姬、 淨 瑠璃 姬と 申て、 深閨に ひと ゝな b 、綾羅 

錦 繡の粧 ひ、 玉の 鈿 身に 飾り、 翠 帳の 內に住 侍る が、 

二八の 花の 初樱、 戀に ひかる、 牛 若の、 吾妻に 下， 0 た 

まふ 時、 あらう つ ゝ なや こま 笛に、 想 夫 戀の音 に ほ だ 
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され、 一夜 あだなる 手枕に、 かひな く 立し 浮 名 川、 ま 

たも 逢瀨の ありなん と、 たのみくて  一 z:: を、 まて ど 

暮らせ ど さ -り とて は 、昔な し 川 の 浮 藻草、 や く や 整の 

身 を こがし、 思 入江に 浮び 出て、 管 生の 川の 瀨を はや 

み、 心 閑に 觀 念し、 岸よ. 0 かつ は と 身 を投て 、底の み 

くづ ときへ はつる、 その 妄執の 罪お もぐ、 衆 合 地獄に 

落べ きを、 もとより わら はは 嶺の藥 師の申 子に て、 そ 

の 佛緣ゃ ふかみ 草、 すくいの 網に か、 る 身の、 不老 不 

死の 此 世界、 その 壽は 八千代 草、 長 篠の原 近き、 龍宮 

城の 內 にして、 龍 女體に 生れ 求て、 龍神の 后 紀と成 

り、 折々 此の 瀧 川の 龍花臺 にう かれ 出、 管 彼して 遊ぶ 

なり、 乙女 三千の 龍 女に か しづかれ、 金銀 璃の樓 

臺、 珊瑚 號拍の 几帳の 內、 ず 藻 瑪瑙の 床の 上に、 榮花 

を 極め 侍 也、 龍宮の 分野、 必す 人に さたし 給 ふなよ、 

猿 珍ら かなる 淨土を 見せ 申さん とて、 五寸 四方の 瑠 

璃の 異壺を 手に 持て、 此ゅ壺 は龍宮 第一 の寶な b  、彌 

勒の代に至.=^なば、必す峯の藥師に奉らんと、かの民 

の 手 を 引て、 壺中 へ 入と 思 ひしに、 さもう つくしき^ 

界 あり、 東方 藥師 如來 = 光 月光 か  >  やき 玉 ひ 、十一 一 神 

將五 百の 童女、 すき まもなく 坐し 玉 ふ、 民は餘 の難レ 
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有さに、 是 はいか 成 所ぞと 申せば、 東方 淨瑞璃 世界 

也、 四季の 體を 見よ やとて、 南 表 へ いざな へ ば、 梅に 

^柳に 瑠璃、 夏 冬 蓮 花の t 八 亂れ、 驚 翁の 羽 をなら ベ、 

菖 杜苦紛 たり、 秋 は 蘭 菊 女郎花、 枯梗^ 菅ー萩 蒲、 

冬 は 垣 ほの 初- 審、 花 を あらそ ふ 一 氣色、 四季 を 一 目に 

見つ る 、人間界と は 違 ふなり、 さらば 浮 州 へ かへ さ 

ん とて、 壺の 口へ 出る と 思 へ ば、 龍 宮城に 坐し にけ 

b 、時に 虛穴 H よ. 0 五色の 絲、 つるく とお ひさが る、 

淨 瑠璃、 是 はわら は 人間に 有し 時、 手馴し 十二の 手笞 

を it- ぎて、 阿 彌陀佛 を 建立し、 冷泉 寺と 號せ しな. 9、 

其佛 像の 功德 にて、 侮：：： 龍宮へ 五色の 絲舞 さがる、 わ 

ら はも やがて 龍 畜經の 苦 をの がれ、 佛果を ゑん こそ 

嬉し けれ、 さらば 是 より 歸れ とて、 波間 を かきわけ 出 

ると 思 へ ば、 瀧 川の 里に 歸 りき、 その 程 三時ば かりと 

覺 へしが、 三年 三月 を ぞ經. り、 浦 島が 心お も ひやら 

れ 侍り、 

第 十 一 扶桑 5i:T 丹 國の事 

祌島は 伊勢 をの 蟹の 住所な り、 髮は疆 々の ごとし、 姿 

やさしき も あ. o、 海底 ふかくく いる を大 かづきと 云 

ふ、 淺 くく る を 小 かづきと 云 ふ、 夏 秋 は 男女 まろ 裸 


^ほ  ， 

に て 、犢 揮ば かりにて 濱の砂 に 床し、 梶を 枕に し て 

臥し 侍る、 女 は 海底に 沈みて 跑を取 、夫 は 海上に 浮 

て、 釣 を 垂れて 生涯 を 慕す より 他な し、 され ども 文月 

十六： n は 殺生 を斷 じ、 寺へ 集りて 受戒し 侍りぬ、 つ 

らく 流 轉の業 を 思 ふに、 父母と 成、 兄 第と 成.^、 或 

時 は主從 夫妻と 成し，」 1 生 をば、 隔生即 忘と て 夢に だ 

もしら す、 人生の あ，^ さま は、 漕 行跡の しら 浪 にて、 

夕に 來.^ 朝に 去る、 只蜉 蹄の 如 く，， - かり、 誰が ために 

心を惱 し、 何に より て 目 を 喜し 侍る、 其 別 る、 主と 栖 

と 無常 を あらそ ふ 事 幻な.^  、山に 入. 5 巿 に 交り て も 、 

のがれが たき は 黄泉の 道 成 を、 哀 なる 世渡り ぞと巾 

を， フる ほし， +"^.0' き 、 

第 十二 報の 人 違 ひの黟 

ェ藤 左衞門 祐經、 右 大將の 前にて 雙六を 打し 時、 佐々 

木の， 三 郞が小 冠者と 座 論し、 大庭 へ 出で 石 を 拾 ひ、 祐 

經が 面へ 打つ け、 血 を あやし、 賴 朝の 勘氣を 蒙り 跡 を 

閽ま す、 又 祐經が 一子 狗坊丸 は、 夜 討の 朝、 曾 我の 五 

郎が貌 を 扇に て 打し 罪に て 、賴 朝の 勘氣を 得、 信 州 伊 

奈村へ流人して果ぬ、此所に墓ぁ..^、されば報の人違 

ならす やと 覺 へ 寺-る、 


第 十三 佛牙 問答の 事 

西 三 河に 佛牙 山と 云 あ. o、 時 花 物の 什物 開帳 を 思 ひ 

立、 同 國招賢 山に ちなみて 粧立、 第 一 の 什物なる 佛牙 

を拜 むと て 、貴賤 群集せ. o、 其の 頃招資 山に、 朽身坊 

とて 十 一 歳 程 成る、 擔用 有て 近 村より 歸 るに、 こて 

佛牙を 拾 ひ、 懷屮 して 來り、 開帳の 僧に 向て 云く、 聞 

說世尊 入滅 は 二 千 餘歲、 香 薪燒盡 して 金灰拂 ふと 云 

ふ、 しかるに 佛牙 生身なる はいかん、 僧 答て 曰く、 佛 

は不生 不滅の 妙體、 雙 林に 滅を 示し 給 ふゆ へ 、凡夫と 

は替. o、 末代に 奇瑞 を あら はし 給 はんとて、 佛牙 正く 

生身 也、 朽身 問て 曰く、 湼盤鶴 林に 寂 を 示し 玉 ふ義は 

諾す、 佛 牙の 員い か 程 あ. 0 や、 僧 答 云、 佛は 三十 二相 

八十 稲 好と も a. 、佛牙 は 三十 三 牙 あり、 朽身問 云、 佛 

牙 日本へ いか 程 渡る や、 答て 云、 十 一 枚 渡， 0 たると 舍 

利 傅に：：！^ へ 侍り、 外 はしらす と 云 ふ、 朽身 其の 時懷中 

より、 件の 佛牙を 取 出し、 有り や 有. 0 此の 佛牙、 天來 

ゃ地來 ゃ作麼 生と 云 へ ば、 僧の 云 ふ 是は佛 牙に 非す、 

偽 也と J5j- る 、佛牙 偽 也との 義ぃ か に も 虛顯也 、是は 野 

le- の 牛 牙 也、 足下の 佛 牙と 被,， 仰 も 無 一一 覺束 一. とて、 呵 

呵 大笑し 侍る、 客僧 腹 をた て、 小さが しき 小僧 哉、 し 
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からば 世 尊の 拈花 靈山會 上に て、 迦葉 尊者 實相無 相 

破顔 微笑の 義ー 不審 申さん と 云へば、 朽身 我等 はい 

まだ ふしんの 楝上 をいた さぬ と、 かぶ， 0 を 振て 返 出 

す、 拆も當 意 即妙の 小僧 哉、 後 は 能 化に も 可い 成人よ 

と、 目 を 付 侍る に 不,， 違、 洛陽西 山に て老 宿し、 今 尾 州 

大野に 住職せられ しなり、 又 愛に 異名..^ きみと 云て 

十三 四の 童、 一 歳" iiT 草 不自由に て、 瘦 .it 鞭 を 痛て 死た 

,9、 癩 人の 捨 たる： ill 荷 ひ 棒 拾集て、 薪に 割. 9、 母の も 

と へ荷行、山家ょり出たる薪な..^とて、憒安ふ母に語 

れ ば、^. £ 貧き 者に て、 我 子に 偕 を 出して 薪に す、 か 

かる 臬木を 母に 僞 たる 事、 諸人 是を にくみ、 母 も勘當 

し て 家 を 追 出す、 鬼 角 人 は少年ょ..^生れっきに 、善惡 

見へ 侍る、 唐の 司 at 溫 公七歲 の 時、 酒 甓の邊 に 童子 共 

群て 遊し に、 如何した， 9 けん、 一 人の 童子 饗の 中に 階 

けり 、いかい せんと 周章す、 一人 は 親の 方へ 吿に走 

る、 温 公資 こく も侧 なる 石 を 以て、 截を 打破り けれ 

ば 、童子 出て 死 をた すかり しと 云 ふ、 是を 撃 喪の M と 

て、 給に も寫 して 世に ためしな き亊 とす、 熊 坂の- 4i 範 

は、 七 歳の 時 伯父の 馬 を 盗みて、 我 朝の 盜跖と 名 を 取 

も、 善 惡人を 知る ためしな， 0 と覺へ 侍る、 

Sri 
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第 十四 雷の 立の 事 

水 無 c 初の 比、 信 州 丹 波 川 を 渡り、 さる 野 を こへ、 松 

も むら 立、 凉風 吹閉、 漸々^ i 矛の 親子 地藏を 見かけ 侍 

るに、 小 松の 村立に 親しね 子し ねと 小鳥の 囀 あり、 傍 

へ の 招に は.、 三 枝の 禮を不 レ違、 親子 鳥 上下に 翅 をな 

ら ぶる も あ， 9、 いか 成 宿世に や、 一 世の 契. 0 を 二世に 

たくみ、 萬 世に 名 を殘す I 刈 茅 親子 地藏ぞ や、 されば し 

らぬ國 を 回る にも、 妻子に 似た る 人 は 多し、 是れも 恩 

愛の 着 深き 故なら む、 父母に 似た る 人 は壹人 もな し、 

是は 至孝の 實 なき ゆへ 成べ しと、 すいろに 淚を 催し 

侍る、 誠に 蕃 光寺の 御寺に、 一 たび 步を 運べば、 來世 

三惡道 をの がれ 侍る と 聞く もた ふとく、 此 たび は 湯 

殿 山 へ 心 ざし 侍.^、 信越の 境 山 口と 云 ふ 所に、 熊阪長 

範が住跡、しらなみをながす瀧ぁ.：^、此水を飮ば盜人 

に 成と 云 ふ、 唐に も 貪 水 あり、 此水 一 飮 懷，， 千金： 試 

使 二 夷 齊飮？ 終 當ぃ不 い 易， 心と 列 傅に 見え 侍る、 此前 

村よ. om. 隱明 神え 詣 侍る、 神社 便覧に は 手 力 雄 尊と 

あれ ども、 社僧 は 九； 權 現な .0 と 云、 土用の 中 比 成し 

に、 梅花 唤亂 花の 下に は、 橇 反な ど 崩れが ちに、 鶯囀 

b 恭 のけし き^ 也、 芦隱は 荒き 神に て、 社 俗 三年 荒行 一 
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を勸 め、 侮 夜 pt- の 時に、 黑米三 升 供御に 燒て 供る に、 

九 頭 明 神 大蛇と 成て、 出 不レ殘 服す ると 云 ふ、 此山は 

祌 鳴の 子ども そ： U ち 侍る よしかね て 聞し に、 夏 は 雷 

を 以て 鳴と や、 きびしく 鳴 はためき、 一 B 上へ 落 かゝる 

かと 思 ふに、 そば 成る 松 杉の 枝より、 架 鼠と 云 もの 數 

を しらす、 雷の 響に 落 か、 れば、 す は 神 鳴の ss^ 立ぞ 

と、 胸 を 冷し 侍る もお かし、 たかく 生 ひ 茂. 0 たる、 條 

竹 原の 箭 もと をらぬ 程なる が、 草 結を尋 おしわけお 

しわけ、 三時ば か.^ つらき 山路 を 迷て、 漸々 柏 原の 上 

なる、 片斗. 9 の 草屋、 萩す、 き 壁に も 屋根に も 引きお 

ほひた る 小 家 二三 軒 あり、 立 寄 侍れば、 所の 求 食と て 

栃 の 飯に 、山菜 と 云 物 を 汁に して、 漆 もっかぬ ふる 

椀に 盛て くるれば、 今；：： の 露命の たすけと、 椎葉 にも 

りたる よ. ON も 嬉し、 澤 水に g をうる ほし、 其 夜 は 高 田 

の 御城 下に 宿し 侍る、 明れば 下の 越後へ か、， o、 今 町 

柏 崎、 出 雲 崎 泊.^  くして、 二日め に 寺 泊と 云 所に つ 

きて、 弘智法 印の 骨身 を拜 むに、 殊勝 さ 云ば か，^ な 

し、 昔し さる 武士の、 鐽の石 突に て 胸 を 突ぬ き 侍る よ 

し、 骨身 少 かたぶけ. o、 或 僧の 云る は、 白骨 を 以て 人 

を 作る 傳 あり、 ；如 骨よ ト.' 手足 大小の 骨 不ぃ殘 拾 ひ 翁 


め、 藤の5^?:葉の糸にてっがひくからげ合ひ、 ざら 

と 云 葉 を 覆 盆 子と 蘩 菜の 汁 にても み 合せ、 骨に ぬ h -、 

.lev 角の 葉 木槿の 葉黑燒 にして、 疑の は ゆべき 所 を 度 

度 水に て 洗 ひ、 疊を 敷て 骨 をす へ、 二 七 H 沈香 を燒、 

反 魂 香の 術を修 すれば、 人と 成と 語りし、 さて 新 潟へ 

船に 乘 侍れば、 風波 はげしく、 明る 夜 出 羽國加 茂の 

津へ 着船す、 日 蓬 上人の 記し 殘 されし、 七 面の 岩間な 

る 曼陀羅 を ふし 拜み 侍.^、 佐 渡が 島 も 手に 取 やうに 

見へ 侍る、 此の 浪 間の 春の のどか 成る 日 は、 曼陀羅の 

名號ぁ くと 見え 候と、 船人の 語る も 奇妙なる 事 

と覺へ 侍.. 9、 

第 十五 女の 脚 布に 靈佛揚 る 事 

加州 金 澤の大 守は祿 高き ゆ へ 、城 頭 男女の 風俗、 都 は 

づ かし、 を. 0 しも 夏の ころ、 男女 大勢 水 あびして なぐ 

さめ b  、歷々 は 駕籠 のす： U れを卷 あげ て、 見物す る も 

又よ き兑 物な.^、 洛 ？.^ の凉 川、 東都の 船遊び もし かじ 

とぞ覺 { し、 金 澤を 出、 八, 靱ぇ行 侍る に、 盟 々に. 猿 飼 

す る 風情 は 、 舊 中國 と 思 ひ 侍る、 名に 菊 酒 の 酒 旅 を 慕 

て、 飛 n: 屋に 入、 しばらく 南 陽 縣の齢 ひを延 しぬ、 そ 

れ より 白山 權 現に 詣で、 その 夜 はお さう の 村に 杖 を 


休め、 明れば 白山の 嶺に攀 のぼ.^、 加賀 室に 留 りぬ、 

此の 室 水と ぼしく、 岸の 溜 水に、 棒 振 虫の 底の 見へ 

ぬ ほど 有 を、 手拭に て 打 こし、 順 をうる ほし ゝも、 今 

生の 餓鬼道 かと ぞ覺 ゆ、 御內陣 阿 彌陀佛 おふし 拜む、 

愛に 六道と て、 加 賀越前 兩國關 手の 錢を あらそ ひ、 果 

は.；^ -嚷に 成りて、 尊き 山に しんいの 波 を 立る は、 今生 

の 修羅道 かと ぞ覺 ゆ、 大 御前 十 一 面觀音 は金佛 なり、 

昔し 富 樫が 安置せ しと 云 ふ、 山 下の 盜人等 聞 及び、 

數百 人來て 動せ ども、 さらにう ご か す、 盜人等 山 下し 

て、 あから さ ま 成る 物 語 を 、： 八十 餘 りの 姥是を 聞 て 、 

心 よげ にも 笑 ひ、 若き 衆 はしらぬ も 理，. ^哉、 奇特 ある 

靈佛に は、^ き 女の e: 水 付た る 脚 布 を、 ほとけの 頭上 

へ かくれば、 靈驗 うせ 果 るな. 9、 佥佛 ならば i:^- 取、 ふ 

きとら かして 佥 となし、 姥 にも 配當 させよ とおしへ 

ければ、 盜人 ども それ こそい とやす けれと て、 姥が敎 

の ごとく、 脚 布 を かくれば、 數百 人して 動し がた き 金. 

佛、 輕々 と あがれば、 盜人 取て 麓へ お しに、 俄に 震 

徹して、 七日 七夜 洪水 出來 て、 盜贼の 一村 大紅 速の 淵 

と 成りし とな， 0  、 

第 十六 栗 柄が 谷の 事  

1 _  I  五—. la 三 
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越 中の 國く. 0 からが 谷 は 、木 曾 義仲壽 永 の戰 に、 千 頸， 

の 牛角に 火 を 燃し、 鋅を さして 夜中に 追放せば、 平家 

十 萬 餘騎の 軍兵、 此の 谷底 へ 落て 討る、 と 也、 

壽 永年 間 兵戰跡 旅 行殊 愁 立秋 天 

昔時 牛 火埋， 1 溪 谷- 千魄萬 魂不ぃ 識レ員 

第 十七 長 田 蟹の 事 

それ かしこき 人 は、 首 陽の 藤 も くら はす、 愚か 成 や、 

主君 をう つ 見の 浦の 報 を もしら す、 おもきが 上の 又 

ぉもき惡名を浮世に殘す人もぁ^^、 報 を まてよ とよ 

みお かれし、 討る ゝ人も 討 人 も、 何れ かとい ま h -、 何 

れか 殘.. >  侍る や、 只 幻 いなづま のかげ ぞ かし、 七 里の 

橫 渡しの 灘を漕 行 船に、 その 中の 長ら しき 水子に、 間 

遠の 渡しと は 何地ぞ とと へ ば、 されば 間遠と 申 は、 赛 

の： W のうら、 かなる に、 鷗の ふした け かくす ほど 成 

るに、 漪 打よ する 磯の 汀の 寄 藻草、 我からの 住 あらし 

たるに、 濱風 そよ-, -吹 催す、 海原の 入日 花やかなる 

に、 紫雲の 夕日 をつ ゝみ、 千鹽に 染し氣 しき、 げ にも 

間遠の 詠な らん か は、 夕汐 のさし 込 入江の 月 かげ、 あ 

きら かに ほの 見へ、 ゆき 通 ふ 小船の 海士 の、 綱手 曳ぁ 

ふ 船 子等、 尻た ゝく浦 君の ほとり を、 ま 烏の むらが 


合、 滅 ほす 溶 路の磁 間に、 長 田 蟹と て 鬼面の ごとく 成 

る 蟹 はい ありく は、 主君 源義 朝と、 li! がね 鎌 S 正 淸北ハ 

に、 長 田 父子が 討 取た る惡 業、 鬼 蟹と 成る も淺 問し け 

れ、 いか なれば 長 田 はと、 朝 長の 謠 にうた へば 、一定 

魚 甲と 生すべき 者なる や、 是ょ. 9 西の 島に 唐の 楊^ 

巾が 守觀昔 あり、 されば 方 士支宗 の 勅 を 請て、 贵；^ の 

魂の 有 かを尋 て、、 熟 田の 蓬 萊宮に 至り、 贵：^ に 逢て 離 

山宮の 私語、 玉の 鈿を 方士 にあた へ、 玄宗 への 傅 言 こ 

まぐ と 云お くり、 方士歸 て、 玄宗に 貴！^ の 驚の 品々 

を さゝげ 侍， o、 贵： g の 魂のと 3. まりし 所 なれば、 楊國 

中の まも， 9 本尊 を、 ほと， 0 の 島に おさめ； ^ る も理. 0 

な ひ、 
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